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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　善ぜん哉ざいの御お代だいは、四百八十円だった。

　可か児にの月の小こ遣づかいは三千円。そこから考えるとかなりキツい出しゆつ費ぴだ。

　だけど父も母も、きっと苦く笑しようで済ませてくれる。

　だってこの四百八十円で、自分は信じられない程凄すごい体験をしてる。

　……最も上がみ・義よし光あき様と話をしてる……！

　襲しゆう名めい一年生とも言える自分にとって、この戦せん国ごくの世を牽けん引いんしているメジャー大だい名みようと話が出来るなど、まずある事ではない。否いな、向こうからすれば気き楽らくに出来る事なのだろうが、周囲環かん境きようやタイミングが普通はそれを許さないのだ。

　だけど、今は違う。御お茶ちやを飲み、美お味いしいものを頂いただきながら、

「それがまた、ここで戦ってる繁しげ長ながというのが、意い外がいにガサツでのう。戦せん場じようではもうちょっとスマートに行動すれば良いものを、真まっ直すぐ思し考こうでいかんぞえ」

「真っ直ぐだと、駄だ目めですか？」

「真っ直ぐだと、ぶつかるしか無いであろう？　お前、力を逸そらす事は出来るであろう？」

「はい！　出来ます！　そういうのを意い識しきしろと言う事ですね！」

「お前は賢かしこい」

　言って、義光が団だん子ごをくれる。

　目め上うえの者がくれるものを、躊躇ためらってはいけない。

「頂きます！」

「よいよい。義よし康やすもお前程素直であればのう」

「息子むすこさんですか!?」

「いや、やはりここに来てる里さと見みの生徒会長。ちと強ごう情じようが服着てるようなものでな」

「その人、義光様を尊そん敬けいしてて、照れてるんだと思います！」

　言うと、義光が目を細めた。だが、眉まゆは僅わずかに下がっており、

「お前はいい子だえ」

　頭を撫なでられる。そして、不ふ意いに義光が問うてきた。

「勝てると思うておるか？」

「違います！　戦場の流れを見ろと、そう言われました！」

「意味は？」

「解わかりません！　だから教えて下さい！」

「これはまた難しいのう」

　義光が笑う。ココ、と喉のどを鳴らして笑う。

　素す敵てきです、と可児は思う。うちのお母かあさんやお父とうさんは八や百お屋やをやってて、お母さんは太り気ぎ味みでお父とうさんはやせ気味で、どう見ても義よし光あき公こうは、同じ大人おとななのに違う存在で。

　だけど自分はお母かあさんとお父さんの自じ慢まんの娘むすめで、それがとうとうここまで来ました。「お前くらいはちゃんとさせてやりたいね」と言って襲しゆう名めい申しん請せい書しよにサインをしたお母さんとお父さんに、有あり難がとうと言うだけじゃない、凄すごい土産みやげ話ばなしを持って帰れます。

　きっとこれから、これからずっと、自分は凄い話の中にいる。

　先せん輩ぱい達たちにも、話をしよう。だから、

「頑がん張ばります！」

「そうよの」

「はい！」

　いい経験を土産話に持って帰ろう。そう思って、善ぜん哉ざいの器うつわを見ると、

　……あ。

　テンションが高かったのか、いつの間にか餅もちを先に食べてしまっていた。

　……あううう。

　箸はしで小豆あずきをつまむのはちょっと苦く行ぎよう。冷さめていって寂しい。

　だが、不ふ意いに義光が後ろへと振り向いた。彼女は店内に向けて、

「ちと、──そこの自じ動どう人形、注文追つい加かぞえ」

「俺おれかあああああああ！」

「来たばかりですまんがの。私とこっち、善哉頼たのむぞえ。あ、こっちは餅のおかわりで」

「俺の善哉は熱いぞおおおおおお！　餅もこんがり丸焼きだぜええええ!?　おおおお！　この餅、焼き殺してやるああああ！」

「サービスがよくて何よりよの」

　振り仰あおぐと、義光がこちらに笑えみを向けている。

「いいんですか!?」

「お前が食べてるの見てると、ちと摘つまみたくなっていかん。小お田だ原わらは南の米こめ所どころ。最も上がみの米とどう違うのか、通つう商しよう路ろの勉強としてもいいであろ。それに──」

　それに、

「戦う前に、お前だけ待たせておくのもいかぬ話であろうよ。だから頂いただいた後、茶を飲んだら手合わせと行こうぞ」

「──Ｔｅｓテスタメント．！」

　可児は頷うなずいた。時じ刻こくはそろそろ午後の一時十分を回る。

　教きよう導どう院いんなら昼休みの時間だ。
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　うるさい音に対しては、人間、二つの反応をとる。

　耳を塞ふさぐか、無む視しするか、だ。

　正まさ純ずみは今、その両方を行っていた。

　位置は小お田だ原わら城じようの北東。西向きとなるすぐ目の前には森と丘があり、その向こうには伊い豆ず半島の山々が見える場所だ。

　パーティション代わりの陣じん幕まくを幾いくつも広く立て、武蔵むさし勢ぜいはその中で縁えん日にちを行っていた。

　屋や台たいが並び、焼き物料理の匂においが漂ただよう中、正純は、

　……さて、どうしたものかな。

『こらっ、副ふく会長！　聞こえとんのか！』

「あー、聞いてる聞いてる。何だっけ。昼食美う味まかったんだっけ。何食った？」

『走っとるわあ──！』

　大おお久く保ぼもキャラ変わったなあ、としみじみ思う。

　正純は、追つい随ずいする表示枠サインフレームから聞こえる定時連れん絡らくを聞きつつ、屋台の売り物の値ね段だんを眺ながめる。そこにある価か格かくは、生徒会予よ算さんなどの戦せん事じ補助で割引が利いているが、

　……高い……。

　この分量の食事なら、青雷亭ブルーサンダーだと〝焼き損ね〟として無料だ。

　いや、小しよう食しよく派はではあるので、多くは望まないのだ。ただ、比較してしまって、

　……いかんな。

　正純は思った。もっと庶しよ民みんの感覚を身につけねば、と。

　何しろ、庶民の多くは自分より高価な食事をしているのだ。無料の食事を探し求めて、そうでなければ倒れて上じよう等とうなどと、そんな生活を庶民はしていないのだ。

　政治家として、もっと庶民の視点に立たねばならぬと思うものである。

「なあ、大久保。お前、昼食に幾らくらい使う？」

『は!?　大体、千五百円くらいやで!?』

　正純は表示枠を消した。消さねばならないと、そう判はん断だんしたからだ。

　屋台の価格を眺め、五十円という表ひよう示じを見て、正純は思う。

　……大久保、駄だ目めだろう、それは。

　自分の場合は、無料と五十円の差。大久保は千五百円と五十円の差。

　大久保の方が差がある。

　大体、千五百円あったら本が新しん品ぴんで二、三冊買かえるじゃないか。中ちゆう古こなら十五冊は堅い。

　何やってんだ大久保。それじゃあ駄目なんだよ。うん……。

「な、ツキノワもそう思うだろ？」

『ま──？』

　疑問形けいだけどその返答は肯こう定ていという意味だよな、と正純は納なつ得とくする。

　と、右の方から焼き豆どう腐ふの串くしを手にしたアデーレやミトツダイラがやってくる。

「副ふく会長ー。代だい表ひよう委員長の方、どうでした？」

「ああ、元気そうだった。あと、高い昼ひる飯めし食ってた。千五百円だそうだ」

「あり得ないですね……！」

　同どう意い者しやがいた。横のミトツダイラが視線を逸そらしたが気付かない事にする。だが、向こう、やってきたハイディが、

「あー、正まさ純ずみ。ちょっと相模さがみの方の商人団だんから聞いてみたけど、北ほう条じよう・氏うじ照てる？　それがやっぱ上越露西亜スヴイエート・ルーシの本ほん庄じよう・繁しげ長ながに一敗食くらったって」

「知ってるから無料な」

　ッキショー！　とハイディが出すい納とうの表示枠サインフレームを地面に叩たたきつけて拾おうとしたら割れた。

　あ、と彼女は声をあげて、

「弁べん償しようしてよ正純！　正純のせいで割れたんだよ！」

「ツキノワ、今の、動どう画がに撮とっておいたか？　裁さい判ばんで使用するぞ」

『ま──』

「くっそ！　去年とは走狗マウス分だけ難なん度どが高くなってる！」

　ですけど、と言ったのはミトツダイラだ。彼女は近くの屋や台たいから干ほし肉の串くし焼やきを買い付けながら、

「現状、どのような動きがこちらに影えい響きようあるんですの？」
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　ああ、と正純は、ミトツダイラに頷うなずいた。

　現状を思いながら、正純は言葉を作る。

「さっきも話があったが、北条・氏照が本庄・繁長に敗はい北ぼくしたのがキツい。こちらは北条に一回勝利しておきたいのだから」

　北条・氏照が復帰しても、一時間は戦せん闘とう不能だ。

　他、氏うじ直なお、小こ太た郎ろうは小お田だ原わら城じように詰めているし、加か藤とう・嘉よし明あきは足取りがつかめない。ただ、

「噂うわさによると、北条・氏うじ邦くにこと幻げん庵あんは、市し街がいで戦せん闘とう中ちゆうもしくはその準備中とか」

　誰だれとだろうか。

『こらあ──！』

　大おお久く保ぼも元気だなあ、と、正純はまた現れた表示枠を消す。

　だが、氏邦と氏照がすぐにこちらの手て勢ぜいと戦闘が出来ないとなると、

「北条の他に、勝利すると益えきになる陣じん営えいってありますの？」

「毛もう利りだ。──関せきヶ原はらでの相あい対たいがあるからな」

　言うと、ミトツダイラが小さく笑った。アデーレも同じ反応をするので、

「何がおかしいんだよ」

「いや、だって副ふく会長、即そく答とうするじゃないですか。結けつ構こう考えてきてますよね、今日きよう」

　まあ、確かに、と正まさ純ずみは頷うなずく。

「だが、今、毛もう利り側がわと相あい対たいしているのって、えーと……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とハイディが頷いた。

「ハッサンだけど、それがどーかした？」

「いや、……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　正純は首を傾かしげながら、手て元もとに小お田だ原わらの概がい要よう図ずを広げる。

　北東側の位置に、青い点があり、ハッサンの名を示している。その正面に相対している赤の点は、毛利側の紋もん章しようを重ねたもので、

「──人狼女王レーネ・デ・ガルウ相手だぞ。どーすんだコレ」

　とりあえず、正純は通つう神しんを開く事にした。浅あさ間ま経けい由ゆで、ハッサンとの通神を梅うめ組ぐみと関係者共通で開いておく。

「さて、向こうは何をやっているのやら」
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　人狼女王は、顎あごに手を当てた。

　目の前に、今、娘むすめの同級生がいる。

　印度インド系けい。ヨガ系の外がい見けんで、言い伝えを信じるならば腕や脚あしが伸びたり空中浮ふ遊ゆうなどを可能とするタイプ。

　だが、見ている限りではそんな素そ振ぶりもない。この相手は、どう考えても、人間の範はん疇ちゆうでは弱い方だと思う。

　躾しつけでもない限り、弱者は潰つぶさないというのが王おう族ぞくの誇りだ。これで武ぶ器きでも持っていてくれたなら違うだろうが、

　……どうしたものでしょうねえ。

　戦う理由はあるのだが、自分の中での許可が出ない。だから人狼女王は、問うて見た。

「さて、私に対して、どのような戦いをしようと言いますの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ハッサン、神の遣つかいですネー」

「まあ、それで異い族ぞくを狩かろうとか、そういう話ですの？」

　オウ、と相手が首を横に振った。

「ハッサンの神は、物ぶつ騒そう違いますネー」

「まあ、平和主義！　やはり、見た感じ印度の神ですの？」

「神しん道とうですネー」

　ああ、と人狼女王は得とく心しんした。

　一応、娘の就しゆう学がく関係から、神道の事は調べた事があるのだ。

「神しん道とう。……いいですわよね、オープニングから無む知ちな二人が合がつ体たいして真まっ白しろなものに逆さか鉾ほこ打うち込みでかき混ぜるとか、世界を探しても希まれなレベルの発はつ禁きん神しん話わですわ」

「オウ、その解かい釈しやく、ちょっと惜おしいですネー」

「何がですの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──あれは、とある物事を示し唆さしているのですネー」

「エロではなくて？」

「そうですネー」

　これは新しん説せつだ。いや、今までの説が自分解釈だったとすればそれまでだが、実際の神道奏そう者しやが言うのならば、そうなのだろう。ならば、

「あの、かき混ぜ神話は何だと言うんですの？」

　Ｊｕｄ．、と相手は頷うなずいた。

「カレーですネー」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは衝しよう撃げきを受けた。

　……カレー!?

　まさか、世界創そう造ぞうに見えた神話が、実はカレー作ってる話だったとは。だが、

「ま、待って下さいな？　あの、じゃあ、白い液体は？」

「あれはカレーの鍋なべの湯ゆ気げですネー」

「じゃあ、逆鉾突つっ込こんだのは？」

「遙はるか昔はオタマもヘラも無いので、人類は狩かりに使っていた武ぶ器きで代用したのですネー」

　成なる程ほど、と人狼女王は頰ほおに片手を当てた。

「流石さすがはうちの子の学級。──極きよく東とう神話に詳くわしいですのね」
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・●　画：『聞いてないでツッコむべき？』

・金マル：『ツッコむって、今描いている原げん稿こうの内容じゃないよね？』

・銀　狼：『ちょ、ちょっと、私としては母の方にいろいろ言いたいですのよ！』
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　人狼女王は、話がずれている事に気付いた。

　軌き道どう修正だ。

「あの、いいですの？　では先さき程ほどの合体についてのシークエンス、女性の足りない部分に男性の突っ込んでと言うあれ、あれはカレーの何に当たるんですの？」

　オウ、と相手が肩をすくめた。

「あれはカレー粉この調ちよう理りの比ひ喩ゆですネー」

　相手が、こちらの正面、ふと横を向いた。胸に手を当て、

「ああ、貴方あなた、私の身体からだには凹へこんだ部分があるのですネー」

　女性役やくだ。だが彼は手に大きな凹みである器うつわを持ち、中にカレー粉を入れる。すると、

「では、私の身体には突き出した部分があるので、合わせてみようですネー」

　と、彼は擂すり粉こ木ぎを持ち出し、器の中なか身みを混ぜ始めた。

「お解わかりですかネー」

「つまり、男女が共同作さ業ぎようとしてカレーを作る際の手ほどきですのね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、カレー粉の調ちよう合ごう、実際は香こう辛しん料りようなどを割って粉こなにするため、女性では難しいですネー。ゆえに昔は、女性がまず両方を調合し、男性がそれを挽ひき割ったのですネー」

　しかし、

「ただこの手ほどき、カレールーの出現によって、忘れられてますネー」

「じゃあ、極きよく東とうの創そう世せいがエロ神しん話わになってしまっているのは──」

　フウ、と相手は肩を落として吐と息いきした。

「時代、……ですネー」
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　洋室の六畳じよう間ま。二段ベッドの下で、東あずまと肩を並べて表示枠サインフレームを見ていたミリアムは、

「あ」

　流れる文字に何かを気付いたのか、額ひたいに手を当てた。

「東、ごめんね」

「え？　何が？　ミリアム」

「ほら、この前まえ貴方、図と書しよ室しつで三さん要よう先生の講こう義ぎ聞いてから、いろいろ神話の本とか借りてきて、この子に読ませたじゃない？」

「よんだー」

　うんうんと、ミリアムが、脇わきに半はん透とう明めいの少女を抱えて頷うなずく。

　そして彼女は、東を見て、

「私、噓うそ教えちゃった。──ほら、極東の創そう世せい神話、あれ、男女の、ええと、その」

「何？」

「いや、だから、ええと、まあそういう事」

　顔を赤くしていくミリアムに、ああ、と東は頷いた。

「カレーの方が間違いだよ」

「え？」

　いや、だって、と、東あずまは言葉を募つのる。ミリアムに恥はじを搔かかせてはいけないと、

「だって余よ、御ご所しよであんな話、習わなかったし。講こう師しの自じ動どう人形の人達が、今思うと、ちゃんとした話として教えてくれてたんだな、って思う」

「ちゃんとした話って」

「うん。当時はよく解わからなかったけど」

　うん。

「あれは、セックスの話だった」

　ミリアムが肩から放ったビンタを東に叩たたき込んだ。

　意い外がいに激しい音がして、

「な、何するんだよミリアム！　余が何かした!?」

「何もされてないけど精神的に酷ひどい目に遭あったわ……！　しかも三段オチくらいで！」

「ぱぱ、まま、けんかしちゃだめえ──」

　少女が泣き出すのを、ミリアムが抱きしめる。頰ほおを二度三度と寄せ、

「御ご免めんね、御免ね。パパ、ママに理り不ふ尽じんな辱はずかしめを見せつけてくるのよ」

「りふじんー？」

「エロいって事よ」

「ちょっと待って！　待って！　何か誤ご解かいがあるよ！」

　はあ？　とミリアムが少女と一いつ緒しよに東を半はん目めで見た。

「何よこの土ど着ちやく信しん仰こうの次期首しゆ領りよう」

「いや、じゃあ、ええと、異い文化の理解をしようよミリアム」

「どうやって？」

「せっくすー！」

　ミリアムが動きを止めた。作り笑顔で少女の方を見て、

「だ、駄だ目めよ？　お外でそんな事言ったら絶対に駄目だからね？」

「うちのなかならせっくすしていいの？」

　ミリアムが再び動きを止めた。東は、気まずいものを感じ、

「さて、ちょっと飲み物でも買ってこよっかな……」

「に、逃げる気ね!?　ちょっと説明してあげなさいよ！」

「ぱぱとままがうちのなかでせっくすしてくれるー」

　わあい、と声をあげる少女を前に、ミリアムが三秒程ほど掛けてベッドに横よこ倒だおれになった。

「もうどうにでもなるといいわ……」

「ミ、ミリアム！　育いく児じ放ほう棄きだよ！」

　ふうん、とミリアムが、顔だけで振り向いた。

「紅こう茶ちや。ストレート。──それでやる気戻もどすわ。お願いね。あと──」

「何？」

　んー、とミリアムが鼻で言葉を濁にごし、しかし、目を逸そらさなかった。

「土ど着ちやく信しん仰こうの次期首しゆ領りようは、言い過ぎたわ。……でも、好きでそう言う生まれじゃないものね。だから御ご免めんなさい。他は赦ゆるさないけど」

「うん、凄すごくミリアムらしい……。うん……」

　馬ば鹿かね、とミリアムが苦く笑しようした。

「女が少しでも弱みを見せたら、もっと付け込むものよ？　──ほら行って来なさい、パパ」
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「あの、ちょっといいですの……？」

　と人狼女王レーネ・デ・ガルウは　午後の日差しの下でカレーに問うた。

「さっきのお話、とりあえず極きよく東とうの創そう世せい神しん話わはカレー作りだという事について、確かく認にんするために質問いたしますわ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何ですかネー」

「創世神話がカレーだとした場合、カレーの神様は誰だれなんですの？」

　Ｊｕｄ．、と相手は深く頷うなずいた。

「イザナギとイザナミがカレー創そう造ぞうの神であるならば、その子し孫そんである皆がカレーの神となりますネー。何な故ぜならカレーは家族の食べ物だからですネー」

「では、太陽神であるアマテラスもですの？」

　疑問を追及として放ったこちらに対し、更さらに相手は言葉を繫つなげる。

「──いいですかネー。アマテラスは女め神がみですネー。そして先さき程ほどありました逆さか鉾ほこ話ばなし。調ちよう理り器き具ぐのオタマが極東で開発されるのは八世せい紀きと言われてますネー」

「それが一体、何を……？」

「Ｊｕｄ．、オタマ……、つまりお玉たま杓じやく子しが開発されたのは、病の帝みかどの快かい癒ゆを祈り、捧ささげた食事を食べやすいようにと、そういう気き遣づかいからだったのですネー」

　そして、

「その帝は、女性。──アマテラスとの重なりがありますネー」

　人狼女王は、急ぎ通神帯ネツトで検けん索さくを掛けた。

　見れば確かに、


《お玉杓子：帝の快癒を祈った多た賀が大たい社しやが開発。強こわ飯めしと共に供きようして帝が快癒した》



「杓子自じ体たいは古こ来らいよりあり、その中央の窪くぼみの〝丸〟には魂たましいが宿ると考えられてましたネー。

　お玉杓子はその強化版ばん。それで混ぜたカレーは正まさに薬やく食しよく。帝も元気になりますネー」

「でも、強飯とありますわよ？　当時は炊すい飯はん技術が甘く、蒸むしてた筈はずですわね？」

「強こわ飯めしは餅もち米ごめによるおこわで、赤せき飯はんが代表ですネー。しかし、おこわとして考えると、肉や野菜を炊たき込み、味付けたものでもありますネー」

　つまり、

「ドライカレーですネー。フツーのカレーは病人には脂あぶらが重過ぎますネー。

　お玉たま杓じやく子しを捧ささげた多た賀がは、極きよく東とう神しん話わにおいて、イザナギが腰を落ち着けた場所ですネー。

　逆さか鉾ほこでは鍋なべを搔かき混ぜにくかったのを、そこで調ちよう理り器き具ぐを開発したのですネー」

「お待ち下さいな」

　謎なぞがある。今、資料を調べていたら、疑問が生じたのだ。それは、

「時代が合いませんわ。──だって、極東神話の編へん纂さんは、コジキが七一二年ですわ」





●






・金マル：『……テュレやん、発音が今、モロにあっちだったよ？』

・銀　狼：『気にせず！　気にせずいきますわよ!?』
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　しかし、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは言った。

「その女じよ帝ていの在ざい位いは七一五年から七二三年まで。日本書しよ紀きの編纂が七二〇年ですけど、貴方あなたの言う創そう世せい神話などのコジキは、その帝みがどの在位以前ですわ。コジキの時代が合いません。

　アマテラスとその女帝を重ねて見るには、コジキが少々早過ぎますわ」
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・ウキー：『……早いのか』

・煙草女：『いや、連れん呼こしてちゃ駄だ目めだろさコレ』

・銀　狼：『発音！　発音違ちがいですのよ!?』

・傷有り：『あの、点てん蔵ぞう様さま？　よく解わかりませんけど、こじきですよね？』

・十ＺＯ：『よく解らないけどセーフ！　セーフで御ご座ざるよ！』

・銀　狼：『今のは今ので第三極きよくが生じたような……』

・副会長：『ともあれ、古こ事じ記きだけに時期違ちがいとなった訳わけか』

・俺　　：『……棒ぼう餃子ギヨーザでも食いにいくか』

・約全員：『……行こうか』

・副会長：『待て！　新あら手ての無む視しをするな！　あと、試し食しよくありなら私も行くぞ！』
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　人狼女王は、謎をぶつけた。

　……この時期ズレ。お玉たま杓じやく子しに限定される話ではありますが、相手の説せつ得とく性せいへの理り屈くつが嚙かみ合わなくなりますわね。

　相手は滔とう滔とうと論ろんを述べたのだ。

　その論に間違いがあるなら、それ以前の論にも傷が及ぶ可能性がある。

　だから人狼女王レーネ・デ・ガルウは問い掛けた。

「何な故ぜ、コジキは、お玉杓子の起き源げんである多た賀がの地を、お玉杓子発はつ生せい前まえにイザナギの腰を落ち着ける地とする事が出来たんですの？」

　もしも、と人狼女王は言葉を繫つないだ。笑えみで頰ほおに手を当て、

「全てが出で任まかせであるならば、ここで力尽ずくという手もありますのよ？」
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　いかん、と棒ぼう餃子ギヨーザの屋や台たいの前で正まさ純ずみは思った。

「二ふた代よ！」

「ん？　何で御ご座ざるか正純。──一本欲ほしいで御座るか？」

　欲しいが、いろいろ話す現げん場ばでニンニクの匂においもなあ、と正純は思う。だが、

「ハッサンが危険だ」

　向こう、ナルゼと一いつ緒しよに棒餃子の出来を待っていたナイトが振り向く。

「──どっちの意味で？」

「今はハッサンの身の危険だ」

　さっきまではそうじゃなかった。

　だが、これはマズイだろう、と正純は思う。どう考えてもデタラメ理論だ。それが破は綻たんして人狼女王に張り倒されるのは順じゆん当とうとしても、死ぬ可能性だってある。

「二代、ハッサンの出場を認めたのはお前だったな。どれだけ出来るんだ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、今までの戦せん績せきを見るに、──三世西班牙トレス・エスパニア書しよ記きの撃げき退たい、幽ゆう霊れい船せん一いつ艦かんの撃げき沈ちん、そして加賀百万Ｇカガ・ミリオネンガイストを一度は壊かい滅めつ、二度目は半はん壊かいにまで持ち込んで御座る」

　……そんなに凄すごかったのか……。

　ですよね、と浅あさ間まが笑みで頷うなずいた。

「たまに敵てき艦かん落としたりしてる程てい度どだったら、フツーですよね」

「頻ひん度ど高たけえよ!!」

　皆でツッコミを入れ、正純は一ひと息いきをついた。

「──で、ハッサンの強さは、ここ一番で発はつ揮き出来るのか？」

「Ｊｕｄ．、余よ裕ゆうで御座ろう。さっきも思い切り発揮されて御座った」

「さっきも？」

　問うと、馬ば鹿かが頷いた。

「ハッサンなら大だい丈じよう夫ぶだろ」

「そうなのか？」

「うん。──さっき、誰だれが出るかで最後の一人決きまらなくて、オメエが他と応おう対たいしてる間、皆でジャンケンしてな。そしたらハッサンが一発目で一人勝がちでさ」

「何なに出した」

「全員パー」

「お前ら駄だ目めだろそれはいろいろな意味で──[image: ]」
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　……どうしたものでしょうね。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、吐と息いきをした。

　極きよく東とうの創そう世せいがカレーではないとしたら残念な事だ。

　人類の極きよく北ほくともいえる程の具体的なエロ神しん話わから、御ご家庭ラブラブカレー創そう造ぞう神話にシフトするならば、それはそれでいい事だ。夫と一いつ緒しよにカレーを作りながら具体的な事をする理由になる。神しん道とう万ばん歳ざいですの。

　ただ、カレーが噓うそだと解わかれば、夫と一緒にカレーを作りながら具体的な事が出来なくなってしまう。神道残ざん念ねんですの。

「真しん相そうはどうなのか、答えて頂いただきますわ。──コジキの時期ズレ。どう説明いたしますの？」

　言うと、オウ、と相手は肩をすくめた。

「それについては簡単ですネー」

「簡単、とは？」

「何な故ぜなら、今の世の中には聖譜テスタメントがありますネー。聖譜は百年先さきの事を見ていますネー」

　だから、

「古こ事じ記きを編へん纂さんする時、お玉たま杓じやく子しの未来は解わかっていた訳わけですネー」
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　成なる程ほど、と人狼女王は思いかけた。だが、

「お待ち下さいな」

　気付いた事がある。それは、新たな、今までよりも深い疑問だ。

「だとしたら、聖譜には、極東神話はカレーだという真相が書いてありましたの？」

「聖譜には書いてありませんネー」

「ならば、今の貴方あなたの言葉は、貴方の解かい釈しやくではありませんの？」

「それは違いますネー」

　カレーは、首を横に振った。

「神かみ代よの時代、確かに極きよく東とうの神しん話わはエロ描びよう写しやであったかと思いますネー」

　しかし、

「二度目の今の世の中、それだけではもの足りぬと、そう考えるものではありませんかネー」

「ならば……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と相手はクビを下に振る。

「食しよく卓たくに何も用意が無い時。何だかお腹なかいっぱい食べたい時。家族で食卓を囲みたい時。そういう時にはカレーですネー。そんなカレーなら、神しん話わに重ねてもいい。

　──誰だれしもそう思うものではありませんかネー」
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・金マル：『……いい話で、終わった、よ……？』

・ベ　ル：『ハッサン君、すご、い、ね……』

・貧従士：『凄すごいと言えば凄いというか、言ったもの勝ちというか、ええと……』

・副会長：『言葉選えらばなくていいぞ』
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「Ｔｅｓテスタメント．、良いお話でしたわ。貴方あなた達たちの学級のシキタリでは、御ご高こう説せつと言いますのね？」

　帰ったら夫とカレーを作って具体的にいこう。心にそう誓ちかった人狼女王レーネ・デ・ガルウは、表示枠シーニヤカドルの時計を見た。既すでに時じ刻こくは相あい対たいしてから一〇分を過ぎている。

　この相対。自分にとっては得とくがあった。こちらはいろいろ教えて貰もらった身み分ぶんでもある。だからというように、人狼女王は告げた。

「今のを協きよう議ぎとしますわ。最初の一五分、私の方で得るものがありましたものね。

　──では、次の一五分、貴方は私にどのような勝負を挑いどみますの？」

「簡単な事ですネー」

　と、相手が動いた。向かいの家か屋おくの前。そこに一台の運うん搬ぱん屋や台たいがある。肩に担かついで運べる、四角いアーチ型のものだ。

　中央に食台。左右に食材と食器を仕込んだものは、

「ハッサンの相あい棒ぼうですネー」

　やる気だ。そして、その戦せん闘とう方法とは、

「ハッサンが作って来たカレー。全ぜん部ぶ時間内ないに食べ切れますかネー」
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　あれ？　と鈴すずは思った。

　今のハッサンの台詞せりふに、何となく感じてしまった疑問がある。

　周囲、皆は何な故ぜか俯うつむきで、ホライゾンだけが棒ぼう餃子ギヨーザを消しよう費ひ中ちゆうだ。

「え、ええ、と？」

　鈴すずは、皆に問うて見た。

「普通、味あじ勝負じゃ、ない、っけ？」

「鈴様」

　ホライゾンが、振り向いてこう言った。

「質より量です。鈴様」

　青雷亭ブルーサンダーの店員が言っていい事なんだろうか。あ、何だか気まずい汗あせが出てきた。でもこれは夏の暑さの汗だよね多分。あとでちゃんと水を飲もう。

　だが、ホライゾンは容よう赦しやをしない。

「質より量。そうです。アデーレ様も袋ふくろ入いりの残ざん飯ぱんより、バケツに入った方を喜びます」

「ち、違います！　アレは犬いぬ達たち用ようですよ！　そうですって！　何ですか総そう長ちよう、その〝解わかってるから無む理りすんな〟って笑顔は！」

　あまり信用が無いアデーレが不ふ憫びんだ。ただ、一人、身を硬くしている人がいる。

　……ミトツダイラ、さん？

「マズイですわ」

「残、飯？」

「いえ、それはアデーレに任せるとしまして、……ええと、うちの母はは相手に大おお食ぐい勝負はマズいですわ」

　だって、

「うちの母、新しん規き開店の焼き肉屋を一人で潰つぶすくらいの容よう量りよう、余よ裕ゆうで持ってますのよ!?」
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　成なる程ほど、と人狼女王レーネ・デ・ガウルは頷うなずいた。

　人狼ルウガルウ族の最高位いに大食い勝負を挑いどむとは、人類としてなかなかいい度ど胸きよう。

　……流石さすがはネイトの同級生ですわね。

・元ヤン：『おい、気を付けとけ。そいつ、情報によると戦せん艦かんを撃げき沈ちんしたり、敵の戦せん士し団だんを壊かい滅めつさせる実力の持ち主だぞ』

・現役娘：『私だってそのくらいは余裕ですのよ？』

　応じて、人狼女王は相手に言う。

「受けますわ、その勝負。──つまり、カレーですのね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、カレーですネー」

　と、彼が不ふ意いに踊おどった。腕をくねくね上に揺らし、身体からだも歪ゆがませて、

「カモン……！　ですネー」

　言った瞬しゆん間かん。彼の背後の家か屋おくが、その扉とびらを自動で開けた。

　無む人じんとなっている室内。そこにあるのは、

　……並べられた保ほ温おん容よう器きの群……！

　竹たけ槍やりランチャーとして使用されている竹を、短く輪わ切ぎりにした保温器が、室内に並んでいた。そこから寸ずん胴どうを取り出せば、軽く二十は超えるだろう。

　カレーと言う事で、ルーが半分、米が半分として、

「……いい用意ですわね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と首を下に振って、人狼女王レーネ・デ・ガルウは屋や台たいの前に立った。

「立ち食い勝負。──野や趣しゆではありますが、悪くありませんわ」

　カレーの匂においは食欲をそそる。それだけで充分な自分のアドバンテージだ。

「──さあ、来なさいな」







[image: 第四十七章『金策上の亡者』]
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　成なる実みは、町の中でゆっくりとした時間を過ごしていた。

　自分がいるのは自じ動どう人形が調ちよう理り場ばに立つ軽けい食しよく屋やだ。頼んでみたら天てん麩ぷ羅らが美う味まいので、升ます酒ざけと一いつ緒しよに塩でいろいろ摘つまんでいる。

　遠く、破は壊かいの音が聞こえてきたり、カレーの匂においが漂ただよってきたりするが、皆も、各かつ国こく代表も、賑にぎやかにやっているのだろう。自分としては、出しゆつ奔ぽんの身と言う事もあり、積極的に動く気は無い。仕掛けられたら対応するが、ある程てい度ど逃げ切ってしまえば勝ちだとも思う。何な故ぜなら、

　……時間が経たった後は、皆、疲ひ弊へいしているものね。

　勝負を進めていった者達は負ふ傷しようし、疲ひ労ろうする。そこで自分を見つけたとしても、無む傷きずのこちらに喧けん嘩かを売るには踏みとどまる筈はずだ。

　無む論ろん、そんな懸け念ねんよりも、

「……伊だ達て家から権けん益えき奪うばって得とくする者がいるとも思えないけど」

　伊達と最も上がみは、今回の戦せん闘とうの中では厄やつ介かいな存在だ。何しろ、伊達は北方で他国との繫つながりがあまり無い、伊達に勝利して権益を奪うにしても、その権益自じ体たいが無いともいえる。

　もう一方の最上も同じだ。最上自体が衰すい退たいしていくため、ここで最上を倒したとしても、権益を得る意味は薄い。

　無論、こちらとしても下へ手たな戦闘に応じて、ありもしない権益を奪われる事じ態たいは避さけたい。

　……ただ、逆に考えると、こちらは攻めた方が得な場合が多そうね。

　他国は伊達に比して、良い権益を有しているのだ。

　だったら行くべきか。と、思って、しかし成美は、

「────」

　やめておく。

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんな気もするが、この、気分の行ったり来たりが面白い。

　……伊達では、何かあったらすぐ出場だったものね。

　伊達を思えば今もそうするべきなのだろうが、出奔という言い訳わけもある。政まさ宗むねも、出奔者として送り出してくれたのだから、出で先さきで〝伊達〟を主張するのも暑あつ苦くるしい。

　そして行ったり来たりをやっていられるのは、

「贅ぜい沢たくね。そう思わない？　──里さと見み生徒会長」
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　義よし康やすは、ぐったりしていた。

　状態を説明するならばカウンターに突っ伏していて、状況を説明するなら酒にやられた。

　そう、元々あまり強くは無いのだ。

　伊だ達て家け副ふく長ちようと話すために、ちょっと合わせて飲んだのがいけなかった。

　向こうの飲んでいるのが相当なものでありつつ、喉のど越ごしが良かったので、

　……お、いける。

　私も大人おとなになったものだ、と思った時、何な故ぜか視し界かいが横になっていた。

　右の顔と、右の伸ばした腕の下にあるのは、

　……壁!?

　違った。単にカウンターだ。平へい衡こう感覚をやられるくらいまで一いつ瞬しゆんで酔よっただけだ。しかしカウンターはよく磨みがいてある。北ほう条じようの自じ動どう人形はよく働くものだ。どこぞの軽けい食しよく屋やの自動人形もよく働くものだが、テーブルの汚よごれが気に入らないと鉋かんなを持ち出してくるから困る。

「──起きてる？　里さと見み生徒会長」

　起きている、と言った。口から出た言葉は明確な、

「ぉう──」

「駄だ目めね」

　駄目だ！　いかん。酒が脳を侵おかしつつある。さっきまではちゃんと人の言語を喋しやべる事が出来たというのに。今は三年梅うめ組ぐみのようになっている。

　……参まいった……。

　よく考えたら武蔵むさしに入ってから断だん酒しゆ状態だったのだ。

　里見がボンッされてしまって、酒など飲んでる場合ではなかろうと。

　ついでに言うと今は普ふ段だんから酒を飲むような金も無いのだ。〝義ぎ〟のパーツを担たん保ぽに出して生活費を借りたあの屈くつ辱じよく、忘れはすまい。憶おぼえていろよ羽は柴しば。武ぶ神しん担保契けい約やくなので一ひと月つき一パーセントの返へん済さい組んだ浅あさ間ま神じん社じやは良心的だったが、会計のところで一月一割で契約していたら恨うらみ十倍だ。

「何かブツブツ言ってるけど大だい丈じよう夫ぶ？」

「あぃお──」

　少し言葉が戻って来た。二に音おん喋れるが結けつ論ろんから言うと駄目だ。

　どうしたものか。今、この伊達家副長と勝負したら絶対負まける。

　頼むから勝負しないでくれ。駄目か。
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　成なる実みは、席を一つ離して横にいる後こう輩はいを、じっと眺ながめていた。

　自動人形には、壁に掛けられた短たん冊ざくのメニューを指さして注ちゆう文もんする。壁を見ないでも、位置は憶おぼえている。

「タラの芽めに、紫し蘇そ、あと鱚きす頂ちよう戴だい。それと天つゆも戴いただくわ。大だい根こん下おろし入れて貰もらえる？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と言われる返答が既すでに懐なつかしい。

　……私も武蔵むさしに慣れたものね。

　泥でい酔すいしている後こう輩はいも、同どう様ようなのだろう。

　何な故ぜ、彼女がここにいるかはよく解わかる。こちらの真しん意いを知りたかったのだろう。

　元は他た家けの者同どう士し。ただ、以前の三さん国ごく会議では、彼女は武蔵側として他た国こくを説せつ得とくに行き、自分は説得をされる側だった。

　里さと見みは小しよう国こく。他国の事情によって国がすぐ左右される環かん境きようだ。国家間かんの動きについて、武蔵の学生よりも多感と言える。

　だから、だ。

　自分が伊だ達てとしてどういう立場で動いてくるのか。松まつ平だいらに親ちかしい里見であり、最も上がみとして確かく認にんにきたのだろう。よしんばそこで勝負が生じたとしても、

　……やる気はあった、って事ね。

　いい覚かく悟ごだ。

　この里見生せい徒と会長が、自分を武蔵側においた言げん動どうをしているのはあまり見た事が無い。

　今、彼女が、不ふ確たしかに見える自分を確認しに来たというならば、それは武蔵という船に乗る一いち勢せい力りよくとしてか、それとも武蔵の一員としてなのか。

　本ほん人にんにもよく解らない事だろう。だが、

「酒に対する自分の見み極きわめもつかないようでは駄だ目めね。大体──」

　成なる実みは腰を上げた。

「前後不ふ覚かくになる前に、もっと周りを注意して見ないと駄目よ」

　椅い子すから降りる。そして夏服のスカートを揺ゆらし、店の奥に振り向く。

「他国の大たい半はんは、伊達か最上に喧けん嘩かを売っても権けん益えきを得る事が少々難むずかしい。

　……よくて上越露西亜スヴイエート・ルーシくらいかしら、と、普通は思うけど、実はもっと、確かな権益を得られる勢せい力りよくがあるわね」

　それは、と成実は前置きした。視線を向ける先。端はしのテーブル席。そこにいるのは、

「──武蔵会かい計けい、シロジロ・ベルトーニ。伊達か最上に喧嘩を売って権益を奪うばうならば、昨日きのうまとめ直した通つう商しよう路ろの権けん限げんなどを奪だつ取しゆするのが一番だものね」

　クラス内でもあまり話した事が無い相手だが、丁ちよう度どいい。

　泥酔させてしまった最上代だい表ひようとしての里見生徒会長が、ここで彼に喧嘩を売られでもしたら、少々寝ね覚ざめが悪くもある。だからまず、戦せん闘とうの意志確かく認にんとして、

「蕎麦そばでも食べたのかしら？」

「水で充分だ」

　相手は、そう言って立ち上がった。

「──金を無む駄だ遣づかいする訳わけにもいかんからな」
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「あれ？　武蔵むさし側の最後の一名って、シロジロ殿どので御ご座ざったか？」

　クロスユナイトの声に、正まさ純ずみは頷うなずいた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、──何か昨日きのう、家に帰ったら玄げん関かん前まえに土ど下げ座ざがあってな」

　物もの扱あつかいだ！　という声が来るが、人として扱うとつけあがるからしょうがないだろうアレ。

　だが、一応は訊きいたのだ。

「一体どうした、って言ったら、この代表戦せんに出してくれと言うじゃないか。だから、やはりうちの会計も、こういう武蔵が勝負の時には正気に戻るのかと感心したんだ」

「──そうしたら、と続く流れで御座るかな？」

　Ｊｕｄ．、と正純は頷いた。

「──そうしたら、と、おい、ハイディ」

　見れば、ハイディが抜き足差し足で逃げようとしている。

「おい」

「な、何!?　一体！　私が何かした!?　ははーん？　さては私の魅み力りよくに嫉しつ妬とだねえ？」

「──浅あさ間ま、とりあえず罪ざい状じよう無なしで神しん罰ばつ与えるとしたら、どんなのが出来る？」

「んー……、ハイディ達は稲荷いなり系けいなので、罪状無しで直接はちょっと……」

「やーい！　稲荷の神様万ばん歳ざいー！　流石さすがのアサマチも直接神罰ドカンは無む理りだよね！」

「ええ、間接的になら行けます、ね」

　浅間が表示枠サインフレームをハナミとめくりながら言う。

「えーと、稲荷系の神様に浅間の方から経けい由ゆしていくと、とりあえず罪状無しですから、……うん、事情聴ちよう取しゆ系けいで、逆らったら尻しりに流りゆう体たい式しき御稲荷寿ず司し三つ程叩たたき込まれて肌はだが脂あぶらっこくなって、一週間くらいトイレ行くと尿によう道どうから油あぶら揚あげのつゆがだくだく出るようになって事情聴取で噓うそをつけなくなります」

「最後だけで充分じゃないの？」

「いや、稲荷系は昔から悪さばかりするので……」

　そっかー、と皆で頷き、正純はハイディを見た。

「昨夜しっかり訊きいておこうと思ったら菓か子し折おり寄よ越こして逃げてったが、何したんだお前ら」

「あの御お菓子食たべた!?」

「ああ、番ばん屋やに渡した」

「ああ、って言ってる事が嚙かみ合ってないよ正純！　落ち着いて自分のした事顧かえりみようよ！　あれ、お金入ってたんだよ！　三千円！」

「高こう等とう部ぶという事で考えると、変にリアルな買ばい収しゆう額がくだな」

　ッキショー！　とハイディが地面に出すい納とうの表示枠を叩きつけた。そして彼女は笑顔で、

「あのね正まさ純ずみ、武蔵むさしの野菜供きよう給きゆう事情って知ってる？」

　知らない。すると、縁えん日にちで遊ぶ地元の子供達を眺ながめていた御お広ひろ敷しきが、振り向きもせず、

「……確か、英国を出て以い降こう、武蔵は改かい修しゆう作業の資し材ざいで輸ゆ送そう経けい路ろを占められる事が多く、少々出回りが悪くなっていましたね。値ね段だんも高こう騰とうとまでは行きませんが、ものによっては五割程上がっていたかと」

「だよね！　だよね！　だからシロ君と私で野菜を買い込んで独どく占せん商売した訳わけ！」

「ですが、有あり明あけの空あいたスペースに農地区く画かくの横よこ町ちようを展開し、小しよう生せい達が自じ給きゆう栽さい培ばいを行い、ミトツダイラ君が領りよう地ちからの地ち税ぜいの代わりに直接取とり引ひきなど行った御お陰かげで、以前よりも安定供給が出来るようになったかと」

　大体解わかった。つまり、

「大おお赤あか字じ出だしたから、金が欲しいのか」

「な、何なに言ってるの!?　まだ四し半はん期きの第一期決けつ算さん出でてないから、赤字かどうか解わからないよ!?　勝かつ手てにこっちを貶おとしめようったってそうはいかないかんね！」

　ハイディが両腕うでを振って言う。そして彼女は小お田だ原わらの町を指さし、

「あそこで伊だ達て家け代表を倒して、通つう商しよう路ろの権けん益えき頂いただけば勝ちなんだから！」

「こっちが必ひつ死しに纏まとめた三さん国ごく会議を壊こわそうとするなあ──!!」

　と、不ふ意いにこちらの横に人ひと影かげが来た。二ふた代よと宗むね茂しげが、同時に反応し、

「加か納のう殿どの？」

「風ふう紀き委員長」

　あ、どうも、と浅あさ間まが頭を軽く下げるくらいには馴な染じんでいる。やって来た加納が、浅間へと自分も頭を下げた上で、

「副ふく会長、あの」

「大おお久く保ぼの事か？」

「いえ、御お嬢じよう様さまは元気そうなので大だい丈じよう夫ぶかと。それより」

　と、加納が掌てのひらの中に小さく表示枠サインフレームを出し、こちらに見せた。

　非ひ発はつ光こう式しきの表示枠に書かれた文字を正純は見て、一ひと息いきを吸った。その後で、

「うちの会計が武蔵の予算を着ちやく服ふくだあ!?」
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・ホラ子：『さあ、ハイディ様、厳きびしい時間帯たいです』

・俺　　：『あー、道どう理りで昨日きのう、近所への菓か子し配りなんて金にならん事を手伝う訳わけだ』

・十ＺＯ：『こちらへの擦すり寄りに御ご座ざろうな。……それが察せられてはアウトに御座るが』

・ホラ子：『少々クビですかねぇ』

・〇べ屋：『いや、すぐ返すって！　倍にするから！　余よ裕ゆう余裕！』

・銀　狼：『……智とも、罪ざい状じようが固まってからだと、どうなりますの？』

・あさま：『はい。──まず、肌はだが脂あぶらっこくなる定てい番ばんと、四し肢しに神しん道とう枷かせが嵌はめられて土ど下げ座ざ姿し勢せいになった後、尻しりから流りゆう体たい式稲荷いなり寿ず司しが歳としの数だけぶち込まれて大体は悲鳴をあげます。その後、男性は股こ間かんの先せん端たんに十月十日は狐きつね火びがつきっぱなしになります。以い後ご三年、ランダムで、放ほう尿にようする時流体式のきつねうどんが出る時があって、これも大体は悲鳴をあげますが、その際に着ちやく服ふく金が資し産さんから自動返へん還かんされます』

・礼賛者：『毎回思おもいますが、最後だけでいいのでは？』

・煙草女：『ハイディはこれからその運命さね……』

・銀　狼：『興きよう味み本位で訊きいておいて何ですけど、流石さすがに可哀かわい想そうですわね……』

・ホラ子：『尻からきつねうどんは出ないのですか？』

・●　画：『何なに語ごよ、その質問』

・あさま：『ええと、……あ、お尻の方は企き業ぎようでの着服ですね。今回適てき用ようだと思います』

・〇べ屋：『やだあ──！　この歳でうどん出す人間になりたくない──！』

・傷有り：『点てん蔵ぞう様、……極きよく東とうでは、年ねん齢れいで、出さないといけないんでしょうか』

・十ＺＯ：『犯はん罪ざい者しやはその運命に御ご座ざるが、メアリ殿どのは心配無む用ようで御座るよ？』

・立花夫：『ともあれ会計、勝たないといけないのでは。大変ですね』

・ウキー：『成なる実みも手を抜かぬからなあ……』
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　曇どん天てんの下。成実は、武蔵むさし会計が表示枠サインフレームを見ながら立ち上がるまで待った。

　軽けい食しよく屋やの裏うら手てだ。そんな路ろ上じようの中央で、彼がこちらに口を開いた。

「伊だ達て・成実。──一つ言おう」

「聞いたら攻こう撃げきするわ」

「──身体からだからうどんを出さざるを得ない人間の気持ちになった事があるか」

　そこまで待ったので、成実は一いち撃げきを叩たたき込んだ。
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　激げき突とつは一発目から成果を上げた。

　手て元もとに呼び出して叩き込んだ顎あご剣けんは、確実に会計の身体を捉とらえた。

　本来ならば斬ざん撃げきとして、相手の身体は両りよう断だん出来る。元々が、上越露西亜スヴイエート・ルーシの魔ま神じん族ぞくや、武ぶ神しんを相手にする事を前ぜん提ていとした顎剣だ。人間など容易たやすく破は壊かい出来る。

　だが、敵はそれを堪こらえた。

　斬撃が打だ撃げきとなり、武蔵会計の身体が吹っ飛んだだけで済んだのだ。

　……術じゆつ式しき……！

　会計の技は解わかっている。

「金きん銭せんを代だい演えんとして、別の力に転てん化か出来る。──今まではそれを攻こう撃げきに用いてきた筈はずだけど、別にそれは、防ぼう御ぎよ力りよくでもいいって事なのね」

　成なる実みは前に出る。

　夏の午後だ。初めは暑さを新しん鮮せんに感じるが、やがて汗あせが煩わずらわしくなるだろう。

　伊だ達ては北方の地。暑いのには慣れていない。だから、

「伊達・成実。──貴き様さまの負けだ」

　道どう路ろ中央。攻撃を受けたばかりの武蔵むさし会計が立っている。

　日差しの下にいる彼は、無む傷きずではない。夏服には斬ざん撃げきの破れが有り、しかし、その下には、

「今回は、千円札さつで織ったバリティクスアーマーを仕込んでいる。つまり私は無む敵てきだ」

　そう、と成実は頷うなずいた。

「首を狙ねらえばいいのね」
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・ウキー：『流石さすがだ……。成実、惚ほれ直すぞ』

・〇べ屋：『うわー！　駄だ目めだよシロ君！　勿もつ体たいなくて保ほ険けん金きん掛けてないんだから！』

・約全員：『お前ら大たい概がいだな！』
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　成実は顎あご剣けんを両の手に召しよう喚かん。即そく座ざにグリップを確かく認にんする。

　一ひと息いきを入れるつもりは無いのだ。

　すると相手が、こう言った。

「伊達・成実。──貴様の負けだ」

　先さき程ほどと同じ台詞せりふだ。しかし、今回は後ろにもう少し、ついてきた。それは、

「何な故ぜなら今は猛もう暑しよの時間。雪ゆき国ぐに育そだちの貴様には辛つらい筈はずだ」

「……Ｊｕｄジヤツジ．、そうね。確かにいい時間帯たいでは無いわ」

　そう言って、成実は調整中の不ふ転てん百足むかでを召喚した。

　即そく座ざに合ごう一いつ。不転百足が起き動どうするタイムラグはノヴゴロド以い降こう高速化かし、解かい消しようしている。以前のように頭の悪い誰だれかの介かい入にゆうをさせないためだ。

　……だから一いつ瞬しゆん。

　自分を合がつ致ちし、包ませてみると、機き動どう殻かくの内部は温度調ちよう整せいもされていて心地ここちいい。

　椿つばきの整せい髪はつ料りようの匂においが、意い外がいに可愛かわいらしく感じて、自分は女だと思い知らされもする。だが、

「これで暑くないわね」

　成実は、顎剣二本をグリップし直し、前に出た。
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・金マル：『あー、ナルミン、かなりやる気？』

・ウキー：『Ｊｕｄジヤツジ．、さっき言ったろう、成なる実みは常に手を抜かぬと』

・銀　狼：『ええと、正まさ純ずみ？　ここで会計に成実が勝ったらどうなりますの？』

・副会長：『うどんが出るようになるんじゃないかな……』

・煙草女：『正純……、逃とう避ひしてないさね？』

・ＣＡＮ：『横から口を挟はさみますと、伊だ達て家けとの通つう商しよう路ろの案あん件けんなど、いろいろ見直しする用意が必要ではないかと存じます。その際は、御お嬢じよう様さまの御ご助じよ力りよくを御お求もとめ頂いただければ』
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　小お田だ原わらの町を、大型の機き鳳ほうに追いかけられていた大おお久く保ぼは、一枚の表示枠サインフレームを見た。

　眼がん前ぜんに生じたのは、本部からの連れん絡らくだ。そこに書いてあったのは、

『おーい、緊きん急きゆう連絡。大久保。帰ってきたら大きめの仕事が増えてると思うから宜よろしく頼む。

　察さつしのいいお前には解わかると思うけど、うどんが出たら伊達家と交こう渉しようだ』

「解るかあ──!!」

　大久保は、手しゆ刀とうで表示枠を割って、突っ走った。
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「とりあえず大だい丈じよう夫ぶそうだ。加か納のう、すまんな」

　正純は頭を下げる加納に右手を軽く挙げ、一ひと息いきをついた。

　……ベルトーニが負けた際のフォローは、とりあえず可能か。

　加納だけに可能か……、と心のギャグ棚だなにネタをストックしておいて、正純はオーゲザヴァラーに振り向く。

「オーゲザヴァラー、ベルトーニの勝しよう算さんは」

「言っておくけど、シロ君、金をバラ撒まくのと敵の隙すきを突くのは上う手まいよ！」

「汚きたならしいな!!」

　皆でツッコミを入れた上で、正純はウルキアガに視線を向ける。

「ウルキアガ、成実の勝算は」

「──拙せつ僧そうとやった時より強い。そういう女だ」

　即そく答とうが来た。半はん竜りゆうは、吐と息いきしながら頭を搔かき、

「元々が副ふく長ちようクラスだぞ？　拙僧のように相あい性しようのいい場合でなければ、相当の機き転てんと力、技が必要になるだろう」

　と、ウルキアガが告げた時だ。

　不ふ意いにオーゲザヴァラーが顔をあげた。

「始まった！」

　彼女の顔かお横よこ、割らずに済んだ出すい納とう用の表示枠サインフレームで、文字が躍おどっている。

　ベルトーニの所しよ持じ金を示すスコアが、急速に減っていくのだ。

「シロ君がバラ撒まき始めたよ！」
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　シロジロは、的てき確かくに動いていた。

　敵は高速機き動どうに飛ひ翔しようも可能な機き動どう殻かくだ。こちらの投じる硬こう貨か弾だんも並ではいけない。

「ハイディ、タケミカヅチ系けいから、弾だん丸がん加か速そく術じゆつ式しきを借り受ける。──一発あたり、いつもの十円から五百円にアップする！」

『五百円じゃタケミカヅチ系は足りないよ!?　末まつ端たん価格でも八百円から！』

『十発単たん位いで買い付けて、割り引くんだ！」

『Ｊｕｄジヤツジ．！』

　すぐに手て元もとの表ひよう示じに、百五十発分ぶんの買い付け結果が来た。弾丸自体は十円だから、全て撃うてば七万五千と千五百円の出しゆつ費ぴだ。

　……思ったより出費だな。

　今、〇べ屋の金きん庫こは引き出しを停止している。

　無む駄だ遣づかいのストッパーとして止めているのではない。公こう金きん着ちやく服ふくが発はつ覚かくした場合、捜そう査さの手を入れられたり、没ぼつ収しゆうされないための引き出し停止だ。

　だから手元にある金は、まだ表おもて向むきはクリーンに商あきない中の、〇べ屋運うん用よう資金でもある。そこからの捻ねん出しゆつをし過ぎると、明日あしたからの〇べ屋が立ち行かなくなる可能性も生じる。

　それはいかん。金に埋うもれて幸せになる日々が、遠ざかるではないか。

　無駄遣いは駄だ目めだ。そしてまた、

「──取り返さねばな！」

　言いつつもシロジロは下がった。成なる実みが、瞬しゆん間かん的てきに間ま合あいを詰めてきたのだ。

　顎あご剣けんが確実にこちらの首を狙ねらっている。

　……危険な女だ！

　思うより先に、剣が届いていた。こちらよりも確実に一テンポ速い。これが、

　……伊だ達て家け副ふく長ちようという事か！
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　成実は、手て応ごたえの先さき取どりが消えたのを悟さとった。

　手応えがないのではない。

　……あったものが、消えた？

　ある程てい度どの上じよう達たつを為なすと、攻こう撃げきの際、それが当たる前から手応えを得るようになる。

　予よ知ち能力ではない。訓くん練れんや実じつ戦せんで染しみついた衝しよう撃げきやクセの経験が、当たる前から〝いつもの事〟として、無む意い識しきに発生するのだ。それによって、次の動きへの入りを速く出来たり、ヒットの深さを察さつ知ちする事が出来るため、達たつ人じんクラスには常じよう駐ちゆうしている技術と言える。

　だが、それが消えた。

　視し界かいの中に起きた変化が、その予よ兆ちよう段階から異い変へんを感じたのだ。

〝いつもの事〟ではない。妙みような変化が生じ、経験が〝いつも〟の先取りをやめている。

　ならば何が起きたのか。

　成なる実みが見ていたのは、敵の後こう退たいだ。

　下がる時、基本の動どう作さは仰のけ反ぞって行うスウェイバックとなる。身体からだを反らせ、相手の攻撃を身体の前でやり過ごすのだ。反らせた身を前に戻す動きは、そのまま攻撃動作にも繫つながるので、後退回かい避ひ法における基本の一つと言える。

　会計がスウェイバックを行ったならば、突き込んだ顎あご剣けんの先に彼の首か顔が仰け反って見える。その筈はずだった。

　だが、敵は違った。

　剣の向こうに敵の顔も首も胸もない。あるのはただの空白だった。

　……消えた？

　そんな訳わけはない。

　見えているのだ。顎剣の下に、長身を丸めた会計の姿すがたが、だ。

　彼は、仰け反って後退する道を選んだのではない。

「まさか──」

　会計の動作は、仰け反りの逆。身体を前に倒して攻撃をやり過ごす回かい避ひ術じゆつだ。

　ダッキングだった。
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　成実は、内ない心しんで眉まゆをひそめた。

　ダッキングという前ぜん屈くつの回避動作は、身体を前に振る。回避術としては、相手と距きよ離りを離さず、跳び込む時などに用いるものだ。

　だが、会計はそれを下がりながら用いた。

　……何ソレ？

　成実にして、初しよ見けんとなるセオリー外がいの動きだ。

　一いつ瞬しゆん、ダッキング姿し勢せいから懐ふところに跳び込まれるかも、と思ったが、相手は下がった。

　だが、おかしい。身体からだを前に倒しながら後退したら、下がったとしても、相手に頭を近づける事になる。後あと退ずさった距きよ離りの多くが無む駄だになるではないか。

　それに、回かい避ひタイミングも相当に早くしないと駄だ目めだ。

　ダッキングの後こう退たい。

　回避方ほう法ほうとしては意い表ひようを突いているが、無駄が多い。

　でも、と成なる実みは思った。会計の動どう作さ自体には、無駄を感じなかったわね、と。

　間違いなく、訓くん練れんの賜たま物もの。長時間、莫ばく大だいな回数をこなした動きだ。だからこそ、自分の攻こう撃げきに反応し、回避が出来たのだろう。ならば、

　……何かしら、コレ。

　と、下がり抜けた相手が、身を起こすのを成実は確かく認にん。

　そして会計の姿勢を見て、成実は気付いた。会計の両手が、前まえ腿ももに添えられているのを、だ。

　頭を下げる、そんな一いち礼れいを終えた残ざん身しんだった。

　一礼しながら下がるという行為。これは、

「──取引先さきからの退たい出しゆつ動作ね」
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　見事だな、とシロジロは思った。

　今の動きを一発で見切られるとは予想外がいだった。やはり副ふく長ちようクラス。油ゆ断だんがならない。

　今の一礼後退は、商しよう人にんの回避術じゆつの基本だ。

　一礼しながらのすり足バックダッシュ。これは、まずい取引先から退出する時や、関わりを持ちたくない相手からの名めい刺し攻撃を避けるためのテクニックだ。

　バリエーションとしては、左右に右手を振りながら打ち払うものや、そのまま下がり土ど下げ座ざに移行する逆ぎやく転てん回避技もある。

　商人としては、幾いく度ども実じつ戦せんで使い、莫大な訓練を通して身に付ける技だ。

　身体からだの揺れなどなく、安定させた足あし腰こしから送る胴どう体たいの前ぜん屈くつはスムース。

　タイミングさえ合わせれば、正面限定だが、どのような攻撃でも回避出来る。

　特に、突きや打だ撃げき系けいに対しては、その下に潜もぐり込むので有効だ。相手の攻撃自じ体たいがこちらへの遮しや蔽へい物ぶつとなるからである。

　苦にが手てがあるとしたら、横からの攻撃だ。

　頭を下げ過ぎると、横よこ薙なぎの一発で腰から上を持って行かれかねない。

　ゆえに商人は、腹を中心に胴体を守る装そう備びを必ひつ須すとする。

　だが、そこまでやっても、役やく職しよく者しやは油断が出来ない。

　……三世西班牙トレス・エスパニアとの相あい対たいでは、そこを油断した。

　隆たか包かねの一いち撃げきを受けたのも、それだ。副長クラスならば、この回避術じゆつを見切ってくるのだ。

　上う手まくバリエーションを使い分けねばならない。つまり、

　……左右のコンビネーションを混ぜる！
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　豪ごう快かいと言える風が、小お田だ原わらの町を突き抜けた。

　一いち礼れいの動きで左右に後こう退たい回かい避ひを行う商しよう人にんと、彼に連続で顎あご剣けんをぶち込む機き動どう殻かくの戦せん闘とうだ。

　商人は長いストライドと勢いによる滑かつ走そうで通りを抜けていくが、その動きが危険だ。加か速そくする際に一度身体からだを前に倒すため、機動殻の剣に当たりそうになる。だが、

「────」

　動きは名めい刺しや贈ぞう答とう品ひんを渡すものに等しい。そして下がりながら左右へ身体を振るのは、

『解わかるわ。──陳ちん情じようの列が出来てる場合、挨あい拶さつしても真まっ直すぐ後ろへは下がれないものね』

「そこまで見切られたか」

　ならば、と商人が下がりながら両手を前に、掬すくうように振った。その手に載のっているのは十円硬こう貨かだ。硬貨は風に飛び、そして、

「行け……！」

　いきなりの雷らい撃げきが、通りを突っ走って機動殻に走った。

　硬貨弾だんに宿った力が、機動殻に叩たたき込まれたのだ。

「行け、タケミカヅチ！　値ね段だん分ぶんの働きを見せてみろ！」

　五百円分の雷撃が、鉄の百足むかでに直ちよく撃げきする。
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　小田原の町から、白の光が発したのをネシンバラは見ていた。

　水すい源げん地ちを望める丘の上。遅めの昼ひる飯めしの準備を皆が始めたところだった。

　丘の斜面に茣ご蓙ざを敷しき、直なお政まさやペルソナ君が持ってくるのは屋や台たいの売り物の束たばだ。ネシンバラはそれらを空からの重じゆう箱ばこに収めつつ、しかし立ち上がる。

「あれは……！」

「知っているのですか、ネシンバラ様」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　今のは神しん道とう最強の力の一つ、タケミカヅチの雷撃だ！」

・眼　鏡：『最強の力の一つって……、〝の〟が多いし、最強じゃないし、何なんだそれは』

・未熟者：『スサノオパワーとか草くさ薙なぎとか十拳とつかとかヒノカグツチとか、神道は最強名な乗のるのが結けつ構こう多いんだよ』

・●　画：『実際の最強は何よ一体』

・傷有り：『子供を産む時、不ふ義ぎの子じゃない証しよう明めいのために産屋うぶやに放ほう火かして出産したサクヤ様じゃないでしょうか』

・金マル：『それだけ聞くと全く訳わけ分からない行動というか、嫌いやがらせに見えて凄すごいよね』

・あさま：『うちの主しゆ祭さい！　主祭ですからね一いち応おう！』

　だが、神しん道とう最強クラスの一発が、小しよう規き模ぼながら発したのだ。

　至し近きんで食らえばただでは済むまい。

「伊だ達て・成なる実み君くんは、無ぶ事じかい……!?」
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　シロジロは、衝しよう撃げき波はと炸さく裂れつの焦しよう煙えんを間ま近ぢかにしながら、しかし五メートルを追加で下がった。

　……今のは直ちよく撃げきだった……！

　筈はず、ではない。真まっ正しよう面めんだったのだ。確実に当たった。

　大気の裂さけるような雷らい撃げき音は空に散り、風が鉄に似た匂においを帯びて吹きすさぶ。後は、

『シロ君！　どうする!?　買ったタケミカヅチ弾だん、五十発くらいを武蔵むさし内ないオークションの〝ムサオ〟に出して、高たか値ねで売る!?　何なら売上で弾だん丸がん追加も出来るよ！』

「いや、まだ安全の確保がいる」

　と、シロジロは手に十円玉を並べた。掌てのひらに力を込め、十枚の十円玉を一いつ斉せいに立てる。

　そのまま、シロジロは術じゆつ式しきを発動した。正面への追い打ちとして、

「行け！　五千円分ぶん……！」







[image: 第四十八章『戦場の飽食者』]
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「イエ──!!　権けん益えき貰もらうよ──！」

　丘の斜面で昼食の準備をしていた武蔵むさし勢ぜいは、女商しよう人にんが勝ち誇るのを見た。

　皆の視線の先、ハイディが腰に手を当て、小お田だ原わらの町に笑いを向けた。

　彼女の視線の先では、町の一いつ角かくが雷らい撃げきの放ほう電でんと白い煙にまみれている。

　沸わき上がった焦しよう煙えんは、後あと残のこりする雷らい鳴めいの低い音を浴びたもので、

「これだけ食らえば、幾いくら伊だ達て家けの機き動どう殻かくでもただじゃ済まないでしょ！」

「確かにな。うん」

　と、ウルキアガが言った。彼は、浅あさ間まの持って来た重じゆう箱ばこから、保ほ管かん用の小こ箱ばこに鶏とりの煮に物ものを取り分けつつ、

「食らってくれれば、流石さすがの不ふ転てん百足むかでもアウトだ。

　だが、それは外側、中身は成なる実みだ」
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　シロジロは、眼がん前ぜんに無む数すうの造ぞう形けいと光を見た。

　光は、宙に散る鉄てつ片ぺん。そして散さん在ざいする造形は、

　……腕？

　鉄の腕だった。

　一メートル半を超える機動殻の腕が、無数に宙に立っている。それも、砕くだかれた顎あご剣けんを握った姿すがたで、だ。

　中央に立つのは、両腕を外した姿の、

「不転百足……！」

　無む傷きずだった。

　周囲に落ちる煙は、雷撃を受けて焼けた鉄片だ。

　白はく煙えんは夏なつ虫むしのように舞って落ち、そのたびに空中に存在していた腕が消えていく。

　後には、砕けた顎剣が地面に落ち、鉄の音を生んだ。

　一つ、二つ、三つと続き、十数の落らつ下か物ぶつがその響ひびきを終えた時。

　刃やいばの欠片かけらは、不転百足を囲む円えん弧このラインを描いている。

「……剣のドームでガードしたのか」

『雷撃避よけは、対たい魔ま神じん族ぞくの基本。──ノヴゴロドでも見せたけど、憶おぼえてないの？』

　問われ、シロジロは思った。

　……いかん。憶えていないどころか見てもいないな……。

　情報として売ったつもりはあるが、どうした事だ。結けつ構こう高く売れた。値ね段だんは憶えてる。

　……そうか！

『ハイディ！　今までうちが売ってきた、武蔵むさし役やく職しよく関係者情報を、〝攻こう撃げき図ず鑑かん〟〝防ぼう御ぎよ図鑑〟でボックスにして売ろう！　再さい版はんしてないのもあるからマニアが欲しがるぞ！』

『いいねシロ君！　着ちやく服ふく金きんには全く足りないけど御お小こ遣づかいにはなるよ！』

　よし、とシロジロが私し腹ふくの潤うるおいに頷うなずいた時だ。

　腹ふく部ぶ中央に、新しい刃やいばが突き込まれてきた。





●






　……貫つらぬいた！

　片手打うちの下げ段だん突つき。機き動どう殻かくでの近きん接せつ戦せんにおいて、必ひつ殺さつと言える技の一つを成なる実みは放った。

　人間相あい手ては気き楽らくでいい。

　魔ま神じん族ぞくや異い族ぞくを相手にする時は、外がい殻かくの装そう甲こうやら何やらを気き遣づかうものだが、人間はそういったものがない。この商しよう人にんは、胴どう体たいに紙し幣へいで出来たバリティクスアーマーを纏まとっているが、衝しよう撃げきを完全に吸きゆう収しゆう出来る筈はずもないだろう。

　よくて骨こつ折せつ。下へ手たすると内ない臓ぞう破は裂れつだ。

　機動殻の一いち撃げきは大たい砲ほうの一発に匹ひつ敵てきする。手て応ごたえは明確だった。外側は硬く、中は柔やわらかい。そんな感かん触しよくが刹せつ那なの中で右の手に届く。

　そして衝撃が刃やいばから発され、

「……！」

　貫かん通つうした、と成実が思った直後。対たい象しようが破裂した。
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　砕くだけた!?　と成実は手て応ごたえに疑問した。

　己おのれの手に来た感触は、叩たたき込んだ打だ撃げき力りよくに耐え切れず、相手が風ふう船せんのように破は砕さいしたものだ。

　……いえ、これは違う……！

　眼がん前ぜんに見えた飛び散りは紙と木。そして薄うす茶ちや色の皮と、白い餅もちと小豆あずきだった。その正しよう体たいは、

「……菓か子し折おり！」

　商人の必ひつ携けい装そう備びだ。しかもそれは五段に重ねられ、一いつ瞬しゆんなりともこちらの攻撃に干かん渉しようしている。商人ならではの変わり身であった。

　成実は今こそ事じ態たいを確かく認にんする。目の前と手元にあるもの。そこから得られる感想は一つだ。

　……さっきから、何コレ……？

　常じよう軌きを逸いつしている。否いな、言いたい事は解わかるが、それをここでしなくても、という、妙みような感かん慨がいが心の中にも生まれている。

　だが、成実にとって、何が起きたかは明確だ。

　敵は、高速の片かた手て突つきを回かい避ひした。そして自分は、隙すきを作られたのだ。

　敵がいる位置は解る。

　眼がん下かだ。

　突き込んだ右腕うでの下に、商しよう人にんがいた。

　一いち礼れいしていた。

　そして彼は、厳おごそかに、ゆっくりとした、しかし乱れのない動きを見せた。

　名めい刺しを差し出すように、両の手をそっと前に出してきたのだ。

　そこに、棒ぼう金がねが載のっていた。

　五百円玉だま十枚。至し近きん距きよ離りで提てい示じされる合ごう計けい金額は、

「五千円。──伊だ達て家けの敗はい北ぼくと引き替えに、揃そろえてお受け取り頂いただきたい！」
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「やったあああああ!!」

　小お田だ原わらの町に生じた白い煙の爆ばく発はつに、ハイディは右腕うでを振った。

「これで帳ちよう消けし──！」

　やったあー！　とハイディは斜面で飛び跳ね、眉まゆをたてた笑えみで浅あさ間まに振り向いた。

「どう！　アサマチ！　私達が尻しりからうどん出さなくてよくなって、悔くやしい!?」

「どんな悔しさですか一体」

　そうですね、とホライゾンが、フランスパンの皮をナイフで剝むきながら言う。

「授業中ちゆうにプリプリ出さなくなって良かったではありませんか、ハイディ様」

「そう言われると凄すごく危険な状況だったんだなー、って思うけど、ホライゾン、それ何」

「Ｊｕｄジヤツジ．、皮は乾かん燥そうさせるとアデーレ様が喜びますので。

　あと、この剝き身の方は、パンの刺さし身みとしてバターやジャムをつけて頂きます」

　刺身……？　と皆が怪け訝げんな顔をするが、ホライゾンは構わない。

　小田原の町を眺ながめ、白い煙が消えていくのに対し、彼女は一つ、首を下に振った。

「Ｊｕｄ．、解わかりやすい結果ですね」

　手て元もとの表示枠サインフレーム。そこに見える勝しよう敗はい結果は、


《勝者：伊達家（伊達・成なる実み）／敗者：武蔵むさし（シロジロ・ベルトーニ）》



「シロジロ様が敗北されましたか」

「えええええ!?」

　ハイディが、尻を押さえて後あと退ずさった。浅間に向かって、

「やる気ね!?　そうなのね!?　この私をうどん生産機きにする気ね!?」

「いや、だからそうコーフンしないで下さいハイディ」

　それよりも、と言った姿すがたがある。

　正まさ純ずみだ。彼女は吐と息いきして、ホライゾンからパンの刺さし身みを受け取った。

　皿に載のせたジャムをつけて、正純は一ひと口くち。あ、と思わず味の感想を言いそうになってから、

「そうじゃない。──どーすんだ一体。武蔵むさしの一敗だぞ！」
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　成なる実みは、商しよう人にんの敗はい北ぼくを見ていた。

　白い煙と、高熱の陽かげ炎ろうが舞う通りの中央。商人は前に倒れた姿し勢せいで動かなくなっている。

　……土ど下げ座ざ？

　前に平へい伏ふくした姿すがたは、そのように見える。だが、

「足がやや、乱れているわね。──それでは考こう慮りよの必要も無いわ」

　成実は、不ふ転てん百足むかでの状態を加か速そく重じゆう視しのセッティングから通常用ようにシフト。勝しよう敗はい結果が既すでに明確なものとして発表されている事を確かく認にんしてから、吐息した。

　……良かったわ。

　人間に比べて背せ丈たけのある機き動どう殻かくにとって、懐ふところに入られる事は危険でしかない。

　とはいえ、普通の相手に対してならば、バックステップやガードで対たい処しよ出来る。生なま半はん可かな武ぶ器きが通用する装そう甲こうではないのだ。

　だが、やはり役やく職しよく者しやは違う。彼が使ったタケミカヅチ系けいの雷らい撃げきは、伊だ達て家けの訓くん練れんでも用いるものだ。隣りん国ごくの最も上がみは異い族ぞくが多いし、上越露西亜スヴイエート・ルーシは雷らい帝ていの治める国なのだ。

　ゆえに雷撃の対応は伊達家の必ひつ需じゆ。

　食らわない事。それが一番であり、唯ゆい一いつの対処策さくだ。食らってしまえば、装甲と緩かん衝しよう術じゆつ式しき任まかせで、それを抜かれたら内部までが焼かれかねない。

　懐ふところでぶち込まれるのは最悪のケースと言っていい。

　それをやられた。

　あまりにも敵の不ふ規き則そく言げん動どうが多かったせいもあるが、迂う闊かつであったのは確かだ。しかし、

「……救たすかったわ」

　あの懐への跳び込みだが、最近、似たのを食らった経験があった。

　彼だ。

　仙せん台だい城じようのホールで対決した時、自分は彼に同じ事をやられた。

　彼が用いたのは、半はん竜りゆうとしての、加速器き圧あつ撃げき。それも全身を用いたものだ。

　加速器からの大圧を武器とする事は、多対たい一や乱らん戦せん中ちゆうに行う事だ。だが、それを至し近きんの、一対一で行うのには度ど胸きようがいる。

　対応された場合、使用者は加速力を失い、鈍どん重じゆうになった身を相手にさらすからだ。

　だけど彼はやった。そして今、自分も、だ。

　……全く、何を対たい抗こうしているのかしら。

　崩くずれた土ど下げ座ざに背を向けて、成なる実みは不ふ転てん百足むかでを解かい除じよしながら歩き出した。

　頭部を解除すれば、不転百足の表面が放ほう射しやする熱が濃い。

　外は夏であり、戦せん場じようなのだ。だけど、言っておく事がある。

「キヨナリ」

　成実は、この声は届かないだろうと思いつつ、笑えみで告げた。

「貴方あなたが私を救たすけてくれたのよ」
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　茣ご蓙ざを敷しいた斜面に貼はり付くようにして、武蔵むさし勢ぜいは沈ちん黙もくし、不ふ動どうとなっていた。

　円を描くようにして座った皆の中心にあるのは、シロジロからの通つう神しんが入る正まさ純ずみの表示枠サインフレーム。

　ナルゼの指し示じの下、「いや、悪いですって。ええ、やらない方がいいですって」と、急いで浅あさ間まが増ぞう幅ふく設定を掛けたそれからは、確かに成実の声が聞こえた。

　やがて、ノイズだけが聞こえるようになった表示枠から、皆は身を離す。

　ややあってから、アデーレが、ウルキアガに正せい座ざで一いち礼れいした。

「結けつ構こうな御点前おてまえで……」

「いや、成実もあれでツンデレだからな」

　ただ、いきなり、ハイディが茣ご蓙ざに突つっ伏ぷした。

「わあああああ！　うどんが出るようになっちゃうんだあああ！」

　うむ、と二ふた代よが首を下に振った。

「食べられぬで御ご座ざろうしなあ」

　屋や台たいで買ってきたサラダうどんを食べようとしていた誾ぎんが、動きを止めた。

　半はん目めで睨にらむ彼女に、ん？　と二代は振り向き、

「どうしたので御座るか、誾殿どの」

　と、二代は誾の手にしている器うつわを見て、はっとした顔を作った。

「──すまぬで御座る誾殿。誾殿が今、うどんを食しているとは、拙せつ者しや、気付かずに」

　慌あわてた反応。それに対し、誾が肩から力を抜いた。やれやれ、と、

「まあ、別に構いません。悪あく意いがある人ではありませんから、武蔵むさし副ふく長ちようは」

「──そう言って頂いただけると有あり難がたいで御座る」

　ほ、と息を吐き、二代は誾の器の中を確かく認にんした。そのまま彼女は、ほほう、と一つ頷うなずき、

「何な故ぜにサラダうどんと思えば、トマトなど入って、少々三世西班牙トレス・エスパニア風ふうに御座るか」

「別に冷やし系けいなので、キュウリや卵も入っております」

「成なる程ほど。でも、これなら大だい丈じよう夫ぶで御座ろう。──尻しりからトマトは出ぬで御座るよ」

　誾が、器の中を見た。ややあってから、誾が無む言ごんで器を二代に押しつける。

　お？　と戸と惑まどう二代に、更さらに誾は押しつけて、いきなり近くの宗むね茂しげにしがみついた。

「宗むね茂しげ様！　宗茂様！　私、自分の想そう像ぞう力りよくに負けました！」

「おやおや誾ぎんさん、仕方ありませんよ。トマトみたいなのが出たら施せ療りよう院いん送りですからね」

　どういうフォローだ、と皆が呟つぶやく間、既すでに二代はうどんを食しよくし始めている。

「誾殿どの！　コシが効いてて美う味まいで御ご座ざるよコレ。──ハイディ殿もこういうのを出す事になるので御座るか？」

「絶望させんなコンチキショー!!」

　ハイディが、俯うつぶせから顔をあげて叫び、また突つっ伏ぷした。

　それを見る点てん蔵ぞうが、小お田だ原わらの町を眺ながめながら総そう評ひようした。

「金目め当あてに失敗なら、シロジロ殿も本ほん望もうで御座ろうな」

　あいつホント金ばっかなー、とホライゾンからパンの刺さし身みを貰もらっていたトーリが呟く。彼は、前に座っているミトツダイラに振り向かれながら、

「ネイト、──とりあえずまあ、ハッサンの方はどうよ？　向こうもちょっと、派は出でにやってんだろ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、我が王が言われる通りのようですわ」

　派手なの？　と、トーリが刺身に重じゆう箱ばこの鶏とりハムを載のせて狼おおかみに渡す。

　銀ぎん狼ろうはそれを受け取り、鼻を動かした。ホライゾンが同じようにするのに微笑を得て、

「──先さき程ほどから、カレーの匂においが漂ただよってきてますもの。ハッサン、絶ぜつ好こう調ちようですわ」
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　ミトツダイラは、戦せん場じようから漂う匂いが強くなった事に気付いていた。

　……お肉の匂いが、随ずい分ぶんと強いカレーですわね。これはビーフカレー？　否いな──。

「これは、……キーマカレーですわね」

　分ぶん析せきすると、皆が振り向いた。バゲットの活いけ作りを舟ふな皿ざらに盛っていたホライゾンが、はっとした顔で振り向き、

「キーマカレーというと、あれですね、──正まさ純ずみ様」

「こっちに振るなあ──！」

　ともあれ、ミトツダイラは皆と一いつ緒しよに、正純へと視線を向けた。

　すると彼女は、一度引ひいたものの、すぐに咳せき払ばらいし、右の手を握る。

「キーマカレーというとアレだ。他のカレーのスキーマに位置するカレーだよな」

　言われ、ミトツダイラは皆と顔を見合わせた。

　ややあってから、ミトツダイラは、うん、と皆で頷うなずき、

「確かにそんな感じかも知れませんわね」

「だろ？」

「Ｊｕｄ．、それで……」

　訊きいていいものか迷ったが、訊いてみた。

「あの、正まさ純ずみ？　それで？」

　は？　と正純がツキノワと一いつ緒しよに首を傾かしげた。

「今ので終わりだけど？」
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・ホラ子：『──も、申もうし訳わけ御ご座ざいません。皆様。〝ギャグに厳きびしい戦せん闘とう国家・武蔵むさし〟の副ふく王おうだというのに、つい、このホライゾン、血ち迷まよったプロデュースをしてしまいました』

・くろも：『けっきさかん？　さかん？』

・副会長：『誰だれだ変な言葉教おしえたのは──!?』

・金マル：『つーかカレーの話じゃなかったのかな？』

・●　画：『それでも話ズレてるように見えるから怖こわいわね……』

・あずま：『で、ええと、キーマカレーって何？』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、簡単に言うと、挽ひき肉にくのカレーですわ。野菜で入れるものがあるとしたら、玉たま葱ねぎとニンジンくらいでしょうか……』

・あさま：『ミト、肉ばかりというと、……それって』

・銀　狼：『Ｊｕｄ．、──母の得とく意い分ぶん野やですわ』
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　味が濃い、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは三杯目めで思った。

「見事な下した味あじの付け方ですわね、このキーマカレー」

　肉の味がしっかり伝わってくるだけではない。挽ひき肉にくを焼くという調ちよう理り工こう程ていで、焼き味がちゃんとついているからだ。単なる肉の甘みだけではなく、苦にがみぎりぎりの焼き目が香こうばしい。

　カレーの向こう側から、嚙かむ事によって野や性せい味みのある焼き味あじが来て、肉の脂あぶらが来る。

　……赤あか身みと脂の事を、よく解わかってますわね。

　肉の味とは、血と脂の事だと人狼女王は思う。色というと赤と白だ。

　肉の赤は、苦みに近い血の味がする。

　肉の白は、甘みの濃い脂の味がする。

　片方だけだと、味に偏かたよりが生まれるのが常だ。相当に高いレベルの肉ではない限り、赤身は硬かたく、脂はただしつこいだけのものとなってしまう。

　だから、両者のバランス取りとして、脂と赤身の配はい分ぶんがいい部ぶ位いが選ばれたり、霜しも降ふりなどという形で渾こん然ぜんとしたものが重ちよう宝ほうされるのだ。

　だが、そのような選び方をしなくても、赤身と脂の渾然を楽しむ方法がある。

　挽肉だ。

　赤あか身み肉にくと脂あぶら肉にく。その両方をバランス良く揃そろえて挽ひく事で、擬ぎ似じ的な渾こん然ぜんを作り出す。

　キーマカレーは、それが可能なカレーだ。

　口の中で、挽ひき肉にくの弾だん力りよくが、硬い赤身は潰つぶれて弾はじけ、白い脂あぶら身みは割れて弾ける。両者のバランスは、ともすればそれぞれが主張を強くしがちになるものだが、

　……ルーがそれを押さえ込みますわね。

　緩ゆるめに作ってあるのがコツだろう。

　初めは挽肉の弾けを押さえ込んでいるルーだが、その緩さゆえに口の中でやがて消えていく。するとその頃ころには、嚙かまれて擬似的な極ごく上じよう肉にくとなった挽肉が歯の間に存在している。

　そこに米の甘みと弾力が来て、

「ええ……」

　舌したで頰ほおの内側を拭ぬぐう頃には、まるで肉にく料理を食べたような芳ほう香こうが鼻に抜ける。

　更さらには、

「紅こう茶ちやを頂いただけます？」

「Ｊｕｄジヤツジ．ですネー」

　口の中のリセットが気持ちいい。肉に対して、茶ちや葉ばは植物だ。狼おおかみにとっては嗜し好こうとは言えない植物性の食品が、尚なお更さらに、

「────」

　紅茶に、ミントの葉が浮いていた。

　口の中のリセットが爽そう快かいになり、

「サービスが過か剰じようですわよ？」

　オウ、と相手が微笑した。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの副ふく長ちよう、人狼女王レーネ・デ・ガルウにそう言われるのは光こう栄えいですネー」

　上う手まい物もの言いいだ。

　だが、こちらも手を抜く訳わけにはいかない。

　人狼女王は、対カレー用の武ぶ器きを要求する事にした。

「Ｔｅｓテスタメント．、宜よろしいですの？　一つ、出して欲しいものがありますの」

　それは、

「当然、ありますわよね？　邪じや道どうなどと言わず」
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　ミトツダイラは、意い識しきが全部胃いの中に行ってしまわないようにするので精せい一いつ杯ぱいだった。

　小お田だ原わらの町から、ずっと届き続けている匂いが危険過すぎる。

　単なるカレーですら、匂いはかなりこちらにヒットするのだ。それが牛肉主しゆ体たいのキーマカレーとなると、

「キ、キツく来ますわね……」

　王がこちら用に仕込んでくれていたベーコンやハムの料理を掲かかげてくれるが、今は手をつける事が出来ない。

　ハッサンの方が忙しくなったために、通つう神しんが疎おろそかになっているのだ。通神用表示枠サインフレームを、どうも調ちよう理りの制せい御ぎよに使っているらしく、音は途と切ぎれ途切れでやってくる。

　だから、向こうの状況を知る助けとして、自分の鼻がある。

　匂においの波や、嗅かげる酸さん味みや苦にがみ、甘みなどの差から、大体の動きは読めている。しかし、

「ちょっと、マズイ事になってますわね。母が速度を上げてますわ」

　カレーをサーブする時、匂いは最も強くなる。熱のある出来たてを出すからだ。

　だが、その波が、このところで高速化かしている。

　それも、ミトツダイラにして〝異常〟と言える速度で、だ。

　……どういう仕掛けですの？

　母のペースアップは容易に想そう像ぞう出来るが、その原因は何だろうか。

　単なる意い識しきの差であるならば、前からやっていただろうに。

「一体、何が母の食欲を進めてますの……？」

　と、呟つぶやいたミトツダイラは、昼食を食べる皆の中に、あるものを見かけた。

　王が調理してきた重じゆう箱ばこの中、昨日きのうの残った食しよく材ざいを揚あげたものがある。天てん麩ぷ羅らとして野菜を軽く揚げた上で、それをオーブンで焼き直し、焼き目をつけながら油を落としたものだ。

　今、鈴すずとアデーレが、箸はしでそれを自分の皿に取っている。

　鈴は醬しよう油ゆで、根こん菜さいを細切りした搔かき揚げを。

　アデーレは南瓜かぼちやの天麩羅を皿に取り、上からソースを掛ける。

　その色と匂いを感じ、ミトツダイラは気付いた。

「まさか……！」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、ペースを上げるための理り屈くつを摑つかんだ。

　要は、油だ。

　極きよく東とう式のカレールーの作り方は、香こう辛しん料りようを小こ麦むぎ粉こと油のペーストに合わせる事から始まる。それを湯に溶かす事で、とろみの強い、米に載のる事が可能なカレールーにするのだ。

　これは油を使うため、当然、口くち残のこりが強くなる。

　だから極東式のカレーは、口に味が残って濃のう厚こう感が出る。

　その濃厚感を断ち切るには、油を溶かす事が可能な熱のある飲料がベスト。

　紅こう茶ちやがベストだ。湯の熱で脂あぶらを溶かすだけではなく、緑りよく茶ちや以上にあるとされる渋しぶ味みが、口や胃い腸ちようの粘ねん膜まくを収しゆう斂れんして、リセットを掛けてくれるからだ。

　だが、この方法には欠点がある。

　今いま食べているカレー自体に、そのアプローチが出来ないのだ。

　カレーに紅こう茶ちやを掛ける訳わけにもいかない。

　だから、口の中をリセットするには、紅茶や、それに準じたものを飲むしかない。

　しかし、飲むという行為に掛かる時間と、腹に収まる飲料の体積は、早はや食ぐいの敵だ。

　結けつ論ろんとして極きよく東とう式のカレーを相手にする時、人類は時間を必要とする事になる。

　これは、豪ごう勢せいな食事としては良いシステムだと人狼女王レーネ・デ・ガルウは思う。

　……語らいながら、余よ裕ゆうをもって食べるのが良いんですのね。

　油が主しゆ体たいなので冷めにくい。そういう意味も含めて、これは家族の食しよく卓たくにおける豪勢な食事。そういう事なのだろう。

　だが、今は別だ。急ぎ食べるのには、時間を短たん縮しゆくしたい。

　とはいえ、カレーの紅茶漬づけは流石さすがに形なり振ふり構わな過ぎだと思う。

　……で・す・か・らっ。

　と人狼女王は内ない心しんで言葉を作った。

　紅茶などにおける、熱ある飲料という特とく徴ちようを捨て、渋しぶ味みによる収しゆう斂れん効果のリセットだけを重じゆう視ししたアプローチは出来るだろうか。つまり、

「カレーに、辛からさと油のリセットを掛ける事が可能な調ちよう味み料りようはあるのかどうか、ですわ」

　疑問の答えは簡単だ。

「ありますわね」

　収斂効果のリセットは、ある調味料で行えるのだ。それは、

「ソースですわ」
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「……ソースですわ！」

　ミトツダイラは、アデーレの傍かたわらにあったソースの瓶びんを手に取る。

　こちらの言げん動どうの意味が、解わかったのだろう。浅あさ間まが、あ、と声を作り、王が、お、と声を作り、ホライゾンが、

「……ヒントを頂いただけますか。この男に負けるのは悔くやしいので」

「素直なのはいいんですけど、要するにソースの主しゆ成せい分ぶんの事ですわ」

「ソース？　というと、つまり、リンゴと蜂はち蜜みつ──」

「ホライゾン、それどっちかっていうと神かみ代よの時代から伝わるバーモント系けいな」

　無む論ろん、カレーも広こう義ぎの〝掛けるものソース〟ではある。

　すると、書しよ記きが右の手を挙げた。彼は表示枠サインフレームに食しよく文化についてまとめた資料を出し、

「ミトツダイラ君の言う意味も解るね。極東では輸ゆ入にゆう品ひんとなる欧おう風ふうソースは、幾いくつもの具ぐ材ざいを発はつ酵こうさせて出来た調ちよう味み料りようだ。

　発酵食品としては古こ代だいからあるもので、塩しお漬づけの魚を発酵させて溶かした〝魚ぎよ醬しよう〟が、その起き源げんとされる。最さい古この加か工こう調味料なんだよね」

　長いぞ……、と皆が呟つぶやく視線の先、しかし書しよ記きは、眼鏡めがねを鼻の上に押し戻した。

「フ、長いと思ったろう。だけどここが結けつ論ろんだよ君達。

　──よく聞くといい。ソース制作において必要とされるのが酢すだ。これは塩と共に防ぼう腐ふ効果をソースに与えるため、古代人じんも安心の長期保ほ存ぞん調味料が出来上がる」

「Ｊｕｄジヤツジ．、極きよく東とうのものは欧おう州しゆうからの輸ゆ入にゆう品ひんですが、防腐効果と味を鋭くするため、ビネガーを更さらに入れているものもありますわね」

　ビネガーとは、酢の事だ。

　傍かたわら。天てん麩ぷ羅らにソースを掛けていたアデーレが、その匂においを嗅かぐ。

「言われて見ると、確かに酢の強みですねコレ」

　Ｊｕｄ．、とミトツダイラは頷うなずいた。

「油料理には酢。フライなどにソースが合うのは、それが酢によって油の粘ねばりを溶かし、口には収しゆう斂れん効果のリセットを与えるからですの」

　そして、今、鼻に届く確かな匂いがある。

「母が、それをカレーに対して用い始めましたわ」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、ソースの小こ瓶びんをテーブルに置いた。

　……試しで使ってみましたけど、十二皿程ほど、一気に行けましたわね。

　だが、〝試し〟だ。本ほん番ばんではない。

　だから人狼女王は考えた。これは、真ま面じ目めにやらないといけませんわね、と。

　ソースでカレーにアプローチ。無む論ろん、これは遊びではない。食べやすくするためだ。

　器うつわは上から見るとやや緩ゆるい楕だ円えん。円とみて良いだろう。

　これに対し、ソースをドバっと掛けたくなるが、

　……それでは、味に変化がつきませんの。

　カレーとソースが混じっては、ソースの味が活いきて来なくなるだろう。だからソースは混ざってしまわぬようにラインを描いて掛けなければならない。

　だが、どうするか。

　そんなこちらの懸け念ねんを相手が読んでか、こう言った。

「円えん形けいの器なので、少々難むずかしいですネー」

「四し角かくい器なら、単に格こう子し模も様ようを描けばいいだけですものね……」

　ならば、と人狼女王は思った。

「円を描けば良さそうですわね」

　言って、とりあえず、

「外がい周しゆう沿ぞいにソースで円を、と……」

　描いた。器うつわの内側は曲きよく面めんなので、外側に寄せて描くと浅い部分にソースが当たる。ゆえにやや内側に描いたものだが、

「……ちょっと、中央側に足りませんわね。同どう心しん円えんで、中央と外側との間に二つ……、と」

　円を追加で描いていく。すると、ソースによる円が三つ、入いれ子こ状態で生まれたが、

「……何だか目が回りそうな図ず柄がらですわね」

「何かの輪わ切ぎりのようですネー」

　確かにそうだ。少々味あじ気けないしとも思う。

　だから人狼女王レーネ・デ・ガルウは、

「じゃあ、左右に横切る線を。……これで、スプーンの動きを、円軌道だけではなく、左右にも振れますものね」

　しかし、描いてみると、一つ解わかった事があった。

　……あら。

「この図ず形けい、ネイト達が探さぐっているニキョーモンに似てますわね」

　人が消える紋もん章しようだという。

「勝負の時にそれを描くのは縁えん起ぎが悪いですわね」

　ゆえに人狼女王は、斜しや線せんを掛けて図ず柄がらを打ち消す事にした。ただ、

「食べやすさを考こう慮りよして、中央に線を集中して引くのはやめましょう。

　外側に描かれた円を、内側に向かったラインで打ち消して、スプーンの軌道を内側に寄せられるようにした方がいいですわね」

　鼻はな歌うた交じりに、ラインを小こ刻きざみに引いていく。そして、

「これでいいですわね」

　ソースの小こ瓶びんを置き、人狼女王は描かれた図形を見た。

「これは……」

　初めて描いたものだが、何ど処こかで見た事がある。
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　ミトツダイラは、ハッサンの通つう神しんから聞こえる母の声を真ま似ねていた。

「これは……」

　聞こえる通りにやってみた。

　パンの刺さし身みに、王から貰もらったソーセージを載のせ、その上からトマトソースで図形を描いていたのだ。

　同じように皆が、自分の昼食に、ソースや醬しよう油ゆ、マヨネーズなどで試している。

　が、皆の動きが止まっていた。

　一人、散らし寿ず司しに醬油を振っていた喜き美みが、首を傾かしげる。

「あの、ミトツダイラ？」

「……喋しやべらないで下さいます？」

　なるべく笑顔で言ってみた。

　じゃあ、と喜美が散らし寿司の重じゆう箱ばこを見せた。そこに醬油で描かれているのは、

「エロマーク」

「喋るなと言ったじゃありませんの──！」

　浅あさ間まが、慌あわてた動きでアデーレや鈴すずの料理に焼き海苔のりを置いた。

「はい！　海苔ケシ！　海苔ケシです！　　この方が美お味いしいですよ!?」

「浅間様、ミトツダイラ様がソーセージ付けてトマトソースで描くという軽犯罪を」

「事故！　事故ですのよホライゾン！　あと、智ともも、両手に海苔持もって笑顔になってないで話し合いましょう！」

「あの、点てん蔵ぞう様、この太陽みたいな図ず柄がらは……？」

「こ、これは、ええと、二に境きよう紋もんの完かん成せい形けい！　完成形に御ご座ざる！　縁えん起ぎ悪いのでメアリ殿どのは早さつ速そく忘れた方がよう御座るよ!?」

「正まさ純ずみー、拙せつ者しや、メロンソースで描いてみたけどどうで御座るか？　緑みどり色いろが綺き麗れいで御座ろう」

「見せに来なくていいぞお──!?」

　騒さわぎを聞いて、ミトツダイラは手て元もとの作品を見た。

　やや考えたが、パンを折ってしまえば大だい丈じよう夫ぶ。その筈はず。早めに証しよう拠こ隠いん滅めつしようと、それを囓かじると、

「あ」

　ナルゼが、こっちを素そ描びようしていた手を止めた。が、自分が振り向いたのを知ると、

「気にせず続けて。──大丈夫だから」

「何がですの一体……!?」

　うちの母が関わるとろくな事になりませんわね、と内ない心しんで吐と息いきを一つ。

　ミトツダイラは、鼻の方に意い識しきを集中した。

　口に入れたソーセージの味とトマトの味は、豚ぶたとトマトと酸さん味みの関係。それとは別にカレーの匂においの波が届いてくる。

　……速い！

　波の動きが、今までよりも確かに速い。

「うちの母のカレー消しよう費ひ速度が、倍ばい増ましになってますわ！」

　ホライゾンが重箱の寿司米にサーモンの刺さし身みで示した図ず形けいを見せてくるが、何か生なま々なましい。向こうで喜き美みが〝アラスカ娘むすめ〟を唄うたっているが、無む視しする事にする。

　気になるのは勝負の行方ゆくえだ。残り九分を切っている筈はずだが、母の捲まくり方が異常過すぎる。

　……大だい丈じよう夫ぶですの？

　そう思った時だ。

「ま、大だい丈じよう夫ぶだろ。ネイトママンもかなりやるから、ハッサンも楽しんでるだろうしな」

　王の声が、夏の午後の宙に聞こえた。

「サービス精神の強さと、貪どん欲よくってのの勝負か。──どう勝つか、待ってようぜ」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、左の手にソースの小こ瓶びんを、右の手にスプーンをもってカレーを食った。

　右でルーと米をスプーンに手た繰ぐりながら、その行き先にソースを添えていく。

　初めに添えるよりも、こうした方が速い。そんな理り屈くつだ。

　しかし、この食事法、端はたから見るとどうだろうか。

　……やっぱり邪じや道どうと、そういう事ですかしら。

　懸け念ねんすると、正面で調ちよう理りを続ける相手が微笑した。

「構いませんネー。やはり豪ごう勢せいな食事とは言え、変化が欲しい時もありますからネー」

　と、相手が卓たくの上に右手を振った。

　手て品じなのように置かれていったのは、副ふく菜さいの小こ鉢ばちだ。

　辣らつ韮きよう。福ふく神じん漬づけ。奈な良ら漬けやサフランなどもある。

「これら、ちょっとした刺し激げきをカレーに加えて楽しむのも、またカレーの楽しみの一つといえるものですネー」

「邪道ではありませんの？」

　オウ、と相手が肩をすくめた。

「カレー自体が家か庭てい料理ですネー。そこには個人の楽しみが赦ゆるされますネー。

　カレーは食しよく卓たくの神様。しかし神しん道とうでは、何でも認めるのでありますネー」

「成なる程ほど。だからこその神道ですのね……」

　人狼女王は呟つぶやいた。

「アバウト加か減げんが御お見事ですわ、神道……！」
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・あさま：『何かちょっと今、一つの真しん理りがノイズ混じりに聞こえた気が』

・銀　狼：『自分で真理という程には定説ですのね……』

・立花嫁：『最近、神道側がわにシフトして気付きましたが、あらゆるタブーが〝神に捧ささげておけばいいよ〟的で……、これ、間違いなく人間が駄だ目めになるのでは……』

・立花夫：『大だい丈じよう夫ぶですよ誾ぎんさん。誾さんの食事のレパートリーが増えたじゃないですか』

・十ＺＯ：『メアリ殿どのは、神しん道とう側がわにシフトして、どうで御ご座ざる？』

・傷有り：『Ｊｕｄジヤツジ．、点てん蔵ぞう様さまと同じ食事が出来るので、毎日が勉強ですね。英国では魚や麦が主しゆ体たいになっていましたから』

・約全員：『…………』

・傷有り：『カレーも、作り方を憶おぼえましょうか。点蔵様』

・約全員：『ほう……』

・銀　狼：『向こうの勝負が続いていますのよ──!?』
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、ソースの小こ瓶びんを手の中で軽く回しながら、戦せん況きようを確かく認にんした。

　現在、こちらの完かん食しよくと同時に、次の皿が用意される状況だ。

　向こうのペースは上がっている。奥の家屋からルーの寸ずん胴どうと米の保ほ温おん器きが取り出されるペースが、明らかに速くなっている。

　こちらへの対応が出来ているが、ぎりぎりというところなのだろう。

　勝つ為ためにはここで一ひと押おしが必要だ。そうすれば消費時間の分ぶん水すい嶺れいを超える。

　勝ちが確かく定ていすると、そう言っていい。だから人狼女王は、手を抜かなかった。

　女王は相手への要求を行う。それは、

「小こ鉢ばちに、一皿ずつ、──卵を頂いただけませんかしら？」
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「え？　カレーに卵？」

　アデーレは、通つう神しんから聞こえた声に反応していた。

「それって、邪じや道どうじゃないですか？　だって、カレーの味が薄まりますよね？」

「中ちゆう和わして、食べやす、く……？」

　鈴すずが問い掛けるのは、第五特とく務むの方に向けて、だ。

　今、銀ぎん狼ろうは小お田だ原わらの町を見ていた。彼女は浅く眉まゆを立て、

「カレーに生なま卵……。字じ面づらだけ見ると、確かに邪道に見えますわね。実際は、辛からさを緩ゆるめてマイルドにする、というのが目的に見えますけど……」

　でも、と彼女は言った。

「よく考えて御ご覧らんなさい？　カレーに生卵を投入したら、混ぜる手て間まが要いりますわよ？　白しろ身みの部分はカレールーに馴な染じみにくいですものね」

「じゃあ、黄き身みだけ入れるんですか？」

　向こうで、喜き美みが勢いよく立ち上がった。

「何!?　アデーレ、私に入れたいの!?　それも私にだけ!?　カレーを？　解わかったわ！　尻しりからね!?　さあ、アデーレ、お尻を出しなさい!!」

　放ほう置ちしておくのも怖こわいので丁てい寧ねいに断っておいた。

　すると第五特とく務むが、一ひと息いきを入れて言う。

「極きよく東とうに於おいては、カレーに生なま卵たまごという扱いを、普ふ遍へんなく行う方法がありますわ。

　つまり──、米の方に混ぜて、卵掛けライスカレーにしますの」

　……その方法がありましたか！

　盲もう点てんだ。更さらにその方法には、利点がある。

「米に卵を掛けるなら、カレーの味は失いませんわ。辛からさが緩かん和わもされませんの。ただ、米の甘さは更に強く濃のう厚こうになり、カレーの味が今まで以上にハッキリする筈はず。中ちゆう盤ばん以い降こうの勝負において、カレーの味に麻ま痺ひしかけてきた時には、有効でしょうね」

　その上で、と銀ぎん狼ろうが告げた。

「人狼ルウガルウ種しゆ族ぞくは、少々、熱いものが苦にが手てですの。米を冷ましておく、という意味もありますの。更には米が口の中でほぐれやすく、飲み込みやすくなる利点もありますわね」

　銀狼は鼻を動かし、身を震わせた。

「母が、一気に攻め立てますわよ？」





●






　人狼女王は加か速そくした。

　小こ鉢ばちに入ってきた生卵は、自分にとって障しよう害がいにならない。

　黄き身みと白しろ身みの間に差し込んだスプーンを、指し運うんで回転。一いつ瞬しゆんで四十回以い上じようのミキシングを行えば、容よう易いに黄色く柔やわらかい溶き身の出来上がりだ。後はそれを米に掛け、

「ふふふん……」

　もはや米をスプーンに載せる必要はない。軽く掬うだけで、黄金こがね色いろに染そまった米が泥どろのようにスプーンに蓄たくわえられる。

　高速の動きと瞬しゆん発ぱつの加速が出来るならば、あとは簡単だ。泉いずみに跳び込んでも波一つ立てぬ挙きよ動どう制せい御ぎよの技を重ね、食事を敢かん行こうすればいい。

　後はただ、食欲の赴おもむくままだ。

　牛肉のキーマカレーというのが素晴らしい。狼おおかみとして、食を加速させるに値する。

　ソースで味に強きよう弱じやくとリセットの変化を入れ、米の方では温度調ちよう整せいと、卵の濃のう厚こうを味わう。米においては卵の浸しん透とうに差があるため、甘みの斑まだら模も様ようが生まれていて、これがまたいい。白はく米まいの、ほっとするような温かみに触れたかと思えば、卵に濡ぬれた柔らかさが来て、その上からカレーと牛肉が被かぶってくるのだ。

　まるで、幾いくつもの布ふ団とんをかぶって温まるようで。

　それを何度も何度も、均きん等とうではないものとして得られるのだから、至し福ふくという以外に無い。

　……素す晴ばらしいですわね。

　と、人狼女王レーネ・デ・ガルウが思った瞬しゆん間かんだった。

　上が来た。今の至福の、更さらに上だ。

　幸せに浸ひたっていたら、思いがけぬ事が起き、感情が震える。そういったものが、いきなり舌したの上にやってきたのだ。

　……これは──。

　ここまでの完成度どと、揺れるような味の踊りを作っておきながら、更なる味覚の上位シフトが発生したのだ。

　その仕掛けは、簡単だ。

「牛肉……!?」
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　キーマカレーの中に、肉が増えたと、人狼女王はそう思った。

　……ええ、これは、そうですわ！

　だが、それは単なる肉では無い。

　薄うす切ぎりの肉や、分ぶ厚あついもの、塊かたまりの肉が入っているなら、スプーンの食感で悟さとれたろう。大体、そのような肉は、既すでにカレーの中で渾こん然ぜんとしている挽ひき肉にくにとっては邪じや魔まなだけだ。カレーの内部で繊せん細さいに作られている理り想そうのバランスが崩くずれてしまうではないか。

　では、今、口の中にある、この分厚い肉の食しよつ感かんは何だろうか。

　人狼女王は、ルーを掬すくってみた。高速に、断面を見せるような切り込み方だ。

　そうやってすくい上げたスプーンの上、焦こげ茶色にぬめり光る湯ゆ気げの断だん層そうにあるのは、

「肉の切きれ端はし……？」

　そうではなかった。

　眼がん前ぜん、包ほう丁ちようを動かしている相手が笑えみで告げた。

「薄くスライスした肉を、格こう子し切ぎりしたものですネー」

　挽ひき肉にくではない。薄切り肉でもない。しかしそれは細かく、それでいて薄い四し辺へんである。

「赤あか身みと脂あぶら身みの量を調ととのえた格こう子し切ぎりの肉を焦がさぬように焼き、挽肉と絡からめるのですネー」

　そうするとどうなるか。人狼女王には解わかる。

　……嚙かんだ時の食感が変わりますわ！

　今までは、ルーと挽肉だった。だから、ルーのぬるりとした粘ねん質しつの奥で、挽肉の粒つぶが弾はじけていたのだ。

　しかし、この薄い四辺が入ると違う。

　何な故ぜなら、この四し辺へんは、小さいながらも〝面〟だからだ。

　歯の上で、今までは粒つぶとして弾はじけていた挽ひき肉にくが、今は、この四辺肉にくによって覆おおわれる。

　歯に当たる食しよつ感かんは四辺の肉の方が広い。だから、挽肉の弾だん力りよくより、まずは薄うす切ぎり肉のような〝面〟としての食感が来るのだ。

　そして歯は、四辺肉を楯たてのようにして、挽肉を押し潰つぶす。

　四辺肉が持っていない弾力と、脂あぶらの弾はじけがそこで起きる。

　結果として、擬ぎ似じ的ではあるが、分ぶ厚あつい肉にく板いたを食っているような状況が再現される。

「実は肉の量は増やしていませんネー。ただ、なるべく、この四辺肉が挽肉を包む仕上がりになるよう、焼いたり、ルーを絡からめたりしていますネー」

「これは、肉料理ですの……？」

「いえ、カレーですネー。──何な故ぜなら、挽肉も四辺肉も、カレーの繫つなぎがあってこそのものだからですネー」

「Ｔｅｓテスタメント．、確かに、その通りですわね……」

　正直、喜びや感動と同時に、食に対しての畏い怖ふを感じる。

　……ちょっとの工く夫ふうで、ここまでの深みや驚きを出せるだなんて……。

　帰ったらうちの人と一いつ緒しよに研究してみませんと、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは確かに思った。そして、

「──勝負、続けますわよ」

　笑えみで言って、人狼女王は加か速そくした。
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　ミトツダイラは、空気が変わった事を悟さとった。

　……残り時間、五分ちょっとですわね。

　そこで、今まであった濃のう厚こうなカレーと肉の波が、収まっていくのだ。

　ハッサンのキーマカレーが終了していく。そういう事だ。

　母が、制せい限げん時間前まえに一いつ手てを詰めつつあるのだ。

「ええと、我が王、このままではハッサンは──」

　と、ミトツダイラが王に振り向くと、彼はこちらを見ていた。

　彼の横、ホライゾンも、浅あさ間まも、喜き美みも、他の皆もこちらに集中していた。

「どうした？」

　王が問う。

「またママンがエロマーク描いたりしてんの？」

「してませんわよ！　ただ、ハッサンのキーマカレーが終了して──」

「ああ、そこまでよく来たもんだな。でも、だったら次で勝負だ」

「次？」

　……次じ弾だんがあるんですのね……!?

　だが、母の勢いが凄すごい。普通のカレーでは止められないだろう。ちゃんとしたボリュームと味がなければ、ラッセルされた上で駄だ目め出だしされかねない。

　……御お母かあ様さま、結けつ構こう、味に厳きびしいですものねー……。

　何でも食べるし、種しゆ族ぞく的な得え手て不ふ得え手て以外は、好みも広い。ただ、その好みの中で、最さい上じよう位いとも言える味を知っているのが流石さすがの〝女じよ王おう〟だ。

　無む論ろん、人狼ルウガルウとしての食しよく生活ゆえ、母の料理は素材重じゆう視しの調理が多く、加か工こうや工く夫ふうによる味み覚かくの経験が弱い。王がハッサンのカレーを解説してくれるが、肉の処理やら何やら、それは的てき確かくに母がカレー経験の足りない弱みを突いたものだ。

　だが、母の好きな肉を重視したキーマカレーは終了する。ならば、

「──これから一体、どういうものを出しますの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と王が頷うなずいた。そして彼は、自分の胸の前に両手を持っていき、エア胸を揺らすと全開の女おんな声ごえで、

「うふっ、〝人狼女王レーネ・デ・ガルウのシーフードカレー〟ですのおん」

　ホライゾンが、前を見たまま横よこ振ふりの張り手を叩たたき込んだ。







[image: 第四十九章『華麗処の女王』]
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウのシーフードカレー。

　そのタイトルを聞いた時、ミトツダイラは即そく座ざに反応していた。

「危険ですわ！　それは母には通じませんのよ!?　否定されますわ！」

　理由はある。しかも単純なものだ。だって、自分の母は、どう考えても、

「──山育ちですのよ、うちの母！　シーフードとはかなり無む縁えん。大体、魚食たべるよりは肉食くってる方がいい派ですし」

　だから、

「人狼女王のシーフードカレーなんて、そんなあり得ないタイトル、聞いただけで相手にされなくなりますわよ!?」

　言った先、皆は初め、無む言ごんだった。だが、ややあってからそれぞれは顔を見合わせ、

「……ホライゾン思いますに、これ、品ひん名めいが断定的過すぎるのでは」

「そうですね。自分思いますに、〝多分人狼女王イメージのシーフードカレー〟とか」

「つーかテュレやんをイメージしたシーフードってどんなの？」

「北ほつ極きよく熊ぐまよ、マルゴット」

　即そく答とうの断だん定ていに頷うなずきそうになるが、それはシーフードではないだろう。

　だとすると、と呟つぶやいたのは誾ぎんだ。彼女は宗むね茂しげから受け取ったエロマークパンと自分のそれを合わせた上で、半分に割って返しながら、

「──人狼女王風ふう、と、そんな感じでまとめるのがいいのではないでしょうか」

「それは、駄だ目めだと思います」

　と言ったのは、浅あさ間まだ。

「人狼女王、と名がついた時点で、ミトのお母かあさんにとってはプレゼントですから」

　……あ。

　他の皆は首を傾かしげているが、ホライゾンは頷いている。

　そしてホライゾンが、静かに言った。

「……北極熊が具に入ってなければ終わりですね」

「ちょ、ちょっとそれは厳きびしめですわよ？」

　ただ、既すでに解わかっている事が一つある。それは、

「もう、発表した時点で、覆くつがえりませんわよね。この品名……」

「ならばどうなるか、見ていくしかありますまい」

　ホライゾンが静かにそう言って、自分の後ろの空間から鍋なべを取り出した。

「ローストビーフの刺さし身みが欲しい方はおられますか」

　現げん場ばが気になるが、一番に手を挙げておく事にする。





●






　現げん場ばは、静かな空気に満ちていた。

　沈ちん黙もくだ。

　目の前に器うつわのないテーブルを置き、人狼女王レーネ・デ・ガルウは右頰ほおに手を当てた。

　……さて。

　時間もないが、あまり無む駄だな時間を得たくもない。

「人狼女王のシーフードカレーと言いましたわね？」

　確かく認にんのために、問うておく。

「私、シーフードに関しては、ほとんど素しろ人うとですのよ？　山や森こそが人狼ルウガルウの領りよう域いきですもの。──それを解わかった上で、シーフードと言いますの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですネー」

　相手の深い頷うなずきに、Ｔｅｓテスタメント．、と人狼女王は了りよう解かいの言葉を送った。

　向こうにも、相当の覚かく悟ごと勝しよう算さんがあるのだろう。

　ならば、残念となる可能性を心に秘ひめておく必要もあるまい。今は勝負の時間なのだ。

「もし、意い図とにそぐわなかった場合、どうなるか解ってますわね？」

「Ｊｕｄ．、──楽しませる事が出来ないならば、カレーの負けですネー」

　Ｔｅｓ．、と人狼女王は頷いた。

　潔いさぎよい。この清せい廉れんさも、やはり神しん道とう国家である極きよく東とうの風ふ情ぜいだろう。

「解りましたわ」

　人狼女王は、グラスに入ったスプーンを手にしながら、首を下に振った。

「このカレーが乱れたら、極東の創そう世せいを司つかさどる神道の敗はい北ぼく、そういう事ですのね？」
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・貧従士：『浅あさ間まさん！　浅間さん！　小お田だ原わらの町に弓ゆみ向けるのやめましょうよ！』

・ウキー：『というかこれ、神道がピンチではなく、何か別のものだろう絶対』

・蜻蛉切：『どちらにしろ、美う味まいカレーの話が聞きたいで御ご座ざるなあ』
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　人狼女王は、相手が出した器を見た。

　カレーだ。だが、やや大おお振ぶりの鍋なべのような器にあるのは、カレーにしては随ずい分ぶん緩ゆるい。

　しかし、見ている限り、これには粘ねん度どがあり、茶ちや色いろいカレー面めん下かには具が沈んでいる気け配はいがある。つまりこれは、

「スープカレーですの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、やや濃いめで作ってありますネー」

　馬ば鹿かな、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは思った。

「まさか、と思った事を言いますわね」

「──カレーを消しよう費ひし切るのを怖おそれ、湯で薄めたスープカレーによる嵩かさ増ましをしたと、……そういう事ですかネー？」

「Ｔｅｓテスタメント．、スープカレーにつきまとう疑問とは、常にそれですものね」

　オウ、と相手が肩をすくめた。そして左右に首を振り、後ろを見せた。

　スープカレーの寸ずん胴どうがある。その中にあるのは、当然、スープカレーの筈はずだが、

　……違う？

　カレーの色をもっと濃くした塊かたまりが、そこに詰まっていた。

「昨夜からしっかり、スープカレー用に作っていた濃のう縮しゆくカレーですネー。これを溶とき、提てい供きようしているのであって、今あるカレーを薄めたりはしていませんネー」

　人狼女王は知っている。昨日きのう、青雷亭ブルーサンダーに行く途と中ちゆうの事だ。武蔵むさし野のの吹き抜け公園から補ほ修しゆうの工事現げん場ばを見た時、似たものを確かく認にんした。

　現場の配はい給きゆう用に、濃縮状態にしたシチューやスープが、寸胴で運ばれてきていたのだ。

　武蔵むさしの各所で、配給の製作を分け合って担たん当とうしているのだろう。濃縮しておけば、武蔵のような分ぶん断だんされた土地であっても運うん搬ぱんは容よう易いだ。

　その技ぎ法ほうを用いてきたという事は、

「嵩増しではない。本当のスープカレーを味わって頂いただきますネー」

「……Ｔｅｓ．」

　人狼女王は頷うなずいた。

　スープカレーという事は、向こうが量で攻めてくるという事だ。だが、

　……こちらにも、利り点てんは、ありますわね。

　米がないのだ。

　スープカレーは、カレーの種類だが、内部分ぶん類るいとしてはスープにあたる。米こめ物ものであるドライカレーとは逆に、こちらは汁しる物ものだ。

　これをオカズに米、というものも考えるが、それは手て間まが掛かり過ぎる。だから、

「まさか米だけ別に、とは考えてませんわよね？　米はそのままでは料理とは言えませんし」

「Ｊｕｄ．、流石さすがにそれはやりませんネー」

　という彼は、既すでにスープカレーの量産に入り始めている。それは、ドライカレーなどを作っている余よ裕ゆうがないという事だ。

　だが、こちらにも時間はない。

　だからというように、人狼女王はスープカレーの器うつわを手に取った。

　器から直接飲のむ。それが出来るのがスープカレーの強み。

　……一気に行きますわ！

　元々、シーフードは得意な部ぶ類るいではない。一気に片付けていくべきだと、そう思い、人狼女王レーネ・デ・ガルウは勝負を再開した。そして彼女は、緩ゆるめのカレーを口に流し込み、

「……!?」

　動きを止めた。
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　……な、何ですの!?　今の！

　シーフードカレーと、人狼女王はそう聞いていた。

　シーフードカレーの特とく徴ちようは、カレーに溶ける海かい産さん物ぶつの出だ汁しだ。

　魚ぎよ介かい類るいが潮しおを出すため、シーフードカレーは基本として潮の味がキツく、場合によっては血液のようにも感じる。

　だが、違った。今、自分が味わったのは、

「普通のカレーじゃありませんの？　これ……」

　と、言葉が消えていくのには理由がある。

　疑問があったからだ。それも、不ふ可か解かい、といえる疑問だ。

　今、自分が口にしたのは、普通のカレーだった。その筈はずだ。だが、

　……あら？

　不ふ思し議ぎな味が、舌したに残っている気がする。

　普通のカレーであるというのに、そうではない気もする。

　何な故ぜなのか。その疑問に対する証しよう拠この無さが、自分の言葉尻じりを消したのだ。

　おかしい、と人狼女王は思った。しかし、

　……慌あわてず、落ち着くところから始めないといけませんわね。

　恐らく、いろいろな事じ象しようがこのスープカレーには含まれている。

　だが、第一に気付き、そして看かん破ぱすべきは、

「──これは、普通のカレーじゃありませんわね？」

　しかも、と人狼女王は言葉を繫つなげる。

　口の中にある味が、おかしいのだ。

　カレーであり、しかし、カレーとは別の味が舌に匂におう。

　今、舌にあるのは海産物の味だ。それも、潮の味を主張せず、どちらかというと自分向むきの、肉にく質しつの強さを出すタイプの味。更さらには、

　……これは、随ずい分ぶんと柔やわらかい味ですわね。

　シーフードならば普通、塩しお味あじだろう。カレーの辛からみに塩が入り、辛みは鋭くなる筈だ。

　だが、これは違う。海産物特とく有ゆうの、塩しお気けを感じさせる風ふう味みはあるが、主張が無い。どちらかというと、カレーの味を丸めて柔やわらかくしている気がする。

「何かがカレーの中に溶けてますわよね？」

　オウ、と相手が微笑で振り向いた。そして、小こ鉢ばちに入れられて来たものがある。熱された粘ねん土どのようなそれは、寸ずん胴どうに入っている圧あつ縮しゆく状態のカレーだ。

　温まっているため、やや粘ねん度どの上がっているそれを、人狼女王レーネ・デ・ガルウはスプーンで口にした。

　口の中で舌したを使って潰つぶした味は、濃いと、そういえる味だ。

　その味み覚かくは唾だ液えきに溶け、本来の姿すがたを取り戻していく。すると、

　……あら？

「これは、普通のカレーですわね……」

　気になって、器うつわのスープカレーを一ひと口くち掬すくって口に入れた。

　違う。

　先さき程ほどの寸胴の中なか身みとこれは、どう違うのか。もう一度比ひ較かくしてみると、

「……あ」

　解わかった。舌に柔らかい海かい産さん物ぶつの味覚。それを、カレーに含める事が出来るとしたならば、

「カレーを溶かしているスープに、何か入っていますのね!?」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と相手が寸胴の横に置いていた保ほ温おん器きを持ち上げた。中にあるのは、スープカレー用のスープストックだ。だが、人狼女王が知ち覚かくしたその匂においと色は、

「……蕎そ麦ば汁つゆ!?」

「Ｊｕｄ．、正確には、鰹かつお出だ汁しの〝返し〟ですネー」

　と、相手は幾いくつかの瓶びんを屋や台たいの内側から出して見せる。それは醬しよう油ゆや味み醂りん、酒などもあり、

「極きよく東とうでは、蕎麦屋のカレーはまた特別な扱いなのですネー。蕎麦屋においてはカレーを蕎麦汁の〝返し〟で作りますが、それゆえ、カレーなのに極東料理の優しい味がするのですネー」

「ならば、この鰹出汁は……」

「Ｊｕｄ．、味をもっと丸くするには昆こん布ぶ出汁かと思いましたが、人狼女王は御お肉にくの世界の住人ですネー。ならば、野や性せい味のある鰹出汁で、魚の締まった味をベースにするのが一番かと、そう思ったのですネー」

　……確かに。

　自分が同どう条件で作るとしても、そうするだろう。ならば、と人狼女王は思った。

「まさか、これを〝人狼女王のシーフードカレー〟というのは……」

「Ｊｕｄ．、人狼女王は〝お母かあさん〟ですネー。そしてシーフードカレーを作ろうとしたならば、得意ではないシーフードそのものにいきなり挑ちよう戦せんするよりも、解りやすく、違い和わの無い部分から挑ちよう戦せんすると、そういう考えなのですネー」

　つまり、

「鰹出汁のカレー。これは、ある意味、具だけにこだわったシーフードカレーではなく、カレー全体をシーフードとするものではないかと。そして、〝お母かあさん〟であるならば、こういう丸い味わいのカレーではないかと、そういう事なのですネー」

「──私を、こういう、丸く優しい感かん性せいの女だと？」

　オウ、と相手が微笑した。

「中の具ぐを、拾い上げて頂いただけますかネー」

　……具？

　疑問に思ったが、スプーンを差し入れて掬すくってみた。

　底の方、重みと一いつ緒しよに上げられてくるものは、

「御お肉にく……」

　キーマカレーの時のような挽ひき肉にくでは無い。更さらには、塊かたまり肉や薄うす切ぎり肉でもない。

　……骨ほね付つき肉……！

　豚ぶたのリブ部分だ。圧あつ縮しゆく行こう程ていを経ているため、スープカレーの中ではあるが、色は完全にカレーの色となっていて、脂あぶら身みすら薄く黄き色いろい。

　頂こう、と思って、ふと、人狼女王レーネ・デ・ガルウは気付いた。先さき程ほど、スプーンを差し入れた際の感かん触しよくに、違い和わが幾いくつかあったのだ。

　だからもう一度、スプーンを差し入れて引き上げると、

「これは……」

　やはりリブの肉だ。しかし、先程とは色も細さも違う。この肉は、

「鹿しか肉にくですネー。鹿肉が凝ぎよう固こしない八〇度前ぜん後ごの加か熱ねつを続ける調ちよう理り。それはカレーを作る際に下した茹ゆでを行えば容易ですネー」

　他にも、スプーンを入れてみると、別の種類の肉が来る。

　猪いのしし。羊ひつじ。細いのは兎うさぎだろう。鴨かももある。そして、

「これは……？」

　肉。それも舌したに見える。片側の面を格こう子し状じように切ってあり、そちらを開くように仰のけ反ぞった大おお振ぶりの身だ。だが、カレー色に染そまっているが、元は白かったらしい。

　脂身とも違う、異い質しつな肉にく質しつに、人狼女王はやや迷ったが、嚙かみついてみた。

　口に入れて嚙む。すると、硬めのチーズを口にしたような弾だん力りよくと、甘みがきた。

　この味には憶おぼえがある。

「烏い賊かですわね……!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．、海かい産さん物ぶつの中で、最も大きく、一枚で取れる白しろ身みの肉ですネー」

　片面を格子割わりにしてあるため、食しよつ感かんは肉質の弾力が増すし、歯切れもいい。烏賊独どく特とくの匂においについては、格子の隙すき間まに入り込んだカレーと脂が消してくれる。

　そして底を探れば、帆ほ立たての貝かい柱ばしらが転がっている。これも歯は応ごたえがよい上に、下した味あじとしてバターで炒いためているのが解わかる。なるべく、魚ぎよ介かいの匂いを消そうというのだ。

　ああ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは思った。これは面白いですわね、と。

　そして、今いま更さらながらに気付く事があった。

　中に入っている肉には、全て、骨がついている事だ。

　今までのカレーならば、骨付き肉を入れたら、骨にはカレーが強く付ふ着ちやくしていたろう。

　しかしスープカレーでは、骨にはカレーの薄い膜まくがついているくらいだ。

　相手が手洗いの鉢はちと手て拭ぬぐいをテーブルに置けば、する事は決まっている。

　手で骨を摑つかみ、狼おおかみとして食えば良いのだ。

「御お見み事ごとですわ」

　左手に器うつわ。右手に骨かスプーンという構えで、人狼女王はスープカレーに取りかかった。

　戦せん闘とうが、再開される。
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　人狼女王のシーフードカレー。

　いい趣しゆ向こうですわ、と人狼女王は思った。

　中にあるのは肉ばかりだが、出だ汁しと烏い賊かや帆ほ立たてで言い訳わけは立つ。山と森の住人が、〝母〟として、子供に苦にが手てな魚ぎよ介かいを振る舞うとしたら、まずはこんな形だろう。

　肉を食い、スープを飲み、満足を得ながら、しかし人狼女王は思った。

　……でもこれ、私の料理として、一つ、足りない要素がありますわね。

「あの、もし？」

「これですネー」

　と、相手が一つの器をテーブルに置いた。

　大きめのそれに盛られたのは、小さな柑かん橘きつの山だ。親おや指ゆび大だいのそれは、小形ながらもオレンジや蜜み柑かんと同じ特とく徴ちようを持っている。

「──キンカンですネー」

　柑橘。それは自分の料理においては大だい事じなアクセントだ。

　それをこうして、今、提てい示じされた事に、人狼女王は僅わずかなおかしみを得る。どこまで自分の趣しゆ向こうを読まれているのかと。だが、スプーンで掬すくって口にした小こ振ぶりの実を嚙かんだ時、

　……あ。

　口の中に、爽そう快かいという言葉が来た。酸さん味みがあり、果か汁じゆうの芳ほう香こうもあるが、なにより甘いのだ。

「軽く砂さ糖とう漬づけにしてありますネー」

　だからだ。

　この味は、スープカレーには丁ちよう度ど良い。これが今までの濃いカレーであるならば、この小さな柑橘は味あじ負まけするだろう。逆に、蜜柑程ほどの柑橘であれば、強過ぎる。

　砂糖漬けのキンカンというこれは、今の味に丁ちよう度ど良い。

　子供に与えても、酸すっぱさを訴えながらも、水みず菓が子しとして喜ぶに違いない。

　思わず、二つ、三つと口にしてから、人狼女王レーネ・デ・ガルウは今の自分にふと気付いた。

「カレーを頂いただかないといけませんわね」

　言って、取りかかろうとする。向こうのストックから見るに、全速を出せば充分追おいつける。なにしろ肉とスープだけだ。今までのものよりも遙はるかに軽いし、テンションが高い。

　幸せな時間を過ごしているのだ。ただ、今思うのは、

　……米があれば、と、ちょっと思ってしまいますわね。

　無む論ろん、ここで米が来たら、食べ切るまでに時間切ぎれだ。

　だが、我わが儘ままな事に、ちょっとの主しゆ食しよくが欲しくなる。

　しかし、スープカレーには米がつかない。無む理りなのだ。その事について、人狼女王はこう思う。

　……少々、残念ですわね。

　と、人狼女王が吐と息いきしたなり、

「これが最後ですネー」

　相手が、長なが皿ざらに載のせて来たものがある。

　米だった。

　白の粒つぶ。でもそれは、そのままであるならば、食事としてここには出せないもの。

　しかし、テーブルの上に出たものは違った。米だけでありながら、単なる主食として供きようされるのでは無い形。その呼び名は、

「おむすびですネー」
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『あなた？』

　ミトツダイラは、通つう神しんから母の声を聞いた。

　今のは、父への呼びかけだ。そして母は、言葉をこう繫つなげた。

『──あなたのおかげで、幸せな時間を得ましたわ』

　そして、

『まだ時間はありますけど、私の敗はい北ぼくですわね』
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　人狼女王は、一ひと息いきを入れた。

　目の前、武蔵むさしのカレー職しよく人にんがこちらに一礼をする。

　それに会え釈しやくを返しながら、人狼女王はこう思った。

　……見事に、してやられましたわね。

　キーマカレーと言い、今のシーフードカレーと言い、完全に自分狙ねらいの仕込み料理だ。

　つまりこの相手は、自分を倒すためだけにこの戦せん場じように乗り込んできたのだ。

　それに気付くのが遅かった。

「──今回の献こん立だて、思いついたのはうちの子の王様ですわね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、カレーに仕上げる工く夫ふうは自分でしたが、発はつ案あんは彼ですネー」

　ならば、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは合が点てんを得る。

　思い出すのは昨夜の事だ。

　昨日きのうの夜、娘むすめの王と夫は、親しく料理の話などをしていた。彼はそこから、こちらの趣しゆ向こうなどを理解し、今回の献立を作り出したのだろう。

　それを形にまとめ上げ、前夜からの用意までしたこの相手も凄すさまじい。恐らくは徹てつ夜やでの作業だった筈はずだ。

　だからこそ、人狼女王は理解する。

「流石さすがにこれだけ持て成しを受けておいて、自分の勝ちを主張する程恥はじ知しらずではありませんわ。それに、負けたとしても、これはうちの人の手引きですものね」

　微笑が、我われ知らずと漏もれた。

「うちの人に、料理で〝駄だ目めにされる〟のは、何度目でしょうね」

　勝てっこない。

　だから人狼女王は、一ひと息いきを再び入れ、出されたおむすびを手に取った。

　柔らかく、しかし崩くずれぬ程てい度どに締められた白はく米まいは、綺き麗れいな三角形だ。

　口にすると、薄い塩の味と、しっとりとした米の湯ゆ気げが口に広がる。

　スープカレーと肉の味、柑かん橘きつの渾こん然ぜんとした口の中で、それは正しく〝白い〟味だ。

　気付くと、人ひと差さし指ゆびで角かどの部分を口に押し込み、食べ終えていた。

　……極きよく東とうの文化ですわね。

　単なる米を、手で結ぶ事によって料理としてしまう。

　小こ麦むぎ粉こや肉の文化ではあり得ない話だ。だが、〝誰だれかが手を掛けた〟という調ちよう理りの条件において、最さい低てい限げんのノルマをこなしたそれは、シンプルで味わい深い。

　派は手でな味にまみれた後では、尚なお更さらそう思う。

　極東の主食。ともすれば、全てはここに戻ってくるものだったのだろうかと思うが、今はそういう時間では無い。ここで言うべきは、

「……いい勝負でしたわね」

「いえいえ、まだまだ続きますネー」

　え？　とこちらが首を傾かしげた時だ。相手がテーブルと、後ろの寸ずん胴どうを指さし、

「残りがありますからネー。まだ楽しい時間は続きますネー」

「そうですわね」

　勝負の後、一時間は猶ゆう予よがあるのだ。その間、ゆっくりと頂いただくのも悪くない。

「さっきのキーマカレーなど、まだありますの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、寸ずん胴どうの予備分ぶんはありますネー」

　なかなか頼もしい。だから人狼女王レーネ・デ・ガルウは、頰ほおに手を当て、笑えみを自覚した。

「では、存ぞん分ぶんに頂いただき直すとしましょうか」

　あと、

「レシピを教えて頂けますの？　うちの人と、ネイトに、振る舞ってみたいと思いますもの」





●






「よし……！」

　ミトツダイラによる勝敗確かく認にんの報を聞き、正まさ純ずみは立ち上がった。

「これで毛もう利りに一勝だ！　備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いとして、〝勝利〟に該がい当とう出来る結果が得られたのは充分に意味のある事だ」

　……これでようやく駆かけ引きがスタート出来る……！

　全く、と正純は皆を見渡し、

「お前ら全員パーで良かったな！　全員パーとか、最高だ！」

「な、何だか語ご弊へいがありますのよソレ！」

　だが、皆の中から人ひと影かげが立った。ホライゾンだ。

　彼女は右手を軽く挙げ、こちらに一歩を歩む。自分の方も近づき、彼女の右手に自分の平ひら手てを打ちつけた。

「よっし……！」

「見事です」

　勢いのあるタッチが決まった瞬しゆん間かん。ホライゾンの右肩かたが外はずれて飛んだ。

　あ、と思う間もなく、それは投げ斧おののように回転しながら、向こうにある屋や台たいの中に飛び込んだ。極きよく東とうピザを鉄板で焼いていた現げん場ばは、突然の飛び込みに、

「何ィ……！」

　と騒さわぎ、その上から、何が飛んで来たかに気付き、

「腕だ……!!」

　という事で騒そう動どうになった。更さらには、逃げようとした腕が、隠かくれた屋台の下から手首までを覗のぞかせたのが通行人に発見され、

「死体が……!!」

　と悲鳴をあげさせ、縁えん日にちの会場がパニックになった。ややあってから、向こうの大騒ぎを余よ所そに、野原の草に隠かくれて右腕は戻ってきたが、飼かい主ぬしに拠よれば、

「ホライゾン、思わぬところで平和な縁日をダイナミックに演出してしまいましたね」

「接続緩ゆるんでないさね？」

「いえ、この方がウケがとれるかと思ったまでで。思った以上に反応が良かったですが」

　だろうな……、と俯うつむき加か減げんに思うこちらの正面。馬ば鹿かが来た。

　馬鹿は右手を挙げ、

「よーし、じゃあセージュン、やり直しだ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあやり直す意味も解わからないが、いいだろう」

　よーし、と手をぶつけようとした時だ。馬鹿が腕を捻ひねって、

「おめでたいので回転タッチー！」

　とやったのが多た分ぶん悪かった。こちらが奇き異いな動きに合わせようとして手を強く振ったため、

「あ」

　手が当たった一方で、馬鹿の右肩から、軽い音が響ひびいた。

　え？　と皆が馬鹿を見る。するとミトツダイラが、

「わ、我が王！　右みぎ肩脱だつ臼きゆうしてますわよ!?」

　え？　と馬鹿が右腕を見ると、妙みように肩が横に出ている。

　馬鹿が右腕を動かそうとするが、肘ひじから先しか動かない。

「お？」

「愚ぐ弟てい！　なかなか無い機き会かいよ！　アドリブ出来るかどうかで芸げい人にんのレベルが証しよう明めい出来るわよ！　ほら！」

「おお、姉ねえちゃん！　任せておけ！　──はい皆さんこっちー顔向けて──」

　正まさ純ずみは視線を逸そらした。が、運うん悪わるく脱臼馬鹿に振り向いた者へと、馬鹿が蟹がに股またで走って行く。女じよ装そう脱臼は、力の無い右腕を左手で摑つかんで左右に振りながら、

「おおおおおおおおお！　アデーレ！　ほらほらほら！　大きな肉にく棒ぼうだぞお。骨付きだあ」

「うああああああ！　気持ち悪いもん見せて寄ってこないで下さいよ！」

「気持ち悪いとか言うなあ！　女装がハイタッチで脱臼して骨付き肉棒振ってるだけだぞ！」

　どういうシチュエーションだよ。と、下げ手しゆ人にんでありつつもそう思ってしまうが、すぐに浅あさ間まが立ち上がった。彼女はホライゾンの両肩に後ろから手を乗せ、安心しろと示した後で、

「はい、トーリ君、鈴すずさん引かせてないでこっち来て下さい。えーと、マサ？　トーリ君の肩、繫つないで下さい。できますよね？」

「おーい、トーリ、こっちさ」

　ほーい、と馬鹿が直なお政まさに寄っていく。すぐに腕を摑まれて、

「いてえええええ！」

　悲鳴と放り出しと、浅間の治ち療りようが始まるまでがワンセットだ。

　……しかしまあ……。

　と、正純は一いち連れんの流れと、今の状況を見る。

　ホライゾンと葵あおい姉あねを傍かたわらに置いて座る浅間の膝ひざに、馬鹿が自分から頭を載のせていく。浅間は女装の肩に符ふを貼はったりと治ち療りようを始めるが、そこにゆっくりとミトツダイラが近付いていくのもいつもの光こう景けいだ。だが、

　……馬ば鹿かが、楽にしてるな。

　浅あさ間まもそうだ。真田さなだの地下では、馬鹿が治療を躊躇ためらう素そ振ぶりもあり、浅間の方も真剣さが先にたっていたように思う。だが、今は馬鹿が自分を委ゆだねていて、浅間も自然にそれを受け止めた形になっている。

　ホライゾンが、馬鹿の右みぎ手て指ゆびを捏こねて妙みような形に紐ひも結むすぼうとしているのが気になるが、

「成なる程ほどなあ」

「……何がですの？」

　いや、と正まさ純ずみは言葉を濁にごした。

　昨夜、葵あおい家けで何があったかは知らない。その前の移い動どう教室のテントでも、何があったかは知らない。だが、長い付き合いの連れん中ちゆうであっても、

「関係って、変わるもんだな」

　言葉が届いたのだろうか。浅間が表情を変えた。

　以前だったら戸と惑まどいを露あらわに、焦あせりすら見せていたと思うが、今は、

「いやまあ……。ミトのお母かあさんからプレゼントの話とか色々ありましたし……」

　と、頰ほおを薄く赤くして苦く笑しようする。

　そんな表情を見て、正純は思う。

　……私も、ああいう顔、するようになったりするのかなあ。

　相手は誰だれだよ、と思うが、こればかりは〝流れ〟というものがあろう。三さん要よう先生のように何かが〝流れ〟を堰せき止めているような人もいるのだ。うちの担たん任にんはそこらへん眼がん中ちゆう無いようなので放っておく。だが、

　……私も、変わったものだ。

　去年には、こんな事を思うようになるなど、想そう像ぞうもしていなかった。政治家かとして踏み出せたならば、と、そんな未来しか見ていなかったのだから。

　すると、

「正純」

　と、横に立った二ふた代よが、手を掲かかげる。

「二代？」

「拙せつ者しやと一いつ丁ちよう、やろうでは御ご座ざらぬか」

「あまり強くされると、こっちが脱だつ臼きゆうしそうだなあ」

　と呟つぶやき、軽く手を振った。すると、

　……お。

　二代の手から、いい音が響ひびいた。彼女自じ身しんはあまり手を振る事無なく、こちらを受けたのだ。

　Ｊｕｄジヤツジ．、と思わず呟つぶやいてしまう程には、いい手て応ごたえが来た。そして、

「これでいいで御ご座ざるか？　正まさ純ずみ」

「え？　──ああ、納なつ得とくした」

「良好に御座る。拙せつ者しやも正純とセックス出来て満足に御座る」

　おい。

　誰だれか、と視線を左右に振るが、既すでに皆はあらぬ方を向いていた。二ふた代よの発言を聞き間違いかとメアリが首を傾かしげているが、そちらはクロスユナイトの範はん疇ちゆう。逃のがれるために二人で昼食続けるか？　そうか。立たち花ばな夫ふ妻さいが平然としているのは剛ごう胆たんだな。

　ただ、二代が笑えみになって言った。

「正純は、拙者の嫁よめになるかもしれぬ人ゆえ、無む碍げには扱えぬで御座るよ」

「ちょっと待て……！」

「？　大だい丈じよう夫ぶで御座る。まだ襲しゆう名めいしておらぬがゆえ、嫁取りには気が早い。ゆえに今はまだ友人。詰まり──」

　二代が、顎あごに手を当てて、もっともらしく頷うなずいてこう言った。

「セックスフレンドに御座るな」

　三秒経けい過かした。そして、ふとナイトが気付いたように、

「ガっちゃん、魔術陣マギノフイグーアに鼻はな血ぢこぼしてる」

　新しん刊かん出来るか？　良かったな。ああ、うん、良かったな……。

　……どーすんだコレ。

　英国辺りで始まった全ての原因は出しゆつ血けつ状態だし、一いつ端たんは自分も負っている。

　見れば、葵あおい姉あねが浅あさ間まやミトツダイラに、

「ククク、セックスフレンドよアンタらも！　そうね！」

　などとからかっては睨にらまれ、馬ば鹿かが笑っている。

　成なる程ほど、と正純は思った。二代の事なども含め、去年の自分から今の自分が想そう像ぞう出来ないなら、今の自分にも、未来としてああいう可能性や、別の可能性もある訳わけだ。ならば、

「まあいずれ、な……」

　呆あきれた声が出るのは否いなめないが、仕方ない。向こう、加か納のうがまたやってくるのが見えるのだ。彼女はこちらの方に来ると、頭を下げ、

「失礼いたします」

「どうした、加納。会計の着ちやく服ふくについて追加報告か？」

「Ｊｕｄ．、縁えん日にちの中で死体が発見されたという情報があったので、見回りをしていました。

　そして、御お嬢じよう様さまから報告です」

　それは、

「──北ほう条じよう側の代表の一人。北条・氏うじ邦くにこと幻げん庵あんに接せつ敵てきしていると」
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　大おお久く保ぼは、追われていた。

　走っている。

　明らかに走り過ぎだ。三十分以上をフルで駆かけ続けている。

　だが、そうしなければならない。何な故ぜなら後ろから、

『おーい、そろそろ観念せんかあー』

　機き鳳ほうが追いかけてくる。

　動きは鶏にわとりのそれに似ている。

　豪ごう快かいな足音と、時とき折おりに突っ込んでくる機き首しゆ先せん端たんのアタック。明らかに遊ばれているのは解わかるが、時たま思いついたようにアタックの頻ひん度どが上がり、

『ポチっとな──』

　閉じた左右両りよう翼よく、その付け根にある砲ほう口こうから光こう弾だんを放ってくる。

　こちらは回かい避ひ専せん念ねんだ。幸運な事に、敵の光弾はその左右幅はばを強く収しゆう束そく出来ない。だから間に入るようにして、

「……！」

　大久保は一度身みを振り、弾だん丸がんに追い越させてかわす。

　そこからはまたダッシュだ。

　そして、大久保はこう思った。今回のこの代表戦せんにはルールのミスがある、と。

　……逃げてる限り勝負が始まらんのやあ──!!

　勝負を始めない限り、勝負は始まらない。簡単な定てい義ぎのようだが、これが結けつ構こう足を引っ張る。何しろ、この敵と勝負をしたくないといって三十分以上を逃げても、見み逃のがされないのだ。

　逃れるには、勝負を始めるしかない。

　どう考えても好こう戦せん的な連れん中ちゆうが、戦せん闘とうする事だけを目的に作ったルールだ。文ぶん系けいさようなら。そんな内容にしか見えない。

　しかし勝負を始めてしまえば、勝てっこない。ならば、

「あ」

　大久保は、今いま更さら気付いた。

　……勝負を始めてから三十分間逃にげれば良かったのと違う？

　勝負がつかなければ引き分け扱いになるだろう。大だい発見だ。これは間違いなくルールの穴。

「あ、は」

　……何や、こんな単純な穴があったんやなあ。

「あはははは」

　走りながら笑い、大久保は思った。

　……今いま更さら気付いたところで遅過ぎるわあ──！

　大体、そろそろ自分の燃ねん料りよう切れだ。どこかからカレーの匂においがしてくるが、誰だれやねん一体。ここに持って来てくれんかなあ。

　……腹はら減へったわあ。
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「────」

　いかんわ、と大おお久く保ぼは思った。空くう腹ふくを自覚したら一気に来た。妙みような眠気みたいなものまで来ている。これはアレだ。ハンガーノックやな。

　やばいやばい、と自分を[image: ]しかる意い思しが、既すでに意い識しきの底の方にある。

　……私、頭いいからなあ……。

　ハンガーノックになった人間が、どういう状態に陥おちいるか知っている。

　視し界かいの狭きよう窄さくと脱だつ力りよく、そして身体からだの震え。発はつ汗かんに、体温の低下。そういったものが一気に来て、膝ひざから崩くずれかけ、

「……っ！」

　危ないところで、大久保は目を醒さました。

　……阿あ呆ほか！

　今、自分はそうなっていない。

　だから、今、そういう状態になったのは、単なる〝真ま似ね〟だ。

　自分の知識通どおりに、己おのれを収めて、諦あきらめてしまおうと思ったのだ。

　阿呆が。

　自己の知識の真似をするな。そんな事をしたら、自分の範はん疇ちゆうから外に出られない。

　自分基き準じゆんだけで考えて、それが届かなかったのは、以前に経験している。

　ノヴゴロド戦前の、臨りん時じ生徒会だ。

　諫かん言げんとして、自分の側の正義も建たて前まえもあったが、それ以上を見せられた。

　自分の力で相手を押し、解決していく筈はずが、上の答えを出された。

　あの交こう渉しようと議ぎ論ろんは、自分の中の楔くさびだ。

　二重襲しゆう名めい者しやであり、かつてから期待されていた自分が、全くそうではない者に上を行かれる。それが現実であり、〝外〟なのだ。

「全く」

　そんな風ふうに、自己を正していたというのに。またいつかの自分に戻りかけるとは。

　頭が良いと、すぐこれだ。

　まだ終わりの時間じゃない。まだそうじゃない筈だ。

　……そやな。

　意い識しきが湧わいた。視し界かいは狭くなっていない。ただ汗あせがあり、集中が強かっただけだ。膝ひざの崩くずれだって単に疲れが出ているだけだ。

　走っていれば疲れる。それが事実だ。ならば、

「……次！」

　と、大おお久く保ぼは曲がり角かどに差し掛かる。カーブは九十度で左。

　いい場所だ。敵の追つい走そうは、突き当たりのあるコーナーで緩ゆるむ。速度を上げると建物に突っ込むからだ。ならばこちらはここで速度を上げ、

　……良し！

　コーナーに跳び込んだ。景色けしきが回るように変わり、汗が右に流れて飛んだ。

　直後に、大久保は身体からだに打だ撃げきを受けた。

　待ち伏せとも言える一いち撃げき。それを受けたのだ。





●






　加か納のうは、梅うめ組ぐみ連れん中ちゆうが昼食後のデザートを進行していくのを見ながら、表示枠サインフレームを開いていた。

　……御お嬢じよう様さま。

「どうした？　加納。否いな、風ふう紀き委員長と呼んだ方がいいか」

「とりあえず加納でＪｕｄジヤツジ．です。──それより副ふく会長、御嬢様ですが……」

　加納は、首を傾かしげながら口を開いた。表示枠の中、大久保を示す光こう点てんが、その位置を動いていないのを確かく認にんすると、

「御嬢様が、敵に捕つかまったか、覚かく悟ごを決めたか、はたまた別の状況に遭あったか、何かだと判はん断だん出来ます」
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　大久保は、視界を歪ゆがめていた。

　転ころんだ身体は、二、三転して仰あお向むけになっており、

　……やばい。

　脚あしが震えて動かない。

　腕も、肘ひじが曲がったまま固定されたようになっていて、動どう作さ不能だ。

　否。義ぎ腕わんの左腕だけは動く。自じ律りつ状態が効きいているのか、天を向いた身体を支えてくれる。

　ともあれ今は汗が酷ひどい。立ち止まるどころか、不ふ意いに動きを止めたのが悪かった。負ふ荷かを失った心しん臓ぞうの高たか鳴なりに押されるようにして、汗が一気に噴ふき出てくる。

　夏服のインナースーツは湿しつ潤じゆんの浸しん透とう効果が高い。タイツやスーツ部分から、汗が玉として零こぼれ、地面に落ちるのがくすぐったい。

　だが、涙と汗で歪ゆがむ視界は、荒れた息の向こうを見ていた。

　正面。身み構がまえている姿すがたがある。

　小こ柄がら。自分と同じくらいの背せ格かつ好こうの姿だ。鍔つばのある帽ぼう子しを被かぶっているのは、

「里さと見み生徒会長……!?」
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「驚かせたか。だが、間に合いはしたようだ」

　義よし康やすは、地面に倒れている代だい表ひよう委員長に視線を送らない。

　酔よいは醒さめている。今、見るべきは正面。曲まがり角かどの前で動きを止めた北ほう条じようの機き鳳ほうだ。

　そして視し界かいの隅すみに、義康は一本の柱を入れていた。

　曲がり角の家か屋おく、軒のきを支える柱だ。

　倒れた代表委員長にとって、枕まくらになるような位置に立っている柱だった。

　その柱に、穴が開いていた。

　銃じゆう弾だんの穿うがったものだ。

　……危なかったな。

　代表委員長の前に回り込む事が出来て良かった。なかなか脚あしが速いので、先回りをするのが難なんだったのだ。走り出した時は二ふつ日か酔よい状態だったせいもある。

　そうしたら、彼女を狙ねらっている者が別にいた。自分はそれに気付き、代表委員長を突き飛ばしたところで、今に全てが繫つながる。しかし、

「…………」

　今、代表委員長を狙っていた者の気け配はいは無い。

　何ど処こか遠くに去ったか、別の戦いに向かったか、だ。

　……安全ではある、か。

　ゆえに義康は、機鳳を見み据すえたまま、腰を軽くかがめる。

　代表委員長に手を伸ばすと、義ぎ腕わんの左手が伸びてきた。

　摑つかみ、引き上げる。

　……武蔵むさしの姫ひめのように外れたりせんよなー……。

　変な心配をしてしまう辺り、自分も毒どくされてきたと言う事か。ならば、

「連れん中ちゆうに笑われないよう、負ける訳わけにはいかんな。──幻げん庵あん」

　義康は、ふらりと立ち上がった代表委員長を軒のき下したに手で押し、帽ぼう子しを斜しやに構えた。

「──久しぶりの北条戦せん、一いつ丁ちよう、楽しませてもらうぞ」

『ほほう、義よし頼より君くんの後に着くか、猪ちよ突とつしかなかった子が、何を見せるかねえ』

「何を見せるかなど、当然だろう」

　言って、義康は腕を組んだ。その瞬しゆん間かん。

「来い！　──義ぎ！」
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　大おお久く保ぼは、民みん家かの軒のき下したに入った位置から、それを見た。

　武ぶ神しんだ。

　里さと見み生徒会長、義よし康やすの〝義ぎ〟、それが、彼女の背後に着ちやく地ちしたのだ。

　一いつ瞬しゆんの轟ごう音おん。風は後から付いて来た。

　汗あせを吹き飛ばし、疲れさえも刹せつ那なに吹き飛ばすそれは、

「最も上がみ代表、里見・義康！　義をもって戦せん場じようを開始する！」

　高らかな声が、開かい戦せんを告げた。







[image: 第五十章『市街の二達者』]
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「お」

　と誰だれよりも先に声をあげたのは、直なお政まさだった。

　小お田だ原わらの町、その南西に立ち上がった義ぎの姿すがたを見ての反応だ。

　彼女の傍かたわら、表示枠サインフレームが二つある。一つは諏す訪わからの帰りとして、輸ゆ送そう艦かんの空を背景にした三み科しな・大ひろだ。彼女は、

『マサ先せん輩ぱい、〝義〟、動いてる？　ヨッシーの』

「Ｊｕｄジヤツジ．、見てる雰ふん囲い気きだと、何とかなるんじゃないさね？」

『そうなんだ。──良かったあ。ボクの復ふつ帰き仕事だから、どうなるかと思ってたけど』

「そういう心配がある分だと、まだまだ経験が足りないさね」

　と言って、直政は大の向こうに見える空に視線を移した。機き関かん部ぶから送られてくる情報と、武蔵むさし側がわの光学観かん測そくによれば、

　……こっちに到とう着ちやくするまで、あと四時間から五時間は掛かるさね。

　ノリキの方はどうなるだろうか。

　正直、機関部員としては、同級生が術じゆつ式しきを〝組み替えた〟という方に興きよう味みがある。自分は機き械かい系けいの技術者だが、術式系の知識や経験がまだ甘い。昔にナイトとナルゼの機殻箒シヤーレベーゼンを調ちよう整せいした事があるが、経験不ぶ足そくを痛つう感かんした上で高こう揚よう感かんだけはあるという、面めん倒どうなものだった。

　それとまあ、

『じゃあマサ先輩！　現場の方は任せるね！　ボク、これから下の管理だから』

「班はん長ちよう様は面倒さねえ」

　まあまあ、と言って、大からの通つう神しんは切れた。だが表示枠は消えない。輸送艦側がわの情報をこちらに送っているからだ。

　そして直政は、もう一つの表示枠を見た。

　そこに映っているのは、別の表示枠に顔を向けた泰たい造ぞうだ。

「──おい、泰造爺じいさん」

『Ｊｕｄ．、まあ、横で聞いてたともよ』

　泰造は顎あごに手を当て、

『大もようやくこっち慣れてきたってのと、復帰しようって意い識しきが強いんだろ。ボクとか言ってるのは、そういうもんだ。初めは俺おれとか言おうとしてたが、馬ば鹿か婿むこが〝俺はいけません。ボクだとお父とうさんは盛り上がりますから、それで行きましょう！　それがいい！〟とか教え込みやがって』

「何か仕し置おきはしてやったのかい」

『有あり明あけに新しん規き装そう甲こう板ばんの製せい造ぞうを追加してやった。御お陰かげで今回、正面側くらいは間に合うがな』

「大ひろも様さま々さまさねえ。……ただまあ、小さいなりに〝変化〟しなきゃと思ったんだろうさ」

　何な故ぜなら、

「真田さなだの伊い佐さ、あの件は、武蔵むさしに来たばかりの身には面めん倒どうさ」

『楽しい話じゃねえからな』

　泰たい造ぞうが苦く笑しようした。

『楽しくねえなら笑って強がって潰つぶすしかねえ。楽しかったら笑うしかねえ。その両方の意味を解わかるにはいい機き会かいだった。──今の自分が気負ってると気付いた時、ようやく武蔵に慣れるって訳わけだ』

「育ちが良過ぎたかい？」

『育てに関しちゃうちの娘むすめの範はん疇ちゆうでもあるから、悪いとは言えねえ』

　さよか、と頷うなずいた時だ。

　肩に包ほう帯たいを巻いた女じよ装そうが顔を上げた。

「動いてんの、ペタ子の武ぶ神しんだろ？　直なお政まさ。あれペタ子乗のってねえだろ？　動くの？」

「自じ律りつ駆く動どうが出来るから、ある程てい度どは学習次し第だいで動くさ」

　ただ、と直政は義ぎ腕わんを振り上げた。

「今の〝義ぎ〟には、地じ摺ずり朱雀すざくに入れてるような自律駆動補ほ助じよシステムを入れてある。──重じゆう武ぶ神しん用よう外がい界かい把は握あく反応システム〝移り儀ぎ〟。義よし康やすの動きに連れん動どうして、自ら動く筈はずさ」
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　義康は、頭ず上じようで響ひびく駆動音おんを聞いた。

　聞き慣れている〝義〟の動どう作さの響きだ。しかし町まち中なかで、下から聞くというのは希まれだった。義康にして、ほとんど初と言っていい。

　しかもそれが、

　……私の動きという訳わけか。

〝義〟の視し覚かく素そ子しが、こちらの動きを捉とらえている。〝義〟のそれは、頭部だけではなく、身体からだの各部についており、それによって広こう範はん囲いの視し界かいを得る事が出来るのだが、

　……足あし下もとの私を、ちゃんと確かく認にん出来ているようだな。

　問題無ない。一番恐おそろしいのは後ろから踏まれる事だが、

「────」

　幻げん庵あんの機き鳳ほうに向かって歩き出す自分。その背後で、ゆっくりとした風が動く。

〝義〟がこちらの歩みに追つい従じゆうして、

　……おお。

〝義〟の右足が、自分の右から追い抜いた。

　続く鉄の左足はしかし、ストップしている。前に振れば、こちらを蹴ける事になるからだ。

　自じ律りつ駆く動どうシステムが、こっちを認にん識しきしている。

　体運はこびとしては未み熟じゆくなものとなるが、安あん全ぜん第一という事だろう。

　……私が位置取どりを間違わなければいいだけの事か。

　武蔵むさしの第六特とく務むが、武ぶ神しんの肩に乗っている意味も解わかる。武神の上こそが、一番、武神を自由に動かせる安全な場所。そういう事なのだ。

　ならば、と思いながら、義よし康やすは自分の装そう備びを確かく認にんした。

　背には長ちよう剣けん。左右の腰には短たん刀とうだ。

　まずは左の短刀に手を掛け、

「行くぞ」

『おお、見せて貰もらおうかねえ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずきながら、義康は前に出た。

　短刀を歩きながら空くうに引き抜く。すると、

『────』

　背後の義ぎが、左腰から同じ動どう作さで刀を抜いた。

　武神の装そう甲こうを貫つらぬく事の出来る鎧よろい通どおし。極ごく厚あつの刃やいばは、

「機き鳳ほうの翼つばさくらい、切って落とすぞ」

　言って、義康は前に踏み込む。
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「おや」

　と、義よし光あきは遠くの町並で動く〝義〟の姿すがたを見た。

　屋根の上。町の上に立っての視し界かいだ。

　茶ちや屋やで一ひと息いきを入れ、可か児にと「さて」と言った矢や先さきの事だった。

　小お田だ原わらの町を一いち望ぼう出来る視し界かいの中で、〝義〟が刃を抜いた。

　あの子の戦う姿を生なまで見るのは初めてだ。

　……さて、どうであろうよのう。

　口に扇せん子すを当てて、義光は笑えみを隠かくす。

〝義〟の歩みは、確かに義康のもの。その一方で、彼女を守るような素そ振ぶりも見せる。

　最も上がみにとって、武神と言えば隣りん国ごく伊だ達ての武神団だんが思いつくものだ。

　だが、幾いく体たいもの武神を見て来た義光にとっても、〝義〟の自律駆動は完成度が高い。

　随ずい分ぶんと、大事にされてきたのだろう。

　武神も、搭とう乗じよう者しやである義康本ほん人にんも、だ。

　自律駆動の経験は、武神が如い何かに多た彩さいな動きを繰り返し、憶おぼえたかに拠よる。その上で、外がい界かいの情報を取り入れ、外の状況と動どう作さを連れん係けいさせるよう、学習を行うのだ。

　これらの連れん携けい学習は、基本、待たい機き時間に行う。

　自じ律りつ駆く動どうが熟うれた〝義ぎ〟は、訓くん練れんや待機時間に、充実した時を過ごしたと、そういう訳わけだ。

　搭とう乗じよう者しやと合ごう一いつする武ぶ神しんは、その合一時にだけ個性を見せるのではない。搭乗者が離れた時こそ、搭乗者の残ざん滓しを見せつける。ならば、

「大切にされてたし、そうして、そうされているのう、義よし康やす」

「あれって、里さと見み生徒会長の、義康さんの武神ですか！」

「Ｔｅｓテスタメント．、これからいいところを見せるであろうよ」

　言ったなり、〝義〟が前に出た。

　戦せん闘とうが始まるのだ。

　では、という言葉を心に置き、義よし光あきは言った。

　正面。屋根上うえに立って、屋根の角度を足あし裏うらで確かめている可か児にに対し、

「では、こちらも始めるとするぞえ？」

「Ｔｅｓ．！　──宜よろしくお願いいたします」

　可児が、一いち礼れいした瞬しゆん間かんだ。

　……ほう。

　目の前、視し界かいが刃やいばで埋うまった。

　モーションすら見せぬ即そく断だんで、可児が槍やりの一いち撃げきを放ってきたのだ。

　顔面。視界潰つぶしの初しよ撃げきを放ってくるとは、

　……見事な心こころ構がまえよの。

　思い、義光も動いた。

　小お田だ原わらの町で、二つの最も上がみが戦せん闘とうを開始する。
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　武神と機き鳳ほうとの戦闘は、射しや撃げきと斬ざん撃げきの応おう酬しゆうを基き礎そとしていた。

　道の幅は約十二メートル。武神にとっては、充分立ち回れる広さだ。対する機鳳にとっても、翼つばさを閉じていれば充分という幅を持つ。

　その中で、三つの影が動き続ける。

　一つは、金きん色いろの機鳳だ。

　翼を閉じ、しかしその基き部ぶや下部からの砲ほう撃げきを行うのは、幻げん庵あんの金きん冠かん鳥ちようだ。太い足を巧たくみに使い、鳥がベースとは思えぬ動きで身体からだを振り、そして下がる。

　攻こう撃げきは、近きん接せつでの射撃だけではない、機鳳が敵に対して時とき折おり用いるのは、

『そこ……！』

　嘴くちばしだ。

　衝しよう角かくとして作られた先せん端たん。それを機鳳は槍やりのように突き出し、敵の前進を牽けん制せいする。

　機き鳳ほうが対する敵。それは、義よし康やすの巨きよ影えいたる〝義ぎ〟だった。

　自じ律りつの武ぶ神しんは機鳳の放つ砲ほう弾だんを回かい避ひし、右手の刃やいばで切り砕くだき、

『────』

　小こ刻きざみに砲ほう撃げきを捌さばきながら、〝義〟が前に出る。

　だが、〝義〟が前に一歩を行くたびに、砲撃の連れん打だがその巨きよ体たいを襲おそう。

　至し近きんの連れん射しやだ。機き関かん砲ほうは一秒に六発程で高速の打だ撃げきを〝義〟に寄よ越こす。それに短たん刀とうを合わせれば、響ひびく音ね色いろはもはや途と切ぎれぬ金属の悲鳴音おんだ。

　砲弾は連続した火ひ花ばなを生み、時とき折おり、通りに面した家屋の屋根や壁に焦こげ跡あとを作る。

　だが〝義〟は確実に前に出て、正面の機鳳を押していく。

　前進する。

　それらの動きと鉄てつ火かの散り欠けを追っていくのは、戦せん場じように存在する三つ目の影だ。

　義康だった。

　帽ぼう子しを被かぶった彼女は、〝義〟を追い、また追い抜かれながらの前進を行う。

　右の手に持っている短刀は、〝義〟が手にする鎧よろい通どおしよりも短いもの。

　だが、〝義〟は彼女の動きをトレースした。少女と鉄てつ機きは重なる動きで機鳳の砲撃を凌しのぎ、

「ああ、くそ……！」

　義康が叫んだ。

「ままならんな……！」
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　義康は、冷えた汗あせを背に搔かいていた。

　武神乗のりにとって、戦場で武神の外に出るというのは危険行こう為い以外の何でも無い。

　何しろ武神に乗るためにほとんどの装そう備びを外しておくのだ。

　武神の搭とう乗じよう室しつの下に緊きん急きゆう用の救きゆう難なんパックはあるが、その中にあるのは衣食の補助で有り、戦場を駆かけ抜けるための装備ではない。

　基本、どのようなタイミングであっても、武神の搭乗者は戦場では〝放り出された姿すがた〟だ。

　今、上着としてのベストと、幾いくつかの装備を持っていられるのは幸いな方だろう。

　……だが、外に出てみれば、武神という存在の意味が、よく解わかる。

　武神であれば、同じ武神や、機鳳や、竜りゆう達との戦せん闘とうが可能である。

　その中にいる搭乗者は戦場において無む防ぼう備びだが、武神であれば無む敵てきに近い。

　このアンバランスが生じるのは、

「人間が、弱い存在だという事なのだろうな……！」

　巨きよ大だいな力を纏まとわねば、大きな敵に対たい抗こう出来ない。

　しかし、その巨大な力の中では、強い自分を得る事が難しい。

　これは、どこかで見た構こう図ずだ。

　……私だ！

　武蔵むさしの中の自分。最も上がみの中の自分。

　いつも己おのれは、巨きよ大だいなものの中で、大きな敵に相あい対たいしようとしている。だが、

「くそ……！」

　戦せん場じようでは、誰だれもが孤こ立りつ出来る。

　身に纏まとう巨大な力も、支えとなるものも、今の相対の状況には届かない。

　ここでは、自分は一人だ。

　ひょっとすると、このように孤立出来るのは、これが最後かも知れない。それなのに、

　……圧あつ倒とう出来ぬか……！

　敵は北ほう条じよう・幻げん庵あん。北条側がわにおいては、機き械かい化か航こう空くう部ぶ隊たいである機き鳳ほう隊たいの元もと締じめだ。小こ柄がらな身が、特に機鳳などの操そう縦じゆうに合い、長年北条本ほん土どの空を支えてきた経けい歴れきがある。

　里さと見みは航空戦せん力りよくや武ぶ神しん戦力を持っていたが、多くは江え戸ど湾わんから自じ国こくに掛けての戦せん闘とうで、北条本土へ乗り込める事は希まれだった。

　その原因の一つが、この幻庵だ。

　北条側の攻め手を迎げい撃げきした際、本土側から牽けん制せいのために飛ひ翔しようしてくる機鳳隊。

　こちらの防ぼう衛えい網もうの隙すきをついて、変な触しよく手しゆとか投とう下かしにくる輸ゆ送そう艦かんなど。

　ピンポイントでこちらの動きを挫くじき、高たか笑わらいをしていた相手がこいつだ。

　……いや、高笑いは定かではない。

　こっちの被ひ害がい妄もう想そうかも。ひょっとしたら冷ひや汗あせ搔かいていたかもしれないではないか。だが触手投下して冷や汗はないだろう。あれは嫌いやがらせでしかないし。まあいい。よくない。

　だが、里見から出て以後、久しぶりの相対だ。

　あれから自分にはいろいろあり、〝義ぎ〟だって当時とは違う。

　しかし、それでも、戦場に出てみれば、

「くそ……！」

　敵を見上げ、〝義〟と共に動きを作りながら、義よし康やすは叫んだ。

「変わらぬか……!?」

　目で見て、腕を振り、体を捌さばいて義康は前に出る。

　そのたびに空中から激げき音おんと火ひ花ばなが散り、〝義〟の足音と金きん冠かん鳥ちようのステップが地面を揺らす。それらの動きは風を生み、こちらの身を大地へと押しつけるが、

　……構うものか。

　夏の熱気と、油の匂においに満ちた駆く動どう系けいの熱。それらを寄せる波のように感じながら、義康はただただ前に出た。

　前進する。
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「へえ……」

　直なお政まさは、〝義ぎ〟の動きを目で追いながら、手て元もとに新しい表示枠サインフレームを出した。

〝義〟から目を切る事なく、直政はその表示枠を右手で眼がん前ぜんに掲かかげる。

　望ぼう遠えん用ようの術じゆつ式しき表示枠だ。

　それに拡かく大だい表ひよう示じされる〝義〟は、今、煙と火ひ花ばなの音にまみれていた。

　……距きよ離りにして三キロくらい向こうさね。

　武蔵むさし上じようにいれば、音で距離を測るのは通つう常じよう行為だ。それだけの離れた位置で、今、

「見事で御ご座ざるな」

　ホライゾンが作るスイカの剝むき身を見ながら、二ふた代よが呟つぶやいた。

「機き械かい化かによる連れん射しやの砲ほう撃げきとは言え、あの密みつ度どを至し近きんで捌さばくのは至し難なん。更さらにはヨッシー……、様は、武ぶ神しんに搭とう乗じようしておらぬので御ご座ざろう」

「どういう、事……？」

　鈴すずの問い掛けに、Ｊｕｄジヤツジ．、と応じたのはアデーレだ。

「武神に乗っていると、武神側の計算能力で知ち覚かく速度なんかを上げる事が出来るんです。

　だから武神に乗っていると、敵の砲撃とかに反はん応のう出来る訳わけですけど、でも今、里さと見み生徒会長、武神の外にいるのにそれをやってますよね」

「本ほん人にん気付いておらんのか？」

「気付いてない訳ないだろうさ。大体、こんな事だって、やったの初めての筈はずさ」

　直政は、小こ刻きざみに敵の砲撃を捌く〝義〟を見た。

　動きはコンパクトに。そして前に出て行く。矛む盾じゆんのない戦せん術じゆつだ。コンパクトな動どう作さを心がけた場合、攻こう撃げきを当てるには前に出て至し近きんにならねばならないのだから。

　……とはいえ、そこらが未み熟じゆくっていえば未熟かもしれんさね。

　動きを細かく刻むのは、どちらかというと防ぼう御ぎよ主体の動作だ。

　攻撃を放つ時は、長距離の動きを取った方がリーチも破は壊かい力りよくも上がる。それへの切り替えがまだまだ出来ないという事なのだろうが。

「ああ、……そういう事さね」

　直政は気付いた。

　自じ律りつ駆く動どうが高いレベルにあると言う事は、訓くん練れんや待たい機き時間を充実していたという事。

　ならば、あの防御主体の動きは誰だれを相手の訓練で憶おぼえたのか。

　それを思った時。不ふ意いに声が聞こえた。

　馬ば鹿かが、安あん堵どの息をつくように、こう言ったのだ。

「──義よし頼よりがいるぜ」

　義よし康やすの剣けん戟げきの先。その相手となっているのは、氏うじ邦くにの機き鳳ほうだ。

　だが、馬ば鹿かは言う。

「義よし頼より、駄だ目めだろオメエ。……ペタ子に、攻こう撃げきをちゃんと教えてねえよ。

　だからペタ子、困ってんじゃん」





●






　義康は、唸うなった。

　……くそ！

　里さと見みを出てIZUMOに行き、帰る途みちで自分と〝義ぎ〟以外の全てのものを失った。

　武蔵むさしに住み、最も上がみと繫つながりを持ち、それらの中での戦せん闘とうや政治の流れを知ってきたが、

「圧あつ倒とう出来ないか！」

　目の前にいる相手は、姉あね程ほどではない。

　義頼程でもない。

　その筈はずだ。

　そうでなければいけない筈だ。何な故ぜなら、

　……私が敵かなわぬ相手は、その二人だけでいい……！

　あ、いや、と義康は思った。

　義よし光あきもいるし、武蔵の連れん中ちゆうもいる。副ふく長ちようとか、他の戦闘役やくとか、野や人じん系けいであっても味み方かただから敵わなくてもいいかなくらいには己おのれの人間が出来てきたという自覚もある。

　思わぬ成長である。

　ただ、昔に大事な人達を相手にしていた訓くん練れんの動きは、今、再さい現げん出来ている。

　あの時、自分は、彼らに一ひと太刀たちも当てる事は出来なかった。

　それと同じ事が、この相手にあっていいとは思わない。それは里見の名な折おれだ。

　北ほう条じようは、ここで過去となる相手なのだ。だから、

「勝つ……！」
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　幻げん庵あんは、機鳳の操そう縦じゆう室しつで喉のどを鳴らした。

　苦く鳴めいではない。歓かん喜きの声だ。

　……来たねえ……！

　里見の鄙ひなつ女め。いつも〝八やつ房ふさ〟の後ろにいた子供が、ここまでの仕上がりとなったか。

　充分に前ぜん線せんに出られるレベルではないか。

　無む論ろん、それはまだ、〝八房〟に相応ふさわしいものではない。

　攻撃は足らず、動きに圧あつ倒とうの力がない。

　彼女の姉の義よし頼よりは、動きに優ゆう美びがあった。その攻こう撃げきと防ぼう御ぎよの中に、立ち入る隙すきが無いと、そう思わせる流れを持った剣けん術じゆつだった。

　そして先代となる義頼は、動きに迫力があった。一ひと太刀たちの動どう作さで周りを黙だまらせるような、そんな力りき量りようを持った剣術だった。

　それらの力は、目の前の少女には無い。

　だが、と幻げん庵あんは思った。砲ほう撃げきを重ね、衝しよう角かくの突きを叩たたき込みながらこう思った。

　この小こ娘むすめは、これなのかもしれない、と。

　ただ捌さばき、前に出る。単純ではあるが、戦せん闘とうにおいては何よりも必ひつ須すの事こと柄がらだ。

　攻撃とは、まず、相手に辿たどり着かねばならないのだ。

「……そうともよ」

　二人の義頼と、幻庵は戦った事がある。

　長ちよう寿じゆ族ぞくにとっては、長い人生の一いつ端たんだ。だが己おのれは、年ねん齢れいとしてみれば、自分の氏し族ぞくにとってもかなり上の方。現げん役えき終わりの時代に相手するには、結けつ構こうしんどい二人だった。

　……全く。

　老ろう骨こつに高こう負ふ荷か機き動どうをガンガン掛けさせたり、綿めん密みつな作戦を徹てつ夜やでたてさせるのは勘かん弁べんしてくれまいかと、そう思わせる相手ではあった。

　誉ほまれである。

　自分よりも若い彼らより、長く生きる事となってはしまった。

　無む論ろん、自分にとって大事なのは北ほう条じようの土地だ。他国の趨すう勢せいは二にの次つぎであると解わかっている。

　だが、北条が滅ほろびるという事を前にして、自分が現役を退しりぞくと考えてみれば、

「寂しいじゃあないか。なあ……」

　幻庵は喉のどを鳴らした。

「外ほかに友達がいないのは、それこそ老骨が寒く鳴る」

　自分はどちらかというと政治よりも戦闘畑ばたけの人間だ。

　そんな者ならば、滅びの近い北条においては、誰だれもがこう思った筈はずだ。

　……北条が終わったら、強きよう敵てきであった者の元を訪れて、挨あい拶さつがてらに一いつ杯ぱい出来ぬか。

　だが、壊かい滅めつした里さと見みを相手に飲む事は、もう出来ない。そう思っていたのだ。しかし、

「全く、遊び気分で出てみれば、本ほん気きで相あい対たいしなければならん里見が、まだいるとは」

　幻庵は操そう縦じゆう室しつの状態モードを変えた。表示枠サインフレームを展開して、自分の身体からだを固定する。胴どう体たいはおろか、頭とう部ぶも何も固め、

「視し覚かく素そ子し、眼がん前ぜん連れん動どう。感かん覚かく反応術じゆつ式しき連動」

　操そう作さをしない。手や足どころか、肩や首くび筋すじ、閉じた目にも表示枠をはめ込み、

「感覚反はん応のう、──機き鳳ほうと連動する」

　これは一つの試作システムだ。次じ世せ代だい機きのための、重要な試験。

「オープン型の合ごう一いつ。──試すともよ、里さと見みの新しん星せい」
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　義よし康やすは、敵の動きが変わったのを悟さとった。

　こちらへの砲ほう撃げきと、衝しよう角かくの連れん動どうや体たい捌さばき。それらが、

　……人が〝入った〟!?

　機き械かいではない。まるで、武ぶ神しんに人が合ごう一いつしたかのように、不ふ確たしかなものが入ったのだ。

「まさか──」

『まさか、ではないのだよ？』

　掠かすれたような、幻げん庵あんの声が聞こえた。攻こう撃げきをこちらに送り、そして、

　……来る！

　押してきた。

　今まで、引き打ちを基き礎そとしていた幻庵の金きん冠かん鳥ちようが、こちらに攻撃を放つのではなく、叩たたきつけてきたのだ。

『──武神の合一システム。これによる反はん応のう速度などの恩おん恵けいは武神最さい大だいの利り点てん。

　対する機き鳳ほうはその形状ゆえ人じん体たいと差さ異いがあり、合一しても操そう作さ系けいの不ふ利り点が強調される。

　だがねえ、里見・義康』

　こちらの刃やいばを目め掛がけての砲撃が来る。

　弾はじく。だが、それは前にではない。後ろに、だ。

　……く……！

　敵が前に出ようとする。対するこちらは刃を構え、

「操そう縦じゆうシステムはそのままに、知ち覚かく系と操縦システムを連れん動どうさせたか！」

『御ご名めい答とう……！』

　馬ば鹿かな、と義康は思った。武神との合一は、搭とう乗じよう者しやに高速の知ち覚かく系けい処しよ置ちの恩おん恵けいを与えるものだ。だがそれは、武神に合一し、冷れい却きやく系けいなどの補助も得ている状態だから出来る事だ。

　生なま身みを残したままで機械側と知覚系の連動を行えば、生身の方に負ふ荷かが来る。

　武神クラスで冷却し、補助していたものが、人の身を加か護ごしたところでどれだけ除じよ外がい出来るものだろうか。

「死ぬ気か！」

『死にはしないとも。ああ、死にはしない。限げん界かい時間の制限などはあるからねえ』

　幻庵が言う。攻撃をこちらに送りながら言葉を作る。

『だが、これを必要とする戦せん闘とうは、ここから先、あるじゃあないか。ねえ』

「それは──」

『ほほほ、──関かん東とう解放さ』

　幻げん庵あんが笑った。

『必要だろう？』

　直後に、義よし康やすは不ふ覚かくを悟さとった。

　砲ほう撃げきに重ねて、敵が衝しよう角かくの一いち撃げきを送って来たのだ。

　砲撃の連れん射しやが単調になった事に気をとられた。その後ろの衝角は、刃やいばだけでは防げず、

　……防ぼう御ぎよするしかないか……！

　腕を重ねての防御姿し勢せいを取った瞬しゆん間かん。激げき音おんがして、〝義ぎ〟が下がった。

　幻庵に、流れを取られたのだ。
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　幻庵は、一ひと息いきをついた。

　……なかなかキツいねえ、これは……！

　今まで幾いく度どもテストしたものだ。

　だが、実じつ戦せんではまた違う。

　相あい対たい戦せんという限げん定てい状況なので、楽かと思ったが、実際の戦せん場じようよりもキツいかもしれない。何しろ味み方かたがおらず、敵に集中し続けねばならないからだ。

　それに、この金きん冠かん鳥ちようは地上用ようだ。常に大地の事を考えて動き続けなければならないために、頭を使う以上に各部の筋きん肉にくを使う。

　……いかんねえ。

「老ろう骨こつは愚ぐ痴ちと言い訳わけが多くて、いかんねえ」

　だが、もはや操そう縦じゆうは手や足で行っていない。脳のうからそこに渡る神しん経けいの動きを、身体からだの各部に嵌はまった表示枠サインフレームが捉とらえて反応する。首や肩、その辺りからの反応が多く、また、返りも強くなっている。

　まるで、自分の首から下が、機き鳳ほうになったようだ。

　……ほほ。

　現げん役えきの最後間ま際ぎわに、このような状態のシステムを試せるとは。

　きっとこれは、今後の機鳳のスタンダードとなる。

　北ほう条じようは滅ほろびても技術は失われず。その流れは、己おのれの手て元もとで見えている。ならば、

「今だよ！　今なんだよ！　里さと見み！」

　過去でもない。未来でもない。

　過去は今で塗り返せる。未来はもはや安あん堵どとして、今こそが大事なのだ。

　限られた時間の中、

「今を見せておくれよ、里見……！」

　叫んだ直後だった。後ろに下がった〝義ぎ〟が、あるものを見せた。

　左の手に、もう一本の鎧よろい通どおしを抜いたのだ。

　長さは脇わき差ざし。その構えは、

　……二に刀とう！

　捌さばき、前に出る。前進のための武ぶ器きとして、敵は戦せん場じようを細かく刻むつもりなのだ。

「それで届くと思うなよ……!?」

　幻げん庵あんは笑い、攻こう撃げきを叩たたきつけた。
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　大おお久く保ぼは、間ま近ぢかでその巨きよ大だいな戦せん闘とうを見ていた。

　武ぶ神しんの戦闘を目前に見るのは初めてだ。真田さなだのリントヴルムが飛び込んで来た時も、自分は下の方で避ひ難なん指し示じなどを出していたため、見ていない。

　今、己おのれの目の前で、莫ばく大だいな力が暴あばれている。

　鉄の腕を振るい、足を踏み込み、人ならば一発で消し飛ぶような大たい砲ほうを捌さばいている

　火ひ花ばなが綺き麗れいだ。散る轟ごう音おんは、連続を重ね過ぎて、もはや気にならなくなっている。

　ただただ、動きと風と、火花と煙と、

「うわ……」

　武神が押された。だがすぐに、

「おお……」

　武神が押し返す。

　一いつ進しん一いつ退たい、という言葉を大久保は思い、今いま更さらに汗あせが引いている事に気付いた。そして、

　……あれは……。

　武神の足あし下もとに、一つの影がいる。

　里さと見み生徒会長、里見・義よし康やすだ。

　武神に乗らず、遠えん隔かく操そう作さだけで捌くという行為に、意い地じ以外の何があるのか。

　だが、ここから見るよりも激しい現場において、彼女は前に出る。

　武神が下がっても、前に出る。自分自じ身しんは下がろうとしない。

　……何な故ぜやねん。

　思う先の答えは、解わかっている。

　北ほう条じよう戦せんなのだ。

　これは、小お田だ原わら征せい伐ばつの歴史再さい現げんだが、里見にとっては最後の北条戦だ。

　下がる訳わけにはいかない。里見は一人だが、背負っているものがあり──。

　……阿あ呆ほやなあ。

　と、大久保は、思し考こうを中ちゆう断だんして、そう思い直す。

　今は大事な勝負なのだ。意い地じやら、背負っているものやら、そんなものは無む視しして、とにかく勝つための算さん段だんを果たせば良い。

　勝たなければ、何もかもが無む意味なのだ。だが、

「阿あ呆ほや……」

　言いつつ、大おお久く保ぼは、その背中を見ていた。

　真まっ直すぐに、前にだけ行こうとする同どう学年の襲しゆう名めい者しやの背を、だ。
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　攻こう撃げきは至し近きんで交こう叉さした。

　両者の間には動どう作さと火ひ花ばなしかなく、前に進んでは戻る事を繰り返しもすれば、一方が押し、また一方が押す状況が続いたりもする。

　だが、体を捌さばき、身を入れ替えて行く二人の戦いは、一つの事を守っていた。

　町を破は壊かいしないのだ。

　お互い、国を指し導どうしていく者達。

　幻げん庵あんにとっては、滅ほろびるながらも大だい事じな町であり。

　義よし康やすにとっては、敵てき国こくで有りながらも市民の町だ。

　破壊する者達はいるとしても、二人はこの点では同じだった。

　戦う者達は、戦う事だけで決けつ着ちやくする。だから、

「……おお！」

『効かないねえ……！』

　短い言葉の遣やり取りよりも、砲ほう撃げきと剣けん戟げきの火花が、お互いのあり方や意い思しを雄ゆう弁べんする。

　幻庵は、穿うがてと、そういう力を叩たたきつけ。

　義康は、届けと、そういう力を叩きつける。

　両者はそのバランスの遣り取りを、しかし、均きん衡こうしようとは思っていなかった。

　幻庵は機き鳳ほうの腰を上げて突とつ進しん力りよくを高め、今や二に足そく竜りゆうのような姿し勢せいに。

　義康は腰を落とし、後こう退たいせぬように重じゆう心しんを下においた。

　結果として、〝義ぎ〟は上からの攻撃を連れん打だされ、しかし、

「──！」

　義康が、帽ぼう子しを逆にスイッチした。上への視し界かいを確かく保ほし、

「そこだ……！」

　砲撃の防ぼう御ぎよに、右の刃やいばを叩き込んだ。
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　義康が選んだのは、単純な防御ではなかった。

　光こう撃げきとなる流りゆう体たい砲ほうに対し、刃やいばを縦たてに入れたのだ。

　砲ほう撃げきは裂さかれ、爆ばく発はつしながらも左右に散る。

　義よし康やすは〝義ぎ〟の右背の翼つばさを後ろに伸ばし、首を左に振った。高さを下げた翼と、首のあった位置を、弾はじけた光こう砲ほうの威い力りよくが抜けていく。

　だが、刃やいばは通った。

　そして義康は前に出た。まずは身体からだを前に倒し、立てた右の刃に身を押しつける。

　光砲の破は片へんが舞い、光が宙に散じていく。その中に〝義〟が身を飛ばしに行き、

「行け、〝義〟……！」

　刃に寄せた右肩かたから、再度の右腕うでを前に叩たたき込む。

　無む論ろん、これは今まで幾いく度どもやってきた動きだ。

　これまでを踏とう襲しゆうするなら、ここで敵の砲撃の連れん射しやがあり、右の短たん刀とうは弾はじかれる。だが、

「行け！」

〝義〟は、右腕を出すのを止めた。立てた短刀を右肩に押させ、全身で前に行ったのだ。

　今までのパターンをフェイントとして行う事が出来る奇き襲しゆう。

　無む論ろん、今は敵の砲撃が来る時間帯たいだ。

　しかし〝義〟は、もはや手首や腕のスナップで敵てき弾だんを弾はじかない。

　曲げた肘ひじと固めた手首。そして、

　……突き立てろ！

　義康は立てた右刃を逆手さかて握にぎりに持ち替えた。

　来る砲撃に対し、短刀の先せん端たんで殴なぐりつけるような構えをとったのだ。

　砲撃を穿うがつ。連射であろうと、もはや身体で支えて一気に前に行く。

　……ある程てい度どの破は損そんは覚かく悟ごの上だ！

　そのつもりの構えであり、突然のシフトだ。

　それに対し、敵の砲撃が来た。

　最初の一発は、果たして当たった。だが、構えた刃の先だ。

〝義〟に震しん動どうが走り、右背から金属の打だ音おんが抜けたが気にしない。

　これから先、連れん打だが来るのだ。だから身体を前に倒し、後の事も考えながら、

「行け……！」

　と、義を前に踏み込ませた。

　直後。義康は不ふ意いの音を聞いた。無む音おんという、何も無い音を、だ。
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　……は？

　頭の中で予測していたのは、砲撃の連打音だ。だが、今いま聞こえるのは、何も無い。

　否いな。敵と自分達の挙きよ動どうは音として生じている。ただ、

　……砲ほう撃げきの音が、一発目以い降こう、来ない？

　あると思っていた砲撃の連れん射しやが、来ていない。それゆえの無む音おんだ。

　幻げん庵あんが、連射を止めていたのだ。
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　……いけるねえ……！

　幻庵は、〝義ぎ〟の動きを見切っていた。

　義よし康やすの実力は、先せん代だいや先せん々せん代だいには及ばずとも、特とく務むクラスには達している。それも単純な、得意の前進においては、更さらに上に行ける事もある程に、だ。

　今までの自分であったら、そんな相手の攻撃やフェイントは見切れなかったろう。

　危険を感じたら回かい避ひし、遠ざかる。そのくらいしか出来なかった。

　だが、今は違う。

　……知ち覚かくが教えてくれるねえ……！

〝義〟が行ったのは、戦せん闘とう中ちゆうにおける別べつ防御と前進へのシフト。

　瞬しゆん時じにそのフェイントと前進を見切ったのは、自分の知覚が高こう速そく化かしているからだ。

　無む論ろん、人間の身体からだはそのままなので、高速の知覚は万ばん全ぜんではない。武ぶ神しんの十分の一、自分の場合はよくて四分の一の恩おん恵けいといったところだろう。

　だが、見えた。敵の動きが変わる際の、初しよ動どうを捉とらえたのだ。

　後は賭かけだ。

　こちらも動くべきか、動かぬべきか。その判はん断だんを分けたのは、

　……まあ、やるだけの事は、やろうかねえ……。

　現げん役えきが終わる時期だ。

　自分は、今回の成果を後こう代だいに情報として残し、関かん東とう解放で引いん退たいする。

　関東解放の際には、このような知覚高速化を入れていない、古い作りで構こう築ちくした〝最さい新しん機き〟に自分は乗る。

　滅ほろびを前にした北ほう条じようの中でも、新しいものと古いものは戦っていて、こと航こう空くう戦せん力りよくの開発においては、古いものが退しりぞいたのだ。このたび、自分がオープン型の合ごう一いつシステムをもったこれに乗っているのは、実じつ戦せん情報の獲かく得とくと、後代への示しである。

　自分についてきた者達もいるのだ。

　彼らを新しきに送るための搭とう乗じよう。そして、ここで成果を出すならば、

「今だよ……！」

　幻庵は、既すでに動いていた。

　機き首しゆ先せん端たんの衝しよう角かくだ。

　頸けい部ぶ関かん節せつを利用した杭打ちパイルバンクは、確実に〝義〟の顔面素そ子しを狙ねらっている。全身をやや左に振った動きは、今までの機き鳳ほうの操そう縦じゆうシステムでは出来なかった柔じゆうの動きだ。

　砲ほう撃げきよりも、威い力りよくとして防ぎにくい一発。瞬しゆん時じの判はん断だんで出たのは、半なかば合ごう一いつした〝身〟を動かすという判断だった。

　砲撃の反はん動どうで初しよ速そくが失われる事を避けた一発。

　対する〝義ぎ〟は、今、タイミングとして腕を伸ばしていない。

　首を伸ばすこちらの方が速い。故ゆえに、ここで思うべきは、一つだ。

　……当たってくれよ……！

　幻げん庵あんは、身を前に、強く叩たたき込んだ。
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　義よし康やすの判断は、一いつ瞬しゆんだった。相手を止めようと、そう思ったのだ。

　だが、今の動きは不利だ。自分から前に突っ込んで行ってしまっている。

　これを〝止める動どう作さ〟にするにはどうしたらいい。

　そして、敵の衝しよう角かくを避けるには、どうしたらいい。

　義康は、考えもしなかった。ただ、そうすればいいと、反射した。

〝義〟の姿し勢せいを、崩くずせば良い、と。

　それも、無む意い識しきの先にある次の動きへ。訓くん練れんによって、考えるまでもなく身体からだに染しみついた次の動作へと繫つなげられるようにと。

「────」

　義康は、前進する〝義〟の左足前まえに、身を振った。
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　主人を踏まぬように、〝義〟が左の足を後ろに残した。

　直後に、幻庵の金きん冠かん鳥ちようが、その衝角で〝義〟の顔面を貫つらぬいた。

　だが、その位置が、ずれていた。

〝義〟が左足を残したため、その身体が沈み、左に捻ねじれたのだ。

　武ぶ神しんの頭とう部ぶ装そう甲こう。その聴ちよう覚かく素そ子しである犬いぬ耳みみと、右側頭部の装甲が持って行かれた。

　首が衝しよう撃げきを受け、一いつ瞬しゆんだけ統とう御ぎよ機き構こうの初期化かが行われる。しかし、

「〝義〟！　──立ち上がれ！」

　義康の声が、左側だけとなった聴覚素子に届いた。

　主人の声は、起き動どう合あい図ずにも使用されるものだ。何よりも優ゆう先せんとなるそれは、起動途と中ちゆうにおいて、行動以い外がいの余よ分ぶんとなるチェックを全てキャンセル。

　主人の意い向こうを最さい優ゆう先せんに動いた。

〝義〟が立ち上がる。今、右の肩かた上うえに、機鳳の衝角が乗っている。

〝義ぎ〟の顔を破は壊かい出来なかった幻げん庵あんの金きん冠かん鳥ちようだ。この位置に顔があるならば、

「──！」

　立ち上がる動どう作さは、アッパーのショルダーアタックになった。

　激げき音おんが響ひびき、衝しよう撃げきが走った。

　機き鳳ほうの首くび関かん節せつと機き首しゆ側から、金属フレームの軋きしみが鳴る。

〝義〟は揺らいだが、その間にキャンセルしていた他設定をアジャスト。

　タイミングをぎりぎりと感じながら、義よし康やすは動いた。

「穿うがて……！」

　右に蓄たくわえていた短たん刀とうを、真ま上うえへと瞬しゆん発ぱつさせたのだ。

　機鳳の首を真ま下したから裁たち落とす。そういった動きだ。更さらには、

「そこだ……」

　左腕うで。手にしていたもう一本の刃やいばを、義康はアンダースローで前に投じた。

　幻庵の機鳳が、右う翼よくの砲ほう門もんでこちらを狙ねらっていたのだ。

　身を捻ひねる動きの中で放たれた砲ほう撃げきに、投じた短刀が激げき突とつした。

　爆ばく砕さいが生じ、跳ね返された短刀が地面に突き刺さる。

　そして右の一本が、機鳳の首に走り、

「────」

　義康は戦せん果かを確かく認にんした。

　視し界かいの中、機鳳が全身ごと後ろへと身を倒し、こちらの一いち撃げきを回かい避ひしたのを、だ。
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　……かわしたねえ……！

　下から来た今の一発は効いた。だが、それゆえの反動がこちらの助けとなった。下から上に突き上げられた事で、仰のけ反ぞった回避運うん動どうを取りやすくなったからだ。

　連れん動どうがいい働きをしている。

　下からの打だ撃げきを受ける時、正直、諦あきらめが入った。ここまでか、と。

　だが、その諦てい観かんが、機鳳の動きと制せい御ぎよに届いた。

　脱だつ力りよくした機鳳の首は、真下からの衝撃に逆らわなかった。鉄の多た関節は、武ぶ神しんの肩に軽く巻き付くようになり、そのまま上に跳ね上げられたのだ。

　衝撃は上に抜け、そして、

「ほほ……！」

　幻庵の身が、オープン型の合ごう一いつシステムから外はずされていた。

　衝撃と、そのダメージによるセイフティが働き、合一と知ち覚かく高速化かの連れん動どう術じゆつ式しきが解かい除じよされていたのだ。

　幻げん庵あんは操そう縦じゆう用の表示枠サインフレームに手を掛けた。感かん圧あつ性能がある表示枠は、機き体たいが変わろうともその手て応ごたえを変えない。手に馴な染じんだものだ。

　だから力任まかせに引けば、機体は機き首しゆを上げ、

「かわした……！」

　そして、先さき程ほど軽く左に捻ひねった身は、まだ右の砲ほう門もんを敵に向けている。

〝義ぎ〟は、両の腕を上に振り上げたような姿し勢せいとなっていた。

　胴どう体たい部ぶががら空あきだ。

　左の短たん刀とうを投じたのが義よし康やすのミスだ。

　遠くにあった左の砲門に対し、攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを迷ったのだろう。

　長い距きよ離りの攻撃を打つのが苦にが手てな子だ。

　今もまた、その通りだ。

　仰のけ反ぞり、下がったこちらに対し、〝義〟からは、姿勢も武ぶ器きも届かない。

　これが、先せん代だいや先せん々せん代だいであったならば、自分の負けだったろう。ならば、

「これを学びとして、北ほう条じよう戦せんを終えるといいねえ……！」
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　幻庵は、叫び、砲ほう撃げき管かん制せいの合あい図ずを手て元もとに送った。

　その時、ふと、幻庵は一つの色を見た。

　機首先せん端たん側がわ。天てん上じよう視し界かいを映す表示枠に、銀ぎんのラインが見えているのだ。

　……短刀？

〝義〟が右手に持っていたものだ。それが空に投じられている。

　左手の短刀は既すでに無い。ならばこれで〝義〟は無む手てとなるが、

「まさか──」

　幻庵は見た。正しよう面めん視界の表示枠の中、〝義〟が新しい武器を握ったのを、だ。

　太た刀ちだった。

　しかしそれは、腰に帯おびているのではない。

　背に装そう着ちやくした一本の長い刃やいば。その柄つかに、〝義〟が両手を掛けたのだ。
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　義康は動どう作さした。

　ただただ、背にした柄を握り、身体からだを前に叩たたき込む。

　主となる攻撃技術が全部超ちよう至し近きん距きよ離りに絞しぼられている自分にとって、ロングレンジの剣けん戟げきを放つには、これしかない。

　姿勢から何から、強ごう引いんにそうせざるを得ない長距離攻撃。

　つまり、背から抜き打つ大だい上じよう段だんだ。

　だが、これも、単に肩から先で振っていてはいけない。

　足を前に、上じよう半はん身しんを倒し、腹ふつ筋きんで太た刀ちを振る。

　足、腰、胸。そして肩から肘ひじ、手首を順に叩たたきつける事で、

　……届け……！
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　おお、と幻げん庵あんは声をあげた。

　目の前に見える大上段。そこに至る、超ちよう近きん接せつのショルダーアタックからの流れ。

　どれも荒あら削けずりではあるが、

　……繫つながりは、失われておらんねえ……。

　先せん代だいの圧あつ倒とうと、先せん々せん代だいの優ゆう美びと。両者の融ゆう合ごうが、この先にあるのだろうか。

　それも、この小こ娘むすめなりの小さく吝やぶさかな動きを主とした先に、だ。

　だが、今、全ては繫つながった。こちらの機き体たいへと、敵の攻こう撃げきは届き、

「見事……！」

　幻庵は、右う翼よくの砲ほう撃げきが、刃やいばに爆ばく砕さいされたのを悟さとりながら叫んだ。

「里さと見みも、失われてはいなかったか……！」
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　爆砕の風を、大おお久く保ぼは浴びていた。

　金きん冠かん鳥ちようの右う翼よくが、〝義ぎ〟の一いつ刀とうで割られた上で、爆砕の衝しよう撃げきによってその被ひ害がいを拡大する。金属は裂さけ、火ひ花ばなと言うよりも焼けた金属片へんが内ない臓ぞうのように飛び散った。

　そして爆ばく発はつの衝撃が、金冠鳥の身体からだを打だ撃げきする。

　しかし発された衝撃波はは、翼の基き部ぶで起きたものだ。

　フレームが頑がん丈じようだったため、翼は千ち切ぎれず、衝撃は空以外に逃のがれない。

　大気を切り裂さく音は一いつ瞬しゆん。そして金冠鳥の翼つばさが下にひしゃげ、本体は、

「……！」

　強きよう烈れつな打撃に震しん動どうした。

　だが、そこまでだった。

　軋きしみの音と、折れ掛かった翼が大地を刺す響ひびきを受けながら、機き鳳ほうは堪こらえた。

　対する〝義〟が、姿し勢せいを低くしたまま、刃を背にゆっくりと戻していく。

　納のう刀とうの動き。それを敵の至し近きんで行う中で、大おお久く保ぼは、一つの声を聞いた。

　里見生徒会長だ。彼女は、敵に向かって、肩で息をしながらもこう言ったのだ。

「──届いたぞ」

　一ひと息いきを入れ、彼女は自分に教え込むように言葉を重ねた。

「届いたとも……！」
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　義よし康やすは、Ｔｅｓテスタメント．、と応じた声を聞く。

　機き鳳ほうだ。まるで勝者のように、しかしろくに動けぬまま首を上に伸ばした金きん冠かん鳥ちようが、腰を落とした犬に告げる。

『然しかと見届けたともよ。ゆえに──』

　幻げん庵あんの声が聞こえた。

『お前の勝ちか？　少なくとも、わしの機鳳はもう動けぬよ』

「否いな、こちらも同様だ」

　義康は、今いま更さらながらに自分の未み熟じゆくを感じつつ、右の頰ほおに手を当てた。

「先の一いち撃げきで、〝義ぎ〟の右聴ちよう覚かくと、右の顔面視し覚かく素そ子しに不ふ具ぐ合あいが出てる。だから──」

　義康は右手を挙げた。やや外側に、だ。

　その初しよ動どうに、〝義〟が追つい従じゆうする。が、しかし、

「ここから先が、捉とらえ切れてない」

　手を振ってみるが、〝義〟がそれをトレースしない。ただ、肘ひじの部分までの動きは追えているらしく、肩から肘までが迷ったように動どう作さする。この原因は、

「脇わき部の視覚との間。死し角かくが生じてしまっている」

　衝しよう角かくを回かい避ひする時、頭部を左から後ろに流すべきだったのだ。ただ横に傾けたので、衝しよう撃げきを逃のがせず、削けずられてしまった。咄とつ嗟さの判はん断だんが、まだ冷静では無いという事なのだろう。

　……まだまだだな。

　姉や義よし頼よりに、近づけたようで、そのやり方が甘い。だが、届いたのは確かだと思う。だから、

「これは、里さと見みの勝利だ」

　だが、

「今、この北ほう条じよう征せい伐ばつに参加している最も上がみとしては、引き分けだろう。──この〝義〟では、他の達たつ人じん級きゆうに敵かなうものではない」

　Ｔｅｓ．、という幻庵の声が、拡かく声せい器きを通していなかった。

　ふと振り仰あおぐと、機鳳の操そう縦じゆう室しつのハッチを開け、老ろう人じんが姿すがたを見せていた。

　彼は頰ほお杖づえをつき、苦く笑しよう混まじりの声をこちらに作る。

「これから先を、勝っていくかい、里見。──うちの若い者達にも、里見との戦いを懐なつかしむ者達がいるが、悔くやしがりもすれば、それでいいという者もいような」

「幸せな事だ」

　義康は、小さな笑いが漏もれた自分に気付く。

　里さと見みとしての自分には、幻げん庵あんのように後こう代だいも仲間もいない。だが、

「──良い勝負だったと、そう、北ほう条じようの者達に伝えてくれ。何な故ぜなら……」

　遠く、東を見れば、空には巨きよ大だいな艦かん影えいがある。

　武蔵むさしだ。

　その偉い容ようを見上げ、義よし康やすは呟つぶやいた。

「北条あってこそ、里見は何もかもに届いたのだから」
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「武蔵にとっては、北条あってこその代表戦せんなのに、北条が二タテで負けたあ──!?」

　正まさ純ずみは、望ぼう遠えん術じゆつ式しきで遠くを見ていた直なお政まさに叫んだ。

　確かに今、手て元もとの表示枠サインフレームに本部側から来る情報は、直政が見立てで言ったのとほぼ同じ内容だ。だが、

『ま──？』

　ツキノワが、〝引き分け〟と書かれた部分を大きな前足で叩たたく。

　一応、訂てい正せいのつもりなのだろう。だからアリクイの頭を撫なでて正純は良しとする。ただ、

「ちょっとマズいだろこれ！」

「さーあ、セージュン君、戦せん略りやくがかなりズレてきましたあ──」

「ホライゾン思いますに、正純様、ちょっと他ひ人と任まかせにし過ぎたのでは」

「フフ、やっぱり昨日きのうの内に、もっと派は手でで解わかりやすい戦争に纏まとめた方が良かったわよねえ」

「吾わが輩はい思うに、他国にとっても、コレ、面めん倒どうな計算違ちがいではないか？」

　……全部その通りな気がするから、面倒だなー……。

　何しろルール上、引き分けは無む効こうなのだ。

　そして北条・幻庵の機き鳳ほうが使えなくなったと言う事は、幻庵が何の権けん益えきも渡さずに戦せん線せん離り脱だつしたという事になる。

「北条側はあと四人。……だけど氏うじ照てるは今、休きゆう息そく中だし、今後の動きも不明か」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と誾ぎんが義ぎ腕わんを翳かざして、小お田だ原わらの町を見ながら言う。

「戦せん闘とう時間は三十分ですから、休息時間と戦闘時間が嚙かみ合わない人じん員いんも出るでしょう」

「Ｊｕｄ．、戦せん場じようにいるけど、休息のタイミングで顔を合わせる事がない、って話だな」

　正純は額ひたいに手を当て、一ひと息いき。すると横のホライゾンが。

「これをどうぞ。正純様」

　板皿に出されたのは、スイカの刺さし身みであった。

　……何な故ぜ、サクで切る……。

　横に積まれた皮が、リンゴのように渦うずを巻いているのが不ふ思し議ぎな感じだ。

　向こう、立たち花ばな夫ふ妻さいが箸はしでつまんで丁てい寧ねいに食べている一方で、二ふた代よが串くしで一気に刺して食っている。どちらも正解であり、間違いな気もするが、何がこの世界で正しかったのだろう。

　更さらに向こうでは、メアリがクロスユナイトと、

「あら、点てん蔵ぞう様さまの仰おつしやる通り、意い外がいと塩が合うのですね」

「──Ｊｕｄジヤツジ．、つまり塩で甘さが引き立つ訳わけで御ご座ざるな」

・●　画：『イージーな方法で点てん数すう上げてるヤツを処しよ刑けいする法律って、誰だれか作らない？』

・あずま：『……余よはミリアムに何やっても〝駄だ目めねえ〟って言われるんだけど、保ほ証しよう法ほうも作られないかな』

・金マル：『……いや、それ超ちよう点数入はいってるんじゃないかな……、うん……』

・銀　狼：『似たようなの、ありましたわねえ……』

・あさま：『な、何でこっち見るんですかミトは！　何も出ませんよ!?』

　皆、点数そんな好きか。管かん理り社会の賜たま物ものだな。

　でも問題なのは個人の点数じゃなくて国家の点数だ。

　……えーと、今、北ほう条じようとこっちの手て勢ぜいはどういう評ひよう価かになってるんだ？

「北条が上越露西亜スヴイエート・ルーシに一敗して里さと見みとは引き分け。こっちは毛もう利りに一勝、伊だ達てに一敗か。

　今は最も上がみの義よし光あきが、羽は柴しばの可か児にと戦せん闘とう中ちゆうなんだよな？　確か」

　そっちはどうだ？　と問うた時だ。小お田だ原わらの町で、削さく音おんが響ひびいた。

　戦闘系けいではない自分にすら解わかるような、明確な切せつ削さく音おんだ。

　……は？

　振り向いた視し界かいは、あるものを見た。小田原の北東部にある町が、その屋根を削けずっているのだ。幾いくつかの箇か所しよに渡って、深く抉えぐるような消しよう失しつをもって、だ。

「何だあれ……？」

　多た弾だん頭とう型がたの重じゆう力りよく圧あつ弾だんでも叩たたき込まれたのか。否いな、それよりも、

「誰がやったんだ？」

　急ぎ、正まさ純ずみはツキノワに表示枠サインフレームを出させる。

　小田原北東での戦闘を行っているのは、

「最上・義光と、可児・才さい蔵ぞうか……！」

　Ｊｕｄ．、とミトツダイラが頷うなずいた。彼女は眉まゆを立てた笑えみで、

「最上は本来、小田原征せい伐ばつと慶けい長ちよう出で羽わ合かつ戦せんにしか参さん戦せんしない筈はずですから、羽柴を敵に回した今、〝自分達は武蔵勢ぜいである〟と、そう示した事になりますわ！」

　うーん、と正純は半はん目めで小田原の町を見た。

「可児は羽柴側だけど、羽柴に勝ってもこの戦せん役えきではあまり意味が無いよな……。

　ああ、でも、敵の頭あたま数かずを減らしてくれてるのか。……喜ばないとな……」

「く、暗くならないでもっと明るく！　明るく行きませんの正純!?」
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　可か児には、鼓こ動どうの跳ね上がる音を耳に聞いていた。

　小お田だ原わらの屋根上うえに立つ自分の眼がん前ぜん、そして周囲に、巨きよ大だいな穴が開いているのだ。

　……何ですかコレ──!?

　直ちよつ径けいにして三十メートル近い穴。それも球きゆう体たいが抜けたと思われるような穴だ。

　見た事がない。いや、だからこその、

「最上もがみ総そう長ちよう……！」

　正面。三十メートルの向こうに、抉えぐられた家か屋おくがある。

　その屋根上うえに、義よし光あきが立っていた。

　彼女は扇おうぎを一本、目の前に立て、その先せん端たんを口に当てた。目は笑えみで、

「おお、避けた避けた。偉えらいのう」

　軽く言われた言葉に、可児は鼓こ動どうの早はや駆がけを理解する。

　避けてなければ、家屋や大地と共に消されていたのだ。

　……う、わ。

　何もかもが、判はん断だん一つで一いつ瞬しゆんにして消え去る。

　その事実を理解した時、汗あせが一気に噴ふき出した。そして、

「私と戦いを続けてくれる子が、──私は好きだぞえ？」

　いきなり、巨きよ乳にゆうが目の前にあった。

　義光だ。彼女が、初しよ動どうすら見せない勢いで三十メートルの距きよ離りを詰めてきたのだ。

　こちらの眼がん前ぜん。彼女は腰をかがめ、

「怖こわかったら言うのだえ？」

　額ひたいに、扇せん子すを軽く当てられる。

　だから可児は回かい避ひした。幾いくら何でも、そういった〝触れ合い〟をこのタイミングでするつもりはないのだ。だから、急ぎ、可児は足あし裏うらを飛ばして義光から距離を取る。

　出来なかった。

　……え!?

　扇子で押さえられた額から、両足の裏へと走る二本のライン。それらを通る力が、軽いようでいて、完全にこちらの動きを押さえ込んでいる。

　バランスを取られてしまっているのだ。

「怖いかえ？」

　問い掛けに、可児は首を横に振ろうとして、出来ない。

　それすらも押さえられ、止められているのだ。

　先せん輩ぱい達たちなら、このような呪じゆ縛ばくを逃のがれる事が出来るかも知れない。だけど自分は、

「訳わけ解わからないです！」

　正直な感想だ。戦せん闘とうをするとか、しないとか、そんなレベルではない。

　ただ、今、自分が言うべきは一つだ。

「頑がん張ばります！」

　目の前の相手は、自分など及ばない遙はるかな高い位置にいるのかも知れないけど。今、簡単に自分は押さえ込まれていて、本当ならこの時点でもう敗はい北ぼくと言っていいのだろうけど、

「──頑張ります！」

　可か児には叫んだ。自分の全力の基き礎そとなるもの。武ぶ装そうの力を、

「〝笹ささ群むら〟……！」
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　義よし光あきは、先さき程ほどの一いち撃げきの正しよう体たいを確かく認にんした。

　こちらの視し界かいを占めるように放たれた一発。それは、

　……射しや出しゆつ式しきの機き殻かく槍やりかえ……！

　可児の右肩、そこに背後の宙から射出されたのは、一本の機殻槍だ。

「穿うがって！」

　可児の声に武装は応こたえた。一いつ直線の一いち撃げきが、こっちの顔面狙ねらいで突き込まれてくる。

「ほう……！」

　回かい避ひは横。槍やり持もちにとって扱いにくい、外へのステップを義光は作る。

　だが、左へ、可児にとって右外に回ったと思った瞬しゆん間かんだ。

　風の起こりを義光は感じた。

　右手側、可児の方からだ。

　それは、聞き覚えのある圧あつを発していた。今いま先程耳みみにしたばかりの射出音おん。つまりは、

　……二本目かえ！

　視界の右隅すみに、刃じん光こうが見えた。

　やはり二本目。

　可児の武装は、彼女の背からオールレンジで放たれると言う事か。ならば、

「ここ……！」

　ステップの踏み込みと同時に、義光は空中に扇せん子すを叩たたき込んだ。

　衝しよう撃げきの手て応ごたえがあったのは確実。空中に火ひ花ばなが散り、確かに宙へと震え飛んだものがある。その姿すがたは、

「三本目の機殻槍かえ？」

　問い掛けに、答えはなかった。

　小こ柄がらな姿は、もうこちらに跳び込んできていたのだ。それも、足の下に、

　……四本目……！

　射しや出しゆつした機き殻かく槍やりを蹴けり、可か児にの身体からだがこちらに加か速そくした。

　そこで全ては終わらない。

「行きます！」

　宣せん言げんと同時に、一いつ瞬しゆん。全ての機殻槍が可児の周囲から消えた。

　しかし、消しよう失しつというものすら、一いつ時ときのものだった。

　ほう、と義よし光あきが声を作りバックステップする正面。可児が両の手を振った。

　応じるように、彼女の背後から砲ほう弾だんのように射出されたのは、

「〝笹ささ群むら〟八本……」

　笹ささ刃ば型がたの機殻槍が、打ちつけるような機き動どうで連れん射しやされた。
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　小お田だ原わらの上を、攻こう撃げきの重じゆう爆ばくが突っ走る。

　槍やりの連れん撃げきだ。

　使い手は一人の少女。追われるのは狐きつねの尾と耳を隠かくさぬ異い族ぞくの女だ。

　夏の日ひ差ざしの下。他の戦せん闘とうが行われる町の頭ず上じようで、

「────」

　槍が町を砕くだいた。

　壊かい音おんと砕さい音おんを生むのは、四メートル強の機き殻かく槍やりの群だった。数にして八本。それはまるで蟷かま螂きりの前足のように、前へ前へと空から下を穿うがち続ける。

　八本の連れん打だは、もはや槍の攻撃ではない。

　杭打ちパイルバンクの重爆だ。

　二人の行く屋根は最初の三発で穴を開けられ、次の三発で砕かれ、残りの二発と他の引き抜きによって吹き飛ばされる。

　それを扱う可か児にの速度に応じて、小田原の町が屋根を失っていく。

　対する狐きつね。義よし光あきは、追われる事を楽しんでいた。

　槍に時とき折おり追いつかれながらも、空が落らつ下かしてくるタイミングを読み、

「……！」

　ココ、と喉のどを鳴らして身を滑らせる。

　時とき折おり、落ちる槍を柱のように軽く抱く素そ振ぶりすら見せるが、そのたびに可児が、

「────」

　軌き道どうを変える。槍の八本の射しや出しゆつと収しゆう納のう。そのタイミングを変え、軌道を変へん更こうする。

　そして狐は離れ、しかし、また喉を鳴らす。

　町を砕く轟ごう音おんの波は濤とうの先せん端たんで、狐は回り、

「そら」

　踊った。
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　可児は、それを見た。

　舞だ。祭の中で、巫み女こが舞い、芸げい人にんが舞う。

　それと同じように、自分の作る破は壊かいの先端の中で義光が踊る。

　彼女は走りながら身を回し、ステップの動どう作さで身を跳ばし、振る腕の先にある扇せん子すで、

　……自分の槍を……！

　打だ撃げきした。軽い扇子の一いち撃げきに見える行いは、舞の中のアクセントに見え、

「……！」

　激げき音おんが響ひびき、槍やりが舞った。空中で回かい転てんする機き殻かく槍やりは、しかし他を巻き込まない。まるで幾き何か学がく的てきなモビールのように、他の槍の重じゆう爆ばくに飛び込み、

「わあ！」

　こっちに抜けて来た。

　緩ゆるい回転と投とう擲てきにも見える槍の打ち返しだが、走るこちらを確実に狙ねらっているのだ。

　カウンターとされるものが自分の武ぶ器きというのは情なさけない。だけど、

　……どうしてそんな事が出来るんですか!?

　自分の方では、攻こう撃げきの軌き道どうから何から制せい御ぎよしているのだ。その密みつ度どは高く、八本の連続に隙すきはない。その筈はずだった。

　しかし攻撃は見切られ、武器を奪うばわれてカウンターに用いられた。

　あり得ない、とは言えない。何しろ目の前で起き、体験しているのだから。

　出来るのだ。自分が完かん璧ぺきと思った攻撃を回かい避ひし、共に踊り、更さらには隙すきを穿うがつ事が、

　……出来るんですね！

　凄すごい、と可か児には確かに思った。

「凄いです！」

　言葉にしてみると、本当にそう思える。

　だから飛んで来た一本に可児は手を当て、背後の空間に収しゆう納のうした。

　さあ、どうしよう。

　……やれる事はまだあります！

　手を抜いているつもりはない。既すでに敗はい北ぼくを見み逃のがして貰もらっているのだ。ならば、

「凄い人に、敵かないに行きます！」
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　義よし光あきは、空気の変化を感じた。

　……おや。考えるようになったかえ。

　槍の動きが、変わったのだ。

　今までは斜め上からに突き刺す軌道でこちらを狙ねらっていた。

　だが、今は、僅わずかな振り下ろしが入っている。突き刺すと言うよりも、先せん端たんの下側で裂さきに来ている動きだ。

　これは厄やつ介かいだ。

　突き刺すだけの直線的な動きなら、ちょっと力を加えるだけで軌道を歪ゆがませる事が出来る。だが、僅かにでも振り下ろしが入っていると、触れたこちらが下側に引っ張られる。

　手が出しにくい。

「だがまあ、一回くらいならいいだろうて。なあ」

　狐きつねの根こん性じようは浅ましいのう、と自分で己おのれを笑いながら、舞う義よし光あきは、一発を槍やりに叩たたき込んだ。

　下に落ちる機き殻かく槍やりの穂ほ先さきの上面。それを素す早ばやく叩き、屋根に当たる前に転ばしたのだ。こちらの姿し勢せいは低くなるが、舞う動きの阻そ害がいにはならない。かえって可か児にからは、槍の陰に入って見み難にくくなっただろう。

　槍が飛んでいく。

　コツは回転させる事だ。回る槍の動きによって、落ちてくる他の槍を乗り越えさせ、跨またいでいくようにさせる。そうする事で、投とう擲てきのクリアランスを、正面だけではなく、上側にも下側にも取る事が出来るのだ。

　だからそうした。そして義光は気付いた。打ち込んで回る槍の向こう、

「……ほう」

　可児がいなかったのだ。
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　義光は、周囲を見なかった。

　可児は何ど処こかにいる。槍やり衾ぶすまを楯たてにして、こちらが槍を打ち込む隙すきに移動したのだ。

　ならば後は簡単だ。

　見るべきは真ま下した。舞い踊る屋根の上には、曇どん天てんの光が落ちている。

　影は薄く、しかし実在していた。

　そして解わかったのは、影かげ絵えの頭ず上じよう。そこに、槍と、その上に刎はねた薄うす影かげがあった。

　可児だ。

　真ま上うえではない。こちらを飛び越えるような軌き道どうで、しかし、槍を放っている。

　狐の影絵を中央に、上空から回り込みつつ、狐を逃がさぬように。

　影絵の中で、槍の檻おりが作られた。
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　可児は、義光から視線を外していなかった。

　義光を飛び越えつつ、身体からだを空中で振り向かせる。

　空に撒まいた八本の槍、それを真下中央にいる義光に対し、

　……行って下さい！

　放った。

　槍の位置はバラバラだ。影で見れば全体で扇おうぎ状じように展開しているようではあるが、実際はラインを合わせておらず、左右に振っている。

　軌道を揃そろえてしまっては、動きを読まれ、隙になる。だから、敢あえて揃えずに投とう下かし、

「……っ！」

　一いつ斉せいに中央へと射しや出しゆつした。

　八本の槍やり。夏の陽よう光こうを照り返す朱しゆ色いろの杭くいは、正しく敵に向かった。

　当たる。そう思った時だ。

「真ま面じ目め過ぎるぞえ？」

　苦く笑しよう混まじりの声が聞こえた。そして、

　……え？

　狐きつねが消えた。槍の穂ほ先さきの集中する位置に立っていた義よし光あきが、不ふ意いにいなくなったのだ。
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　あり得ない、と可か児には思いかけ、それをやめた。

　目の前に、事実は起きているのだ。

　槍の集合点てんは屋根の棟むね上うえ。その通つう過か点てんには義光がいた。

　周囲から囲むように落ちてくる穂先に対し、彼女が逃のがれられる場所は無い。

　違った。

「ここぞえ」

　と、下を見ていた可児は、額ひたいに小さな当たりを感じた。

　扇せん子すだ。その持ち手がいるのは、後ろ向きに宙を飛ぶ自分の正面。そこには確かに、

「義光様……!?」

　視線を上げると、扇せん子すが引かれていった。

　その向こうにいるのは狐だ。

　何がどうなったのか、可児には解わかる。

　天てん上じよう方向からの集中攻こう撃げきに対し、義光は上へと跳んだのだ。

　無む論ろん、真ま上うえからだって槍は叩たたき込んでいた。

　しかし、彼女は真上から降る槍に沿って、跳ちよう躍やくした。

「解るかえ？」

　扇子を口に当てた義光の声が、確かに聞こえた。

「集中攻撃とて、その起き点てん達たちの間には空白があるのよのう。……後はその一つに沿って起点へと跳び込んでしまえば、集中攻撃とて、単なる一つの攻撃に過ぎぬぞえ？」

　つまり、と義光が、屋根に突き刺ささった槍群むれの中央。真まっ直すぐに立つ槍の石いし突づきを踏んだ。

　軽い踏み込みに見えたが、八本の機き殻かく槍やりが中央一本残して吹っ飛んだ。

　着ちやく地ちに入る自分を、回転して飛んだ三本が通り過ぎ、消えていく。

　そして着地した瞬しゆん間かん。それが来た。

「こうであろうよ」

　目の前。視し界かいを占めるのは巨きよ大だいな穂ほ先さきだ。

　……これは──。

　自分が初しよ撃げきとして得意とする、眼がん前ぜん打うちだ。

　相手の視界の中央。そこを正確に穿うがつ一発。

　人の視界には中央部ぶ分ぶんに見み難にくい部分がある。前を見た時には、鼻び梁りようのすぐ正面で左右の視界が交こう叉さし、情報が交叉して歪ゆがむのだ。

　人はそこに無む意い識しきの恐きよう怖ふ感を持つ。その理解があるならば、後は正確に目の間にある鼻梁を狙ねらえば良いだけだ。コツとしては、一度攻こう撃げきの速度を緩ゆるめ、穂先をイメージづけてから突く。射しや出しゆつという行為を用いる〝笹ささ群むら〟は、この初撃に適した武ぶ装そうだ。しかし、

「────」

　可か児には首を左に振って回かい避ひした。そして通過する槍の柄つかを空中でホールド。飛ぶ槍の勢いを利用して、義よし光あきから距きよ離りを取る。

　無む理りだった。石いし突づきに義光がくっついていたのだ。

　柄を摑つかんで下がる自分と、石突きを摑んで跳んでくる彼女は等とう速そく。

　え!?　と思うまでもない。

「そら」

　と、義光が石突きを上に弾はじいた。

　軽い動きに見えて、身体からだが槍ごと旋せん回かいした。

　穂先が屋根に刺さり、反はん動どうで槍は前につんのめって飛んだ。

　自分は槍ごと空中に放り出され、

　……凄すごいです！

　敵かなわない。否いな。そういう言い方じゃあおかしい。

　敵うとか相手になるとか、それ以前のものだ。言うなれば、

　……通じません……！

　自分の技が、届いてすらいない。

「さあ」

　と、屋根に立った狐きつねがいう。

「可児・才さい蔵ぞう。──お前、聖せい譜ふ記き述じゆつでは、一つの逸いつ話わがあったであろう？

　宝ほう蔵ぞう院いんで槍を練習していた時、技術を学んだら腕が落ち、それを宝蔵院に問うたら〝一いつ心しん不ふ乱らん〟になれと諭さとされた、と」

　さて、と狐は口に扇せん子すを当てた。

「宝蔵院では三本取とったそうよの？　最後の一本はネタとして、一本目と二本目はどうであった？　宝蔵院は噂うわさに聞く槍の名めい手しゆであり師し事じの場。ある意味、技術の粋すいの場であろう。

　そこで二本を奪うばうには、どうであった？」

「いえ、あの」

　可か児には、着ちやく地ちしながら、当時の事を思い出す。

　あの時。師し事じしていた先生から〝そろそろか〟と言われ、立ち会ったのだ。そして広い露ろ天てん道どう場じようで相あい対たいがあり、空は晴れていて、風は今日きようのようで、踏み固められた地面は固く、でも、

「──よく憶おぼえてないんです。必ひつ死しで。ただただ頑がん張ばろうって」

　言うと、ココ、と狐きつねが笑った。彼女は自分の胸を叩たたき、

「敵かなうと思うな、まだまだお前は小こ娘むすめ。しかしお前は、挫くじけぬようだえ。ならば──」

　ならば、

「頑がん張ばりますと、常にそれだけを考えて来るといいぞえ？」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

「違う」

　そうだ。違う。応おう答とうは今、全てがこれだ。

「頑張ります！」

「お前の名は」

「頑張ります！」

「好きな食べ物は」

「頑張ります！」

「馬ば鹿かにしておるのかえ？」

「頑張ります！」

「それしか言えぬのか？」

「頑張ります！」

「そうか」

「頑張ります！」

「ならば」

「頑張ります！」

「……ちとしつこいのう」

「頑張ります！」

「来こ」

「──頑張ります！」

　可児は、頭の中を整え、行った。
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　あら、と骨付きの鹿しか肉にくを頂いただきながら、人狼女王レーネ・デ・ガルウは耳を澄すませた。

　通りの遙はるか向こう。北東の方で金属の音が鳴り響ひびいている。

　それは先さき程ほどからもあったものだが、

　……変わりましたわね。

　音が連なっている。先程までのように列なっているのではない。

　音は順じゆん番ばんではなく、幾いくつもが絡み合うようになりながら、高い音や低い音がバラバラに響ひびきつつも、しかし、それが正しいというように連なっている。

「バランスですわね」

「オウ？　何がですかネー」

　Ｔｅｓテスタメント．、と、遠くの響きを風ふう鈴りんの音として感じながら、人狼女王レーネ・デ・ガルウはおむすびの追加に手をつける。両手で摘つまんで頂いただき、

「──技術に溺おぼれると、戦せん場じようは自分の技によってこういう結果を得る、と思い込み、攻め方が技の体たい系けいを超えられませんわ。しかし力に溺れると、戦場は自分の力によって常にこう切り開ける、と思い込み、攻め方に先の手が見えなくなりますの。

　両方をバランス良く。ある程てい度どの先を作るための技術と、強ごう引いんにでも突き抜けて場を得るための力と、そういったセンスが必要になりますの」

「ミトツダイラサンどうですかネー」

　あの子は、と言って、人狼女王は考えた。おむすびを唇くちびるで嚙かみ、

　……んー……。

「まだまだですわね。足りない部分もありますし、何ど処こかでもう一度鍛きたえ直しませんと」

「オウ、頼もしい話ですネー」

　差し出されたのは、湿しめった野や菜さいの飾り立てだ。

「発はつ酵こう食品。漬つけ物はカレーによく合いますネー。まだカレーありますので、それをつまみながらどうですかネー」

「頂きますわ。でも……」

　人狼女王は、遠くに聞こえる音に、耳を澄すませた。

　一つ。異常な事があるのだ。それは、

「恐らく、機き械かいの力を借りていると思うのですけど、──連なりが終わりませんわね」
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　可か児には、全力だった。義よし光あきとの戦せん闘とうとして、

「──っ！」

　もはや足は屋根を蹴けっていない。

　宙に射しや出しゆつした槍やりを蹴りつけ、射出の勢いで吹き飛ばされるようにして、

「……っ！」

　槍を放っては離り脱だつし、しかし至し近きんでまた射出の槍を足あし場ばに跳ね返る。

　左右に、上に、下にも、だ。

　まるで空中を跳ね回る球たま。瞬しゆん時じに現れるラケットによってあらぬ方向に飛んでいく。だから自分でまた槍やりを射しや出しゆつし、強ごう引いんに蹴けりつけて自分の軌き道どうを直していく。

　そして穿うがつ先、屋根をただ軽く走り行く者がいる。

　義よし光あきだ。

　狐きつねは扇せん子すを二つ出し、舞っていた。

　周囲に出すのは音おん響きよう術じゆつ式しき。太たい鼓こや鈴すずや、笛ふえや鉦かね。それらの響ひびきに応じて彼女は舞う。

　軽快な走りはステップで、全力の可か児にに対し、

「そら」

　扇子を当て、弾はじき、回して返す。

　そのたびに火ひ花ばなが散り、音が鳴り、義光の囃はや子しを飾り立てる。

　しかし、二人の間にはある変化が生じていた。

　義光と可児の舞と激げき突とつが、高速化していくのだ。

　義光の身の回しは風を切り、可児の動きは、もはや垂すい直ちよくや反はん転てん動どう作さまで入り、

「────」

　二人の囃子が、小お田だ原わらの町を回って行く。

　だが、幾いくつかの部分でゆっくりと変化が起きていた。

　打だ楽がつ器きを打ち鳴らすかのように、義光の扇子が可児の槍を多く打ち始めたのだ。

　可児が打たれるようになったのではない。可児の手て数かずが増え始めたのだ。

「ほう」

　義光が眉まゆを立てて笑った。

「狐と踊るかえ？　──お前」
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　可児は、速度を上げた。

「は」

　頑がん張ばれ。

　身は重い気がする。想そう像ぞうの自分に身体からだがついていってない気がする。

　でも、頑張れ。

　何ど処こまでも頑張れ。

　だって自分はまだ、自分の限界に達していないのだ。何しろまだまだ若じやつ干かん十六歳さい。これからも背は伸びる。胸だって大きくなる。

　一分一秒ごとに、自分の限界はどんどん先に伸びているのだ。

　それなのに今、頑張らなくてどうする。

　否いな。今じゃない。

　お爺じいちゃんは言っていた。人生、一生、勉強なのだと。何か将しよう棋ぎを差しながら、あまりルールを知らないこっちに対して、間違いなく一部チョロまかしながらそう言った。

　お母かあさんだって、言っていた。毛もう利り攻ぜめに向かう時、制せい服ふくの襟えりを直して言ってくれた。

「頑がん張ばるんだよ」

　うん、と応こたえたらＴｅｓテスタメント．、と訂てい正せいされた。

　お父とうさんは、無む理りするんじゃないぞ、と言ってくれたけど、大だい丈じよう夫ぶ。限げん界かい達してないから全然無理じゃない。

　一生伸びるんだから、一生頑張る。だから、

　……頑張れ。

　宙を踊り、槍やりを蹴けって、穂ほ先さきの射しや出しゆつよりも何よりも速く。

　この凄すごい人に対し、頑張れ。

　この凄い人が、何年も掛けて到とう達たつした今に対して、足りない自分の今で頑張れ。

　……頑張れ。

「──っは」

　息を吸うのはサボりじゃないです。頑張るための呼吸です。酸さん素そを肺はいに入れ、義よし光あき様さまに近付き、その扇おうぎの動きを、

「──頑張ります！」

　頑張って、土産みやげ話ばなしを持って帰る。

　だけどその話が義光様の事だけだったら、お父さんもお母さんも、面白がってくれるだろうけど、最後にこう言う筈はずだ。

　お前はちゃんとやったのかい、って。

　Ｔｅｓ．、ちゃんとやるよ。ちゃんとやって、笑って帰る。だから、

「頑張れ……！」

　可か児には、身を高速の側そく転てんで飛ばしながら、義光の扇に触れた。手を伸ばし、指で触れ、

「……っ」

　舞う狐きつねに対し、跳ねる速度で回り込んだ。





●






　来たかえ、と義光は内ない心しんで微笑した。

　良い子だ。これだけ素直な子は、なかなかいない。

　余よ程ほど、いい家に生まれ、住んできたのだろう。

　衣服の襟えりは最初から整っていたし、今、乱れていても、角かどは立っている。

　髪かみだって、ちゃんと襟えり足あしが揃そろっていて、

　……そうよのう。

　いい親が、晴れ舞台だと思って送り出してきたのだろう。だから、

「頑がん張ばれ」

　頷うなずくように可か児にが加か速そくする。射しや出しゆつの槍やりに打ち出されるようにして自分の舞に飛び込んで来る。その動きは荒あら削けずりで、だが、近付いてこようとする頑張りこそが尊とうとい。

「解わかっておるな」

　技ではない。力だけでもない。それらを含んだ、その人なりの何かだ。

　誰だれでも一つは持っているが、その獲かく得とくを気付ける者は少ない。

　この子の場合は、頑張りだ。

　義よし康やすの場合は、どうだろう。既すでに何か捉とらえていると思うが、聞くのは野や暮ぼか。そして、

　……駒こま姫ひめ。

　あの子はそれに気付いていなかったと思う。しかし、

「────」

　砕くだけていく浮ふ上じよう都市を支え、想おもい人と去って行った。

　あれだけの事をして、ちゃんと別れの鳴き声を放てるなら、信じるべきだろう。

　きっとあの子も、自分の為なすべき事と、方法を得て、躊躇ためらわなかったのだ。

　……なあ。

　駒姫、と、義よし光あきは思った。

　お前が去って尚なお、お前のように、何かを得ようとして藻も搔がき、手にしていこうとする子供達がここにいる。

　それらを見て、時に抱え、時に別れていけるというのは、幸福な事か。

　……大だい丈じよう夫ぶだえ。

　母は元気だ。一人ではない。一人であろうとしても、子供達が放っておかん。

　狐きつねの踊り。祭にはつきものの狐きつね火びと影の舞。

　駒姫よ。母は、次にお前の事を思い出す時、寂しいとは思わない。

　お前は私の子供の一人ぞ。そして今、私の子供達は、

「来こ」

　舞いながら、義光は告げた。

　可児に対し、扇おうぎを広げ、舞いに誘ったのだ。
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　可児は最後の加速を行った。

　義光の間ま合あいに飛び込みながら、ある処しよ置ちを槍やり群むれに行ったのだ。

　……機き殻かく解かい除じよ！

　攻こう撃げき加か圧あつ用ようと、加か速そく器きを兼けん任にんする槍やりの機き殻かくを分ぶん離りする。

　中にて芯しんとなっていた素すの槍が、機殻をカタパルトとして発はつ射しやされる。

　加速重じゆう視しと見た戦せん闘とう。それにおける、最終手しゆ段だんとも言える加速法ほう。その突とつ撃げきをもって、

「……頑がん張ばります！」

　ました、と言わなかったのは、何な故ぜだろう。

　そんな事を心の中で思いながら、可か児には八はつ槍そうを敵に手の届く至し近きんから加速。

　叩たたき込む。
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　手て応ごたえはあったと、可児はそう思った。

　八はつ本ぽん八はち撃げき。

　跳び込みながらの同どう時じ撃げきが、義よし光あきを貫つらぬいた。

　だが、眼がん前ぜんにて、八本の行方ゆくえが違った。

　……え!?

　見開く目が見る先。槍が、一本ずつ、義光に捌さばかれている。

　義光が八本の槍を全て捌いているのではない。

　義光一人一人が、一本ずつの槍を捌いているのだ。

「驚く事はないぞえ？　九きゆう尾びの狐きつね。尾の数だけ身を立てる事は可能でのう」

　九人の内、八人の義光が、槍をそれぞれ迎げい撃げきした。

　使用するのは広げた扇おうぎ。ぶつけるのは、振る軌き道どうだ。

　扇の模も様ようが狐色いろに光り、弧こを描いた。流りゆう体たい光こうの尾を靡なびかせ、狐が舞って虚こ空くうに光を描く。

「狐という字は、瓜うりに獣けものと書くものでな？　瓜とは、あの果くだ物ものの事。つまりは曲線の──」

　空中が削けずれた。

　……これは……！

　戦いの始まりに見たものだ。規き模ぼは小さいが、町を削った力が、今、目の前で炸さく裂れつする。

　八はち連れん撃げきの大たい弧こが、旋せん回かい軌き道どう上じようの空間を球きゆう状じように削り取った。

　槍も、機殻も、大気さえもが削れて叫ぶ。その大だい音おんは、まるで狐の鳴き声のようで。

　一いつ瞬しゆんで槍と機殻が食われた。それも八本八機殻、全てが、だ。

　可児は、武ぶ器きを失った自分を悟さとる。だが、空中において、身体からだは確かに有る。

　まだ終わっていないのだ。だから、

「頑張れ……！」

　両腕うでを振り上げ、可児は義光に体当たりを敢かん行こうした。

　全身を打ちつけるボディープレス。その行き先は、槍を受け止めなかった中央の義光だ。

　そして対する義光が動いた。彼女は両腕を広げ、身を反そらし、

「つ──かまえたあ──っ」

　こちらの身を、抱き留とめたのだ。
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　宙に光の弧こが散り、機き殻かくと槍やりの破は片へんが舞う中。

　可か児には、受け止められた自分を、狐きつねから引きはがそうとした。

　だが、身を反そらし、顔を上げた瞬しゆん間かん。

　……あ。

　その時になって、可児は気付いた。

　義よし光あきの向こうに見えているのは、削けずられて穴だらけとなった小お田だ原わらだと。

　……ここは──。

　戦いのスタート地点。そんな事実を悟さとった可児は、改めて敵の実力を思う。

　……凄すごい。

　戦せん場じようの流れを見ろと、福ふく島しまは言ってくれた。

　そのつもりで自分は義光と相あい対たいしていたが、敵はもっと広いものを見ていた。

　凄いです……！　と、そう言おうとした。つもりだった。

　身体からだが震え、力が抜け、

「ぁ……！」

　可児は涙をこぼし、声をあげていた。

　泣いている顔を隠かくすように、義光の胸に顔を埋うずめ、訳わけもなく可児は泣いた。

　その背と肩を支えるように、義光の腕が抱き、手があやすように叩たたいてくれる。

「おお、よしよし。よく頑がん張ばったのう」

「自分、自分は……！」

　何かを言いたいし、伝えたい。だが、思いは言葉にならず、

「怖こわかったかえ？」

　頷うなずいた。自分の頑張りが届かず、相手を失しつ望ぼうさせるのが怖かった。

　しかし、義光は、ココ、と喉のどを鳴らし、

「大だい丈じよう夫ぶ」

　と、自分の顔を、こちらに向けた。

　至し近きんで見る彼女の右顔。頰ほおには一本の赤い線がある。

「右の一人に届いておったぞえ？　ただ、最後に驚いて、狙ねらいが逸それてしまったのう」

　だから、

「休んだ後、次はもっと頑張れるな？」

「──Ｔｅｓテスタメント．！」

　応こたえ、可か児には義よし光あきを抱き返した。涙の息を吐き、整えさせながら、こう思う。

　……お母かあさん、お父とうさん……。

　自分がやった事を、話せる。

　凄すごい人に、頑がん張ばったと、その思いを確かく信しんしながら、可児は義光の腕と胸に身を任せた。

　緊きん張ちようが抜けた安あん堵どで、彼女はゆっくりと深い息をついた。
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　誾ぎんは、小お田だ原わらの町から聞こえていた剣けん戟げきが止まった事に気付いた。

　横、丘の斜面に座り込んでいる宗むね茂しげが、指を折り数え、

「誾さん、至し近きんからの八や重え突づきを、どう凌しのぎますか？」

　まず、その状況自じ体たいがあり得ない質問だ。だが、誾は知っている。今、小田原では八はち撃げきを穿うがつ者が実じつ在ざいしたのだと。ゆえに誾は応じた。

「宗茂様なら大だい丈じよう夫ぶです」

　え？　と浅あさ間ま神じん社じや代表が振り向いたが、気にしない事にする。

　対する宗茂は、ふむ、と頷うなずき、

「Ｊｕｄジヤツジ．、私なら大丈夫ですか」

「Ｊｕｄ．、具体的にどうされるかは解わかりませんが、今の宗茂様の言葉を聞いた時、脅きよう威い性せいは低いように感じました。だから、大丈夫です」

　と、誾は笑えみで言った後、ふと、右に気け配はいを感じた。

　振り向くと、武蔵むさし副ふく長ちようが、蜻蛉とんぼスペアを頭ず上じように掲かかげてスクワットを始めている。

「……何をしているのですか、本ほん多だ・二ふた代よ」

「え？　誾殿どの……、見て解わからぬで御ご座ざるか。──これは、スクワットと言うので御座るよ？」

　かなり、来た。

　堪こらえねば。武ぶ家けの娘むすめはクールでなければいけません。スペイン語で言うとCalma。

　目を伏せ、息を吸い、誾は自分の心を冷ました。三秒数かぞえ、よし、と言った上で目を開ける。平へい常じよう心しん。これでいつもの立たち花ばな・誾です。そして前を見れば、

「いいで御座るか誾殿、こうして踵かかとを上げぬ事によって、脚あし全体を鍛きたえられるので御座る」

「知ってます……！」

　反射的に言うと、武蔵副長が立ち上がった。

「知って御座ったか！　流石さすが誾殿！　これは未み熟じゆく者ものが、知ったような事を言ったで御座るな」

「……一応、言っておきます」

　誾は、右の義ぎ腕わんの人ひと差さし指ゆびを立てて告げた。

「……貴女あなたのやり方は膝ひざを痛めやすいです。ちゃんと、膝に手を当てて押さえて行った方がいいです。解りましたか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　──拙せつ者しや、また、誾ぎん殿どのに注意されてしまったで御ご座ざるな！」

　ははは、と笑われ、誾は宗むね茂しげにすがりつく。

「宗茂様！　宗茂様！　誰だれが悪いんですかコレは！　私ですか!?」

「ははは誾さん、何も悪い事はないじゃないですか」

　向こうで総そう長ちようの姉や、周囲の皆が笑いを押し殺しているのが聞こえるが、私こんなキャラじゃありません。違います。

　ただ、宗茂の方に振り向いた誾は、皆と少し離れた斜面に一つの影を見た。

　副ふく会長だ。

　彼女は、皆に背を向けるようにして斜面に寝ね転ころがり、アリクイと遊んでいる。

　ゆっくりしたダルい動きの中で、彼女はアリクイに、

「んー。最も上がみが羽は柴しばの可か児にに勝ったかー。でもうち、北ほう条じように勝たないと意味がないんだよなー。解わかるかツキノワー。──ははは、お前、可愛かわいいなあ」

　……また面倒くさいムーブを……。

　気付いたからには何か言うべきか。それとも、他の誰かがフォローするだろうか、と後ろを見ると、皆が視線を逸そらした。〝気付いた〟者が担当という事らしい。

　そして誰もが、ひそひそと、

「ほら、思った通りにいかないから……」

「戦争にしときゃ良かったと思ってるよねアレ」

「思った以上に、〝平和〟って、不ふ都つ合ごうなものですよねー」

　などと言っているが、確かに現状は武蔵むさしにとって面倒な状況なのだ。何しろ、

「武蔵と最上の代表が、ほぼ全員、戦せん闘とうしてしまいましたからね」
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　誾は考える。今、小お田だ原わらにいる武蔵勢ぜいの中で、戦闘出来るのは代だい表ひよう委員長だけなのだと。

　しかし代表委員長は、状況を見る限りでは疲ひ労ろうが濃い。戦っても敗はい北ぼくの可能性が高いだろう。

　しかし他を頼ろうにも、戦闘後ごは一時間の休きゆう息そくに入るルールだ。

　この一時間にて、他の北条勢ぜいが戦闘してしまうと、まずい。

　……武蔵勢は彼らと戦闘する事が出来なくなりますからね。

　では、何をどうするべきか。難しい問題だが、それを思いつかなければ危険だ。

「武蔵副会長」

　誾は声を掛けた。武蔵の思し案あんを作るべき彼女に対し、

「曇どん天てんとは言え、寝ね転ころがって日の当たる体たい表ひよう面めん積せきを大きくしていると熱ねつ射しや病びようや脱だつ水すい症状になります。起きた方がいいのではないでしょうか」

「ん──」

　やる気のない返答が来る。

　……こういう時、宗むね茂しげ様さまだと〝ハイ！　誾ぎんさん！〟と起き上がってすぐ動いて下さるのですが……。

　布ふ団とんを上げる時など、眠っている状態からそれだから有あり難がたい。

　三世西班牙トレス・エスパニアの役やく職しよく者しやで合がつ宿しゆくした時は「宗茂ちょっと朝からテンション上げ過ぎ」と隆たか包かね主しゆ将しよう達たちに言われたものだが、うちでは昔、そこを狙ねらって長ちよう剣けんで刺したりしていたので、今のテンションはどちらかというと低い方だ。自分が。

　だが現状、武蔵むさし副ふく会長に長剣をズブリと行く訳わけにもいくまい。

「……武蔵副会長、起きませんか」

「誾殿どの、正まさ純ずみを起こすなら、食事で釣つるのがいいで御ご座ざるぞ」

　聞こえるように言ってどうしますか一体。

　だが、今は昼食の時間としては延長戦せんに該がい当とうする。

　……何か釣り餌えになるものは。

　武蔵の姫ひめが、砲ほう弾だん型がたに剝むいた大だい根こんを持って来て、片かた膝ひざ着きの上で掲かかげた。

「これで何なに卒とぞ、御ご勘かん弁べんを……」

　無む茶ちやな。というか何を一体。

　釣り上げ作戦は失敗だと誾は判はん断だんした。

　仕方ない、と誾は内ない心しんで吐と息いきし、

「武蔵副会長、皆が副会長の指し揮きを待っていますよ」

「ん──」

　横、武蔵の姫が両の腕を小こ刻きざみに振り上げ、〝もっと、もっとアゲ！　アゲを！〟とジェスチャーするが、何な故ぜここまで自分は意味が解わかるのだろう。姫のジェスチャー能力が高いのかもしれない。

　……ああ、両腕がよく動きますからね。

　自分のだとどうだろうか、とも思うが、試ためした事はない。だが、

・立花嫁：『……しかしこれ以上、どうやって持ち上げるべきでしょうか』

・銀　狼：『──えっ、今ので終わりですの？』

・貧従士：『も、もうちょっと、粘ねばってみませんか、誾さん』

・粘着王：『そうとも、もうちょっとウエットに行くのが吾わが輩はいもいいと思うぞ！』

　本ほん場ばの粘りに言われて、誾は考えた。粘りですか、と思案し、

「武蔵副会長、いいですか？　あまり言いたくないですが、まあ、皆の意見としては、副会長がここで指揮をとらないとですね。どうしようも無いといいますか。私は別にどうでもいいのですが、このままだと駄だ目めではないかとも思いまして。まあ副会長がその状態で良いというなら仕方ないですね。副会長が望んだ事ですからね。ええ、つまり──」

・いんび：『それは〝粘ねばる〟んじゃなくて〝ねちねちしてる〟じゃないかな!?』

・立花嫁：『私も言っていてそんな気がしていました』

・立花夫：『誾ぎんさん！　思った以上に芸げい風ふう広いですね！』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様はこういうのも好きですか』

・立花夫：『ありだと思います！』

・金マル：『……ないない。よくないよくない』

　と、第三特とく務むが言った時だ。副ふく会長が、ゆっくりと起き上がった。

　両手をつき、斜面から身を剝はがし、

「ナイトだけに、ないない、か……」

　ふふ、と彼女の背が小さく揺れた。

「面白いじゃあないか。なあ、うん……」
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・ウキー：『ナイト、嬉うれしいか？』

・金マル：『いやいやいやいやいやいや、答えが見えてる質問やめようよウッキー』

・貧従士：『でも、副会長が起きましたよ！』

・礼賛者：『……ある意味、一番面倒めんどくさいキャラじゃないですか貧ひん多だ君』





●






　んー、と正まさ純ずみは身を起こした。

　肩にツキノワを乗せ、皆の方を見ないまま、立てた右膝ひざに右肘ひじを乗せ、小お田だ原わらを見る。

　今は小田原での戦せん闘とうが生じていない時間帯たいらしい。初しよ期き段階が終わり、各かつ国こくが定時連れん絡らくなどを使用して自分達のスタンス確かく認にんをしているというところだろう。

　自分達の方でもそうすべきであろうが、

「浅あさ間ま、外そとの情報が入ってきてないか？」

　知りたい事がある。

「巴パ里リの状況だ。向こうも、既すでに巴里水すい没ぼつの戦闘が生じている筈はずだからな」
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「ちとすまね。──うちの小田原内ないでの方針もだが、ちょっと巴里の方聞きかせてくれ」

　小田原南なん東とうの曇どん天てんの下もと。背後に狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユの白い艦かん体たいを置いた陣じん幕まくの中で、ジャージ姿すがたの輝てる元もとは屋や台たいの焼き蕎麦そばを焼きながら言った。

　小こ銭ぜにカウンターの横、神啓レデイオからは、巴里の状況が伝えられてくる。

　操そう作さ用表示枠シーニヤカドルのボリュームをスライドさせると、列を作っている学生達がその並びを崩くずした。皆、おい、と手招きして、輝てる元もとの屋や台たいの前に円えん陣じんを組んでいく。

　前の者は膝ひざをつき、中ちゆう盤ばんの者は身体からだを倒す。そんな皆に輝元は苦く笑しようして、

「焼き蕎麦そばは作るから、並びは壊こわすんじゃねえ！　先せん頭とう五人、出来た順に持っていけ！」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と返答が来た横、隣となりの屋台の奥からMouri-01が顔を出す。

「姫ひめ様さま！　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側との接せつ続ぞく出来ました！」

「よーし、野や郎ろう共ども！　向こうの活かつ躍やくってのを聞いてみようじゃねえか」

　言って腕を組むなり、声が響ひびいた。

　神啓レデイオの筐きよう体たいを揺らし、聞こえてくる放送はEcole de Paris放送部だ。六護式仏蘭西の午後を告げる番組は、

『こんにちは皆様、今日きようの〝徹てつ甲こうの部屋〟は、巴パ里リ最前ぜん線せん、外がい縁えん突とつ撃げき部ぶ隊たいの前線に来ております。あらまあ、砲ほう弾だんが、こんなっ、飛んで来ちゃって……、まあ！』

　クセのある喋しやべりの司し会かいは、しかしこう言った。

『あらあら、そろそろ前線の実じつ働どうが衝しよう突とつしますのね……！　まだ水が押し寄せてこない間に、敵の堤てい防ぼうの要よう所しよを崩くずそうっていうんでしょう』

　やるわねえ、と司会は言った。

『まずはセーヌ下流。──そこが最初の激げき突とつポイントね』







[image: 第五十二章『包囲網の制圧者達』]
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　巴パ里リ周辺。直ちよつ径けい約三キロの都市は、まだ水に沈んでいなかった。

　巴里の二倍ばい強の径けいで作られた堤てい防ぼうは機き能のうし、セーヌの流れを堰せき止めてはいた。

　だが、広大な面積と、事じ前ぜんの工事による深ふか濠ぼりなどの仕掛けによって、水の溜たまりが遅い。

　まるで水みず時計のように、濠や下流域いきにゆっくり溜まっていく水を余よ所そに、巴里周しゆう辺へんは影の群が揃そろい、内側と外側に向けて睨にらみ合っていた。

　内側からは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの中型武ぶ神しんの防ぼう御ぎよ隊たいを中ちゆう核かくとした戦せん士し団だんが。

　外側からは、M. H. R. R.神聖ローマ帝国機き動どう殻かく部ぶ隊たいを中核とした戦士団が。

　それぞれ、お互いは要よう所しよの前に布ふ陣じんし、正せい対たいする。

　六護式仏蘭西側は、巴里各かく地ちの門の前で。

　M. H. R. R. は、堤防の繫つなぎ目となっている強化加か護ご施し設せつの前で、だ。

　堤防は基本的に装そう甲こう板ばんを複合して間を埋うめただけのもので、土ど塁るいなどの支えが薄い。強化加護施設は、堤防に補ほ強きようを掛けるもので、その結束と固定力りよくを上げる。

　施設は軽けい輸ゆ送そう艦かんを転てん用ようしたものだ。各地に放ほう棄きされた資し材ざい運うん搬ぱん用の輸送艦が、最低でもドラゴン級であるのに対し、こちらはクラーケン級を基き礎そとしている。

　施設の内部は横並びに聖せい術じゆつ式の基き盤ばんが並ぶ。

　聖術による〝分け与え〟と〝大だい地ちの豊ほう穣じよう〟を重ねた加護だ。出力がある限りは、堤防を大地とし、固めて水を押し返す。

　対する六護式仏蘭西側の布ふ陣じんは、M. H. R. R. に合わせた部分が大きい。

「水すい没ぼつさせるってんなら、巴里に乗り込む意味がねえからな」

　先せん頭とうの戦士団の一人が呟つぶやき、皆が頷うなずき合う。

「マクデブルクの時は〝掠りやく奪だつ〟が条件にあったが、今回は違う」

「無む論ろん、もし突とつ入にゆうをされても、迎げい撃げきの用意はあるがな」

　マクデブルクで学んだ事。そこから解わかるのは、この戦いにおける戦せん術じゆつだった。

　つまり、

「色々手はあるが、──あの強化加護施設を破は壊かいすれば、堤防は壊こわれるんだ」

「巴里水没が事実上不ふ可か能のうになった時点で、羽は柴しば側は失敗だ」

「だからまず、そうしてやる」

　その上で、

「水の浸つからぬ大地の上で、恨うらみを晴らさせて貰もらうさ」

　マクデブルクで失ったもの。

　それを皆、声をあげる事なく、自分に言い聞かせるように呟いた。

「──Vive La栄光あれ　 Anne」

　声を重ね、しかし叫ばない。

「もう、喪そう失しつを主張する時期は終わった」

「今は晴らす時」

「小さな神女が作った次なる時代に、我らがいると示すため、彼女を失った事を胸の中に確定とし──」

　皆は口を開いた。そして巴パ里リの市し壁へき上に立つ姿すがたが右手を挙げた。

　太陽王ロワ・ソレイユだった。彼は皆に振り向き、

「初めて言おう。先せん代だい総そう長ちようへ贈る言葉だ」

　それは、

「──AMEN」

　皆が、十じゆう字じを切って同意した。

　夏の日ひ差ざしの下。赤を主とした銃じゆう士し隊たいと、白を主体とした武ぶ神しん団だんが前に出る。

　AMEN。足音と駆く動どう音に声を重ねるが、皆、言うのは一度だけだ。

　言った者から、前に行く速度を上げ、

「行くぞ」

　おお、と今こそ皆が吠ほえた。

「覇は道どうの道をここで始めるぞ……！」
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　戦せん闘とうが始まりますね、と清きよ正まさは前ぜん線せんに立ち、そう思った。

　今、自分がいるのは北側の強化加か護ご施し設せつの前だ。

　点在する強化加護施設の数は、大だい規き模ぼなものが東西南北に四つ。小しよう規模なものがその間に四つ。合計八はち施設ではあるが、小規模なものは大規模施設からの加護中ちゆう継けい点てんだ。大規模施設を落とさない限り、加護の発生は止まらない。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国もP. A. Odaも、相あい対たいするのは巴里から大規模施設に向かうライン上だ。

　大規模な、四つの前線が巴里から進み、各かく方向に向かっていく。

　清正がいる北部。そこにある大規模施設は、五十メートル程の輸ゆ送そう艦かんを転てん用ようした黒い建たて屋やだ。その前では、M. H. R. R戦せん士し団や、低空に位置させた航こう空くう艦かんが守りについている。

　自分がいる北部は、迫る敵の数がやや多い。

　巴里を流れるセーヌが、東から入って西に抜けていくからだ。

　下流側がわとなる北部は、しかしセーヌの流れに面していない。水すい没ぼつのプロセスとして、北部はその面積に水を湛たたえ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側からすれば水没までの時間稼かせぎとなる場所なのだ。

　六護式仏蘭西としては、大規模加護施設を壊こわす事が出来れば良し、そうでなくても、

「下流となる西側を潰つぶせば良し、という事ですね」

　迫る敵を前に、清きよ正まさは西を見た。

　そこに、敵の大たい勢せいが存在している。

　こちらに向かってくる相手の、二倍近ちかくがいる。対するのは、

・巨　正：『蜂はち須す賀か様さま、そちら、どうですか』

・６　　：『静か』

　え？　と清正は思った。今の蜂須賀の言葉に対し、

　……静かにしろ、という事ではないですよね？

　だが、向こうも、自分の言葉が少ないと思ったのだろう。

・６　　：『砲ほう撃げき先せん行こうで来る』

・巨　正：『ああ、確かにそうですね。この、変な〝間ま〟、ってあれですよね』

・しとお：『何で御ご座ざる？』

・黒　竹：『わくわくしますね──！』

・６　　：『お前は──!!』

　まあ、ある程てい度どは大だい丈じよう夫ぶだろう。何しろ、

「皆さん、落ち着いて下さい！　竹たけ中なか先せん輩ぱいの聖譜顕装テスタメンタ・アルマがありますから、勇気を持てば一回は確実に凌しのげます！」

「Ｔｅｓテスタメント．……！」

　と皆が頷うなずき身み構がまえた。その時だった。

・黒　竹：『あ、あとですね。一つ、白はく状じようします』

・□□凸：『何か大だい事じな事でも？』

　Ｔｅｓ．、と竹中が頷く声がした。

・黒　竹：『実は、ちょっと戦せん場じようが遠くてですね。私の聖譜顕装の力が届かないんですねこれが。──今まで黙だまってましたが』
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「うわあ──！」

　皆が顔を見合わせて叫びを上げた。

「俺おれ、余よ裕ゆう見て、ちょっと装そう甲こう軽いので来ちゃったよ！」

「私も一回くらいならいっか、って、身体からだのライン出るので来ましたけど！」

「ひょっとしてえろえろの当たる範はん囲いじゃないと効果ないんですか!?」

・黒　竹：『多分、片かた桐ぎり君のいる南側が、ぎりぎり効果あるかなー……。一応、表おもてには出してますんで、片桐君、ちょっと試してみませんか』

・□□凸：『い、嫌いやですよ！　そんなファジイな試験！』

・巨　正：『あと、すみません、それ、何で先に言わなかったのですか？』

・黒　竹：『いや、先に言うと萎い縮しゆくされるし、ハイダメージ感かん無いですからー』

・６　　：『〝感〟で決めるな……！』

　蜂はち須す賀かが叫んだ瞬しゆん間かんだ。巴パ里リを囲む市し壁へきの上に、光が小さく幾いくつも生じた。

　……砲ほう撃げき！

　それを見た皆が、

「うわあ──！」

　竹たけ中なかの宣せん告こくが精神的にハイダメージ過ぎる。

　だが距きよ離りからして、着ちやく弾だんには十秒程ほどを有すると清きよ正まさは判はん断だんした。そして、

「……この距離だから、明確な照しよう準じゆんではありません！」

　皆を落ち着かせるために叫ぶのと同時。こちらの周囲に、幾いくつもの表示枠レルネンフイグーアが立った。後方の空に浮かぶ軽けい戦せん艦かんが、敵てき砲撃の着弾位置を読み、そこに警けい告こくの文字を立てたのだ。

　対し、当然のようにこちらからも砲撃が生じる。

　警けい告こくを作った軽戦艦。その砲撃照準が有効となる射しや程ていに、敵の前線が入ってきたのだ。

　敵が動いた。ならば、と清正は声を作った。

「総そう員いん……！　訓くん練れんと同どう様ようの準備をしなさい！」

　カレトヴルッフを前方の宙に突き出し、清正は全身を構えた。敵の砲撃に対しては、

「この場で応おう撃げきします！」
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　着弾は一いつ瞬しゆんの複数回かいだった。

　飛ひ来らいしたのは長ちよう射しや程てい用ようの加か速そく加か護ごが入った実じつ弾だん型がた。それは放ほう物ぶつ線せんを描き、M. H. R. R.神聖ローマ帝国側の防ぼう護ご陣じんへと叩たたき込まれていく。

　落らつ下か地ち点てんは背後の戦艦が行った計測で明確化されており、該がい当とう地域にいる者達は退たい避ひした。動き方は、砲ほう弾だんに対して逆ぎやく扇おうぎ状じように列を割って行くもの。砲弾が地面と激げき突とつした際、斜め当たりに滑すべって行く可能性があるからだ。

　しかし、陣じんの中心近くでは退避が上う手まく進まない。

　機き動どう殻かくは、動き出せば速いが、高い初しよ速そくと微び調ちよう整せいは苦にが手てなのだ。それが固まれば尚なお更さらで、皆は頭ず上じように浮いた表示枠の内容が〝ここ多た分ぶん危険〟[image: ]〝ここかなり危険〟[image: ]〝避よけないの？〟と変わっていくのを見て、

「う、後ろの野や郎ろう共ども、他人ひと事ごとだ！」

〝ごめん……〟

「謝らないで何とかしろ──！」

〝きたぞー〟

　わあ、と皆が、表示枠の真ま下したの一人を見た。そして、

「お前どうにかしろ！」

「無む理り言うな！　俺おれ、しゃがむから後ろ頼む！」

　左右の二人が、無む言ごんで両脇わきから腕を突っ込んでしゃがめないようにした。釣つり上げ気ぎ味みになった該がい当とう者しやは、脚あしを振って、

「やめろおおおおおおお！」

「総そう員いん、目を逸そらせ──！」

　と、機き動どう殻かくの皆が声をあげた瞬しゆん間かん。彼らの頭ず上じように人ひと影かげが舞った。

　P. A. Odaの夏服姿すがた。体たい操そう服にも見える術じゆつ式しき軽けい装そう甲こうの一団が、着ちやく弾だん場所の宙に向かって機動殻隊たいの上を突っ走ったのだ。

　身み軽がるに、肩かた上うえや構えられた槍やりを蹴けって彼らが行くのは、着弾の予よ測そく地点。

　そこに向かう疾しつ走そう者は手に旗はた様ようのものを持っていた。長い、五メートル程の柄えがあるそれは、布に紋もん章しようが刺し繡しゆうされている。

　描かれる文もん様ようは風と雲と流れる光。先せん頭とうを行く一人がそれを広げ、跳ちよう躍やくする。

「風ふう神じん応おう援えん旗き……！　対たい砲ほう撃げき応用展てん開かいで行くぞ！」

　言うなり、彼は空中で、広げた旗を軽く手た繰ぐるように回した。

　その動き一つで、旗が漏ろう斗と状じように変形した。そして彼らは空中で身を回し、

「そこだ……！」

　柄え尻じりを投げ槍宜よろしく地面に投げ刺す。

　刺さった。漏斗の底が布だというのに地面に食い込んだ。

　直後。砲ほう弾だんが旗で作った漏斗の中に飛び込んだ。

　着弾する。その力は、旗による筒つつの底で地面に激げき突とつし、爆ばく風ふうを弾はじき上げる。だが、

「やった！」

　爆ばく圧あつの全てが、空に吐はき出された。

　旗の内側に仕込まれた風の防ぼう護ご緩かん衝しようと、それを突き刺す事によって生じる極ごく狭きよう面積の大地への加か護ご負ふ荷か。

　それは、半はん径けい数十センチというピンポイントで着弾の地面を硬こう化か。そこで散った砲弾の衝しよう撃げき波はは、旗の漏斗で空へと逃がされた。

　爆圧を封じ込めないのが〝仕掛け〟だ。旗は勢いよく張り、内側を散らせて広がって行く。だが、その頃ころにはもう爆圧は空に抜け、旗の漏斗によって巨きよ大だいな笛ふえの音ねを鳴らしていた。

　布が弾はじけるような、裂さけるような、しかし短い旗の翻ひるがえり。

　内側には、羽は柴しばの紋章である五ご三さんの桐きりがある。それは千ち切ぎれながらも風に自分を主張し、

「おお……！」

　砲撃に対し、自分達たちは守られたと、前ぜん線せんが声をあげる。そして、

「次じ弾だん来るぞ！」

　解わかっている。だが、皆は前に出ない。左右に自じ陣じんをやや広げ、回かい避ひと、新しん規き追加される旗はたの緩かん衝しようを行いやすいようにして、

「来いよ初期の本ほん命めい……！」

　槍やりを空に構え、叫んだ瞬しゆん間かん。それが来た。

　黒の巨きよ影えいを飛ばせて来るのは、ベルンハルトが連れてきた地ち竜りゆうだった。
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　飛び込んできた竜は、四頭とうだった。

　それも、一頭ずつ、四し方ほうの強化加か護ご施し設せつと敵てき陣じんに向かった。

　二頭を巴パ里リの防ぼう護ごに残したまま、迅じん速そくな攻こう撃げきを行う動きだ。

　対し、まず、北にいる清きよ正まさ達たちが退たい避ひと防護を同時に行った。竜が落ちるスペースを空あけ、竜が着ちやく地ちしたら一気に包ほう囲い攻撃を加える。それが彼女達の戦せん術じゆつだったからだ。

　応じるように、西にいる蜂はち須す賀かも、玄げん武ぶの防ぼう護ご障しよう壁へきを展開しながら下がった。彼女も、周囲の皆と共に、やはり竜の落らつ下か地点を空けた半はん弧こを作る。

　そして福ふく島しまも、片桐も、隊たいを前に走らせて後ろのスペースを空けた。

　直後に竜が落下した。だが、落ちる位置が違った。

『……おお！』

　竜は着地直前に翼つばさを動かし、身体からだを浮かせたのだ。

　巨きよ大だいな獣けものの翼が、瞬しゆん間かん的てきに空気を下へと蓄たくわえる。結果として浮いた巨きよ体たいは、わずかに緩ゆるやかな滑かつ空くうを見せて、あるものに激げき突とつした。

　羽は柴しば戦せん士し団だんの背後。低空で浮かんでいる戦せん艦かん群ぐんの中央艦かんに、竜は体当たりしたのだ。
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　激げき突とつ音が響ひびいた。

　金きん属ぞく部品やフレームがまとめて破は砕さいする音は、硝子ガラスがぶちまけられるような響ひびきを持つ。

　戦艦としては小型。約二百メートル程のガレー船は、その中央に自分の半分程もある大だい質しつ量りようを食らった。

　戦艦は、左さ舷げんを巴里に向けていた。

　左の装そう甲こう板ばんは、竜の身体という大だい面積に押されて内側に歪ゆがむ。フレームが一いつ斉せいに押されたため、竜の全身を模もした〝型〟が左舷につく一方で、右う舷げん側がわには全ての歪みが拡かく散さんした。

　竜の〝型〟は、戦艦の内部において、真まっ直すぐ右舷に通る訳わけではない。歪みはどちらかというと曲面に広がり、押されたフレームは針はり玉だまのように弧を描き、右舷へと己おのれを突き出した。

　貫かん通つう音が艦かん内ないから響き、右舷側がわから折れたフレームが弾はじけ出る。

　右舷は膨ふくれ、展てん長ちようについて行けない装甲の設せつ置ち部分が、ボルトを弾け飛ばした。

　そこまでが、変形による破は壊かいだった。

　が、というのが軋きしみであるならば、き、というのはフレームの破は砕さいだ。軽く弾はじけるボルトの吹き飛びも高らかに、風が動いた。

　戦せん艦かんが空中で、竜りゆうから剝はがれるように浮いたのだ。

　衝しよう撃げきと、仮か想そうの海が飛び、空中に白い霧きりを生む。

　直後に、内部の出力系けいが破は裂れつした。流りゆう体たい燃ねん料りようが光の煙を上げ、左さ舷げんにて圧あつ縮しゆくされた砲ほう台だいが、術じゆつ式しき火か薬やくと砲ほう弾だんを誘ゆう爆ばくした。

　爆ばく発はつする。

　しかしそれも、左舷の歪ゆがみと押し潰つぶしの管理下かだ。爆ばく炎えんも衝しよう撃げき波はも、潰つぶされて閉じた左舷からではなく、内部の押さえを失った右舷に向けて発生し、

「────」

　戦せん艦かんが、曲げられ、広げ伸ばされた右舷から裂さけ燃えた。

　断だん続ぞく的てきな爆発と、全体を走る大きな衝撃波は、内部フレームを投げ槍やりのように吐き出した。爆発は戦艦の全体を砕くだき、二百メートルの巨きよ体たいは果くだ物ものをむしり取るように千ち切ぎれていく。

　後に残るのは、爆発の風に押されて舞い上がろうとする竜だ。

　赤黒い装そう甲こうの身は、翼つばさを広げ、散っていく戦艦を見下ろしていた。
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「いかんな」

　と、空での成果を評ひよう価かする声が、巴パ里リにあった。

　西側、市し壁へきの上で、状況を確かく認にんしていたベルンハルトだ。彼は獣けものの瞳ひとみで西の空を見て、

「いかん」

「何がですかい」

　と、応じるのは、彼の横にて望ぼう遠えん術じゆつ式しきを使っているアルマンだ。

　男おとこ型がたの自動人形ベル・デ・マリオネツタは、沈む戦艦の型かた式しきなどを確かく認にんしながら、

「竜が暴あばれるには、戦艦クラスの砲ほう撃げきこそが面めん倒どう。だからまず牽けん制せいのためにも敵の戦艦の内、指し揮き系けいを執とっているものを沈める。悪い判はん断だんじゃありませんや。

　その後で下の地上部ぶ隊たいを潰せば良い。──弱い地上部隊を狙ねらって来ると思っていた敵にとっては、これは不ふ意い打うち。そういう作戦では？」

「敵の方が、こちらの脅きよう威いをよく解わかっていた」

　だから、

「もう遅い」

　ベルンハルトが呟つぶやいた時、アルマンが声をあげた。

　彼が見ているのは西の空。そこに沈んでいく戦せん艦かんが一いつ隻せきある一方で。

「……他、左右の艦が動いた？」





●






　突とつ撃げきの竜りゆうは、影を感じた。

　自分の左右後うしろに、敵の軽けい戦艦が二隻せき、回り込んでいるのだ。

　それは先さき程ほどのこちらの突とつ撃げきから、艦に回かい避ひ運動を取らせたようで。しかし、

　……何だ？

　竜りゆうは思った。何な故ぜ、こいつらは、砲ほう撃げきをしねえ、と。

　その答えは即そく座ざに来た。

　始まりは光だった。それも、左右からではなく、下だ。

　落ちていき、地ち表ひように激げき突とつするだけとなった筈はずの戦艦が、光を放ったのだ。

『……!?』

　竜が声をあげる間も無い。一いつ瞬しゆんで、下の戦艦と、左右の戦艦が爆ばく圧あつの塊かたまりとなった。

　爆ばく砕さい術じゆつ式しき。戦艦を利用した大型爆ばく雷らいの破は裂れつだった。





●






「よっしゃあ──！　〝一いつ挙きよ両りよう得とく〟！　おねーさん読み勝ちましたあ──！」

　巴パ里リの南部遠とおく。分離した安土あづちと輸ゆ送そう艦かんの並びの上に、竹たけ中なかの声が響ひびいた。

　今、巴里を囲む空に、巨きよ大だいな爆ばく炎えんの花が咲いている。まだ音は聞こえてこない。

　だが、成果は出した。

「戦艦十二艦かんで竜四よん匹ひき。各かく方ほう位い、残り三艦ずつ。初しよ手てとしては悪くない削けずり合いですね。

　まだ艦群はあるのでハイダメージとは行きませんけど、残りの竜が二匹になったのは、結けつ構こうなリターンじゃないですかね」

　だから、

「もうちょっと頑がん張ばると、おねーさんの目にも、勝ち目が見えてきますかねー」
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　清きよ正まさ達は、戦せん場じように伏していた。

　空に見えるのは四重の大だい爆ばく発はつ。

　火か焰えんと煙。そしてそれらを内側から広げて吹き飛ばす衝しよう撃げき波はの刃やいば。

　何もかもを破は壊かいして吹き飛ばす炸さく裂れつの向こうからは、

「総そう員いん防ぼう護ご……！」

　大気緩かん衝しようによる放ほう電でんが、落らく雷らいのように大地を舐なめた。

　瞬しゆん間かん的に空気が焼き切られ、金属的な匂においが戦せん場じように漂ただよう。

　だが、空から鉄の破は片へんと焼け錆さびた残ざん骸がいが落ちてくる向こう。

　色あせた青空からは、焼け砕くだかれた竜りゆうが落らつ下かし、

「おお……！」

　後ろ。遙はるか向こう。堤てい防ぼうよりも彼方かなたの大地に、重じゆう量りよう物ぶつとして彼らはぶち当たった。

　震しん動どうが走り、地じ鳴なりが届き、その頃ころになって空からの衝しよう撃げきが皆に届く。だが、

「旗はたが……！」

　大地に突き刺ささる防護の旗が、今こそ力を発はつ揮きした。

　空からの圧あつ撃げきに対し、羽は柴しばの紋もん章しようが入った旗は翻ひるがえり、圧あつ壊かいの力をアジャストする。そのたびに旗は千ち切ぎれ、流りゆう体たい光こうが風に舞った。だが、

「総員、起き立りつ……！」

　清きよ正まさの叫びに、皆が立ち上がる。

　構え直す。その身体からだが向く先は、近付いてくる六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの前線だ。

　皆は、敵と向かい合い、口を開いた。

「何ものも、ここを空あけさせんぞ……！」
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「Ｔｅｓテスタメント．、向こうもよくやる」

　遠く、不ふ動どうの宣せん言げんを聞いて、巴パ里リ市し壁へき上じようにいる太陽王ロワ・ソレイユは口を開いた。

　夏の午後。熱気をはらんだ風が北と西、そして東からやってくる。鉄の匂においを含んだ風は、しかし巴里を覆おおう防護障しよう壁へきに当たり、街の内部には入れない。

　轟ごう音おんとも言える大気の流動音おんは、防護障壁を昇り、下ろうとしてまた上がって来る風に叩たたかれるだけだ。

　軋きしむような、裂さけるような風音に重ねて、太陽王が言葉を続けた。

「ベルンハルト、──地ち竜りゆうの半はん減げんと、敵の軽けい戦せん艦かん十二隻せき、引き替えの価か値ちはどれだけあると思う？　少なくとも、こちらの戦せん術じゆつの一つは崩くずされた訳わけだが」

「Ｔｅｓ．、今のこちらの攻こう撃げきで、敵の航こう空くう戦せん力りよくは半はん減げんした」

　ベルンハルトは、西を守る地ち竜りゆうの振り返りに、頷うなずいて告げた。

「空からの脅きよう威いを押さえれば、こちらの勝ちだ。今の攻撃は価値があった。

　敵の軽戦艦といえど、現げん役えきの三艦を潰つぶすのは大型の地竜とて容よう易いでは無い。損そん耗もう率りつから考えれば妥だ当とうだろう」

『そう言って頂いただけると有あり難がてえっす』

　東の地ち竜りゆうが、ふと身をかがめ、地面に落ちていたものを拾ひろった。

　それは、竜の爪つめに満たぬ大きさの、しかし鋭えい角かくなもの。

『ちと俺おれらも勉強したんすけど、これ、対たい戦せん艦かん用っすよね』

　Ｔｅｓテスタメント．、とアルマンが頷うなずいた。

「先せん端たんにクロイカネを使用してる。備び前ぜんをほぼ掌しよう握あくした羽は柴しば特とく注ちゆうの砲ほう弾だんだろう。見た目通りの硬こう度どを保ってるなら、軽けい戦せん艦かんの小型砲ほうで撃うっても、至し近きんなら戦艦級きゆうの装そう甲こうを穿うがてる」

　ほい、と竜がアルマンにそれを放った。だが、砲弾はアルマンに届く前に、見えない壁に弾はじかれる。だからというように、アンリが右手を前に送った。

　空中に、彼女の武神ルール・デ・マリオネツタが持つ赤のブレードが射しや出しゆつされた。

　増ぞう強きようされたそれは、長さ八メートル。その側面に砲弾を拾い、アンリは手て捌さばきに同どう調ちようさせたブレードで、アルマンに砲弾を投じる。

「どうだ？　硬度は」

「Ｔｅｓ．、ちょっと待て」

　アルマンは、片かた手て一本で長さ六十センチ程ほどの砲弾を受け取った。

　ベルンハルト達の視線の集まる先、アルマンは手で砲弾に触れた。アンリが彼に振り向き、

「どうだ？　アルマン」

「Ｔｅｓ．、一つ解わかったのは、触れて解るようなヤツがいたらそいつはおかしいと言う事だ」

「もう一つ解ったろう？　いい加か減げんな事を言うと責任を取らねばならないと」

　半はん目めのアンリの言葉に、太陽王ロワ・ソレイユが小さく笑う。

「とはいえ、こんなものが飛んでくると考えたら、どうだ？　アルマン」

「──人に向けて撃つもんじゃありませんなあ」

「竜は人か？　アルマン」

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、英国まではいきませんが、結けつ構こう雑ざつ多たですぜ」

　言って、彼は地竜を見た。

「連れん中ちゆう、巴パ里リに向けてこれを撃ち込んで来たから、地竜としては下の地上部ぶ隊たいより先に、戦艦を潰つぶした方がいいと考えた訳わけだ。──地上部隊を踏み潰す最さい中ちゆう、上からこれで集中攻こう撃げきされたら、地竜とてタダじゃ済まないだろうし」

『そういう事。だからそうしたら、一発食くらった訳』

　だったら、と太陽王は肩をすくめた。

「どうする？　ベルンハルト、この時点での竜の運用は」
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　安土あづち城の艦かん首しゆ甲かん板ぱん。その上で、自じ動どう人形が差す日ひ傘がさの下に入りながら、竹たけ中なかは表示枠レルネンフイグーアを見ていた。

〝三さん千ぜん世界〟の計算による、戦せん場じようの流れだ。計算によって絞しぼり込んだお互いの動きの中で、幾いくつかの最適なものと、幾つかの不ふ都つ合ごうなものを並べている。だが、

「う──。動きが止まりましたね──」

　竹たけ中なかは手を動かし、右の二枚を正面に持って来た。

「つまんなーい。ほら、おねーさん、もっとゴシャアっと、ねえ？」

・６　　：『[image: ]しかる前に、そちらの言い分』

・黒　竹：『あ、Ｔｅｓテスタメント．！　今ですね、巴パ里リ側がわの竜りゆうが、前進した訳わけですよー』

・６　　：『見えてる』

　はいはいはい、と竹中は言って、別の表示枠レルネンフイグーアを出した。〝面めん倒どう〟とタグがついているそれは、竜達の位置を示したもので、

・黒　竹：『でも連れん中ちゆう、二キロ程ほど前に出て来ましてね』

・□□凸：『だけど、それを上からの砲ほう撃げきで足止めしてますよね？』

・しとお：『否、これは、こちらの砲撃が引きつけられているので御ご座ざります』

・□□凸：『どういう事です？』

　そ・れ・は、と竹中は、現在の戦場を横から見た概がい要よう図ずを出す。そこに見えるのは、前進を止めて守りに入った六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ勢と、後ろにいる竜の距きよ離り関係だ。

・黒　竹：『正直、こっちとしては竜よりも向こうの地上部ぶ隊たいを減げん少しようさせたいんですね。

　だから戦せん艦かんの砲撃をなるべく下に向けて、地上部隊を撃うちたい、と』

・巨　正：『だけど竜が後ろにいると、竜への牽けん制せいをしないといけませんよね。

　後ろにいるものを撃つ時、砲は上に向けないといけませんから、竜が前に出てこられると、地上部隊を撃てなくなって厄やつ介かいなのです』

・□□凸：『Ｔｅｓ．、……そういう事だったんですね。でも、それだったら、竜に砲撃を集中したらどうなんです？』

・黒　竹：『それがまあ、軽けい戦せん艦かんだとあの辺り、ぎりぎりで弾だん速そくが落ち始めるところでねー……。軌き道どうが下がるから、あのくらいのデカブツだと、装そう甲こうの構え方一つであまり意味無ないものになっちゃう筈はず。流りゆう体たい砲ほうにしてやればいんだろうけど、今は強化加か護ごに流体燃ねん料りよう全部回まわしてますしねー……。どーしたもんかと』

　仕方ない、と竹中は指し示じを出す。

「南部の軽戦艦を前に。こっちは逆に三キロ詰めて、巴里を砲撃。竜達に、巴里が大だい事じだと気付かせてやらないといけません。巴里の水すい没ぼつ状況を見ながら、また別の指示を出していくので、いろいろ準備をして下さいねー」

・６　　：『こら、説せつ教きよう』

　いやいや、と竹中は言った。

・黒　竹：『ちょっとこの先、面倒な展開になりそうなので、いろいろ切り替えますね』
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「──まだ、向こうの勝敗が明確になる時期ではない、か」

　正まさ純ずみは、腕を組み、浅あさ間まとミトツダイラから送られてくる表示枠サインフレームを見る。

　浅間からはIZUMO経けい由ゆで。ミトツダイラからは人狼女王レーネ・デ・ガルウの通つう神しん加か護ごが自動取しゆ得とくする情報の提てい供きようとして、だ。

　二人の渡す表示枠を、皆は見て、それぞれが意見を交換する。

　馬ば鹿かですら、ホライゾンと二人、そして後ろに姉と浅間を置いて、ミトツダイラの戦せん場じよう解説を聞きながら頷うなずいている。

　そしてネシンバラが頭を搔かき、

「これ、羽は柴しばは戦場を速く回そうとして出来ず、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側は戦せん闘とう時間を引き延ばそうとしているね」

「解わかりやすく言えるか？」

「待て、ヅカ本ほん多だ君くん。僕がいつも解りにくいような、たとえば回りくどいアプローチをしているというのかい？　僕としては説明などはなるべく簡かん潔けつにしているつもりだが、不要な前まえ振ふりがあるとでも言いたいようだね」

「自分の問い掛けに自分で応こたえてるぞお前」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラが右手を肘ひじから挙げた。

「六護式仏蘭西は武ぶ神しん団だんや異い族ぞく部ぶ隊たいもありますけど、それらをまだ一いつ斉せいに出してカタをつけに行ってませんわ。

　対する羽柴は、突とつ撃げきした竜りゆうに対して即そく座ざの迎げい撃げきを行う用意がありましたの。

　つまり、六護式仏蘭西は遅ち滞たい的攻こう撃げき。羽柴は即そく座ざ応おう撃げき。そういう事ですの」

　皆が、ネシンバラの近くから、ミトツダイラの正面に移動した。

「あっ、き、君達は作戦を立てる軍ぐん師しが誰だれだか忘れたようだね……!?」

「宗むね茂しげ様さま、私、最近思おもうようになったのですが、肩かた書がきにこだわっていては見み苦ぐるしいだけなのかもしれませんね……」

「誾ぎんさん、こだわりは大事です。それはプライドですし、その肩書きを与えてくれ、支えてくれた人達への矜きよう恃じですからね。──ただ、しがみついたり振りかざすのは駄だ目めでしょう」

「だそうだ、ネシンバラ」

　言うと、ネシンバラがポーズをつけてミトツダイラを指さした。

「勝負だ！　ミトツダイラ君！」

「物理ですの？」

「ク、クイズだよ！　何を恐ろしい事言ってんだ！　──ジャンルは歴史で行こう！　そうだな、有名武ぶ将しようや大だい名みようだといいね！」

「汚いな！」

　皆が総ツッコミを入れる中、ホライゾンが右手を挙げた。

「では第一問。松まつ平だいらが天てん下かを取った後の世からの出題です。──常陸ひたちの国くにの第だい二に代だい藩はん主しゆとなった方かたの好きであった食べ物とは何でしょうか」

　え？　とネシンバラが首を前に振る。ホライゾンは、左手も挙げ、

「ラーメンではありません」

「そ、そりゃそうだろう！」

　言うネシンバラの横、ミトツダイラが首を傾かしげて、エアボタンを押した。そして、

「──鮭さけ」

　その答えに、一いつ拍ぱくの間まをもってからホライゾンが右の親おや指ゆびを立てた。

「正解ですミトツダイラ様！　ハイ、ネシンバラ様の持っていた解説権けんはミトツダイラ様に移動します！」

「ちょ、ちょっと待った！　何で解わかったんだミトツダイラ君!?」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラが肩を落として即そく答とうする。

「だって、常陸の第二代藩主って、私の襲しゆう名めい先さきの水み戸と・光みつ圀くにですもの」

「卑ひ怯きようだ……！」

「ジャンル決めたお前もだよ！」

　皆でツッコミを入れた後、ミトツダイラが吐と息いきする。

「だから一応、ヒント一回、見み逃のがしましたのよ？」

　ミトツダイラの言葉に、ホライゾンが、うんうん、と頷うなずくと、

「調べると、意い外がいにいろいろ食しよくしておられますね、ミトツダイラ様の襲名先のコーモンは」

「そ、その呼び方はちょっとやめませんのホライゾン！」

　でも事実だしなあ、と正まさ純ずみはしみじみ思った。

　しかし、解説権がミトツダイラに移ったと言う事は、

「──話が早い。これから六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと羽は柴しばはどう動くと思う？」
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　Ｊｕｄ．、とミトツダイラは胸に手を当てて応じた。

　六護式仏蘭西出しゆつ身しんとは言え、現状においては皆とさほど知ち識しき量りように差は無い。ただ、地元としてニュース類を追っているくらいのアドバンテージだ。だがまあ、

　……定期的にいろいろ見ているから、それらの〝繫つながり〟を理解してますものね。

　だからミトツダイラは考える。このところの六護式仏蘭西の動きと巴パ里リの情じよう勢せいを。そして、

「──六護式仏蘭西は、最低でもこの小お田だ原わら征せい伐ばつが終わり、関かん東とう解放が視野に入るまで、羽は柴しばに向けて積極的な行動を取らないと思いますの」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と手を挙げた者がいた。アデーレだ。彼女は首を傾かしげ、

「でも、じっとしてると、水みず攻ぜめが進んでしまいますよ？　水すい没ぼつしたら六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側は〝備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦い〟が成立したと、羽は柴しばにそう宣せん言げんされてしまうんですよね？」

「Ｊｕｄ．、そうなったら、羽柴は早そう々そうに戦せん線せんを引き上げさせてこちらに向かって来るでしょうね。──ただ、そうさせない何らかの時間稼かせぎの仕掛けが、あると思いますの。

　そうでなければ、ここで動かない理由が説明出来ませんわ」

　と、ミトツダイラは一枚の画が像ぞうを出した。

　最近、というにはやや難しい。一週間程ほど前の、六護式仏蘭西の通つう神しん瓦かわら版ばんだ。

　画像の中。手て描がきの絵で、大地の一面を覆おおう緑みどり色いろの麦むぎの畑の中に、巴パ里リがある。市し壁へきの作り直しが終わって防ぼう護ごを固めつつあると、そんな記事だ。

　……この中に、何か仕掛けが？

　あるのかどうか、自分にも解わからない。ただ、

「先の竜りゆうの突とつ撃げきは、羽柴側がわの用意を見る意味もあったのでしょう。そしてそれは、恐らく最高の成果を出しましたわ。六護式仏蘭西に〝時間を稼いで守るべき相手だ〟と思わせたのですから。しかし、その一方で──」

　ええ。

「羽柴側は、戸と惑まどっている筈はずですわ。何な故ぜ、六護式仏蘭西が、動きを止めたのかと。

　羽柴側の判はん断だんとしては、六護式仏蘭西は水攻めを避けるため、是ぜが非ひにでも動いてくるだろうと、そう思われていたのですから」

　今、六護式仏蘭西が待ちに入ったのは、羽柴側にとっては好こう都つ合ごうであり、不都合でもある。都合の良い見方をするならば、

　……待っていれば、勝かつ手てに巴里は水に沈みますのよね。

　だが、都合の悪い見方をするならば、

　……関かん東とう解放に介かい入にゆうするために、巴里の水攻めを早期に終えたい筈ですわ。

　どうすべきか。

　ミトツダイラは思し案あんし、しかし結けつ論ろんした。

「考え込んでいても仕方ありませんわね。次に動くのは、羽柴側からの筈、その時まで、こちらはまだ、小お田だ原わらに集中していた方が良いと思いますわ」

　Ｊｕｄ．、と頷うなずいたのは、正まさ純ずみだった。

　先さき程ほどまでアリクイと遊ぶ事に情熱を傾けていた副ふく会長に、ミトツダイラは笑えみで問う。

「復帰しましたの？　正純」

「Ｊｕｄ．、このタイミングでも、まだまだやる事はあるからな」

　と、彼女は立ち上がり、右手を振った。

「今、各かく国こくの代表の多くが休きゆう息そくに入っている。この間に、私達も動くぞ！

　──変形の国家間かん交こう渉しようを開始する！」
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　伊だ達て・成なる実みは、蕎麦そばが好きだ。

　うどんもなかなかだと思うが、手早く、というイメージだと蕎麦だと思う。

　特に蕎麦は寒かん冷れい地ちでも育つので、伊達家では有用となっていた植物だ。

　……蕎麦搔がきもいいけど、こっちだと蕎麦切ぎりが流は行やっているのね。

　酒と蕎麦、という組み合わせもなかなかいい。

　今、休きゆう息そく時間の中、成実は小お田だ原わらの軽けい食しよく屋やで蕎麦を手た繰ぐっている。四人席を一人で使用してはいるが、これは用よう心じんのためだ。

　……カウンター席では何かあった時に後ろへ避よけるしか無いものね。

　店が左に入口を持つ構造で、背後にしか余よ裕ゆうがない状態は避けたい。

　四人席で表おもて口ぐちと正せい対たいするように座れば、左右に避けられるし、テーブルを盾たてにも出来る。

　休息中とはいえ、何があるかは解わからない。そういう用心だ。そして、

「────」

　安全を確保したら、食って、飲む。

　小田原の酒は喉のどに弱い。が、澄すんだ味が頰ほおの内側に緩ゆるく熱い。

　地元の酒が喉や口に強く、一日の疲れなどを忘れさせるようなものならば、こちらの酒は一日にあった事を思い出させるような品だと思う。

　そして今、思い出すのは先さき程ほどの戦いだ。

　勝つにしろ、負けるにしろ、戦った記き憶おくは心に残る。

　勝ったとしても、高こう揚ようと、負かした相手への責任は残るのだ。

　今も同じだ。先程の戦せん闘とうの気分が残ざん滓しとして腹の底にある。

　会計は、正直言いって、話した事も無いし、あまり視し界かいの中で意い識しきした事も無い。

　だが、あそこまで見事に叩たたき潰つぶしてしまうと、それはそれで、

「……何をしに来たのかしら、あの会計」

　謎なぞだ。

　三年梅うめ組ぐみにはキチガ……、変わった連れん中ちゆうが多いので、何となく飛び入りで来たというのも有りだろう。だが、国家間の権けん益えきが掛かった戦争なのだから、もう少しインパクトのある代表……、否いな、インパクトはあった。詰めが甘かったというところだろう。

　アルマダ海かい戦せんで、三世西班牙トレス・エスパニアの副ふく長ちようとやり合った、というのは解わかる。

　しかし、あの時の記録資料と先程を比べると、明確に違う部分がある。

　……金ね。

　記録資料では、アルマダにおいて、金を湯ゆ水みずのように使っていた。

　先さき程ほどは、数万円が限度のような戦い方だった。

　……その程度が限度とか、何ど処この奉ほう公こう人にんのお父とうさんかしら。

　ひょっとして、一発逆ぎやく転てん狙ねらいで、金を稼かせいでいこうとしたのかもしれない。

「……だとしたら」

　悪い事をした、とは思わない。

　こっちは伊だ達て家けの代表だ。出しゆつ奔ぽんの身とはいえ、立場が明確なら、武蔵むさしの事を慮おもんぱかる意味は無い。伊達家とて、北方の地で生き延びるのに必死なのだから。

　と、徳とつく利りを手にすると、空からだった。

「御お銚ちよう子し、もう一本。──そこの自じ動どう人形」

「俺おれかああああああああああああ!?」

　……何かこの店、濃い。

　どうしたものか、と思っていると、

「おやおや、伊達の副ふく長ちようがここに来たかえ？」

　と、見知った姿すがたが表おもてから入って来た。

　反射的に座席を斜め座りに構えるが、声で相手は判はん別べつ出来ている。

「最も上がみ・義よし光あきね」







[image: 第五十三章『酒処の鉄女』]
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　成なる実みは、義よし光あきが正面の座席に座るのを黙もく認にんした。

「おい、そこの自じ動どう人形。こっちには麦むぎ茶ちやと、心太ところてんな」

「俺おれかあああああああああああ！」

　誰だれよ一体。否いな、北ほう条じよう・氏うじ照てるか。

　おうおう、と義光が頷うなずき、表おもてを後ろ手に指さす。

「表で寝てる子には、ちと塩入れた氷こおり水みずを頼むぞえ。蜜柑みかん味あじなどよかろ」

「──羽は柴しばの可か児にを倒したそうね」

「戦せん闘とうの事から話に入る女があるかえ？」

　呆あきれたように言う相手には、汗あせ一つ流した風ふうも無い。

　ただ、義光が小さく笑った。喉のどをココ、と鳴らし、

「女の匂においがするようになったのう、成なる実み」

「聞いてみたいわ」

　と、呟つぶやいた時には、左肩の外から、狐きつねの扇せん子すが当たっていた。

　こちらの肩を内側に軽く押す扇子の向こう、それを掲かかげる義光が言う。

「こちら、横に誰だれかがおるように見えるぞえ」

「幻げん覚かくが見えるようになったのね」

「私には、終ついぞそういう機き会かいがなくてのう。──ただ、子供は多いが」

　言われた意味を理解するまで、数秒が掛かった。だが、解わかってみれば、何となくこちらの心の中でも落ち着くものがある。

「幸いな事だと思うのは、当とう事じ者しやでは無いからかしら」

「子供の背せ伸のびを可愛かわいく思える程てい度どには歳としをとっておるよ」

　成なる程ほど、と成実は言った。猪口ちよこを口に当て、

「〝他人〟の背伸びをどう思うかしら」

「おお、怖こわい怖い」

　という声に、成実は首を軽く右に逸そらした。

　すると、あるものが顔の左を縦たてに抜けた。

　不ふ意いを打って義光が降ろしてきた扇子だ。

　かわされた義光が、自分の手の動きを切れ長の目で追い、

「──おお、怖い怖い。狐きつねの化ばかしを素すで逃のがれる女が何ど処こにいる」

「竜りゆうに効く化かしがあると思ってるのかしら」

　成程、と今度は狐が呟いた。

「竜には酒か」

「子供には飲ませられないわ」

「同どう意いよのう」

　呟つぶやいた義よし光あきが、カウンターに言う。

「酒。三本貰もらうぞえ」

「さっきの麦むぎ茶ちやはどうすんだあああああ!?　麦が可哀かわい想そうだろうがああああ！」

「それはそれで貰もらうぞえ」

「ならオッケエエエエエエエエエエエエ！」

　騒さわがしい店だ。だが、一ひと息いきの後で成なる実みは問うた。

「何かこちらに対して、言う事があるんでしょう？」

「Ｔｅｓテスタメント．、お前、政治は苦にが手てそうだからのう。──酒で収めて一ひと息いきつく前に、ちと、地元に連れん絡らくとってみるとええ」

　は？　と成実が眉まゆをひそめた瞬しゆん間かんだ。

　こちらの眼がん前ぜん。左右に、二つの表示枠サインフレームが出た。

　一つ、右の方には、伊だ達てからのもので、

『ハアイ！　今日きようから小こ十じゆう郎ろう君くんでえす！』
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　成実は無む視ししようとした。だが、表示枠はどういう操そう作さか逸そらした視線の先に回り込み、

『驚いた!?　驚いたかなあ!?　驚きましたよね？　何だその無む反応！　そうか、僕の事が嫌きらいなんだな！　だったら僕も君の事を嫌いでいるからそんな二人は平行線せん。何ど処こまでも走る馬ば車しやの轍わだちはしかし同じ方向に行くけど君のヘイトパワーの方が絶対強つよいから僕が超ちよう不利じゃないか！　脱だつ輪りんしていいか!?　いいんだな!?　うわ、その目つき！　何なに一いつ体たい、まるで僕の事を花か壇だんの世せ話わを楽しくやってたら植うえ木き鉢ばちの裏にゴミ虫見つけたみたいなその視線！　ゴミ虫にだって生きる意味があるんだぞ！　ゴミ虫である事に変わりないけど！』

「外に出てみると、相当ウザいわね……」

『あれ!?　中だとウザくなかったんですか!?　可愛かわいかったんですか？　そうですか！　そんな事今いま更さら言ったって僕は脱ぎませんよ！　いいですか!?　一枚だけですよ!?　仕方ないなあ、上を一枚脱いだら下も一枚脱がないとバランスがとれませんよね！　ほら、こんな可愛い僕がどうしてウザくなかったのか、言って見て下さい！　可愛いからですよね！』

「中だと物理的に大人おとなしくさせられたもの」

『な、何で君は出しゆつ奔ぽんして外に出てるのに地元に対してセメントなんだ！　ホームシックにかかって毎まい晩ばん毎晩僕に通神文メール送ろうか迷ったりはしないのか!?　〝小十郎、騒がしくしてたらトドの餌えさにするわよ〟とか！　僕はアザラシの方が好きです！　だって野の晒ざらしみたいだから！』

　やかましい。

　向こうで義よし光あきが笑ってるのを余よ所そに、成なる実みは左に来ていた表示枠サインフレームを見た。

〝緊きん急きゆう案あん件けん〟の字が灯ともった枠わくの中、そこに映っているのは、

「副ふく会長？」

　武蔵むさしの副会長だ。

　彼女は、後ろで武蔵の姫ひめがメロンの皮を剝むき始めているのを気付きもせず、

『いいか、伊だ達て・成実。少々、武蔵代表として、伊達家代表に相談がある』

「何かしら」

『そちらが武蔵に勝利した一勝分ぶん、どうすれば帳ちよう消けしに出来るだろうか』
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　正まさ純ずみは、交こう渉しようの意味合あいを考える。

　既すでに内容については吟ぎん味みしている。

　これは取引だ。

　国家間かんで戦争権けん益えきを遣やり取りし、自分達を優ゆう位いにするための取引だ。

　戦争とは、スポーツではない。国家の政治行こう為いであり、権益行為なのだ。

　ゆえに国家は、戦争で得た権益を政治として用い、他国への交渉材料と出来る。

　そのための相手として、正純はまず伊達家を選んだ。

　実際の所、武蔵側としては、伊達家に敗はい北ぼくを一つ譲ゆずってもあまり痛みはない。

　武蔵が北ほう条じよう側がわについているのは羽は柴しばの要よう請せいによるものだし、伊達家が武蔵側に権益を求める場合、それは単純に金や土地を要求されるのでなければ、両りよう国家としての繁はん栄えいに繫つながるものが多い筈はずだ。

　……通つう商しよう路ろの権利を融ゆう通ずうしろと言われても、それは結果としてこっちにも得だしなー。

　もしも向こうが一勝分を帳消しにしないならば、向こうの要求する権益をそのように誘ゆう導どうする事も出来よう。

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、正純は言った。

「帳消しの手段、伊達家としては何を望む？」

　そうね、と成実が言った。

『──私に勝てばいいだけじゃないかしら』
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・金マル：『ウッキー……、ナルミン凄すごい無む茶ちやを言うよ……』

・ウキー：『まあ実際、シロジロがうどんになったのがいかんのだ……』

・俺　　：『あの馬ば鹿か、今回は製せい麵めんか……』

・〇べ屋：『やめてよその言い方！　まだうどんになってないよ！　練ねってる最さい中ちゆうだよ！』

・副会長：『よく考えたら、私の今の交こう渉しようはベルトーニをうどんから人間に戻すためのものなんだよなあ……』

・あさま：『大変ですね……』

・〇べ屋：『だ、誰だれのせいだと思ってるのこの巨きよ乳にゆう！』

・礼賛者：『そもそも何でベルトーニ君は戦せん場じように出たんですか』

・〇べ屋：『はあぁ？　金のためだよぅ？　解わからないのぉ？』

・礼賛者：『そ、その〝解らない事を蔑さげすむような態度〟！』





●






　小お田だ原わらの現げん場ばにいる者からは、武蔵むさし側の通つう神しん状況は解らない設定になっている。

　成なる実みは、副ふく会長が周囲の表示枠サインフレームを現れるごとに消しているのを見て、

　……これ、何も知らないと、会議をやってるように見えるわね……。

　実際は、バーバリアンメンタルな連れん中ちゆうがウホウホ騒さわいでいるのを、管理小ご屋やの主あるじがあしらっているだけに過ぎない。

　とはいえ、そういう流れもまた仕方ないと言えよう。

　武蔵の皆の実力は確かなところだ。ある意味、他国との平均性せいからは外はずれているが、要よう所しよを押さえられる人じん員いんがいる。ゆえに他国から見ると、武蔵にはセオリー外の攻こう撃げきや対たい応おうを仕掛けられて面めん倒どうになるのだ。

　かつて自分も面倒になった訳わけだ。だから一応、言っておく。

「私と相手をするのが嫌いやかしら」

『んー、ちょっと待ってくれ。緊きん急きゆう扱いで聞いてみる』

　副会長が、新しい表示枠を開いた。
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　大おお久く保ぼは、自じ動どう人形が運営している湯ゆ屋やにいた。

　自分で望んできた訳ではない。

　里さと見み生徒会長が身を隠かくそうというので、それについてきたのだ。

〝義ぎ〟は自じ律りつ駆く動どうで武蔵に戻しており、里見生徒会長は〝義〟から持ち出したサバイバルキットの頭ず陀だ袋ぶくろを担かついでいる。

　戦せん場じようで銭せん湯とう、というのも非ひ常じよう識しきだし副会長のネタのようだと思ったが、〝まさかこんなところに〟という隠れ場所であるのも確かだろう。

　念のため、脱だつ衣い場じようで十分程ほど息をつき、外の動きがこちらに向かっていない事を確かめた。

　その上で、里さと見み生徒会長がこちらに手渡すのは、

「非常時用ようの肌はだ着ぎだ。浅あさ間ま神じん社じや側で作られたもので、符ふなどの防ぼう護ご効果を仕込める。

　万まんが一いちもあるから風ふ呂ろの中では着ておけ」

　つまり自分の装そう備び変へん更こうと、仕切り直し。里見生徒会長は汗あせを落としたいと言っていたが、現げん場ばに来てよく考えたら、

　……これ、彼女の方が私に気を遣つかってるんやろなあ。

　彼女は休きゆう息そく時間だが、護ご衛えいとして付き合っているつもりなのだろう。自分の性格からしても、他人に付き合わされる、という強ごう引いんな状況の方が、気が楽だ。

　……あー、これ、副ふく会長に振り回される原因やわ……。

　内ない心しんで吐と息いきしながら、大おお久く保ぼは問うた。肌着を広げて、

「これ、実際は加か工こうや生き地じ的にも水着やなあ……。サイズはどうなん？」

「腰などキツかったらサイドをズラして対たい応おうだ」

　成なる程ほど、と思い、着替えていた時だ。

『おい、大久保、緊きん急きゆう案あん件けんだ』

「──は？　副会長、何やねん一体」

　ああ、と副会長が応じた。だが彼女はこちらを見て、

『……何してるんだ、お前』

　いや、と大久保は、面めん倒どうが生じたと思いながらこう答えた。

「まあ、銭せん湯とうで脱いでるだけや」
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・傷有り：『何かあったんですか？』

・副会長：『え？　ああ、大久保が、戦せん闘とうで脱いでるって、訳わけの解わからない事を……』

・ベ　ル：『えっ？　ぬ、脱いで、戦、闘……？』

・貧従士：『鈴すずさん、ストップ！　ストップですよそこから！　メーター上がりますから！』

・●　画：『つまり広こう義ぎの交こう渉しよう……？　うん。そうね。きっとそうだわ。ええ。そうそう。そうなるしかないじゃない。そうよね。そうだわ。そう思わないマルゴット。そうでしょ？』

・金マル：『うん。それでいいかな』

・銀　狼：『何で再さい考こうを促うながしませんの!?』
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　大久保は、副会長が妙みように爽さわやかな笑顔で問うてきたのを見る。

『一いち応おう、責任者として聞いておくけど、相手は誰だれだ？』

「Ｊｕｄジヤツジ．、相手というか、まあ、一いつ緒しよなのは里見生徒会長や」
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　あれ？　とアデーレが首を傾かしげるのを、正まさ純ずみは見た。

　アデーレは、いつの間にか出来たらしいメロンの刺さし身みを楊よう枝じで刺さしつつ、

「今、里さと見み生徒会長は休きゆう憩けい時間じゃないんですか？　何で広こう義ぎの交こう渉しようを？」

「うーん、向こう、現げん場ばで何か取引があったのかもしれないしなあ……」

　正純は首を傾かしげる。ただ、

「大おお久く保ぼが戦せん闘とうというか交渉に入るなら、伊だ達て家け副ふく長ちように大久保を当てるのは無む理りか」

・●　画：『それより正純、二年生二人の交渉、止めた方がいいんじゃないかしら』

「珍めずらしく冷静だな。どうしたんだ一体」

・●　画：『ええ、ネームを描き切ったから心が澄すんで邪じや念ねんが無いのよ、今』

「回答するとは思わなかったし聞くんじゃなかったよ！」

　正純の声に、ナイトがしかし、こう応じた。

・金マル：『何と言うか、こういうのって、やっぱり、どっちかの優ゆう位い性が高くないと、初しよ心しん者しやは失敗するよねー……』

　まあ、と頷うなずいたのはメアリだった。彼女はうんうん、と納なつ得とくの頷きをして、

「うちの妹がいつも強気に振る舞うのは、交渉を有利にするためなんですね？」

「メアリ殿どの？　エリザベス殿のあれは、交渉術じゆつと言うより、素すというか、何と言うか……」

　だよなー、と思いながら、正純は大久保に通つう神しんを送っておく。
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「おい、代だい表ひよう委員長、早く風ふ呂ろに入れ！　武ぶ神しんの救助装そう備びから、術じゆつ式しき符ふによる疲ひ労ろう軽けい減げんと負ふ傷しよう治ち療りようの加か護ごを湯に掛ける。裏うら技わざ的な転てん用ようで効果は短いから早く行くぞ！」

　何でこの人はいつも臨りん戦せん態たい勢せいなんやろか、と思いつつ、大久保は表示枠サインフレームを掲かかげる。

「ちょう待ってな。何と言うか……。変な通つう神しんが」

　脱だつ衣い場じようから中に入る遣やり戸どの前。は？　と振り向いた里見生徒会長に大久保は通神文メールを見せる。

『いいか？　里見生徒会長と二人、初心者だったらやめといた方がいいらしい』

「……何の初心者やねん？」

　訳わけが分からない。

　だが、ややあってから、ああ、と里見生徒会長が天てん井じようを見上げた。

「湯ゆ屋やでの作さ法ほう、となると、確かにそうかもな」

「いや、そっちは私、いろいろ知っとるし。──武蔵むさしは湯屋多おおいしな。たとえば……」

　と、大久保は手を打った。意い外がいに乾いた音が、熱気のある浴よく場じように響ひびき渡る。

　すると、湯ゆ屋や用の水着とエプロンを着けた自じ動どう人形が、入口の硝子ガラス戸どを開けた。

　お？　と首を傾かしげる里さと見み生徒会長の前、大おお久く保ぼは一つ頷うなずき、

「走ったり戦せん闘とうで汗あせかいて湯屋となると、脱だつ水すい症しよう状じよう起こすで。何か飲むものくらい頼んでおいたらどうやねん。……な？」

　と、こちらは促うながしの首を傾かしげつつ、大久保は告げた。

「これが熟じゆく練れん者しやいうもんや」
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「とりあえず初しよ心しん者しやには言っておいた。正直よく解わからないが、それでいいんだろ？」

　通つう神しん先さきのナルゼに言っている間、隣となりの表示枠サインフレームでは伊だ達て家け副ふく長ちようが首を傾げる。

『どうしたの？』

　いかん、焦じらしたか、と、正まさ純ずみは急いで自分をそちらに戻そうとする。

　だが、代わりというように、横に来ていた二ふた代よが応じた。

「成なる実み殿どの、ちとこちらで正純が思し案あんして御ご座ざるから、待って頂いただけるで御座るか」

『何の思案？』

「Ｊｕｄジヤツジ．、──大久保殿と里さと見み生徒会長が、湯屋の中でセックスフレンドとして広こう義ぎの交こう渉しよう中ちゆうで御座ってな。正純、責任者なので、監かん督とく責任があるので御座るよ』

　……何を言ってる……！

『そうなの』

　……平へい然ぜんと納なつ得とくするな……！

　だが、ホライゾンがこちらの肩を叩たたいた。

　彼女はメロンの刺さし身みを板いた皿ざらで差し出してきながら、

「まあ、いいではありませんか。他人が酷ひどい事になっているのをフォローしていると、武蔵むさし上じようでは切りが無いように思います」

「後で何な故ぜか私が恨うらまれるんだよなー」

　まあいいか、と正純は思う。大久保も里見生徒会長も、そろそろ現実の厳きびしさを知っておいた方がいい。二年生にもなれば、あと一年で三年生だからな。手て加か減げんは要いらない筈はずだ。

「じゃあそういう訳わけで伊達家副長、うちの方では、そっちに安定して勝てる人員はいない」

『カレーの妖よう精せいは？』

「休きゆう息そく時間だ」

・ウキー：『食いたいのか、と聞いてやれ』

　いいのだろうか、と思いつつ、正純は問うてみた。

「ひょっとして、フルブシのカレーが食べたいのか？」

　反応は無い。だが、

・ウキー：『次の選択肢しは〝武蔵むさしに戻れば食い放ほう題だいだ〟だ』

　……何が選択肢なんだろうか。

　内ない心しんで変な汗あせを搔かきながら、正まさ純ずみは言ってみた。

「む、武蔵に戻ってくれば食べ放題だぞ？」

『……食べ物で釣つる気？』

・副会長：『おい！　ウルキアガ！　警けい戒かいされたぞ！』

・ウキー：『馬ば鹿か者もの！　正解の選択肢で感情の起き伏ふくが生じた事こそが正解の証あかし！』

・副会長：『いや、お前、どう考えてもエロゲのノリだろコレ』

・ウキー：『浅はかだな正純……！　拙せつ僧そう、姉あねエロゲを元げん服ぷくの際から一日一本クリアしておる。その数かず約七百本。それ以前の姉ギャルゲを含めれば千五百本は下らぬ！』

・副会長：『……その時間、別に使ったら凄すごい事こと出来たんじゃないか？』

・ウキー：『馬鹿者！　──では聞こう。貴き様さま、姉キャラとの会話を千五百回以上シミュレートした事があるか……!?』

・副会長：『ある訳わけないだろう』

・ウキー：『拙僧はあるぞ……！　つまり拙僧の勝ちだな……！』

　ひょっとして今、駄だ目め人間が正しいという世界にシフトしてしまっていないだろうか。

・ウキー：『さあ、次の選択肢はこうだ。〝日本酒しゆも升ますでつけよう〟だ』

　何かあったら責任はこいつに押しつけようと、そう思いながら正純は言った。

「日本酒も升でつけよう」

『──悪くないわね』

　……ノってきた……！

・ウキー：『ククク、どうだ正純、拙僧の姉キャラ対たい応おう能力……！　では最後の選択肢だ。〝酒の肴さかなに、辣らつ韮きようはどうだ〟だな』

・副会長：『酒の肴に、辣韮はどうだ？』

『いいわね』

　と、伊達家副長が苦く笑しようした。そして、

『キヨナリ、いるんでしょう？』
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・●　画：『本人バレ来たわ！　美お味いしい展開ね！』

・あさま：『好みとか酒飲み作さ法ほうがそのままだとバレますよね……』

・貧従士：『浅あさ間まさんはどんな感じなんです？』

・あさま：『い、いや、これから先は抑おさえめになる筈はずですから、ええ……』

・賢姉様：『フフ、そうね！　そんなのここでバラしたらソッコで攻こう略りやくされちゃうもの！　少しは勿もつ体たいぶらないと、肉にく料理の好みを晒さらしまくってる狼おおかみよりも価か値ちが落ちるわよ!?』

・銀　狼：『何だかまたフレンドリファイア来てますのよー!?』
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　成なる実みは、二つの表示枠サインフレームを見比べた。

　右の表示枠では、片かた倉くらが踊って奇き声せいをあげている。

　左の表示枠では、作り笑顔の副ふく会長の周囲で、表示枠が出たり消えたりしている。

　どっちもどっちだ。だが、

　……まずいわね。

　今は伊だ達て家けの側についているが、左の表示枠の中で、皆が何を言っているのかが気になる。どうせこちらの事をダシにして、変な脱だつ線せんを繰り返しているのだろう。

　しかし、そこに〝懐なつかしさ〟は無く、〝今〟を感じるのだ。つまり、武蔵むさしルールでは、

　……人をネタに変な話をされてたら〝今〟が危険という事ね。

　片倉の方は、何か言われようと奇声をあげられようと、出しゆつ奔ぽんの身なのでどうしようもない。だが、武蔵のアグレッシブワールドは今の危き機きだ。

　上う手まく話を切り上げねば。

「大体解わかったわ」

　成実は、頭の中で武蔵側の人じん員いんを考える。

「さっき、会計は張り倒したわ。カレーの妖よう精せいも、今は休きゆう息そく時間だけど、どうせすぐに撤てつ退たいなんでしょう？　そして、代だい表ひよう委員長は里さと見み・義よし康やすと広こう義ぎの交こう渉しよう中ちゆうだから、動けない、と」

　里見・義康も変わったものだ。

　昔は恋愛とか、セクシャルな話題など一いつ切さい無かったというのに。

　……武蔵に来れば変わるものね。

　自分もそうなのだから、義康の変化をとやかく言うまい。だが、

「武蔵側で私との相あい対たいが出来ないなら、それこそこういう交渉の番ね」

　国家間かん交渉だ。だが、自分は現げん場ば派はで、今の伊達家に詳くわしい訳わけでも無い。

　戦せん闘とう交渉が出来ないと解わかった以上、

「片倉、私が仲ちゆう介かいするから、貴方あなたの方で判はん断だんして頂ちよう戴だい。──私が武蔵に勝ったのを、どういう権けん益えきで帳ちよう消けしに出来るかしら？」
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　片倉は、思し案あんした。

　……おやおや、どうしたものかなあ。うん。これはどうしたものですかねえ……。

　小お田だ原わらの状況はこちらにも届いている。北ほう条じよう側がわから、成実との通つう神しん制限についても伝えられているので、現げん場ばにいるのと同じ状況は叶かなえられているのだ。

　そして、今の遣やり取とりは国家間かんの〝緊きん急きゆう〟用件と見なされており、小お田だ原わらを通じて、伊だ達てと武蔵むさしは交こう渉しようを出来る。

　その上で、今の議ぎ題だいは、武蔵側に対する勝利と権けん益えきの関係について、だ。

　……武蔵の本心としては、敗はい北ぼくを一切したくない、というところだろう。

　ここから先、関かん東とう解放や、幾いくつもの大きな戦争を抜けていき、ヴェストファーレンもこなしていくのだ。

　そんな流れを目の前にしておきながら、ここで不利な点が生まれたらどうするか。

　それを消せるならば、その場で即そく座ざにカウンターを打っていきたい。そんな方針が、この話し合いを呼んだのだ。

　だが、と片かた倉くらは思う。権益と勝敗を取り替えるなら、それは単なる戦後の講こう和わと同じになるんじゃないのかなあ、と。

　向こうには、何か考えがある筈はずだ。

　ならば、と片倉は耳に指を突っ込み、自分のテンションを下げた。

　テンションが高いのは、どちらかというと戦せん闘とう用ようと嫌いやがらせ用だ。

　交渉時においてはテンション低い方が正解だ。

「さて……」

　肩を落とし、何か気分的にゲッソリしながら、片倉は問うた。

「──一体、何を引き替えに僕達の勝利を帳ちよう消けしにしようと言うんだい、武蔵副ふく会長」
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　正まさ純ずみは、向こうが乗って来た事を悟さとった。

　普通に考えたら、これは講和の前まえ倒だおしだ。だが、敢あえてここでそれをするならば、別の意い図とも出てくる。

　つまり、前倒しをする分、有利な権益が貰もらえるのではないかという事だ。

　だが、こちらとしては損をしたくない。そして何よりも、

　……向こうの、この戦いに対する真しん意いと、武蔵への対応を知りたい。

　特に後者は、関東解放という大だい規き模ぼ戦せん闘とうを前にした今、大切な事だ。

　だから、正純は口を開いた。

「では聞きたい事がある」

　ここで今いま問うべきは、まず、こうだ。

「──伊達家は一体、武蔵の何がいいと思う？」

　政治的な話だが、直接的な物もの言いいは避ける。

　取引、という匂においを強くすれば、「物で釣つるのか」という逃げ場を相手に与える事にもなるからだ。だから、面めん倒どうではあるが、遠とお回まわしに、

「以前、武蔵むさし側の外がい交こう官かんとも話しただろう？　何がいいか、教えてくれないか？」
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　成なる実みは、仲ちゆう介かい役やくとして武蔵むさし副ふく会長の言葉を聞いた。

　……成なる程ほどね。

　武蔵側がわから案を出すと、踏み込み過ぎるかも知れない。

　だから、伊だ達て側に要求をさせる。

　武蔵の〝何が良い〟のか。それはつまり、武蔵から〝取り上げたいもの〟を言え、だ。

　それが武蔵の許きよ容よう範はん囲いならば問題は無い。

　許容範囲を超えるなら、削けずっていく交こう渉しようだ。

　これに対する伊達側の応おう答とうは、さてどうなるか。

「片かた倉くら。いいかしら。向こうの言葉を伝えるわ」

『ああ、頼む……。教えてくれ……』

　テンションが低いのは良い事だ。ウザさが跳はね回らないで済む。

　成実は頷うなずきを重ね、こう言った。

「武蔵の外がい交こう官かんと、以前、話したわね？」

『ああ、話したよ……？』

　……だったら話が早いわ。

　昔の仲間だ。今の仲間でもあるが、離れている期間において、意い思し疎そ通つうに問題はないらしい。だから成実は、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言った。

「〝何が良かったか〟、教えて頂ちよう戴だい」
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　片倉は、顔を上げた。

　……どういう事だ？

　今、成実は、この回りくどい交渉の中で、こう言ったのだ。

「武蔵外交官の、何が良かったかを言え、と？」





●






　成実は、片倉の言葉に違い和わ感かんを得た。

　……何か間違った気がするわね。

　だが、片倉の事だ。自分に都つ合ごう良よく変へん換かんしたのかも知れない。

　そして片倉は伊達の代表なのだから、彼が都合良く意味を取り違えたとしても、それは伊達の意い思しという事になるのだ。

　自分は仲介役。その事を肝きもに銘めいじて、成実は片倉を促うながす。

「言って頂ちよう戴だい」

　Ｔｅｓテスタメント．、と片かた倉くらが頷うなずいた。

「可か憐れんなところが、いいよね……。あと……、あの、オドオド、っとしたような……、ええと、それで、あの……、でもでも、芯しんの強さがあってさ、ほら、政まさ宗むね君くんの時とか、ねえ？」

　自分の胸を抱いて、くねくねしながら言う元もと同どう僚りようを見て、成なる実みはこう思った。

　……ああ、キヨナリだったら、絶対こんな事しないわね……。

　彼は端たん的てきに真まっ正しよう面めんから来る。

　何か調子が狂うわ、と思う程てい度どには、やはり今の生活に慣れているのだろう。

　とりあえず片倉が不ふ規き則そく言げん動どうを続けているが、意い思しは解わかった。

　成実は、武蔵むさし副ふく会長に対し、伊だ達て家けの要求を述べた。

「伊達家は、──武蔵の外がい交こう官かんを希望しているわ」
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「武蔵の外交官が欲しい……!?」

　正まさ純ずみは、成実の言葉に疑問を作っていた。

　……それは、外交官の常じよう駐ちゆうを望むという事か？

　こちらとしては願ってもない要よう望ぼうではある。一応、武蔵も貿ぼう易えきを円えん滑かつにするため、出しゆつ資し企き業ぎようなどを置いて暫ざん定てい議会の仲ちゆう介かい役やくにしている。だがそれは教きよう導どう院いん直ちよく属ぞくではなく、父ちち達たちの権けん益えき下かにあるものだ。それが、交こう渉しよう役としての一時的な大たい使し派は遣けんではなく、常駐の大使を、向こうからの要望含ぶくみで正式に置けるなら、

　……有ゆう意いな事だ！

「つまり、武蔵の外交官を常駐させたいという事か？」
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　成実は、一つ頷き、片倉に告げた。

　未いまだにくねくねしながら武蔵外交官である向むか井い・鈴すずのリスペクトをしている変へん態たい。

　これは表おもてには出せないわね……、と心しん底そこ思いつつ、成実は彼に言った。

「片倉、つまり、武蔵の外交官が欲しい訳わけ？」

『え……？　いいのか、い……？』

　じゃあ、と片倉がスローテンポで一回スピンして、ダウナー方向に両腕うでを広げた。

『嫁よめに来てくれると、言うのかい……？』

「はいはいＴｅｓ．Ｔｅｓ．」

『そのいい加か減げんな応おう答とう……、流石さすがだね……』

　テンションを上げさせる訳にはいかない。ウザいからだ。

　ただ、いきなり〝嫁よめ〟はちょっとキツいだろう。

　もう少しクッションを置いた方がいいと、そう思いながら成なる実みは告げた。

「武蔵むさし副ふく会長、外がい交こう官かんに聞いておいて。──片かた倉くらの事、好きか、って」
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「武蔵の外交官に……？」

　……好きかって、何だソレ？

　正まさ純ずみは、成実の言う意味が解わからなかった。外交官の派は遣けんは政治的な活動だ。相手が好きか嫌きらいかという問題ではないだろう。

　……だがまあ、相あい性しようが良い方が仕事は楽か。

　そういう意味なのかな、と思い、正純は問うた。

「うちの伊だ達て行き外交官というと、向むか井いか」

「え？　な、何？」

　いきなり話を向けられて驚いたのか。向井が首を傾かしげる。彼女は、浅あさ間まから貰もらった遮しや光こう表示枠サインフレームを頭ず上じように掲かかげながら、

「何か、困った事、あった、の？」

「あー……、あのさ、いや、ほら、伊達の副会長、いただろ？　片倉っていうの」

　問うと、向井はちょっと頭上に顔を向けた。

　考えて、数秒。それだけの時間を過ごしてから、

「Ｊｕｄジヤツジ．、ん。憶おぼえてる」

　そのくらいのイメージかー、と正純は納なつ得とくする。

　じゃあ、と正純は前置きした。

「外交の相手として、好きか嫌いか、で言うと、どっちだと思う？」

　問うた先、向井が首を傾げた。

「ん──？」

「あ、いや、深く考えないでいいぞ。スッキリ気き楽らくに」

「あ、ん。じゃあ、──嫌いじゃない、かな」

　Ｊｕｄ．、と正純は応じた。それだったら救いはあると、そう思いながら、

「伊達家副ふく長ちよう、──〝嫌いじゃない〟そうだ」
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　Ｊｕｄ．、と応じるべきか、Ｔｅｓテスタメント．、と応じるべきか。

　一いつ瞬しゆん迷いながら、成実は頷うなずいた。そして右の表示枠に向かって、

「片倉、答えが出たわ」

『えっ、ど、どうだった……？　どんな感じ……？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と成なる実みは応じた。〝嫌きらいじゃない〟という事はつまり、

「貴方あなたの事、好きじゃないって」

　画面の向こうで、一いつ瞬しゆんのタメの後、片かた倉くらが勢いよく下に沈んだ。

　床ゆかに肉と骨の当たる鈍にぶい音が響ひびいたのが聞こえる。

　七秒程ほどあってから、震える平ひら手てが上がって来て、片倉の本ほん体たいが画面の下から入ってきた。

「どうしたの片倉」

『ショ、ショックのデカい事を平へい然ぜんと言う人だね君は……！』

「何で？　──本当の事を言っただけよ。現実を見なさいな」

『傷きず口ぐちに塩を擦すり込みに来たね!?』

「テンション」

『傷口に……、塩を、擦り込みに……、来たね……』

　前よりも低い気がするが、まあいいだろう。

　だが、片倉が不ふ意いに顔を上げた。彼は、よろめきながら、

『あの、前まえ髪がみ枠わくの外がい交こう官かんがそう言ったのかい？』

「まあ大体」

『ちょ、ちょっと待った。……確かく認にんしてくれ。本当に、あの外交官の彼女なのかい？』

　しつこいが、最さい期ごを看み取とるのも武ぶ士しの情なさけだろう。成実は一ひと息いきついて、前を見た。

　狐きつねが蕎麦そばを食っている。

　珍めずらしい絵だわ、と思いながら、戦せん場じようの意味を成実は感じた。

　……何が起きるか解わからない、という点では、ここも立りつ派ぱな戦場ね。

　自分もまた、蕎麦に箸はしをつけておく。

　蕎麦はやや乾いていた。なので手た繰ぐった分を蕎麦猪口ちよこに浸ひたすと、

「お前、邪じや道どうよのう」

　呆あきれたように言われるが、関係ない。

「こちらの方が今は好きなの」

「そう言って、〝こちらの方〟をずっと続けるであろうよ？」

「面倒めんどくさくなくていいでしょう？　──変に説明したり、されたりするより」

　言うと、義よし光あきが笑った。

「面倒な女よのう」

　貴女あなたこそ、と言いかけるがやめておく。狐きつねに付き合うと化ばかされるのだ。

『成実君……、ま、まだかい……。ぼ、僕の、燃えるラブハートが、そろそろ、消し炭ずみ』

「ちょっと待って。もうすぐだから」

『蕎麦屋やか、……君は』

　成なる実みは辺りを見回した。ここは軽けい食しよく屋やだが、

「そうね。蕎そ麦ば屋やだわ」

　言って、右の表示枠サインフレームを肘ひじで遠ざける。そして左の表示枠に対し、

「武蔵むさし副ふく会長？　──外がい交こう官かんというのは、誰だれの事かしら？」
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　え？　と正まさ純ずみは思った。

　……外交官というと、向むか井いの事じゃないのか？

　だが、言われてみれば、伊だ達て家け副ふく長ちようは外交官が誰だれかを指定していない。

「あー、ちょっと待った。三分くれ」

　正純は、額ひたいに手を当てて向井に振り向く。

　？　という口で首を傾かしげる彼女に対し、まず言っておく事がある。

「すまん向井。外交官と言っても、お前限げん定ていという訳わけじゃなかったようだ。

　──気持ちの悪い質問をしてすまなかったな」
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『な、何だか……、今、僕、何ど処こかでキモいとか言われてる気がするよ……』

「仙せん台だい城じようの中だったら一フロア辺り三人くらい言ってると思うわ」

　落ち着きなさい、と成実は蕎麦猪口ちよこに浸つけていた蕎麦を口にして言う。

「自分を認めた方が勝ちよ」

『蕎麦食くいながら人生語かたられてもなあ……』
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　正純は皆を見る。

「この中で、将来的に伊達に常じよう駐ちゆうしてもいいなあ、とか、そんなのいるか？」

　皆は顔を見合わせる。

　だが、すぐにナルゼが首を横に振った。

「奥おう州しゆうから通つう商しよう路ろが出来てもイベント来るの大変でしょ？」

「人じん員いん輸ゆ送そう用の専せん用よう艦かんでも出すか？」

「無む理りよ。こっちは朝まで描いて、雑ざつ貨か屋やの版はん画が機きで複ふく製せい掛けたりしてんのよ？　入場合あわせの時間で動く専用艦が出来ても意味が無いわ」

「というか、有ゆう翼よく系けいは寒いと体力ガンガン消しよう費ひしちゃうんだなコレが」

「暑くても、それはそれで駄だ目めだけどね」

　そういうものか、と魔女テクノヘクセン二人の言葉に頷うなずき、正純は皆を見る。

　しかし、うちの総そう勢ぜいを見回してみても、

「家か業ぎよう持ち多いなあ。武蔵むさしの外には出られないか」

「つーかセージュン、ベルさんなんか自分の湯ゆ屋やを構えてるようなもんだしよー。

　外がい交こう官かん常じよう駐ちゆうの枠わくにゃ無む理りだろ」

「そうね愚ぐ弟てい。私達だって、鈴すずがいなくなったら、寂しいわ。湯屋で抱えて一いつ緒しよに歌を唄うたったり、お泊とまり会で捏こね回したり出来なくなるし」

　そこまで言った葵あおい姉あねが、あ、と何かに気付いた。彼女はオーゲザヴァラーを指さし、

「負けた責任とって、北方に島しま流ながしよ！　それで帳ちよう消けし！　よくないかしら！」

「おお！　それで帳消しになるならいいかもね！　外交官特とつ権けんで私し欲よく働かせるよ！」

「あの、喜き美み、ハイディ？　それは政治的な帳消しで、神しん罰ばつの方は消えないんですけど」

「え!?　じゃ、じゃあ、極ごつ寒かんの地でうどんを出せっての!?　どうなるのそれ！」

「ホライゾン思いますに、出したそばから凍こおるのでは」

「やだああああ！　冷れい凍とう食品作れる人間になりたくない──！」

　……どういう嘆なげきだ。

　新しん種しゆ過ぎる。と、そんな事を思っていると、向むか井いが声を作った。

「あ、い、いや、その」

　向井が慌あわてて、両の手を横に振った。

「指し示じ、あったら、行く、よ？」

　ん、と微び笑しようで言われた言葉。それに対して、皆が静まった。ややあってから、ホライゾンが手を挙げる。

「……このような健気けなげな魂たましいを、極寒で熊くまが鮭さけとってて町中の家が全部かまくらで特とく産さん品ひんが木き彫ぼりと雪せつ像ぞうで最大の死し因いんが〝シャチ〟みたいな北方の地に置く事がどうして出来ましょうか」

「……ホライゾン、後で奥おう州しゆうの方に土ど下げ座ざしといてくれよ？」

「ですけど、流石さすがに鈴すずは無しだと思いますのよ？　鈴がいなくなったら、うちのクラスの押さえが利かなくなる部分、多いですもの」

「うちのクラス……、何だか凄すごいバランスの上になり立ってるよな……」

　と、その時だ。おい、と声が上がった。ウルキアガだ。

「どうしたウルキアガ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、案のひとつとなる訳わけだが、たとえば拙せつ僧そうなどはありかもしれんな。

　成なる実みが伊だ達てに戻りたいと言った場合、外交官として自分もついていく。向こうは寒いから、実じつ家かから仕入れた寝具は売れるであろうし、姉あねエロゲも売れるであろう」

「ウッキー殿どの、一いち代だいで富を築くつもりで御ご座ざるか……！」

「ククク、点てん蔵ぞう、貴き様さまとはジャンルに対する愛情が違うのだ……。貴様は手て元もとに置いて愛めでたい派。拙せつ僧そうは布ふ教きよう派はでな」

　こいつらまとめて検けん挙きよ出来ないかな、と思う視し界かいの中。手が上がった。

　浅あさ間まだ。彼女はクロスユナイトとメアリに顔を向け、

「……でも点てん蔵ぞう君くんがメアリの良さを布ふ教きようしたら、──消されかねませんよ」

「じ、自分でも思った事を、ダイレクトに言うで御ご座ざるな！」

「ふふ、私も点蔵様のいいところを、あまり人に言わないから、おあいこですね」

　おおう……、と皆がクロスユナイトに視線を向け、忍にん者じやが分ぶ厚あつい汗あせを搔かいて俯うつむいた。

　そして、浅間が笑顔でメアリに問う。

「最近の良い事って、何かありました？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、昨日きのうはいろいろ疲れが出たのか、立りつ食しよくの頂いただき物で作った夕食が終わった後、つい床で寝てしまったようなんですけど、起きたら点蔵様が布ふ団とんごと私の事を抱かかえて下さってて」

・金マル：『へえ……』

・十ＺＯ：『い、いや、メアリ殿どの、抱き癖ぐせあるので、布団ごと抱えておかないと抱き締めに来るので御座るよ！　寝てるの起こそうとすると腕を伝ってきたりとか……』

・立花嫁：『体験者の物もの言いいですね』

・●　画：『へーえ……』

・十ＺＯ：『そっちの〝へーえ〟は何か危険を感じるで御座る……！』

　センサーが感かん度ど高くて良い事だ。だが、俯きで汗を流しているクロスユナイトの横、メアリは彼の腕を抱いて、

「ただ、昨日きのうのままで寝てしまったので、布団を干ほした後、点蔵様と朝あさ風ぶ呂ろに行きました。それで、あれをやってしまいました。──壁かべ越ごしに糠ぬか袋ぶくろを投げて渡すの」

　向こう、直なお政まさが煙管きせるの先せん端たんを赤せき化かする勢いで吸った。

　一ひと呼吸の後、莫ばく大だいな煙を鼻と口から噴ふかす彼女を余よ所そに、表示枠サインフレームに言葉が来る。

・ウキー：『やったのか……』

・俺　　：『俺おれ、テンゾーがそんな男だとは思わなかったなあ』

・十ＺＯ：『そ、その物言い！　糠袋、一つしか持って行ってなかったので御座るよ！』

・金マル：『仕込んだの、メーやんとテンゾー、どっちだと思う？』

「Ｊｕｄ．、私です。──家を出る時、やってみませんか、と点蔵様に言ったら、〝コボルドに受け止められぬように気を付けねば〟って応じて下さって」

・粘着王：『忍にん術じゆつイケメン応おう答とうであったか……』

　……後あと先さき考えない忍術だなあ。

・副会長：『──だが、メアリから誘った方が、対たい英えい的てきな付き合いとしては安全ではあるか……』

・傷有り：『……仕し方かたの無い事ですね。でも、点蔵様は応じて下さいますから』

　結けつ構こう気き遣づかうもんだなあ。と思いながら、しかし正まさ純ずみはウルキアガに視線を向ける。

「まあ、何だ、そろそろ夏だ。クロスユナイトの家も、布団だけじゃ暑あつ苦くるしかろう。ウルキアガは夏用の毛布を送ってやれ。──で、ウルキアガ、お前自じ体たいはそれでいいのか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、成なる実みとの関係として、それも選択の一つだ」

　Ｊｕｄ．、と応じて、正まさ純ずみは言った。

「伊だ達て家け副ふく長ちよう、──外がい交こう官かんにはウルキアガが行くが、それでいいか？」
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　……キヨナリが？

　成なる実みは、箸はしで蕎そ麦ば猪口ちよこから上げた蕎麦を、また蕎麦つゆの中に落とした。

　正面、義よし光あきが、おうおう、と仰のけ反ぞるが気にしない。右の表示枠サインフレームを見ると、

『ああ、……僕、……愛されたい……』

　キモいのが何か言ってるが、成実は蕎麦猪口に黙だまって山葵わさびを突っ込んだ。

　ちょっと考えたい。

「んー……」

　箸で、意味も無く蕎麦猪口の中を刺さし突いて、山葵をほぐす。

　口の中に、濃いめのつゆの味があった筈はずだが、消えている。

　酒を舌したに含めば、味は戻ってくるだろうかと、そんな事を思いながら、テーブルの右側に手を伸ばす。

　……キヨナリが、伊達に常じよう駐ちゆうする？

　何がどうしてそうなったのかは解わからない。外交官となると、別に彼でなくてもいいではないかと、そう思うからだ。

　大体、奥おう州しゆうの土地は、言い方を悪くすれば、極ごつ寒かんで熊くまが鮭さけとってて町中の家が全部かまくらで特とく産さん品ひんが木き彫ぼりと雪せつ像ぞうで最大の死し因いんが〝シャチ〟みたいな北方の地だ。ちょっと誇こ張ちようしたけど郷きよう土ど自じ慢まんという事で地元には赦ゆるされるだろう。ふと思えば彼にはかなり合った土地じゃないかしら、とか思ってはいけない。だけど年ねん始しの雪像作づくりで姉あねエロゲのキャラを作るところまで想そう像ぞうしてしまってどうしたものか。でも自分の像を作られたらどうするだろう。それで私が文もん句くを言うと、彼は平へい然ぜんと「綺き麗れいだろう。どうだ」とか言うのだ。

　困ったわね。

「──成実、何を考え込んでおるのかえ？」

「ええ、複雑な問題が発生したの」

　だが、自分の中にはこういう方針もあるのだ。

　……出しゆつ奔ぽんしただけの事はするつもりよ。

　彼は、自分と共にいるために、伊達の命めい運うんを背負ってくれた。

　その結果として、自分は今ここにいる。

　自分にとっては、それで充分な幸せだ。

「片かた倉くら」

　成なる実みは告げた。

　手にして口に当てているのが、酒の升ますではなく、最初にサーブされた茶の湯ゆ飲のみだと、そんな事に今いま更さら気付きながら成実は言う。

「──交こう渉しようは決けつ裂れつしたわ」





●






「ええ!?　ちょ、ちょっと待って、待って」

　片倉は、仙せん台だい城じよう内ないに作り直された指し揮き所しよにて、声をあげていた。

　正面の大型表示枠サインフレーム展てん開かい台だいには、蕎麦そばを一本一本摘つまんで食べている成実が大おお写うつしだ。彼女のファンらしい女子達たちが、

「成実様さま、嫁とつぐ間ま際ぎわの気け怠だるい感じが素す敵てきですわ……！」

「何ど処ことなく苦労の漂うところが、陰を作ってるわよね……！」

「微び妙みように髪かみの艶つやが違うのも、ドラマを感じさせるわ……！」

　片倉は、鼻で息を深くついて、彼女達に言った。

「自じ堕だ落らく振りが増してるだけじゃないのかねえ」

　無む茶ちや苦く茶ちや睨にらまれた。ついでに

「糞くそ虫むし！」

「泥どろ野や郎ろう！」

「片倉！」

「──おい！　糞虫とか泥野郎は解わかるけど片倉って何だ!?　相手を貶おとしめる単たん語ごか!?」

　外の廊下を、男だん子し生徒がモップを担かつぎながら歩いて行く。彼らは清せい掃そう状況を語りながら、

「いやあ、さっきの便所の汚よごれ、何て言うか、片倉でさあ」

「おいいいいいい!?」

「あ！　片倉さん！　やべえ！　そこにいた！　今日きようも片倉ってまスね!?　そのままの片倉さんで頑がん張ばって下さい！　男子皆みなの価か値ちが相そう対たい的に上がるんです！　お願いします！」

　一いち礼れいして立ち去られるのに手を振った背後、大おお型がた画が面めんから成実の声がした。

『来年の受験時じには必ひつ須すの暗あん記き単語ね』

「羨うらやましいか!?　羨ましいでしょう？」

『義よし姫ひめ学長呼よんでいい？』

「な、何を恐ろしい事言いってるんですか奥さん！」

『まだ奥さんじゃないわ』

　きゃあ、と女おんな衆しゆうが声を上げるのに、唾つばを吐く真ま似ねをしてから片倉は言った。

「じゃあそこの百足むかで女おんな！」

『テンション』

「……うん、それでね？　ちょっと、あの……、幾いくら何でも、どういう事？」

『ええ、──向こうの言う外がい交こう官かんが、向むか井い・鈴すずじゃなくて、キヨナリの事だったの』

「待て！」

　片かた倉くらは叫んだ。

「僕は今まで男おとこ相手にくねくねしてたのか！」
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『──っしゅ！』

「あれ？　片かた桐ぎり君、風か邪ぜですかー？」

『あ、いや、何かいきなり寒さむ気けみたいのが来まして。──竹たけ中なかさんの方はどうですか？』

　ああ、うん、と日につ射しや避よけの表示枠レルネンフイグーアの下で、竹中が前を見た。

　正面、望ぼう遠えん術じゆつ式しきの表示枠を通して見えるのは、麦むぎ畑ばたけの緑みどりだ。広大な畑の向こうにて、ようやく、巴パ里リを囲むように位置した羽は柴しば勢ぜいと、向き合う六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ勢が見える。

『……動きませんね』

「いや、こっちは水みず攻ぜめしてる進行形けいな訳わけですよ」

　だが、相手は動かない。何な故ぜなのかが解わからないから、

「なーんか、ちょっと悪い予よ感かんするんですよねー」

　あのですね？　と、竹中は表示枠内ないの片桐に手を振った。

「ちょっと調べてみて欲しい事あるんで、お願い出来ます？　すこーしばかり身体からだを使う感じですけど、それやって貰もらえるとおねーさん嬉うれしいんですよねー」
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「嬉しくないなあ……。あ、でもさあ、成なる実み君。ちょっと向こうに聞いてくれる？」

『今いま更さら何を？』

「いや、だから、前まえ髪がみ枠わくの子が、僕の事をどう思っていたかって。ほら、さっきのって、あの半はん竜りゆうの僕に対する感想なんだろ？」

『──解わかったわ。どういう結果になっても死なないで頂ちよう戴だい』
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　正まさ純ずみは、成実からの質問を受けた。その内容は、

「向井が、伊だ達て家け副ふく会かい長ちようの事をどう思っているか？」

　訳わけの解らない質問だ。言葉をそのまま捉とらえれば、個人的な感情の話でしかない。

　……大体、向井は今、外交官ではないんだよなあ。

　しかも、交こう渉しようは決けつ裂れつしたと、先さき程ほど成なる実みが言ったばかりだ。

　ならば向むか井いの名は向こうの勘かん違ちがいだろうか。

　一応、まだ交渉が続いている事を前ぜん提ていとして、正まさ純ずみは向こうの問いに答えようとした。

「えーと、外がい交こう官かん候こう補ほ」

　つまり、向井を指し示じしたのは向こうの勘違いという事で、

「ウルキアガ、伊だ達て家けから質問だ。伊達家副ふく会かい長ちようの事、どう思ってる？」

「ウザいって言っていいか」

「いや、お前、それは流石さすがに駄だ目めだろう。国こく際さい問題だぞ？」

　馬ば鹿かがこちらを見た。そして彼は、口に指を当て、

「ん～？　俺おれについては国内だからいいの～？　ねえ？　正純先生え──」

「キモいからやめろよ馬鹿」

「いきなりダイレクトアタックで来たな！」

　いつもの事過すぎて何が悪いのか解わからん。

　ただ、ウルキアガが器き用ように腕を組む。彼は、ふむ、と頷うなずき、

「では、成実任まかせで構わないと思うぞ。代だい理りで頼むと言っておいてくれ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は応じた。

「そのように、伊達家副長に伝えよう」
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「片倉、返答が来たわ」

『え!?　ど、どんな回かい答とう!?』

「ウザいって。あと、──飛び跳はねるな」

　画面の向こうで片倉が両膝ひざを勢いよくついた。だがすぐに彼は復帰して、

『ま、待った！　今、君のバイアスが掛かってなかったか!?』

「──誰だれもが思う事よ」

　ともあれ、と成実は言った。

「ここから先は、現げん場ばで判はん断だんするわ。交渉の取り直しが必要だから」

　それだけを最後に、成実は伊達側との通つう神しんを切った。

　さて、と呟つぶやけば、目の前の狐きつねが言う。

「どうする？」

「一つ、最も上がみに問うてみるわ」

　何をかえ？　という最上の疑問に、成実は問い返しの言葉を発した。

「──最上は、〝武蔵むさしに勝った〟権けん益えきを欲しいかしら？」
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　……この女……！

　義よし光あきは、頼んだ天てん麩ぷ羅らを笊ざるで受け取りながら、こう思った。狐きつねを捕つかまえるには、餌えさを吊つるす事だというのがよく解わかっておるのう、と。

　自分は、武蔵むさし側がわだ。

　駒こま姫ひめの件についての恩おん義ぎがある。

　狐は祟たたる存在だが、守しゆ護ごとしてついた場合も永くそれは続くのだ。

　少なくとも、愛あい想そを尽かすような事をされず、定期的な報ほう償しようさえ貰もらえれば文もん句くはない。

　そして武蔵はその扱いを守る。

　家族を救い、寄よ越こし、誇りを守り、そして羽う州しゆうに未来を与えようとする。

　だから自分は、武蔵の裏うら山やまに住む狐だ。

　実際、江え戸どと奥おう州しゆうの関係は、そういうものだ。上うえ杉すぎと伊だ達てに隣りん接せつした羽州の裏山。その狐が今、娘むすめを救ってくれた武蔵に救いを求められている。

　最も上がみ・義光。

　戦せん国ごくの世において、最強クラスの大だい名みようだ。

　そんな己おのれの目の前にある、小お田だ原わら征せい伐ばつと関かん東とう解放。

　どれだけの力を使えば良いのか。

　その力の振るいどころの提てい供きようすら、自分にとっては餌だというのに、

「〝武蔵を害した証あかし〟を、最上に預けようと？」

「貴女あなたが〝羽は柴しばを害した証あかし〟を持っているより、意味はあるんじゃないかしら？」

　確かにそうだ。

　最上は駒姫事件以い後ご、羽柴側とは疎そ遠えんになる。そして羽柴の死し去きよ以後、完全に松まつ平だいら側だ。

　ここで羽柴陣じん営えいの権けん益えきを持っていても意味は無い。歴史再さい現げんから見て、それを代だい償しように羽柴から得られるものも無いのだ。

　だが、と義光は思った。

「〝無し〟よのう」

　胸の奥に溜たまり掛けた熱を吐くように。その息を気付かれぬように。義光は扇おうぎで己を扇あおいでこう言った。

「羽柴を害する権益は、武蔵勢ぜいにとって意味があろ？　それを渡すのは貴き様さまではなく、私の役目。──貴様は、待っているが良かろう」

「……待つ？　何を？」

「武蔵勢が、お前に二度目の勝負を挑いどむ時。それを待つがええ」

　義光は言う。すると成なる実みが無む言ごんで表情を変えた。

「解わかってるじゃない」

　彼女は目をフラットのまま、口だけで微び笑しようしたのだ。

　笑っていない。

　まるで〝何で貴女あなたがそれを知ってるの〟というのを、裏に秘ひめた顔だ。

　……おお、怖こわいのう。

　なかなか、北国の女は冷たく堅い。

　……武蔵むさしの中で溶けてるからこその警けい戒かいであろうがのう……。

　だが、そんな事を言ってどうなるものでもあるまい。

　義よし光あきは、ワカサギの天てん麩ぷ羅らを塩で摘つまみながら、

「一つ、アドバイスをしてやろう。それを自分の手て柄がらとして、武蔵に伝えるがよかろ」

「アドバイス？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と義光は目を細めた。

「毛もう利りに勝利した権けん益えき。それを〝欲する事になる国〟があるという事よ。無む論ろん──」

　無論、

「──大罪武装ロイズモイ・オプロを毛利が持って来ているので、武蔵は毛利に〝勝つ〟必要がある。ゆえに、その国に毛利への勝利を送るならば、今とは別に毛利への二勝目が必要であろうな。

　それを私が為なしてやっても良かろうが、……まあ、とにかく、それを果たした時、一つの救い手が得られる。そういう事よのう」
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　ミトツダイラは、表示枠サインフレームを見ていた正まさ純ずみが口くち元もとに手を当てたのを見た。

　口を拭ぬぐうような仕し草ぐさは、交こう渉しようが終わったという、そんな感覚的なものだろう。ただ彼女は、

「貴き重ちような意見を得た」

「どういう事ですの？」

「交渉決けつ裂れつの代だい償しようとして、伊だ達て家けからちょっとした仲ちゆう介かいの思し案あんが出たんだ。

　──毛利との戦せん闘とうの意味が出てきた」

「毛利と……？」

　西の大たい国こくである毛利とは、今後も関せきヶ原はらで相あい対たいする可能性がある。

　だが、毛利側には、重大な取とり引ひき材料がある。

「……大罪武装を得るための戦闘。それだけではなくなりましたの？」

「可能であれば、というところだな。元々、北ほう条じようから一勝を奪うばえるならそれでいい。

　だが、それが出来ないならば、保険として、毛利から余よ計けいに勝利を奪っておきたい」

　正純は、息をついてこう言った。

「戦せん果かを挙げてくれ。──狙ねらいは広がったんだ」
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　義よし康やすは、先せん客きやくと相あい対たいしていた。

　湯ゆ屋やの湯ゆ船ぶねの中、先に入っていた者がいたのだ。

　……どういう事だ？

　脱だつ衣い場じようは確かく認にんした。脱衣籠かごやロッカーも、使用されてる形けい跡せきはなかった。

　だが、背後に大おお久く保ぼを置いた自分の目の前には、湯船でくつろいでいる姿すがたがある。

　荷物をまとめたケースを、洗い場に持ち込んでいるのは、

「可か児に・才さい蔵ぞうか」

「──え!?」

　表示枠サインフレームで小お田だ原わらの観光マップを見ていた可児が、慌あわてた動きで立ち上がる。

　浴よく場じようで貸し出している水着姿だ。そうなると、やはり、

　……休きゆう憩けい中という事か？

　自分達たちとしては、可能であればここにずっと隠かくれておきたい。

〝義ぎ〟が使えない今の自分も、文ぶん系けいの大久保も、一般の学生を相手ならばともかく、特とく務む級きゆうとなると勝率が低くなる。だからなるべく無ぶ難なんなチャンス狙ねらいで、いざとなったら自主退たい場じようをもって小お田だ原わら征せい伐ばつをやり過ごそうと、そう思っていたのだが、

「〝違う〟か」

「え!?」

　可児が、周囲に立てていた雅が楽がく再生術じゆつ式しきや、漫まん画が草そう紙しの表示枠を消しながら振り向いた。

「な、何が違うんですか!?」

「いや、こっちの思し案あんだ」

　可児が消していく表示枠には、自分の身体からだの負ふ傷しよう状態を見るものもあった。

　ならば彼女は、ここで時間稼かせぎをしている訳わけではない。

　……怪け我がを治し、また出て行くつもりだったのだろう。

　荷物をケースに入れて持ち込んでいるのは、不ふ慣なれな土地での用心に違いない。

　悪いタイミングで引っかかった。

　恐らく、可児は、自分達に勝負を求めるだろう。

　自分と大久保、どちらがそれを受けるべきか。

　義康は、可児の戦せん力りよくと、外にいる連れん中ちゆうの戦力を考える。

　これから先、戦闘可能な状態になるのは、本ほん庄じよう・繁しげ長ながや伊だ達て・成なる実み。人狼女王レーネ・デ・ガルウもそうだろう。まだ会っていない世せ鬼き・政まさ定さだや加か藤とう・嘉よし明あきとて、相当な筈はずだ。

　そんな連中と比べるならば、

　……当然、この相手の方が楽とはいえるなあ……。

　負ふ傷しようしているし、一いつ戦せんを終えての疲ひ弊へいが武ぶ器きや身体からだにあるだろう。

　だが、こちらには武器がない。大おお久く保ぼは腰に大小を差しているが、それは今、脱だつ衣い場じようのロッカーの中にある。

　この状態、どうしたものか、と義よし康やすが思った時だ。

「今、休きゆう息そく中やな？　可か児に・才さい蔵ぞう」

「Ｔｅｓテスタメント．！　そうです！」

　じゃあ、と大久保が、こちらの背後から前に出た。

　おい、とこちらが視線を送ると、彼女は一つ頷うなずいた。

　考えがある、と、そういう目め配くばせだ。そして大久保は手に表示枠サインフレームを掲かかげ、

「ま、休息終おわったら勝負というのもありやな」

「勝負!?　相あい対たいしてくれるんですか!?」

　そやな、と大久保が頷いた。そして、

「丁ちよう度ど、湯ゆ屋ややし、……可児・才蔵」

　大久保が、勝負の内容について、こう明めい言げんした。

「──今日きようは空詠みカラオケで勝負や」







[image: 第五十五章『祭場の不意打ち者』]
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　食事の片付けを銀ぎん鎖さ併へい用ようで行っていたミトツダイラは、不ふ意いの声を聞いた。

　紙かみ皿ざらを重ねていた正まさ純ずみが、

「は？　何だコレ？」

「……どうしたんですの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と彼女が掲かかげたのは、次の武蔵むさし勢ぜいの相あい対たい戦せんについてだ。

　小お田だ原わら市街で行われるそれについては、先に申しん請せいが出されている。

「代だい表ひよう委員長の申請ですわね」

　手て頃ごろな相手を見つけたのだろう。しかし準備か何かに時間が掛かっているのか、その間に襲しゆう撃げきを受け、別の相手との相対戦にされてしまわないように、先せん手てで申請を出しておく。

　そんな、彼女らしいと言えばその通りの、守りを固めた手だ。

　そして代表委員長が申請した勝負の方法とは、

「……空詠みカラオケですの？」

「まあ、協きよう議ぎの末にそうなったら有りなんだろうが。……歌合わせって事だろうな」

　Ｊｕｄ．、と頷うなずいたのは、横に控えていた加か納のうだ。彼女は小田原の街を見て、

「お嬢じよう様さまは、接せつ待たいで空詠みにはよく出場されています。採点でも高こう得点を叩たたき出しますので、それを用いての〝勝負〟を仕掛け、優ゆう位い性せいを保つために先手を打っていったのかと」

「成なる程ほど……」

　いろいろと戦い方もありますのね、とミトツダイラが思った時だ。

「おーい皆の衆しゆう、そろそろ縁えん日にちの屋や台たいが夜用に切り替えるので、夕刻のラストオーダーだそうで御ご座ざるよ」

　空にちらほらと青の切れ目が見える下。点てん蔵ぞうが縁日の屋台村むらから歩いてきた。
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　点蔵は、背後の縁日を後ろ手に指さして告げる。

「屋台の入れ替えで、新しん規き屋台の作りを確かく認にんして来ただけで御座るが、問題は無いかと。

　安売りもあるので、買い込みたい人は行くが良かろうかと」

　告げると、アデーレが右の拳こぶしを握った。そして直なお政まさがこちらに手を挙げ、

「あたしの方は、ちょっと本ほん陣じんの方で涼むとするさ。上、武蔵に〝義ぎ〟が戻ったらしくて、故こ障しようや自じ損そんした箇か所しよを朱雀すざくのパターンと照しよう合ごうしたいって話でね」

「自じ律りつ駆く動どうのデータ集めですか？　第六特とく務む」

「ま、そんな感じさね。あと、朱雀の高こう自損率りつ部ぶ位いと照合すれば、〝義〟の自損箇か所しよに見けん当とうをつける事も出来る。自律駆動で戦せん闘とう出来る機き体たいは武蔵にも希まれだから、情報関かん係けいの整理や運用が一気に慌あわただしくなったさ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と点てん蔵ぞうは頷うなずき、しかし奥で相談している正まさ純ずみ達たちを見る。

「何か、小お田だ原わらの方であったので御ご座ざるか？」

「いや、大おお久く保ぼが相あい対たいを空詠みカラオケでやろうって話になってな。今だとどんな曲が流行なのかと。……私、そこら辺へん知識がないからなあ」

「左さ様ようで御座るか。──まあ、〝歌〟にて勝負を決めるのは、平へい安あんの貴き族ぞく達の相対や連れん歌か戦せんという古こ式しきでは常じよう道どうであった事。文ぶん系けいの大久保殿どのらしい判はん断だんで御座るな」

　確かに、と皆が頷いた時だ。

　皆の中からメアリが立ち上がった。彼女は燃えるゴミの入った袋ふくろを両手に提さげながら、

「点蔵様さま」

「Ｊｕ、Ｊｕｄ．！　ゴミ捨てに行くのなら、自分が持っていくで御座るよ？」

「あ、いえ、私も行きますので、こちらをどうぞ」

　丸く太った紙の袋を片方渡わたされる。メアリはゴミ捨て場の位置を表示枠サインフレームで確かく認にんし、また幾いくつかの表示枠を出してから、浅あさ間まの方に頭を下げた。

　浅間も、メアリの動きに気付いてから、笑顔で手を軽く振る。

　そしてメアリが、こちらに笑えみで振り向いた。

「さ、行きましょう、点蔵様。それで、あの……」

　何を言われるか解わかったので、点蔵は先に言った。

「──メアリ殿、午後の縁えん日にちの最後、自分と見て回るのはどうで御座るかな？」
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　メアリは、彼に言われた台詞せりふを、一いつ瞬しゆん理り解かい出来なかった。

　……え？

　人ひと前まえで、彼から遊びに誘われた。その事実に、メアリは戸と惑まどったのだ。

　先さき程ほど、正純と実況通神チヤツトで話した通り、対たい英えい的てきな関係もある。だからいつも、どちらかというと、興きよう味みや好こう奇き心しんで誘うのは自分の方だ。

　それに彼はちょっと引き気ぎ味みなところがある。こちらを大だい事じにしてくれている、というのは充分に解り、贅ぜい沢たくなのだが、

　……点蔵様から誘って下さる事は、基本、必ひつ需じゆの時で……。

　しかも人前。こういう、縁日や遊びの場は、避けられる傾向だ。

　ゆえに今、自分の方から上う手まく理由を付けて誘おうと思ったのだが、

「え、ええと」

　先さき読よみされて、誘われた。

　多分、とメアリは思った。こちらが誘わなくてもいいように、彼は自ら誘ってくれたのだと。だがそれは、よく考えて見ると、

　……私、点てん蔵ぞう様さまにとって、自分から誘うはしたない女と思われてませんでしょうか……？

　否定したい。そんなつもりではないと。だけど、

「あの、その……」

　俯うつむいた顔が、上げられない。下を向いている頰ほおに、熱がどんどん溜たまっていくのが解わかる。

　それに、何だろうか、この、

　……睡すい蓮れん？

　流りゆう体たいの睡蓮の花が、自分の周囲にちらほら咲き始めた。

　どうしましょう、とメアリは思った。

　……私、はしたないのに、点蔵様に誘って貰もらえたのを、嬉うれしがってしまって……。
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　浅あさ間まは、信じられないものを見ていた。

　顔かお横よこ、ハナミが慌あわててこちらに向ける表示枠サインフレーム。そこにあるのは、この周囲の地ち脈みやくの異常な活かつ性せい化かだ。

　メアリが木もく精せいの血を引いているというのもあろう。地脈が今、彼女の感情の干かん渉しようを受けてテンションを上げている。メアリの周囲に咲く流体の花が何よりの証しよう拠こだ。

「や……」

　メアリが、俯うつむいたまま、周囲の花を手で払っている。

　自分の感情が、今、表おもてに出る事を恥はじているのだ。だが、それは、

・金マル：『テンゾー、やっちゃったあ……』

・●　画：『不ふ意い打うちが過ぎるわよねー……。女の扱い慣れてないからこその爆ばく弾だんだけど』

・貧従士：『あの、どういう事です？』

　解らないでもない。いつもならば、こういう時、メアリが点蔵を誘うのだ。

　点蔵自じ身しんは、メアリに対していろいろ責任を感じているがゆえに、彼女を大だい事じにする。何しろメアリの存在は英国の今後に関わるものだ。迂う闊かつに干渉すれば、国こく際さい問題になる。

　メアリもそれが解っていて、自ら誘う事を任じているのだ。

　……メアリから誘うなら、責任を英国側がわにも振れますからね。

　だが、今の点蔵は、違った。メアリが誘う前に、自ら誘ったのだ。

　彼としては、気軽い行為だったろう。戦せん場じようを前に遊びに行くという、そんな誘いをメアリにさせぬため、自分から言葉を作ったようにも見えた。だけど、

・あさま：『メアリにとっては、いろいろな事のひっくり返しと、全ぜん肯こう定ていですよね……』

　メアリは、こう思っていたろう。いつか、時が来るまで。自分が英国の歴史の一部として動けると確かく信しん出来るまで、今まで通り、自ら彼を誘っていく日々が続くだろう、と。

　違った。

　先さき程ほどの、正まさ純ずみとメアリの応答からだろうか。

　点てん蔵ぞうは、恐らく何となくだが、決めたのだ。

　そういう、今を未来への担たん保ぽにした関係ではなく、今を大だい事じにしていこう、と。

・金マル：『でもいきなりそれやられて、メーやん、超ちよう困こまってるよ、あれ』

　だって、

・金マル：『告こく白はくの時のイケメン状態のテンゾーが、目の前に立って、今後もずっとそうだと言ってるようなものだもん、あれ』
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　メアリは困った。

　……どうしたらいいのでしょう……。

　彼の顔が正せい視し出来ない。

　いや、縁えん日にちに誘われただけなのだ。だから、堂どう々どうとそれを受ければいいではないか。

　妹のように超ちよう然ぜんとしていればいい。

　……む、無む理りです……！

　何しろ、不ふ意い打うち過ぎる。いきなり、こっちを飲んでくれるなんて。

　これまでのように、買い物や散歩や、教きよう導どう院いんに行くのとは違う。戦せん場じようを前にして、歴史再さい現げんとは言え、遊びに行くような事だ。

　それを、人前でこちらがはしたなくないように、先さき回まわりしてくれた。

　しかも、ここには自分の誘いが介かい在ざいしない。

　何かあったら、彼が全ぜん部ぶ責任を負うのだ。

　その意味を、理解していない人ではあるまい。

　だけど、自分にとっては、〝だからこそ〟、だ。

　告白の時に聞いた台詞せりふ。何もかもを任せて良いと、信じて良いと、そう思った己おのれの感情。それが、遠い未来ではなく、〝今〟、存在している。

　あの倫敦ロンドンの夜から、今までは、将来への担保ではなかったという事だ。

　ずっと、同じ。

　ただ、彼に大事にされている事に安あん堵どしていた自分が、どことなく、この贅ぜい沢たくな時間に、幸いな諦あきらめを得ていたのかも知れない。

　だから、不意打ちされてしまった。

　はしたなくて、幸せに安堵していて、遠い未来と何もかも思っていたのに。

「あの」

　今、全開の幸せで良いのだと、そう思った時だ。

　メアリは、自分の周囲に色が来たのを見た。

　白の色だ。

　流りゆう体たいの睡すい蓮れんが咲き乱れ、もう手を振っても、伸ばしても無む意味なくらいに広がって行く。

　その瞬しゆん間かん。彼の声が聞こえた。

「メアリ殿どの、楽しいのは、縁えん日にちの中に行ってからが本ほん番ばんで御ご座ざるよ？」
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　点てん蔵ぞうは、逃げそうになる自分を心の中で押さえ込んでいた。

　……ここが精しよう進じん！　精進の場で御座るよ！

　メアリが、現状の幸せな時間を享きよう受じゆしつつ、しかしこちらに不満を感じていたのは知っている。何しろ、真田さなだの虎とら秀ひでが落っこちてきて大おお騒さわぎした夜、酒に酔よったメアリに絡まれたのだ。

　現状は幸せで、充分で、だけど何か不満を感じている。

　本ほん人にんも、上う手まく言葉に出来ていない感情だ。

　部屋の引っ越しの話があったが、あれはつまり〝布ふ団とんを並べて寝たい〟だ。

　いつも離れて寝てるのは嫌いやだと言うならば、

「…………」

　自分が、積極的ではないのがいかんので御座るな、と点蔵は思った。

　あの夜、結局メアリは膝ひざ枕まくらで落ち着いて、翌朝にはその事など憶おぼえてもいないものであった。だが、自分の方は、起きた時に頭に載のっていたメアリの胸の事も含めてよく憶えている。

　あれは、本当にすまなかったと、そうも思っている。

　……メアリ殿、常に必ひつ死しで御座るからな。

　死を前ぜん提ていとしていたからか、彼女は日々を大だい事じにする。そして、日々の中で起きる事や、在る事を、最さい大だい限げんに得ようとする。

　その意味では、自分の対応は失しつ格かくだ。

　彼女を大事にしているつもりだが、それは〝保ほ管かん〟であって、お互いの向上ではない。

　英国や極きよく東とうがどうあろうと、自分達は二人である事を望んだのだから、二人でやっていくのが、裏切った人達への顔向けであろう。

　だから、言ってみた。そしたらメアリが、真まっ赤かになって俯うつむいてしまった。

　点蔵としては、別に忍にん術じゆつイケメン応おう答とうやシブメン捌さばきを使った訳わけではない。なるべく気き楽らくに誘ったつもり。それだけの事だ。だが、

　……見事で御座るな。

　ほころびた睡蓮の花が、メアリの周囲に咲いていく。

　人前で、皆が近くにいる場所だ。自分の感情である花を見せるのが恥はずかしいのか、近くにあるものをメアリは手持ち無ぶ沙さ汰たに払いはする。しかし花はちらほらと咲き、メアリの周りに積み重なり始めた。

　人前で、怖おそれず自分から誘った。たったそれだけの事で、彼女はここまで喜ぶのか。

　ならば、と点てん蔵ぞうは思った。これでよう御ご座ざろう、と。

　英国や極きよく東とうの事など、正まさ純ずみ達たちがいてくれるし、いざとなったら戦う準備もあるのだ。自分一人が背負うのは、そうあるべきとして、頼れぬものがない訳わけでもあるまい。

　自分達は武蔵むさしの住人なのだ。

・十ＺＯ：『正純殿どの、国家の主しゆ権けんの話で御座るが、国を成立させる三つの要よう因いんに対し、国民というものは──』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、国の法律と、武力によって守られ、保ほ障しようされるものだ。それは、相手が個人以上の何者であっても、だ。──だからこそ、民たみは国という枠わくを欲する」

　Ｊｕｄ．、と点蔵は応じて、メアリを見た。

　俯うつむき、赤せき面めんも感情も隠かくせもしない彼女は、あまりにもいつもと違う。

「メアリ殿」

　呼び掛ける。すると、ややあってから、メアリの肩が震えた。

「──は、はい」

　顔は、こちらを見ようとして、首の辺りまで視線を上げ、しかし止まる。

　そしてまた視線が、煮に込こんだように下に落ちていくのが解わかる。

　だから点蔵は、右手を差し出した。

「行こうで御座るよ」

　言って、反応はすぐに来なかった。二、三秒が過ぎ、一ひと呼吸分ぶんが更さらに過ぎ、

　……ご、「御ご免めんなさい！」　って沈ちん黙もくで御座るな！

　と思った瞬しゆん間かんだ。

　差し出した右の手を、メアリが両手でいきなり摑つかんだ。

　力がかなり入っていた。

　メアリの手には、見た目からは解らないような傷がある。英国第三階かい層そうや、第四階層で生きてきた証あかしと、三百人を切ったという手て指ゆびなのだ。

　それが、こっちの手を嚙かむように摑む。必ひつ死しに、メアリらしく握ってくる。

　そして、完全にホールドした後で、メアリが上じよう半はん身しんを縦たてに振った。

「は、……はいっ。Ｊｕｄ．っ」

　息を空から回まわりするように返答する彼女は、もう花の咲き散りを止めない。

　点蔵は彼女に右手を与え、僅わずかに腰を落とした。

　彼女が落としてしまったゴミ袋ぶくろを拾う。そんな振りをして、右手を摑んだメアリの手の甲こうに、唇くちびるを重ねた。

「あ……」

　花が己おのれを誇る。点てん蔵ぞうは立ち上がり、左の手にゴミ袋ぶくろを掲かかげた。

「行こうで御ご座ざるか、メアリ殿どの」
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　英国で一いつ緒しよになった二人が歩いて行くのを、浅あさ間まは見送った。

　メアリは、左の手で彼の右手を。右の手で彼の腕を摑つかみ、そして彼の方は、

「────」

　一いつ瞬しゆん、こちらに振り向き、会え釈しやくした。

　そしてまた前を見て歩いて行く彼に、皆も頷うなずいた。

・●　画：『……ええ、解わかってるわ。……ネタにしていいのよね……』

・金マル：『テンゾー、たまに命いのち知しらずな時があるよね……』

・銀　狼：『でもそれは大体、メアリに対しての時ですものねえ』

　ほう、と感心か羨せん望ぼうの吐と息いきをする狼おおかみを横に、浅間は内ない心しんの冷ひや汗あせを搔かく。

　……私も、あんな感じに見えている訳わけですよねー……。

　どう見ても完全に〝恋する乙女おとめ〟ですよ！　と浅間は自じ他たに通じる感想を述べる。

　横のミトツダイラも、他人ひと事ごとではないだろうに。

　ただ、メアリと自分達とで、通じるものがあるのは確かだ。

　……メアリも、どっちかって言うと、恋すっ飛ばしで愛に入ってしまった感じで。

　同じく自分達は、昔からの長い付き合いなので、その辺りの自覚が無かった。

　それが今いま更さら、来ている。

　自分の思いや、他人の思いに、後から気付くとなかなか大変だ。今までのリバウンドが激しくて、自分を見失う。

　勿もち論ろん、今まで通りの付き合いを変える必要は無い。

　しかし、自分が本当に幸いな環かん境きようにいると気付いた時、選択肢しが生まれてしまう。

　今まで以上に振る舞うべきなのか、どうか。

　それとも今まで通りで、幸いを感じる心は内に秘め、お互いの理解を信じるべきか。

　人それぞれだと思うが、幸いに気付いた時、誰だれだって初しよ心しん者しやだ。

　だからどうしていいか、解わからなくなる。

　不安や不幸に対しては、禊祓みそぎや行動でカウンターを打てる。メアリだってよく出来た女性だ。そのように出来るだろう。

　ただ、幸いに対しては、誰だって不ふ慣なれだ。将来を見み据すえる年ねん齢れいになれば、自分の一生は、こういう枠わくで終わるだろうと、そんな事を思いもする。

　そうではない。

　自分の一生は、誰だれかとの一生となる事もある。

　その時、枠わくは容易たやすく壊こわれる。

　いつもの自分を、変えて行こうとしているなら、尚なお更さらだろう。

　点てん蔵ぞうとあれだけ密みつ接せつだったメアリでさえも、そうだ。遠ざかって行く二人。俯うつむきのメアリが半なかば引っ張られるようになっているのを見て、浅あさ間まは小さく笑った。

　大変ですね、と、そう言おうとして、ふと、言葉が口から漏もれた。

「いいなあ……」
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　浅間は、はっとする。

　……な、何ですか、いいなあ、って！

　最近、自分の感情に素直過すぎる気がする。だけど、それはつまり、

　……噓うそじゃないんですよね。

　メアリと点蔵を〝大変そう〟と思うのは、噓ではない。だが、優ゆう先せん度どが違うのだ。

　大変そうだけど、いいなあ、なのだ。

「……うわ」

「何が〝うわ〟ですの」

　……聞かれてましたよ!?

　ひょっとして、さっきの〝いいなあ〟も聞かれていたのだろうか。

　恐る恐る視線を向けた先、ミトツダイラが頰ほおを赤くしている。その向こう、馬ば鹿か姉あねが真ま顔がおで耳に手を立ててこちらを窺うかがっているが、アレは規き格かく外がいなので放っておく。

　すると、右腕うでを、ミトツダイラが肘ひじでつついてきた。

　何です？　と視線を向けると、ミトツダイラが眉まゆをひそめながら、小さな声でこう言った。

「まあいいですわ。──私もそう思ってましたもの」

「ほ、ほほう」

　友人の生なま感情に触れるのは滅めつ多たにない事だ。

　だとしたら、こちらとしても言っておきたい事がある。

「あの、ミト？　ちょっと一いつ緒しよに死んで欲しいんですけど、いいですか？」

「……いきなり物ぶつ騒そうですけど、何ですの？」

　はい、と浅間は半はん歩ぽミトツダイラに寄って、前を見たまま言葉を投げた。

「いいなあ、と、メアリと点蔵君を見て思いましたね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、思いましたわ？」

「その前に、大変だろうなあ、とも、思いましたね？」

「Ｊｕｄ．、思いましたわ？」

　では、と浅間は言葉を挟んだ。

「自分達たちに置き換えた場合、自分とトーリ君の間に〝大変だろうなあ〟って、思いますか？」
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　……うあ──。

　ミトツダイラは、キツめのカウンターを食らった。

　確かにそうだ。自分達に置き換えてみれば、他人が思う〝大変だなあ〟は、無い。

　負ふ担たんではないのだ。だって、自分にとっては必要な事なのだから。

　ならば、自分達は、メアリを鏡かがみ写うつしとして〝いいなあ〟でしかない。

　その事に気付かされ、ミトツダイラは膝ひざをつき掛けた、

「見事ですわ……」

　壮そう絶ぜつな誘ゆう導どうを食らった。

　……や、やっぱり、言葉を使ったあれこれでは、智ともの方が上うわ手てですわね……！

　彼女自じ身しんが気付いた事に、見事にこっちも巻き込まれた。

　横、浅あさ間まが頰ほおを赤くしつつ、

「いやはや……、参まいりましたか」

「な、何ですの、その勝ち誇り……！　先に罠わなを踏み抜いたのはそちらでしょうに」

「ほほう、私の方が先せん輩ぱいだと認める訳わけですね？」

「あまり自じ慢まん出来る事ではありませんのよ？」

　だがそれは、

「メアリも、これから、という事ですわね」

　と、肩から力を抜いて二人を見送った時だ。後ろから

「フフ、……メアリにとっては、幸いな事よ。もう、大人おとなしくしなくていいんだもの」

「……何ど処こから聞いてたんですか、喜き美みは」

「やあねえ、盗ぬすみ聞きしてた訳じゃないわ。──無む防ぼう備びな女の声は外に届くのよ」

　良かったわね、と喜美が目を細めて言う。

「お堅い女じゃなくなっちゃって」

「その言い方……！」

　と、喜美に対し、ミトツダイラは、意味が無いであろう横よこ目めを向ける。

　だが喜美は、既すでにホライゾンを後ろから抱きかかえて、

「さーて、じゃあホライゾン、ちょっと後でデータ確かく認にんしましょ。昨夜の撮さつ影えい会かい、私とホライゾンの分、ポスター作るのに入にゆう稿こうしないと駄だ目めだものねー」

「ま、また喜美はエロポスターを作る気ですの!?」

「あら、自分のベストを見られるようにしておくのは大だい事じな事よ？　これ以上になってないと駄目なのよね、って思える訳だから」

　と、その時だ。彼が右手を挙げた。

「ポスターって何？」

「──は!?」

　首を前に傾かしげると、女じよ装そうの王が、ややあってから首を横に傾げる。

「いや、俺おれ、昨夜ゆうべは部屋の片付けで死んでたし」

　確かに、とミトツダイラは、横にいる友人に笑顔で振り向いた。

「智ともが説せつ明めい出来ますわよね？」

・あさま：『早さつ速そく仕返し来ましたよ……!?』

・銀　狼：『権けん利りは使える時に使うべきですものね……！』

　だが、浅あさ間まが笑顔を作った。彼女はこちらを両手で示し、

「トーリ君、昨夜、ミトの新作水みず着ぎを見てないですよね？　顔かお突つっ込んだらホライゾンに打だ撃げき食らって頽くずれてましたから」

「ああ、うん、あれは脳のうが揺れたな……。Ｊｕｄジヤツジ．、ネイトの新作は見てみてえな。前のも格かつ好こ良かったし」

「み、見てましたの!?　前の！」

「Ｊｕｄ．、結けつ構こうチラチラ。ネイトのはデザインが立ってるタイプだから、その由ゆ来らいを聞くのも面白そうだし、それにネイトはウエストや腰こし回まわりの流れが格好良いし、今回も似に合あってんのかなって。だから見せてくれるってのが解わかってたら、見に行ってた」

　……うあ──。

　何か凄すごい話を人ひと前まえで聞かされている。横の浅間が、茶ちや化かしにくるかと思えば赤せき面めんしていくのは、やはり彼女だって同じ事だという自覚があるのだろう。だが、

「わ、我が王は、ホライゾンの方も、話を聞いた方がいいと思いますのよ？」

　いやいや、と左右に手を振ったのは当のホライゾンだ。

「ホライゾンのは青雷亭ブルーサンダーの店てん主しゆ様さまがチョイスなので。ええ」

　うん……、と王が俯うつむいた。

「移い動どう教室の時、ちょっと、聞こうと思った訳わけですよ」

「はあ」

「そしたら、うちのカーチャンの口く調ちようで、チョイスの際の話で〝これ、値ね段だん的にもいいね！〟みたいな事を聞かされて、リアル母ジャンル属ぞく性せいの無い俺おれの精神にダメージが……」

　周囲の皆が、同どう情じようの目を王に向ける。
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　大おお久く保ぼは、湯ゆ屋やの中で、笑えみを絶やさないように努めていた。

　相手は、可か児に・才さい蔵ぞうだ。

　こちらには話を合わせられる手て勢ぜいとして、里さと見み・義よし康やすがいる。

　可か児にも義康も現在は休きゆう息そく時間中ちゆう。だから自分達たちが今いきなり戦せん闘とう状態に入る事は無い。

　しかし、大おお久く保ぼとしては一つの思し案あんがある。

　……ここで、可児と相あい対たいしておくのが〝手〟やな。

　現状、小お田だ原わらにいる戦せん力りよくとして、最も与くみしやすいのが可児の筈はずだ。

　最も上がみ・義よし光あきとの戦闘によって、武ぶ器きを失っている。先さき程ほど聞いた話では、

「Ｔｅｓテスタメント．、射しや出しゆつ対応機き殻かくの内、四つが壊こわれちゃいまして！」

　との事で、正直、聞いてみるもんやな、と思ったものだ。

　小田原の屋根上うえで行われていた戦闘を窺うかがい見た限りでは、射しや出しゆつの槍やりは八本。

　四本が失われたら、戦せん力りよくは半はん減げんの筈はずだ。

　それなのに小田原にいるのは、キャラとして、馬ば鹿かなのか、自分の力への判はん断だんが出来ているのか、少々摑つかみづらい。だから羽は柴しば側がわの判断から推すい測そくするしかないが、向こうが撤てつ退たいを命じていないという事は、可児がまだまだ戦えるという判断なのだろう。

　……その程度では力は落ちてないと、そういう事やろな。

　だが、可児としては装そう備びの半減に不ふ備びを感じていない訳わけでもあるまい。

　だからまず、別の勝負に誘う。

「空詠みカラオケで勝負や」

　そして、次に講じる事は、相手に疑問を抱かせず、また、逃がさない事だ。

　大久保は、休息時間と、疲ひ労ろうの回復という意味で、自じ動どう人形に料理を運ばせた。

　可児も軽く食事を運ばせていたようだが、

「何だかもの凄すごい注文しますね……！」

「ああ、君の分も含みや。──なあに、気にせんでええわ。小田原征せい伐ばつでは羽柴勢ぜいが中心となって宴えん会かいの歴史再さい現げんあるやろ。それに空詠みするんやったら、気分がノってる方がええやろ」

「あ、でも、御お代だいは……！」

　まあまあ、と大久保は笑えみを可児に向ける。手を前後に軽く振り、

「私は武蔵むさしの代だい表ひよう委員長としてこの小田原征伐に来とるんやで？　経けい費ひで大体は落ちるし、戦せん場じように出る事を命じられた身み分ぶん、少しは贅ぜい沢たくを楽しんでも罰ばちは当たらんよ。それに──」

　それに、

「君が食べて飲んでくれるなら、羽柴勢としては〝武蔵側に予算を使わせた〟事になるんやで？　断ってどないすんのや」

「そう言われてみるとそうですね……！」

　横で、義康が静かな半はん目めを向けてくる。

　大久保は、注文用の表示枠サインフレームを操そう作さしながら、笑みで別の表示枠の鍵けん盤ばんを叩たたいた。

・長安定：『そんな顔せんと、ここは任しとき？』

・義　　：『すまん。──正直、自分の苦にが手てな所しよ行ぎようだ。それを易やす々やす出来るのが凄すごい』

・長安定：『苦にが手てなタイプと言われないのが有あり難がたいわな。それに──』

　それに、

・長安定：『こういうの、一切通つうじない極ごく道どうが〝上〟におるからな』

　ああ、とリアルで視線を逸そらして呟つぶやかれ、大おお久く保ぼは湯の中で義よし康やすに肘ひじを入れる。可か児にが、今の彼女の反応に首を傾かしげたからだ。

「何か、変なネタ料理の注ちゆう文もんをしたんですか!?」

「え？　ああ、まあ、お楽しみやな」

　噓うそをつく訳わけにもいかないので、適当なものを頼んでおく。

　……ワニステーキのバナナ添えが無ぶ難なんかなー……。

　頼んだところで、食事分ぶんはＯＫだろう。後は飲み物だ。

「可児君。君、酒はいけるな？」

「Ｔｅｓテスタメント．！　いけます！」

　いい返答や。

　空詠みカラオケやいうのに、湯ゆ屋やで酒とはいい度ど胸きようだ。

　自分の方は牛乳酒しゆに見せかけたイチゴラッシーとしておく。割りものとしてのラインナップにあるので、アルコール入りかどうかは他からだと確かめようがあるまい。

　そして、義康の方だが、

・長安定：『情報によると、酒、弱いらしいな』

・義　　：『弱い訳ではない……！　酒の方でいつも強いのが来るだけだ！』

　新しん説せつ過ぎる。

　大久保はしかし敵を作るのを好まない。言い争っても損になるだけだ。

　そやな、とだけ返答して、義康の分も頼む事にする。

・長安定：『度ど数すう超ちよう低ひくめの梅うめ酒しゆにしとくわ。──疲ひ労ろう回復と栄養摂せつ取しゆのため、とでも言い訳わけ利くやろうしな』

・義　　：『有り難い。今の時期だと、漬つけたばかりのものか、去年のものか、というところだろうな』

　ふと思い出すのは、グラスの中に、梅酒と、漬けられて崩くずれかけた梅が入っている光こう景けいだ。梅酒を注つぐ時、漉こし器きで滓かすをとっておくのが肝かん要ようと、そんな事を思うと、喉のどが軽く鳴る。

　自分も梅酒にしておけばよかったか、と思いつつ、大久保はメインの注文を確かく定ていした。

　……サブの方は、先に頼んでるから、そろそろ来るやろ。

　来た。

　戸を開けて入って来た湯屋装そう備びの自じ動どう人形が持つ盆ぼん。載のっているのは、通しの軽いものだ。

　彼女達にとって、自分達はいないような存在だが、客としては扱われるらしい。

　さて、と言って、大おお久く保ぼは湯ゆ船ぶねの縁ふちに背をつけた。

「メインが来るまで、ちょっと食事しつつ、楽しもうか」
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　翼つばさが閉じた。

　金の六枚翼よくがあるのは通りの軒のき下した。嘉よし明あきは水分補ほ給きゆうのために硬こう貨かを自動販はん売ばい機きの硬貨入れに落とし、思し案あんする。眼がん前ぜんの品の並びだが、流石さすがは北ほう条じようだけあってカレー系けいの充実が凄すごい。

「黒くろ紅こう茶ちやや炭たん酸さんラッシーよりも、ここはスポーツネクターかしら……？　かなり濃そうね。

　──でも、それより、そろそろ勝負をしなければいけない時間帯たいかしら」

　右に振り返る。するとそこに、

「先さき程ほどの赤あか字じを補ほ塡てんさせて貰もらおう」

　武蔵むさしの商しよう人にんがいた。

　……成なる程ほどね。

　嘉明は一ひと息いきついて、頷うなずいた。

「一いち応おう言っておくけど、私、羽は柴しば勢ぜいではなく、北条勢なんだけど。そのつもりで？」

「一いつ挙きよ両りよう得とくだ」

　面めん倒どうな解かい釈しやくね、と嘉明は思ったが、口にはしなかった。

　他人と主張をぶつけ合うのは煩わずらわしい。どちらにしろ相あい対たいをすれば決まるのだ。

　武蔵の商人が、伊だ達てと戦って敗れたのは知っている。伊達は武蔵にとって、今後も付き合いが長くある国だ。その国に対し、権けん益えきを一つ与えてしまったという事は、

　……これから先、長く貪むさぼられる可能性もあるものね。

　商人としては、損そん失しつを取り返さなければならない。伊達ともう一度戦たたかって勝つのがベストだろうが、もう一度負けた場合は取り返しがつかない。

　安全策さくとして、他との相対を望んだ訳わけだろう。

　その相手が自分だ。

　自分を相手に選択した意味は解わかる。一挙両得という事。それが全てだ。

　自分は羽柴所しよ属ぞくで有りながら、北条側でもある。自分を倒せば羽柴と北条の両りよう権益が得られる訳ではないが、両国を倒したというイメージはつく。

　伊達との損失をチャラにした上で、充分お釣つりが来ると、そう踏んだのだ。

「商人とギャンブラーの違いって、解ってるかしら」

「土ど下げ座ざの有う無むだな」

　真ま顔がおで言われてもどうしたものか。ただ、言うべきは、

「──ギャンブラーは、勝てない勝負にどんどん金を突っ込んで行くのよ」

「それはギャンブラーではない」

「負け犬ね」

　言うと、商しよう人にんが眉まゆを動かした。彼は口を開き、

「最後に勝ったならば？」

「したらばで明るい未来を妄もう想そうして満足？」

　問うた瞬しゆん間かんだ。商人が手て元もとからこちらに向けて力を弾はじいた。

　百円硬こう貨か。それは高速の直線で飛ひ来らいし、

　……想そう像ぞう以上に速いわね……。

　一いつ瞬しゆんで、こちらに届いた。
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「会計が接せつ敵てきしたで御ご座ざるか」

　高台に設けられた屋や台たい並びの前で、二ふた代よは呟つぶやいた。

　手て元もとにあるのは《戦せん闘とう申しん請せい中ちゆう》の報告が為なされた表示枠サインフレーム。それを見るこちらに、横の正まさ純ずみが問い掛けてくる。

「それ、ベルトーニの報告か？」

　二代は手元の表示枠を見る。

　戦闘系けいの情報は、基本、総そう長ちようと副ふく長ちようである自分にまず、端たん的てきな報告が届く。だが、

「いろいろ考えるのは正純任まかせとして御座るので、基本、拙せつ者しやに来たのと同時に正純の処ところにも報告は行っている筈はずで御座ろう」

「じゃあ、まだ戦闘中か。さっきはソッコで終わったから今回もそうかと思ってたんだが」

　正純が、小お田だ原わらの方を見る。

「相手は北ほう条じよう、ここで一つ勝利で、挽ばん回かいを見せて欲しいところだ。ベルトーニ」
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　シロジロは、敵の反応と動きを見た。

　こちらが放った硬貨弾だんに対し、嘉よし明あきが防ぼう御ぎよを行ったのだ。それは、

「鉄てつ板ぱん……？　否いな、装そう甲こう板ばんか？」

　嘉明が空間から射しや出しゆつしたのは、幅はば二十センチ、長さ一メートル程の鉄板だ。

　宙に浮いた鉄板は、ガード姿し勢せいで右前の半はん身みを取った嘉明の、その腕に沿う。

　そして彼女が、後ろに低く構えていた身を起こす。すると鉄板が回転し、彼女の背後、腰の後ろ辺りに留まった。

　重じゆう力りよく制せい御ぎよが為されているのは、見れば解わかる。

　そして嘉明が、右手を振った。

　彼女の手の先に、流りゆう体たい光こうの飛沫しぶきを上げて射出されてくるものがある。

　白い、長ちよう大だいな鑿のみ型がたの刃やいばだった。

　刃の部分は薄く、長い。彫ちよう刻こく刀とうの平ひら刀とうが、そのまま四メートル程ほどに伸しん長ちようした形だ。白く艶つやを持ったそれを、彼女は手て元もとに浮かせ、

「刻むわよ、──〝白姫ヴアイスフユルステイン〟」

　告げた瞬しゆん間かんだ。嘉よし明あきの手元のブレード上から、何かが瞬しゆん発ぱつした。

　……あれは……！

　シロジロが構えを取ったと同時に、それが激げき突とつした。

　直ちよく撃げきだった。
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　……届いたかしら。

　嘉明は、速そく射しやを放ったブレードを掌てのひらで一度回まわした。

　高速の射しや撃げきによって生じた薄うす霧ぎりの向こう、放ち送ったのは一枚の硬こう貨かだ。

　グロッシェン銀ぎん貨か。時代後おくれになりつつあるが極きよく東とうの五百円玉だまに相当。硬貨としては重じゆう厚こうで、破は壊かい力りよくが高い。撤てつ甲こう用ようとしては対たい艦かんを主に用いられるものだ。

　それを敵に使った。

　武蔵むさし会計。彼のいた位置には、着ちやく弾だん時じの衝しよう撃げきによって砂さ塵じんがぶちまけられている。

　だが、嘉明は見た。

「流石さすがは字あざ名な持ちの商しよう人にん……！」

　武蔵会計が、いた。

　こちらに突き出した右手には、放った銀貨が受け止められている。

　しかし、その五百円は、素す手でをもって制せい止しされたのではない。

　金だ。

　彼が、突き出した掌てのひらに立てているのは、硬貨の重なりだった。

「百円玉だ」

　彼は、掌から地面に落としていく硬貨を見もしない。

「貨か幣へいなら、金の神によって等とう価か交こう換かんも可能。私の金に触れた事で私の所しよ有ゆう物ぶつとしたため、貴き様さまの銀貨は私の百円玉五枚と交換された」

　一枚、二枚、三枚、と落とされる銀の貨幣には、一つの特とく徴ちようがあった。

　硬貨は、既すでに単なる鉄の丸まる板いたとなっていたのだ。

　嘉明は、それを見て首を傾かしげた。

「交換というには、私の方にそのお金が来ないのだけど？　等価交換じゃないの？」

「貴様の方は、その〝砲ほう撃げき〟で価か値ちを消しよう費ひした」

「……金としての存在価値を置き換え、神の力によって消費したという事？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と相手は頷うなずき、捨てようとしていた四枚目を掲かかげた。

「その分が、この無む地じ硬こう貨かだ。本当なら、その分の処理を掛けて、使用済ずみ硬貨も継けい続ぞく使用出来るようにしておくのがスジだが──」

　相手は言った。四枚目を投げ捨て、

「その金が、現在、──惜おしい」

「困こん窮きゆうしているの？」

「困窮はしていない」

　ただ、と相手は言って、こちらが放った銀ぎん貨かを手に握った。

「単に金がないだけだ……！」

　力りき説せつされても、と嘉よし明あきは思った。すると、武蔵むさし会計が手を構えた。

　両の手を弓ゆみ引くように広げたそれは、加か速そく術じゆつ式しきを多た重じゆうに展開する。

「一発で勝負をつけよう」

「金がないから？」

「否いな、──先さき程ほど、手を尽くそうとして失敗した。勝負はシンプルな駆かけ引きがいい」

　だから、というタイミングでそれが来た。

「行け、上うわ前まえ……！」

　武蔵会計の手て元もとで、派は手でな水すい蒸じよう気き爆ばく発はつが生じた。

　敵が、硬貨弾だんを多た重じゆう加速術式で放ったのだ。あれは、

　……アルマダで、三世西班牙トレス・エスパニアの副ふく長ちように放った技……！
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　嘉明は判はん断だんを迷わなかった。飛ひ来らいする硬貨弾の捕ほ捉そくは出来ない。だが、

　……軌き道どうは読めるわ……！

　加速術式だ。

　多重化かされた加速術式は、一列に並んでいる。

　それは、硬貨に対して真まっ直すぐの方向と速度を与えるため、完全な整せい列れつの形だ。

　だから、加速術式が一個に見える位置が、狙そ撃げき場所となる。

　それを探るのは、自分の目ではない。

「──〝白姫ヴアイスフユルステイン〟！」

　嘉明は魔術陣マギノフイグーアを展開した。目に見えた敵の加速術式。その術式表示枠レルネンフイグーアを〝白姫〟に認にん識しきさせ、視し覚かくとの連動システムを展開。

〝白姫〟側の自動制せい御ぎよで、魔術陣の重なりを確定次し第だい、迎げい撃げきの処理を行わさせる。だが、

　……間に合う!?

　何もかもが一いつ瞬しゆんだ。そして、不ふ意いに小さな音が聞こえた。

　照しよう準じゆんがロックしたという、軽いノック音だ。

　いける。

　しかし、嘉よし明あきは見た。〝白姫ヴアイスフユルステイン〟が迎げい撃げきを行う位置が、魔術陣マギノフイグーアに映ったのだ。それは、

　……私の正せい中ちゆう線せん！

　危険だ。敵が狙ねらったのが、身体からだを上下左右何ど処こに振っても避けがたい場所だからだ。

　やや胸の辺りを穿うがとうとするのは、こちらが飛ひ翔しようする事を予よ期きしてだろうか。

　逃がさない意い思しを感じる。そして、

「……っ！」

　嘉明の頭ず上じように、武蔵むさし会計の方から新たに飛ひ来らいするものがあった。

　十円硬こう貨か十枚。

　分ぶん配ぱい術じゆつ式しきによって両りよう替がえされたものだ。

　つまり元は百円玉。それが今、飛んで来るという事は、先さき程ほどに仕込みがあったという事に他ならない。

　……何い時つ、仕込んだの……？

　思い当たる節ふしはある。

　武蔵会計は、こちらの銀ぎん貨かを受け止めた時、百円玉で受けた。

　等とう価かの概がい念ねんで防ぼう御ぎよしたならば、貨か幣へいは五枚。だが、相手はあの時、四枚目を掲かかげ、説明に入った。

　五枚目は何ど処こに行ったのか。今なら、その行方ゆくえが解わかる。

　敵は、最後の一枚に保険を掛け、再利用リサイクルしたのだ。

　こちらに対し、飛翔も回かい避ひも逃のがさぬように、空からのクラスター十円玉が来る。そして正面からは、

「──！」

　再利用されたグロッシェン銀貨が、ど真まん中なかに来た。
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　動きは多た重じゆうだった。

　まず生じたのは、嘉明が弾だん丸がんの加か速そく器きであるブレードを身体からだの前に振った事だ。

　だが、砲ほう撃げきを行う加速器であっても、高速で飛来する弾丸をそのまま返す事は出来ない。

　だから嘉明は、ある事を行った。

　ブレードを回転させたのだ。

　単純な回転ではない。ブレード自体に、Ｕの字のような軌き道どうを描かせ、

「回して、〝白姫〟！」

　表面に弾丸の擦さつ過かによる火ひ花ばなを散らしながら、ブレードが回った。

　それは弧こを描いた軌き道どうをマージンとし、足りない回かい転てん速度については、

「射しや撃げき！」

　嘉よし明あきがブレードに載のせた百円玉。それを打ち出す重じゆう力りよく制せい御ぎよは、硬こう貨かを滑かつ走そうさせず、垂直に弾はじいた。縦たての反はん動どうを得たブレードは跳ちよう弾だんの勢いで回り、

「──！」

　一歩下さがる嘉明の眼がん前ぜんで回った。

　敵から送られた弾だん丸がんが、〝白姫ヴアイスフユルステイン〟のブレード上で、すくい取られるように軌き道どうを変える。

　こちらに来ていた硬貨弾だんを、そのまま相手へと曲げて返す軌道だ。

　直後、嘉明が両の手を振る。空から飛ひ来らいする十円玉クラスターに対し、

「〝白姫〟！」

　空中に、十本のブレードを射しや出しゆつしたのだ。

　全てを受け止めて回す。その先せん端たんとも言える中央で、嘉明は前を見た。

　加か速そく術じゆつ式しきを放ち、両の手を閉じた商しよう人にんに向かって、

「砲ほう撃げき……！」

　敵の加速術式の威い力りよくを持った銀ぎん貨かに、ブレードの砲撃力りよくを重ねた。

　更さらには空からの十発をも曲げて返し、

「行きなさい！」

　放った。
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「あら？」

　と、声を作ったのは、会計を済ませようとしていた成なる実みだった。

　聞き覚えのある音が、遠く、外から聞こえたのだ。

　……会計の砲撃ね。

　だが、そこに重なっている音が異い質しつだ。

　聞いた事があるようで、無い。それは、聞き覚えがあるとしたら、

　……第四特とく務むの重力加速射出パターン？

　武蔵の会計の相手は加か藤とう・嘉明。白魔女ヴアイスヘクセンだ。ならば、

「至し近きんの砲撃戦せんとか、無む茶ちやしてるのね」

　ん？　と、テーブルについて升ますを唇くちびるにつけていた義よし光あきが振り向く。

　彼女は首を傾かしげ、しかし目を細めた顔で、

「派は手でな音がしとるのう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、でも成果は出るのよ。──どちらかにね」

「御お代だいは二千七百円になるぜえええええええええええ！」

　氏うじ照てるの手に財さい布ふから出した丁ちよう度どの金額を載のせつつ、成なる実みは一ひと息いきを入れた。

「こっちも次の成果を出しに行かないと駄だ目めね」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん。外から、もう一発の快かい音おんが届いてきた。

「あれは──」

　聞き覚えのある、しかし大だい音おんだった。





●






　嘉よし明あきは、自分の射しや撃げきの行方ゆくえを見た。

　正直、空で撃うち返した十発については正確性せいを求めていない。相手の挙きよ動どうを抑よく制せい出来れば、という程てい度どでしかない。

　だが、それらは、本ほん命めいの一発よりも先に、敵の周囲を穿うがった。

　十円玉のクラスターが武蔵むさし会計の直ま近ぢかに爆ばく撃げきされる。

　爆ばく発はつ音おんが響ひびき、砂さ塵じんが飛沫しぶきを高く跳ね上げる。

　対する武蔵会計は、両の手を左右前まえに突き出していた。

　広こう範はん囲いの防ぼう御ぎよ準備という処ところか。

　しかし、爆撃は上からだ。

　一発が顔面を斜めに通る位置に行った。当たれば額ひたいの下を撃うち抜く位置だ。

　そして武蔵会計は、

「────」

　首を振るだけで、回かい避ひとした。

　無む論ろんそれでは、避ける動きとしてやや足りない。

　ゆえに落ちる硬貨が彼の頰ほおを斜めに削けずり、髪かみを散らした。

　だが、それだけだった。武蔵の会計は、動かない。

　……何な故ぜ？

　嘉明は思った。これから敵には、真まっ正しよう面めんから送り返した銀貨が行くのだ。

　それが何故、今の段階から、身体からだを使って避けないのか。

　解わからない。ゆえに嘉明は、頭ず上じように散らした十枚のブレードを急ぎ手て元もとへと引き寄せながら、武蔵会計の動きを注ちゆう視しした。

　そして射撃と航こう空くう戦せんを主とする嘉明の視し覚かくは、正確に敵の動どう作さを見た。

　……あれは──。

　武蔵会計が、防御として広げた右の手を、胸むね前まえに突き出したのだ。

　無論、そんな事で高こう加か速そく状態の銀貨を受けられる訳わけが無い。

　大体、彼の手には防御用ようの硬貨も無いのだ。

　だが、あるものが見えた。

「……加か速そく術じゆつ式しき！」

　武蔵むさし会計が、掌てのひらに術式表示枠サインフレームを展開した。

　それだけではない。

　目に感じられる朱しゆの光は、彼の手て元もとにあるものではない。

　もっと莫ばく大だいに、しかし隠かくれているもの。

「まさか……」

　武蔵会計の背後だ。

　先さき程ほど左右前まえに突き出されていた両の腕。その陰に、加速術式の表示枠が存在している。

　彼の後ろをぐるりと回る半はん弧こ。無む数すうの加速術式が背中を回って、突き出された右手と左手に届く数だけ並んでいる。

　武蔵会計は、既すでにそれだけの加速術式を用意していた。

　こちらが迎げい撃げきの受け止めを行っている最さい中ちゆうだろう。こちらに対し、彼は防ぼう御ぎよ姿し勢せいを取るように見せかけて、自分の背後に加速術式を仕込んでいた。

　それを見せぬため、彼は身体からだを動かす回かい避ひをしなかったのだ。

　勝つ事を主しゆ眼がんとした所しよ行ぎようだ。

　気け取どられれば、こちらが対応をするかもしれないという、余よ念ねんを潰つぶす賭かけ。

　しかし、彼は、そのギャンブルに勝った。顔色一つ変えぬその顔は、

　……流石さすがは〝冷面レーメン〟という字名アーバンネームだけ、あるわね……！

　後は刹せつ那なだ。

　加速術式を割って、銀ぎん貨かが彼の後ろへと舞った。

　快かい音おんが連続し、流りゆう体たい光こうが飛沫しぶいた頃には、武蔵会計の左手が前に振られている。

　後ろに用意した加速術式の出口を、左の手から零こぼした朱の色で作ったのだ。

　今こそ速度の連れん綿めんは成立し、

「私の金の為ために、勝利を貴き様さまに売る訳わけにはいかん。だから──」

　声が聞こえた。

「返金だ……！」
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　二に重じゆう、三重の加速が入った一発は、射しや出しゆつ段階から音おん速そくを超えた。

　シロジロは、前に突き出した左の手て指ゆびが裂さけたのを知った。

　真しん空くうゆえに血はまだ出ない。爪つめも割れているが、

「……！」

　右手を左に被かぶせる。治ち療りよう用の術式は戦せん場じように出る際に提てい供きようされているのだ。だから惜おしみなく、左腕うでを加か護ごの恩おん恵けいに当てる。

　直後。加か速そくの先せん端たんから水すい蒸じよう気き爆ばく発はつが生じ、周囲の熱ねつ気きと水分が弾はじけ飛ぶ。

　そして大気を裂さいた銀ぎん貨かが、跳ねるように敵へと飛んだ。

　狙ねらうのは加か藤とう・嘉よし明あき。

　武蔵むさしに対抗するために羽は柴しばが用意した十じつ本ぽん槍やりの一人。ナンバーは四だったか。

　その一人を、ここで穿うがつとなれば、

　……一いつ挙きよ三さん得とくか！

　今いま更さら思い至った事実に、シロジロは己おのれを反省させた。

　最近、調子に乗って商売をしくじった。

　武蔵むさしの金きん融ゆうを保ほ証しようとして金を動かしていたのだが、武蔵改かい修しゆうの資し材ざい関係を自分で賄まかなって私し腹ふくを肥こやそうとしたのがいけなかったのだ。

　戦せん時じ中ちゆうという事もあり、裏で安く補ほ修しゆう資材などを仕入れようとしていたら、武蔵側や教きよう導どう院いん側、浅あさ間ま神じん社じやなどもそれらの調ちよう達たつを始め、武蔵改かいのために改かい造ぞうまで加え始めたのだ。

　自分が用意した資材は旧きゆう式しきとなり、負ふ債さいとなった。二重帳ちよう簿ぼとして裏で行っていたために、自動的に着ちやく服ふく扱いとなり、結果として野菜を売ったのだ。

　だが、その状況とも、これでオサラバだ。北ほう条じよう側がわと羽は柴しば側、その二つに通じる相手を、

「取とり引ひき終了だ」

　シロジロは、右の手を広げた。風の中。左の手を振り、指を鳴らし、

「金が戻ってくるぞ、ハィディ……！」

　呟つぶやき、相手に背を向けた。

　直後。大だい音おんが響ひびいた。相手に弾だん丸がんが届いた音だ。

　直ちよく撃げきの響き。しかしそれは、

「……遠い？」
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　異い質しつを感じたシロジロは、後ろに振り向いた。

　ほんの十メートル程ほど先さき。そこに嘉明がいた。

　その筈はずだった。

　だが、いない。

　……逃とう走そうしたか？

　否いな。嘉明の姿すがたはある。金きん色いろの六枚翼よくが見えている。

　しかしそれは、十メートルの先では無い。

　もっと遠く。自分達がいる街道の、果てとも言える場所。

　距離にして、五百メートルは向こうだ。

「は……？」

　疑問詞しの答えは、目に見えて明確だった。

　嘉よし明あきが、全身で荒れた息をしながら、脇わきに抱えてるものがある。

　機殻箒シヤーレベーゼンだった。

　こちらに加か速そく器きのノズルを向けた姿すがたを、シロジロは知っている。

　ナイトが、黒魔術シユヴアルツテクノ最大の攻こう撃げきとして行う砲ほう撃げきモード。その構えだ。

　彼女は発はつ射しやの前に、箒ほうきのブラシ部分へと砲ほう弾だんを装そう塡てんする。

　今、敵は同じ姿し勢せいを取っていた。ならば、

　……先さき程ほどの大だい音おんは──。

　直ちよく撃げきの音ではない。敵が放った砲撃音おんだ。
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　嘉明は、全身で冷えた汗あせを搔かいていた。

　武蔵むさし会計の放った砲撃、その直撃一歩手て前まえで、〝白姫ヴアイスフユルステイン〟の基礎部ぶを組み上げたのだ。

　先に、空に射しや出しゆつした十枚のブレードを引き寄せておいて正解だった。

　空を飛ぶ事は出来ないが、加速用ようの機き関かん部ぶを組む事は出来た。

　瞬しゆん間かん的てきにそんな事が出来たのも、

「〝白姫〟様さま々さまね……」

　だって、

「〝白姫〟は、重力制せい御ぎよによって組み上がる機殻箒。機き構こうも術じゆつ式しき構こう成せいだから、駆く動どう器きもボルト類も一切無い」

　折り紙や立体パズルのようなものだ。メインとなるロングブレードは必ひつ須すだが、他の部品は、得意な役割を持ちつつも、定てい格かくしていない。

　パーツ一つ一つに魔ま術じゆつによる制御情報プログラムが掛けられているため、全てのパーツが重力加速器であると同時に、制御器や、装そう甲こうにもなり得る。

　今は、最さい低てい限げんのパーツで、しかし加速系けいを作り上げた。

〝双姫ツヴアイフユルステイン〟が、三秒強きようで音おん速そくを超えるのは解わかっている。

　加速器だけのものにしたならば、さて、どうなるのか。

　結果は、今、自分が生せい存ぞん出来ているという事だ。

　瞬間的な加速を爆ばく発はつさせ、加速のギアを繫つなぎ、ノズルに敵の硬こう貨か弾だんを受け止めた。

　内部で、しかし嘉明は敵てき弾だんを止めなかった。

〝白姫〟の各部に加速器設せつ定ていを増ぞう設せつし、高速に振り回したのだ。

　三百六十度回かい転てん。

　果たしてそれは、受け止めたノズル部をもう一度敵てきに向け直す事になる。

　このまま撃うち出せば、武蔵会計に対し、彼の加速力を上うわ乗のせした一発を射しや撃げき出来る。

「だけど、そんな事はしないわ」

　嘉よし明あきは、右の手にあるものを引き出した。

　グロッシェン銀ぎん貨かの棒ぼう金がねだ。

　極きよく東とう換かん算さんで合計一万円分ぶん。これを、振り回す砲ほう口こうに叩たたき込み、

「──Herrlich!!」

　撃うったのは、棒金の尻しりだ。

　白魔術ヴアイステクノによる超ちよう加速の銀貨が、砲口に捧ささげられた棒金を撃げき鉄てつとして蹴けり飛ばす。

　跳ちよう弾だんの勢いで、棒金が飛んだ。

　弾はじけた大気の爆ばく発はつが、砲口を作るブレード四枚を宙に吹き飛ばす。

　しかし、砲ほう弾だんは確かに飛んだ。

　嘉明の視し覚かくは、砲ほう撃げきの行き先を確かく認にんした。

　武蔵むさし会計。

　直ちよく撃げきした。







[image: 第五十六章『叩き台の手取娘』]
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　小お田だ原わらの町が一いつ直線に砕くだけたのを、縁えん日にちの高たか台だいから武蔵むさし勢ぜいは確かく認にんした。

　遠くの町まち並なみ。数百メートルに渡って、家か屋おくの列が砕け、屋根の藁わら葺ぶきが空に吹き飛ぶ。

　砕ける木材の音と、家か財ざいの転ころがりと散らばりの響ひびきは曇どん天てんに跳はね返り、

「お、結果来きた」

　高台に立つ松の下にいた正まさ純ずみは、表ひよう示じされた文字を見た。

　書かれた内容と、小田原の破は砕さい。二つの事実を彼女は見比べ、

「オーゲザヴァラー」

「え!?　何!?　お金くれるの!?」

「現実逃とう避ひすんな。──うどんの調ちよう理りが一いち行こう程てい進んだ」

　わあ、と笑顔になったオーゲザヴァラーが、両の指を絡からめて言う。

「どっか、エスケープの手段って、あるよね!?　ね!?」

「吹っ切れてきたようで何よりだが、出る場所には出て貰もらうぞ。あと、ベルトーニだが、本ほん人にん一応生きてるらしい」

　え？　とバルフェットが小田原の町を指さした。

「あれで生きてるんですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、負傷はあるが、大たい半はんの金を防ぼう護ご系けいに回したらしい」

「──うっわ、こっちで確かく認にんしたら、残金百三十円だって！　シロ君、生きる価か値ち無いよ！」

　無ぶ事じと金とどっちが大切なんだろうか。

　……金だろうなー……。

　ある意味、女の方がリアルだよな、と正純は思う。

　だが、と正純は改めて考えた。遠く、破砕の第二段階として、自じ重じゆうで壊こわれていく家屋や、その家財の散る音を聞きながら、

　……オーゲザヴァラーの物もの言いいも、一いち理りある。

　何しろ、彼女の言う通り、一いち文もん無なしで負傷もあるとしたならば、

「退たい出しゆつさせた方がいいか、思し案あんどころだな……」
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　嘉よし明あきは、勝しよう敗はい結果が出たのを魔術陣マギノフイグーアで確認。

　一ひと息いきを入れ、汗を拭ぬぐった。

　周囲、〝白姫ヴアイスフユルステイン〟のパーツが位い相そう空間に収しゆう納のうされていくのを確認するが、

「あら」

　何枚かは、先さき程ほどの衝しよう撃げきによって、収納術じゆつ式しきが上う手まく働いていない。パーツが歪ゆがんだか、術式情じよう報ほうが不ふ備びを起こしているのだ。

　ゆえに嘉よし明あきは非常設せつ定ていを起き動どう。強きよう制せい収しゆう納のう状態にして、パーツ類を空間に押し込んだ。

　そして、遠く、砕くだけた町並を見み据すえ、

「──出来るのね」

　自分達たちが、武蔵むさし勢ぜいを止める事が出来る。

　無む論ろん、武蔵会計は金を無む尽じん蔵ぞうに使えない状態だった。今の勝利は、かつて福ふく島しまが武蔵副ふく長ちようを相手にして得たような不ふ完かん全ぜん勝利に過ぎない。だが、

「その意味を、福島が教えてくれたものね」

　これを勝利として捉とらえようとしてはいけない。今、思うべきは、

「出来るわ」

　向こう。武蔵会計の姿すがたは見えない。

　まだ撤てつ退たいの判はん断だんをしていないようだが、無ぶ事じではあるまい。ならば、

「今だって、条件次し第だいで、勝てるのよ。

　いずれは、手を届かせる事が、出来る筈はず」

　そして、嘉明は曇どん天てんの空を見上げた。

　まだ晴れぬ天てん上じようを仰あおぎ、彼女は呟つぶやいた。

「──〝いずれ〟が近いと、私はいいわね」

　視線を下げた嘉明は、結果を示す表示枠レルネンフイグーアに対し、撤てつ退たいの宣せん言げんをしなかった。

　休きゆう息そく時間は一時間。その間、小お田だ原わらの動きを見ておく意味もあるし、一ひと息いきも欲しい。焦あせる事こと無く、時間は有用すべきだ。それに、

　……可か児にはどうしてるかしら？

　最も上がみ・義よし光あきという無む茶ちやな相手とやり合ったばかりだろうに。

「今度は空詠みカラオケ勝負とか、初うい陣じんにしては無む茶ちや苦く茶ちやな展開ね……」
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　大おお久く保ぼは、湯ゆ船ぶねの中で危険を感じていた。

　……こりゃあいかんわ……。

　笑顔を保っているが、とにかく現状がマズイ。何がそんなに危き機きであるかと言えば、

　……里さと見みの生徒会長、酒、全く駄だ目めやろこれ。

　疲労していたとか、そういう言い訳わけ以前だ。

　超ちよう薄うすめの梅うめ酒しゆ。それも二、三口でグロッキーになる人間を、大久保は初めて見た。

　政治家として酒がアウトというのは、相当に危険な資し質しつではないだろうか。

　だが、その一方で、可児が凄すごい。

　さっきから、湯に浸つかっている身だというのに、運ばれてくる酒を水のように飲む。こっちも潰つぶしてやろうと思って、結けつ構こう強めのを注ちゆう文もんして渡すのだが、

「あ、これ、凄すごく甘いですね！　不ふ思し議ぎな味です！」

　……露西亜ロシアの火酒やねんで……？

　魔ま神じん族ぞくが寒い地域で酔よっ払い、体温上げるための酒だ。それを彼女は口にして、

「口の中がキュっとしますね！　有あり難がとう御ご座ざいます！　──あ、こっちの野や菜さいの煮に付つけ、このお酒の後だと味が引き立ちますよね！」

「君、随ずい分ぶん、酒とその作さ法ほうに慣れとるな」

「Ｔｅｓテスタメント．！　うちはお父とうさんとお母かあさんとお爺じいさんとお祖ば母あさんが酒飲のみなので！　全員に付き合っていたら、味が解わかってきました！」

　四倍の英えい才さい教育か。

　家か系けいとしての体たい質しつもあるのだろうが、それが四倍濃のう度どになったらシャレにならん。

　こっちのガード役など、盾たてとしてみたら紙同どう然ぜんだろう。見れば義よし康やすは、

「あ──……」

　水着姿すがたで、浴よく槽そうの縁ふちに首を乗せている。目の辺りに畳たたんだタオルを掛け、表情を隠かくしたつもりだろうが、これはどう見ても、

「あの！　里さと見み生徒会長、具合が悪いんですか!?」

「いやな、君、これは、ええと──」

　大おお久く保ぼは考えた。似たような光こう景けいは、確かあれだ。

「里見家けに伝わる美び顔がん法ほう、知っとるか君」

「いえ、知りません！」

　私も知らん。だが、可か児にの方が、興きよう味み深ぶかげにこう言った。

「でも、前にうちの神肖モニタで見た事あります！　顔面を覆おおうんですよね！」

「え？　ああ、まあ、そやな」

　うんうん、と頷うなずきながら、大久保は義康の顔に掛かったタオルを開き、彼女の顔を覆おおった。

　熱く湿しめったタオルが、彼女の顔に貼はり付き、呼吸で口の辺りが上下する。

　……私、里見の生徒会長を暗あん殺さつしようとしとらんやろか、コレ……。

　まあいい。とりあえず、現状は危険だ。そっちへの対応の方が急きゆう務むと言える。

　何しろ、足あし手でまといがいると可児に気付かれた場合、向こうの対応が変わる可能性がある。

　彼女自じ身しんの意い図ととは別に、北ほう条じよう側がわや羽は柴しば側からの指し示じがあるかもしれないのだ。

　特に、あの大おお谷たになどが現状を知った場合。制御情報プログラムとして最さい善ぜんの行動を示すかもしれない。

　気を付けねば、と大久保は思った。
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　大谷は、走狗マウス状態で寝ね転ころがっていた。

　海の直ま近ぢか。堤てい防ぼうの上だ。

『一人だと、暇ひまでありますね……』

　破は損そんの回復まで、まだ十時間程ほどある。

　それまでは動かず、地ち脈みやくから送られてくる流りゆう体たい燃ねん料りようと、自じ浄じよう機き能のうに任せるしかない。

　相あい対たいにも出ないし、誰だれもいないし、趣しゆ味みも無い。

　寝るしかない。

　小お田だ原わらから送られてくる実じつ況きようでは、嘉よし明あきが武蔵むさし会計に勝利して、可か児にが武蔵勢ぜいと空詠みカラオケ勝負との事だ。空詠みで国家の権けん益えきを懸かけるとは何事だ、とも思うが、今、自分、走狗マウス状態ですし、あと、可児様は北ほう条じよう側がわでもありますし、昔の歌うた詠よみ戦と同じと思えばこれは雅みやびであり、

『何事も良い経験、かと』

　結けつ論ろんはその辺りだ。

　だが暇ひまだ。周囲、嘉明達たちが置いていった流りゆう体たい生物用ようの菓か子し類るいがあるが、

　……あの人達、骨ほね型がたとか藁わら束たば型などまで置いていったのは、良りよう心しんのつもりなのか。

　一いつ体たい自分はどういう扱いなのだろう、と思った時だ。

　ふと、気け配はいを感じて顔を上げると、猫ねこがいた。

　昨日きのう、嘉明達が構っていた一匹ぴきだ。

　フ、と大おお谷たには苦く笑しようした。身を起こし、猫と向き合い、

『どうした？　貴き様さまも一人か？』

　いきなり右からのネコビンタを全身に食らった。

　無む造ぞう作さ故ゆえに、大谷であっても反はん応のう出来ない一発だった。

　ふ、と息を詰めた時には、大谷はもう、堤防から落ち、地面に転がっていた。

　二、三転てん、大谷は慌あわてて起き上がり、

『き、貴き様さま……！』

　後ろに回り込まれていた。はっとした時には、上から右の猫ハンマーを叩たたきつけられ、押さえられ、連続でバシバシ叩かれ、

『あっ、ちょっ、貴様あ──！　爪つめ研とぐなあ──！　やめっ、ちょっ、あああ──!?

　小田原の監かん視し中ちゆうだというのに──!!　猫──[image: ]』
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　監視されとるのやろな、と大おお久く保ぼは、現状の危険性せいを感じる。

　この勝負は国家の動きを左右するのだ。

　相対の申しん請せいとして、まだ場所は明確にしていない。だが、始まったら、それも明かさなければいけない。

　問題は、それまでに、義よし康やすをどうにかしなければならないという事だ。

　無む論ろん、今の自分は酔よい醒ざましの術じゆつ式しきなどは持っていない。よくて新しん陳ちん代たい謝しやを上げ、酒の分ぶん解かいを早くする程てい度どだろう。

　他に手を考えたいが、下へ手たな動きは可か児にに気け取どられる。ならば、

　……番ばん台だいに、ちと聞いてみるか。

　のぼせた客への対たい応おう策さくなどは、用意があるだろう。

　ならばまずは、脱だつ衣いじ場じようへ退たい避ひだ。大おお久く保ぼは、浴よく場じようの外へ出る言い訳わけとして、

「ちょっと、注ちゆう文もんを追つい加かでしてくるわ。可児君、何か欲しいものあるか？」

「え？　メニューだったら表示枠レルネンフイグーアにありますけど？」

　意い外がいと鋭い。

　……裏メニューがある、とか言ったら、ついてきそうやなあ。

　だから、大久保は苦く笑しようした。掌てのひらを前後に振って、

「ちと、飲んだやろ？　化け粧しよう直しも含みや」

「あ！　成なる程ほど！　──頑がん張ばって下さい!!」

　……何をやねん。

　立ち上がる。左の義ぎ腕わんにタオルを掛けるのは癖くせになっているが、隠かくそうというつもりはない。ただ、義腕はタオルを掛けるのにいい。そんな程度と苦く笑しようする。

　……随ずい分ぶん、自分に開き直ったなあ。

　そう思いながら、大久保は軽く身体からだを拭ぬぐって脱衣場から出た。
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　公こう衆しゆう浴場は久しぶりやな、と、脱衣場の涼しさに大久保は思う。

　自分の家は表ひよう層そう部ぶの屋や敷しきなので、内うち風ぶ呂ろだ。風呂には祖そ父ふから入るルールだが、自分は仕事もあるので深夜になるのが常じよう態たいだ。

　こんな時間に風呂に入るのも珍めずらしい。

　……否いな、小お田だ原わらに来てるのも珍しければ、相あい対たいしとるのも珍しいやろ。

　レア尽くしやなあ、と、左手側がわにあるロッカーを表示枠で操そう作さして開けた。財さい布ふを出し、身体が冷えないように、とストールを羽は織おる。

　左手側、入口に近い番台は、壁に穴を開けたようなカウンター式だ。脱衣場で将しよう棋ぎやチェスなど指せるようにレンタル卓たくが示されており、奥では調ちよう理りも出来るようになっている。

　大久保は、カウンターに立つ自じ動どう人形に問い掛けた。

「ちょうすまん。──酔い醒まし出来る術じゆつ式しきか何か、用意ないんか？」

「────」

　カウンターにいる自動人形の内、手前の一体は、こちらを無視している。だが、背後の自動人形が動いた。彼女はしかし、こちら無視をしたまま、手前の自動人形を避け、真まっ直すぐにカウンターの奥に身を移した。

　大おお久く保ぼは、一つ頷うなずき、無む視しされたまま、

「頼むわ。幾いくらや？」

　呟つぶやくなり、大久保は左に跳ちよう躍やくした。

　その判はん断だんが正解だった。

　避よけた身があった場所。そこに、一本の刃やいばが正面から突き込まれたからだ。

「……っ！」

　敵だ。

　大久保は裸足はだしの足あし裏うらを床に鳴らして、姿し勢せいを制せい御ぎよした。

　カウンターの壁の陰、その位置に隠かくれている者がいたのだ。

　壁の遮しや蔽へいから伸びるスイングで放たれた刃は、脇わき差ざしクラスの両りよう刃ばナイフだ。対たい魔ま神じん族ぞく、小しよう竜りゆう装そう備びともいえる極ごく厚あつの刃だった。

　それを用いる者。ロングナイフを振る腕が纏まとった服の袖そでから見えるのは、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ。──世せ鬼き・政まさ定さだやな！」
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　世鬼は、敵の判断に内ない心しんの驚きを得ていた。

　……凄すごい察さつ知ち能力ですね……！

　嘉よし明あきを見失った後、狙ねらいをつけていたのが、大久保だ。氏うじ照てると幻げん庵あんに追われて位置が明確となっていた事と、諸しよ条件が重なり、初めは狙そ撃げきでカタをつけようと考えたのだ。

　だが、里さと見み生徒会長が現れた。

　彼女はこちらの狙撃から大久保を救い、湯ゆ屋やに匿かくまうという手段に出た。

　湯屋には先せん客きやくとして可か児にが入ったのを認めている。

　ここで可児に大久保を討うたれれば、彼女を狙ねらった意味が失われる。

　別の相手を探すべきとも思ったが、毛もう利り・輝てる元もとの欲する成果は〝北ほう条じよう〟であり、〝武蔵むさし〟だ。

　既すでに北条勢ぜいは幻庵がリタイア。

　氏照も思し案あんがあるのか、休きゆう息そく中ちゆうの後に動きを作らない。軽けい食しよく屋やで店員をやっていて、〝自じ動どう人形の北条氏照が侍じ女じよ服姿すがたで蕎麦そばを打つ〟など、ある意味前ぜん代だい未み聞もんだと思うが、休息中の参加者が集まる場所になっているため、攻撃を仕掛けるのも難しい。

　他、北条勢は、小こ太た郎ろうと氏うじ直なおが存在するが、彼女達の本ほん拠きよとも言える小お田だ原わら城じよう行ゆきは、人狼女王レーネ・デ・ガルウに任せるべきだろう。

　一方の武蔵勢も、カレーが撤てつ退たいの自己判断を下し、商しよう人にんは羽は柴しば勢に敗北した。

　ならばこちらは大久保だ。幾いくつかの条件でこちらに適てき合ごうしている相手だ。

　だが、彼女を可児に倒されては、時間を失うし、リタイアされては困る。

　狙そ撃げきで勝負をつけたかったが、狙撃位い置ちにじっとしていては、他の参加者から攻こう撃げきを受ける可能性もある。

　……だから、と乗り込んできた訳わけですが。

「見事ですね」

　大おお久く保ぼは、隠かくれているこちらを何な故ぜか察さつ知ちした。

　何かタイミングが悪かったかと思ったが、向こうの方が一枚上うわ手てだったという事だ。

　ならば、ここに隠れていても意味が無い。

　世せ鬼きは一つ頷うなずき、戦せん闘とう状況の開始を表示枠シーニヤカドルで報告する。事じ後ご承しよう諾だくではあるが、最初の一いち撃げきは無む意味だったのだ。あれを挨あい拶さつとして、

「──行きます」
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　大久保は、荒れた息を強ごう引いんに飲み込んだ。

　内ない心しんが慌あわてている。緊きん張ちようしようとする身体からだを強ごう引いんに動かし、まず為なすべきはロッカーの開け放ちだ。

　服を着ている暇ひまは無いが、腰の二に刀とうを手に取る余よ裕ゆうはある。

　大小の鞘さやを重ねたストッカーを摑つかみ、引き寄せると、武ぶ器きの重みが手に入った。

　鉄の実感が、心を大おお幅はばに落ち着かせる。そして汗が出た。

　……危なかったで……！

　世鬼がいると気付いたのは、僅わずかな違い和わ感かんだった。

　カウンターにいた手て前まえの自じ動どう人形と、向かいの自動人形。

　彼女達たちがこちらを無む視しするのは、今回の戦せん闘とうの慣かん例れいだ。

　だが、薬を頼めば、無視はされるが、カウンターに薬が出る。それはこちらに対して薬をサーブするのではなく、〝自動人形が意味も無く手に取り、カウンターに置いた〟というプロセスの結果となる。

　だから向こうにいた自動人形は、こちらの要求に応じようとした。

　カウンターの奥に行き、酔よい醒ざましの術じゆつ式しきか何かを持って来ようとしたのだ。

　だが、その時の動きに妙みようを感じた。

　向かいにいた自動人形が、手て前まえの自動人形を避け、真まっ直すぐ奥に歩いたのだ。

　……奥は調ちよう理り場ばやねんで。

　そこに術式やら薬やらの用意は無い筈はずだ。

　そういったものがあるとしたら、調理場を正面にして、左右の棚たなだろう。

　そして、自動人形は最さい善ぜんの動きをするのが常じよう道どうだ。

　目的の場所があったら、最さい短たん距離を移動するのだ。

　だが、向かいにいた自じ動どう人形は、左右に斜めの歩みをするのではなく、真まっ直すぐ歩いた。

　右手側がわに目的のものがあれば、右前に歩いた筈はずだ。

　左手側に目的のものがあれば、左前に歩いた筈だ。

　ならば、と大おお久く保ぼは思った。奥に向かって、左手側に誰だれかがいるのだ、と。

　それも、自動人形が無む視ししつつ、避けなければいけない相手が、だ。

　敵だ。

　そして一いつ瞬しゆんの判はん断だんが、今に繫つながる。

「く……」

　息を吸って、大久保は身体からだに力を入れ直した。

　その瞬しゆん間かん。カウンター上を、腹ばいに滑り込んでくる影があった。

　世せ鬼きだ。こちらに向かって構えられているのは、両手に持った短たん銃じゆうだった。

　大久保は、黒くろ鉄がねの光を見た瞬間に動いた。前に出て、

「──！」

　銃じゆう撃げきの音が響ひびいた。
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　可か児には、湯ゆ船ぶねに浸つかりながら、表示枠レルネンフイグーアで自分の戦せん闘とう記録を見ていた。

[image: ]

　戦せん闘とう中ちゆうに記録される、自分中心の映えい像ぞうだ。加か速そく術じゆつ式しきや他の術式などの表示枠レルネンフイグーアに常じよう駐ちゆうされている制御情報プログラムで、映像は断だん続ぞく的になる事も多いが、一いつ貫かんしてこちらを追つい随ずいする。

　後のシミュレータや訓くん練れんにも転てん用ようされる記録は、槍やりを射しや出しゆつし始めた辺りから充実となって行く。八本の槍の操そう作さに用いられる表示枠が、可か児にの事を記録しているからだ。その内容は、

　……うわあ恥はずかしい……！

　よく、訓練の際の記録映像を見せられる事がある。自分が想そう像ぞう通りの動きを出来ているかどうかなど、確かく認にんし、ミスや欠点を見つけていくのだ。

　だが、実じつ戦せんは違う。

　自分の挙きよ動どうで撮さつ影えいの〝目〟が動くため、とにかく絵は振り回されるし、己おのれの動きも落ち着いていない。訓練がベストとしたら、勢いではそれを超えていても、精せい度どでは七割程ほどではないだろうか。

　慣れぬ戦せん場じよう。強い敵。切せつ迫ぱくする時間など、いろいろな言い訳わけは思い浮かぶが、荒れた映像を見ていると、

　……単に自分の未み熟じゆくです……！

　頑がん張ばろう、と、義よし光あきとの戦せん闘とう時に思った言葉を、今いま更さら再確認だ。

　ただ、映像には、ちょっと物もの足たりないところがある。それは音だ。

　左手前、美び顔がん法ほうを行ったまま、動かない義よし康やすがいる。

　彼女に今、気付かれないようにこの記録を見ているのだ。だから音は出せないが、

「あ」

　方法があった。音おん響きよう術式で、表示枠をヘッドホン代わりにすればいいのだ。

　義康が美顔法をやめて動き出したら、確認するのをやめれば良い。

　……それがいいですね！

　義光の声が聞けるかもしれない、と思うと、ちょっと楽しみだ。

　盆ぼんに浮いている竹ジョッキから酒を飲み、可児は音響術式を立ち上げた。

　ヘッドホン状に浮かぶ二つの表示枠は、中で鳴る音に合わせて回転や拡かく縮しゆくを行っている。それを手に取り、両耳みみに当て、

　……あれ……!?

　今、銃じゆう声せいが聞こえた気がしたけど、何だろうか。

　戦闘を記録する中で、何ど処こか遠くの戦闘を、記録術式が拾っていたのかも知れない。

　画面に義光が見え、それがすぐに振られて消えた時、可児は集中した。

　自分は凄すごい体験をした。まずはそれを実感するために、表示枠の記録に視線を落とした。
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　……どういう体験やねん……！

　大おお久く保ぼは、世せ鬼きの銃じゆう撃げきに対して一つの防ぼう御ぎよを行った。

　カウンターの高さにあった自分のロッカーの扉とびらを、左手のスナップで前に開け放ったのだ。

　果たしてそれは、こちら狙ねらいの弾だん丸がんに、

「……っ！」

　当たった。左右二発。完全にこっちの顔面と首くび元もと狙いだ。

　しかし、ロッカーの扉は木で出来ている。弾丸は容易たやすくそれを砕くだき、

　……危険過すぎるで……！

　内ない心しんで叫んだ大久保は、既すでに動いていた。

　着ちやく弾だんに砕けたロッカーの扉。その破は片へんを潜くぐって前に出る。

　身は低く、しかしすぐに捻ひねって、脚あしからのスライディング姿し勢せいを取った。

　カウンター上を横よこ滑すべりして脱だつ衣い場じように飛び込んで来る世鬼。彼女の下をくぐる軌き道どうを大久保は取ったのだ。更さらには、

「……せあ！」

　脇わき差ざしを抜き、とにかく上へと振った。

　上を腹ばいで飛び込んで来る世鬼に対して、通過しながらの一いち撃げきを下から入れる。

　しかし、世鬼がそれを見ていた。

　彼女は両手に銃を持っているため、自分の動きを制せい御ぎよ出来ない。だからというように、肘ひじと膝ひざを立て、滑る勢いを消さず、

「は……！」

　カウンターから、横よこ飛とびに脱衣場へと舞った。

　こちらの刀はかわされる。

　滑る己おのれの身体からだの内、背が、床に引っかかって高い音を立てた。肌はだが引きつれ、火傷やけどをしたような痛みが来る。

　だが、自分の身はカウンターの下を抜け、三た和た土きに届いた。

　そして背後となる脱衣場で、布の翻ひるがえる音がした。世鬼が着ちやく地ちしたのだ。

　大久保は迷わなかった。脇わき差ざしを手に、前に一回転ころがってから、

「じゃあの……！」

　表おもてへと跳とび出したのだ。
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　大久保は、外に出た。

　曇どん天てんの下。今いま更さらながらに、蟬せみの声が聞こえている事に気付いた。

　しかし、じっとしている訳わけにはいかない。背後からは世鬼が来るのだ。

　急ぎ、逃げねばならない。三十分をこれから逃げ切る事は可能かどうか。迷っている場合では無い。

　……急げ……！

　裸足はだしのまま、行くのは右手側がわだ。右手に脇わき差ざしを握っているため、右に行けば、湯ゆ屋やの側となる右には牽けん制せいが出来る。

　だから右を選択し、並ぶ男おとこ湯ゆ側の入口を通過しようとした時だ。

「え？」

　気付いたら、自分の身体からだが右に吹っ飛んでいた。視し界かいが暗くなる。そして、

「──!?」

　大おお久く保ぼは、空中で横よこ殴なぐりの一いつ回転をさせられながら気付いた。

　自分は今、狙そ撃げきされ、左の義ぎ腕わんでそれを受けたのだと。

　一いつ瞬しゆん、頭の中に思ったのは、

　……二人!?

　敵はコンビネーションを使用していたのかという、勘かん違ちがいだ。

　そうではない。

　自分は狙撃をされたのだ。

　幻げん庵あんに追われた時、それを救ってくれた義よし康やすは、自分を荒っぽく押し倒した。だがそれは、こちらを穿うがとうとした狙撃の弾だん丸がんから、自分を逸そらしてくれた行いだったのだ。

　あの時、狙撃を行ったのは、世せ鬼きだ。

　……しもうた……！

　先さき程ほど、世鬼はこちらに拳けん銃じゆうを向けていたではないか。

　何な故ぜ、狙撃という〝銃の攻こう撃げき〟とそれを結びつけなかった。

　世鬼は、わざわざこちらを追って撃うつ必要は無い。狙撃の銃を湯屋の入口に向けてセットし、重力制せい御ぎよか術じゆつ式しきで遠えん隔かく操そう作さ出来るようにしておけばいいのだ。

　あとは、湯屋からこちらを飛び出させるようにするだけだ。

　入口、という狭い通路は、セットされた狙撃の仕掛けでも、充分に獲え物ものを撃てる。

　そしてそうなった。今、己おのれの身体は、衝しよう撃げきに震えて吹っ飛び、四し肢しが広がって回り、

「あ」

　自分が飛び出してきた脱だつ衣い場じよう。その暗がりへと、叩たたき込まれ直された。
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　世鬼は、安あん堵どの息をついた。

　……策が当たりました。

　今、眼がん前ぜんの床に、武蔵むさしの代だい表ひよう委員長が倒れている。

　俯うつぶせに、入口側に頭を向けた姿し勢せい。白いストールが、まるで身体を隠かくすようで、

「夏の午ご睡すいには、いい格かつ好こうだと思うんですけど……」

　世せ鬼きは拳けん銃じゆうを構えた。距離は五メートル。この位置で撃うち込めば外さない。だが、

「……？」

　不ふ意いの物もの音おとに、世鬼は身み構がまえた。

　頭ず上じよう。何かが動く音がしたのだ。

　……仕掛けが？

　自分が狙そ撃げきのトラップを仕掛けた経けい緯いもある。大おお久く保ぼが何かを仕込んだのかと、世鬼は頭上を仰あおいだ。

　あった。

　入口側がわの天てん井じよう。渡る竿さお縁ぶちに、銀の色が刺さっていた。

　大久保が手にしていた脇わき差ざしだ。狙撃されて吹っ飛んだ際、手から離れたものだろう。竿縁に刺さった刃やいばは、震しん動どうし、不安定な姿すがたを見せている。

　やがて抜け落ち、三た和た土きの床に転がるものと世鬼は推すい測そく。

　……こちらの不安要よう因いんにはなりませんね。

　と、思った時だ。

「……え？」

　大久保の身体からだが、移動している。

　彼女は、這はい、身を震わせながら、外に向かっていた。

　力の入らぬ膝ひざは立たない。腿ももを使い、腕を搔かき、腰を上げて前に伸ばすような動きで大久保は入口から差す光へと身を移動させる。そして、

「────」

　大久保が、不ふ意いに顔を上げた。

　彼女が何を見ているかは解わかる。入口の天井側、そこに刺さった脇差しだ。

　あれが落ちてくるのを待つように、それを受け止められる位置に彼女は行こうとしている。

　……無む駄だです。

　世鬼は、銃を構え、狙いをつけた。

　撃つ。引き金を絞しぼろうとした。その時だ。

「武蔵むさし代だい表ひよう委員長──！　まだですかー！」

　浴よく場じようの方から、少女の声が響ひびいて聞こえた。

　……羽は柴しばの、可か児に・才さい蔵ぞう？

　里さと見み生徒会長の里見・義よし康やすもいる筈はずだ。今の口く調ちようからすると、彼女達は交流を持っている。

　もし、彼女達が協きよう定ていを結んでいた場合、この状況に介かい入にゆうされる怖おそれがある。

　急いで決けつ着ちやくせねば、と、世鬼は大久保を銃で狙い、

「……あ」

　ストールが邪じや魔まだ。

　身体からだや頭を狙ねらいたくても、白の布が遮しや蔽へいを作る。

　拳けん銃じゆうでは音を立てる以上、一いち撃げきで仕し留とめなければ介かい入にゆうを招く。

　だが、今、ストールの裾すそから見える脚あしを狙っても、致ち命めいにはならない。

　そして、大おお久く保ぼの気け怠だるい移動が三た和た土きに届いた。上がり口の縁へりに彼女は右手を掛け、

「────」

　一気に、身体からだを三和土へと運んでいく。

　その頭ず上じようには脇わき差ざしが有り、刃やいばは抜け落ちようとしている。

　……まずい。

　相手に、勝利の可能性を少しでも与える訳わけにはいかない。自動人形ベル・デ・マリオネツタのセンスとして、それは確かな事だ。

　敵の最さい善ぜんを潰つぶす。

　それが自動人形としての、勝利に至る確かく定てい的手しゆ段だんだ。

　だから世せ鬼きは動いた。背後の浴よく場じよう側に気付かれぬよう、拳銃を腰のハードポイントに留め、ロングナイフをエプロンから抜き出した。

　そして彼女は、擬ぎ似じ的な一ひと息いきを入れ、動いた。

　這はう大久保に、後ろから襲おそいかかったのだ。
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　世鬼は行った。

　落ちて来ようとする脇差しの下、這はってそこに届こうとする大久保を討うちに行く。

　狙うのは、胴どう体たいだ。

　ストールがあるが、仕方ない。ストールを持ち上げている身体の隆りゆう起き。それを狙う。

　行った。

　逆さか手てに握ったロングナイフを、顔の位置まで持ち上げ、全身を前に振りながら叩たたき込む。

　その筈はずだった。

　……は？

　ストールに刃が刺さった瞬しゆん間かん。遮蔽が来たのだ。

　鞘さやだった。大久保が腰のハードポイントに付けていた大小の鞘。脇差しの方の鞘が、ストールの下から覗のぞけていた。それが、こちらのロングナイフを滑らせていた。

　軽けい量りよう金属で出来た鞘は、割れながらも主人を守った。

　ロングナイフの刃が弾はじかれ、床に突き立った。

　鈍い音がした。

　かわされた。これは偶ぐう然ぜんではない、と世鬼は判はん断だんした。このような防ぼう御ぎよと動作が、たまたまである訳わけがない、と。

　大おお久く保ぼは、五ご体たいを満足に動かせない状態であろう。

　だがその中で、彼女は最さい善ぜんを尽くそうとしている。

　自分が弱ったままであるならば、それを隠かくさず、弱みとして見せた上で、誘ゆう導どうする。こちらの動きを、弱じやく者しやを仕し留とめるようなものに誘うのだ。

　こちらの攻こう撃げきが読めるなら、防ぼう御ぎよは容易たやすい。

　そして大久保が、三た和た土きに身体からだを乗り出した。

　一ひと息いきに前に行こうとする彼女を、世せ鬼きは逃のがさなかった。

　しかし、と世鬼は考える。この相手に対しては、相手の想そう定ていを超える事をしなければ、こちらが危険です、と。

　ゆえに世鬼は、床に刺したロングナイフを引き抜きながら、

「……っ！」

　這はう大久保の脚あしに、右の蹴けりを打ち込んだ。

　天てん井じよう側にある脇わき差ざしよりも向こう。外へとその身体を転がした。

　華きや奢しやな身体は宙に浮いた。入口の柱に背から当たり、弾はじかれたように土の地面に転がる。

　それだけではない。

「邪じや魔まです」

　前に進み、転がった大久保を追いながら、世鬼はロングナイフを前から後ろに振り上げた。

　手を離し、重力制せい御ぎよで大きく振られたロングナイフは、天井の脇差しを打つ。

　金属音おんが響ひびき、脇差しは脱だつ衣い場じようの床に突き刺さった。

　もう大久保に武ぶ器きはない。

　そして、大久保が、小さな咳せきをした。

　先さき程ほどの蹴りと、脱衣場から表おもてに転がった衝しよう撃げきが身体に響いたのだ。肺はいが揺れ、呼吸とは別の形で呼こ気きが乱れたに違いない。

　は、と、横よこ向むきにくの字になって息を吸う彼女に、世鬼は接近した。

「失しつ敬けい」

　首の下に、爪つま先さきを軽く、しかし鋭くぶち込んだ。

　身体を吹っ飛ばすような勢いはない。だが、そこは人体の急きゆう所しよの一つだ、喉のどと胸きよう骨こつが震しん動どうする事で、息が詰まり、身体の力が抜ける。

　暗あん殺さつ用ようの知識だ。

　相手を倒す前、悲鳴や足あ搔がき、緊きん張ちようを与えぬよう、こういう急所を打って弛し緩かんさせる。

　そうする事で、差した刃やいばは抜きやすくなり、周囲にも気付かれない。

　武蔵むさしの代だい表ひよう委員長という身み分ぶんでは、知らない知識だろう。

　ならば、これに対する対策は無い筈はずだ。

　身を引きつらせたような動きを一いつ瞬しゆん取って、大おお久く保ぼが身体からだから力を抜いた。

　世せ鬼きは彼女を爪つま先さきで仰あお向むけに転がし、ロングナイフを構えた。身を前に倒し、大久保に刃やいばを打ち込める姿し勢せいを取る。

　そして世鬼は気付いた。

　はだけたストールの下。水着姿すがたの大久保には、あるものが無かった。

　左腕うでだ。

　……は？

　これまでストールによって隠かくされていた事実。それを視し認にんした直後。

　世鬼は、俯うつむいた自分の左胸から、あるものが前に突き出しているのを見た。

　刃だ。

　倒していた身体に対し、上から届き、背から貫つらぬいた攻こう撃げき。それは、

「刀……!?」

　振り返った左背の上、刀を握った一本の白い腕がある。

　大久保の義ぎ腕わんだった。
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　大久保は、息を整えた。

　……間に合ったわな。

　自分の本ほん命めいは、天てん井じように刺した脇わき差ざしではない。

　入口の軒のきに引っかけた義腕と、刀だ。

　狙そ撃げきされ、吹っ飛ぶ時、大久保は幾いくつかの未来を推すい測そくした。

　一いち番ばん重要なのは、この衝しよう撃げきによって、当分は身体が動かせないという事だ。

　身体が動かないなら、武ぶ器きを携けい行こうしている意味が無い。逆に、武器を奪うばわれたり、敵を警けい戒かいさせたり、挑ちよう発はつしてしまう怖おそれがある。

　だから即そく座ざに刀を抜き、四し肢しが振り回されるに任せ、義腕を外した。

　後で、身体が回復した頃ころに手に入るよう、別べつ置おきとしたのだ。

　そして、囮おとりとして、脇差しを脱だつ衣い場じようの天井に投げ刺した。

　幸運なのは、敵が自分を蹴けり飛ばしてくれた事だ。

　正直、軒に刺した義腕と刀が落ちてくるタイミングが、定かでは無かった。

　しかし、蹴り飛ばされ、入口側に転がる事で、軒の刃は確かく認にん出来たし、柱に当たる事でそれを揺らす事も出来た。だから、

「間に合った」

　身体は動く。世鬼が蹴りを急きゆう所しよに打ち込んできた時は驚いたが、事前の心こころ構がまえが、身の回復を早めていた。

　……全く。

「──は」

　今こそ肺はい一いつ杯ぱいに息を蓄たくわえ、大おお久く保ぼは動いた。

　正面というよりも、上方、こちらに覆おおい被かぶさるような姿し勢せいの世せ鬼きがいる。

　彼女は一いつ瞬しゆん、背後から突き立てられた刀をどうするか迷ったように見えた。

　隙すきだ。

　大久保は動いた。まだ身は震えているが、自分の身体からだで、唯ゆい一いつ、衝しよう撃げきに揺れず、動かせる部ぶ位いがある。それは、

「義ぎ腕わんや……！」

　世鬼の背から、零こぼれるようにこちらの視し界かいに見えているものがあった。

　白の義腕だ。狙そ撃げきを受け、上じよう腕わんが裂さけた左腕うで。その接せつ続ぞく部ぶに向け、大久保は身を跳ね上げた。

　動くのは一瞬でいい。

　腕の接続は刹せつ那なで成立するのだ。それだけの金を払って作ったオーダーメイドだ。

「────」

　世鬼が、事じ態たいを理解し、右のロングナイフを突き込んで来る。

　しかし、遅い。

　彼女の左脇わきに身体を突っ込むようにして、大久保は義腕と己おのれを接続。

　突き込まれるロングナイフに対しては、

「……っ！」

　力任まかせに引いた義腕が、世鬼の背に刃やいばを深く押し込んだ。

　ロングナイフが、世鬼の胸を抜け出た刀に当たって弾はじかれた。

　そして大久保は前に行った。

　世鬼とすれ違うようにして、力の入らない全身を投げ出し、しかし義腕には正確な指し示じを与えた。

「叩たたき斬きれ……！」

　刃は、世鬼の身体に対し、斜めに入っていた。

　強ごう引いんに振り回した一いつ刀とうは、世鬼の身体を、左脇から右胸に向けて割り走った。

　世鬼の身体が震える。いきなりの異い物ぶつによる斬ざん撃げきに、感覚系けいが一瞬遮しや断だんされているのだ。

　相手は痛みを感じていない。

　だが、構う事無く、大久保は幾いくつかの動きを重ねながら叩き斬った。

　振り抜く刃は自じ動どう人形の胴どう体たいを割り、内部の部品を砕くだき、

「────」

　白はく刃じんが折れたと同時。大久保の全身は三た和た土きを抜け、脱だつ衣い場じようへと転がった。
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　大おお久く保ぼは、今こそ力を抜いた。

　脱だつ衣い場じようの床ゆか上うえでふらつき、右の肩から一いつ回転。

　華きや奢しやな身体からだはカウンターの下に背をぶつけ、しかしそこで止まった。

　疲労は濃い。だが、口から漏もれるのは、

「やった……」

　勝ったのだ。

　相手は毛もう利り方かた。戦せん果かとしては、ハッサン・フルブシに続く毛利への勝利。

　二勝あれば、大罪武装ロイズモイ・オプロの二つを文もん句くなく獲かく得とく出来るだろう。

　成果を上げた。

　その事に笑えみを得て、大久保は身体が左に頽くずおれて行くに任せた。

　直後。その左鎖さ骨こつの下に、ロングナイフがぶち込まれた。
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「……!?」

　刃やいばによって壁に縫ぬい止められた事実に目を見開き、大久保は前を見た。

　世せ鬼きがいた。

　右胸から刃を突き出した彼女は、胸を左右に渡る衣い装しようの斬ざん撃げきに手で触れ、

「失しつ敬けい。──倒れかかるのを補ほ正せい出来ず、甘い位置に刺しました」

　と、ロングナイフを押し込んできた。

　無む造ぞう作さな、しかし力の込もった動きだ。

「あ……！」

　左の鎖骨下した。極ごく厚あつの刃は、ぬめるような速度でこちらの肩を抜け、壁に入っていく。

　痛みは、あまり無い。両りよう刃ばの縁ふちにて、鋭いものが当たっているという感覚があるだけだ。

　ただただ、自分の身体を、何かが抜けていくというのが気持ち悪い。まるで、自分の身体が、刃を通す肉と骨の塊かたまりになってしまったようで、

「息を吐かないで下さい。筋きん肉にくが緩ゆるんで出しゆつ血けつが始まります」

　世鬼が静かに言い、身体を軋きしませた。その時、不ふ意いに世鬼が、

「ん」

　無む表情に、しかし息を漏もらしたところを見るに、彼女にもダメージはあるのだ。

　だが、世鬼は左の腕を文字通り後ろへと〝伸ばした〟。

　関かん節せつを抜き、手を走らせて摑つかむのは、

「脇わき差ざしを、お借りします」

　手にするのは左手。

　右手ではロングナイフを押さえ、彼女は左手の脇わき差ざしを構えた。

　こちらの身体からだに覆おおい被かぶさるようにして、

　……く！

　大おお久く保ぼは、左手でロングナイフの柄えを摑つかんだ。

　だが、その手は、世せ鬼きの五ご指しを握るだけだ。

　ホールドする力は向こうの方が先。上からでは力を込める事も出来ず、

「指ゆび折おりでも致しますか？　その間に、こちらの方、決けつ着ちやくがつくと判はん断だん出来ますが」

　と、世鬼が脇差しを叩たたき込んできた。

　その瞬しゆん間かん。大久保は右の足を胸むね前まえに引いた。右膝ひざを胸に付けるようにして、

「そっちが脇差しを取るんなら、こっちも借りるで」

　足あし指ゆびに引っかけて右手に渡したのは、黒くろ金がねの拳けん銃じゆうだ。彼女の腰にあった一いつ丁ちよう。

「足あし癖くせ悪くてすまんな。安心しとき、銃じゆう声せいが漏もれないよう──」

　銃じゆう口こうを彼女の腹に押しつけ、大久保は引き金を絞しぼった。
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　世鬼は至し近きんからの一発を食らった。

　衝しよう撃げきが来たのは腹だ。だが、

　……耐えられます！

　装そう甲こう型がたのエプロンを着ている、侍じ女じよ服ふくだって同どう様ようなのだ。

　そして自動人形ベル・デ・マリオネツタの身体からだは、今回、反はん機き械かい式しき。身体は軟なん質しつ装そう甲こうのカバーが為なされており、弾だん丸がんの衝しよう撃げきを吸収する。

　二発は耐えられるでしょう、と世鬼は見切った。

　大体、相手は疲ひ労ろうしている。最初の狙そ撃げきのダメージが抜け切っていないのは、先さき程ほどの斬ざん撃げきを放った動きからも解わかっている。

　銃の反はん動どうに、腕は耐えられないだろう。

　恐らく二発だ。相手は二発を撃うてるが、三発目で手は銃を保ほ持じ出来ない。そうしたら、

　……こっちの番です！

　と、思った時だ。三発目が、腹に叩き込まれた。

「……!?」

　四発目。五発目も来た。そして、

「あ……！」

　エプロンが千ち切ぎれ、その奥で、砕くだけるものがあった。

　身体だ。腹部の構こう造ぞう体たいが割れ、そこに、

「六発目で届いたか」

　打だ撃げきの蓄ちく積せきと、芯しんに響ひびくような衝しよう撃げきに、世せ鬼きは全身が浮くのを感じた。

　……何な故ぜ!?

　揺れる視し界かいで見る眼がん下か。大おお久く保ぼが自分の事を見上げていた。

　彼女の顔の下。首くび元もとに、あるものが存在する。

　光だ。術じゆつ式しき符ふの流りゆう体たい光こう。それは、

「里さと見み生徒会長用やねんけどな。カウンターに出されてたなら使うやろ。

　──酔よい醒ざまし。つまりは意い識しきの活かつ性せい化かや」

　要するに、と大久保が言った。

「意い識しき、醒めて、身体からだも動くで。──と、これと、次で最後やな」

　七発目がぶち込まれた。そして八発目は、

「おっと」

　浮いたこちらの身体を捉とらえられなかったのか。弾だん丸がんがカウンターの内部に飛び込んだ。

　カウンター内の自じ動どう人形達たちが、天てん井じようを穿うがった一発に視線を向け、しかし無む視しした。

　同時。衝撃によって力を失ったこちらの右手。ロングナイフをホールドしていた五ご指しを、大久保の義ぎ腕わんが弾はじいた。

　眼がん下かの視し界かいの中、大久保が力任まかせに、しかし真まっ直すぐの軌き道どうでロングナイフを抜く。

　自分は、危険を感じた。

　今、敵が最さい善ぜんを尽くそうとしている。だが、自分は身体を動かせない。

　連れん射しやの衝撃で、身体は上じよう半はん身しんを九十度近く前に倒したまま浮いている。

　あるのは、左腕うでの脇わき差ざしで、

「──！」

　強ごう引いんに振り回した先。既すでに大久保はロングナイフを抜き終え、立ち上がっていた。

　直後。こちらの顔を白の左手がホールドした。

　そして、彼女の義ぎ腕わんが全力を発はつ揮きした。

「機き関かん部ぶでたまにバイトしとんのや。──強化しとんねんで」

　力任せに、顔を左横よこにしたままカウンターに叩たたきつけられた。

　激げき突とつと言っていい打だ撃げきが右の側そく頭とう部ぶに当たり、視界が震しん動どうした。

　無む論ろん、今、自分の顔は横向き。それも大久保に後こう頭とう部ぶを見せるような向きだ。

　やられた、と世鬼は思った。

　胸部、腹部、それに続き、頭部にまでダメージが入ったのだ。

　自動人形ベル・デ・マリオネツタの中ちゆう枢すう全て、何ど処こを取っても再さい調ちよう整せい不要な場所が無い。

　……姫ひめ様さま……！

　彼女の願いは北ほう条じようか武蔵むさしに対しての勝利だ。このままでは、それを叶かなえる事は出来ない。

　自動人形ベル・デ・マリオネツタとして、主人の願いを果たせないというのは、一つの屈くつ辱じよくだ。

　大だい体たい自分は、戦せん闘とう以外に得え手てが無い。不ふ良りよう品ひんの人形だ。それを重じゆう用ようしてくれる姫ひめに、存在意い義ぎの恩おん義ぎを返せないならば、

「何のための襲しゆう名めい者しやですか……！」

　だが、一つの行ぎよう幸こうがあった。カウンターのテーブルに当たり、胸に刺さっていた刃やいばが背から抜けたのだ。

　胸部の閊つかえが無くなり、両の腕を動かす際の軋きしみが消えていた。

　……これは──。

　機き会かいです、と世せ鬼きは思った。

　今、大おお久く保ぼは自分の右に立っている。彼女は左の義ぎ腕わんでこちらを押さえ込まねばならないため、その位置にいるしか無い。が、それは、攻こう撃げきは右手でしか行えないという事だ。

　ロングナイフを使用したとしても、左腕うで越しに行う右手の攻撃に、どれだけの力があるだろうか。

　攻めあぐねているのか、大久保が左の腕に力を込めてきた。

　こちらの頭部。横向きにカウンターに押しつけられる内ない殻かくが軋みを上げた。

　だが、視し界かいにノイズが入る事に構わず、世鬼は、カウンターの下で脇わき差ざしを左手から右手にパス。手て指ゆびの中で柄つかを回し、ホールドした瞬しゆん間かん。

　……貰もらいます……！

　世鬼は脇差しを外へと振り抜いた。

　狙ねらいは大久保の左脇だ。人間としては致ち命めいの一いち撃げきとなる斬ざん撃げきだった。

　構わない。今は勝利が至し上じようだ。故ゆえに、肘ひじの関かん節せつを途と中ちゆうから抜き、高速のスナップを大久保へと叩たたき込んだ。

　直後。世鬼は二つの異い変へんを悟さとった。

　一つは、こちらの剣けん戟げきが、空くうを切った事。もう一つは、

　……え？

　頭を押さえつけていた義腕から、力が抜けたのだ。

　この二つの異い変へんから導かれる答えは一つ。

　大久保が、義腕を肩から外して退たい避ひしたのだ。
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　世鬼は、大久保の動きを〝回かい避ひ〟と理解した。

　こちらの切りつけに対し、最大限となる回避行動をしたのだろう、と。

　結果として、相手は自分を押さえつける事を放ほう棄きした。この事実は、自分にとって、自由を得たという以上に、一つの危険を呼ぶ。

　大おお久く保ぼが、己おのれの左腕うでを遮しや蔽へいとしなくなるのだ。

　……マズイです……！

　急ぎ動こうと、世せ鬼きがそう思った時だ。

　横よこ顔がおを上から押さえつけていた義ぎ腕わんが、力を失ってこちらの顔から剝はがれた。

　五ご指しによって覆おおわれていた左の視し界かいが広がった。

　視界の左に、天てん井じよう側がわの光こう景けいが見えた。

　そして世鬼は、あるものを見た。

　カウンターの上から降りてくる、遮しや断だんのシャッターを、だ。

「──!?」

　カウンターを閉じ、内部を守る防ぼう犯はん用のシャッターだった。

　この戦いの中、自動人形ベル・デ・マリオネツタ達は自分を無む視しする。

　だが、周しゆう囲い状況に彼女達は反応する。

　先さき程ほど、大久保は、こちらを銃じゆう撃げきした。しかし、最後の一発は外れ、カウンターに飛び込んだ。あれは、不注意によるものではない。

　中の自動人形達に、シャッターを閉めさせるための行いだ。

　今、確かに、防犯用の対物ぶつ理り、対術じゆつ式しき能のうをもった鉄てつ材ざいのシャッターが降り、

「姫ひめ様さま……！」

　世鬼は動いた。頭部を動かし、シャッターの落ちる先から頭を抜こうとして、

「返すで」

　ロングナイフが、背から前へと身を貫つらぬき、カウンターに突き刺さった。

　身体からだが縫ぬい止められ、頭部がシャッターに挟まれ、軋きしむ。だが、

「──！」

　世鬼は、身体を抜いた。

　ロングナイフに、自らの胸部を断たせ、頭部を強ごう引いんに歪ゆがませて抜き、

「は」

　全身を自由に、身を起こした。
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　大久保は、信じられないものを見た。

　砕くだかれた箇か所しよばかりの自じ動どう人形が、目の前に立っている。

　頭部はその左面にシャッターの跡あとを残し、胸部は左右と右鎖さ骨こつへ至る縦たての斬ざん撃げきが有り、腹部は千ち切ぎれたエプロンの向こうでインナースーツが揺れている。

　自分を保つ骨こつ格かくは、一部の外がい殻かくと、重力制せい御ぎよだけだろう。

　だが、彼女はこちらに振り向き、

「姫ひめ様さま……」

　呟つぶやき、表示枠シーニヤカドルを開いた。そして世せ鬼きは、こう言った。

「──願いは果たします」

　……無む茶ちやな！

　この状態で、何が出来るのか。

　だが、大おお久く保ぼは聞いた。それは表示枠から届く相手の声。

　毛もう利り・輝てる元もとだ。

　彼女は、通つう神しんを通したノイズ混じりの声で、こう告げた。

『よくやった。状況は捕ほ捉そくしてる。──最後、よく自分で立った。世鬼・政まさ定さだ。

　あたしの自じ動どう人形は、負けるんじゃねえ』

　いいか、

『負けるな。──ただ、敗北を受け入れろ』

　その言葉に、世鬼が動きを止めた。そして彼女は、ややあってから、頷うなずいた。

「Ｔｅｓテスタメント．、ゆえに──」

『Ｔｅｓ．、次に行け、世鬼。そしてその前に、覇は王おうの礼れい儀ぎを見せろ、世鬼』

　Ｔｅｓ．、と再さい度ど頷いた世鬼が、今こそ動いた。

　大久保は見る。破は損そんの自動人形が、胸に手を当て、片かた膝ひざをつき、

『輝元様の寛かん大だいにて、──ここで敗北を受け入れる事にします、大久保・長なが安やす様さま』
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　大久保の正面。頭を一度下げ、自動人形が立ち上がった。

　大久保は、自動人形が微び笑しようしているように感じた。

　だが、ひびの入った眼鏡めがねの向こう、世鬼の視線には焦しよう点てんも弱い。

　それでもなお、世鬼が言った。

「よかったです。──姫様が、私を諦あきらめませんでしたから」

「──これから、何ど処こへ」

「可能な限りの再さい調ちよう整せいを行い、──北ほう条じようへ」

　世鬼がそう言って、頭を下げた。

　先さき程ほどのが主人の分だとすれば、今のは個人のものなのだろう。

　瞬しゆん間かん。世鬼の姿すがたが消えた。

　世鬼・政定は毛利の忍しのびだ。如い何かなる破損があっても、主人が見限らぬと解わかった以上、中ちゆう途と半はん端ぱはしないという事か。

「全く……」

　無む茶ちや苦く茶ちややな、と呟つぶやいた大久保は、床にへたり込んだ。

「あー、もう」

　大おお久く保ぼは、わざと大きく口を開け、言葉を作った。

「やってられへんわあ」

　左の鎖さ骨こつ下、生なまぬるい出しゆつ血けつが、背の方からも始まっている。

　表示枠サインフレームが幾いくつか現れ、加か護ごによる治ち療りようを始める。鋭い刃やいばゆえ、傷きず口ぐちはすぐに閉じるだろう。内部の癒ゆ着ちやくについては、血けつ流りゆうの乱れによって痣あざなど残らないよう、後々の処しよ置ちが必要だとは思う。だが、それらは今の事じ案あんでは無い。

「おうい、すまん」

　シャッターを閉じたカウンターの方に、大久保は顔を向け、注ちゆう文もんした。

「拭ふくものと、何か鉄てつ分ぶん多めの料理か飲み物、貰もらえんやろか」

　あと、

「──中の空詠みカラオケも気になるけど、ちと寝たいで、コレ」

　流石さすがに疲れた、と、大久保は心しん底そこ思った。

　背後、閉じていたシャッターがゆっくり開いていく。







[image: 第五十七章『唄い場の準備者達』]
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「あの」

　という呼び声に、義よし康やすは目を醒さました。

　……寝ていた!?

　今、自分は戦せん場じようにいるのだという、そんな記き憶おくは残っている。

　眠るなどと、厳げん禁きんの行為である筈はずだ。しかも今、

　……呼吸が……！

　何だ。この視し界かいの白さと、息の出来なさは。

　いかん。何やら焦あせりが、急に呼吸を乱し、酸さん素そが……、

「……って何だこの布は！　暗あん殺さつか!?」

　顔に載のっていたタオルを引きはがして顔を起こすと、首の関かん節せつが鳴った。

　随ずい分ぶんと見事に寝ていたらしい。

　しかし、元は酔よっているのを誤ご魔ま化かすために目の上うえ辺りにタオルを掛けていた筈だった。近寄らせない目的として「うぜえー、つかれたー」臭しゆうを醸かもすのには、視線を感じさせず、だらけているのが一番。そういう的てき確かくな判はん断だんだった筈だ。

　よもや寝ている間にそれを逆ぎやく用ようされ、暗殺直ちよく前ぜんにまで追い込まれるとは、

「お前がやったのか？」

「え!?　里さと見み家けの美び顔がん法ほうですよね！」

　……んな訳わけあるか！

　だが、今の可か児にの反応を見るからに、これは大おお久く保ぼがやったのだろう。

　きっとこちらが寝てしまって、動かなくなったのを誤魔化すためだ。ならば、

「その通りだ」

　義康は腕を組み、もっともらしく静かに言った。

「里見の美顔法で、一日一回これを行うと、胸が大きくなると言われている」

「新しい美顔法ですね！」

　いかん、つい夢を語ってしまった。追つい及きゆうされても困るので、義康は話をズラした。

「しかし、大久保は──」

　と言うと、可児が肩をすぼめながら、自分の顔横に映った表示枠レルネンフイグーアを手で示した。

　こちらも応じて、己おのれの表示枠を出す。

　この小お田だ原わら征せい伐ばつのインフォメーションを展開すると、

「──相あい対たいを行ったのか」

「Ｔｅｓテスタメント．！　さっき、トイレに行って大きいのを頑がん張ばる！　って、そんな感じで出て行かれたんですが、あれ、相対しに行ったんですね！」

　場所に関しては、〝浴よく場じよう〟とあるが、

「洗面所で、相あい対たいか……」

「ど、どうやったんでしょうね！　長さでしょうか！」

「普通、健けん康こう状態だろう」

　成なる程ほど！　と頷うなずく可か児にを前に、当とう分ぶん大おお久く保ぼには会いに行かないようにしようと義よし康やすは思った。だが、彼女について悪い予よ感かんは無い。勝利をしたのだ。そして表ひよう示じは休きゆう息そく中。撤てつ退たいや脱だつ落らくではない。大久保の判はん断だんは生きている。

　あの大久保が大だい丈じよう夫ぶと示しているなら、大丈夫なのだ。ならば、と義康は思った。

「お前はどうする？」

　元々、大久保は可児との相対を考えていた筈はずだ。そして可児もそれを受けたのだが、

「Ｔｅｓテスタメント．！　里さと見み生徒会長！　相対をお願いします！」

「は？」

　不ふ意いの申もうし出に、義康は眉まゆをひそめた。すると可児が、ええと、と困ったように、

「これ！　これ見て下さい！」

　出されるのは表示枠レルネンフイグーアだ。その内容は、相対の申しん請せい書しよ。相対者は、可児と、

「そっち、誰だれが相対するか書いてないんです！」

「ちょっと待て。何で私が。──というか、その申請書を取り消せばいいだろう」

「武蔵むさし代表委員長の方で申請されていて、自分の方だと却きやつ下か出来ないんです！」

　……片方の意い思しで却下出来るようになってないのか。

　大久保の申請は、可児を登とう録ろくしたままで生きている。だが、大久保の登録は無く、彼女が不ふ在ざいであるならば、

「〝武蔵側〟ともなっている里見生徒会長！　お願いします！」

「うむ、じゃ、じゃあしょうがないだろう」

「有あり難がとう御ご座ざいます！　空詠みカラオケ勝負、やりましょう！」

「は？」

　……空詠み勝負？

　いや、私、空詠み経験がほぼ皆かい無むなんだが。
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　義康は、心の中で頭を抱えた。

　……空詠みなんて、知らんぞ、私。

　今、可児は、湯ゆ屋やのサービスに自分の表示枠を接せつ続ぞくし、空詠みの制御情報プログラムを登録しているらしいが、こっちはその辺りの手て順じゆんすらも不明だ。

　無む論ろん、空詠みに対し、大体のイメージは出来ている。

　既き存ぞんの曲を表示枠レルネンフイグーアから注文すると、表示枠に歌か詞しが出るので、それに合わせて唄うたうのだ。

　そして歌の出来が点てん数すうによって表ひよう示じされる。

　そういう事をやりながら菓か子し食ったりいろいろやって、盛り上がるのだ。

　うん。とそこまでイメージし、義よし康やすは思った。

　……私と対たい極きよくのイメージだろ、それは……！

　歌を唄えば盛り上がるものなのか？　そうなのか？　それは〝歌を唄ったら盛り上がらないといけない〟ような空気の為なす事じゃないのか？　どうなんだ？　同どう調ちよう圧力というやつじゃないのか？　おい？　はっきり言って見ろ。ああん？　誰だれだ友人いないとかいうヤツは！

「──あ」

　否いな。一回だけ、空詠みカラオケには行った事がある。

　否。地じ元もとの酒さか場ば〝九く十じゆう九く里りティカルハンマー〟で、里さと見みの会かい合ごう打ち上げがあったのだ。

　そこでは空詠みの術じゆつ式しきセットが存在していた。

　あれは、正式なボックスでは無いが、空詠みではあろう。

　あの時、姉が異い様ように盛り上がって、ああ、うちの姉は意い外がいにこういうのに出ているのだなあ、と思ったものだが、当時は憲のり時ときだった義よし頼よりが歌い出すと、皆が静かになって何人かしんみりと泣き出したりして変な空間になったものだ。

　自分も何か歌えと言われたのだが、曲なんか知る筈はずも無く、姉と一いつ緒しよに露西亜ロシアの曲を歌わされたが、今いま思えば、あれは幸せな記き憶おくだ。

　……粘ねん膜まくとか歌わされた気がするがな……！

　だが、経験と言えばそのくらいだ。

「里見生徒会長！　どのくらい歌って勝負します!?」

「いや、一曲でいい」

　というか一曲歌うたえるかも解わからん。

　一応、警けい戒かいのためにも聞いてみる。

「可児・才さい蔵ぞう、お前、カラオケは？」

「Ｔｅｓテスタメント．！　町内会の集まりとか、友達とでよく行きます！」

「そうなのか」

「Ｔｅｓ．！　友達なんか、すぐに人生相そう談だん始まっちゃう時が多いので、自分だけが唄ってたりする事も多いんですけどね！　その分、御お菓子貰もらえたりしてラッキーです！」

　こいつは敵だな……、と何な故ぜか義康は思った。

　……この相手は敵だ。うん。

　話は合う気もするし、性格としても齟そ齬ごはない気もする。が、人生の芸げい風ふうが違う気がする。

　……否、襲しゆう名めい者しやってのは、そういうもんじゃないだろう……。おい……。

　町内会で空詠みとか、友達と御菓子食ってとか、そういうものじゃない筈だ。だが、

「あ」

　姉は空詠みカラオケ上う手まかった気がする。だとすると、

　……私が間違ってるのか!?　ああン!?

　自分に対して眇すがめになってしまうが、個こ性せいというものだと思った方が勝ちだろう。

　しかし、自分の問題は自分の中で収めるとして、一つ危険がある。

「……可か児に・才さい蔵ぞう。空詠みには、どのくらい行ってる？」

「Ｔｅｓテスタメント．！　四回くらいです！」

「四回!?」

　少ないな、と思った瞬しゆん間かんだ。

「週しゆう四よんくらいで！　部ぶ活かつの帰りに寄る事が多いから、人付き合いで回数増ふえちゃうんですよね！　だから、ポイント符ふがもの凄すごい溜たまりやすくて！」

　やっぱこいつ敵だ、と義よし康やすは内ない心しんで決定した。

　ともあれピンチだ。向こうは達たつ人じん。こちらは素しろ人うとと言っていい。

　……どうやったら勝てる!?

　否いな、勝負に持ち込むにはどうしたらいいかを考えるべきだろう。

　……どうする!?

　義康が、湯の中で思し案あんした時だ。

　不ふ意いに可児が、首を傾かしげた。

「あれ……？」
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　可児は、空詠みの制御情報プログラムを一度落おとし、湯ゆ屋やの通つう神しん経路に接せつ続ぞくし直す。

　表示枠レルネンフイグーア一いち覧らんにサービスが出てくるので、オプションを含みで空詠み関連を探る。だが、

　……困りました！

「ここ、空詠みで入ってるのが猿さる楽がくの古いのばっかりですね！」

「古い？」

「Ｔｅｓ．！　系けい列れつは〝ヨガカラ〟なんですけど、冷れい泉ぜん形式なせいか東とう国ごく主体で、上かみ方がた主体の二に条じよう派はの最新曲きよくが入ってないんです！」

「たとえば？」

「〝レッド染そめ衛え門もん♀〟の〝ナンバー59〟とか、〝セミガン〟の〝後ろ青あお剃ぞり〟とか、そういう新しん譜ぷがなくて、〝ローマ人トモノキカ〟とか〝ぬかったキング〟とか、そういう古い人達の歌ばっかりなんです」

「その場合、どうなる？」

「唄うたえるのがありません！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうか」

　何な故ぜか里さと見み生徒会長が右手を差し出してきたので、握あく手しゆする。

　そして可か児には、曲名のリストを見た。

　……どれが唄うたえるんでしょうね……!?

　上かみ方がたと東とう国ごくでは、結けつ構こう文化が違うと聞いていた。薄うす味あじと濃い味、というのは、こっちで食事をする事によって何となく解わかっていたが、

　……こういう歌モノ文化も、違うもんなんですね！

　だが、参まいった。

　リストを見ていても、空そらで唄えるようなものがない。

　時代が一つ古いというか。最新というものの形が、ずれているように思う。

　どうしたものか。

　とりあえず、解決のヒントになるかと思い、可児は聞いてみる事にした。

「あのう。……何か唄いやすい曲って、ありますか？」
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　義よし康やすは、湯の中で体温を低くした。

　……唄いやすい曲!?

　そんなもの、ある訳わけがないだろう。知っているとしたら、それこそ〝通とおし道どう家か〟や校こう歌かとか、そんなものしかないのだ。

　だが、こちらが空詠みカラオケを不ふ得え手てだと知られれば危険だ。

　向こうのペースで、向こうしか唄えないものをやられる可能性もある。

　……く……！

　考えろ。曲というのは、別に歌か謡ようや雅が楽がくだけでなくてもいい筈はずだ。

「……ああ」

　そういえば、と義康は思った。時たま、従じゆう士し殿どのが神肖テレビ動どう画がの事を話題にしていて、こっちは全くついていけなかったが、あれ、観みておくべきだったかなあ、と。

　タイトルは〝高こう揚よう軍ぐん艦かん１６４８〟だったか。武蔵むさしをモデルの航こう空くう戦せん艦かんが織お田だ家け相手に派は手でな主しゆ砲ほう撃うってた気がするが、最近はリアルの方でも似たような事する船がいたな。乗船してるが。

　……あれの主しゆ題だい歌かは超メジャーだった気がするが……。

　時たま神啓レデイオでも聞く時があるが、イントロをうろ覚えという程てい度どだ。

　歌か詞しまでは憶おぼえていない。

「どうですか!?」

「いや、少々難むずかしいのを思し案あんしてしまったようだ、うん」

　言っていて思うのは、自分がどれだけ知らないか、という事だ。

　いかんなあ、と思っても仕方がない。知らないものは知らないのだ。

　問題なのは、「知らない」と、開き直ったら、そこで勝負が終わって仕し舞まう事で、

　……さて。

　と考え、ふと義よし康やすは思った。待て、と。

　自分にも一応、空詠みカラオケ経験は、あるのだ。

　昔の記き憶おく。あまり憶おぼえてもいない。姉と彼との思い出だ。あの中で、自分は姉と一いつ緒しよに、ある歌を唄うたわされたのだ。

　無む論ろん、曲名などは憶えていないが、

「……すまん。ちょっと、この歌はどうだろうか、というのがあるんだが」

「何です!?」

「ああ、知っているか？　──粘ねん膜まくとか、そんな歌か詞しが入ったもので」

「コサックの〝敵てき陣じん徒と競きよう走そう〟ですね!?」

　それで解わかるのか、という事に驚きよう愕がくした。

　そして眼がん前ぜん、わあ、と可か児にが自分の表示枠レルネンフイグーアを掲かかげた。

「あれだったら唄えます！　お父とうさんが二十年前に青春捧ささげたドラマ〝ドラグーン衛え門もん〟の主しゆ題だい歌かになったんで！　知ってます!?　〝ドラグーン衛門〟！」

「ああ、……初期のオープニングの歌詞に〝あんあんあん　こんなのはじめて　ドラグーン衛門〟ってあって一発発はつ禁きんになったんだよな、確か。あれ、内容は毎まい度ど部ぶ隊たいが全ぜん滅めつしそうになると位い相そう空間から不ふ思し議ぎ聖せい具ぐ出して更さらに酷ひどい目に遭あうというやつだったけど」

「時たま上う手まく行くから見み逃のがせないらしいんですよ！」

　可児のテンションが上がっている。父親の好きな曲が勝負曲になるからだろう。

　こちらも、姉と唄った思い出の歌だ。

「じゃあ、そっちに歌詞のページを送りますね！」

　と、言いつつ、可児がふと手て元もとの操そう作さを迷った。そして彼女は苦く笑しようして、

「通神文メールの宛先アドレスとか、交換してないんでした！」

「まあいい。その表示枠の内容、こっちに複ふく製せいしてくれ」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と可児が手をスライドし、表示枠を二つにした。その内の一つをこちらに渡してくれる。

　手て元もとに受け取るのは、旧派カトリツクの表示枠だ。その白い枠わくを見て、義康はふと思った。

　……今ので通神文の宛先交換出来ないのが、私らしいところだなあ。

　警けい戒かい、という意味で正当化かすべき時間帯たいだ。だが、そんな事を思えるようになったというのも、このところでの武蔵むさし上じようの生活ゆえだろうか。

　ともあれ、と内ない心しんで一ひと息いき入れて、義康は歌詞を見た。





　雪の上　足あし跡あとつけて　夜空の下を　我は行く

　浪漫ロマン夢見て　腕を振り　十と重えと二は十た重えの　敵てき陣じんに　奇き声せいあげれば　突とつ撃げきだ

　どいつもこいつも　叩たたき伏せたら　ウオツカの刑けい　尻しりに突っ込む　六十度

　どーだ粘ねん膜まく　カザンが見えるか　見えても　意味無なし　コサックダンス




　ハラショー　ハラショー　ハラショー　ハラショー




　塔とうの先　狙ねらいをつけて　祭の中で　我は行く

　褒ほう美び夢見て　馬を駆かり　八や重えと九ここ重のえ　白はく刃じんに　馬をぶち当て　接せつ近きん戦せん

　どいつもこいつも　殴なぐり倒して　ピロシキの刑　尻に突っ込む　香こう辛しん料りよう

　どーだ直ちよく腸ちよう　見えるかタタール　見えたら　今夜は　タルタルソースだ




　ハラショー　ハラショー　ハラショー　ハラショー






　……何だコレ……!?

　本当に一回唄うたった経験があるのか、よく解わからなくなってきた。

　否いな、姉が飛び跳ねてたのは憶おぼえてるから、ハラショーの部分は現実だろう。

　というか、どんな音楽に乗るんだコレは。

　……ええと。

　これは緊きん急きゆう事じ態たいだよな、と自分に言い聞かせつつ、義よし康やすは通つう神しん用ようの表示枠レルネンフイグーアを展開した。
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　あら？　と縁えん台だいにミトツダイラやホライゾン、トーリ達と座っていた浅あさ間まは、首を傾かしげた。

「あの、正まさ純ずみ？　トーリ君達も、何か、ヨッシーちゃんから通神がこっち来てるんですけど、ええと、──あの、誰だれか〝敵てき陣じん徒と競きよう走そう〟唄える人、いますか？」

　皆が、喜き美みに視線を向けた。

　こちらの横、半はん目めになったミトツダイラが喜美に告げる。

「私達に今朝けさ迷めい惑わく掛けた──、今も掛けてる分、ここでちょっと技を使ってみませんの？」

「フフ、仕方ないわね……。じゃあ、ヨッシーに見本を聴きかせてあげるわ」

　と、喜美が胸の間から集しゆう音おん術じゆつ式しきの表示枠を抜き出した。
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　義康は、浅間神じん社じや代表から届いた音おん響きよう情報を、自分の表示枠で再さい生せいした。

　聞こえるのは、簡かん易いな伴ばん奏そうを重ねた総そう長ちよう姉あねの声だ。音響術式をヘッドホン状態にして聴くのは、武ぶ神しんの出場整せい備び中ちゆうに通つう神しんをする際の常だが、今回は聞こえる音が違う。

　そして耳に入ってくる狂きよう人じんの声は、

　……上う手ま過ぎるだろう!?　これは!?

　抑よく揚ようが、感情込めてキマってしまっていて、これは真ま似ね出来ない。もし、今いま耳に聴きいているものを参考にしようとしたら、相当な訓くん練れんが必要だろう。

　……う、上がどのくらいのレベルかを勉強したと思おう……。

　あの、変な女がなあ……、と、何だか変なショックを二に重じゆう三重に受けつつ、義よし康やすはもう一度表示枠レルネンフイグーアの鍵けん盤ばんを叩たたいた。
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　あら？　と浅あさ間まはまた首を傾かしげた。

　集まってる皆の中、グラスに入った生しよう姜がエールを口にしている喜き美みに対し、

「喜美、ヨッシーちゃんから、上手過ぎて参考にならない、って」

「え？　公園で子供達と遊んでる時の調子で唄うたったんだけど、駄だ目め？」

「いや、子供達に通じさせるのって、相当なんですって……」

「そう？　でも、私が天てん上じよう過ぎて駄目だとしたら、他、誰だれかしら？」

　えーと、と浅間は、ある人物を見た。同時に、皆が同じ方向に顔を向ける。

「正まさ純ずみ」

「待て！　私、今の歌を知らないぞ!?」

「あら？　知りませんの？　結けつ構こう人気あったので、三み河かわから小お田だ原わら辺りに掛けては、〝再さい放送が終わったらまた始まった〟ような事が起きてたと思いましたけど」

　いや、と正純が首を傾げた。

「小しよう等とう部ぶ、中ちゆう等とう部ぶではそういう時間に勉強してたし、うちは元々、父が厳げん格かくだしなあ……」





●






「見ろ！　見ろコニタン！　またこの地域では〝ドラグーン衛え門もん〟を再放送してるぞ！」

「ほほう、通つう算さん四千七十二話とか、凄すごい事になっておりますな！　Ｏｐもどうやらアレンジ版！　──おっと、この話わ数すう、集団農のう場じようから脱だつ走そうの上で合流したショタスキビッチ中ちゆう尉いが、性せい癖へきを我が慢まん出来ずに独どく房ぼうに入れられる話でしたか。〝通り抜けイコン〟で救いに行こうとして、少年ばかりの露ろ天てん風ぶ呂ろに突とつ入にゆうして二重に御ご用ようになるという……」

「ああ、そうとも。この番組でいらん性癖を会え得とくした子供達も多かろう。もっと再放送をするといい！　武蔵むさしでもまたやるか！　やるぞ！　今回は選より抜きで行くぞコニタン！」

「ノブタン！　ノブタン！　既すでにキッツイ話数を選び始めていますな!?」
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　父は今いま頃ごろ、真ま面じ目めに仕事してるんだろうなあ、と思いつつ、正まさ純ずみは吐と息いきした。

　……これも仕事か。

「じゃあ仕方ない。里さと見み生徒会長には、あまり期待するなと言っておいてくれ」

　浅あさ間まが頷うなずくのを確かく認にんして、正純は集しゆう音おん術じゆつ式しきを展開した。演えん説ぜつ用ようだが、まあいいだろう。

　気き楽らくに行くのが大だい事じだと思いながら、唄うたう事にする。
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　五分程ほどが経過した。





●






・あさま：『あの、ええと、正純？　傷つけないように言葉を選んで言いますけど〝期待通りではなかったが、希望は何ど処こだ〟って、ヨッシーちゃんが』

・粘着王：『哲てつ学がく的てきであるな……』

・副会長：『言葉選んでそれかよ!?　というか悪かったな！　悪かったともさ！』

・俺　　：『つーかオメエ、これ、聴きいてみたけど音おと割われすげえし、何でオメエ、演説口く調ちようで唄える訳わけ？　逆にスキルとして凄すごくね？』

・銀　狼：『あの、我が王？　あまり正純を、そう責めないでもいいのでは？』
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　義よし康やすは、三つ目の音おん響きよう情報が武蔵むさしから届いたのを見る。

　音響情報のタイトルに〝ベル：アデーレ〟と書いてあるのを見て、

　……どうだろうなあ……。

　思いつつ、再さい生せいした。
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「あ、ヨッシーちゃんから連れん絡らくで、今のでオッケーだそうです」

　浅間の言葉に、わあ、と鈴すずとアデーレが手を取り合うのを見て、ミトツダイラは苦く笑しようした。

「二人で一いつ緒しよ、というのが、逆に〝好きな音〟を拾えて良かったのかも知れませんわね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、自分一人ひとりだと、何だか行こう進しん曲きよくみたいになりやすいんですよねー」

「わ、私だと、声、小さく、なりやすく、て」

「フフ、いいのよ？　いいとこ取りが出来たんだから、お互いいいとこ褒ほめ合いなさいな」

　そういう喜き美みの声も上じよう機き嫌げんだ。

　そしてミトツダイラは、正まさ純ずみを見た。

「副ふく会長として見た場合、現状、どういう流れになってますの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、こっちは大おお久く保ぼが頑がん張ばって勝利したので、毛もう利りに二勝だ。つまり、大罪武装ロイズモイ・オプロ二つを毛利に要求出来る。その一方で──」

「うどんはやめてええええええ！」

　夏服姿すがたのハイディが頭を抱える。だが、そちらを見た正純は、咳せき払ばらいを一つしてから、

「──伊だ達てと羽は柴しばに一敗だな。伊達に関しては交こう渉しようを持てる相手の見けん当とうがついたので、向こうの動きを見み据すえて交渉に入る。羽柴については──」

「北ほう条じよう側がわについた私達、という事での戦せん闘とうでしたわよね？」

「Ｊｕｄ．、ゆえにその辺り、何か使いようがないかと考えている」

　と、二ふた代よがスイカの種たねを嚙かみ砕くだきながら、口を開いた。

「北条側に対し、勝利出来る余よ裕ゆうはあるので御ご座ざろうか」

「うどんが金きん欠けつでなければ何とかなった気もするが、現状では難しい。

　現げん場ばの動きを見ていると、北条・氏うじ照てるも軽けい食しよく屋やから動かない。後は小こ太た郎ろうという走狗マウスと、北条・氏うじ直なおになるが、こちらに関しては毛利側の人狼女王レーネ・デ・ガルウと世せ鬼きが動く筈はずだ」

「世鬼が小太郎、人狼女王が氏直様と相あい対たい、という筋すじ書がきで御座ろうな」

「うちの母、気き分ぶん屋やですけど、まともに当たって勝てる相手ではありませんわよ？」

　そういう意味では、ハッサンの勝利は大だい金きん星ぼしだ。

　そして、これから行われる戦いとしては、

「最も上がみとしては、先に最上・義よし光あきが可か児にには勝利している。ここで里さと見み生徒会長が負ければ、羽柴側はその敗はい北ぼくを取り返せる訳わけだ」

　正純は、腕を組んだ。そして、

「守りとして考えると、意い外がいと重要な勝負だぞ、これ」





●






　さて、と義よし康やすは湯ゆ船ぶねから立ち上がった。

　洗い場に上がり、タオルで汗あせを軽く拭ぬぐう。

　……大体は憶おぼえた。

　曲と歌の関係と、抑よく揚ようなどのタイミングを暗あん記きしたのだ。

　武ぶ神しん乗りの義康にとっては、作戦指し示じを一発で憶えるのより遙かに楽な行為だった。里見から北条までのルート。迎げい撃げきや侵しん攻こうで飛行する際に発生する防ぼう空くう圏けんの回かい避ひ軌き道どうは、上じよう昇しようや迂う回かいなども含んだ複雑なものだ。

　それに重ねるように歌を聴きけば、緩かん急きゆうは速度であり、抑よく揚ようは上昇と下か降こう。声せい量りようは戦せん闘とう行為と言うべきだろうか。

　五回チェックして、外さなかった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。……勝負しよう。可か児に・才さい蔵ぞう」

「Ｔｅｓテスタメント．！　宜よろしくお願いします！」

　と、可児も湯ゆ船ぶねから出てきた。

　彼女は手の先に表示枠レルネンフイグーアを展開する。それは空詠みカラオケの点てん数すうを対たい戦せん状態で表ひよう示じするものだ。

　項こう目もくは、


《音おん程てい：声せい量りよう：再さい現げん》



　という三項こう目もくだ。

「合計百点から始まって、増ぞう減げんしながら、最終的な点が出ます！　それで勝負ですね！」







[image: 第五十八章『唄い場の疾走者』]
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　勝負が始まりました！　と可か児には思った。

　湯ゆ屋やの浴よく場じようを音おん響きよう施設として、表示枠レルネンフイグーアの拡かく声せい器きを武ぶ器きに、己おのれの声に魂たましいする。

　そして自分と相手の姿すがたが動いた。

　伴ばん奏そうはスタート。

　続くべきは、並び合うお互いの戦せん闘とう準備だ。

　歌か唱しよう戦闘の準備。それに於おいて、まず必要なのは吸きゆう気きである。

「────」

　第一音の発声。

　……歌としての最初の一いち語ごを放つには、的てき確かくな吸気が必要です！

　何しろ初しよ手ての段階から、点数は計けい測そくされる。

　ゆえに歌唱開始の一音を正しく打つ事は大だい事じだ。それは、これから積み重なっていく点数を高く獲かく得とくしていくための必ひつ須す事項となるからだ。

　だが、この初めの一いつ手てこそが高い壁だと可児は思う。

　何な故ぜなら、歌とは、大きな声を出せば良いというものではないからだ。

　空詠みカラオケの点数分ぶん類るい。声せい量りようという項こう目もくが要求するのは、声の〝大きさ〟ではない。抑よく揚ようとして、抑えるべき部分も計るという、マイナス計けい測そくもしているのだ。

　計測の基き準じゆんは、空詠みの制御情報プログラムが有する楽がつ曲きよく情報内に仕込まれている。

　原げん曲きよくの音おん程ていや抑よく揚ようを計測した情報は、冷れい徹てつだ。歌い手はその差さ異いを点数として突きつけられる。

　ゆえに、歌い手にとっては、初手こそが〝壁〟だ。

　一いつ声せい目め。それを放つまでは、楽がつ曲きよく情報の中に仕込まれた声量の基準が解わからないからだ。

　不明の声量。

　これに対して抗あらがうには、経験による見けん当とうしかない。

　歌を知っていれば知っている程ほどに、最初の見当をつけやすいものだ。

　そして空詠み経験があれば、制御情報が要求する大体の声量平へい均きんを割り出す事も出来る。

　必要とされる的てき確かくな声量。

　だが、それは、息を吸えば出るというものではない。

　声を出すというのは、肺はいの中の空気を出し、声せい帯たいを震わせるという行為だ。

　肺を動かすのは、横おう隔かく膜まくを中心とした筋きん肉にくである。

　筋肉は、伸ばし、縮める事が出来るものだ。肺をすぼめて空気を外に出すには、筋肉を縮める動きを要する。

　ただ、筋肉の伸しん長ちようには限界値ちがある。

　大きく伸ばす事も可能だが、伸び切らない部分は、引っ張り、縮む動きに繫つながるのだ。

　だから大きく息を吸い過ぎると、声を出す時に横おう隔かく膜まくが一気に縮み、思わぬ大声となる。

　声を出すというのは、身体からだのコントロールだと言える。

　経験があれば、対応は可能。

　その意味で、自分は大だい丈じよう夫ぶだと可か児には思った。経験は充分にあるのだから、と。

　そして可児は義よし康やすと共に息を吸う。伴ばん奏そうが速度を上げ、

「────」

　お互いが、喉のどを開いた。可児は腕を振り上げ、義康はほぼ直ちよく立りつで、

「……!!」

　唄うたった。
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　可児は、初しよ手てをベストの自己判はん断だんで評ひよう価かした。

「──雪の上」

　声の〝入り〟も、

「足あし跡あとつけて」

〝保もち〟も良い。

　否いな、要求される声せい量りようは、長年の経験で見けん当とうがついているのだ。

　難しいのは、声を放つタイミングだった。

　……これも毎まい度ど、壁ですよね！

　今、空詠みカラオケの表示枠レルネンフイグーアの中、歌か詞しが表ひよう示じされていく。

　その歌詞は、唄うべき処ところから朱しゆの色で染まっていくのだが、これも最初の一いち文字目めは真まっ白しろな状態だ。朱の色はいきなり左から飛び込んで来る。

　伴奏と、文字の色変へん更こう。

　この二つから示される瞬しゆん間かんというタイミング。これを逃のがせば、やはり第一声を失う結果となってしまう。

　可児は、今回、歌詞の表示に頼らなかった。

　父親が唄うのは何度も聞いている。だから伴奏と、歌の入りは、それを参考にした。

　もし間違えたとしても、自分と家族の記き憶おくならば悔くいはないと、自分自身の経験を重要視ししたのだ。

　それは当たった。

　伴奏は、地元のものとはやや違うアレンジだったが、タイミングは同じだった。

　二十年を重ねてきた父の歌に合わせたのだ。間違いがある筈はずが無い。

　……どうです!?

　可児は息いき継つぎをしながら表示枠を見た。

　点てん数すうは、現状において百三点。

　百点スタートからの加か算さんだ。そして可か児には、今回の採点システムを理解した。この空詠みカラオケの制御情報プログラム。その楽がつ曲きよく情報に仕込まれた基準値ちは、

　……結けつ構こう、渋いです！
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　可児は思った。これは厳きびしい勝負になります！　と。

　何な故ぜなら、加算の点数が厳しい。

　今の感覚なら、地じ元もとの空詠みなら、加算で百五点になっていてもおかしくない。

　それはつまり、今回の楽曲情報の基準値ちが原げん曲きよく寄りだという事だ。

　だが、これは驚くような事ではない。

　……難しい曲だと、こういう事ってありますから！

　父親の持ち歌なのだ。子供の自分にとって難しくて当然。と、そのように考えて可児は自分の心を戒いましめた。

　……これを唄うたえるお父とうさん、凄すごい……！

　そういう事だ。故ゆえに今の息いき継つぎで、可児は身体からだを緊かたくする事なく、

「──夜空の下を」

　腕を振り、空を仰あおぎ、唄った。

「──我は行く」

　そして可児は、次の息継ぎを行いながら、横よこ目めで左を見た。

　里さと見み生徒会長。視し界かいの左の方で、唄う際の動きが全く見られないのは不思議だ。直ちよく立りつに近い姿し勢せいでは、声も大きく出ないし、息も吸いにくいだろうに。

　……ど、どんな点数なんです!?

　可児は、ちらりと、お互いの間に立つ表示枠レルネンフイグーアを見た。

　そこにある点数は、

　……七十五!?

　いきなり大だい減げん点てんだ。
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　義よし康やすは、いきなり間違った。

　原因は簡単だ。息を吸い、身み構がまえたまでは良かったが、

　……表示枠を見み間ま違ちがえたな。

　本来見るべきは、左右、お互いの正面にある表示枠だ。そこに、歌か詞しを朱しゆ色いろの文字で染めていくものが一枚ずつある。

　だが、それに気付くのが遅れた。

　義よし康やすは、歌か詞しの参さん照しようとして、先さき程ほど可か児にから受け取った表示枠レルネンフイグーアを見ていたのだ。

　緊きん張ちようで、視し界かいが狭くなっていたとしか言いようがない。

　ゆえに義康は初めの一声を作ろうとして、スタートを知らせるものが全く来ないのを見て、

「……？」

　……古いシステムだからか？

　何も合あい図ずが無いのは不ふ親切ではないか？　と思った瞬しゆん間かん、可児に先にやられた。

　伴ばん奏そう合わせで行けばよかった、と思う間もなく、小しよう節せつは進行する。

　何とか途と中ちゆうから声を出したものの、

「──つけ……！」

　声が大き過ぎた。

　拡かく声せい器きの響ひびきは音おと割われに近く、それで一いつ瞬しゆん萎い縮しゆくしてしまった。

　結果として、そこからの声は小さくなってしまい、

　……しくじった！

　仕切り直しを心に誓ちかい、だが、義康は一つの賭かけに出た。

　初めのパートを、途中から捨てたのだ。

　最初の大おお声ごえと、次の小こ声ごえで、自分に要される声量は大体見けん当とうがついた。

　ならばここは、怯おびえたような歌い方を続けてはいけない。それを続ぞつ行こうすれば、自分の今後が怯えからのスタートとなってしまう。

　失敗は失敗だ。

　狼狽うろたえたまま、続ける事で挽ばん回かいとするのではなく、仕切り直しで再スタートとする。

　そうとも。落ち着け里さと見み・義康。自分は里見の生徒会長なのだ。

　失敗は、失敗として捉とらえ、次に行け。

　横、一いつ般ぱん学生の可児が堂どう々どうと唄うたっていられる場なのだから、お前がそう出来ない筈はずもない。

　そうともさ。

　だから義康は、歌を止め、伴奏を耳にした。

　記き憶おくの中にあるような、無いような、そんな楽がつ曲きよくを聴ききながら見た点数は、七十五点。

　何だ、これだけミスって、全体の二十五パーセントしか削さく減げんされていない。

　これが達たつ人じんとの戦せん闘とうだったら、一いつ手てミスっただけで全ぜん損そんだ。

　勝負はここからだな、と義康が思った時だ。

「？」

　右横よこ。そこに立つ可児が、こちらを見ていた。

　表ひよう示じされている点数に、驚いたという顔だ。

　だが、こんなもの気にする事ではない。今、伴奏は、次のパートに行こうとしている。

　空あいている僅わずかな間。その中で、義よし康やすは可か児にに言った。

「気にするな。──これから追いつく」
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　……凄すごいです！

　可児は里さと見み生徒会長に驚きよう愕がくした。きっとこの人は、空詠みカラオケの達たつ人じんなんですね！　と。

　こちらが必ひつ死しに思し考こうし、摑つかんだ点数を気にもせず、最初のパートを悠ゆう然ぜんと捨てた。

　ハンデのつもりなのだろう。だって、

　……今の一ひと言ことだって、歌か詞しにないから減げん点てん対たい象しようなのに……！

　見れば、相手の点数は七十二になっている。

　三点マイナス。間違いなく、今のパート間の言げん動どうのせいだ。

　しかし、そんなシステムを知らない訳わけも無いだろう。空詠みは学生の常じよう識しきの一つとも言えるもので、数すう度ど行けばこのような点数システムは理解出来る。ならば、

「……！」

　今、自分は、強きよう敵てきを相手にしているのだと可児は思った。

　だから可児は、次の言葉を心に刻んだ。

　……頑がん張ばります！

　里見は関かん東とうの小しよう国こく。だが、武蔵むさし勢ぜいとして動く戦せん力りよくだ。

　そんな敵の中にいた空詠みの達人が、今、自分の目の前にいる。ゆえに、可児は頷うなずいた。

「頑張ります!!」

　マイナス三点。

　だが、これで同どう質しつだ。自分は相手と同じ舞台に立ったと言える。そして、

「────」

　次のパートが始まる。
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　伴ばん奏そうが聞こえる。その向こうに、父の歌を可児は思い出した。

「──浪漫ロマン夢見て」

　声を放つ直前だ。左から、別の声が来た。

　里見生徒会長だ。彼女が自分よりも僅わずかな差で、

「──浪漫夢見て」

　唄うたった。

　……速い!?

　空詠みのシステムは冷れい酷こくだった。表示枠レルネンフイグーアの中。彼女の採点項こう目もく内ないにて〝再さい現げん〟の部分が紫むらさきに点てん滅めつした。

　減げん点てんが入る。

　しかし、可か児には唄うたいながら見た。里さと見み生徒会長の点数が、

　……七十四!?

　おかしい、と可児は思った。だが、

「──腕を振り」

　七十五。

「十と重えと二は十た重えの」

　七十七。

　そして、

「──敵てき陣じんに」

　七十九。

　と、急きゆう激げきに上がって行く敵の点数を見て、可児は戦せん慄りつする。

　……どういう事です!?

　相変わらず、里さと見み生徒会長の〝再さい現げん度ど〟は原げん点てんを示す紫点滅だ。しかし、対する自分の方を見るならば、その点数は、

　……百四……！

　差は二十五と大きい。

　だが、元々は二十八の差があったのだ。

　……どういう事です!?

　訳わけが解わからない。自分とて、空そら詠よみ経験は豊富だ。そして今、自分の計けい測そく項目は全て赤あか点滅。加か算さんの方向で点数が入っているのだ。

　対し、相手は、音おん程ていと声せい量りようが赤点滅で、再現は紫点滅だ。

　向こうの方には減点材料があるのに、こちらは今、確実に詰められている。

「──奇き声せいあげれば」

　敵が、八十二を計測した。

　自分は百六点を計測する。

　……これは……！

「──突とつ撃げきだ」

　敵が八十五点を計測した。

　そして自分は、

　……百八点！

　二十八あった差が、このパートで二十三に詰められた。
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「あれ？　……里さと見み生徒会長の点数が、何だか急きゆう激げきに上がって行きますよ？」

　と、アデーレは表示枠レルネンフイグーアを掲かかげて皆に見せた。

　先さき程ほどの通つう神しんの遣やり取りから、向こうの状況はモニタしている。最も上がみが武蔵むさし勢ぜいという扱いを得ているから可能な事だが、

　……どういう事なんですかね、コレ。

　アデーレは首を傾かしげる。先程自分達たちが唄うたって、里見生徒会長に認められた意味もあるが、

「さっき、思いっ切り点数下がって、今はコレって、どういう事なんです？」

　今も、両者の点数は上がっていく。

　下がらないだけでも凄すごいですよねー、と思うこちらの後ろ、総そう長ちようが言う。

「あれか？　対たい戦せんの時、負け犬補ほ正せいが入ってんのかな？」

「フフ、愚ぐ弟てい？　アンタもこの歌を唄ってみればいいじゃない。それで解わかるわよ？」

「あの、喜き美みさん？　自分、解らなかったんですが……」

　あら、と喜美が微笑した。

「鈴すずと唄ったからよ。ミックスされた歌声で補ほ完かんし合ったら、解らなくて当然よ」

　そして彼女は、副ふく会長に視線を向けた。

「ねえ正まさ純ずみ？　実はアンタがいきなりよく解っていたと思うんだけど、どうかしら？」

「はあ？」

　と、交こう渉しよう用ようの書しよ式しきなどを纏まとめていた副会長が振り向く。

「何だ、さっきは、演えん説ぜつになってるとか何とか言って……」

「──解ってるじゃない」

　は？　と更さらに首を傾げた副会長に、喜美が苦く笑しようを一つ送った。

「ペタ子が点数を上げてる理由は幾いくつかあるわ。──それに相手が気付いた場合、少し厄やつ介かいになるけど、追い上げ自体は面白そうね」

「おいおい姉ねえちゃん、一体、どういう事なんだよ」

　そうね、と喜美がこちらの掲げた表示枠を見み据すえた。

　流れる歌か詞しは、続くパートの後半に至っていた。

『──ウオツカの刑けい　尻しりに突っ込む──』

「六十度、ってね。ほら、見なさい」

　相手側、可か児に・才さい蔵ぞうの点数は、今回は伸びずに百十七点。里見生徒会長は、

「……百点超こえました！」

　百二点が、計上された。

　差は十五点。この追い上げは、

　……どういう事なんです!?
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　可か児には、相手の追い上げの理由に気付いた。

　……解わかりました！

　このパート、こちらは捨てるつもりで相手の声を聴きいた。

　そして解った事が、二つあったのだ。

　……お父とうさん……！

　今、横で並んで唄うたう里さと見み生徒会長の声が、何な故ぜか父親の声に聞こえたのだ。

　無む論ろん、彼女は自分の親しん族ぞくである筈はずも無い。

　だが、声を聞き間違えた理由は明確だ。

　里見生徒会長の歌い方が、男性のそれに近きん似じだからだ。

　空詠みカラオケの点数システムは、楽がつ曲きよく情報の提てい示じする基き準じゆんに対し、正確性せいを求めるものだ。

　だから歌い手は、基本、一いち音おん一音を大だい事じとし、その流れを尊そん重ちようする。これは、どちらかというと、発声とフレーズを再現する〝技〟と、声せい量りようの〝力〟が重じゆう視しされる傾向にあると言える。

　しかし、男性と女性、もしくは大人おとなと子供の間においては、これらの〝技〟や〝力〟とは別に、顕けん著ちよな差が一つ存在する。

　体たい格かくと骨こつ格かくによる口の開き方の差だ。

　口の大きさは、喉のどの広さに繫つながり、音おん程ていや発はつ声せい量りよう差を生む。

　里見生徒会長の口の開きは、男性のそれに近いのだ。

　彼女の戦種スタイルは重武神騎乗士ナイトストライカーである。

　武神という巨きよ大だい物ぶつが動く戦せん場じようや整せい備びの場。そこで生活しているなら、大おお声ごえが基き礎そだろう。

　そして、今いま唄っている〝敵てき陣じん徒と競きよう走そう〟は、父の持ち曲であった。

　歌い手は男性だ。それも、内容としては戦せん士し団だんを舞台としたもの。歌は戦せん事じ的なイメージを持ち、声は男性的である事を期待される。

　可児は、正しく唄ったつもりだった。

　だがそれは、自分としての枠わくを超えていない。

　大きな口を開け、喉を通したつもりだったが、いつもの延長上じようでそれを行った。

　違うのだ。

　町内会の皆の中で〝一家庭の娘むすめ〟として唄うのでもない。

　友人達との集まりの中で〝同級生の一人〟として唄うのでもない。

〝敵陣徒競走〟を唄う者でなければならない。

　そういう事だ。

　そして里見生徒会長は、それを敢かん行こうした。

　今、思えば、彼女の直ちよく立りつ姿し勢せいの意味も解わかる。ただでさえ男性的な歌か唱しようをするのは難しいのだ。身体からだは固定し、揺れなど無く、喉のどを通した方が良い。つまり、

「────」

　里さと見み生徒会長の歌い方を聴きいた可か児には、更さらなる事実に気付いた。

　自分と相手の決定的なもう一つの差。それは、

　……肺はい活かつ量りようです！
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「──だから正まさ純ずみには合ってるって、そう言ったでしょ？」

　喜き美みが目を細めて言うのを、浅あさ間まは聞いた。

「男声による戦せん事じドラマの歌か唱しよう曲きよく。それは当然、勢いを重じゆう視しした男性の歌い手によるもの。

　だから愚ぐ弟ていが気付いたわよね？　正純が演えん説ぜつ調ちようで唄うたってるって。あれ、別に笑いのネタでも何でもないのよ？　──そういう事が出来る声の持ち主に合わせた歌なの。そして……」

「そして、……何です？　喜美」

「フフ、ペタ子がもう一つ、誰だれよりも有利な点が一つあるわね」

「……あるんですか？」

　あ、とアデーレが何かに気付いた。

「胸が無いと、身体の中で声が反はん響きようした際、均きん等とうにそれが起きます！」

　皆が、はっとしてアデーレを見た。皆、声を揃そろえて、

「凄すごいなアデーレ！　一番反響するぞ！」

「ええ、ペタ子がオッケーを出すだけはあるわね！」

「あの、鈴すず？　鈴は反響に乱れがあるのでしょうですけど、それは音にとって必要な〝震え〟でしょうから、いい事だと思うんですの。アデーレはデジタル系けいという事で」

「あれあれ？　何かこっちが虐しいたげられてますよ!?」

　だが、喜美は苦く笑しよう一つで呟つぶやいた。

「胸の件は解らないけど、一つ明確に言うなら、──肺活量ね」

「ヨッシーちゃんの、肺活量が、……ですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ペタ子、つまりヨッシーは、戦種スタイルが重武神騎乗士ナイトストライカーよね？　じゃあ、聞くけど、武神に乗る連れん中ちゆうの訓くん練れんって、どんなものだと思うの？」

　それは……、と浅あさ間まは皆と顔を見合わせた。

　誰だれも答えられない、という訳わけではない。直なお政まさがいるからだ。

　彼女は、手にしていた竹ボトルから、葦あしのストローを横よこ口ぐちにくわえ、

「基本、武神乗りってのは、地じ味みな訓練をするのさ。武神を動かすには金が掛かるから、術じゆつ式しきによるシミュレータや、武神で使用する武ぶ術じゆつの練習とか、ね。

　だが、合ごう一いつ式しきの場合、何よりも必要なのは体力さ。武ぶ神しんに合一した後、武神という機き械かいを動かし続けるのは、燃ねん料りよう制限の内側ならば合一者の体力だからね。ゆえに──」

　ゆえに、

「武神操そう縦じゆう者しやは、空あいている時間があれば、訓くん練れんとしてランニングなどを続け、体力の増ぞう強きように努める。里さと見み・義よし康やすも、アデーレ程ほどじゃないけど、整せい備び場じようの周囲コースをよく走ってるさ」

　成なる程ほど、と浅あさ間まは頷うなずき、喜き美みを見た。

　すると喜美は、細めた目を西に向けていた。小お田だ原わらの町。その陰いん影えいを眺ながめて彼女は言う。

「──肺はい活かつ量りようがあれば、男性の歌を唄うたっても声せい量りようで負ける事はないわ。それに、ヨッシーにはもう一つの武ぶ器きがあるの」

「それは……」

「武神操縦者として、高こう荷か重じゆうの中でも呼吸を保つ能力」

　言われた意味は、浅間には解わかる。

「──大だい肺活量を、乱す事無く制せい御ぎよ出来るんですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、思い切り息を吸っても、迂う闊かつに大おお声ごえにしない限り、吐き出す息いき量りようは調ちよう整せい出来る筈はずよ。それは、高空で、超Ｇ掛けて身体からだを振り回してるより、遙はるかに楽な所しよ行ぎようだわ。

　だからペタ子の唄い方は、普通から見るとちょっと異常な筈。つまり──」

　つまり、

「──ほとんどノーブレスでペタ子は唄ってる筈。それは、歌か詞しを見て唄う事だけに集しゆう中ちゆう出来る唄い方だし、相手のように息いき継つぎごとに喉のどをリセットしなくていい唄い方。

　空詠みカラオケの採点基き準じゆんとしては、揺れる事のない声ってのは、最適解かいの一つじゃないかしら」
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　可か児には、敵の戦せん闘とう能力と武ぶ器きを理解した。

　……無む茶ちや苦く茶ちやです……！

　自分に間違いは何も無い。生きつ粋すいと言っていい空詠みファイターが自分だ。何しろ、空詠みの現げん場ばで唄い方を鍛きたえ、それを続けてきたのだ。

　空詠みのシステムも熟じゆく知ちしているし、空詠み用の唄い方も修しゆう練れんしている。

　総合的に見て、自分はあらゆる空詠みシステムに対応出来ているのだ。

　だが、今、異い質しつの相手がいる。

　特とつ化か型がただ。

　男声としての唄い方。そして息継ぎをしない安定感。それらによって得る得点が、不ふ利り点てんを遙かに上回る化ばけ物ものがいる。

　歌が合っているという、その一点が大きい。

　だから、違う歌ならば、ここまでの状況にはならなかったと可児は思う。しかし、

　……頑がん張ばります！

　相手は、この歌に特とつ化かしているのだ。空詠みカラオケの達たつ人じん。それも、一曲集しゆう中ちゆうの達人だ。

　ゼロか、一か、ではない、

　ゼロか、百か。

　そういった相手の、百の部分を相手にする。それをやるがための、

　……頑張ります……！

　心にその言葉を唱となえ、解わかった事がある。父の唄うたい方を真ま似ねていては駄だ目めだ、と。

　既すでに里さと見み生徒会長の脅きよう威いを分ぶん析せきし、プランを立てた。

　可か児には息を吸い、身を後ろに反そらせ、点数表ひよう示じを見た。

　現在、点数は、自分が百十七点。

　そして相手が百二点だ。十五点の差を、可児は見て、

「────」

　そして唄った。可児は身体からだを前に振りながら、

「──どーだ粘ねん膜まく」

　唄う。言葉を尽くすごとに点数は動き、

　……どうです!?
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「敵が百二十一！　里見生徒会長が百五！　──引き離されました！」

　アデーレの声に、喜き美みは口くち笛ぶえを吹いた。

「フフ、相手が、全身を使い始めたのね」

「──全身？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、肺はい活かつ量りようは稼かせぎようがないから、声量を得るには、もはや大量の呼こ気きを安定して出していくしかないわ。

　でも、横おう隔かく膜まくの制せい御ぎよって、結けつ構こう不安定だものね？　だから──」

　喜美は、身を反らし、その身体からだをゆっくり前に折っていった。

「こうする事で、身体の動きで肺を潰つぶしていくの。そうすれば、横隔膜だけに頼るんじゃなく、全身をポンプにして安定した吐き出しが可能よ」

　……なかなかやるわね。

　喜美は思う。これで相手も野の太ぶとい唄い方を可能とした、と。

　今の点数状況を見ると、一いつ進しん一いつ退たいの殴なぐり合いがこれから始まる。一点や二点の引き離しや接近などは意味が無い。ここから先は、

『カザンが見えるか』

　敵が百二十五。

　義よし康やすは、百九。

　差は広がらないし、縮まらない。

『見えても　意味無なし』

　敵が百二十八。

　義康は百十三。

　差が、一点縮まった。

　アデーレが両手を絡からめた。祈る姿し勢せいだ。だが、

『──コサックダンス』

　敵が百三十二。義康は、

「……百十六！」

　差が、また広がった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか、里さと見み生徒会長」

「胸は駄だ目めだと思うわね……。成長限げん界かいよ、アデーレ」

「こっち見て言わないで下さいよ──！」

「ア、アデーレ、おちつこ？　ね？」

　大丈夫よ、と喜き美みは言った。

「勝負の位置が、ペタ子にも解わかっている筈はずよ。だって──」

　聞こえる伴ばん奏そうが、一気に高たか鳴なった。それは、一つの合あい図ずだ。

　ここから先のパート。今の伴奏のまま、一気に上がって行くのは、

「〝敵てき陣じん徒と競きよう走そう〟、最大の見せ場と難なん所しよが、ここなのよ」
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　可か児には、ここから先の展開のために身み構がまえた。

　息を吸い、身を反そらす。そう、これから先にあるのは、

　……ハラショーコール！

　男達が叫び、総そう勢ぜいの叫びを上げる。

　無む論ろん、空詠みカラオケは一人の所しよ行ぎようだ。総勢を再現する事は出来ない。

　だからここは、声せい量りようの勝負だ。勢いの現げん場ばだ。大おお声ごえを上げた叫きよう喚かんの勝利する場だ。

　ゆえに可児は、腹を開いたような感で、身を反らし、力を抜いた。

　……お父とうさん！

　父が、ここから先を得とく意いとしていた。

　全身を振って、一叫びごとに吠ほえ声を上げる。

　今なら解る。父がどうしてあんなに必ひつ死しに唄うたっていたのかを。

　ここは、吠ほえる場なのだ。可か児にもその意味を理解し、

「──！」

　喉のどを咆ほう吼こうの形にした。だが、叫びの瞬しゆん間かんに、彼女は見た。自分の横に立つ里さと見み生徒会長が、

　……え。

　敵が、今こそ、こちらのように身を反そらしたのだ。
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　義よし康やすは思い出した。今こそ、明確な記き憶おくを感情のように振り起こした。

　……ああ！

　これは、姉が唄うたっていた場所だ。

　楽しそうに、身を跳ね上げ、大きな声で叫んでいた。

　生徒会長ともあろうものが、どうしてそんな馬ば鹿かげた事を、と思ったものだが、今いま更さらながらに義康には理解出来る事がある。

　この歌は、そうしないと唄うたえないのだ。

　そして、そうしないと唄えない、というのを言い訳わけにして、吠えて良いのだ。

　姉のような身分の人間が、人ひと前まえで馬ば鹿かげた振りをして唄って良い。

　そんな歌が、これだ。

　解わかる。

　姉は、あの頃ころ、このような歌を唄ってないと、やってられなかったのだ。

　そして、そういう事をしている時、楽しかったのだ。

　解った。

　姉が、あの時、自分を横に並べて付き合わせた理由が通じた。

　自分にも、そうなる時があるのかもしれないと、姉は案じたのだ。更さらには、

　……そうだとも。

　この歌は、自分にとって唄いやすい。

　声を出してみて解ったが、馬鹿げた内容のこれは、驚く程ほど自分の喉に合っている。

　姉は、この事を理解していたのだろうか。否いな、ひょっとすると、自分の訓くん練れんなどに付き合っていた義よし頼よりの手て配はいかも知れない。

　どちらにしろ、感かん謝しやだ。当時の意味を感じ、今更ながらに謝りたく思う。

　昔、ちゃんと姉に付き合う程の度ど量りようが自分にあれば。

　しかし今、自分はそこに到とう達たつした。

　届いたのだ。姉のように上う手まくはなく、楽しそうにも見えないだろうが、

「────」

　義康は吠えた。
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　義よし康やすは行った。

　相手は歌い手としての得え手てである。

　実力の差は明確。この歌においても、全体として見た場合、敵の方が総合で上に行く。

　自分が得意の部分を出して一時的に超えた時間帯たいもあったが、相手は己おのれを補ほ正せいし、こちらに等しく距きよ離りを空あける事を続行した。

　ともすれば、また引き離そうとすらしている。

　だが、ここから先は違う。歌の中、最後に置かれた叫びの場。

　ここは、自分の場だ。

　敵の点数は高い。十六点の差が開いている。

　相手は、高い位置にいるのだ。

　しかし、ここならば追える。一いつ本ぽん坂ざかの上にいる相手を、全身を振って、

「──！」

　追った。

　身を跳ね上げ、声を上げ、息を吸い、肺はいに一いつ瞬しゆん蓄ちく積せきさせたものを声にする。

　声には何かが入っているように感じられた。

　かつての記き憶おくかもしれない。または、今の到とう達たつの示しかも知れない。

　ただ、点数の坂を義康は駆かけ上った。全力で、浮いた汗あせを散らし、咆ほう吼こうを上げ、

「……！」

　まるで疾しつ走そうするように、吠ほえ上げた。そして、

「────」

　伴ばん奏そうが終わった。

　一番が終了したのだ。

　あ、と息が抜け、身に僅わずかな脱だつ力りよくが来る。

　次いで二番が始まるまでの短い時間。義康は視線を走らせ、それを見た。

　点数表ひよう示じ。

　そこにあるのは、

　敵、可か児に・才さい蔵ぞうが、

　……百五十二！

　ハラショー一発で五点を稼かせいだ。

　無む茶ちや苦く茶ちやな数字だ。だが、その横、手て前まえ側がわにある自分のものは、

「────」

　義康は、見た。己おのれの点数を、だ。
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「──百四十四です！」

　アデーレが叫んだのを、鈴すずは聞いた。

　……すご……。

　義よし康やすは、最後のコールで、八点を縮めた事になる。

　まだ敵に追いついてはいない。だが、一ひと桁けたにまで差を縮めた上で、

「あの、鈴さん！　憶おぼえてますか!?　コールの前に、里さと見み生徒会長と敵の点数差は十六点あったんです！　それがコール後に八点差っていう事は……」

「に、二番目で、最後までこの点す、保てば……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とアデーレが頷うなずいた。彼女は拳こぶしを握って、

「──最後のコールで八点を縮めれば追いつけます！」
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　可か児には、汗あせを搔かいていた。

　息は荒れ、全身には気け怠だるいような疲ひ労ろうがある。だが、

「────」

　横を見ると、相手がいた。

　彼女も、こちらを見ていた。汗をタオルで拭ぬぐい、その手を拳こぶしにして、

「…………」

　軽くこちらに差し出された握り手に、可児も同じ物を返した。

　拳がぶつかり、軽い音を立てる。

　どちらともなく、表情に笑えみを自覚した。そして、

「……！」

　先に行くのは里見生徒会長だった。

　可児には解わかっている。彼女が見ているのは、歌か詞しの表ひよう示じ画面の指し示じなのだと。

　歌詞が朱しゆ色いろで埋まっていく歌か唱しよう開始指示は、実のところ、実際よりもやや早く始まるのが慣かん例れいだ。それを見てから歌い出すまで、一般人じんにはタイムラグが生じる。視覚からの情報が脳のうに届き、声を作るまで、０・１秒以上の時間が掛かるのだ。

　だから、本来よりも余よ裕ゆうを持って染まっていく朱色の開始指示に対し、しかし里見生徒会長は即そく座ざの反応を返す。

　航こう空くう戦せんも行う武ぶ神しんに乗っているだけはあって、目が良いのだ。

　だから今も、彼女が先に行く。

　それを見送る自分も、すぐに続く。

　点数ではこちらが上なのだ。自分の方が、強きよう者しやだと、そういう事だ。だから、

「…………」

　身体からだを反そらせ、可か児には行った。全力で、敵を引き離すため、声を突っ走らせた。
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　歌声が響ひびく。

「塔とうの先　狙ねらいをつけて」

　祭の中、戦せん場じようの中で。

「祭の中で　我は行く」

　閉へい鎖さの空間の中で、二つの声が追い合った。

「褒ほう美び夢見て　馬を駆かり」

　片方は踊るように身を振り、片方はただ立ち竦すくむように、しかし、

「八や重えと九ここ重のえ　白はく刃じんに」

　どちらも、お互いを窺うかがい合い、自分達の声に芯しんを詰めた。

「馬をぶち当て　接せつ近きん戦せん」

　声は重なり、潰つぶし合うように当たっては離れ、だが、

「どいつもこいつも　殴なぐり倒して」

　前に行った。

　留とどまる事なく、ただただ先へと、声は自分達たちを進ませていく。

　それは難なん所しよを越え、

「ピロシキの刑けい　尻しりに突っ込む　香こう辛しん料りよう」

　声に風を響かせながら、汗あせを散らして二人は音を走らせた。

　喉のどを通る響きは、障しよう害がいも乱れも無く、閉鎖の音おん響きようを満たして行く。

「どーだ直ちよく腸ちよう　見えるかタタール」

　追い合う二人の距離は縮まらない。

　だが、二人とも解わかっている。

「見えたら　今夜は」

　勝負の場所は、ここではない。

　歌としての平然ではなく、最大の難所。それは、全ての最後に控えた、

「タルタルソースだ」

　メインディッシュは、コールの場だ。だから二人は身み構がまえ、

「……！」

　点数差さは八点のまま。二人は自分達の勝負の場に飛び込んだ。
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　可か児には叫んだ。

　ここが最後だ。

　父の事を思い出し、共に唄うたった友を想そう起きし、全ての時間を思い出した。

　あれらの何もかもの中で、自分は常に上う手まく唄おうとしていた訳わけではない。だが、確かな事が一つある。それは、

　……楽しいです！

　うん、と可児は思った。

　頑がん張ばる。

　あの楽しさが、ここにもある。

　どうしようもないくらい、自分の何もかもを出して唄わないといけない今。それは、これまでずっとやってきた中では一度も無かった事。

　そして、きっとこれは、今後も希まれであろう機き会かい。

　だから楽しもう。

　だから頑張ろう。

　……うん……！

　頑張ります、と可児は心の中に矜きよう恃じをくべた。自分を燃やす火ひ種だねとして、言葉を投とう下かする。

　……頑張ります……！

　この希け有うな状況。これはきっと、皆への自じ慢まん話ばなしになる。

　楽しかったよ。

　凄すごかったんだから。

　本当に大変で、でも、楽しくて。

　そう言うためにも。

「──！」

　頑張る。

　追ってくる化ばけ物ものを引き離すために。

　帰る場所に待つ皆に対し、腕を振り上げた笑えみを見せるために、

「……！」

　……頑張ります！

　可児は、前に出る自分を悟さとった。

　全身を振り、最さい大だい限げんを発するために、自分を前にぶち込んだ。

　汗あせも何もかも、膂りよ力りよくを振るって、

「──っ!!」

　咆ほう吼こうの丘を駆かけ上った。
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　義よし康やすは、自分の記き憶おくがクリアになっていくのを感じていた。

　空詠みカラオケに関する、苦にがいとも、微笑ほほえましいとも言える思い出。

　それが今、何もかもを理解した後だと、酷ひどく透とう明めいに、しかし触れられるように思うのだ。

　あの時の姉と、義よし頼よりと、皆と。

　まるでその場にいる事が出来るかのように、何もかもを飲んだ気がする。

　記憶の中の誰だれも彼も。何かを問えば、どう答えが来るか解わかる。そんな気がした。

　……全く。

　これからも、同じような事を体験して行くのだろうか。

　それを、届いたと言い、そのたびに自分は、

「──!!」

　吠ほえるのだろうか。そして何もかもを納なつ得とくした時、

「……!!」

　吠える意味が無くなる程ほどに、全てが透とう明めいになって飲めるのだろうか。

　解らない。

　だが、解っている事が一つある。

　敵だ。敵が目の前にいる。

　届く点数。一ひと桁けたの向こうには、何が見える。

　姉が教えてくれたものが、そこにあるのだろうか。ならば、

　……獲とる！

　点数の丘は半なかば以上を過ぎた。あとは敵の背を捉とらえ、

「……っ！」

　義康は吠はい声せいを上げた。





●






　獣けものが嚙かみ合うように、叫びが重なった。

　そして、

「────」

　二番が、終わった。伴ばん奏そうが緩ゆるやかになり、歌い手の二人は、

「は」

　同時に息をついた。

　直後。点数表ひよう示じが動いた。

　表示枠レルネンフイグーアに、二人の点数が出る。それは、

「……どうだ!?」
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　アデーレは、表示枠に来た点数を見た。それはまず、可か児にのもので、

「三百四十二点です！」

　凄すごい、とアデーレは思った。

　アベレージとして、一番よりも二番の時に点数を伸ばしてきた。

　一番を唄うたった後、己おのれを補ほ正せいしたのだ。

　だが、こちらもそれは同じ筈はずだ。

　……里さと見み生徒会長だって、今度はちゃんと第一パートを唄ってます！

　だから点数は高い筈だ。

　そう思い、期待と不安を兼ねた視線でアデーレは表示枠を見た。

　背後、喜き美みが、あら？　と首を傾かしげる声を余よ所そに、文字が来た。

　里見生徒会長の点数だ。





●







　里見・義よし康やす：総合点：三百四十
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　負けた、と義康は自覚した。

　解わかった、というものではない。自分の力を出し切っての結果だ。

　その結果を受け入れたのであって、理解という、頭で考えるものを得たのではない。

　心の中にあるのは、

　……そうか。

　己の力不ぶ足そくと、そしてまた、これによって得た明確な思い出だ。

　昔の事だ。

　あの時、自分は確かに歌の一部を唄った憶おぼえがある。

　だがそれは不ふ満足な結果で、自分は確か、怒った筈だ。誰だれにともなく、話題にするなと、そういうように、だ。

　あれは自分の力不足だった。度ど量りよう不足でもあった。

　そこから比べて、今はどうだ。空詠みカラオケの得え手てに、ここまで食いついたし、

　……楽しかったな。

　全力を出すのは、何でも面白い。訓くん練れんや試合と同じだ。

　今いま思えば、あの時は、楽しい場というのが先に立って、真剣さがなかった。もしあの場に、今回のような点数の仕掛けなどあって、歌を唄うたうという技が理解出来ていたら、違う思い出が出来ていたろう。

　だが、過去は過去だ。今からは違う。それが、現在というものが持つ〝未来〟の価か値ち観かんだ。

　そして義よし康やすは可か児にに振り向いた。すると、

「あ……」

　可児が、呆ぼう然ぜんとこちらを見ていた。
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　可児は、勝利した自分を信じられなかった。

　どう考えても、無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　何しろ相手は、一番の第一パートとなるＡパートを唄っていないのだ。

　そんな相手に、二点差さまで詰められた。

　もし相手が、全部を唄っていたら、こちらが負けていただろう。

　結果ではなく、実際として、敵かなわなかったのだ。

　力が足りないと言うよりも、父や、友人達にすまなく思う。

　……ええと……！

　里さと見み生徒会長が、こちらに振り向いている。が、今、自分は何を言えばいいだろう。

　現状の己おのれは、完全な勝者ではない。お情なさけでの勝者だ。

　出来れば、八点の差を広げて勝利したかった。しかし、それが叶かなわないならば──、

　……どうしたら……！

　言いたい事があった。この勝負が終わったら、目の前の相手に言いたい事があったのだ。

　だが、そんな資し格かくも、今の自分には無いようで。

「──可児・才さい蔵ぞう」

　不ふ意いに、名を呼ばれた。だから可児は、

「は、はい！」

「あのな？　可児・才蔵」

　里見生徒会長が、こちらを真まっ直すぐ見て言った。

「私の方は、ああしなければならなかった。だからこれは、お前の勝利だ。

　そして──」

　彼女が、右手を差し出してきた。

「楽しかった。感かん謝しやする」

　その手を、可か児には反射的に取っていた。頷うなずき、可児はこう思った。

　……楽しかったです！

　確かにそうだ。全力を尽くし、そして追いつかれ、実際には抜かれたが、歌っている時のテンションは今思おもい返しても身み震ぶるいがする。

　楽しい。それは、父や友人達との空詠みカラオケで感じるものと同じだ。ならば、

　……同じですね！

　この敗はい北ぼくは、父や友人達と勝負をして負けるのと同じ事。

　そんな経験を、一国の主あるじと出来たのだから凄すごい事だ。

　良かったです！　と、可児がそう思った瞬しゆん間かんだ。

　不ふ意いに、横の表示枠レルネンフイグーアに文字が流れた。

『──共に行き』

「え？」

　握あく手しゆしたまま、可児は里さと見み生徒会長と共に表示枠レルネンフイグーアを見た。それは、

『西に東に』

　歌か詞しだ。

　……え!?

　何な故ぜか、〝敵てき陣じん徒と競きよう走そう〟として、続く歌詞が流れているのだ。
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「コニタン！　コニタン！　ほら、〝ドラグーン衛え門もん〟の東とう海かい地方用ようのサントラだ！」

「おお！　これはレアですな！　再さい放送を連続させまくった御お陰かげでＯｐに変化が無くなってしまい、この東海地方用だけは、Ｏｐが五番まで勝かつ手てに作られたのでした！」

「そうとも、この北ほう条じよう方面でも、そのローカライズは効いている！　さあ、ちょっと空詠みに行こうか！　下の配はい信しん情報を元にしたヨガカラのサービスなら、〝敵陣徒競走〟が五番まで入っている筈はずだ！　行くぞコニタン！」
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　流れていく歌詞は、当然、義よし康やすの知らないものだ。

　手を繫つないだ先にいる可児も、口を横に開いたまま。

　……えーと。

　義康は、先さき程ほど可児から受け取った歌詞表示枠を手元に引き寄せた。

「成なる程ほど……」

「な、何です!?」

「これ、な？　ほら」

　見れば、歌か詞しが二番まで表ひよう示じされた表示枠レルネンフイグーアの右側。スクロールバーが見えている。

　それを操そう作さすると、

「三番、いや、四番、五番まであるぞ、これ」

「し、知りません──！　何ですかそれ」

　私に聞かれてもなあ、と思うが、頭を搔かいている間に歌詞が尽きた。

　えーと、と、もう一度義よし康やすは呟つぶやいた。

「五番までの曲を、二番で歌ってやめたらどうなる？」

「それは、ええと……！」

　可か児にが、苦く笑しようで言った。

「半分以上歌ってないので。測そく定てい不能になります！」
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「あらあら、何か、そんな事になるかと思ったけど」

　喜き美みが苦笑するのを、浅あさ間まは半はん目めで聞いていた。横のミトツダイラ共々、正面に女じよ装そうとホライゾンを置いた位い置ち関係で、浅間はタオルを用いて汗あせを拭ぬぐう。

「あの、喜美？　そういうの気付いてるなら、緊きん急きゆうで知らせるべきですよ？」

　言うと、喜美が目を細めてこちらを見た。

「あら、緊急で知らせて欲しいの？」

「だって、そういうものでしょう？」

「だけど、それで相手に勝てても、ヨッシーは嬉うれしいかしら？」

「……そう言われると、確かにそうですねー……」

　現げん場ばの二人に知らせたらどうなったんでしょうね、と浅あさ間まは思う。

　でも、と浅間は一ひと息いきをついた。小お田だ原わらのリザルトが届いたのだ。

　義康の勝負。それはやはり、

「──引き分け、と言う事になったようですね。ヨッシーちゃん。よく頑がん張ばりました」
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　義康は、苦笑で肩を落とした。

　先の相あい対たいも、今回の相対も、どちらも引き分けだ。

　……これは、要よう領りようが悪いというべきか……。

　だが、酷ひどく疲れた。そして、いろいろなものを得たと思う。

　だから汗を流すのに湯ゆ船ぶねに戻ろうと、そう思った時だ。

「あの！」

　同じように、湯ゆ船ぶねに足を向けた可か児にが、一枚の表示枠を出して来た。

「通神文メールの宛先アドレス交こう換かん、いいですか!?」

　思わぬ呼び掛けだ。

　武蔵むさし内ないの主要な連れん中ちゆうとは、業ぎよう務むや情報交換のためにそれを行っているが、

　……異い国こくの相手と、個人的に、か。

　いろいろと思う事はある。警けい戒かいも含めて、だ。だが、

　……浅あさ間ま神じん社じや代表に、防護プロテクトを組んで貰もらうか。

　それならば、問題は無いだろう。ゆえに義よし康やすは頷うなずいた。

「ああ、こちらからも頼む」

　わ、と可児が応じ、笑顔を見せた。

　いい顔だ、と義康は思った。昔、歌い終えた姉も、こんな顔をしていたな、と。







[image: 第五十九章『寝起き場の誘い者』]
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　繁しげ長ながは、胸を揺らされていた。

　……ん？

　目を開けて見えたのは、薄うす暗ぐらい和室だ。

　障しよう子じ窓から入る光は曇どん天てんの午後のもの。

　小お田だ原わら市街にある旅たび宿やどの一部屋だ。そこを借りて休きゆう息そくの場としていたのだが、

「よく寝たものだ」

　胸の間。震しん動どうしているのは睡すい眠みん術じゆつ式しきの目覚まし機き能のうだった。

　音を立てると周囲から発見される怖おそれがある。ゆえの震動設定だ。

　各部のポケットには武ぶ装そうが入っているため、シャツの胸を開け、そこに術式符ふを入れていたのだが、

「……結局、三時間程ほど眠ってしまったか」

　符を見れば、タイマーを示す扇おうぎ状じようの捺なつ印いん箇か所しよは、その枠わくを全て使い切っている。

　休息時間は一時間。

　続く二時間は自分の身体からだと内ない燃ねん拝はい気きの回復としていたが、実じつ質しつ、いつ攻こう撃げきを仕掛けられても文もん句くは言えない時間帯たいだ。だが、

　……至し近きんに至る敵がいれば起こす設定にしていたのに、随ずい分ぶんと平和であるな。

　相あい対たい自体は幾いくつも行われ、進んでいるらしい。表示枠サンクト・アクノーを出して見れば、自分以外の者達が出した結果が列れつ記きされている。

　今は、各かく戦せん闘とうが多た重じゆうに発生した二度目の波の後なのだろう。

　大体の勢せい力りよくが二度目の休息時間に入り、次の相対者を求めるか、撤てつ退たいの是ぜ非ひを本ほん国ごく側がわと調ちよう整せいしている。

「……友ゆう好こう国こくが多いからこそ出来る、談だん合ごう戦争の有あり難がたさであるな」

　戦闘による負ふ傷しようや、死もあり得る。が、それで〝戦争〟を肩代わり出来るのは、講こう和わの要素こそを重要視し出来る友好国同どう士しならでは、だ。

　……全ての戦争がこうなれば、極きよく東とうも平和であろうか。

　そんな事を思うのは、武ぶ将しようの襲しゆう名めい者しやとしては失格かもしれない。

　だが、武将が強くあるのは、敵を討うつためもだが、自じ勢力の被ひ害がいを少なくするためでもある。ならば、平和な解決で済むならば、それでいいとも思うのだ。しかし、

「そうも上う手まくはいかぬか」

　各国が手を繫つないで談だん合ごう戦争をやってられるのは、後に大きな戦争が控えているからだ。

　関かん東とう解放。

　これを前にして、正式な戦争をやっている余よ裕ゆうはどの国にも無い。

　逆に言えば、関かん東とう解放クラスの大だい戦争が無ければ、今回の小お田だ原わら征せい伐ばつもちゃんとした戦争として各かつ国こくが参加した可能性が高い。

　つまり、正式な戦争として、北ほう条じようが述べたような全ての城しろを逐ちく一いち落とし、講こう和わや交こう渉しようを重ねるのだ。そうした方が、各国の取り分は増えるし、明確になる。国としての損そん耗もうは大きいが、それ以上の権けん益えきを得られる可能性があるのだ。

　今回は、関東解放を急ぐという事で各国が利り益えきと見解を共有し、小田原征伐を急いだ。

　それは、中心となっている毛もう利りが大たい国こくであり、武蔵むさしが高い影えい響きよう力りよくを持っているせいもある。

　この二国の意い向こうを無む視しして自己を主張しても、後の世を生き残るためにはならない。

　逆に協力して、共きよう存そんしていく道を選んだ方が得だと、各国はそう捉とらえたのだ。

　……全く。

　魔ま神じん族ぞくの皇こう帝ていを持つ上越露西亜スヴイエート・ルーシが、虚きよ栄えいと傲ごう慢まんの国と、漂ひよう泊はくの船という、二国の存在をこの極東の大だい事じとして認める事になるとは。

　だが、と繁しげ長ながは思った。自分達とて、少なくとも武蔵には恩おん義ぎを得ているのだ、と。

　彼らは、自分達の皇帝に王としての夢を与え、前を向かせてくれ、更さらには元もと副ふく長ちようのマルファを引き戻す手伝いをしてくれたのだ。

　その際、上越露西亜から柴しば田た勢を撤てつ退たいさせ、関東への貿ぼう易えき通つう商しよう路ろの手て配はいもしてくれている。

　通商路など、下へ手たをすれば江え戸ど方面への侵しん攻こうを可能とするものだろうに。

　信用されているのだと言えば、甘い話だとしか言えない。だが、

「──最も上がみは気き楽らくでいいであるな」

　身体からだを起こす。

　窓の側に身を置く無む防ぼう備びは犯おかさない。壁かべ側がわ、クローゼットを背にして、一ひと息いき入れる。

　そして改めて見るリザルトの中、最上勢ぜいは結けつ構こう好きにやっている。

　義よし光あきは羽は柴しば勢の可か児にに勝利し、義よし康やすは北条勢の幻げん庵あんと、また可児を相手に引き分けている。

　最上勢にとっては意味のある戦せん闘とうとも思えないが、相あい対たい者しやが武蔵勢を狙ねらっている場合など、ガードに動いている可能性が高い。

　最上は、武蔵を守る側についたのだ。

　もし、武蔵の甘さに対し、他国が付け入ろうとするならば、狐きつねと犬が赦ゆるさない。

　どちらも衰すい退たいの聖せい譜ふ記き述じゆつを抱え、それを武蔵に補ほ塡てんして貰もらう国。

　そのどちらも狗いぬと考えると、これは厄やつ介かいな存在だ。

　狐も犬も、家族を大事にする獣けものなのだ。その関係を得た最上と里さと見みは、武蔵を家族とみているだろう。だから、彼女達は、自分達の良りよう心しんのままに行動をする。

「羨うらやましい身軽であるな」

　そのくらい、上越露西亜も後あと先さきを考えずに動ければ、と思う。

　だが、現状は、

　……戦せん闘とうの続ぞつ行こうを望むべきであろうか……。

　と、繁しげ長ながは立ち上がった。手を広げ、力を込めると流体エーテルの光が薄く現れた。内ない燃ねん拝はい気きは随ずい分ぶんと回復したらしい。

　ならば、と繁長は窓の左縁へりに立った。部屋の外から玄げん関かんまでは待ち伏せを受ける可能性のある場所だ。出るならば窓。そう思い、息を整えた。

　直後。不ふ意いに一つの光が見えた。

　表示枠サインフレーム。上越露西亜スヴイエート・ルーシ、本ほん国ごくからのものだ。

・朝の部：『──繁長君。聞いていますか？』

　第一特とく務むの〝鍾しよう馗き〟斉さい藤とうだ。
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　繁長は、薄うす々うすの予よ感かんを心に飼いながら、問うてみた。

「斉藤さん、どうされたのであります？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と向こうは応じた。そして一ひと息いきの後から、

『繁長君。君には撤てつ退たいの指し示じが出ています。──可能ですか？』

　やはり、と繁長は思った。

　各かつ国こくのリザルトを見て、何となくの残念を思いながら、

「従うものであります。──理由を尋たずねても宜よろしいでありますか？」

　と、通つう神しんの向こうの気け配はいが変わった。

　話わ主しゆが代わるのだ。その相手とは勿もち論ろん、

『繁長君。我だ。──まずは、勝利をおめでとうと言わせて貰もらおう』

　景かげ勝かつだ。

　本ほん人にんが出るとなると、事じ態たいは随ずい分ぶんと暇ひま……、否いな、重要なのだろう。

「総そう長ちよう。一体、如い何かなる理由で」

『Ｔｅｓ．、──現状、武蔵むさし側の状況が芳かんばしくない』

「Ｔｅｓ．、会計が伊だ達てと北ほう条じようを相手に二敗しております。他の二人は毛もう利りに二勝。少し、結果が目もく標ひようとズレているものかと」

　確かに、と景勝が頷うなずいた。そして、二拍はく程ほどの間をもってから、

『繁長君。……あの、いいだろうか』

　自分達の皇こう帝ていが何を言いたいかは、既すでに悟さとっている。

　己おのれも、大体は同じ事を思っているのだ。それは、

「構う事は無いものであります、総長。──自分の北条に対する一勝。その権けん益えきを武蔵勢に与えればいいのであります」

　ただ、

「無む論ろん、引き替えに得るものは得る。そのつもりで頂いただければ、と思うものであります」

『──すまぬ、繁しげ長なが君くん』

　謝しや罪ざいなのに声に嬉うれしそうな感情を消せないのが、うちの皇こう帝ていらしいところであり、しかし、

『感かん謝しやする』

　謝しや意いにすまなさそうな声を重ねられたら、文もん句くも言えないではないか。

　少々狡ずるいものであります、と、繁長は内ない心しんで苦く笑しようした。あのマルファも、この皇帝の、こういうところを好んでいるのだろう、と。

　ただ、武蔵むさし勢ぜいに自分の権けん益えきを与えるとしても、そのままでは難しい。

「どうするものでありますか？　そちらの方で、本国交こう渉しようを？」

『あ、ちょっといいでありますか？』

　斉さい藤とうが出てきた。

『繁長君？　本国交渉はなるべく避けたいというのが本ほん音ねでありますぞ。何しろ、こちらは関せきヶ原はらまで羽は柴しば側がわについている筈はずの身。あまり表おもてだって武蔵勢への援えん助じよをすれば、まだ権けん勢せいを誇る羽柴側から干かん渉しようを受ける可能性もあります』

「では、自分が武蔵勢と戦せん闘とうして、敗はい北ぼくすればいいのでありますね」

・かげＶ：『それは駄だ目めだよ。繁長君……！　君が恥はじを得るのは不公平である！』

　言葉なのに口く調ちようが解わかるのがどうかしてるであります。

　ただ、自分について割り込む程の意味があるのだと、そんな事に繁長は気付いて苦く笑しよう。

「ではどうするのであります？」

『Ｔｅｓテスタメント．、上越露西亜スヴイエート・ルーシにはもう一人、出場枠わくがあります。その一人を代だい理りとします』

「……つまり、武蔵側にわざと敗北する人員、と？」

　随ずい分ぶんな話だ。その者にとっては、屈くつ辱じよくとも言える扱いだろうに。そんな事をすれば、上越露西亜の威い信しんも地に落ちると思うが、

「そんなのを飲む者が、我らが上越露西亜にいたのでありますか？」

『否いな、それがまた厄やつ介かいで。──実際、うちとしても扱いに困っているのでありますぞ』

「は？」

　言われている意味が解らない。だが、斉藤が、やれやれという感を隠かくさず言った。

『戦せん力りよくにならないと、ハッキリ断ったのですが、聖せい譜ふ記き述じゆつにあるから参加させろと言ってきてましてな。恐らく、武蔵勢には敵かなわぬと言うか、既すでに一発やられた経験もあるのですが、それゆえにリベンジをしたいと』

「はあ……。随分と厚かましい者がいたもので……」

　つまり、武蔵勢に対し、負けた腹いせというか、仕返しをしようという訳わけだ。

「……その人物の結果をみて、敗北だったら武蔵勢に自分の権益を贈ろう、と？」

　斉藤は、十じつ中ちゆう八はつ九く、その人物が負けると思っている。

　そんなに上う手まく行くものであるかな、と繁しげ長ながは思うが、第一特とく務むの進しん言げんだ。

「もし、その者が武蔵むさし勢ぜいに勝ったら、その場合の処しよ置ちは考えてありますか、斉さい藤とうさん」

『Ｔｅｓテスタメント．、その場合は、仕方なく国家間交こう渉しようですな』

　そこまで決まっているなら、任せよう。

　繁長は、一ひと息いきをついて、新しい表示枠サンクト・アクノーを開いた。

　小お田だ原わら征せい伐ばつの統とう括かつ情報が掲けい載さいされた通神帯ネツトに接続すると、本ほん国ごく側がわからの撤てつ退たい指し示じが出ている。それを〝是ぜ〟として、繁長は帽ぼう子しを脱いだ。

　自分の小田原征伐が終わったのだ。

「さて」

　表示枠を消すと、周囲の風景と情報の持つ意味が、全て変わったように感じる。

　ここは戦せん地ち。しかし小田原だ。

　……何か食って、帰るものであるかな……。

　と、繁長は窓を開け、曇どん天てんの下へと飛び出した。

　小田原の町は、眠る前に見たよりも随ずい分ぶんと破は壊かいされているが、

「さて……」

　気がかりは、一つある。

「もう一人の人員、それが武蔵勢と、どのような戦いをするものであるかと」
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　成なる実みは、自分の失しつ策さくを感じていた。伊だ達て勢としてもう一度戦せん場じように出てみたが、

　……二度目の休きゆう息そく時間ね。

　現状、二度目のリザルトが並び始めて、動きが無い。

　曇天の空の下、眺ながめる表示枠では、武蔵側が不振な状態となっているのが解わかる。

「大だい丈じよう夫ぶかしら、あっちは……」

　画面内には、他、撤退を決めた国や人じん員いんも幾いくつか出ている。

　武蔵にとって難しいのは、北ほう条じよう勢が撤退を重ねている事だろう。

　幻げん庵あんも、北条側となっていた嘉よし明あきも、戦場からは撤退している。特に嘉明は、武蔵会計を倒した上での撤退だ。

　これによって、北条側は、武蔵に対して権けん益えきを一つ要求出来る。

　武蔵側としては、北条の遺い跡せきに侵しん入にゆうする許きよ可かを得るために、北条側への勝利が一つ欲しいというのに、だ。

　……どうしたものかしらね。

　自分は伊達側だが、立たち場ば以外は武蔵側の意い識しきを持ってもいる。

　その辺り、政まさ宗むねなら寛かん大だいに見てくれるだろう。片かた倉くらは知らん。

　どうせなら、と成なる実みは思った。こちらから北ほう条じように乗り込んで行くのもいいわね、と。

　北条の権けん益えきを伊だ達てが持てば、そこから何かを変えられるかも知れない。

　成実は表示枠サインフレームを確かく認にんした。

　現状、北条方かたとして動けるのは、休きゆう憩けい所じよとなっている軽けい食しよく屋やを切り盛りしている北条・氏うじ照てると、小お田だ原わら城じようの小こ太た郎ろう、そして北条・氏うじ直なおだ。

　北条・氏照が与くみしやすい、という判はん断だんはある。

　補ほ修しゆうを掛けてはいるが、一戦分ぶんの疲ひ労ろうと破は損そんの影えい響きようはある筈はずだ。だが、

　……ここまで動いてないのは、何か思し案あんがあるようにも思うわ。

　北条・氏照も、この小田原征せい伐ばつでキャリアを終える存在だ。

　関かん東とう解放に関わってくるだろうが、襲しゆう名めい者しやとしての実権はここで終わる。

　ならば、それを全うさせてやれれば、と思うのは、

「私も甘くなったものね」

　だって、

「不ふ意い打うちを、──殲せん滅めつさせずに対応するだなんて」

　後ろから突とつ撃げきを仕掛けてきていた人ひと影かげに対し、成実は義ぎ脚きやくの踵かかと落おとしを振り向きざまにぶち込んだ。

　直ちよく撃げきであった。





●






　真田さなだ・信のぶ之ゆきが最後に見たのは、焦こげ茶ちやと白の色合いだった。

　極きよく東とう制せい服ふく。女子夏服の股こ間かんだ。

　信之は、はっとした。

　……誘ってんのか!?

　だが、今はそうではない。この不意打ちを活いかさねばならない。

　折せつ角かく、上うえ杉すぎ側陣じん営えいとしてゴリ押しで小田原征伐に参加出来たのだ。

　何か斉さい藤とうとか言うのがこっちの事を不ふ審しん者しやのように扱っていたが、どうしたものか。

　自分はコレでも真ま面じ目めに生きてきたのだ。

　そう、真面目に生きてきて、ちょっと真田の中で虐しいたげられ、今は主力がいなくなった真田教きよう導どう院いんで用よう務む員いんのような……、否いな、教導院運うん営えいとしては必要な事である。

　だが、そういった生活には〝傷〟が残っている。

　そう、嫁よめ取とりだ。戦せん国ごくの男にとって大だい事じなものと言えば、嫁です。決まりです。

　しかし、相手と思っていた本ほん多だ・忠ただ勝かつの娘むすめは、気付いたら本多・忠勝になろうとしていた。自分でもよく解わからんが、そういう流れになっていて、うちの教導院で最強クラスの天てん竜りゆうを倒してるんですけどあの人。正直引いた。負けて帰って来たら慰なぐさめる計画もあったのに何な故ぜ。

　だが、それとこれとは別だ。以前に、自分の想おもいを告げに行って再さい起き不能になりそうな集団攻こう撃げきを食らったが、あれを払ふつ拭しよくしたい。

　つまり、あの攻撃に加わった武蔵むさし勢ぜいの女に対し、張り合う事で、あれは不注意による事故だったと示したい。ゆえに、

「武蔵の女あああああああああ！」

　突とつ撃げきした。

　これは真ま面じ目めな行いなのである。そう、本当に、これは真面目である。

　だから、目の前で、いきなり両りよう脚あし上下にガバアと開かれてパンツの股こ間かん見えたとしても、これは真面目な生き方をしてきた御ご褒ほう美びではないだろうか。

　そう、その御褒美を与えたのは恐らく神か仏ほとけか菩ぼ薩さつだろうから、見て良いのだ。

　凝ぎよう視しモード。あ、でも、この女、既すでに武蔵の誰だれかの内ない縁えんの妻つまだった気がする。

「お付き合いは無む理りですか……！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。頭ず上じように一いち撃げきを食らった。
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　成なる実みは、敵を地面に埋めた。

　一発だ。

　小お田だ原わらの町は、大地に存在しているという事を忘れていた。

　つい、表層を裏打ちしてある武蔵と同じ感覚で、踵かかと落おとしを入れていた。

「やってしまったわね」

　脚をどけて見ると、そこに真田さなだ・信のぶ之ゆきが埋まっていた。

　上じよう半はん身しんが、手を左右前に挙げたような姿し勢せいで、完全に土に沈んでいる。

　少々やり過ぎた気もするが、不ふ意い打うち上等ならばこのくらいの覚かく悟ごはあったろう。

　……あ。

　リザルトが来た。

　表示枠サインフレームに、自分の勝利と、上うえ杉すぎ側がわとしての信之の敗はい北ぼくが示される。

　両者には休きゆう憩けい時間に入るよう指し示じが出るが、信之側には撤てつ退たい指示が出ているのも見える。

　そして動かぬ信之を見て、成実は首を傾かしげた。

　……何をしに来たのかしら……。

　それに、ふと、疑問に思う事があった。

　突撃の最さ中なか、信之はこう言っていたのだ。

「……武蔵の女？」

　否いな、確かに現状の所しよ属ぞくはそうだが、

「……私、伊だ達てなんだけど、大だい丈じよう夫ぶかしら」
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・繁　子：『…………』

・繁　子：『……あの、ちょっと、今、……表示枠サンクト・アクノーを見ていたら、であります』

・繁　子：『…………』

・繁　子：『誰だれか説明出来る者はいるであるか──!?』

・かげＶ：『……ええと、繁しげ長なが君？』

・繁　子：『……何でありますか？　ああ？』

・かげＶ：『先に言っておくけど、怒らないと約束するかい!?』

・繁　子：『…………』

・朝の部：『こ、こら、繁長君！　その態度は何であるか!?』

・繁　子：『じゃあ斉さい藤とうさんでいいであります』

・朝の部：『いや、そのう……、まさか勘かん違ちがいで伊だ達てに突っかけるとは予よ想そう外がいというか……』

・繁　子：『それで？』

・朝の部：『つまり、まあ、解わかってるだろうという事が、解ってなかったというか』

・繁　子：『つまり説明責任を果たしてなかったのでありますか？』

・朝の部：『いや、まあ、誰かが、その、ええと、していたのではないかと……』

・繁　子：『……続けて。ハイ』

・女市長：『──コルァ！　繁長！　景かげ勝かつをいじめてるのは貴き様さまか!?　貴様、また挨拶プリヴエートするか!?　どうだ!?　おお!?』

・繁　子：『呼んでおらぬわあ──!!』
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　何か混こん沌とんとしてきたな、と義よし康やすは、湯ゆ船ぶねに浸つかって蜂はち蜜みつ湯ゆを飲みながら思った。

　随ずい分ぶんと喉のどを酷こく使ししたものだ。腹ふつ筋きんも、夜ぐらいからはビキビキ言いそうな気がする。

　これは、横で酒を飲んでいる可か児にも同どう様ようだろう。

　今、お互いは、それぞれの国家事じ情じようなどを鑑かんがみたり秘めたりしつつ、この小お田だ原わらの状況を話し合っている。どちらかというと可児の方が聞き役と質問役で、

　……教師にでもなったような感があるなあ……。

　ある意味、二年生で生徒会長という自分の方が異常で、それを必要としていた里さと見みという国は本当に小しよう国こくだったのだと思い知らされる。

　大たい国こくP. A. Oda、そしてM. H. R. R.神聖ローマ帝国においては、襲しゆう名めい者しやであっても、大たい半はんは可児のように戦せん闘とう従事者であったり、各部門の専門であるのだろう。

　専門であるが故ゆえに、能力は突とつ出しゆつする。

　大たい国こくが、国を大きくする事で人材を得て、どんどん強くなっていく道どう理りだ。

　小しよう国こくではオールラウンダーが育っても、時間が掛かるし、人数も少ない。だから、

「先せん輩ぱいに、戦せん場じようの流れを見ろと、そう言われてるんです！」

　可か児には言う。

「──里さと見み生徒会長は、随ずい分ぶんと、戦場を把は握あくしてるんですね！」

　褒ほめられるような事だろうか。ただ、各かつ国こくの事情と、それに重ねた代表者達たちの戦せん闘とう状況を解説しているだけだ。

　この相あい対たいは、単なる衝しよう突とつではなく、国家間かんの政治の延長なのだと。

「その意味では、羽は柴しば側がわは上う手まい介かい入にゆうをしたと言える」

「自分の事ですか!?」

「それも含みだが、何よりもまず、武蔵むさしを北ほう条じよう方かたに組み込み、参加国の敵とした事だ。

　これによって、元々武蔵と衝突する気があった毛もう利り勢ぜい以外、武蔵に対しての表おもてだった協力がしづらくなった。羽柴の監かん視しもついてしまったからな。

　結果として武蔵側の戦せん力りよくは、他国が敵てき対たい出来ない毛利対応を強いられている」

　つまり、

「武蔵側は他国対応のため、北条勢への手を出す機き会かいを奪うばわれているのだ」

「何で、うちは、武蔵の北条勢への攻こう撃げきを差し止めたがってるんです……!?」

　当とう国こく代表に聞かれるとは思わなかった。

　だが、その部分は、こちらからも図りにくいところだ。

「推すい測そくだが、二つ理由がある。戻ったら、聞いても怒らないヤツに聞いてみろ」

　いいか、と義よし康やすは、湯ゆ船ぶねの中で正せい座ざする可児に指を二本立てて見せた。

「一つは、滝たき川がわ・一いち益ますだ。彼女のいる蟹かに江え城じようは、武蔵側が求めている北条の遺い跡せきの入口に位置している。武蔵勢は、遺跡への侵しん入にゆう許可が出たら蟹江城への侵しん攻こうを開始するので、北条側への武蔵の攻撃を差し止めると言う事は、滝川への攻撃を止める事にもなる」

「……Ｔｅｓテスタメント．！　間かん接せつ的な話なんですね！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事だと、私は思ってる。そしてもう一つが……」

　半なかば首を傾かしげる案あん件けんだと、そう思いながら、義康は告げた。

「羽柴側の意い向こうとして、武蔵勢を遺跡に近づけさせたくない、というのがあるのではないか」
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　正直、よく解わからぬ話だと、義康はそう思っている。

　だが、ノヴゴロドの遺跡における十じつ本ぽん槍やりの介入。

　そして、真田さなだの遺跡への侵入を止めさせるために行った羽柴の介入。

　これらを鑑かんがみるに、

　……この、北ほう条じようの遺い跡せきでも、同どう様ようだろう。

　毛もう利り攻めの対応で止められているが、もし羽は柴しばが自由になったならば、ここにすぐさま介かい入にゆうを仕掛けてくるのではないか。

　実際、十じつ本ぽん槍やりは来て、武蔵むさし会計を相手に成果を上げてもいる。

　……一体、遺跡に何があるというのだ？

　解わからない。勘かん違ちがいかも知れないから、強く踏み込めないのもまた煩わずらわしい。

　しかし、これらの問題は、武蔵の連れん中ちゆうが考えていく事だろう。副ふく会長達たちが中心となって、追っていく話題だ。自分もそこには加わるが、手伝いという感がある。だから、

「まあ、そんなところだと、私は思ってる。その意味で、羽柴は良くやった」

　と、義よし康やすは可か児にの表示枠サインフレームを指さした。

「撤てつ退たい指し示じが出ているぞ」

「あ！　本当だ！　何ででしょう……!?」

「最も上がみ勢と二度戦せん闘とうしたからな」

「でも、一回目は敗はい北ぼくで二回目は引き分けですよ!?」

「相手をした私達を武蔵勢と考えればいい。ルーキーは最初敗北したが、次は引き分けられるようになっていた。──将来の希望をかざすには充分な言い訳わけだ。そして、小お田だ原わら征せい伐ばつは水みず攻ぜめにて講こう和わとなる戦争。羽柴としては〝引き分け〟で落としどころになると考えたのだろう」

　つまり、

「可児・才さい蔵ぞう。戻ったら言ってやれ。歌がローカライズされてたけど、実際は勝ってました、と。それでお前の上うわ役やく達は喜ぶだろう」

「それは里さと見み生徒会長も同じです！　ハンデつけてくれたじゃないですか！」

　ここの部分をさっきから可児が譲ゆずらなくて困る。

　どうしたものか、と思った。そのタイミングで、浴よく場じようの遣やり戸どが開いた。

「大おお久く保ぼ？」

　振り向くと、果たして彼女がいた。既すでに夏服に着替えた彼女は、ストールではなく、左の義ぎ腕わんにタオルを掛けている。

「おうい、そろそろ出た方がええやろ。こっちはこっちで食べるものとか用意しとるで」

　あと、と彼女は言った。

「チェンジや、客が来とるで」

　客？　という疑問への回答は、すぐに来た。大久保の横に、巨きよ大だいなボリュームが来たのだ。それも二つ。まず一つは、

「おお、義康、貴き様さまも風ふ呂ろかえ？」

「義よし光あき……!?」

　自分の声に、横の可児が慌あわてて立ち上がって頭を下げる。

　そしてもう一人、義よし光あきの後ろから、悠ゆう然ぜんと、しかしいつの間にか浴よく場じように入ってきたのは、

「人狼女王レーネ・デ・ガルウ……！」

「あら？　里さと見みの生徒会長さんですのね」

　彼女は、頰ほおに手を当て、笑えみで言った。

「ちょっと表おもてで意い気き投とう合ごうしまして。……これから相あい対たい前まえに、身み綺ぎ麗れいにしようと思ってますの」

　……相対!?

　息を詰め、義よし康やすは手元の表示枠サインフレームを見た。

　相対申しん請せいの文字が、画面には浮いている。それも、


《申請中ちゆう：最も上がみ・義光：益ます田だ・元もと祥なが》



　眼がん前ぜんの二人が、何らかの形で相対しようというのだ。

　怪かい獣じゆう大だい決戦だな、と思う義康は、吐と息いきで今の思し考こうを改めた。次に思うのは、

　……空詠みカラオケじゃあないよなあ……。
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　空の色が、変わり始めていた。

　曇どん天てんの空が光を褪あせさせ、風が海側から強く吹き出す時間だ。

　突とつ風ぷうとも言える大気の流れにはためくのは、水に満ちた濠ほりの間ま際ぎわ。そこに立つ北ほう条じようの旗はたの並びである。

　小お田だ原わら城じようの入口。大おお手て門もん前の広場に、今、一つの影が立っている。

　破れた衣い装しようを纏まとうのは、世せ鬼き・政まさ定さだだった。

　彼女は広場にあるバリケードを前に、幾いくつかの荷物を持っていた。

　大きめの樽たるを、不ふ釣つり合いに小さな荷に車ぐるまに載のせ、重力制せい御ぎよで運んで来たのだ。

　彼女は、目の前にあるバリケードの並びに対し、こう言った。

「すみません。──通して頂いただけませんか。私の主あるじが成果を御求めなのです」

『それは不可能です！』

　と、門の上から声が飛んだ。

　走狗マウスだ。女忍にん者じやの衣装を纏まとった姿すがたは北条側の代表、小こ太た郎ろうだ。

　彼女は、世鬼の姿に眉まゆをひそめながら、

『そんな格かつ好こうで、何をしに来たんですか！』

「Ｔｅｓテスタメント．、──ですから、北条側を倒し、権けん益えきを頂きたいのです」

『──氏うじ照てる様を相手にされては？』

「探したけど、いませんでした」

『いない？』

「軽けい食しよく屋やにいるのかと思えば……」

　と、世せ鬼きは、運んで来ていた大おお樽だるの内、一つを転がした。重力制せい御ぎよによるものだ。

　破は損そんした身体からだを軋きしませながら、彼女はしかし、確かに大樽を地面に倒し、蓋ふたを開ける。

　中から地面へ、砂利じやりの広場にぶちまけられるのは、

「──氏うじ照てる公こうの自じ動どう人形機殻カウル、その破は損そんパーツです」

『……っ！』

　小こ太た郎ろうが、眉まゆをひそめた。

『当とう主しゆを守らず、逃げたのですか……！』

「何か考えがおありなのかと判はん断だん出来ます。──小太郎様、貴女あなたの御ご判断は？」

『……仕方ありません！』

　と、小太郎が両の腕を振った。応じる動きで、彼女の周囲に多量の表示枠サインフレームが展開する。それは渦うずを巻くように、走狗マウスの周囲に立ち昇り、

『〝風ふう魔ま陣じん〟。──立ち上げます』

　言葉と同時だ。今まで広場に存在していたバリケードが、一いつ斉せいに動いた。

　壁として岩に似た擬ぎ装そうを施ほどこされていたものが、そのジャケットや構こう造ぞう材ざいを内側から動かし、姿を現す。宙に飛んだ幌ほろの下に見えたのは、

「武ぶ神しん……。それと……」

　重じゆう武神八機と、自動人形が三十二体。だが、武神も、自動人形も、どれも一つの特とく徴ちようを有していた。

　顔が無かったのだ。

　ただ、視し覚かく素そ子しと聴ちよう覚かく素子の穴だけが開いた構こう造ぞう物が、そこにある。

　遠えん隔かく操そう作さ式。それを操あやつるのは、

『──風魔・小太郎。参まいります』

　彼女が言った瞬しゆん間かんだ。砲ほう音おんが大気を鳴めい動どうさせた。

　世鬼が用意してきた大樽。その内の一つが、内部からの砲ほう撃げきをもって、武神を穿うがったのだ。
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　世鬼は、ロングナイフをエプロンから抜き、砲撃を重ねた。

　持ち込んだ大樽は五つ。その内の一つが氏照のパーツで、残りの三つが武ぶ器き庫こだ。

　敵は武神。自動人形。それも遠隔式だ。扱っているのも走狗に過ぎない。

　……有あり難がたいです。

　人間相あい手てだと、躊ちゆう躇ちよが働く。自動人形として礼れい儀ぎを払うべきだと、そう思うからだ。

　無む論ろん、自動人形相手でも躊躇ためらいは起こる。不ふ出来な自分が、いいのかと、そう思うからだ。

　彼らを相手にする場合、倒されて貰うか、実感の無い狙そ撃げきがいい。

　狙撃なら、撃うつ瞬間に目を閉じてもいい。

　後でスコープを覗のぞき、相手が倒れていたなら、こう思えばいい。自分以外の誰だれかが倒してくれたのですね、と。

　または、自分に、姫ひめ様さま達たちが力を貸してくれたのだと、そう思えばいい。

　自分は、毛利の自動人形ベル・デ・マリオネツタの中でも、家か畜ちく一匹ぴき絞しめる事が出来ない弱よわ虫むしだ。

　戦う現場において、己は常にこう思う。ここにいるのが自分で良いのかと。

　だが、自動人形が敵ならば、躊ちゆう躇ちよが無い。

　敵で、自分の仲間とも違うのだ。

　自分で良いのか、とは思わない。自分でなければならないと、そう思う。

　何な故ぜなら、余よ所その、敵であり、人でもないのだ。皆で育てた命とも違う。

　仲間達や、姫様達が手を汚よごす事はない。

　安心して倒せる。そして自分の義務に出来る。だから、

「────」

　世せ鬼きは、ロングナイフを握っていた自分の右腕が、宙に舞ったのを見た。

　切せつ断だんされたのだ。
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　世鬼は見た。

　自分の右に、敵の自動人形が跳び込んでいたのを、だ。

　顔の無い相手は、しかし右の腕に鎌かまのような逆ぎやく反ぞりの刃やいばを持っていた。普通の刀とう剣けんよりも先せん端たんを早く相手に届かせ、捕とらえ切るタイプの鎌かま剣けんだ。重じゆう心しんが先端側にあるのと、空気抵てい抗こうの受け方では刃が逸それるため、人間には使いづらい。

　自動人形用の武ぶ器きと言えるものだ。

　それが今、こちらの右腕を断った。そして正面では、

「あ……」

　放った砲ほう撃げきが、無む駄だになっていた。

　八機の武神が、正面からいなくなっていたのだ。

　巨きよ大だいな八つの姿すがたは、どれも左右に散り、身を低くしていた。

　単に腰を落としているのではない。こちらに殺さつ到とうするための初しよ動どうだ。四機が前に、残り四機が後方に控え、波は状じよう攻こう撃げきを送ってくると読めた。

　重じゆう武神にしては、異常な速度の回かい避ひ運動だと世鬼は判はん断だんした。

　おそらく、人間スケールの筋きん力りよく量りようを超えた駆く動どう系けいを仕込んでいる。きっと、砲撃などを回避し、膂りよ力りよくで戦せん闘とうを行うタイプの武神なのだ。

　人が乗っていないがゆえの、強ごう引いんな挙きよ動どうと連れん携けい。

　それを扱う小こ太た郎ろうが武神に与えるのは、忍にん者じやの動きだ。

　単純な砲ほう撃げきは、不ふ意い打うちでも通じない。

　そして三十二の自動人形ベル・デ・マリオネツタが、間を先せん行こう的てきに埋めてきた。

　対する己は、先に跳び込んできた一人を見た分、反応が遅れた。

　こちらの右腕うでを断ったのは、恐らく、実じつ害がいつきのフェイントだ。

　……即そく座ざのカウンターで一人だけを跳び込ませ、注意をそちらに促うながしたんですね。

　全員の殺さつ到とうは、気付かれるし、即座の編へん成せいを組む事も難しい。

　先に一人を囮おとりとし、そのわずかな時間で、殺到の編成を組んだに違いない。

　見れば、敵の自動人形は、全員が同じ武ぶ器きでもなければ、同じ構えでもない。

　敵は二隊たい。各隊の先せん頭とうに来るのは八人。銃じゆう撃げきを送ってくるのが四人で、前の二人はこちらの確かく保ほ。そして続く二人が槍やりを手にしていた。

　銃撃でこちらを穿うがち、決けつ死しの確保で動きを押さえ込み、最後にとどめとするのだ。

「更さらには──」

　右に跳び込んできた一人が、こちらに武器を抜いた。

　鎌かま刀とうを使うには距きよ離りがある。先さき程ほどの跳び込みの勢いも消し切れていないだろう。ならばここで使うのは、短たん銃じゆうだ。

　銃撃が来た。そして正面からも、銃じゆう弾だんの連れん射しやを前面押おしにした突とつ撃げきが来る。

　だから世せ鬼きは、動いた。左の手に持っていたロングナイフを軽く前に下げ、

「さて」

　前に出た。
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　破は損そんの自動人形が、一歩を踏み進めた瞬しゆん間かんだった。

　砂利じやりを踏む彼女の足音を合図とするように、九つの事じ案あんが生じた。

　彼女を狙ねらっていた八体の自動人形と、側面から撃うとうとしていた一体が、

「────」

　いきなり、その全身を弾はじけさせ、砕くだけたのだ。

　響ひびく音は、多た重じゆうヒンジ関かん節せつのぶちまけと、外がい殻かくの破は砕さい音おん。卵の殻からが割れるのにも似た音と金属繊せん維いの千ち切ぎれに応じ、

「──！」

　花のように、九体が咲き砕けた。
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　小こ太た郎ろうは、事じ態たいを確かく認にんしながら、理解していなかった。

　ただ解わかっていたのは、「何が起きたか解らない」という事。それだけだ。何な故ぜなら、

　……どうしてです!?

　最初から、おかしな事だらけだ。

　最初の一体の跳び込みがそうだ。あの一発は、世せ鬼きの首を狙ねらったものだったのだ。

　それが、何な故ぜか、右腕うで一本になった。

　狙いは正確だった。何しろ一いつ直線の跳び込みだ。

　世鬼自体も動いていなかった事が、視し覚かく素そ子しの時間差さ計けい測そくで解っている。

　だが、小こ太た郎ろうには、今いま更さらに気付く事が一つあった。

「ロングナイフ……」

　世鬼は、それを右手に持っていた筈はずだ。だからその腕を断ったのだ。

　何故、今、極ごく厚あつの刃やいばを、左手に持っている。

「いつ、持ち替えたか、解らないようですね」

　世鬼の声に重なって、次の殺さつ到とうが届いた。

　八人。どれも銃じゆう撃げきと刃と、格かく闘とうの連れん携けいがついたものだ。だが、

「三歩、前に出ます」

　言葉と同時に、殺到が世鬼とすれ違った。

　だが、世鬼に対して何も起きなかった。

　殺到の中には、世鬼を捕とらえる担当もいるのだ。そしてそれを、自分が操そう作さしているのだ。視覚素子や他た感覚素子からの情報を元に、確実な動きで世鬼を潰つぶしに行っているのだ。

「しかし──」

　すれ違った八体が、何も起こさず、ただ午後終わりの曇どん天てんに〝咲いた〟。

　直後に武ぶ神しんが跳び込んだ。世鬼の身体からだに対し、一体が正面から。二体が左右から行く。

　だが世鬼は、

「二歩」

　言うなり、武神が届いた。

　最初の一体が、地上高だか一メートルで対たい武神用ようの短たん刀とうをぶち込んだ。それは世鬼の左腕を、

「──おや」

　世鬼の左腕が二の腕で断たれた。胴どう体たいすれすれの斬ざん撃げきだ。

　そして右の一体が、拳こぶしをぶち込んだ。

　世鬼の、断たれたばかりの左腕。その基き部ぶとなる左肩が砕くだかれ、彼女の身体が傾かしぐ。が、

『あ……』

　小太郎は見た。世鬼に攻こう撃げきを当てた武神が、その武器と腕を、自分の身体に跳び込ませたのを、だ。

　巨きよ大だいな豪ごう腕わんが、自らの胸や腹に食い込み、そして身体の中のものをぶちまけるように、

『……！』

　巨きよ大だいな鉄の花が二つ、大おお手て門もん前の広場に咲いた。
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　……は!?

　小こ太た郎ろうは、武ぶ神しんの破は壊かいを見た。それは今まで見た事のない砕くだかれ方だった。

　武神は、自殺したのだ。

　異常な動きだった。

　武神とは、その動作を術じゆつ式しきＯＳで制せい御ぎよしている。その機き能のうの一つは、自じ壊かいをしないようにというもので、己おのれ自身を砕くような動作は拒きよ否ひか、不ふ選択がなされる仕掛けになっているのだ。

　だが、今の武神の動きは違った。

　こちらの制御下かにあった筈はずなのに、そこから外れた動きで己を破壊した。

　これはまるで、

『〝病原ウイルス〟ですか……!?』
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「世せ鬼きが、ようやくエンジン掛かったみてえだな」

　小お田だ原わらの南東側。臨りん時じで設けられた広場の上で、狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユの白を背景に輝てる元もとは呟つぶやいた。

　彼女の横、サイドテーブルに麦むぎ茶ちやのグラスを置くのは、Mouri-01だ。彼女は長なが椅い子すに座った輝元が読んでいる本を見て、

「太陽王ロワ・ソレイユの愛あい人じん達の来らい歴れきですか？　姫ひめ様さま」

「全部襲しゆう名めいするって、約束したからしょうがねえだろ。──しょうがねえのはあたしだがよ」

　しかし、と輝元は、小お田だ原わら城じようの方に視線を向けた。

　小高い丘となっているここだが、小田原の町よりも小田原城はやや高いところにある。

　大手門の方は見えず、しかし、

「音、聞こえるか」

　輝元は呟き、吐と息いきをした。

「大量生産される自動人形ベル・デ・マリオネツタの中で、ＯＳや駆く動どう系、外がい殻かくが、品質のズレなんかで上う手まく機き能のうしてない機き体たいってのは、確かにあるな」

「大体は、他の機能で補ほ正せいを利かせるものですけど、あの子の場合は、核となる〝魂〟の段階から全部が何ど処こかおかしいという、そんな希まれなものなのです」

　だから、とMouri-01は言って、右手を振り上げた。

　その手に、皿さらにのった白い塊かたまりが届いた。

「大だい福ふくなど、如何いかがです。姫様」

「おお、貰もらう貰う。今日きようは極きよく東とうづくしだな」

「昨夜の立りつ食しよく、姫ひめ様さまには御ご不満があったようですから」

　まあな、と、輝てる元もとは己おのれを隠かくさない。だが彼女は、北から響ひびく鉄の音に視線を上げて、

「小お田だ原わら城じよう、すげえ事になってんだろな」

「あの子にとって、自分の部品など、消しよう耗もう品ひんに過ぎません。──顔も腕も脚あしも胴どう体たいも、ＯＳですらも、〝ズレている〟ので、何度も何度も取り替えて来たのです。しかし、彼女の核かくが入ってしまうと、確実にまた何ど処こかが〝ズレてしまう〟のです。

　ゆえに、戦せん場じようで幾いく度ども壊こわされる行為は、あの子にとって一つの希望です。ひょっとしたら、次に自分は〝ズレていないかも〟と思えるので」

「破は壊かいを一切恐おそれない自動人形ベル・デ・マリオネツタ、か」

「昔は自分でそれを求めて、自じ傷しようするような感もあったのですけど、……姫様が諭さとしてからは変わりましたね」

　そりゃそーだ。と輝元は口を横に開く。

「部品には金が掛かるしな。あと、部品取とり替えまくられたら、見覚えにくい。あたしゃ人の顔憶おぼえるのが苦にが手てだから、自動人形の手とか足とか憶えるのなんて不可能に近いんだ。

　あたしの世せ話わする自動人形の費用はあたしが全払いする。だからあんま壊すなって、そういう事だよ」

「……でも、よく、あの子の特とく性せいに気付きましたね、姫様」

「偶ぐう然ぜんだよ、偶然」

　輝元は麦むぎ茶ちやのグラスを口につけ、言う。

「他の自動人形が拾えなかった猫ねこ。うちの屋根に昇って降りられなくなったやつな。

　それが落ちた時、お前ら、五ご段だん式しきで拾えなかったのに、世せ鬼きは跳び込んで拾った。

　だからあの時、思ったんだ」

　それは、

「こいつは、普通の自動人形の動きは出来ねえけど、普通の自動人形が出来ねえ動きが出来るんじゃねえか、って。──それで戦せん闘とうさせてやったら、一発だ」

　輝元は、右の手を軽く前に出す。そして、

「お前らがどんだけ攻こう撃げきしても、世鬼には当たらなかった。──最さい善ぜんと正確を求めたお前らの動きに対し、世鬼は〝ズレた最善と正確〟で対応するからだ。お前らは世鬼の動きを自動人形として読んだつもりで、世鬼もそういう風ふうに動いてるんだが、ズレちまって、当たらない。

　だけど、世鬼の方からは逆だ」

　輝元は、右の手で、空中を摑つかんだ。そのまま、彼女は虚こ空くうを引き寄せ、

「世鬼は、正確な、ズレてないものに憧あこがれて、常にそれを見ていた。だから、そういったものを摑むシミュレートを、何千どころか、何なん兆ちよう、何京けいって数で行ってた。本気でズレたままだったら日常生活も出来ねえからな。……解わかるか？　ズレてるなりに、日常を過ごせるようになるのって。毎日、合わない服を着て、朝から寝る時も、ずっとそんな感じにしてんだぜ？

　そして、憶おぼえてるか？　世せ鬼きが、お前らを攻こう撃げきを全くしない理由」

「……私などが、傷つけていいんですか、でしたね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と輝てる元もとは頷うなずいた。

「最近、ようやくまともに戦う事も出来るようになってきたけどな。

　だけど世鬼の真しん価かは、対自動人形ベル・デ・マリオネツタ、対武神ルール・デ・マリオネツタの際に発はつ揮きされる。それは自分が手を下さず、相手を倒す方法。つまり──」

　つまり、

「相手の動きや、駆く動どう系けいなどに手を入れ、自らを破は壊かいして貰もらう技だ」
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　世鬼は、前に出た。

　彼女の背後、最後の大おお樽だるが蓋ふたを開ける。そこから零こぼれるのは、

「スペアの腕です」

　壊れた左肩ごと左腕をパージ。右腕もそれに続く。

　重力制せい御ぎよで引き寄せた両腕は、千ち切ぎれた侍じ女じよ服ふくを嚙かみつつも接続され、

「────」

　自動人形の、次の殺さつ到とうが来た。

　八人。だが、敵の鉄てつ砲ぽう持ちが撃うった弾だん丸がんが、先にこちらに届いてくる。

　構わない。

　……当たりません。

　自分は、ズレているのだ。

　本来なら、機き械かい同士であり、共に最さい善ぜんと正確をもって相あい対たいする仲ではある。

　そして自動人形とは、同じ自動人形と相対した時、敵もその最善と正確を持っていると規き定ていするものだ。

　だから攻撃の際は、敵の回かい避ひや防ぼう御ぎよに対し、敵が最善と正確を重ねてそれを行うものと、そう前ぜん提ていして対応するのだ。

　だが、自分の最善と正確はズレている。

　不ふ良りよう品だからだ。

　自分としては、最善と正確を果たしているつもりだから、タチが悪い。

　敵に取っては、もっと厄やつ介かいだろう。お互いが、同じ最善と正確を重ねるのが普通なのだ。だから対応は完かん璧ぺきとなる筈はずなのに、自分がズレを持ち込んでしまう。

　今も同じだ。

　敵の弾丸はこちらの顔を掠かすり、脇わきを穿うがつ。

　しかし、致ち命めいではない。一いち撃げき必ひつ殺さつを狙ねらえば狙われる程ほど、自分のズレが己おのれを守る。

　そして自分は、これに対する方法を訓くん練れんしている。

　かつての事だ。

　仲間と動きを合わせたいという思いで、ろくに歩く事も出来ない自分を、何とか足あし手でまといくらいには動かせるようにしたのだ。

　だから、解わかる。

　正確で最さい善ぜんを作れる自動人形ベル・デ・マリオネツタが、どの駆く動どう系けいを、どのくらい動かしてそれをしているのか。

　彼女達の駆動系の内、どこをどう操そう作さすれば、どのような動きが作られるのか。

　出来ない自分は、解っている。

　……ならば。

　あとは簡単だ。こちらに来た自動人形を、手助けすれば良い。

　触れてくる刃やいばから伝わる人工の筋きん肉にくや駆動系。それにちょっと反射を返してやるだけで、彼女達の最善と正確は、ズレて、別の動きを持つのだ。

　こちらを壊こわす勢いが、ズレてしまって自分に向く。

　それでいい。

　自分のようなものが、彼女達を自ら手に掛けるなんて、とんでもない。

　不ふ良りよう品ひんが正せい規き品にたてつくなど、あってはならない事だ。

　ゆえに彼女達には、自分で自分を破は壊かいして貰もらう。

　流石さすがは正規品。正規品である自分を破壊出来る権けん利りを持っている。

　自分は不良品で良い。そうでいいと、主人が言ってくれた。だから、

「五歩を進みます」
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　世せ鬼きは進んだ。

　武ぶ神しんが来た。動きは解っている。自動人形の最善と同じだ。

「だから、──突き込まれる貴方の刃に右腕うでと脇わきをあげます」

　代わりに、見えた武神の指関かん節せつへと、自分重力制せい御ぎよで拾い上げたロングナイフを突き立てる。

　この場合、

「回避として早さつ速そくに腕を引くのが最善の動きだと予測出来ます」

　……その通りにされました。

　だからこちらは、後ろから砲ほう撃げきです。

「安心して下さい」

　不良品の砲撃は、正規品を穿うがちません。ただ、肘ひじの内側の関節を掠かすり、揺らすだけです。

　ですが、そこをそうされると、正確な動きを持つ者達は、腕を勢いよく縮めます。

　結果として、武神が手にしていた短たん刀とうが、己の胸に刺さりました。だけど肘に与えた歪ゆがみはまだ消えないので、正確な動きとしては、縦たてに刃を解き放ってしまいますね。そうすれば、

『──！』

　武神が咲いた。

　流石さすがは正せい規き品ひん。何ど処こに出しても恥はずかしくない正確さをもって己おのれを潰つぶす。

　……ああ。勿もつ体たいないです。

　もっと早く、こちらに来ておけば良かった。

　武蔵むさし勢ぜいを第一目もく標ひように据とらえたのが失敗だったとは思う。

　武蔵勢の中、義ぎ腕わん使用者がいたので、いけると思ったのだ。狙そ撃げきを用い、それが失敗しても、接せつ近きん戦せんならば、相手の義腕に〝ズレ〟を発はつ揮き出来る、と。

　無む論ろん、その際の〝ズレ〟は、防ぼう御ぎよや回かい避ひではなく、攻こう撃げきのためのものだ。

　相手の義腕に、自らを倒して貰もらう、そのつもりだった。

　だが、相手は、凄すごかった。自分の義腕を義腕として見ていなかった。

　取り外しの出来る自分の身体からだや武ぶ器きという、そんな扱いだ。そこには正確性も最さい善ぜんもなく、ある意味、作り物である必要すらも感じられなかった。

　あれは不ふ思し議ぎな感覚だった。正規品でも、不ふ良りよう品でもない。ある意味、姫ひめ様さま達のように、人間とは、そういうものかもしれない。

　難しいです。

　だから、今、簡単なここは楽でいい。

　敵は強力で数が多いが、正規品だ。それも、力押おしで来てくれる。

　正確で、最善だ。

「良かったです」

　世せ鬼きは、こちらから距離を取って、囲む動きを見せた自動人形と武神を見た。

　だが、遅い。

　こちらの背後。武器はあるのだ。自分のスペアの腕と脚あし、それに、

「顔」

　幾いくつかの攻撃の余よ波はで傷つき、歪ゆがんだ顔がん面めん素そ子しを、世鬼は右手で取り替えた。頭部。人工頭ず脳のうのブロック前にある感覚素子を外し、古い不良品の顔を右手で捨てた。

　左手で取り付けるのは、新しい顔だ。

　これもまた不良品。だけど新しん品ぴん。

　姫様が広こう報ほう委員と組んで放送してる〝怒る天気予報〟や、〝Moto'sキッチン〟。それらで稼かせいだギャラの一部が、ここに投入されている。

　勿体ない事だ。姫様がMoto'sキッチンで使う大量の菜な種たね油あぶらも、あれ相当に勿体ないと思うが、番組の予算で考えてあるのだろう。自分のもそうであるといい。

「では」

　世せ鬼きは行った。前に行った。

　……行きます。

　その時だ。

『増ぞう援えんを入れます……！』

　大おお手て門もんの上、影が多た重じゆうに飛び乗った。武ぶ神しんと自じ動どう人形の群だ。彼女達は、まるで自じ重じゆうがないような動きで、門の瓦かわら屋根の上に整せい列れつした。

　……整っています。

　世せ鬼きは思った。正せい規き品ひんの方達は、何て整っているのでしょう、と。

　だから頷うなずき、世鬼はこう言った。敵の、止やむとは思えぬ殺さつ到とうの波は状じようを前に、

「──この不ふ良りよう品。御お相手頂いただくのは、勿もつ体たいない事です」
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　来る敵の姿すがたを見て、小こ太た郎ろうは最大級の危険と判はん断だんした。

　……止めます！

　何な故ぜなら、北ほう条じようは自じ動どう人形と武神を戦せん力りよくとする国だ。

　自動人形においては、生産を行い、各かつ国こくのローカライズを掛けながら輸ゆ出しゆつもしている。

　その価か値ちは、正確と最さい善ぜんという、この二要素をベースとしたものだ。

　ゆえに不良品は、発はつ覚かく次し第だい放ほう棄きされるのが常だ。そうやって品ひん質しつを管理しているのである。

　だが、今、その価か値ちを覆くつがえす者がいる。

　この自動人形の由ゆ来らいは、解わからないでもない。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにも、自動人形は輸出しているのだから。

　その中の一体。恐らくは〝核かく〟の部分に歪ゆがみをもった自動人形がいたのだ。起き動どうチェック程てい度どでは解らない歪みが、きっと六護式仏蘭西という異い国こくの影えい響きようを受けて発はつ現げんした。

　初めはきっと、小さな歪みだったろう。しかしそれは、大量の正規品との生活の中で、差さ異いをどう捉とらえたのか。歪みは補ほ正せいを重ねられる事で、尚なお更さらの強化を得たのだ。

　偶ぐう然ぜんだけで出来た訳わけでもない。鍛たん錬れんだけで出来た訳でもない。両方が嚙かみ合い、更さらに、

『主人が、それを認めたんですね……！』

　自動人形にとって、主人の許きよ可かは存在意い義ぎに勝る。

　世鬼は、この歪みを己おのれの是ぜとし、周囲もそれを手伝った。

　始まりの段階ならば、捨てられても良かったものだろうに。

　六護式仏蘭西が、M. H. R. R.神聖ローマ帝国や国内異い族ぞくとの対たい抗こう、対たい百年戦争などで自動人形を欲し、不良品であってもストックしておこうという考えがあったからだろう。

　どれだけの歪みの蓄ちく積せきと強化で、ここまでの化ばけ物ものが出来たものか。

　だが、今、自分がやるべき事は一つだ。

『止めます……！』

　この相手は、対北ほう条じようとして毛もう利りが出してきた切きり札ふだだ。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウだけが危険かと思っていたが、そうではない。

　この敵を、氏うじ直なおに当ててはいけない。氏直とて中なか身みは人間だが、身体からだは自じ動どう人形なのだ。

　もしも、という事がある。だから、

『増ぞう援えん追加します……！』

　眼がん前ぜん。大おお手て門もん前まえの広場には、花が咲いている。

　世せ鬼きの歩みが作る鉄の開かい花かだ。

　この花はな道みちを氏直に届けてはいけない。そして自分も、正せい規き品ひんのプライドとして、

『通しません……！』
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　世鬼は、野を行った。風が吹き、花が咲く無む人じんの野だ。

「さて」

　銃じゆう弾だんが来る。敵も来る。刃やいばも来る。しかし、吹く風に対し、世鬼は告げた。

「──不ふ良りよう品の私にも、自動人形ベル・デ・マリオネツタの心こころ意い気きがあります」

　それは、詞ことばだった。

「一つ部品の迷いごと」

　世鬼は詞を続けた。

　撃げき音おんの足音と、風ふう圧あつに千ち切ぎれた衣い装しようを揺らし、彼女は髪かみを搔かき上げて言う。

「──浮うき世よは戦せん国ごく　放ほう棄きの流れ　立って歩けぬ不良品」

　世鬼は唱となえる。

「五ご体たいＯＳ　刻きざまれ捨てては　取り替え慣れたが不良品」

　弾だん丸がんは当たらない。敵は身体を奪うばうように断ち、砕くだきはするが、

「既すでに御お覚かく悟ご　この身の全て　見切りはついた不良品」

　向かい来る全てが自じ壊かいし、咲く。轟ごう音おんと裂れつ音おんの中、世鬼も穿うがたれる。しかし、

「──この身とこの手　主あるじはとって　やるじゃねえかと不良品」

　何もかもが背後に咲く。己おのれの部品すらも砕かれ散って、そのたびに交換を入れた。

　世鬼はただ、前に出た。そして、

「既すでに御覚悟　この身の全て　報むくいて果たすが不良品」

　彼女の背後、散る落ち葉のように、影が舞った。

　持ち込んだ武ぶ装そうを、重力制せい御ぎよで飛ひ翔しようさせたのだ。

「さて」

　もう一度、世鬼は言った。ロングナイフをそれぞれ握る両の手で、髪を搔き上げ、

「塵ちり芥あくた」

　前を見た。

「怖おそれはしない」

　髪かみを風に踊らせ、

「前を見て行け」

　世せ鬼きが行く。

「──不ふ良りよう品ひん」

　行った。
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「──終わったみたいですわね」

　広い浴よく場じようの中、湯ゆ船ぶねの中で天てん井じようを軽く見上げた姿すがたが、そう呟つぶやいた。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。彼女は大きめの浴よく槽そうの三分の一程ほどを己おのれと髪で占せん領りようしていた。

　だが、浴槽に身を沈めているのは彼女だけではない。

　人狼女王がゆっくりと視線を落とす先。逆面の縁へりには、人ひと影かげが一つある。

　向かい側、そこにいるのは義よし光あきだ。彼女は己の持つ九本の尻尾しつぽを隠かくしもせず、湯船に浸ひたらせている。手前には酒の徳とつく利りと猪口ちよこを載のせた盆ぼんを浮かせ、

「──これでまあ、私の役目も大体は終了よのう」

「ふふ、そういう事になりますわね」

「では、──どうするかえ？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と人狼女王が頷うなずいた。

「……私が、北ほう条じよう・氏うじ直なおとの相あい対たいを望むならば、止めるのでしょう？」

「そちらこそ、私が世せ鬼きとやらを止めに行こうとしたら、止めたであろうによ」

「世鬼は、対たい北条としての結果を出しに行きましたわ」

「貴き様さまはどうするかえ？」

「対武蔵むさしとしての結果を出すのも良さそうですわね」

「既すでに一度負けておるであろ？」

　Ｔｅｓ．、と人狼女王は微笑した。

「それを取り返す、というのもありますのよ？　何ど処こかにいる武蔵の商しよう人にんを、匂におい頼りに見つけにいくとか、はたまた、脱だつ衣い場じようで一ひと息いきついてる子を相手にするとか」

「私で我が慢まんしとくがいいぞえ。一応、武蔵勢だからのう」

　ですわね、と人狼女王が笑えみで頷く。そして彼女は、湯の上に浮いていた盆を引き寄せる。

「そちらの方、少し頂いただけます？」

「ではこちらも、そちらを頂こうかえ。──極きよく東とうのワインかえ？」

「Ｔｅｓ．、うちの娘この土地のものが、メニューにありましたので」

「水み戸とかえ……」

　と、猪口ちよこを差し出す手を礼として軽く上げ、義光は人狼女王からワインを得る。

　代わりに、義光の方からも、徳利の中なか身みを相手のグラスに注つぐ。

「これは、北ほう条じようの御お酒さけですの？」

「武蔵むさしのものだぞえ？　──武蔵の中で栽さい培ばいした米をベースとして、浅あさ間ま神じん社じやで酒しゆ造ぞうしたとの事でな。禊祓みそぎ効果があるのか、異い族ぞくの私には結けつ構こう〝来る〟のが、また良い」

「成なる程ほど、それで……」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、グラスの中の酒で唇くちびるを湿しめし、こう呟つぶやいた。

「うちの娘むすめ、浅間の巫み女こと側そく室しつ入りしたら、禊祓効果で不利ですわね……。何かいい方策を授さずけないといけない時期になったようですの……」

「たとえば？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──焼き鳥で練習するなら、実はツクネ棒ぼうの方がいいですのよ、とか」

「きりたんぽじゃ駄だ目めなのかえ？」

「ま、まあ！　そんな、〝一いち語ご間違ってきりたんぽ〟なんて、直接的ですわ！」

「間違ってない間違ってない。合っとるぞえ」

「Ｔｅｓ．、ついでにいうと、切ったらいけませんわよね。大だい事じにしませんと」

「意味が解わからんが、随ずい分ぶんと複雑な事情になっとるようだのう……」

　と、義よし光あきが一ひと息いきをついた時。表示枠サインフレームに結果が一つ追加された。

「小こ太た郎ろうとやらと、そちらの世せ鬼き・政まさ定さだの結果が出たようだぞえ？」

「Ｔｅｓ．、見えていますわ。──勝者、世鬼・政定」

　しかし、と人狼女王は告げた。

「世鬼には撤てつ退たい指し示じが出てますわね。また、随分と壊こわれたのでしょう」
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　小太郎は、抱きしめられていた。

　小さな両の腕には、自じ動どう人形が手て落おとした脇わき差ざしが握られている。

　……これが、通っているのに……！

　手にした刃やいばは、正せい座ざで座る相手の腹に、鍔つば元もとまで突き刺さった状態だ。

　だが、相手は、ほとんど原げん型けいを留とどめていない両の腕で、こちらを抱きしめている。

　動けない。

　ただ軋きしむ音が聞こえた。自動人形が立ち上がるのだ。

　そしてふらつき、立つ動きの中で、彼女の身体からだから幾いくつもの部品や、潤じゆん滑かつ液えきが零こぼれて行く音がする。金属の破は断だんの音もして、がくりと身体が揺れもする。

　しかし、彼女は立ち上がった。

　続く動きで、自動人形は、こちらを地面に下ろしていく。

　その流れの中で、小こ太た郎ろうは見た。周囲の全てである、破は砕さいの花はな園ぞのを。

　武ぶ神しんは総そう勢ぜい十八機。自動人形は七十二体を投入し、全てが自じ壊かいさせられた。

　無む論ろん、それだけの行いをするために、不ふ良りよう品ひんとて同レベルの自分を破は損そんさせた筈はずだが、

「正せい規き品を壊こわせるなんて、流石さすが、正規品です。──私には、出来ない事です」

『そんな事が……！』

　否いな、と小太郎は思った。この相手の言っている事は、皮ひ肉にくではなく事実なのだ。

　彼女は、正規品を〝倒せ〟と言われたら躊躇ためらう不良品だ。

　だから今、全ての結果がここにある。

　何もかもの自じ壊かいによる破片の花園が、だ。

　砕くだかれた部ぶ品ひんやフレームの中。外がい装そうの色や、千ち切ぎれた装そう甲こう服ふくが、花のように散っている。

　風はある。海から吹く、突とつ風ぷうのような風だ。

　大気の流れに髪かみを揺らし、自じ動どう人形は背を向けた。

「では、また」

『帰れるんですか!?　救きゆう護ごを呼ぶべきでしょう!?』

「不良品が主あるじを呼びつけるなど、あってはならない事ですから」

　だけど、

「姫ひめ様さまは言うんです。──不良品がいられない程、うちの傲ごう慢まんと虚きよ栄えいは甘くねえぞ、って」

『それは──』

　小太郎は聞いた。揺れながら、軋きしみつつ歩く自動人形が、肩かた越ごしに振り向き告げた言葉。

「──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと毛もう利りは、出来のいい人形を飾る棚たなではありません。

　不良品だって放り込んでおける玩おも具ちや箱ばこなんですよ。太陽王ロワ・ソレイユと姫様の、ね」

　風に、自動人形はまた背を向けた。

　歩き去るその姿すがたに、小太郎は息を吸った。

『認めませんよ！　──勝負には負けましたが、止めたのは確かです！』

　軋み、揺れていく後ろ姿に、走狗マウスは叫んだ。

『貴女あなたを氏うじ直なお様に会わせずに済み、幸いでしたとも……！』
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「なあ、Mouri-01」

　曇どん天てんの空が夕の色を持ち始めるのを、輝てる元もとは見上げていた。

　鈍い朱あけの色が、上から照らされる雲に混じり始めているのだ。

　彼女は流れていく雲と、透すかして見える天の色しき彩さいに視線を動かしながら、

「……陣じん幕まくの入口辺あたりまで行くのは、どうだろうな」

「駄だ目めです、姫ひめ様さま。──あの子はちゃんと帰ってきますから、信じましょう」

「あー。虚きよ栄えい、厳きびしいぜ。ホントにな」

「Ｔｅｓテスタメント．、でもそういう部分についていく者も多いのです、姫様。大体──」

「大体？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とMouri-01は言って、言葉を続けた。

「もし姫様が迎えに行ったら、あの子が照れて隠かくれる背が何ど処こにも無くなってしまいます。

　今の姫様に必要なのは、風で乱れた髪かみを直し、本をちゃんと積んでおく事でしょうね」
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「──ともあれ、これで毛もう利りに北ほう条じようの権けん益えきが行った訳わけよのう」

　湯ゆ船ぶねから身を上げながら義よし光あきは考えた。

　……毛利の、本ほん音ねの面めん目ぼくは保てたと、そう考えるべきかのう……？

　西さい国ごくである毛利にとって、東とう国ごくに関かん与よするフックを得られた意味は大きい。

　ここで毛利から無む理りに北条の権益を奪うばおうとすれば、絶対に拒きよ否ひする筈はずだ。

　ならば、もはや毛利が持つ北条の権益は、固定と考えた方が良い。

　そうなると、後の問題は自分達だけだ。

　ふむ、と軽く身震いして水を尻尾しつぽから飛ばし、義光は後ろに振り向いた。

　身体からだをタオル二枚で拭ぬぐっている人狼女王レーネ・デ・ガルウに対し、

「──これからの相あい対たい、どうするかえ？　ルールは」

「殴なぐり合いでも構いませんが、だったら──」

　と、遣やり戸どの方を指さした。

「これから小お田だ原わら城じようまで行きません？　途と中ちゆう、恐らく代表者達の戦せん闘とうがありますでしょう。

　そうしたら、彼らの戦闘方法をこちらも採用して相対とする。それでどうですの？

　大体、いろいろ相対法ほうを考えてると、お互いの有ゆう利り不ふ利りが出ますものね。

　それに、正直、普通の戦闘だと、こちらが有利過ぎますわ」

「言うたな？　──それはこちらも同じように思う処ところぞえ？　力押おしに対して、化ばかしの狐きつねであるからのう」

「ふふ、怖こわい人ですのね」

　お互い様ぞ、と苦く笑しようしながら、義光は遣り戸を開けた。

　着替え、小田原城に行く間、どのような勝負が見受けられるだろうかと、そう思いながら、

「義よし康やす？　ちと私はこれから人狼女王と外に出るが──」

　お前はどうする、と言おうとした正面。

　義よし康やすと可か児に、大おお久く保ぼが、勝負をしていた。

　脱だつ衣い場じようの中央。そこにて、三人は卓たつ球きゆう台だいを出し、高速のラリーを行っていたのだ。

　こちらが顔を出したのに対し、皆が振り向き、義康が打ち返しをミスった。

　硬こう化か紙しの球たまが床に飛び、大久保が黒こく板ばんに示した点数表ひようを可児に向ける。そして、

「──ちと休きゆう息そく時間なんで、息抜きしとるで？　……って何や、その顔」

　ああ、と何となく頷うなずいたこちらの背後。人狼女王レーネ・デ・ガルウがこう言った。

「……勝負、これですわね」
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　湯ゆ屋やの脱だつ衣い場じようの中で、大おお久く保ぼは天てん井じようを見上げながらこう思った。

　……訳わけの解わからん事になったで……。

　可か児にと通神文メールの宛先アドレス交こう換かんをした事もだが、いろいろあり過ぎだ。

　先さき程ほどここで世せ鬼きと何があったかは、可児や義よし康やすにも言っていない。自じ動どう人形達が片付けを行ってしまったし、床に刺さった脇わき差ざしから何から、自分の方で回かい収しゆうしたからだ。

　血がついたストールは洗せん濯たくに出したし、鎖さ骨こつ下の傷は符ふで塞ふさいだ。わずかに熱を持ってはいるが、ストール代わり掛けたタオルはそれらを隠かくしている。

　義康も可児も、随ずい分ぶんと打ち解けた感がある。可児はこちらにまだ少しの距きよ離り感かんを持っているようだが、それはそれでこちらとしても有あり難がたい。芸げい風ふうを壊こわされずに済む。うちの先せん輩ぱい共は平気で食い込んでくるが、あれは迷めい惑わくやなあ……。

　だが、目もつ下かの意味不ふ明めいは、これだ。

　目の前にある卓たつ球きゆう台だいと、点数を書く黒こく板ばん。それらを一度ずつ叩たたいて、大久保は言った。

「では、人狼女王レーネ・デ・ガルウと、最上もがみ総そう長ちようの卓球相あい対たいを始めるで？」

　何が〝では〟やねん、と自分でも思う。

　が、これは二人の協きよう議ぎで決まった相対だ。

「ルール確かく認にんや。卓球、知っとるわな？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──知ってますわ」

　対する最上・義よし光あきも、

「ああ、うちの羽う州しゆうは温おん泉せん街がいもあってな。この手のは冬場の娯ご楽らくで流は行やっとるぞえ？」

　それは有り難い。

　Ｊｕｄジヤツジ．、と大久保は頷うなずき、表示枠サインフレームを一枚出す。

「特とく殊しゆルールとして、点数は五点先取で勝利。サーブ権けん交代時にも点は入る。サーブミスは一発交代。──それでええな？」

「Ｔｅｓ．、そろそろ全体が終了に向かいつつありますものね。ここで長引くような相対をして全体の進行を遅らせるのは、得とく策さくではありませんわ」

　確かに、と頷いたのは、義光側のバックに控えている義康だ。椅い子すに座った彼女は、腕を組んだ姿し勢せいで、

「関かん東とう解放が後に控えている。それに対し、三〇分という単位で進行が遅れるのは難がある。

　……無む論ろんこれは、毛もう利りや最上の国こく益えきなど考こう慮りよしない物言いだが」

「ふふ、大だい丈じよう夫ぶですわ。私の方も、なるべく相対は急いで終えて、戻りたいですもの。御お風ふ呂ろに入ったせいもあって、うちの人の匂においが薄れてしまって」

　言われてる意味がよく解らないが、先輩共なら解る気がした。

　ともあれ、と大おお久く保ぼは両手を左右に差し出した。人狼女王レーネ・デ・ガルウと最上もがみ総そう長ちように対し、

「一いち応おう言っておくけど、コレ、聖せい譜ふ記き述じゆつぎりぎりやぞ？」

　卓たつ球きゆうの発はつ祥しようは、まだ明確になっていない。

　スポーツとしては庭てい球きゆうから派は生せいするものだと、庭球関係の傍ぼう論ろんにある。また、神かみ代よの時代から温おん泉せんスポーツとしての記録があるのだ。だが、庭球自体も今だ歴史的には甘く、よって、

「こういったスポーツは、室内で隠かくれて楽しむものとなってますわね」

「そりゃ外でこれはやらんわな……」

　球たまが軽いため、風の影えい響きようを強く受ける。

　そういった意味も含め、室内の娯ご楽らくとして、卓球は各所の娯楽施し設せつに用意がある。普ふ段だんは表おもてに出ていないが、施設側に「ちょっと、ある？」と言うと出して来るのだ。

　……御ご禁きん制せいの品やなあ……。

「ふふ、でも、小お田だ原わら征せい伐ばつの本部の方には勝負の方法を届け出なければなりませんものね。だから一応、さっき、言葉を濁にごして伝えておきましたわ。

　──察しのいい人達なら、何をしてるのか解わかると思いますの」
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「おうい、ミトツダイラ、何だこの、人狼女王から来た最上・義よし光あきとの相あい対たい内容」

「──は？　何ですの？　ちょっと見せて下さいます？」





・相対内容：閉じた部屋の中でお互い向き合い、ゴムをつけた柄えを握ってよく振り、玉を行ったりきたりさせて、落とさせたら勝ち。






「フフ、たまたま！　たまたま行ったり来たりで落ちちゃうの!?　や、やだもう、落ちちゃったら負けよー！　ほら、ミトツダイラ！　浅あさ間ま！　ここに竹たけ竿ざお利用で作った私の想そう像ぞうによる再現があるから！　握って振るのよ!?　さあ愚ぐ弟てい！　ホライゾン！　行くわよ！」

「喜き美みは何を大声で言ってるんですか──！　というか三人で竹竿持って何ど処こに！」

　縁えん日にちの屋や台たいの向こう側で、男女学生の悲鳴が多重に聞こえてきた。加工した竹竿で客を追い回しているらしい。間違いなく生徒会の支し持じ率りつが下がりますわねー、と思うが仕方ない。

　ふう、と一ひと息いきついて、ミトツダイラは我に返った。

「──というか、うちの母親、何してるんですの!?」
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　母親は、ゴムのついた柄を振り回していた。

　準備運動、という感覚で振るのは、指で摘つまみ握る柄のペンホルダーラケットだ。

　……軽いものですわね。

　風かぜ切きり音を立てるこちらと最上もがみ総そう長ちようは、眼鏡めがねの武蔵むさし代表委員長と視線を交こう互ごに送り、

「どちらが先せん攻こうやねん」

「人狼女王レーネ・デ・ガルウで良いぞえ」

　最上総長の声に、人狼女王は頷うなずいた。

「では、そうさせて頂いただきますの」

　と、武蔵代表委員長が投げた球たまを手に取った。それを人狼女王は上にトスして、

「では、行きますわよ……！」
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　可か児には、その一いち撃げきを見た。

　人狼女王を間ま近ぢかで見るのは、今日きようが初めてだ。

　無論、P. A. Oda所しよ属ぞくなら、M. H. R. R.神聖ローマ帝国経けい由ゆで〝IZUMO半はん壊かい〟の話は聞いている。

　浮ふ上じよう島とうの一部を破は壊かいし、そこから飛び降りても大だい丈じよう夫ぶな存在。

　見ている分には、人の良さそうな婦人と、そう見えるのだが、

「────」

　一いつ瞬しゆんで、攻こう撃げきは放たれた。弾だん丸がんにも見える弾はじき打ちは、落らつ下かしてきた球をヒット。それは高速でバウンドし、最上・義よし光あきのフロントに跳ね、

　……義光様……！

　義光が動かなかった。ただ、彼女の髪かみが揺れ、背後の壁に球が当たり、

「……っ!?」

　食い込んだ。あり得ない勢いの高こう回転が生んだ現げん象しようだ。球の硬こう度どよりも、回転速度が質量を作り上げ、壁を穿うがったのだ。

　そして代表委員長が左腕うでを振り上げた。彼女は呼び子を吹いて、

「──最上１ポイント！」

　点数は、義光に入った。

　え？　という人狼女王に、代表委員長が指さしで叫ぶ。

「銀ぎん十じゆう字じを出すなあ──！」
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　大おお久く保ぼはこう思った。

　……嫌いやな予感が当たった……！

「打つのはラケットを使うんや！　神しん格かく武ぶ装そうを持ち出す阿あ呆ほがどこにおんねん!?」

　だが、問い掛けた先。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、後ろに銀ぎん十じゆう字じを隠かくすと、口に左の人ひと差さし指ゆびを当てた。

「ん──？」

　何事か解わからない、というように、全身を傾かしげてみせる。

「ご、誤ご魔ま化かしても駄だ目めやぞ！」

「いえ、あの、駄目ですの？」

「つーかアンタ、卓たつ球きゆう知っとんのやろ!?」

「知ってますわよ？」

　その台詞せりふと口く調ちように、大おお久く保ぼは気付いた。

　……あ。

「──知ってるだけ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、見た事はありますもの。ええ」

　つまり、と彼女は言った。真ま面じ目めな顔で、

「銀十字を使ってはいけませんのね？」

　何となく、ルールを全ぜん部ぶ説明した方がいい気がしてきた。





●






　卓の向こうで、表示枠サインフレームを使ったルール説明が武蔵むさし代表委員長によって行われていく。

　それを見ながら、義よし光あきは内ない心しんで吐と息いきした。

　……人狼女王と、言うだけの事はあるのう……。

　厄やつ介かいな状況になった、と義光は内心で思し案あんする。

　不ふ意い打うちであったが、正直、銀十字の展開は見えても、それを抜き放つ手て捌さばきは確かく認にんが出来なかった。

　速い動きが出来る、というレベルではない。速過ぎるのが普通である、というレベルだ。

　常速が〝他の存在〟とは違う。それが、速度を上げたら、どうなるのか。

　……水み戸と領りよう主しゆは、コレに一応勝ちを収めたらしいと聞くが……。

　娘むすめの方も化ばけ物ものと、そういう事か。

　だが、化け物としてならば、自分とて負けていない。九きゆう尾びの狐きつね。大だい妖よう狐こだ。

「ふむ」

　今、向こうでは、人狼女王が代表委員長からルール説明を受けている。

　ラケットの振り方やサーブの仕方など、全ての因いん果がを含める形だ。可か児にが、ほーう、と声をあげながら聞いているのを見る限り、代表委員長の説明が相当に上う手まい。

　しかし、そんな彼女の言葉を聞いている人狼女王を見れば、彼女の戦せん術じゆつが見えてくる。

「前ぜん陣じん速攻かのう……」

　彼女が選んだラケットは、ペン型。四角い断面のグリップで、ペンを摘つまむように握るのが作さ法ほうのラケットだ。

　指し運うんが働くために、表面側がわとなるフォアで打つ際の操そう作さがしやすい。反面、裏側を使用したバックでの捌さばきは少々取りづらい。

　初しよ心しん者しやはフォア側での攻こう撃げきと防ぼう御ぎよをまず憶おぼえるべきなので、感かん触しよくなどの摑つかみやすいペン型は有りの選択だろう。

　そして先さき程ほどの銀ぎん十じゆう字じを見るからに、彼女は〝攻め〟派だ。前に出てくる。

　ペン型の構えは力が入りにくいものだが、人狼女王レーネ・デ・ガルウの膂りよ力りよくでは些さ細さいな問題だろう。真まっ正しよう面めんからの打ち合いでは、本気で力負けする可能性もある。

「さて……」

　義よし光あきは、手の中でラケットを回し、摑み直した。

　自分のラケットの柄えは、円形の断面を持ったシェイク型。横から摑むようにして握るのが作法というラケットだ。

　扱いは団扇うちわの振り方によく似ている。細かい指運はほとんど使えないが、手て首くび主体の動きが出来るため、バック側での操作もしやすいのが特とく徴ちようだ。

　ペン型よりも力は入りやすいため、力押おしの人狼女王相手には相当と言えよう。

　これをもって、場を支配しようか、と義光が思った時だ。

「──と、そんなところやな。点数、どないすん？」

「先程のは〝有り〟でお願いしますわ。最上もがみ総そう長ちようの方に一点。

　──幾いくらルールの不勉強とは言え、国家間かんの相あい対たいで〝やり直し〟は恥はずかしいですものね」

「ほほう、……やる気よのう」

「当然ですわ。──先に言っておきますけど、私、中ちゆう途と半はん端ぱはしませんのよ？」

　解わかっている。だから、武蔵むさし代表委員長が彼女から離れるのを見て、義光は言った。

「──では、その本気、見せて貰もらうぞえ？」

　サーブはこちらから。自分の方が有利である事は変わらないのだ。
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　ミトツダイラは、正まさ純ずみが振り向いて言うのを聞いた。

「おい、ミトツダイラ、人狼女王がルールを間違えてたから憶おぼえ直しで続行だって」

「な、何をやってますの!?　うちの母親」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何か大おお久く保ぼが言うには、握り方を直したって」

「たまたま！　たまたま握り直したのよ──！」

　叫ぶ馬ば鹿かの横で、浅あさ間まが表示枠サインフレームを操そう作さしているのは、禊祓みそぎの追つい加か設定だろうか。

　だが、正純が表示枠を見て眉まゆを上げた。

「──お？　何かよく解らないが、五点先せん取しゆで、動きが出たな」

「母が非ひ道どうを働きましたの!?」

　否いな、と正まさ純ずみが首を横に振った。

「最も上がみ・義よし光あきが、先に二点を入れている」
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　……強いな！

　と、義よし康やすは眼前で動く義光を見ながら思った。

　義光の戦せん術じゆつはカット型。

　やや下がった位置から、相手の打った球たまを捉とらえ、確実に返す戦い方だ。

　カットと言うのに相応ふさわしく、ラケットには上から前下にチョップするような軌き道どうを与える。その動きを用いて、義光は人狼女王レーネ・デ・ガルウの球を切って返しているのだ。

　人狼女王の打つ球の速度に対し、直接ぶつかるのではミスが生じると判はん断だんしたのだろう。

　防ぼう御ぎよ主体のカット型として、義光は人狼女王に相あい対たいした。

　音がする。

　堅い、しかし鋭い響ひびきだ。

　直後には、白い球がもう人狼女王のフィールドに食い込み、跳ねている。

　義光の返し方は、単純なものではなかった。相手の打つ球を拾う際に、緩かん急きゆうをつけたり、左右や上下に振って返している。それによって、人狼女王は前に出て打つ事を許されず、

「────」

　人狼女王が、前後や左右に移動する状況が増えている。

　これは、初しよ心しん者しやにとってはキツい状態だ。

　……初心者にとっては、ある程てい度ど速度のある球で打ち返された方が、楽なのだよな。

　卓たつ球きゆうは、テーブルの前後幅によってお互いの距離が限られたスポーツだ。だから、弾だん速そくがある程度に達すると、球の行き来と打って戻す腕の速度が、同どう期きするようになる。

　そうやって身体からだの動きが一定のリズムを持ち始めると、打つ際の迷いが薄れる。

　初心者にとっては、一定のリズムでラケットを当てに行く事を専せん念ねんすればいいので、この状況は有あり難がたいものだ。

　だが、義光はそれを許さない。

　人狼女王が力を入れて球を速く送れば、わずかに下がって間を空あけたカットを行う。

　使用されているのは軽い球だ。距離が空けば、微かすかにも失速が生じる。

　それを利用して、タイミングを外した球を義光は拾って返す。

　……凄すごいものだな。

　人狼女王を前後左右に振るためとはいえ、義光の方も自らを大きく動かしている。

　運動量では、さほどの差は無い筈はずだ。

　動きを止めず、常に左右に動けるように身体からだを揺らし、狐きつねが動く。

　しかし、と義よし康やすは思った。狼おおかみも、また異常だ、と。
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　大おお久く保ぼは、先さき程ほどから人狼女王レーネ・デ・ガルウを見ていた。

　間ま近ぢかに観察している限り、さっきから人狼女王は有効打を放てていない。

　しかし、見ている間に、彼女の動きが変わっていく。

　……どういうセンスやねん……。

　と、大久保は思った。

　確実に、人狼女王が義よし光あきの捌さばきを返せるようになっているのだ。

　初期の段階、彼女は前に出てスマッシュによる短期決けつ着ちやくを望んだ。

　初しよ心しん者しやゆえ、ラリーを行う事は難しいと判はん断だんしたのだろう。

　だが、義光はその考えを行動で否定した。

　カットに専せん念ねんし、人狼女王にラリー状態を強きよう制せいしたのだ。

　人狼女王は、ラケットの扱いも不慣れなまま、返される球たまに動かされ、

「────」

　手元にある点数表の黒こく板ばん。義光の二点目は、人狼女王の返球ミスによるものだ。見ていたところ、上に来た球をオーバースイングで返そうとして、下へ手たに回転を掛けてしまった。

　逆スピンの掛かった球は失速し、テーブル上で自じ陣じんに落ちたのだ。

　人狼女王は舌したを小さく出し、

「あら、いけませんわね、これでは」

　と言ってからが、今の状態に繫つながる。

　……どうなっとんのや。

　人狼女王が、拾い、確実に返す。が、その返し方がおかしい。

　見ている限り、彼女は義光の打ち分けによって大きく振り回されている。

　が、球は返る。それも、軽い、浮いたような球が、だ。

　カットしている訳わけでは無い。

　カットは、斜め打ちによる逆ぎやく回転を掛ける打ち方で、弾だん速そくを消すものだ。今、人狼女王が使っている打ち方は、球の軌き道どうに対し、ラケットの面を真まっ直すぐ当てるもの。

　フォアの中央部を、打つと言うよりも押し当てるようなショット。

　しかしそれが、返る。

　更さらには、

「あ……」

　大久保は気付いた。人狼女王の返し方に、法ほう則そくがある事を、だ。





●






　人狼女王レーネ・デ・ガルウの斜め後ろにいた可か児には、妙みような事に気付いた。

　……２・２・３？　いや、２・３・３ですね、今は……！

　人狼女王の身体からだの振り方に法ほう則そくがある。

　義よし光あきのショットを受ける時、右フオアで二回受け、左バツクで三回受け、右フオアで三回受ける。

　そして、次のターンからは、左バツクで二回受け、右フオアで三回、左バツクで三回受ける。

　どのような球たまが来ても、そのような動きで強ごう引いんに受けに行く。

　……これは……！

　可児は、近接武術士ストライクフオーサーだ。だから解わかる。これは訓くん練れんなのだと。

　武ぶ術じゆつを修める者は、基き礎そが出来た段階から、応用に入る。

　その一つが、攻こう撃げき姿し勢せいの訓練だ。慣れない足あし場ばや不利な姿勢から、ちゃんと攻撃が出来るようになる。そんな訓練を行うのだ。

　今、人狼女王が行っているのは、それだ。

　彼女は二点目を失う時、大きな動きでミスショットをした。

　あの時に、人狼女王は気付いたのだ。この戦せん闘とうは、気分や適当な動きでは無む理りだ、と。

　ゆえに彼女は、動きを変えた。フォアとバックを状況に応じて使い分けるのではなく、左右のローテーションによって強引にでも一方を使わないといけないように課したのだ。

　更さらにはラケットの感覚を学ぶために常に中央での返球を行っていく。

　この女じよう王おうは、自分の未み熟じゆくを認め、戦闘中に、己おのれを成長させようというのだ。

　だが、幾いく度どと無いラリーの応おう酬しゆうで、人狼女王の動きが定まって来ているのが解る。

　だからというように、カットの音が強く響ひびいた。

　義光が、返球の速度を上げたのだ。

　直後。人狼女王が姿勢を変えた。背を伸ばし、左の半はん身みになり、

「──！」

　高速のショットを叩たたき込んだ。
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　義光は、自分の失しつ策さくを感じた。

　周囲の子供達には解らない事だろうが、人狼女王が明らかなプレッシャーを掛けに来ていたのだ。

　……踏み込みぞえ？

　彼女がフォアとバックをローテーション固定で打ち分けているのには気付いていた。それが、ラケットと打球の関係や、動きを身体からだに馴な染じませるためだというのも解っていた。

　そのくらいは、やる。そういう相手なのだ。

　だが、打ち返す際に、軽い響ひびきが生じ始めた。

　踏み込みの響きだ。

　ここは板の間。向かい合って動けば、足あし踏ぶみの衝しよう撃げきは軽くとも相手に届く。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、段だん々だんと、返球時じに踏み込みを入れるようになっていた。

　音は立たない。風ふ呂ろ上がりで裸足はだしなのだ。だが、震しん動どうは確実にこちらに届いてくる。

　そして、踏み込みを強くする打ち方とは、強きよう烈れつなヒットを作るためのものだ。

　……今はカットまがいの動きだが、前ぜん陣じん速攻に姿し勢せいを戻すと、そう言っておるのう……！

　段々と彼女の重じゆう心しんが前に出てきている。もはや、フォアとバックのローテーションを行わなければ、自由に動けるレベルになっている筈はずだ。

「流石さすがよのう……！」

　踏み込みの震動は、修しゆう練れんのものなのだろうか。

　それとも、これから食いに行くぞと言う、強きよう者しやの警けい告こくなのだろうか。

　真しん意いを探るため、義よし光あきは決めた。誘いの一発を打つ、と。

　だから、義光は動いた。カットを切り、人狼女王が中央で真まっ直すぐ返してきた球たまに対し、

「……っ！」

　カットとは逆の振り方。右下から前上に走る一いち撃げきを叩たたき込んだのだ。
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　一撃に掛ける力はトップスピンのドライブ。前に出ようとする一発は、今までのカット切りよりも遙かに高速になっている。

　……これでどうであろう……!?

　と、思った瞬しゆん間かんだった。

　義光は、自分の左を白の軌き道どうが抜けていった事に気付いた。

「……!?」

　何事、と思った事も、息を吸った事も、身み構がまえた事も、全て遅かった。

　解るのは、正面に立つ人狼女王が、深く息を吸い、

「Ｔｅｓテスタメント．、何となく解りましたわ」

　胸を張った笑えみで、彼女はラケットを指で回し、弄もてあそんでいる。

　返球されたのだ。それも、視し認にん出来ないような速度の一発で、だ。
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　義よし康やすは、カウンター側の壁に跳ね返って戻って来た球が足あし下もとに来るまで、何が起きたかを解わかっていなかった。

　……返された？

　見えていたのは、義よし光あきがショートステップのダッキングからぶち込んだ一発。

　それに対し、人狼女王レーネ・デ・ガルウが右フックらしい動きでカウンターを掛けたところまでだ。

　人狼女王の腕の振りが視し認にん出来なかったのは確かだ。だが、

「──一点。人狼女王や」

　大おお久く保ぼの言葉が、事実を告げた。

　見れば、義光の左前。テーブルのフィールド上に、小さな煙が上がっている。

　足あし下もとに転がってきた球たまも、白い燻くすぶりを昇らせている。

　義光のトップスピンによるものか、人狼女王の返し方によるものかは解わからない。

　だが、と義よし康やすは思った。この短時間で、化ばけ物ものは急速に成長したのだと。

　そして人狼女王が、大久保の投げた予よ備び球を手に取って、こう言った。

「まずは一点。──様よう子す見みや探りを入れていると、追いつきますわよ？」
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　さて、という人狼女王の軽い口く調ちようを義康は聞いた。

　そして彼女が、球を上に投げてから、

「────」

　サーブは普通だった。今までの動きに対して、あからさまに初しよ心しん者しやと解るような、そっと打ち出すような可愛かわいいサーブだ。

　……そうだろう。

　何しろ人狼女王は、サーブの練習機き会かいを得ていないのだ。

　応おう撃げきと攻こう撃げきの鍛たん錬れんは、先さき程ほど義光を相手に充分な数をこなした。

　しかし、サーブはまだ二度目。それでいて、ちゃんと自じ陣じんと敵てき陣じんに送る事が出来る辺りは、見事なものだと義康は思う。

　対する義光は、カットするために足裏一つ分を下がり、

「──！」

　カットではなかった。サーブに対する初しよ手てからの全力打だ撃げき。下げ段だんからの打ち上げるようなトップスピンアタックだった。

　……先程の一いち撃げきと同じだぞ！

　人狼女王がどのような返し方をしたのか、探ろうというのだろう。

　しかし、人狼女王は確かな動きを見せた。

　先程とは違う動き。それは、自分の正面に飛んで来た白の軌き道どうに対し、身体からだを傾け、

　……もはや自由に動くか！

　しなるような腰のねじりが、彼女の踏み込みに重なった。

　ラケット中央で打ち込む、無む回転のナックルショット。

　義よし光あきのスピンが効いていたのだろう。僅わずかに詰まって、しかし、

「────」

　義光が、腕を戻すよりも速い一発だった。

　速い。

　だが、義よし康やすは、対する義光が明確な抗こう戦せんを行ったのを見た。

　彼女は上じよう半身だけ後ろに傾け、手首の戻しを稼かせいだのだ。

　しかし、カットとしては動きが僅かに足りない。ゆえに義光が更さらなる動きを追加する。

「……く！」

　膝ひざを沈める事で、彼女は腕の振り下ろしの分を作り上げた。

　……見事！

　居い合あいで踏み込む際、身体からだを傾けてリーチや軌き道どうを稼ぎ、制せい御ぎよするのと同じだ。

　果たして快音は確かに響ひびいた。

　スピンの掛かった重い球たまが、零こぼれるような低い軌道で人狼女王レーネ・デ・ガルウの左脇わきに飛んだ。

　低空なので迎げい撃げきの難しい一発だ。前に出てフィールド上で拾うより、下がって外の空間を利用した捌さばきを行った方がいい。

　しかし、人狼女王が返した。ペンホルダーのバックハンドで打ち返しを行う。

　やはり不慣れなのか、その球は、やや軽い。そして対する義光が、

「────」

　姿し勢せいを戻し、早めのカットで軌道を捌いた。

　それもまた、人狼女王の左脇に向かって、だ。

　バックハンド狙ねらい。それが義光の作戦だろう。

　……相手の構えがペンホルダーゆえ、だな。

　指で摘つまむように柄えを握るペン型の場合、バックハンドでの返しはやや難しくなる。だからそこに対し、義光は集中砲ほう火かを叩たたき込む。

　左脇を狙われ、防ぼう戦せん的になる人狼女王の出来る事と言えば、左に下がり、捌きを楽にする事だけだ。そして人狼女王が、こちらから見てフィールドの右端はしに行ったら、

　……打て！

　義光が、今こそ身体を前に放った。

　敵てき陣じんの逆面。フィールドの左端狙いの一いち撃げきを打ち込んだのだ。
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　義光が人狼女王を振ったのを、可か児には見た。

　直後。可児は、あり得ない光こう景けいを見た。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの姿すがたが一いつ瞬しゆん消え、また、すぐに現れたのだ。

　それも、こちらから見て、フィールドの左から、右へと、だ。

　……何です!?　今の……！

　瞬しゆん発ぱつ力の爆ばく発はつだ、というのは予想がつく。しかし、人狼女王程ほどの身長と、

　……ええと、大きな胸！　胸です！

　こんなものを持っている人が、瞬しゆん間かん的に加か速そくするなど、無む茶ちや過ぎる。

　だが、彼女はそれを行った。定位置とも言える場所に身を飛ばし、身体からだを前に振り、

「──はいっ」

　楽しそう、とも言える声で、打だ撃げきを飛ばしたのだ。

　快音が響ひびいた。
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　勝負だ、と義よし康やすは思った。

　ここでの流れを捉とらえる事が出来るかどうかで、後の流れが決まる、と。

　だが、義よし光あきは前に出ている。そこに、人狼女王が左からのカウンターを叩たたき込んだ。

　位置は、義光の右手側。手が届けば返す事が可能な空域だ。

　しかし、前に振った身は、すぐには戻らない。

　その筈はずだった。

　義光の姿し勢せいが違った。

　右フォアの打撃をする際、左足を前に踏んだ。

　その左足を軸じくに、義光が右足を左上に振り回したのだ。

　フィールドを蹴けり飛ばさぬ軌き道どうで放たれた左回し蹴りは、高速で彼女の全身をスピンさせた。

　前に流れた身体を、〝止めて後ろに引き戻す〟のではない。

　前に流れた身体を、その勢いで左に回したのだ。そして一回転した彼女の身は、

　……もう一度、右腕うでを振れる姿勢！

　打った。

　力を押しつけるような。しかし跳ね上げるようなアタックだ。

　下向きの弧こを描いた一発が、今度は人狼女王不在のフィールド右へと飛ぶ。

　行った。

　直後に、義康はそれを確かく認にんした。

　人狼女王の瞬発加速だ。

　髪かみを揺らし、しかし足音は無く。弾はずんだ胸を身体に押しつけ直すようにして、狼おおかみがその位置を戻した。

　だが、位置はバックハンドを要求する。

　そこから打たれる一発は、威い力りよくが確実に落ちている。

　対する義よし光あきが前に出た。身体からだをやや左に流し、フォアの構え。

　来た弾だん丸がんを、人狼女王レーネ・デ・ガルウの左脇わきに全力で叩たたき込むつもりだ。

　次の瞬しゆん間かん。義よし康やすは、あるものを見た。

　眼前に、白の色が来ていたのだ。

「……は？」

　人狼女王の一いち撃げきだ。それが、高速に、義光の横を抜けて来たのだ。

　義光が前に出るより早く、その一発はこちらに届いていた。
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　義康は、何が起きたのか理解出来ていなかった。

　人狼女王は、バックハンドを要求されていた筈はずだ。

　それなのに、今の一撃は、フォアの高速打だ撃げきに等しい。

　……何な故ぜ──。

　と、そう思い、前に送った視線の先。人狼女王が一ひと息いきをついていた。

「ふう……、危なかったですわね」

　見れば、彼女の腕が、その胸下で身体を抱いているように感じられた。

　否いな、そうではない。

　……あれは……。

　義康は理解した。

　人狼女王は、バックハンドを放つ右腕の内側に、左腕を添えたのだ。

　バックショットとして、初しよ速そくなどが甘くなる右腕の返し打ち。その腕を、左手で前に押し込み、初期加か速そくを与えた。

　それによって作られるのは、間接的な逆腕のフォアショット。少しでも押し込みがブレれば、球たまの軌き道どうはあらぬ方へと行った筈だ。それが生じなかったのは、

「……今まで、中央で真まっ直すぐ打っていたから、か」

　身に覚えた感覚が、軌道の乱れを許さない。しかし、短期間でそれを為すなど、

　……どういう存在だ、これは……!?

　思ったと同時。大おお久く保ぼが言った。

「二点目。──人狼女王」
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　大久保は、人狼女王の点数を書き換えた。

　その間に、カウンター側の壁に跳ね返った球たまが、床を転がってくる。

　そして大おお久く保ぼは、深い息を聞いた。

　義よし光あきが、肩を大きく上下させ、肺はいの中なか身みを入れ替えたのだ。

　彼女が打ち返せなかった理り屈くつは、大おお久く保ぼにはよく解わかる。

　……身体からだを回して反応しても、前に出てた分は戻せなかったわな。

　義光の戦せん術じゆつは間違っていない。

　相手の苦にが手てとなるバック側に集中する事で、相手をフィールドの片側に寄せる。

　その上での逆ぎやく面めん打うちだ。

　定てい格かくのフィールドを用いる以上、お互いの移動力りよくは縛しばられる。そこから生まれる制約の枠わく内ないでは、この逆面打ち以上に有効な手は存在しない。

　何しろ、手の届きにくい位置に、逆に引きつけてから打ち込むのだ。

　普通なら、相手は返したとしても、急いだ動きになっている。その場合は、狼狽うろたえ撃うたれた弾だん丸がんをまた強力に逆面に返すだけだ。

　その逆面返しを、二度行った。二度目はバックハンドへの打ち込みだ。

　しかし、効かなかった。

　技術や経験では、義光の方が勝っているだろう。

　だが、反応と力では、人狼女王レーネ・デ・ガルウの方が上だ。人間の範はん疇ちゆうではない存在である上に、スポーツとしての定じよう石せきに縛られていない。

　さあ、どうすんねん、と大久保が思った時だ。

　大久保は、人狼女王が右の手を挙げたのに気付いた。

「何やねん？」

「ちょっと、ラケットを変へん更こうしてもいいですわね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．──」

　やや考えたが、大久保は頷うなずいた。

　人狼女王のラケットは、元々がルールを知らない段階で手に取ったものだ。

　……ここからが、彼女の本気いうこっちゃな。

　ゆえに大久保は許可した。自じ動どう人形が用意してくれたラケットのストッカーを手で示し、

「今回だけや。そのつもりで選んで欲しいわ」

「Ｔｅｓテスタメント．、──では、そういたしますわ」

　と、人狼女王がストッカーから抜き出したラケットがある。

　それは、ペン型の柄えを持った得え物ものだ。

　しかし、一つ、それまでのものとは違う特とく徴ちようがあった。正式には認められないような、

「両面、同じ樹じゆ脂し材ざい……？」

　貼はってあるのは両面とも黒の樹脂材。しかし、そのどちらも均きん等とうな厚みで薄いものだ。

　貼はり材としては一枚程度のものだろう。人狼女王はそれを手の中で回し、微笑を見せた。

「先さき程ほどのものは樹じゆ脂し材ざいの部分が粒つぶ状じようで、いろいろと変化を効かせられるんですのよね？

　でも、私の指し運うんだと、その辺りは自前で出来そうだというのも解わかりましたし」

　ちょっと待てや、と大おお久く保ぼは思った。

「アンタ、今まで、スピン掛けた事あったか？」

「何度も見せて頂いただきましたわ？　受けた時の、逆をやればいいんですのよね？」

　理り屈くつから言えば、そうだ。だが、いきなり今すぐに出来ると言うのか。否いな、

「今度の得え物ものは、表おもても裏も同じ貼り材ですから、気き楽らくにいけますわね」

「普通、……裏面にも分ぶ厚あつい樹脂材貼って対応するもんやで」

　それを薄型でいいと言うのは、どれだけ攻め気なのだろうか。

　ただ彼女は、こちらが放った球たまを手に取り、

「では、試してみましょうか」

　と、サーブに入った。

　無む造ぞう作さだ。五点勝負という状況の中、大事なサーブだという気負いが無い。

　高く上げ、それが胸むね下したの高さに来たところで、

「────」

　カットの、高速斬ぎりが放たれた。
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　それを、不ふ思し議ぎな絵だと可か児には思った。斜め後ろから見ていた人狼女王レーネ・デ・ガルウのサーブ。そこで放たれた快音が、一つの絵を空中に作っていた。

　白の球。それが、宙に浮いたまま、動かないのだ。

　……は……!?

　理屈は解わかる。どういう事かもよく解る。つまりはこういう現げん象しようだ。

「サーブで掛けた回転が強過ぎて、球が飛びも落ちもしないんですか……!?」

　空中。人狼女王が斬ざん撃げきを叩たたき込んだ打だ球きゆうが、浮いたまま動かない。実際は高速スピンが掛かっているのだが、その激しさ故ゆえに位置を変えないのだ。

「これ、ジャイロ効果いうのんか？」

「どうだったですかねー……!?」

　ただ、人狼女王も眉まゆをひそめて見る先、白の弾だん丸がんはゆっくりと高度を落としていった。

　着ちやく地ち場所は、人狼女王側のフィールドだ。

「あの、一応、これが跳ねて向こうに行けばサーブ成立ですわよね？」

「まあ、そうせざるを得んやろな……」

　代表委員長が微び妙みように投げ遣やりになっているのは、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　と言っている間に、白の弾だん丸がんが高度を下げた。それは人狼女王側のフィールドに落ち、

「あ」

　木材のテーブルを、球たまが削けずった。

　高い音が一いつ瞬しゆん響ひびき、テーブルの細かい破は片へんが舞い上がる。そして皆が見る先で、白の球きゆう体たいがテーブル半なかばまで食い込み、

「凄すごい！　止まりましたよ！」

　思わず上げた声に、代表委員長が大声を上げた。

「最上もがみ総そう長ちよう三点目や！　あと、テーブルおかわりしてんか!?」

　何な故ぜか俯うつむきの自じ動どう人形達たちが、カウンターから出てきてテーブルの手て配はいをする。
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「ミトツダイラ。何か大おお久く保ぼ経けい由ゆでお前の母親から通つう神しんきてるぞ？」

「は？　うちの母が、一体、何を？」

　ああ、と頷うなずいた正まさ純ずみが、表示枠サインフレームを見ながら棒ぼう読よみで告げた。

「〝ネイト、お母かあさんはさっきまで、ブツブツの一いつ杯ぱいついたゴムを柄えにつけてましたの〟」

・●　画：『こう？』

　白魔女ヴアイスヘクセンが図にしたが、ミトツダイラは無む視しした。

　一ひと息いき入れて、正純が言葉を続ける。

「〝でもねネイト、お母さんは今、薄うす型がたの、黒くろ光びかりするのを柄につけてますの〟」

・●　画：『こうね？』

　白魔女が図にしたが、ミトツダイラは無視した。

「〝ネイト？　お母さんは裏も表おもても使って頑がん張ばりますからね？〟」

「うちの母親は本気で何してますの──!?」
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　義よし康やすの眼がん前ぜんで、勝負は一いつ進しん一いつ退たいとなっていた。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが完全な前ぜん陣じん速そつ攻こうにシフトしたのに対し、義よし光あきはカット専せん念ねんで捌さばく型にシフトしたからだ。

　狼おおかみが攻め、狐きつねが捌き守る。そういう構こう図ずだ。

　だが、途と中ちゆう、人狼女王がミスをした。

　義光のヒットに叩たたき込んだカウンターが、軌き道どうを崩くずしたのだ。

「……!?」

　義光の、カットに見せかけたナックルショットだった。

　カットを打ち込む軌道を用い、しかし打だ撃げきの瞬しゆん間かんに身体からだごと腕を前に出す。

　ほんの一いつ瞬しゆんだ。

　ヒットする時だけ、得え物ものを下に振る速度より、前に押す速さが上回ればいい。

　狐きつねの素早さとしなやかさが可能にする技術だった。

　それを見切り遅れた人狼女王の球たまは、フィールドを打てずに落ち、

「──最上もがみ総そう長ちよう、四点目や」

「あらあら、……フェイントに引っかかってしまいましたわね」

「……二度と引っかからんと、そう言っておるのう」

　喉のどを鳴らし笑った義よし光あきの言葉は、その通りの流れを持った。

　人狼女王が、ドライブを掛けた打だ撃げきを主にし始めたのだ。

　義光の弾だん種しゆが読みにくいなら、その膂りよ力りよくでドライブスピンを掛け、リセットすればいい。

　強ごう引いんとも言える押しと、高速のドライブが跳ちよう弾だんを作り、

「はい」

　義光側がわのフィールド。その手て前まえ縁べりを打った一発が、義光の胸むな元もとに跳び込んだ。

　義光はバックハンドの振り抜きで対応したが、

「──そこですの」

　再度の左脇わき狙ねらいに、対応が間に合わなかった。

　引き戻した得物に、白の軌き跡せきが当たり、快音が響ひびいた。弾だん丸がんの軌き道どうは真ま上うえに跳ね上がり、

「人狼女王レーネ・デ・ガルウ、──三点目」

　狼おおかみが、また一歩を詰めたのだ。





●






　人狼女王からのサーブで、再び高速のラリーが始まった。

　それを間ま近ぢかで見る大おお久く保ぼは、こう思った。

　……今、自分、もの凄すごく貴き重ちようなもんを見とるんやろか。

　それとも、どうしようもない人じん外がい卓たつ球きゆうを見とるだけなんやろか。

　なかなか判はん別べつしづらいのが難しいところだ。

　これの報告、どうしたもんか、と、そんな事を思った瞬しゆん間かんだった。

　いきなりの結果が生じた。人狼女王が、空から振ぶりをしたのだ。
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　大久保の視し界かいの中、人狼女王が動きを止めていた。

　白の軌き跡せきが彼女の右脇わきを抜け、後ろに飛んだ。そして、

「──あ」

　と言う人狼女王の声に、大久保は左手を挙げかけた。

　最上もがみ総そう長ちようの五点目。

　五点先せん取しゆルールなので、これで終了だ。

　……最後は、あっさりやったな。

　思い、その感想を〝残念〟と捉とらえながら、大久保は口を開いた。

「この勝負──」

　最上総長の勝ちだと、そう言おうとした。

　だが、そんなこちらに対し、制止する者がいた。

「すまん。今のは人狼女王の点数ぞえ？」

　声を作ったのは義よし光あきだ。彼女は、荒れた一ひと息いきをつき、

「義よし康やす。ちょっと、こっち来るぞえ？」





●






　義康は、義光の言葉に頷うなずいた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、大体解わかってる」

「何やねん？　一体」

　問い掛けてくる大久保に、義康は右の手の平を立てて出した。

　待て、という合あい図ずだ。そして義光の横に立てば、

　……随ずい分ぶんと疲ひ労ろうしておるな……。

　肩で息をしている義よし光あきを見るのは初めてだ。更さらには、髪かみがここまで乱れた姿すがたを見るのも初の事だ。後ろから見ている分には解わかりにくかったが。

「──随分、やられたものだな、義光」

「格好かつこつかんのう」

　喉のどの笑いは健けん在ざいだ。ココ、という喉鳴ならしに安心を感じ、義よし康やすは手を差し出す。

「預かろう」

「Ｔｅｓテスタメント．、では、まずこれからぞえ？」

　台詞せりふと共に、義光が脇わきから抜き出したものがある。

　扇せん子すだ。山やま形がた城じようの繰そう艦かんにも用いる、銃じゆうと一体になった扇子が二本。

　それだけではない。

「これもだえ？　義康」

　と、彼女が脇から抜いた長ちよう大だい。それは、

「──我が最も上がみの証あかし。鬼おに切きりよ」
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　義光は、一ひと息いきを入れて、鬼切を義康に渡す。

　そして人狼女王レーネ・デ・ガルウに視線を向け、会え釈しやくを送った。

「すまんのう。──いろいろ持ち込んでおったもので、動いておったら、化ばかしの位い相そう空間から表おもてに覗のぞけたな。これを見せての一点となると、最初の銀ぎん十じゆう字じの分を返さねばなるまいよ」

「ふふ、では、私の最初のミスは有ゆう意いでしたわね、でも──、鬼切に切られて、どのくらいの人々と付き合いがあるのか、試してみたくはありましたけどね」

　人狼女王が苦く笑しようする。そして彼女は、こちらの尻尾しつぽを見て、こう言った。

「──随分と、正直な方ですわね」

「狐きつねに対してその態度は、化かされ者の特とく徴ちようぞえ？」

「でも、事実ですもの。──四対たい四、正直者同どう士しでイーヴンですのよ？」

　そうかえ、と義光は苦笑した。

　……この狼おおかみこそ、気に入った者には正直であろうな。

　義光は自分の思いに頷うなずきながら、胸に手を当てた。

「いいかえ？　──最上を害するというなら、対たい抗こうとしての謀ぼう略りやくは当然であろうよ。ただ今は、そういう時間帯たいでもなかろ」

　義光は、義康に視線を向けた。彼女が抱えた扇おうぎと鬼切を、顎あごで示し、

「それら、ここだけとはいえ、預ける意味を解っておるかえ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、これをもって見届けよう。あと、貴き様さまも──」

　義よし康やすが眉まゆを立てて言った。

「身み軽がるになったか」

　言われた台詞せりふ。その意味を考え、義よし光あきは数秒の後に、

「大人おとなぶるのう」

　笑った。

　……全く。

　笑うしかない。

　……子供はすぐに大人ぶる。

　そしていつか、大人と区別がつかなくなっていくのだ。

　親は子供の成長を、一いち段だん一段、一つずつ見て行く。だがそれはやがて高い位置に届く。

　この子や、この子達の昇る山の形と、頂ちよう上じようを、自分も見上げられればいいのだが。

「よしよし」

　と義康の頭を撫なでると、眉まゆを歪ゆがめられる。だが、これは親である事を示そうとする強がりでもあろうな、と義光は思う。

　身軽になったのは確かなのだ。だから軽く縦たてにステップし、義光は身み構がまえ直した。

　今、お互いは四点ずつ。

「そちらのサーブよの」

「Ｔｅｓテスタメント．、そちらも随ずい分ぶん、意気が戻りましたわね？」

「Ｔｅｓ．、──後こう憂ゆうの無いのは確かめたぞえ？　身軽が売りの狐きつねよ」

　義光は、目を細めてこう言った。

「詰めを誤ると、狼おおかみでも敵かなわぬと知れ」





●






　サーブは、人狼女王レーネ・デ・ガルウからだった。

　五点先せん取しゆ勝負の最終段だん階かい。四点目の足あし場ばを揃そろえ、お互いが向き合い、

「いざ」

　人狼女王が、正面を見たまま、白の軌き跡せきを上に放つ。

　それが落ちてくるのに合わせ、彼女は、

「──行きますわよ！」

　下げ段だんからの跳ね上げが、白の威い力りよくを打ち飛ばした。

　勝負が始まったのだ。
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　快音が風を呼んだ。

　両者の攻こう撃げきの間に、射しや撃げきとも言える白のラインが交こう叉さする。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは幾いく度ども幾度も前に出て、義よし光あきは下がりながらも時とき折おりに前に出る。

　狼おおかみが強い。狐きつねの凌しのぎを叩たたき潰つぶすように、白の斬ざん撃げきが幾度も飛ぶ。

　そのたびに狐は身を捻ひねり、引き、そして時とき折おりに、

「──っ！」

　回って、己おのれの位置を整える。そして少しでも隙すきがあれば、

「コ……！」

　短い咆ほう吼こうをもって、狼の脇わきに食らいつく。

　快音は後から響ひびき、両者がその戦せん術じゆつを確かく定ていしていこうとした。しかし、

「──こうですのね」

　己の脇に突き刺さろうとする白の一いち撃げきに対し、狼が動いた。

　狐が行うように、風を巻いて回ったのだ。

　無む造ぞう作さではない。初めて彼女が足音を鳴らした。

　だが、踏み音の高鳴りに合わせ、攻こう撃げきの回転速度が上がった。

　狼の手て数かずが、確実な攻撃として増え、狐が押され、

「く……！」

　狼が、瞬しゆん発ぱつ加か速そくと回転を重ねた。狐の誘いとも言える攻撃の散らしを、すべてカウンターで返へん却きやくし始めたのだ。

　風が連続で走り、狐がフィールドの中央に追い詰められる。

　まるで群による狩かりにも似た状況に、狐は下がる事を強きよう制せいされ、しかし、

「──はい」

　いきなり狼が、笑えみを見せた。放つ弾だん丸がんから、力を抜いたのだ。
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　それは、いきなりの失しつ速そくだった。

　緩かん急きゆうの緩というのも生なま易やさしい。停止に近いショットだ。

　快音は単なる打音となり、白の軌き跡せきは緩ゆるやかな速度で、球たまの形をとった。

　それは、フィールドから下がり離れた狐にとって、餌えさのような打ち頃ごろのもので、

「義光！　釣つられるな！」

　犬の叫びに、しかし、狐は前に出た。

　この餌。狼の群の前に投じられたものを食わねば、狐は負けるのだ。

　だから狐は前に踏み込む。そして全力で、

「──！」

　斬撃を叩き込んだ。
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　危険だ、と義よし康やすは思った。

　これは狼おおかみの罠わなだ。群で追う狼が、狐きつねを懐ふところに入れられないため、餌えさを仕掛けたのだ。

　狐が餌に食いついたら、一いつ斉せいに襲おそいかかる。そういうつもりだ。

　無む論ろん、狐も無む手てではない。餌に食いつくと同時に狼への一いち撃げきを放つだろう。

　しかし、これは狼の罠なのだ。狼にとっては何もかも織り込み済み。

　万ばん全ぜんの用意をもって狼が構えるのが、義康には見えている。

　狐をここで仕し留とめると、そんな低い身み構がまえだ。

　直後。狐が餌を食った。

　当然のように快音が響ひびき、狼が初しよ動どうを作る。

　だが、義康は、あるものを見た。

　……は？

　狐と狼の間にあるべきもの。

　白の軌き跡せきが、戦せん場じようから消えたのだ。

「……!?」

　狐が、化ばかした。
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　大おお久く保ぼは、何が起きたのかを把は握あく出来ていなかった。

　見えていたのは、〝無〟だ。

　それまで確かく認にん出来ていた白の色が、戦場から消えている。

　一いつ瞬しゆん思ったのは、義光がそれを食ったという事だった。しかし、

　……否いな。違うで……！

　狐の化かしだ。狼が仕掛けた罠に対し、トリックで応じた。

　それが狐のやり方なのだ。ならば、

　……軌跡は何ど処こに……!?

　行方ゆくえは解わかっている。こちらが気付かずとも、察さつ知ちしている者がいる。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。今、彼女の姿すがたは、

「────」

　消えている。

　戦場を見み据すえられる位置に、彼女のボリュームが無い。

　消えた。

　否、と大久保は思った。これもまた、そうではない、と。

　狐きつねの化ばかしに、狼おおかみは対応したのだ。今、彼女がいるのは、

「上やな……!?」
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　可か児には、人狼女王レーネ・デ・ガルウの判はん断だんと動きを見た。

　天てん井じよう側。足あし先さきを上に、頭を下に。空中で伸しん身しんの半はん回転を決めた人狼女王がいる。

　彼女は、高く昇った白の軌き跡せきを追っていた。

　義よし光あきが放った一いち撃げきだ。

　狐は弾だん丸がんを下に叩たたきつけたのだ。

　戦せん場じようで跳ね上がった白の軌跡は、跳ちよう弾だんとして加か速そくし、一いつ瞬しゆんで上に至った。

　これまで、前後と左右の振りに集中させた後で、いきなり縦たての動きを与える。

　目で追っていた者は、ついて来れなかっただろう。

　自分もそうだ。

　しかし、この化かしに、ついていった者がいる。

　人狼女王だ。

　彼女は、己おのれの眼がん前ぜんで生じた化かしを見切った。その理り屈くつは、匂においでも音でも何でもない。

　……二点目の、失しつ点てんですね……!?

　あの時、彼女は、上に跳んできた軌跡を打ち、失敗した。

　義光が取しゆ得とくを狙ねらうなら、同じ軌き道どうだ。それも、以前より高くを打つと、人狼女王はそう見切りを入れたのだ。

　賭かけに近い動きだったろう。だが、それが当たった。

　空中で浴衣ゆかたの裾すその乱れを直し、振りかぶった彼女が動く。天井を床とし、眼がん下かの戦場に、

「──っ！」

　振り抜きの一撃が、狐に向けて叩き込まれた。
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　高速の一撃には、強きよう烈れつなドライブが掛かっていた。

　叩きつけられて尚なお、浮き上がらず、前へと飛ぶ一発だった。

　弾丸は、しかし義光に向かわない。

　彼女から見て、左。バックハンドの位置を正確に穿うがった。

　義光の身は振り向くが、届かず、

「……義光！」

　義よし康やすの声が響ひびいた。

「勝て！」
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　無む茶ちやを言うのう、と義よし光あきは内ない心しんで苦く笑しようした。

　身体からだの疲ひ労ろうは濃い。速度と力では恐らく負けている。

　この状態では、確かに勝てない。

　経験と技術はあるが、相手はそれに対たい抗こう出来る力と反射を持っているのだ。

　更さらに向こうは、初しよ心しん者しやゆえの定じよう石せき破りを行ってくるが、これについては、

　……今ので、こっちも同じ位置にいけたであろ。

　ならば、相手との差を、埋めるだけだ。

　力では勝てない。

　だが、自分は九きゆう尾びの狐きつね。大だい妖よう狐こだ。一つだけ、確実に狼おおかみに勝てるところがある。それは、

「──流体エーテルの扱いよ」





●






　一いつ瞬しゆんだった。

　大おお久く保ぼの視し界かいの中、刹せつ那なの間ま際ぎわで、義光がその姿すがたを多重化したのだ。

　……分ぶん身しん!?

　体たい術じゆつによるものではない。流りゆう体たいによる実じつ像ぞう分ぶん身しんだ。

　数は九体。本体との区別は無い。どれも本物の彼女で、

「そら……！」

　白の軌き跡せきの飛んだ先。斬ざん撃げきの向かう先の一体が、手に得物を握り直した。

　そして快音が響ひびいた。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの一発を、義光が返したのだ。

　天てん井じようから舞い降りる狼に対し、正面打ちとなる射しや撃げきを、だ。
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　義光は、多重化を収め、身に息を入れ直した。

　身み構がまえ、人狼女王の対応を見る自分の心に、浮かぶ言葉がある。

　……これが勝負ぞえ……！

　人狼女王は、先の失点の再現を許さなかった。この短い戦せん闘とうの中で、彼女は成長したのだ。

　ならば来る。

　彼女が最初に一点を獲かく得とくした、あの一いち撃げきだ。

　自分ですら視し認にんする事が出来なかった斬撃が、間違いなく、ここで、

「──！」

　来た。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが、足首の動きで位置を整え、フォアの一いち撃げきを叩たたき込んでくる。

　そして義よし光あきは見た。人狼女王が、上じよう半身をしならせて穿うがつ不ふ可か視しの一発。その仕掛けを、初しよ動どうとして見切ったのだ。

　高速の斬ざん撃げき。それは、

　……得え物ものを、縦たてにして打つのかえ……！
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　人狼女王は、剣けん戟げきを放った。

　手にしている得物は、正直、攻こう撃げき用の武ぶ具ぐとしては扱いづらい。

　何しろ〝面〟の部分が大きいため、射しや撃げきの際には空気抵てい抗こうを有し、風ふう圧あつを生むからだ。

　更さらには表面にある樹じゆ脂し材ざいが、防ぼう御ぎよの際には役立つが、攻撃の際には力を吸収してしまう。

　ならば、縦だ。

　ペン型の得物。その形状は、シェイク型のものに対し、やや四角い形を有するものが多い。

　今、自分の手にあるのは、柄えから先の板が、長ちよう方ほう体たいに近いものだ。

　この側面は、直剣に等しい。

　ならばここで斬撃する。

　しかし自分は初しよ心しん者しやだ。得物のブレードが受ける風圧の制せい御ぎよも難しい。

　ゆえにペン型の握りをもって、指し運うんで制御する。

　シェイク型の握りでは、手首が強く固定されるが、ペン型ならそれもない。

　瞬しゆん発ぱつ加か速そくを入れる際、手首が軽い事は必ひつ須すなのだ。

　今、そういった条件が、全て揃そろっている。ゆえに、

「……はいっ！」

　腰、胸、肩、肘ひじ、そして手て首くびへと繫つながる連続の瞬発加速。

　それを袈け裟さ懸がけの一撃として、人狼女王は叩たたき込んだ。
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　大おお久く保ぼは、人狼女王の一撃を見えていなかった。

　否いな、先さき程ほどから、もはや文ぶん系けいには知覚外の戦せん闘とうになっているのだ。

　ただ、戦闘状況にある二人に対しては、妙みような信頼感かんがある。それは、お互いが、確実に弾だん丸がんを返すだろうという、そんな確かく信しんだ。

　だから大久保は、人狼女王を見なかった。彼女が見ていたのは、義光の対応だ。

　高速の射撃に対し、義光はカウンターを放とうとしている。

　しかし、彼女の構えが違った。今までのような、カットの動作ではない。

　狐きつねは、手にした得え物ものを水平に構えたのだ。

　……側そく面めん打うちやな!?

　成なる程ほど、と、ここで大おお久く保ぼは、人狼女王レーネ・デ・ガルウの不ふ可か視しの斬ざん撃げきを理解した。

　そして義よし光あきが、それを上回る一発を放とうとしているのも解わかった。

　何な故ぜなら、今、視し界かいの先にいる狐は、新たな動きを自分に加えていたからだ。

　右の手に握った柄えに対し、左手を寄せ、

「──両手打ちや!!」
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　義光は、中ちゆう段だん右からのぶった斬ぎりを敢かん行こうした。

　高速で得物を振れば、ブレードは風を受けて乱れやすい。

　狼おおかみならばその膂りよ力りよくで押さえ込むのだろうが、自分は狐だ。だから両手を添え、

「コ……！」

　笑えみのような気き合あいを重ね、義光は刃やいばを振り抜く。

　だが、一つ、仕掛けを入れた。単に打ち返すのではなく、ドライブを掛けるのだ。

　シェイク型の得物は、そのブレードが円に近い形状だ。

　この円えん弧こを利用して、長いドライブを掛ける。

　やり方は簡単だ。極きよく東とうに住む武ぶ人じんならば、誰だれだって出来る事だ。

　刀と同じにすればいい。

　極東の刀とは、敵に当てて切るのではない。敵に刃を当て、引く事で削そぎ切るのだ。

　そのために曲がりを得ている刃の形状は、今、手の中にある得物に等しい。

　後は同じだ。

　得物の、短いが確かな曲面を最さい大だい限げんに使い切り、義光は斬ざん撃げきした。両の腕、手首をゆっくりと返す。それは瞬しゆん発ぱつ的なものではないが、じっくりとした切れ味を白の軌き跡せきに与え、

　……行け……！

　放った。
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　義光は、両腕うでを振り抜いた残ざん身しんの状態で、己おのれの技に懸かけた。

　今、弾だん丸がんに与えたドライブは、この勝負の中で初めて掛けたものなのだ。

　側面からの、サイドドライブだ。

　今までのような、上からのトップスピンや、下からの逆スピンではない。

　戦せん場じように叩たたき込まれた弾丸が、右みぎ方向に走るドライブだ。

　それは、人狼女王の左脇わきを、更さらに背後へと狙ねらうものである。

　その通りになった。

　もはや打だ撃げき音おんとも言える音が鳴り、戦せん場じようが震しん動どうした。

　直後。跳ねた弾だん丸がんは、もはや垂すい直ちよくに近いコーナー性能を発はつ揮きして飛んだ。

　だが、狼おおかみが動いた。サイドステップではない。回転でもない。

　先さき程ほどのフォア打ちから、身体からだを反転させた状態への移行。

　そこから行われるのは、右の背はい面めん打ちだ。

　完全な裏うら拳けん状態になる一いち撃げきは、しかし、手首が向こうに収まっている。

　僅わずかな腰のねじりから、この化ばけ物ものは加か速そくする。

　背はい筋きんと、肩と、肘ひじ、そして手首と、

　……指までを使うかえ!?

　ペンホルダーならではの動きだ。直後に全てが成立し、

「────！」

　瞬しゆん発ぱつ加速の勢いで、人狼女王レーネ・デ・ガルウの浴衣ゆかたの袖そでが千ち切ぎれた。

　翻ひるがえりの風が布を散らし、彼女の腕の速度を更さらに上げる。対するこちらは身み構がまえるが、

　……間に合うかえ……!?

　思った瞬しゆん間かん。炸さく音おんが響ひびいた。

　人狼女王が、背面の瞬発加速でブレードを振り、白の軌き跡せきを穿うがったのだ。





●






　大おお久く保ぼは見た。

　勝負の決けつ着ちやく。その判はん断だん材料が、目の前で弾はじけたのを、だ。

　白の軌跡。人狼女王が穿った一発が、

「あ……」

　破は砕さいしたのだ。

　それは、連続の高速斬ざん撃げきに耐え切れず、花のように散って、

「あら」

　人狼女王が笑った。衣い装しようの破は片へんが散る風の中で微笑した。

「慣れてないといけませんわね。──昔のように、つい、加か減げんを知らず、夢む中ちゆうになってしまいましたの」

　その言葉と、散った白の色を見て、大久保は息を吸った。

「ルール上、戦せん闘とう続行を不可能にした場合、その原因者しやは失しつ点てんする」

　ゆえに、

「最上もがみ総そう長ちように、五点目。──最上総長の五点成立で、最上総長の勝利や!!」
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　義よし光あきは、大おお久く保ぼの言葉を聞いて、動けなかった。

　構えたまま、意い識しきは眼がん前ぜんの虚こ空くうにある。

　……終わったのかえ？

　どうしてそうなったかは、解わかっている。

　だが、戦せん闘とう状態にあった身体からだと意識が、今は見えない白の軌き跡せきを追おうとしている。

　ともすれば、反はん射しや的に身体が動きそうになる。そんな自分を、

「おい」

　横から、目を醒さます声が来た。

　視し界かいに入るのは、三つの得え物もの。

　大おお扇おうぎが二本に、鬼おに切きりだ。それを差し出す義よし康やすに、やっとの事で視線を向けると、

「手にしているものを寄よ越こせ。口くち直なおしに大久保と普通の勝負をする。貴き様さまはこっちを手にしておけ。その方が──」

　うん、と義康が言った。

「狐きつねはその方が似に合あっているだろう」

「──大人おとなぶるのう」

　一気に汗あせが噴ふき出るのを感じながら、義光は身体を起こした。

　ともすれば、疲ひ労ろうよりも脱だつ力りよくでふらつきそうになる身体を、確かに足あし裏うらで支える。

　そして彼女は、人狼女王レーネ・デ・ガルウを見た。

　額ひたいに汗を浮かせた彼女は、こちらと視線を合わせると、小さく舌したを出した。

　数歩をゆっくりと、距きよ離りを詰めた人狼ルウガルウの女王は、浴衣ゆかたの襟えりを両手で摘つまみ、

「汗で透すける程になってしまいましたわ？　うちの人に見せてあげたいですけど──」

　彼女は、右の手を差し出してきた。

「また、いずれ。──今度は、作さ法ほうを憶おぼえてきますわよ？」

「お主ぬしの相手が出来るのは、私か、よくて数人しかおらんだろうよ」

　苦く笑しようで、義光は相手の手を握った。その瞬しゆん間かん。

　……お。

　握あく手しゆの手の平から、じんわりと温かく、また、涼しいと言えるものが流れ込んでくる。

　人狼一族の特とく性せい。同調による、体力の行き来だろうか。ならば、今、自分と彼女は、

　……参まいったのう。

　付き合いを得たのだと、そう思うと、内ない心しんで苦笑が漏もれた。

　だから義光は言った。

「今度、羽う州しゆうに来るといい。──狐が狼おおかみを案内しようぞ」
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「おうい、ミトツダイラ。勝負が決まったの、見たか？」

　正まさ純ずみの声に、ミトツダイラは頷うなずいた。一ひと息いきがてらの水分補ほ給きゆうで茶を口に含むと、

「──Ｊｕｄジヤツジ．、うちの母が負けたそうですのね。よく解わかりませんが、流石さすがは最上もがみ総そう長ちようですわ」

「ああ、それで、人狼女王レーネ・デ・ガルウから最後の言こと伝づてがあるんだが──」

　正純が、アリクイの開いた表示枠サインフレームを見て、棒ぼう読よみ口く調ちようで読み上げた。

「〝ネイト？　お母かあさんは学びましたわ。柄えに分ぶ厚あついゴムをつけると、刺し激げきが弱くなるけど、たまが長く保ちますの。ゴムが薄いと耐たい久きゆう度どがなくなりますわ。特に、硬いところを使ってしまうと一発……、いや、頑がん張ばって三発で終わりでしたの。憶おぼえておくんですのよ？〟」

「うちの母親は本気で何やってましたの一体──!?」

　ホライゾンが真ま顔がおで竹たけ竿ざおを持って来たが、浅あさ間まに促うながしの手を差し出して逃げとする。







[image: 第六十一章『終戦後の飽食者達』]
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　空の色が変わっていく。

　曇どん天てんの色は薄く黄き色いろく。風が海から吹くごとにその濃さを増していく。

　広い場所からは、空の変化を広く眺ながめる事が出来た。

　小お田だ原わら城じようは、そういう場所の一つである。

　平ひら城じろとして構えられた城は、今、水の上に浮いたような形になっている。四し方ほうの濠ほりは水に満ち、一部は門から浸しん水すいし、土ど囊のうで押さえ込まれている状態だ。

　しかし、周囲より一いち段だん高い本ほん丸まるは、水の気け配はいも無く、ただ、風と空を見る場所だった。

　陣じん幕まくが立てられた中。簡かん易いな水みず場ばや露ろ天てんのキッチンを添そえた広場に、氏うじ直なおは立っていた。

　周囲、クリーム色をした幕の縁へりには自じ動どう人形達が控えている。

　だが、氏直の前には、別の自動人形が一人立っていた。

「おい、氏直」

　氏うじ照てるだった。対する氏直は、右の一いつ刀とうを氏照の胸に突き立てた。
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　いきなりだった。

　刃やいばが胸に食い込んだ瞬しゆん間かん。氏照は下がりながら左腕うでを捌さばいた。

　金属音が響ひびき、氏直がしかし離れない。左、右、そして、

「──叔お父じ上うえ」

　上と下、右からの同時斬ざん撃げきに、

「こっちです」

　氏直は中央の突きを上下三段で叩たたき込んだ。

　結果として氏照の胸きよう部ぶ中央に一本の刀が突き刺さった。そして、

「お」

　氏照の左腕が肘ひじから落ちた。

　その落下に合わせるようにして、彼の侍じ女じよ衣い装しようが各部で弾はじけ飛ぶ。

　一いつ瞬しゆんで氏直が叩き込んだ斬撃の結果だ。

　しかし氏照は倒れなかった。胸に刺さった刃を右腕で抜き、

「性せい能のう差か？　ああ？」

「叔父上とて、自分の持ち企き業ぎようで改良を続けているでしょう」

　氏直は言った。

「心こころ構がまえの差です。──何をしに来ました？　相あい対たい戦せんの最さ中なかだというのに」

「今からそれを聞くかあああああああああああああああ!?」

「Ｔｅｓテスタメント．、──だって当然でしょう。私と貴方あなたがこのようにするのは」

「全く……、生まれた時から面めん倒どう見みて殺してやったというのになああああ！」

「Ｔｅｓ．、その御ご恩おんを返すために殺して差し上げた訳わけです」

　氏うじ直なおは言った。

「これが最後ですからね。──親しん族ぞくの関係を終える意味として、勝負をしましょう」

「勝負？　殺し合いではないのか？」

「殺し〝合い〟という程ほど、合えないではないですか、叔お父じ上うえが弱くて」

「てめえええええええええええええええええ！」

　その胸に、脇わき差ざしが根元まで刺さった。

　氏直がいつの間にか距きよ離りを詰め、懐ふところに入っている。そして彼女は、

「何か？」

　問われた氏うじ照てるが右手を叩たたき込んだ。

　無む手ての一発だ。立てた手しゆ刀とうで、横から真まっ直すぐに氏直に叩き込むのは、高速の所しよ行ぎようだ。

　放った。だが、そこに氏直はいなかった。

「さて……」

　氏照の右脇腹わきばらに、氏直が一いつ刀とうを根元まで突き刺していた。

「相あい対たい戦で、上越露西亜スヴイエート・ルーシの本ほん庄じようを相手に、戦せん闘とうの勘かん所どころを取り戻したと、そう思いましたか。

　叔父上も元々は魔ま神じん族ぞく。上うえ杉すぎ・景かげ勝かつであるマルファとは、書類上ではあるが兄の関係。

　本庄は魔神と人間の混こん血けつですが、懐なつかしいものをそこに見たのですね」

「おいおい、随ずい分ぶんと俺おれをリリカルな扱いにするもんだなあああああ！」

　では、と氏直は言った。

「実利の話をしましょう。叔父上、叩き込んだ刀や脇差しの感かん触しよくから言って、貴方の身体からだは高速反応と、俊しゆん敏びん化かを狙ねらった改造の塊かたまり。大変よく出来ました。御お陰かげで破は損そんした時、強化した駆く動どう系けいが自分の身体のバランスを保てず、一気に収しゆう縮しゆくして動けなくなったのでしょう」

「何でそうしたか、教えてやろうかああああ？　教えて欲しいかあああああ!?」

「言って見て下さい」

「お前を殺すためだあああああああああああああああ！」

「見えている通りですね」

　と、氏直は一歩を下がった。そして彼女は、両の腕を左右に下ろした。

「叔父上。──勝負です」

「やる気かああああああああ！」

「Ｔｅｓ．、勝負の意味は、何ど処こにあるか知っていますか？」

「以前のお前は、そおおおおおおおおおおれを間違えたな!!」

「Ｔｅｓ．、その通りです。以前の私は、私達の勝負の意味は、勝つとはどういう事かと、そのような事を考えていました」

　しかし、

「違いますね。叔お父じ上うえの妄もう執しゆうの意味、今になって解わかります」

「言ってみろおおおおおおおおおおおお！」

　Ｔｅｓテスタメント．、と氏うじ直なおは応じた。

「滅び行く私達にとって、勝負というものは、──負けるとはどういう事か。如い何かにして負けるか、という、それです」

　言って、一つの動きを氏直が作った。

　伏せていたその目を、開けたのだ。
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　氏うじ照てるは見た。姪めいの両りよう眼め。その瞳ひとみに、薄く光が宿っていくのを、だ。

　色は金色。灯ともる光は残光を得て、長く尾を引く。

「私の父が、断たれる自らの命の残りを材料に作った義ぎ眼がん〝先せん手じゆ輪りん廻ね〟」

「氏うじ政まさは面めん倒どうを残してくれたよなああああああ！」

「Ｔｅｓ．、この瞳、光を受け取るのではなく、光を流体エーテルとして〝引き寄せ〟ます」

　つまり、

「流体とは地ち脈みやく。それ引き寄せた分、私の目は、あらゆるものを先取りして見る。

　ほんの僅わずかな距きよ離りの未来予よ見けんではありますが、自じ動どう人形の高速思し考こうと重ねれば、どのような状況にも対応出来る最強の視し覚かく」

　さて、と氏直は、光る瞳をもって、叔父を見上げた。

「前回、私は手を抜きました。途と中ちゆうで瞳を閉じ、叔父上に全力を出させたのです。

　しかし、やるべきは、そうではありませんでした」

「じゃあ今回、どうするってんだあああああ!?　言って見ろおおおおおおおおおお！」

「最初から最後まで全力で、ありとあらゆる手を使い尽くすまで、叔父上との勝負をやめません。……満足する敗はい北ぼくとは、全力を出したゆえの結果もありますが、相手の全力を出し尽くさせたと、そういう満足もあるのですから」

　だから、

「私達は、きっと、そういう負けを望む滅びの住人。その最後の当とう主しゆとして、先に送るべき叔父上に敬けい意いを払います」

「ほう……」

　氏照が、口の両端はしを上げた。

「お前の親父おやじはそれが出来なかった」

「私も、生まれたままでは出来ませんでしたとも」

　氏うじ直なおが、口に微笑を浮かべた。

「親子二代。ようやく、叔お父じ上うえの望みを叶かなえて差し上げましょう」

　言った時には、氏うじ照てるの腰に刀が突き刺さっていた。

　そして氏直が、氏照の懐ふところでこう言った。

「もう始まってますよ」
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「始まった、というべきかな」

　正まさ純ずみは、表示枠サインフレームに書かれていく各かつ国こくの結果を見て呟つぶやいた。

　今は午後五時前、時間的に見て、相あい対たい戦はそろそろ終わりの段だん階かいだ。

　だが、各国の本部にとってはこれからだ。それぞれの成果や被ひ害がいを見み据すえ、今後の動きを図っていく事になるだろう。

　こちらも、大体の枠わくを考えながら動いていく事になるが、

「おい、葵あおい、これから上越露西亜スヴイエート・ルーシと交こう渉しようしようと思うが、何か言っておく事や、私に対して方針として固めておく事はあるか？」

　問うた先、縁えん日にちで買い込んだものを皆に分けていた女じよ装そうが振り向く。

「景かげ勝かつってペタ子の地上げ返しに参加すんの？」

「関かん東とう解放って言え。──この分だと、本ほん庄じよう辺りが参戦する筈はずだ。上越露西亜はP. A. Odaと面しているから、下へ手たに関東解放に力を割さくと、そのまま領りよう土どを奪うばわれかねないしな」

「んー、伊だ達てはウキ嫁よめが参戦する訳わけだし、基本は皆同じなの？」

「正直言うと、最も上がみが別格だ。こっちの側につく立場を表明した訳だから。相対の権けん益えきも、基本、こちら任せにしてくれる」

「狐きつねの姐ねえちゃん有あり難がてえなあ。……じゃあ最上に対して何かしてやんねえと」

　だよなあ、と正純は思う。だが、

「伊達と上越露西亜の、三さん国ごく関係のバランスってのもあってな」

「どんな感じよ？」

「最上はどちらかというと、今後は衰すい退たいする。それもあって、松まつ平だいらの支持の下、羽う州しゆうの管理者として最上をこのまま置くつもりではある。だが、通つう商しよう関係の方で既すでに有利な条件を導いているため、これ以上の便べん宜ぎは他二国からの干かん渉しようを受ける事になる」

　はい、とバルフェットが手を挙げた。

「ドライな視点でいうと、伊達と上越露西亜は、今回、立場の表明などもしていないから、そこら辺は仕方ないんじゃないでしょーか……」

　うむ、と皆が頷うなずいた。

・●　画：『流石さすが、最上で菓か子しを食いまくってきただけはあるわね……』

・ウキー：『米菓が子しパワーによって懐かい柔じゆうされたか……』

・あずま：『向こうの煎せん餅べいとか、美お味いしいよね。京きようにいた時、輸ゆ入にゆう品ひんで貰もらったけど』

・貧従士：『あれあれ？　何か逆スパイ扱いになってますよ自分』

・賢姉様：『ハイじゃあ弁べん解かい！　弁解よアデーレ！　逆から読むとカイベン！　いい感じね！　じゃあ米菓子を食べたアデーレがカイベンするわよー！　ほら、この、私が両手で作ったハートマークを通して！　ゴオオオ──ル!!』

・貧従士：『何が何だか解わかりませんよ──!?』

　えーと、と、バルフェットが首を傾かしげた。

「一応自己フォローしますけど、最も上がみは後の衰すい退たいがバックにあるので、ある意味、怖こわいもの無しの行動がとれる国です。だけど、歴史再さい現げんにおいて、伊だ達てと上越露西亜スヴイエート・ルーシはまだ羽は柴しば側の関かん与よがあるので、その二国は表おもて立だった動きを取れない、という事情もあります」

「──Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事だ。三国の立場を鑑かんがみておかないと、不公平が生じるよな」

「じゃあ、どうすんの？」

「方法はある」

　正まさ純ずみは言った。

「最上が戦せん闘とうで前に出て武蔵むさし側がわとして動いてくれたのだから、伊達と上越露西亜には交こう渉しようで武蔵側に便べん宜ぎを図ってもらう。──最上のみに有利とするのではなく、最上の成果を基準とし、他国から成果をこちらに寄よ越こして貰もらう訳わけだ。その上で、バランスをとりながらの交渉だな」

「正純、大だい丈じよう夫ぶですの？　報ほう償しようの大おお盤ばん振る舞いをしても、その限界を超えてしまって報償が出せなくなれば、国の衰退を招きますわよ？」

　そうだね、と頷うなずいたのはネシンバラだ。彼は今回の小お田だ原わら征せい伐ばつの相あい対たいの内容を、表示枠サインフレームに書き留めていきながら、

「鎌かま倉くら幕ばく府ふの衰退も、そんな感じだ。幕府が与える報償に限界が来て、元げん寇こう辺りを境さかいに武ぶ士しは働いても得られるものが目め減べりした。それについては、どんな考えだい？　ヅカ本ほん多だ君」

「簡単だ。──何もしなければ不満は来る。それも即そく座ざに、な。平和が終わるのを先送りにする方法があるなら、それを模も索さくするのも政治の務めだ。もう既すでに答えのヒントは出ているので、それを用いて対たい処しよしていくさ。──報償とは、直接の財とは限らない。そんなところかな」

「へえ、考えがあるわけだ。──じゃあセージュン、ちと頼むわ」

　女じよ装そうが、一つ手を叩たたいてそう言った。

「狐きつねの姐ねえちゃん、頑がん張ばってくれたしな。ペタ子も。──そこらへん、いい目をみせてやってくれよ。あと、景かげ勝かつとか、伊達の連れん中ちゆうも、動きたくても動けなかった訳だからさ」

「注文多いなー」

　吐と息いきをすると、ミトツダイラが笑った。

「嬉うれしそうですわよ？　正純」

「ワーカーホリックの気があるのは、大体解わかってる」

　うん、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

「そういう家か系けいだ。父など、三日間くらい働きっぱなしの時がよくあるからな」
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「よっし！　〝ドラグーン衛え門もん〟で段だん々だんノってきたぞコニタン！　今夜は暫ざん定てい議員会かい議ぎをこの空詠みカラオケ屋で開かい催さいする事を宣せん言げんしまああああああああああああああああす！」

「ノブタン！　何を曲の予約設定を連打してるんです!?　──あ！　既すでに三七時間分ぶんを、それも全部違う動画雅が楽がくで!!」

「〝とっきっのこっえっあっげってえ──！　振っりっ向くとっ　ひっとっり──！〟」

「ああっ、それは私の得意な〝故こ意いの罠わなでロンリー長なが篠しの〟！」
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　父から、これから長い会議に入るという通神文メールが送られて来た。

　……父とうさん達も、この連れん戦せんで大変なんだろうなあ。

「ともあれ葵あおい、お前の注文が多いのは、武蔵むさしとしてはいい事なのだと思う。

　任せておけ。──あと、全員、そろそろ出場準じゆん備びに入ってくれ。交こう渉しようを纏め次第、〝蟹かに江え城じようの戦い〟に入れるようにしてやる」

「ヅカ本ほん多だ君。それはつまり──」

「解らないのか？」

　林りん檎ごを囓かじり、正純は言った。

「これから、うちも最も上がみも持っていない北ほう条じようの権けん益えきを取ってきてやる」
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　……しまった！

　本ほん庄じよう・繁しげ長ながは、一つの軽けい食しよく屋やの前にたたずんでいた。

　情報では、この軽食屋では酒も蕎麦そばも菓か子しも出すとかで、

「……小お田だ原わら名物を地ち産さんの場で食って帰ろうとしたのであるが……」

〝本日閉へい店てん〟の表示枠サインフレームが、閂かんぬき型の施せ錠じよう術じゆつ式しきと共に店の前にある。

　既に店は閉じ、中に明かりも灯ともっていない。

　完全閉店だ。

　……残念な事であるなあ。

　ここから上越露西亜スヴイエート・ルーシの本ほん陣じんまで歩いて戻るのが、面めん倒どうに感じられる。

　何か腹に入れてから帰ろうという、そんな色いろ気けが失敗であったと今いま更さら思う。

　とはいえ、とにかく本ほん陣じんにまで戻らねばなるまい。空は夕刻の色に染まり、次の動きを戦せん場じようが欲しているのだ。

「武蔵むさし勢が、北ほう条じよう方かたと交こう渉しようをつけ、〝蟹かに江え城じようの戦い〟に入らねばならぬ時間であるな」

　だが、と踵かかとを回しながら本ほん庄じようは思った。武蔵勢は、北条に何を支払うのか、と。

　北条の権けん益えきを持っているのは、毛もう利りと、自分達上越露西亜スヴイエート・ルーシだ。

　毛利は、北条の権益を手放すまい。

　西さい国ごくの毛利にとって、東とう国ごくとの関係を持てるというのは最大の成せい果かだ。これから北条が滅びたとしても、この戦せん役えきの結果として、その際の土地の権けん利りなどを主張する事が出来る。

　また、外がい界かいに開かい拓たくに出た時も、大陸を南回りで行くならば、印度インドを通過する。その際に、印度の開拓を担たん当とうするであろう武蔵や北条勢に権益を主張出来るのは意味が大きい。

　対し、上越露西亜も、南なん国ごくの北条に土地などの権益を主張する意味がある。もしも南の土地を常じよう態たいとして得る事が出来れば、多大な恩おん恵けいを得られるからだ。

　……ただ、総そう長ちようは、それを武蔵勢に渡したいと考えているのであるな。

　南の土地へのアプローチとしては、江え戸どへの通つう商しよう路ろが既すでにあるからだ。

　通商路は各かつ国こくが主しゆ権けんを持ち回るが、松まつ平だいら側からの援えん助じよもある。

　もしも北条の地にポイントで割かつ譲じよう地ちを得ても、そこは通商路と繫つながらない。結局は江戸や松平の管理地を通して、通商路へと運ぶ事になる。

　通商路の専せん念ねんと、管理維い持じ付きの割譲地との併へい用ようと、どちらが得か。

「──総長は、通商路をとる、と決めた訳わけであるな」

　ならばその発展に懸かけるのが、家か臣しんの道どう理りだ。

　……後の問題は──。

　と、本庄が思し案あんした時だ。

　気付けば、軽けい食しよく屋やの向かいに屋や台たいが出ていた。

　カレーだ。北条の土地は印度の地。カレーは本ほん場ばである。ゆえに、

「店てん主しゆ。──一いつ杯ぱい頂いただけるものであるか？」

「オウ。ラストオーダーですネー」

　武蔵勢であった。
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・繁　子：『詐さ欺ぎであるぞ──！』

・副会長：『お？　本庄か！　丁ちよう度どいい！　難しい問題なので遠回しに言うが、北条の権益をくれないか！』

・繁　子：『何ど処こが遠回しであるかあ──！』

・83　：　『直接的だと〝権益をくれ〟ですかネー』

・副会長：『まあそういう事だ。腹を割って話すと、こちらの目的はそこに終しゆう始しする。上越露スヴイ・エート西亜ルーシとしてはどうだろうか』

・朝の部：『め──！　ちょ、ちょっと繁しげ長なが君くん！　いかんでありますぞ！』

・繁　子：『ええと、斉さい藤とうさん、どういう事でありますか？』

・朝の部：『聖せい譜ふ記き述じゆつの上では関せきヶ原はらが終了するまで、上越露西亜は表おもて向むき、羽は柴しば側がわに所しよ属ぞくしているのであります。そして我が国はP. A. Odaと隣りん接せつ。何か大たい義ぎ名めい分ぶんがあれば、P. A. Odaからの干かん渉しようを受ける位置でもあるのです。

　──武蔵むさし側との直接交こう渉しようで武蔵に便べん宜ぎを図るのは、危険な行為であるかと』
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　そういう面もあったな、と、正まさ純ずみは斉藤の言葉に頷うなずいた。

　確かに、上越露西亜はつい先日までP. A. Odaと戦せん闘とうをしていた。

　そして今でも、柴しば田た勢ぜいはP. A. Odaの北に控えているのだ。

　聖譜記述上、柴田は上越露西亜に関わる事が出来ない。が、上越露西亜が聖譜記述に反し、表だって武蔵側に近付くならば、聖せい連れん代表とも言える羽柴の意い向こうで柴田が動く可能性もある。

　そうなると、

　……上越露西亜と私達の直接交渉は無し、となる訳わけだ。

「なあ！　セージュン！　どう!?　どう!?　話まとまった!?」

　うるさいよ馬ば鹿か。

　……ともあれ、これはちょっと戦せん術じゆつを組み合わせないと駄だ目めだな。

　正純は思う。上越露西亜が表だって武蔵側に協きよう働どうする戦後交渉を出来ないとなると、伊だ達ても最も上がみもそれに準ずる筈はずだ。

　一応、確かく認にんを取っておく。

・副会長：『本ほん庄じよう、──最上が武蔵の代理として便宜を図るのは〝有り〟だろうか？』

・繁　子：『最上としては、〝有り〟だろう。上越露西亜としては、無しである』

　ただ、と彼女は言った。

・繁　子：『当然、──最上としての交渉には、応じるものである』

　だろうな、と正純は思った。

　……正直、最上経けい由ゆで上越露西亜のとった北ほう条じよう権けん益えきを得られれば、と思ったんだが。

　最上と上越露西亜の衝しよう突とつは、会あい津づ征せい伐ばつをベースとしたものだ。

　それは、上越露西亜に、伊達と最上が立ち向かったもので、そこに北条の権益は関係ない。

　……だとすれば──。

「Ｊｕｄジヤツジ．、では、ちょっとここで、それぞれの権益を確かく認にんしたい」

　案を頭の中に思い浮かべながら、正純は本庄に問うた。

「──いいだろうか？」
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　成なる実みは、軽けい食しよく屋やの裏うら口ぐちで足を止めていた。

　……あら、閉店なのね……。

　氏うじ照てるが言っていた通りだ。もう、店は閉まっており、中にいた皆も、何ど処こか別の場所にいるか、本ほん陣じんに戻っているのだろう。

「なら、私もそろそろ戻ろうかしら」

　何処か遠く、多分、小お田だ原わら城じようの方から、戦せん闘とうの音が響ひびいてはいる。

　一方的にも聞こえる響きは、誰だれのものだろうか。

　無む論ろん、今からそこに相手を求めていっても、遅過ぎる。休きゆう息そく時間の一時間はなかなか長い。

「では……」

　帰ろう、と成実が思った瞬しゆん間かん。不ふ意いに表示枠サインフレームが顔横に開いた。

・繁　子：『伊だ達て・成実、緊きん急きゆうの案あん件けんである。──聞いて貰もらえるであろうか？』
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「何、一体、自分の位置まで知らせて」

　という成実の声を、繁しげ長ながは己おのれの耳で聞いた。

　武蔵むさしカレーを三分の一程やっつけたところだった。左から来る成実に対し、繁長は頷うなずく。そして店てん主しゆに対し、

「彼女の分も、何とかなるであるか？」

　オウ、と、肩をすくめ、彼は残った具ぐ材ざいを刻み始めた。

「ルーを今から作るのは難しいので、ドライカレー風ふう味みの焼き野や菜さい定食にしますネー」

「有あり難がたいわ」

　と、横に成実が並ぶ。そして彼女は、問うてきた。

「何？　交こう渉しようよね。もう撤てつ退たいしてる訳わけだから」

「Ｔｅｓテスタメント．、一つ、事じ前ぜんの相談がある」

　繁長は、言葉を選びながら、こう言った。

「お前が持っている対たい上越露西亜スヴイエート・ルーシの勝利権けん益えきと、我が国の持つ北ほう条じようへの勝利権益。これを交換する事は可能だろうか」
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・片倉君：『ハアイ！　今日きようも元気な伊達家副ふく会長が、午後五時をお知らせしまあす！』

・不退転：『現場の判はん断だんで動くわよ。いいわね』

・片倉君：『え？　──あ、おい、コラアアアア！　上じよう層そう部ぶの意い向こうを鑑かんがみないで動いたら、上層部が不要じゃないか！　僕は不要ですか！　そうなんだな！　もっと言って言って！　ああん、片かた倉くら君不要論ろんなんて就しゆう任にんの時に死ぬ程ほど聞いたけど僕は元気──、切るなよ！』
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　成なる実みは、繁しげ長ながに問い掛けた。

「無む理りよね？　──その取引は、成立しないわ」

　上越露西亜スヴイエート・ルーシと伊だ達ての交こう渉しようは成り立たない。その理由は、

「だって、上越露西亜が北ほう条じようの権けん益えきをこちらに寄よ越こし、代わりに私がそちらに勝利した場合、上越露西亜は勝敗ゼロの足し引きになるわ。

　私が上越露西亜に〝勝った事実〟はなくならないとしても、上越露西亜が勝敗をゼロにしたら、それはそれで会あい津づ征せい伐ばつが成り立たないでしょう？」

「Ｔｅｓテスタメント．、それは解わかっている。だから、事じ前ぜんの交こう渉しようなのである」

　繁長が、店てん主しゆから卵を受け取って頷うなずいた。

「これから、その準備が始まる。──否いな、既すでに始まっていると言うべきか」

「既に？」

　視線を向けた先で、繁長が不ふ意いに右を見た。

　そこに、幾いくつかの人ひと影かげがある。

　一番に目についたのは、保ほ護ご者しや枠わくだ。

　……人狼女王レーネ・デ・ガルウに、最も上がみ・義よし光あき。

　そして彼女達の前にいるのは、大おお久く保ぼと、

「里さと見み・義よし康やす……？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、伊だ達て家代表。──ちと、話の最さ中なかに済まない。そちら、本ほん庄じよう・繁長に、最上代表として私の方から用がある」

「──用？」

　この状況で、一体何を交渉するのか。

　……毛もう利り代表としての人狼女王を連れて来たのは、大だい規模な権益の話があるからね。

　現状、戦せん闘とうは終わり、各かつ国こくの権益交渉の時間となっているのだろう。

　万まんが一いち、武蔵勢にとって不備となるならば介かい入にゆうしようと、成実はそう思った。だから、

「いいわ。こっちは気にせず、話して頂ちよう戴だい」

「Ｊｕｄ．、有あり難がたい。そうさせて貰もらう」

　と、義康が繁長の方に歩みを向けた。

「繁長、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言わせて貰う。現状、会津征伐の歴史再さい現げんとして、最上は上杉に勝利をしていない。その権益だけではなく、勝った〝事実〟も得ていないのだ。

　ゆえに、──上うえ杉すぎの方から、上杉敗はい北ぼくの権けん益えきをこちらに頂いただく事は、可能だろうか」
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　……は？

　と成なる実みが思ったのは、理由がある。

　上杉敗北の権益を持っているのは、自分なのだ。

　だから、最も上がみはこちらにそれを交こう渉しようすればいい。

　勿もち論ろん、上杉から正式にそれを得る事で、〝上杉の敗北〟としたい、という意味は解わかるのだが、現状では上杉に自分の持つ敗北権益は行っていないのだ。

　……つまり、最上代表は、私が上越露西亜スヴイエート・ルーシに敗北権益の取引を〝行う〟という仮か定ていで話をしているのよね。

　何な故ぜ？　成実は思った。

　どうしてそんな、架か空くう取引のような回りくどい事をする必要があるのか。

　成実は首を傾かしげて考える。効こう率りつ重じゆう視しで、こちらに話を向ければいいものを、と。だが、

「────」

　成実は気付いた。今、上越露西亜と最上が、腹を探るようにして、しかし確かに一つの動きを作ろうとしている事を、だ。この裏にいるのは、恐らく、

　……武蔵むさし副ふく会長ね……!?
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　繁しげ長ながは、義よし康やすの言葉を受け入れつつも、戸と惑まどった。

　……確かに、会あい津づ征せい伐ばつの成立として、最上はこちらの敗北権益を欲しいのであろう。

　だが、これは交渉だ。権益とは取引されるものでもある。

　ゆえに繁長は、現場の代表として、まず問うた。

「上越露西亜の敗北権益と引き替えに、さて、最上は何をこちらに寄よ越こすのであるか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と義康が応じた。

　そして彼女は、背後に立つ人狼女王レーネ・デ・ガルウと義よし光あきに視線を送った後、こちらに振り向いた。

　直後。胸に手を当てた義康が、はっきりと述べる。

「こちらが提てい示じするのは一つ。──毛もう利りへの勝利権益だ」
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「それだ！　──繁長君！」

　上越露西亜、春日山宮殿ガーラカスガクレムリンの大ホールにて、白の魔ま神じん皇おうが立ち上がった。

　景かげ勝かつだ。彼は斉さい藤とうの会え釈しやくに頷うなずきを返し、眼がん前ぜんに広げていた表示枠サンクト・アクノーに叫んだ。

「それならば、北ほう条じようの権けん益えきを手放すのに通じる！　──繁しげ長なが君、交こう渉しようを進めて欲しい！」
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　繁しげ長ながは、一いつ瞬しゆん、景かげ勝かつの意い図とが解わからなかった。

　……毛もう利りの権益獲かく得とくが、上越露西亜スヴイエート・ルーシにとって何の益が？

　毛利は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズという西せい欧おうの大たい国こく。上越露西亜スヴイエート・ルーシは北の大国だ。

「少々、待って欲しいものである」

　と、繁長は卵を器うつわの米に落として混ぜながら、右手で表示枠サンクト・アクノーを展開。

　上越露西亜を中心とした極きよく東とうの概がい要よう図ずを画面に出す。

　……両者の位置関係は……。

　どちらも、極東の北面に位置する国だ。だが、両国は東西に離れており、

「────」

　概要図を俯ふ瞰かんした繁長は、景勝の言葉を理解した。

　……そういう事であるか！

　了りよう解かいの意い思しは、すぐに言葉となった。彼女は本ほん国ごくに向かって、即そく座ざの応答を送る。

「Ｔｅｓテスタメント．、総そう長ちよう。──御ご随ずい意いのままに繁長は動くものであります」

　途と中ちゆうだが、カレーは少しお預けだ。繁長は急いだ動きで、右へと九十度振り向いた。

　踵かかとを合わせ、正面に立つ最も上がみ代表に向き直る。そして胸に一度手を当て、

「Ｔｅｓ．、毛利への勝利権益だが、──上うえ杉すぎの敗北権益との引き替えの件、了りよう承しようする。

　こちらがそれを伊達から回かい収しゆうするのを待って欲しい」
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　……判はん断だんが早いわなあ。

　大おお久く保ぼは、上越露西亜の上じよう層そう部ぶの反応に舌したを巻いた。

　北条への権益と、毛利への権益。

　どちらをとるかという二に択たくで、上杉・景勝は迷わなかったのだ。

　それは、国の発展を南と北のどちらに振るか、という事だ。北国の上越露西亜にとっては、南の北条は魅み力りよくある土地だろうに。

　しかし景勝は判断を下した。

　……実利を見み極きわめたんやな。

　大久保は、背後に立つ人狼女王レーネ・デ・ガルウに首だけで振り向いた。

「北方ルートの一大商しよう業ぎよう圏けんの確立やな？」

「Ｔｅｓ．、そういう事になりますわね」

　人狼女王が、一枚の表示枠を出す。そこには、六護式仏蘭西を中心とした極東の概要図が出されていた。

　そして人狼女王レーネ・デ・ガルウは、上越露西亜スヴイエート・ルーシを指でポイントし、

「上越露西亜は、毛もう利りへの勝利権けん益えきを得たならば、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの貿ぼう易えき協定を結び、六護式仏蘭西に大だい規模な商しよう館かんを作るつもりなんだと思いますの。それをする事で──」

　人狼女王の指が、上越露西亜から六護式仏蘭西までのラインを引く。

「とりあえずこれで、上越露西亜と六護式仏蘭西間の貿易が出来るようになりますわ。

　ただ、これでは、大たい国こく間同士とはいえ、ちょっと寂しいですわね」

　だから、と彼女は、六護式仏蘭西から北に指を伸ばした。

「──英国。上越露西亜は英国と友好関係を結んでますわね。しかし、英国と六護式仏蘭西は昔から犬けん猿えんの仲。ゆえにここで上越露西亜は、二国間の間に入り、中間貿易が出来るようになりますの。上越露西亜との行き来が出来れば、三さん角かく貿易の成立ですわね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、しかし、それだけやないやろ？」

　大おお久く保ぼは、人狼女王に横よこ目めの視線を向けた。

「最も上がみがこの話を持ちかけた以上、この貿易ラインには最上も参加する。

　ある意味、最大の恩おん恵けいを受けるのは、最上やな。上越露西亜からは西せい欧おうの品、伊だ達てからは太たい平へい洋よう側の品、そして江え戸どからの交こう易えき品も全て自国に通す事が出来るんや。そしてこれから先、米こめ所どころとして発展する羽う州しゆうが貿易ラインに入れば、ある現げん象しようが生じる」

　それは、

「──現状、六護式仏蘭西は莫ばく大だいな食料生産力とその輸ゆ出しゆつで外がい貨かを稼かせいどる。

　しかし最上が貿易ラインに加わると、全国における輸出食料の価か格かくが大幅に下げ落らくする。

　少なくとも、英国と東とう欧おうでは、六護式仏蘭西はもはや食料輸出による国際競争力りよくを誇こ示じ出来なくなる訳わけや。上越露西亜としては西欧にも影えい響きよう力りよくを持てて万ばん々ばん歳ざい。最上も大喜びや。

　しかしそれでええんか？　六護式仏蘭西としては」

「あら、食料で外貨を得る時代は、もはやそれで国こく軍ぐんなどを揃そろえる時代にシフトしつつありますのよ？　それに──」

　人狼女王が、目を細めた。

「貴女あなた達武蔵むさし勢が、もしもP. A. Odaと羽は柴しば勢を打だ倒とうしたならば、状況はまた変わりますの」

　と、彼女が極きよく東とうの概がい要よう図ずに指を走らせた。それは、東欧から北ほく欧おうの北部沿えん岸がんで、

「上越露西亜から六護式仏蘭西まで、この沿岸の長いベルトが全て聖せい連れん側となって、六護式仏蘭西の交こう渉しよう相手になりますの。──無む論ろん、上越露西亜も影響力を誇示しようとするでしょうけど、教きよう譜ふ差がありますものね」

　東欧から北欧はTsirhcツアーク旧派カトリツク。上越露西亜もTsirhcだが、旧派の異い種しゆである聖協派オルソドクシアだ。

　P. A. Odaの影響化から抜け、本来の姿すがたを取り戻そうとする時、異い派はは入りにくい。

「ただ、それでも、さっきの三角貿易を含み、上越露西亜としては挑ちよう戦せんすべき市し場じようですわね。今は廃すたれたハンザ同どう盟めいの完全復ふつ活かつともいえる大だい貿ぼう易えき圏けんの発生ですもの」

　確かにそうだ。しかもこの大貿易圏は、江え戸どとの通つう商しよう路ろと連動する。

　最も上がみの食料と、伊だ達ての太たい平へい洋よう側の産物。それらと欧おう州しゆうの生産物を取引出来るのだ。

　関かん東とうと欧州が結ばれると、そう言っても過か言ごんではない。だが、

「上越露西亜スヴイエート・ルーシには、ちと問題があるで。──航こう空くう艦かんの開発がちと遅れとるやろ」

「ハルク式なんて、ハンザ同盟の時代の設計ですものねえ……。でも、その辺りは武蔵むさしが介かい入にゆうしてどうにかするんですのよね？」

　大体読まれてるから怖こわい相手だ。だが、

　……上越露西亜は西に舵かじをとるんやな。

　今思えば、ノヴゴロド攻こう略りやくは大きな布ふ石せきだ。

　西の障しよう害がいであったノヴゴロドは上越露西亜に帰き属ぞくしたのだ。

　現状、あの地域に貿ぼう易えき都市を復活させる構こう想そうが進んでいる筈はずだが、計画段階の今だからこそ、この冒ぼう険けんに踏み込めたのかも知れない。そして、

「──さて、ここで取引が〝回る〟で」
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　大おお久く保ぼの視し界かいの中、繁しげ長ながが身体からだを回した。

　それまでこちらを向いていた彼女の身が、今、背を正しく見せる。

　繁長の向く先は伊だ達て・成なる実みだ。

　そして繁長が、踵かかとを揃そろえて成実に告げた。

「──敗はい北ぼくの権けん益えきは、今、最上にも渡った。これにて、上越露西亜、伊達、最上の間における会あい津づ征せい伐ばつは成立したと私は判はん断だんする」

　……随ずい分ぶんと身体を張るんやなあ。

　自国の敗はい北ぼくの歴史再さい現げんについてだが、国を並べる時は自国を先せん頭とうに呼ぶ。更さらには、成立は〝私〟の判断だとして、本国を守る事を忘れない。

　大たい国こくの、しかし重じゆう臣しんの言葉だ。

　繁長の台詞せりふは、しかし止まらない。今の彼女は、国の今後を背負った代表でもあるのだ。やや先を急ぐような口く調ちようで、繁長はこう言った。

「伊達家に対し、改めて権益の交こう渉しようを行いたい。──上越露西亜は、貴き国こくの持つ上うえ杉すぎの敗北権益を頂いただきたい。代わりに、こちらからは──」

　一ひと息いき。

「北ほう条じようへの勝利権益を、伊達に提てい供きようしよう」
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　義よし康やすは、内ない心しんで冷や汗あせを搔かいていた。

　……これは、完全な談だん合ごう上の交こう渉しようだぞ……！

　表おもて向むきは、三国の交渉として成り立っている。

　だが、現在の上越露西亜スヴイエート・ルーシが行っているのは、権けん益えきの架か空くう取引だ。

　何しろ、伊だ達てが持っている上うえ杉すぎの敗はい北ぼく権益を、露西亜ロシア側にあるものとして最も上がみとの交渉が成り立っているのだ。そして最上から毛もう利りの権益を得て、押し出すように伊達に北ほう条じようへの勝利権益を取引する。

　最後に伊達が上杉への勝利権益を差し出し、それが上越露西亜経けい由ゆで最上に渡る。

　どうみても、架空取引を、後で辻つじ褄つま合わせた形だ。

　だが、ここには三国だけで、武蔵むさし勢の介かい入にゆうは表向き存在しない。だから、

「──Ｊｕｄジヤツジ．、了りよう承しようするわ」

　伊達家副ふく長ちようが、焼き野や菜さい定食に箸はしをつけ、こう言った。

「北条への勝利権益と、私の持つ上杉への勝利権益を交こう換かんしましょう」
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　よし、と正まさ純ずみは内ない心しんで拳こぶしを握った。

　表示枠サインフレームから伝えられる大おお久く保ぼの実じつ況きようは、三国間の権益交渉が終わった事を示している。

　……伊達に、北条の権益が渡ったか。

　ならばあと少しだ、と思った時だ。立たち花ばな嫁よめが、気付いたように声を作った。

「このまま小お田だ原わら征せい伐ばつが終了すると、会計と補ほ佐さがうどんなのでは」

　彼女の台詞せりふに、皆が顔を見合わせた。

「……自分が思うに、罰ばつとしては、その、ええと、スタイリッシュですよね」

「ア、アデーレ、言葉の選び方、ち、違う？」

「合ってる言葉って、一体どんなものよ」

「Ｊｕｄ．、──というより正純様、北条の権益が伊達に移ったままですね。これから、どうやって伊達の有するそれを、武蔵に持ってくるのですか？」

「確かにそうですわね……。交渉役として出られそうなのは──」

　ミトツダイラの言葉に、点てん蔵ぞうが腕を組んで唸うなった。

「シロジロ殿どのは、先さき程ほど、負ふ傷しようを派は手でに食らって御ご座ざったしなあ……」

「流石さすがに土ど下げ座ざも出来ねえか。──だったら、オゲちゃんがどうすっか、だな」

　ですわねえ、と言ったミトツダイラがしかし不ふ意いに顔を上げた。

「──ハイディは何ど処こにいますの？」

　あれ……？　と誰だれもが辺りを見回した。

　その動きに、正まさ純ずみは一ひと息いき。軽く手を打って眉まゆを立てた笑えみを作る。

「大だい丈じよう夫ぶ。既すでに色々と仕込み、動いているという事だ。今、権けん益えきのロンダリングが行われているが、当面の問題は何か。──誰か解わかるか？」

「先さき程ほども言った通り、北ほう条じようの勝利権益です。正純様」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純はホライゾンに応じた。

「これからそれを、武蔵むさしに移い譲じようさせる。──意い地じでも、な」
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　成なる実みは、自分と武蔵の現状における、幾いくつかの流れを読み取っていた。

　その結果としてあるのが、

「Ｊｕｄ．、ここで、貴女あなたが来るのね」

　屋や台たいと、各かつ国こくの代表。そんな衆しゆう目もくの中、自分の眼がん前ぜんに立った者がいる。

「武蔵会計補ほ佐さ。──何の用かしら」







[image: 第六十二章『枯渇大地の伏せ者達』]
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　成なる実みの眼がん前ぜん。自然体たいで立つ相手は、何も言わなかった。

　会計補ほ佐さ、ハイディ・オーゲザヴァラー。

　ただ、彼女は、風の中、夏服姿すがたでそこに立っていた。そしてこちらを見み据すえ、

「欲を搔かくと失敗するってね。シロ君負ふ傷しようしてるし、二人でチョイと話し合って、〝任せる〟と言われたから、補佐の私が代だい理りとして出ることに決めたの」

　そう、と成実は頷うなずいた。別に、補佐が代理であっても構わない。大体、

「──負傷していたら、満足な土ど下げ座ざは出来ないものね」

「やっぱそう思うよねー」

　会計補佐が、眉まゆを歪ゆがめて口を横に開く。

　だが彼女は一ひと息いきを入れると、右の手をこちらに差し出した。手には白のハンカチがあり、

「シロ君から預かった百三十円。〝任せる〟って言われたから、コレを使うわ。

　今までのミスをチャラにする買い物を、このお金でしようと思うのよね」

　そして彼女は、おもむろに動いた。

　膝ひざをつき、手を前につき、正せい座ざするようにしながらも、額ひたいを前につき、

「──コレで、北ほう条じようの権けん益えきを売って下さい！」

　無む茶ちや土下座であった。
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　義よし光あきは、会計補佐の動きをこう評した。

　……随ずい分ぶん、無む駄だが無い動きよのう。

　男の土下座とは違い、全身を箱に収めるような、居い住ずまいを正す静せい謐ひつな土下座であった。

　先さき程ほどの小こ銭ぜには、ハンカチに載のせて土下座の前に供そなえてある。金を土に置き捨てぬのが、商人としての矜きよう持じと言ったところか。

　姿し勢せいは全てが下向き。

　自分を地面に埋めるような。相手よりも絶対に低い位置を取ろうとする土下座だ。

　……いい動きぞえ。

　軽くない。そして、重くもない。常に下へ下へと。額を地面に擦こすり続けるような土下座だ。

　そして現在の、この舞台もいい。

　人ひと前まえなのだ。それなのに、各かつ国こく代表の衆しゆう目もくがあろうとも構わず、土下座を敢かん行こうする。

　更さらには、金がないときた。

「──そうとも、これぞ無茶を通す無茶土下座」

　義光は、義よし康やすが怪け訝げんな顔で振り向くのに、苦く笑しようを返した。

「見事ぞえ。土ど下げ座ざとは、無む理りな願いを通す技よのう。ならば、何もかもを失い、プライドも捨て、何の交こう渉しよう材料も、人間としての価か値ちが無い状態で行う事こそが至し高こう」

　ゆえに会計は補ほ佐さに小こ銭ぜにを渡し、〝任せた〟のだ。この状況でも、商しよう人にんは戦えると。そして負ふ傷しようした自分を預けられるのは彼女しかいないと。

「解わかるかえ？　土下座の真しん意いとは。それはつまり、謝る無ぶ様ざまにあるのではない」

　それは、

「土下座してでも得ようとする目的。──これに相手が共鳴した時、正まさしく通るのだえ？」
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　成なる実みは、目の前の土下座に視線を向けた。

　……これで負ふ債さいをチャラにしようなんて、無む理りな話ね。

　今、眼がん前ぜんに存在する土下座の大おお元もと、会計は、自分に負けて、北ほう条じよう側がわにも負けた。

　現在、武蔵むさしは、北条に一敗しているのだ。

　だからもし、ここで自分が北条への勝利権けん益えきを武蔵側に渡したとしても、武蔵側の負けを相そう殺さい出来るだけであって、遺い跡せきへの侵しん行こう許きよ可かが得られる訳わけでは無い。

　……だけど。

　成実は知っている。そこからは、自分達とは別の場所で戦う相手の担当なのだと。

「武蔵副ふく会長」

　彼女がきっと、どうにかする。この会計補佐はそれが解っているのだ。否いな、彼女だけではなく、総そう長ちようも、自分の相あい方かたも、誰だれも彼もが、そのことを理解しているのだ。

　ここで、北条の権益を一つ得れば、武蔵副会長がどうにかしてくれるのだと。

　だからこその土下座だ。ならば、

「────」

　成実は、右脚あしを振り上げ、一いつ瞬しゆんで叩たたき落とした。

　容よう赦しやはしない。

「私は〝怒った〟わ。それでいいわね」

　つまり、

「土下座の威い力りよくに対して、憤いきどおりながら、これは決まり事だから、と了りよう承しようしたの。

　──だからここは私の負けとして、武蔵にあげるわ、北条への勝利権益を」

　言葉を落とした先、踵かかとは会計補佐の頭ず上じよう五ミリで止まっている。
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　北条・氏うじ直なおは、空を仰あおいでいた。

　曇どん天てんの空は朱あけの色。夏の夕刻も、段だん々だんと終わりとなって行く時間だ。

　だが、彼女が仰あおぐ空に、表示枠サインフレームが一枚生じた。

　……武蔵むさし副ふく会長？

　ああ、と氏うじ直なおは呟つぶやいた。いろいろなカタがついたのですね、と。

「どうしました？　──蟹かに江え城じようへ行く用意が出来ましたか？」

『Ｊｕｄジヤツジ．、こちらの方で、対北ほう条じようの負け越しを帳ちよう消けしに出来た』

　武蔵副会長の言う意味は解わかっている。この小お田だ原わら征せい伐ばつの最後とも言える戦せん闘とうで、武蔵勢が伊だ達て勢に勝利し、北条への勝利権けん益えきを手に入れたのだ。

「しかしそれは、こちら側についた加か藤とう・嘉よし明あきの分の勝利を帳ちよう消けしにするだけですね。

　──つまり、武蔵勢はまだ北条に勝利していません」

　大体、と氏直は言った。

「私はまだ、ここに残っていますよ」

『それについては、一つ提てい案あんと、示し唆さがある』

　武蔵副会長の声が、風の中で響ひびいた。

『諏す訪わからこちらに向かっていた輸ゆ送そう艦かんが、そろそろ届くそうだ』

「────」

『可能であれば、私達の方、一人、代表の入れ替えをリザーバーとして認めて欲しい。

　それが最後の、小田原征伐相あい対たい戦になるだろう。そして──』

　そして、

『私達は、これから蟹江城に向かう』

「まだ、貴女あなた達のリザーバーが勝つとは決まっていませんよ？」

『勝つとも。うちの馬ば鹿かがそいつの不可能を引き受けた。──負ける事は不可能だ』

「──Ｔｅｓテスタメント．、期待はずれであった場合、どのような振る舞いをするか、御お覚かく悟ごを」

　Ｊｕｄ．、と相手が苦く笑しようで回答とした。

『有あり難がとう。北条・氏直』

　通つう神しんはそれで切れた。そして氏直は、こう呟いた。

「後の世の覇は者しやに礼を言われた。──それがこの北条の最終成せい績せきとするならば、滅びる餓が鬼きへの報むくいとしては、悪くはないものかもしれませんね」
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　小こ太た郎ろうが本ほん陣じんを覗のぞいた時。全ては終わっていた。

　終了の確かく認にんをした訳わけではない。

　ただ時間的に見て、もう終わったろうと、そう思って本陣の幕まくを潜くぐったのだ。

　すると、そこには曇どん天てんの空と、広場があった。

　遠くに自じ動どう人形を控えさせながら、氏直が立っている。

　空は朱あけの色を濃くしていくが、その下にたたずむ彼女の衣い装しようは白く、

『氏うじ直なお様！　御お怪け我がは！』

　言わなくても解わかる。彼女は無む傷きずだと。

　それを確かめるために駆かけ寄っていく小こ太た郎ろうは、ある事に気付いた。

　氏直の足あし下もとに、何かが散らばっているのだ。

　砕くだかれたものは、形を留とどめていない。もはや何もかも、卵の欠片かけらのように分ぶん砕さいされ、正体が不明となっている。

　すると、氏直の声が聞こえた。

「頭ず脳のう部は回かい収しゆうさせました。──勝負ですので」

『Ｔテ、Ｔｅｓテスタメント．！　──氏直様、あの、ええと』

「Ｔｅｓ．、あの叔お父じは、相あい対たい戦せんの役やくにも立たず、その後の意味も持たずで、私の見る目がなかったですね。──小こ太た郎ろう、叔父を嫌きらった貴女あなたの判はん断だんが正しかったのです」

　氏直は空を見上げたまま、そう告げた。しかし、ややあってから、

「……小太郎？　どうしたのです？　私が貴女に負けたと、そう言っているのですよ？」

『いえ、あの……』

　小太郎は、今、自分が気付き、思った事をどう言おうか迷った。

　だが、走狗マウスとしての信条が、それを音にさせた。

『氏直様』

　小太郎は言った。

『氏うじ照てる様は、最高の形で、降りていく事が出来たのだと判断します』

「……そうですか」

　氏直が、空を見上げた姿し勢せいを崩くずさず、頷うなずいた。

「──ならば、その判断を信じなければいけませんね。何な故ぜなら、叔父上うえに対しては、私よりも、小太郎の判断が正しいのですから」

『Ｔｅｓ．！　そうです！　そう思って下さい！』

　小太郎は、氏照と同じ空を見上げ、こう言った。

　北の方。諏す訪わのある空を見上げ、言葉を作った。

『きっと、きっと、すぐに来ます！　──氏直様を、一人にしない誰だれかが、必ず来ます！』

　だから、と言おうとした時だ。小太郎は、氏直の両手に掬すくわれ、持ち上げられていた。

　見れば、氏直が瞳ひとみを露あらわにしている。

　金の色。残光の流れを有する目が、確かにこちらを見て、

「言わずもがな」

　そして小太郎は、ゆっくりと氏直に抱きしめられた。

「小太郎。──貴女だって、その誰かなのですよ」
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　……終わったわね。

　成なる実みは、表示枠サインフレームに出た全ての結果と流れを見ながら、曇どん天てんの夕空を見上げた。

　小お田だ原わら征せい伐ばつの相あい対たい戦が、その実質を全て終えた。あとは北ほう条じようと武蔵むさしの一戦のみだが、その前に武蔵側は蟹かに江え城じようへと戦せん場じようを移していく。

　自分も、その後ご詰づめに入る事になるだろう。

　今、各かつ国こくはそれぞれの権けん益えきの余よ波はや、残りについての算さん段だんを巡らしている筈はずだ。そして蟹江城の戦いの結果を見て、関かん東とう解放の動きを決定する。

　明日あした。もしくは巴パ里リ側の動き如何いかんによっては、今夜にも関東解放は始まるだろう。

「──ほら、見て御ご覧らんなさいな」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの示した先。東の空が暗い。

　江え戸ど方面に常じよう駐ちゆうしていた羽は柴しばの派は遣けん艦かん隊たいが浮ふ上じようし、輸ゆ送そうや陣じん形けい確かく保ほを始めているのだ。

「更さらには、北西からも、来ていますわ」

　P. A. Oda本国からの援えん護ごだろう。

　ゆっくりと、しかし堂々と、十を超える戦せん艦かん群が、輸送艦を随ずい伴はんさせて移動する。どれも、北西から、東に向けての動きだ。こちらに対する反応は何も示さないが、それゆえに、

「随ずい分ぶん、やる気やな。ほれ、見てみ。あの先せん頭とう」

　大おお久く保ぼが白の義ぎ腕わんで指さすものを、成実は見た。

　江戸に向かう艦隊の先せん頭とう。鉄てつ甲こう艦かんの側面にあるのは、

「鳥と羽ば城じよう……!?　九く鬼き・嘉よし隆たかの艦隊ね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と義よし光あきが口に扇せん子すを当てた。

「こりゃあ、厄やつ介かいな連れん中ちゆうが出てくるだろうて。──気を付けんといかんのう」

　確かに、とそれぞれが頷うなずいた。

　そして成実は思う。一体、本当の爆ばく発はつはいつなのだろうか、と。

　この、関東の大だい戦せん場じよう。導どう火か線せんとしての北条征伐と蟹江城の戦いがあるならば、最大の爆発は関東解放のどこになるのか。更さらには、

「──膠こう着ちやく状態になっているという巴里方面。その火ひ種だねは、まだ燻くすぶっているだけなのかしら」





●






「……何か、進しん行こうがおかしくないか」

　小田原の決着よりも、少々前の時間。緑の平原に囲まれた戦場で流れたのは、疑問の声だ。

　巴里を四し方ほうから囲む羽柴勢の内、その異い変へんに気付いたのは、北側の陣じんだった。

　現在、巴里からは実じつ弾だんの砲ほう撃げきが休みなく来ている。

　そして敵は、一定の距きよ離りを保ったまま、防ぼう護ご陣じんを張っている。

　だが、敵群は時とき折おり前進し、わずかに距離を詰めてくる。そのたびにこちらも動き、相手を牽けん制せいする。すると、動いた自じ陣じんを狙ねらって、砲ほう撃げきが角度を変えて襲おそいかかる。

　地じ味みに効く攻こう撃げきだ。

　集中砲ほう火かを入れられると、自陣は流石さすがに乱れを得る。

　結果として、砲撃の甘い位置に自陣を移動させるのだが、

「……妙みようですね」

　北側隊の長ちようを務める清きよ正まさは、幾いくつかの異い変へんに気付いた。

　以前から、巴パ里リ側が積せつ極きよく的てきに出てきていないのは解わかっている。

　だが、砲撃と小こ競ぜり合いが数すう時間に至った上で、清正は思った。

　……おかしいですね。

　最大の〝妙〟は、一つだ。

「何な故ぜ、セーヌの水深が上がらないのですか？」
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　……どこか、水みず漏もれが発生してるのでしょうか。

　自分のいる位置は北側。セーヌは南から流れてきて、巴里を通過し、そして北西へと抜けていく。自分達からは、巴里の周囲を囲む濠ほりを含め、セーヌは左から右手て前まえに流れていく形だ。

　しかし、セーヌの水位が上がってこない。

　セーヌを堰せき止め、巴里を囲むように立てた装そう甲こう板ばんの堤てい防ぼうで水を溜ためる。それが自分達の戦せん術じゆつだ。実際、下流となる西側では、セーヌ川が堰き止められ、水が溢あふれている。

　午後の半なかばくらいには、下流域から広がった水が、この麦むぎ畑ばたけを浸ひたしていく。

　その筈はずだった。

　だが、今、目の前にある光こう景けいは、戦せん闘とう開始の頃ころから変わっていないように見える。

　水は下流となる西側で堰き止められ、そちらは浅い池となっているが、

　……今以上に、水が広がらない？

　濠などの土ど木ぼく工事が行われた、というのもあるだろう。

　とはいえ、その濠にも、水が溜まっていっているようには見えない。

　下流から巴里を見渡せる北の位置にいるからこそ、明確に解る〝妙〟。それを、清正は通つう神しんで竹たけ中なかに送った。

「竹中先せん輩ぱい。──浸しん水すいの水すい位いがあまり上昇していないように見えます。そちらの方で、判はん断だんは可能でしょうか」

『あ、やっぱり？』

　あっさり来た。

　周囲、砲ほう弾だんが落ちて来たが、とりあえず気にしない事にする。

　他、皆の状況を確かく認にんするためにも、実況通神チヤツトで清きよ正まさは言葉を作った。

・巨　正：『各方面の担たん当とう。浸しん水すいの水すい位いで、気が付くところはありますか』

・しとお：『東側は変化無しで御ご座ざります。そちらからの浸水待ちで御座りますが、どうも進しん行こうが遅いように御座りますな？』

・□□凸：『こちらはまだ浸水時間になってませんので、違いは解わかりませんね……』

・６　　：『こちらの範はん囲いでは水に沈んだ。ただ、確かにそこから広がりが弱い』

・巨　正：『弱い？』

・６　　：『Ｔｅｓテスタメント．、──水が、延びない。先の方で消えているように見える。時間差さで見るとゆっくりと広がっているが、やはり異常な状態？』

・黒　竹：『ん──』

　竹たけ中なかの言葉に、清正は首を傾かしげた。

・巨　正：『どうしました？　竹中様』

・黒　竹：『いや、いろいろ仕込んでるから、結果としては問題無いんですよね。

　多分、向こうが自じ爆ばくしてくれるような気もするんで、反応しない方がいいと思うんです』

・しとお：『つまり、水が浸水してこなくても、こちらには策があるので安心しろと？』

・黒　竹：『う──ん』

・巨　正：『……策というと、まあ、出しゆつ撃げき前まえにちょっと強ごう引いんな話を聞いたようにも思いますが、あれ、本気で通用すると思いますか？』

　問うてみる。すると竹中は、即そく答とうした。

・黒　竹：『今の羽は柴しば君の力だと、〝言ったもの勝ち〟ですから大だい丈じよう夫ぶですよ。

　ただ、あれはちょっと準備が足りてないです。えーと、ちょっといいですか、各方面？』

　竹中が言葉を作った。

・黒　竹：『これから出す指し示じ、時間差つけた二段指示ですが、それを用いて下さい。

　相手の自じ爆ばくを導けたらノーダメージ。でも、もし向こうが判はん断だんをしたら──』

　それは、

・黒　竹：『二段目の指示の際。午後七、八時くらいからハイダメージの応おう酬しゆうになります。

　それを覚かく悟ごで動いて下さい』
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「アンリ、敵が動いたぞ」

　羽柴勢に包ほう囲いされる巴パ里リの市し壁へき上。西側を見ていたアルマンは、望ぼう遠えん術じゆつ式しきを展開しながら表示枠シーニヤカドルのアンリに呼びかけた。

　自動人形ベル・デ・マリオネツタ達が測そつ距きよと砲ほう撃げきを交こう互ごに行う現場だ。市壁にあがる階段を、術じゆつ式しき火か薬やくと砲弾を両手に載のせた自動人形ベル・デ・マリオネツタが行き来する。そんな動きと砲ほう音おんの中、

『アルマン、北のこちらからも見えている。背後に着ちやく地ちした輸ゆ送そう艦かんの方に、ローテーションで部ぶ隊たいが下がり、戻ってくるようだな』

「何をしているのか解わかるか？」

『──食事？　いや、携けい帯たい食料などの受け渡しのようだ。人類はこの季節、水を多量に必要とするからな』

「セーヌの流れを飲む訳わけにゃいかんか」

　とアルマンは、別の表示枠シーニヤカドルを開いた。

　それは、市いち場ばで果くだ物ものを買っている太陽王ロワ・ソレイユを映すもので、

「──太陽王、どうしやす？」

『朕ちんは今回、聖譜顕装テスタメンタ・アルマの力で防ぼう護ご障しよう壁へきを強化する役だよ。だが、どうしても朕が出なければいけない時は、呼んでくれればいい。──だが、そういった機き会かいが無いといいね。朕は聖せい譜ふ記き述じゆつに書かれている趣しゆ味みの一つ、調ちよう理りの技術をここで高めようと思っているんだから』

　ただ、と彼は言った。林りん檎ごを一つ手に掲かかげ、

『こちらが策を擁ようしているならば、相手もまた同じだ。──戦せん場じようにおいて敵が何かの動きを生じた場合、それは敵が勝利に繫つなげるためのものだと思え』

『同意だ。太陽王』

　南の市し壁へき上じようを担たん当とうしているベルンハルトが、声だけで言葉を送ってきた。

『生きる者に無む駄だな動きをする者はいない。無駄な動きをする者とは死ぬ者だ。終わる者だ。

　太陽王、自動人形、他の者達、──この敵は、死ぬ者であり、終わる者なのか？』

『否いなであります』

　応じたのは、東の市壁を担当する三み好よしだ。彼は横に段だん蔵ぞうを置き、

『──この敵共は、少なくとも小しよう生せい達よりも、動けたのです』

『Ｔｅｓテスタメント．、その敵に死や終わりを与えるならば、ついていくしかない。まとわりつき、何もかもをこちらが捕とらえていると、そういう群を見せよう』

　Ｔｅｓ．、と太陽王が応じた。

『──では動くといい、皆。敵に策があるなら、こちらにもある。

　盛大に裏を搔かかれるかもしれないが、戦せん闘とうの基本は一つだ』

　それは、

『勝利に向かって進み行く者が勝つ』
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・□□凸：『敵てき陣じん、前進します！　こっちに来ますよ！』

・黒　竹：『うっわ、メシ食う素そ振ぶりも見み逃のがさないとか、どんだけセメントですか──』

・６　　：『……片かた桐ぎりから終了か』

・□□凸：『み、皆さんの方だって敵てき陣じんが前ぜん進しんしてますよ！　見て下さい！』

・巨　正：『Ｔｅｓテスタメント．、確かに来ました。ですけど──』

・しとお：『何で御ご座ざりますか？』

・巨　正：『Ｔｅｓ．、二〇〇メートル程ほど前進して止まりました。ただ、ちょっと気にし過ぎかも知れませんが、妙みような感じがあります』

・６　　：『Ｔｅｓ．、こっちからも見えてる。こっちの方も同どう程てい度どの前進で停止。

どうやら、清きよ正まさの方でも同じ。連れん中ちゆうの動きが誘ってる』

・黒　竹：『それは──』

・６　　：『やつら、セーヌの流れをなるべくこちらから隠かくす様ように位置変へん更こうした』

・しとお：『……彼ら、こちらが水すい位いの異い変へんに気付いてると、見み越こしたので？』
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　しまった、と竹たけ中なかは思った。

〝奥の手〟の仕込みはしてある。それが動き出せば勝利には一気に近付くのだ。

　そして、奥の手を動かすための時間稼かせぎと、敵の視線逸そらしが目もつ下かの重要事ごとなのだ。

　何しろ、動かし始めたら短期決けつ戦せん。ソッコの勝負がものを言う。

　ゆえに準備がまだ終わってない今、敵に変な動きはして欲しくない。だけど、

　……向こう、探りに来ましたねー……。

　自分達が、水位の異変に気付いているかどうか。

　今いま時分ならば、気付いていてもおかしくないと、向こうはそう判はん断だんしたのだ。

　だが、気付いているかどうか、敢あえて探りに来た。

　セーヌの流れを隠したのが、向こうの戦せん術じゆつだ。

　無む論ろん、セーヌは広こう大だいな土地を流れる川だし、こちらの陣はどれも高台にある。見下ろすセーヌは、その姿すがたの大体を見通せるままだ。

　しかし、間に立たれたため、実じつ測そくが不可能になった。

　もし、セーヌの観かん測そくを行おうとすれば、斥せつ候こうを放つなど、何らかの動きを取る必要がある。

・黒　竹：『蜂はち須す賀か君？　そっち、下流域は水が広がってるけど、水位を測るような動きをとらせたら駄だ目めですからね？』

・６　　：『玄げん武ぶの視し覚かくで時間差さ記き録ろくをつけるわ。あまり意味は無いと思うけど』

　ただ、と彼女は言った。

・６　　：『どういう仕掛けよ。敵のこれは』

　Ｔｅｓ．、と竹中は応じた。そして甲かん板ぱん上、自分の足あし下もとを彼女は見る。

　そこにあるのは、一本の緑の色だ。

・黒　竹：『麦むぎですよ』





●






　清きよ正まさは、竹たけ中なかの言葉に辺りを見回しかけ、

　……あっと、何かに気付いた素そ振ぶりは、しない方がいいですよね。

・巨　正：『麦って、……今、周り一面に生はえているこれですけど、それが何か？』

・黒　竹：『この麦、品ひん種しゆ改かい良りよう品なのは解わかりますね？　だって、今の時期は麦のシーズンじゃありません。大体は五月くらいに刈かり取りですからね。

　だから皆さんの周囲に生えているのは、二期作で、ここまで成長する新型品種です』

　そ・れ・で、と竹中が言った。

・黒　竹：『初期の段だん階かいで、ちょっと片かた桐ぎり君に持って来て貰もらったんですけど、片桐君？　今、視し界かいに入ってる麦って、どのくらいの高さかなー？』

・□□凸：『Ｔｅｓテスタメント．、僕の脚あしの付け根より少し低いくらいですね』

・しとお：『八十センチ程で御ご座ざりますか？』

・つるぎ：『八十一センチ七ミリが平へい均きんですね。日によって少々上下しますけど』

・巨　正：『ああ、前にそんな話、ありましたね』

・□□凸：『何で僕が知らない僕の情報が知られてるんですか──!?』

・６　　：『待った』

　蜂はち須す賀かの言葉が、小さく告げられた。

・６　　：『──こっちの、私の臍へそ下したくらいまである』

・しとお：『九十センチくらいで御座りますか？』

・つるぎ：『そんなもんじゃないですかね？』

・巨　正：『んー、確かに、そのくらいでしょうか……』

・□□凸：『な、何で僕の時と違ってアバウトなんですか！』

・６　　：『不ふ潔けつが』

・□□凸：『別に知りたい訳わけじゃないですよ！』

・巨　正：『……片桐君？　その言い方は、それはそれで蜂須賀さんに失礼です。将来、蜂須賀さんが今より魅み力りよくある女性になったら後こう悔かいしますよ？　謝りましょう』

・□□凸：『す、すみませんでした……』

・６　　：『清正、過か保ほ護ご』

　謝らせてから言う辺り、蜂須賀も謝って欲しかったのだろう。

　……でも、麦の背せ丈たけは気になりますね。

・巨　正：『つまり、どういう事なんでしょう。水が浸ひたった麦が、伸びてる？』

・黒　竹：『麦は元々、水があまりなくても生育します。ただ、この品種はちょっと違うようですね。水をある程てい度ど得ると、それを一気に吸い上げて伸びて成長するんです。だから──』

　だから、

・黒　竹：『今、この巴パ里リ周辺の広こう大だいな麦むぎ畑ばたけが、セーヌの氾はん濫らんの水を吸い上げてるんです』
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　竹たけ中なかは思う。これはきっと、長期で仕掛けられた罠わななんでしょーね、と。

　……この麦は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが食しよく糧りよう生せい産さん量りようを上げるために品ひん種しゆ改かい良りようしたものです。

・黒　竹：『でもこれ、水を吸い過ぎると、品質は悪くなるみたいなんで、輸ゆ出しゆつには使えません。ただ、食糧事情の悪い土地なら、そんなん無関係です。

　たとえば戦時中や、──外がい界かい開かい拓たくの時とか、ね』

　そういう事だ。

　高速で育成するが、味に劣って輸出は出来ない品種。それが、六護式仏蘭西の外界開拓事業と、備び中ちゆう高たか松まつ城じようの水みず攻ぜめと結びついた時、生産研究としてこの巴里周しゆう辺へんを使用した。

　きっと、六護式仏蘭西の者達は、自分達羽は柴しば勢がここにまで到とう達たつするのを待っていたろう。

　この莫ばく大だい量りようの麦畑は、恐らく、セーヌの流れを完全に吸い上げる事が可能だ。

　それゆえの敵の余よ裕ゆうなのだろう。

　ならばこちらはどうするか。

　手は、ある。防ぼう波は堤ていを壊こわされた時などを考こう慮りよして、第二の手は用意してあるのだ。

　……だけどまあ、大変な事になりそうですねー。

・６　　：『どうするの？　敢あえて、馬ば鹿かの振りをする？　何も気付いてないなんて、もうあり得ないと思うんだけど』

・黒　竹：『いや、気付いた動きをしたら、また前に突っ込まれますって。──こっちの準備は、まだ出来てないです』

・巨　正：『具体的には、どのような方法を？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と竹中は言った。

・黒　竹：『──堤防の防ぼう護ご強化に用いている出力を、輸ゆ送そう艦かんに少し回します。長期戦の構えとして、輸送艦と強化施設の燃料系けいを流体系路に接続して下さい。こちらの予測だと、三時間程ほどで準備が完了します。そうしたら、巴里は水すい没ぼつ確かく定ていです』

・６　　：『ハイダメージも確定』

　確かに、と竹中は頷うなずいた。

　今から三時間だと、午後七時を回る。

　そこから戦せん闘とうで、損そん耗もうを補ほ給きゆうした場合、関かん東とうに戻れるのは何い時つになるか。

　……明日あしたの未み明めいかなあー……。

　予定は遅れるものだ。最悪を見積もってそのくらい、と竹中は吐と息いきした。

　……羽は柴しば君には早めに言っておいた方がいいでしょうねー……。

・黒　竹：『あと三時間、誤ご魔ま化かし通しますんで。あまり向こうを変に刺し激げきしないように行きましょう。方針としては、表おもて向むき、長期戦せん指し向こう。──馬ば鹿かで行きます』
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　太陽王ロワ・ソレイユは、林りん檎ごが山で入った籠かごを抱えながら、巴パ里リの通りを歩いていた。

　背後には警備の自動人形ベル・デ・マリオネツタがいるが、歩みは気き楽らくで、人々も見かけると頭を下げるなり片手を挙げるなりで応じてくれる。今も、通りで揚げ菓が子しを売っていた女性を始め、

「太陽王！　アンヌ様が好きだった林檎で料理ですか!?」

「ははは、これからそういったものを編み出そうと思っていてね」

「太陽王！　そんなに林檎買かって、重くないですか！」

「ははは、ちょっと下にすると、籠が当たってチクチクと刺激的だよ！」

「太陽王！　俺おれも脱いで良いですか！」

「ははは、──警けい護ご団だん、犯はん罪ざい者しやだ」

「お前もだよ！」

　という皆のツッコミをフレアつきのスピンターンでいなし、太陽王は言う。

「朕ちんは種しゆ族ぞく的に全ぜん裸らなのだよ。武蔵むさしの偽にせ物ものなどとは違う」

　周囲、皆がひそひそと、

「……意い識しきしてるよね」

「……女じよ装そうやられて、結けつ構こう悔くやしいよね」

「……裸はだかエプロンとか、太陽王、出来ないもんね」

　小さな声の群に、太陽王は頭を一度振ふった。

「小しよう事じだ。──日にち輪りんは、ただありのままでいればいいのだからね」

　さて、と彼は言った。表示枠シーニヤカドルを開いて、

「アンリ、林檎のタルトの作り方が知りたいので、いい調ちよう理り師しを紹しよう介かいしてくれ。

　あと、何やら外で祭が始まったようだね」

『Ｔｅｓテスタメント．、羽は柴しば勢が、補ほ給きゆうのまま、一部が宴えん会かいの歴史再さい現げんをまた始めました。今は楽がく団だんを後ろに控えさせ、派は出でに音楽を鳴らしています』

「向こうは、馬鹿を気取るという訳わけだ。既すでに事じ態たいには気付いているだろうにね。──もはやセーヌの流れでは、水みず攻ぜめを完かん遂すい出来ない。そして昨日きのうまでに私達は巴里の周囲に濠ほりを深く作り、地上側からの侵しん入にゆうを拒こばむ用意も出来ている。後はどうするか、解わかるかい？」

『敵が、何も出来ないのを見ていれば、その間に関かん東とうでは姫ひめ様さまが関東解放を敢かん行こう出来ます』

「違う。ここで羽柴勢が馬鹿を気取ったと言う事は、彼らには策があるんだよ。

　つまり、ここからすぐに逃げ出さずに済むという、──水攻めを果たす策が」

『まさか──』

　と、アンリはそこまで呟つぶやき、言葉を止めた。

『……あるのですね。何か、水みず攻ぜめを為なすための方法が』

「Ｔｅｓテスタメント．、逃げ出さないのは、そういう事だ」

　そして太陽王ロワ・ソレイユは歩き出す。遠く、巴パ里リの北側に位置する庭てい園えんに向かって、だ。

　今の自分達の住すみ処か。ルーブルの屋や敷しきがそこにある。

　庭園はこの戦時において開放し、人々が息をつける場所となっていた。

　そんな緩ゆるやかな場所へと、太陽王は歩いて行く。

「総員、最高の一いち撃げきを入れられる位置まで距きよ離りを詰めろ。そこで連れん中ちゆうの猿さる芝しば居いを観かん劇げきするんだ。そして敵が、何か動きを見せたならば、即そく座ざに潰つぶしに行こう」

『太陽王、どのくらいで、敵はその用意をすると思いますかねえ』

「アルマン。数字の足し引きは出来るかい」

　太陽王は、笑えみで言った。

「今、関かん東とうでは小お田だ原わら征せい伐ばつが進行中だ。これは午後六時には終わるだろう。

　そうしたら、武蔵むさし勢は蟹かに江え城じようの戦いを起こす。──長く見み積つもって、二、三時間だ」

　そこから、休きゆう息そくと、江え戸どへの侵しん攻こうを開始したならば、

「……関東解放は、恐らく、明日あしたの午前二時前後に開始される」
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　太陽王は思った。きっとその戦争は、朝日が昇るのを見上げながら終わる、と。

「戦争は、四時間程の勝負だろうな。朝の六時には終了する」

　……太陽が、輝てる元もとへの加か護ごになれば良いが。

　案じるのは傲ごう慢まんのすべき事だ。彼女を力足たりない、救たすけたい存在だと、そう決めつけて思うのだから。

　ただ、羽は柴しばの動きが問題だ。

「逆ぎやく算さんしよう。かつて武蔵は、M. H. R. R.神聖ローマ帝国から関東までを四時間ほどで抜けた。

　安土あづち城じようは武蔵とほぼ等とう速そくと予よ測そくされる。あの巨きよ体たいにして無む茶ちや苦く茶ちやな高こう速そく艦かんだが、戦せん士し団だんの回かい収しゆうや安土の集合などを含めると、関東まで六時間は掛かるだろう。

　更さらには、彼らはここで損そん耗もうした分の補ほ給きゆうを行わねばならない。何な故ぜなら、損耗したままで関東に行っても、無む駄だ死じにするだけだからね」

　補給量や、その時間については、今日きようまでの安土周辺の観かん測そくから予測が立っている。

「大体、二時間。──合計で八時間だ」

　つまり、

「羽柴は午後十時まで引っ張られたら、関東の終しゆう戦せんとなる午前六時までに間に合わない。

　ではこちらはどうするべきだ？　段だん蔵ぞう」

『Ｔｅｓテスタメント．、五時から連れん中ちゆうを監かん視し。そしてもし、戦せん闘とう状況に入ると解わかったならば──』

　老人特有の、低い、細くも聞こえる声が確かに聞こえた。

『──叩たたき潰つぶす。もしくは、午後十時以い降こうまで引っ張ってやるべきでしょう』

「その通りだ、段蔵。──先代の遺い恨こんもある。向こうが何をしようとしているのかは解らないが、それを即そく座ざに分ぶん析せきし、遅ち滞たい出来る用意をしよう」

　いいかい、と太陽王ロワ・ソレイユは言った。

「敵には何の用意も無いように見える。だとしたら、敵が使うのは何だと思う？

　ベルンハルト、解るかい？」

『術じゆつ式しきだ』

　即そく答とうが来た。

『昔から、人類は、無む装そう備びとなった時に術式に頼る』

「そういう事だ。じゃあ、こっちはまず、地ち脈みやくの動きを監視して、流体エーテル反応が何ど処こに集中していくかを見み極きわめよう。そして、やれる事をやって、嫌いやがらせだ」

　太陽王は、そう言って、前に進んだ。庭てい園えんに踏み込み、口を笑えみにした。

「──林りん檎ごのタルトの、出来たては美う味まいのかな。輝てる元もとに聞いておけばよかった」
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　曇どん天てんの色が、夕に染まる下で、輝てる元もとはMouri-01の問いかけを受けていた。

「姫ひめ様さま、太陽王からの御質問で〝リンゴのタルトの出来たては美お味いしいのか〟と」

「はあ？　そんなん自分で作って食えば解るだろうがよ？」

「姫様？　太陽王は、多分、姫様と食べたいのですよ」

　そーかい、と輝元は読んでいた本を掲かかげ、空を向いた。

「……じゃあ、出来たてはやめとけって言ってやれ。どうせ三日後には向こうに戻る。そのときに食えるように用意しておけってな」

「Ｔｅｓテスタメント．、そのように伝えておきます」

　と言ったMouri-01は、空を見上げた輝元の視線を追った。

　天上、そこを巨きよ大だい艦かんの影がゆっくりと動いていく。

「武蔵が、蟹かに江え城じようの方に向くのですね」

「蟹江城の戦いが終わったら、すぐに小お田だ原わら征せい伐ばつの権益精査を行い、関東解放の準備をしなけりゃなんねえ。だが──」

　と、輝元は、Mouri-01に視線を向けた。

「こっちは結構順調に推移してる。だからうちの馬鹿に伝えてやってくれ。お前も憂うれいなくやってくれと。──夜であっても、馬鹿な太陽は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを照らす。そうだろう？」
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　そして西の地において、羽柴側と六護式仏蘭西がそれぞれの動きをとっていく間、朱あけの空は、東から急きゆう激げきに暗くなり始めていた。

　夕方から、夜へと変わるのだ。

　そんな時じ刻こくの変化を見上げられる場所で、竹たけ中なかは一つの動きを作っていた。

　甲かん板ぱん縁べりから下に吐いていたのだ。

「えろえろえろえろ」

・安　土：『──竹中様、私、当とう艦かんの運うん用ようのみに集中したいと思っているので、お願いですからそのような所しよ行ぎようはおやめ頂いただけないでしょうか。──以上』

・黒　竹：『あ、御ご免めん御免〝安土あづち〟。いろいろ調ちよう整せいして貰もらってたのに、邪じや魔ましえろえろえろ』

・□□凸：『た、竹中さん！　少し落ち着きましょうよ！』

・黒　竹：『いやあ、無む理り無理。ちょっと厄やつ介かいな状態になってきちゃって』

・巨　正：『何かあったんですか？』

・黒　竹：『Ｔｅｓテスタメント．、さっきからずっと、輸ゆ送そう艦かんの方に流体燃ねん料りようを送ってるんだけどね？

　──その転送してる燃料が、地ち脈みやくの干かん渉しよう減げん衰すい受けちゃってる』

・６　　：『──巴パ里リが原因？』

・黒　竹：『解ります？』

　問い掛けると、蜂はち須す賀かがＴｅｓテスタメント．と応じた。

・６　　：『〝安土あづち〟の手が空あいたら計けい測そくして。巴パ里リ側で莫ばく大だいな流体エーテル燃料の消しよう費ひ行為が起きてる。恐らくは内部で祭と、太陽王ロワ・ソレイユが聖譜顕装テスタメンタ・アルマを使用して防ぼう護ご障しよう壁へきの強化を掛けた』

・しとお：『夜への対たい抗こう、という感じで御ご座ざりますな』

　敵は万ばん全ぜんを期してきたのだ。

　今、自分達は、堤てい防ぼうの各所に仕掛けた強化施し設せつから、輸ゆ送そう艦かんへと流体燃料を転てん送そうしている。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの麦むぎ畑ばたけによって、堤防の意味が無くなったのが原因だ。

　対策として極ごく秘ひに進める次の作戦には、輸送艦と、大量の流体燃料を使用する。

　だから堤防をパイプラインに、各施設の流体燃料を輸送艦に送っているのだが、

・黒　竹：『やっぱ堤防が地面に刺さってる事もあってか、地ち脈みやくの影えい響きよう受けますねー。

　それでまあ、巴里の方で一気に流体消費してるせいか、そっちに燃料の流体因いん子し性せいを食われちゃってるみたいで』

・巨　正：『……だとすると、輸送艦に目もく標ひようの燃料が蓄ちく積せきするのは、何い時つです？』

・成成成：『お久しぶりです皆様。──こちら、諸しよ処しよの用意が整ととのいましたので計測をさせて頂いただきました。恐らくですが、目標量の達成は午後八時になるかと』

・６　　：『関かん東とう解放に、残り二時間で間に合う？』

・成成成：『いえ。──ここでの戦せん闘とう時間によって、上下します』

・さる子：『三みつ成なりさん？　これからちょっと、外がい装そうを最終調ちよう整せいしましょうねー』

・成成成：『羽は柴しば様、出来上がったからとはいえ、そのような呼び方をせずとも……』

・さる子：『いえいえ、もう、型かた番ばんや、相あい性しよう呼びをするのが失礼な出来ですから』

・しとお：『──三成殿どのも、遂ついに肩を並べるようになるので御座るか』

　福ふく島しまの言葉に、竹たけ中なかは僅わずかに息を詰めた。

　……ようやく、ですねー……。

・黒　竹：『おねーさんと、三成君と、そして君きみ達たち八人。ようやく揃そろいますね』

　じゃあ、と竹中は言った。

・黒　竹：『何があっても、水みず攻ぜめは完かん遂すい出来るようにします。皆の全部使って、ハイダメージしますけど、とにかく完遂はします。だから後は──』

・さる子：『Ｔｅｓ．、可能な限りの手を打って、大おお返がえし、ですね』

　そういう事だ。

　竹中は、一ひと息いき入れて表示枠レルネンフイグーアの時刻表ひよう示じを見た。午後七時になろうとしている。

　……あと一時間。そこまでを逃のがれれば、勝しよう機きが得られます。

　頑がん張ばりましょう、と竹中が思った時だ。

・□□凸：『皆さん！　──敵てき陣じん後方に流体反応があります！　東西、そして北の敵陣前方に大型の流体反応！　武ぶ神しん隊たいが動きます！』

　片かた桐ぎりからの言葉が走った直後、巴パ里リの郊こう外がいが光に満ちた。

　長く横に延びた敵てき陣じんの前、同じ長さの、しかし高さにしては数すう倍ばいの光が散ったのだ。

　それは空に掲かかげる防ぼう護ご障しよう壁へきの群。その担にない手は、

・□□凸：『中ちゆう武ぶ神しん！　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの防ぼう護ご特とつ化か型中武神の横おう列れつです！』
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　清きよ正まさは、視し界かいの中央に見知った敵を捉とらえた。

　中武神隊たい。

　敵の主力とも言えるものが、その前ぜん哨しようを露あらわにした。

　彼らが展開したのは、下流域いきに向かう東と北側、そして下流の西側という三方向だ。

「遂ついに来ましたか」

　あの中武神は、六護式仏蘭西に侵しん攻こうを始めた際に激げき突とつした相手だ。

　六護式仏蘭西側の新兵へい器きと新戦せん術じゆつ。それに翻ほん弄ろうされた経験を清正は持つ。だから、

「雪せつ辱じよくですね」

　今や、ゆっくりと歩みを進めてくる中武神の背後、巴里の市し壁へき上に敵がいる。

　赤の上着を羽は織おった自じ動どう人形の女。銃じゆう士し隊たいのアンリだ。

・黒　竹：『こっちを〝揺らし〟に出て来ましたね。まだ直接ぶつかるつもりはないと思いますけど、八時前には来るでしょう。向こうは地ち竜りゆうもいますし、皆さん気を付けて下さい』

・しとお：『こちらへの指し示じは、如何いかがなもので御ご座ざります？』

・黒　竹：『最低限八時以い降こうまで、敵の攻撃を凌しのいで欲しいですねー。んで、その後、こっちの〝水みず攻ぜめ〟が終了するまで、頑がん張ばって下さい』

・６　　：『簡単に言う』

・黒　竹：『難しく言われると、深しん刻こくになるじゃないですかー』

　竹たけ中なかなりの気き遣づかいなのだろうか。

　ただ、ようやく目的が定まった気がする。

　敵が、その存在を明確にしてくれたのだ。ならばこちらも、と、清正は、整せい列れつして脚あしを止めた中ちゆう武ぶ神しん隊たいを前に、口を開いた。

「──戦うだけ、という事ですね」







[image: 第六十三章『渇望戦場の水源手』]
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　夜の底。緑の平原の中での戦せん闘とうは、前ぜん進しんと後こう退たいから始まった。

　中ちゆう武ぶ神しんを先せん頭とうにした六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ勢は、突とつ撃げきの位置を確保するために前に。

　対する羽は柴しば勢ぜいは中武神に対しての迎げい撃げき位置を取るため、背後に動いた。

　それぞれの移動が迅じん速そくに行われる戦せん場じよう。巴パ里リを中心とした堤てい防ぼうに囲まれた戦いくさ舞ぶ台たいは、やや鍋なべ底ぞこ型の構造を持つ。

　高低差さは十メートル程だが、それでも高台にいる羽柴勢の方が、射しや角かくや防ぼう御ぎよの意味で有利だ。突撃時の重量も乗る。

　更には羽柴勢は、中武神に対応するため、陣じん形けいを変えていた。

　前進してくる六護式仏蘭西の中武神隊が、自国側がわの戦せん士し団だんを横から追い越していくからだ。

　清きよ正まさが、東西と北の状況を見て言うには、

「ここから先、敵は武神団だんを主力とする訳わけですね……」

・６　　：『重武神隊たいも来るから、短期決けつ戦せんは無む理り』

・黒　竹：『だったら戦せん場じようの回転を速くしていくしかないですね』

　と、羽柴勢が状況を確かく認にんし合う正面、六護式仏蘭西の中武神隊が、羽柴勢と巴里の間に入ろうとしていく。

　ただ、その動きは、完全に巴里を背にするものではない。

　羽柴勢に対して斜めに構え、巴里を見せるようにする。

　巴里からの砲ほう撃げきを活いかす陣取りだった。

　両者の間には、既すでに攻こう撃げきの遣やり取とりが生じている。

　中武神隊を前にした六護式仏蘭西本ほん隊たいは、中武神の横おう列れつの間からの射しや撃げきを。

　対する羽柴勢は、斜面上からの砲撃と、上空の軽けい戦せん艦かんからの砲撃を相手に送る。

　だが、羽柴勢の方が不利な状況にあった。

　中武神隊が防ぼう護ご障しよう壁へきを展開し、上空からの砲撃を防いだ事もだが、巴里からの援えん護ご砲撃がその正確性を増していたのだ。

　羽柴側の援護砲撃は上空の戦艦からだが、浮ふ上じようしている船は自分の砲撃で揺れるものだ。一発ごとに砲撃の照しよう準じゆんはズレるため、効果は減じる。

　しかし巴里側は、市し壁へき上に固定した砲ほう台だいから、ここまでの砲撃で測そつ距きよ情報をとっていた。自じ動どう人形達の制せい御ぎよによる砲撃はロングレンジの減げん衰すいはあるものの、届けば破は壊かいの力となる。

　羽柴勢は位置を変えながらの防戦を強いられ、しかも、

『──来ます！』

　片かた桐ぎりの声が飛んだ。

『敵、中武神隊の突撃来ます！』
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　鉄てつ塊かいが支える対たい艦かん用防ぼう護ご障しよう壁へきは、疾しつ走そうした。

　距きよ離りは約八百メートル。どれも下流域の西側を除けば、平地から僅わずかな高台へと斜めに昇るルートだった。

『行け！』

　叫び、走り穿うがつのは敵の本体ではない。

　その後ろにある堤てい防ぼうの壁だ。

　羽は柴しばの水みず攻ぜめ成立を阻そ止しするならば、何よりもまず壊こわすべきもの。それも下流域のものであれば羽柴側の言い訳は立たなくなる。だから東西と、北の堤防へと中ちゆう武神ルール・デ・マリオネツタ隊たいは殺さつ到とうした。

　無む論ろん、敵の狙ねらいがもはや別にある事は解わかっている。

　敵はセーヌの浸しん水すいが不可能だという事に気付いているのだ。

　この堤防の向こう。着ちやく陸りくした輸ゆ送そう艦かんに、流体エーテル燃料の蓄ちく積せきが確かく認にんされていた。

　堤防に強化加か護ごを与える事を放ほう棄きして、輸送艦へと流体燃料を戻しているのは何な故ぜなのか。

　敵は、何か策を持っている。そのために輸送艦を使用する。

　だが、輸送艦の前には、防ぼう壁へきとしての堤防がある。

　ゆえに中武神隊は、

『行け……！』

　彼らの行く先にある堤防は、各所の強化施し設せつから流体燃料を回かい収しゆうする導どう管かんでもある。これを破は壊かいすれば、輸送艦には、根元の大型強化施設以外、流体燃料を供きよう給きゆうする手がなくなる。

　時間は稼かせいだ。時じ刻こくは午後七時半を過ぎている。

　今から羽柴勢が大おお返がえしを行っても、関かん東とう解放は半なかばを過ぎているだろう。

　もしここで、自分達が戦せん闘とうを行い、彼らを遅ち滞たいさせる事が出来るならば、

『同じ目に遭あわせてやる……！』

　かつて、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、戦せん場じように届いたが、間に合わなかった事があった。

　マクデブルクだ。

　戦いの現場に到とう着ちやくはしたものの、大だい事じなものに手が届かなかったのだ。

　だから、だ。

　あの時、自分達は防護の街を見下ろせる高台にいた。

　今は、同じだ。

　同じで、逆だ。

『行くぞ……！』

　正面。敵がいる。羽柴側の本ほん隊たいだ。

　東と南、そして西の方角にて、疾しつ走そうの担にない手て達たちは誰だれもが敵を見た。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国と、P. A. Odaの戦せん士し団だん。彼らを見み据すえた中ちゆう武神ルール・デ・マリオネツタ隊たいは、一つの矛む盾じゆんを叫んだ。

『──邪じや魔まだ！　──当てろ！』

　当てはするが、狙ねらわない。自分達の狙いは彼らの向こうの堤てい防ぼうなのだ。

　だから敵を貫かん通つうするように、

『行け……！』

　鳴めい動どうが、斜面を突っ走った。
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　中武神の疾しつ走そうに対し、羽は柴しば勢はある動きを取った。

　東と西、北のそれぞれが、

「各隊横おう列れつ……！」

　皆が、ある者は左に、ある者は右に斜め一歩を踏む。そして出来上がるのは横密みつ度どが三倍となった横列の並びだ。

　今や眼がん前ぜんに長大な防ぼう護ご障しよう壁へきの突とつ撃げきを置き、横列左右端たんの者が叫んだ。

「左右展てん開かい……！」

　直後に、全員が術じゆつ式しきを展開した。

　それは、M. H. R. R. 側では身しん体たい強化のもので、P. A. Oda側では風の精せい霊れい術じゆつだった。

　そして全員が、地面を真ま下したへと蹴けりつけ、左右に走った。

　まるで扉とびらが開くように、羽柴勢ぜいの本ほん隊たいが割れていく。だが、

『構うな！』

　対する中武神隊は、声をあげて、眼前の堤防に突っ込んだ。

　装そう甲こう板ばんを重ね、結合して作った堤防の高さは、強化施し設せつの周辺においては約十メートル。地面には、その倍の長さのものが埋まっているのだ。突撃する中武神よりも高い壁だ。だから、

『砕くだき切れ！』

　当たる瞬しゆん間かん。中武神の全てがある動きを取った。

　真まっ直すぐに、防護障壁を前へと突き込んだのだ。

　それは堤防の装甲板に対して垂すい直ちよくに調ちよう整せいをした動き。

　結果として、炸さく音おんが響ひびき、鉄が穿うがたれた。
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　中武神隊は、成果を上げた。

　堤防の破壊だ。

『……！』

　高速の衝しよう突とつにまず響ひびいたのは轟ごう音おん。そして防ぼう護ご障しよう壁へきの垂直面は、裁さい断だん機きの刃やいばのように堤てい防ぼうを割った。

　速度と、武神ルール・デ・マリオネツタの重量。重ねて障壁の角かどの鋭さが、堤防を切せつ断だんしたのだ。

　轟とどろく大だい音おんに繫つながったのは、堤防の上側と下側が千ち切ぎれ離れていく音。

　それは火ひ花ばなを得た穿うがちの活かつ音おんであり、粘ねばった金きん属ぞくが千切れていく軋きしみの音ね色いろだった。

　断ち切る。

　ただそれだけの行為が、莫ばく大だいな質量と流体エーテル光こうの破は片へんを伴って行われた。

　最初の防護障壁は、堤防を切断の後に砕くだけ散った。続くものは、割れたように切断面めんを有する堤防の上側を押し、

『怯ひるむな……！』

　防護障壁の連続破は砕さいこそが、切断された堤防を千切り、押し切った。

　勢いがあったがため、地面側には震しん動どう以外の何も生じない。

　逆に、多くの中ちゆう武ぶ神しんが、その肩を反動で破は壊かいし、腰や脚あしの駆く動どう部ぶに軋みを得た。

　だが、成果は上がったのだ。そして、

『来るか！』

　激げき突とつによって足を止められた中武神隊の頭ず上じように、影が来た。

　上空の戦せん艦かんだ。

　落らつ下かするように来る巨きよ影えいに対し、中武神隊は肩を頭上に向けた。

『戦艦を使った爆ばく砕さいが来るぞ……！』

　中武神隊は、軋む身体からだを持ち上げ、空に対して防護障壁を作り上げた。

『来い！　──覚かく悟ごは出来ている！』
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『──駄だ目めだ。アンリ、判はん断だんを間違っている』

　巴パ里リの市し壁へき上、中ちゆう武神隊たいの防御展開を見ていたアンリは、太陽王ロワ・ソレイユの言葉に疑問を抱かなかった。彼女は即そく座ざに、通つう神しん用の表示枠シーニヤカドルに言葉を送ったのだ。

「中武神隊！　後退──!!」

　意味は解わからない。だが、自分達の総そう長ちようが判はん断だんのミスを指し摘てきしたのだ。

　だから、今、正すために、アンリは叫んだ。

「正面防ぼう御ぎよ……！」

　直後。巴里の三方で爆ばく炎えんが上がった。

　爆砕だ。

　それも、中武神隊のいた位置で、だ。

　だが、アンリの視し覚かくは、戦せん場じようの縁へりで咲いた赤の色を精せい査さしていた。

　目に見える爆ばく砕さいは、落らつ下かしていった戦せん艦かんが起こしたものではない。

　中ちゆう武神ルール・デ・マリオネツタ隊たいが砕くだいた堤てい防ぼう。その一列が爆ばく発はつしたのだ。

「堤防に爆砕術じゆつ式しきを仕込んでいたのか！」

　あり得ない話ではない。航こう空くう艦かんの装そう甲こう板ばんは、落下すれば地上側に被ひ害がいを与える。IZUMOや有あり明あけなどのように、空中に常じよう駐ちゆうする島や船などは、装甲板や構こう造ぞう材ざいに延えん焼しよう術式などを仕込み、落下中に破は壊かいし尽くすのが常じよう道どうだ。

　それと同じ事を、敵は仕込んでいた。そんな事を立りつ案あんしたのは、当然、

「〝一挙両得ハイダメージ〟の竹たけ中なかか！」
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　竹中は、安土あづちの艦かん首しゆ甲かん板ぱんの縁ふちに手を着き、爆砕の火か焰えんを見つめていた。

　ここから見ると、東西の火は、東のものが優ゆう勢せいに見える。しかし、

「ハイリターンとしては、ちょっと弱いかなー」

・□□凸：『え!?　充分に巻き込んだんじゃないんですか!?』

・巨　正：『いえ、被害を受ける直ちよく前ぜんに、退たい避ひや構えを変えました！　完全な直ちよく撃げきを受けた機き体たいは少ないと思います！』

　無む論ろん、それであっても至し近きん爆発だ。無ぶ事じである中武神もいないだろう。

　だが、今の爆発は、堤防を作る装甲板の内、地下に埋まっている下側でも生じた。

　結果として、低い高台であるとは言え、

「地じ崩くずれは生じますよね、と」

　音が聞こえる。土砂どしやが零こぼれ、下へと波打つ響ひびきだ。

　地中に埋めた装甲板によって、鍬くわのような破は壊かいが地ち殻かくに与えられたのだ。

　爆砕の力は高台側よりも麓ふもと側に破は裂れつ。堤防があったところは、垂すい直ちよくの断だん面めんを生じた深い段だん差さとなったのだ。

「これでまあ、中武神隊が輸ゆ送そう艦かんに殺さつ到とうするのは不可能。その上で──」

　竹中の視し界かいの中、地崩れの上へと空中から巨きよ影えいが降りていくのが見えた。

　羽は柴しば勢ぜいの軽けい戦せん艦かんだ。

　輸送艦の前に生まれた地殻の断面。そこに側面をつけるように、軽戦艦が降こう下かする。

　艦が底をつけるのは、砕かれた大地の堆たい積せきだ。

　土砂は、布ふ団とんのように軽戦艦を受け止め、底てい部ぶを沈めさせるが、

「戦艦の自じ重じゆうで崩れた地面に型をつければ、そこは専用の陸りく港みなとのドックです」

　まだ爆ばく炎えんの焰ほのおが残る中。爆砕の響きで未いまだ地殻が崩ほう落らくする上。黒塗りの軽戦艦はその長大な全身を高台の半なかばに下ろした。

　その位置は、正確に輸ゆ送そう艦かんを守る場所だ。

　竹たけ中なかは、着ちやく陸りくの響ひびきと、更さらなる地ち殻かくの震しん動どう音おんに長い耳を揺らす。

「さて。──ともあれこれで、堤てい防ぼうは失われましたが、輸ゆ送そう艦かんは新しい壁を得ました。

　それも、砲ほう撃げき可能で、防ぼう護ご障しよう壁へきなど展開可能な、軽けい戦せん艦かんの壁をです、ね」

　……残りの堤防から燃料経けい由ゆのために手続きすると、一進一いつ退たいってとこですかねー。

　結局は敵の先せん陣じんを払って防ぼう御ぎよを固めただけだ。ハイリターンにはまだ遠い。

　敵の方も、中ちゆう武ぶ神しん隊たいに明確な被ひ害がいを得た訳わけではない。だとすれば、

「次の動き、来ますかねー」
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　アンリは、中武神隊からの被害状況報ほう告こくに目を通していた。

　誰だれも彼も、無む傷きずではない。正面から爆ばく砕さいを食らったのだ。防護障壁を前方展てん開かいするのが間に合った者は良かったが、そうではない者は転てん倒とうや、正面装そう甲こうや腕わん部ぶの破は損そんを得ている。

　だが、損失は無い。それもこれも、太陽王ロワ・ソレイユの言葉に従ったおかげだが、

「太陽王、どうして敵の仕込みが解わかったのです？」

　アルマンが、通つう神しんで『ほら、あれだ。カンだ』などと言っているが無視する。

　すると、答えがすぐに来た。

『アンリ？　──中武神に影えい響きようを与える高度で軽戦艦を爆砕したら、下に控えている輸送艦にも被ひ害がいを与える事になるだろう？　だから仕込みは軽戦艦ではないと判はん断だんしたのさ』

　太陽王は、一ひと息いきを入れて言う。

『中武神隊、聞こえているか？』





●






　太陽王の声が、通神に乗った。

『中武神隊、──　君達はよくやった。敵の本ほん命めいは〝輸送艦〟だと言う事を暴あばいた上で、敵の最後の防ぼう壁へきを打ち出させた。ここから先、敵は新しい攻こう撃げきを繰り出して来るだろうが、防御に関してはその軽戦艦の壁かべ以外には無い。つまり──』

　つまり、

『戦せん場じようは確定した。各かく家けの従じゆう士し達、騎き士し見み習ならい達、よくこの夜の中に道をつけた。

　諸しよ君くんの勇気に感かん謝しやする』
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　アンリは聞いた。通神の中、太陽王の言葉に通じて応じる、

『Ｔｅｓテスタメント．』

『──Ｔｅｓテスタメント．！』

『Ｔｅｓ．、──片かた腕うでやっちまいましたが、まだまだ行けます！』

　Ｔｅｓ．、とアンリも応じた。

　皆、士し気きは落ちていない。ならば各個撃げき破はされぬように、

『各かく自じ定てい位置に戻れ！　それに──』

　アンリの言葉の途と中ちゆうで、三方から激げき音おんが空に響ひびいた。

　左右に散った敵本ほん隊たいに、あるものが激げき突とつしたのだ。

　ほう、と太陽王ロワ・ソレイユの笑えみが聞こえた。

『中ちゆう武ぶ神しん隊たいの後ろに控えていた重じゆう武神隊か。──このタイミングでの突とつ撃げきは、彼らの希望かい？　アンリ』

「Ｔｅｓ．、中武神隊を立て直すために一時後こう退たいをさせますが、その援えん護ごにもなります。

　太陽王の方からは何かオーダーがありますか？」

『本ほん命めいを忘れるなと、それだけだ。存ぞん分ぶんに暴あばれてくるといい。そして──』

　太陽王が、苦く笑しようと共に告げた。

『一いつ箇か所しよ。侵しん攻こうの違う場所があるようだね』

　言葉が終わった瞬しゆん間かんだ。

　金きん属ぞくの砕くだける音が、遠く、小さく夜を走った。

　西側。まだ爆ばく砕さいの火と煙が上がる中、中武神が宙に舞い、地面に叩たたきつけられたのだ。

「あれは──」

　炎ほのおと煙の向こう。中武神を投げ捨てた存在がある。あれは、

「蜂はち須す賀かの〝日ひ溜だまり玄げん武ぶ〟……！」
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　小こ六ろくは、戦せん場じようを前にこう思った。

　……今後は、こういう前線が私の居い場所か。

　本格的な戦場に、主力として玄武で出場するのは初めての事だ。

　今までは、他国から鹵ろ獲かくした武神での隠かくれた出場や、裏うら方かたに回っていたのだ。

『──Ｔｅｓ．、おかげで現げん場ばの苦労が読み取れるようにはなった』

　小六は、右の手で摑つかみ、持ち上げていたものを上に放った。

　中武神だ。

　身長大体七、八メートルと言ったところだろうか。防ぼう御ぎよ突撃に特とつ化かしたため、腕は肩の術じゆつ式しきランチャーと一体化している。脚あしも前ぜん傾けいが基き礎そで、杭打ちパイルバンク機き能のうを利用した疾しつ走そうを可能。

　爪つま先さき立ちになるのがいいデザインだと小六は思った。それに、

　……重量は結けつ構こうある。

　しかし、敵の巨きよ体たいは、空高くに舞っていた。

　途と中ちゆう、五体を広げて夜空に浮いた中ちゆう武ぶ神しんから、白いものが飛び降りた。搭とう乗じよう者しやだろう。落らつ下か制せい御ぎよの術じゆつ式しきなど持っていないから、身しん体たい強化加か護ごを頼りの空中脱だつ出しゆつだ。

　もしも落下で負ふ傷しようしても、これから武神に何が起きるかを想そう像ぞうした結果の判はん断だんだろう。

　それは正しい。

　小こ六ろくは右腕うでを振った。落下してくる中武神を前に打だ撃げきするためだ。

　背と前面に展開装そう甲こうを纏まとった玄げん武ぶは、現状の形だと直立する亀かめ型がたの竜りゆうだ。

　腕の形は、肘ひじが後ろに突き出した籠こ手て型。その先せん端たんには手があるが、

『玄武、──右腕』

　前に無む造ぞう作さに、それも肩から振った右腕に表示枠レルネンフイグーアが舞った。色は黒。甲こう羅らのイメージを表ひよう示じした、玄武のＯＳ制御情報プログラム表示枠だ。それは後ろから前へと波打つように腕の上を、それも形を大きくしながら発生し、

『〝過か多た突づけ〟、──玄武』

　打撃した。
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　小六は、己おのれの打撃が、一いつ瞬しゆんの破は砕さいを生んだのを悟さとった。

　玄武の一発を受けた中武神が、打撃面めんから圧あつ壊かいされ、砕くだけながら前に飛んだのだ。

　金属の多重に軋きしんだ音が、夜の中で編まれて解けた。

　打撃面では潰つぶれ、逆面では弾はじける鉄てつ塊かいの成果は、玄武の膂りよ力りよくによるものだけではない。

　黒の重じゆう武神の右腕先せん端たん。振り抜いた拳こぶしの先に、あるものが生じていた。

　光で出来た薄い円だ。

　よく見れば暗く、しかし内側から弾けるような光を散らす打撃光こう。この光が、中武神を打ち飛ばし、砕いた力だった。

『攻こう撃げきに使うと、この出力で、この程度』

　小六の呟つぶやきと共に、玄武が前に出た。黒の重武神の右腕の先では、打撃光が散っていく。

　その流体エーテル光こうは霧きりのように撒まかれながら、周囲の風景を確かに歪ゆがめていた。

　だが、ゆっくりと消えていく光の槌つちを、玄武は見ない。

　前進し、玄武は斜面を下っていく。正面に来るのは敵の重武神隊だ。突とつ撃げき槍やりを前に疾しつ走そうしてくる銀色の数は十二機。

『西側隊。ここからが勝負』

　左の腕にＯＳの表示枠を展開、振りかぶりながら小六が告げた。

　彼女は、正面に来る重武神達を見ない。視線が行くのは巴パ里リの市し壁へき。その西門が開いて、今、巨きよ大だいな姿すがたが現れようとしているのだ。

『……三さん銃じゆう士しの一人、イザック』

　砲ほう撃げき戦を主とする武ぶ神しん型がた自じ動どう人形だ。

　自分が相手にするのは、あれだ。だからその前に、

『──西側隊。先に礼を言う』

　突とつ進しんしてくる重じゆう武ぶ神しん隊たいに、左腕うでを前にして構えながら小こ六ろくは言った。

『武神一いつ機きで六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの精せい鋭えいに敵かなうという傲ごう慢まんは無い。だから西側隊たい。彼らの対応を』

　そうすれば、

『──私が敵の代表者に対応する』
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　東西と北に走った重武神隊は、敵の本ほん隊たいに激げき突とつした。

　中ちゆう武神隊を避けるために左右展てん開かいした敵てき本隊が、また正面に戻りつつあったのだ。

　重武神隊は、その正面からの突とつ撃げきを敢かん行こう。

　位置は敵軽けい戦せん艦かんの壁の前、そこに左右から集つどった敵は、しかし既すでに身み構がまえていた。

　構こう図ずとしては、マクデブルクの時と同どう様ようだ。

　密みつ集しゆう陣じんと、緩かん衝しよう術じゆつ式しきで武神の突撃を受け止め、退たい避ひの遅れた機き体たいから撃げき破はする。それが羽は柴しば側の戦せん術じゆつだ。だが、

『同じ手を食らうか……！』

　重武神隊の腰よう部ぶ。ハードポイントパーツに接続された機き構こうが、背部に回されていたものを腰横へと展開した。

　スイングアームが引き出したのは、砲ほう身しんを短く切った準対たい艦かん砲ほう。排気アウスプツフ部を展開し、軽けい反動化かした対ついの砲ほう口こうを、彼らは敵に向けた。

　突撃を掛けながらの砲撃は、隊たい長ちよう格かくの疾しつ走そう加か速そくに伴って行われた。

『撃うて……！』

　砲撃を入れる。その直前。武神団は敵の反応を見た。

　防ぼう護ご術式と緩衝術式。それらを敵てき陣じんが多重に重ねたのだ。

『対砲撃防御か！』

　行く弾だん丸がんを追うように、一人が叫んだ。

『すまん！　先日、俺おれ達が強きよう襲しゆうした時、半はん端ぱなものを見せてしまったからだ』

『構うな……！』

　隊長格が、着ちやく弾だん予よ想そう位置を追って飛び込みながら、こう言った。

『貴き様さまの強襲、あれで終わりではなく今まで続いていたのだ！　否いな、先代が去ってから、この戦いの終わりまで、ずっと続いていると思え！』

『Ｔｅｓテスタメント．！』

　言葉と同時に、風が舞い上がった。

　突とつ撃げきの武ぶ神しん団だんの内、四機ずつが背の飛ひ翔しよう器きを使って上昇を掛けたのだ。

　行く姿すがたは、しかしすぐに上空に待たい機きする二艦かんの軽けい戦せん艦かんから砲ほう撃げきを受ける。装そう甲こうに火ひ花ばなをあげつつも、直ちよく撃げき弾だんは食らわぬように軌き道どうを取った四機が、眼がん下かの皆に手首を振った。

『上はこちらが押さえる。後は──』

　Ｔｅｓテスタメント．、と皆が応じた。

『──誰だれでも良いから輸ゆ送そう艦かんを破は壊かいしろ！』
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　戦せん場じようの推すい移いが始まった、とアンリは思った。

　今までは単に攻こう撃げきと防ぼう御ぎよの交こう換かんだったものが、入り乱れる流れに変化したのだ。

　この状態では、全体の見極めが難しい。

　だが、こちらが押している。

　重じゆう武ぶ神しん隊たいの突撃に、砲撃が加わったのが一番の理由だろう。敵の密みつ集しゆう陣じん形けいを前もって崩くずせる上で、突撃後も周囲の敵密みつ度どを大きく削けずれるのだ。

　また、自じ律りつ駆く動どう型の装そう甲こうも意味を為なしている。本来ならば防ぼう御ぎよ用ように、乗り手の意い思しとは別で砲撃や敵てき武神の剣を受けるためのものだが、対たい人じん戦せんにおいては巨きよ大だいな打だ撃げき武ぶ器きとなるのだ。

　マクデブルクの戦せん闘とうの後、追加の武神を製せい造ぞうするラインを止めてまで急きゆう遽きよ作り上げたものだ。砲撃の展開システムもその流用で、一機当たりの総コストは跳ね上がった。

「更さらには、対たい空くう装備型が、随ずい分ぶんとやってくれている」

　夜空の中、西と東、北にて浮ふ上じようしている軽戦艦二艦を相手に、四機ずつが奮ふん闘とうしている。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは海洋国家ではないため、本来、艦かん間かんを移動する武神をあまり必要としない。広大な国土を長期防ぼう衛えいするための頑がん強きようさと、地上戦をこなす機き動どう性せいが重視されるのが常だ。

　敵の航こう空くう戦力に対しては、広い国土へ引き込み、戦線を延ばした上で補ほ給きゆう線せんを断ち、航空艦や対空砲ほう火かで対たい処しよする。そういった戦せん術じゆつをとってきた。

　だが、時代が変わった。

　P. A. Odaの台たい頭とうや、人口の増加、そして王権の強化によって国政が安定したため、各かつ国こくには領りよう土どの拡大を是ぜと出来る風ふう潮ちようが生じている。

　ゆえに六護式仏蘭西も、ここで変える。航空戦用の武神ではなく、三世西班牙トレス・エスパニアや沿えん岸がん国のように航空訓くん練れんを多くこなしている訳わけではないが、

「強きよう襲しゆうと、艦かん上じよう戦せん闘とうに絞しぼれば、短期間でも騎き士しは修しゆう得とくをする」

　この戦闘技術をここで見せる事は、他国に対しての後の牽けん制せいとなる。

　そしてこの航空技術は、後の六護式仏蘭西の役に立つ事となるだろう。何しろ、外がい界かいに開かい拓たくに出たならば、艦間移動や、地上との遣やり取とりは必ひつ須すになるからだ。

　地上側の武ぶ神しんも、地上戦用として対人応おう撃げきが完全に出来るとなると、他国は迂う闊かつに侵しん攻こうをする事が出来なくなるだろう。

　これらを量産すれば、第五世代武神への刷さつ新しん時期などを考こう慮りよしても、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは他国より十年以上を優位に立てる筈はずだ。ならば、

「この戦せん闘とうは、六護式仏蘭西の将来に道をつける」

　アンリは呟つぶやき、各地で自動人形ベル・デ・マリオネツタ達が観かん測そくする戦せん場じようの情報を手元に寄せた。

　そして確かく認にんする中、彼女は一つの異い変へんに気付いた。

　……北側の敵てき陣じんが、移動している？
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　妙みようだ、とアンリは思った。北側、清きよ正まさが担たん当とうする敵陣が、その防ぼう御ぎよで下がる方向を東へと大きく振っている。

　敵は、背後に輸ゆ送そう艦かんを置かなければならない筈はずだ。

　それなのに、宙にいる軽けい戦せん艦かんの内、一艦が地上側に下か降こうしてはいるものの、別の一艦は東へと移動しつつある。

　……どういう事だ。

　と、アンリが幾いくつかの観かん測そく情報を確かく認にんした時だ。

　リアルタイムで状況を映している観測の中で、大きな動きが発生した。

　北側。正面に布ふ陣じんしていた清正隊たいが、その総そう勢ぜいを動かしたのだ。

　清正達の地上部ぶ隊たいが、こちらから見て右となる東側へと。

　上空の軽戦艦は、一艦が下降し、別の一艦が東側へと。それぞれは様よう子すを見る事もなく、

「北を捨てて東西への戦力集中。──そのための転てん進しんか！」

　言葉通りの事が起きた。

　眼がん前ぜん、観測情報の中では、重じゆう武神隊たいが清正勢ぜいを追うべきかを迷う動きを見せた。

　今、自分達が討うつべきは、しかし羽は柴しばの地上部隊ではない。

　敵が何か仕込みを掛けた輸送艦を狙ねらうのが至し上じようなのだ。

　だが、アンリは叫んだ。

「武神隊！　北側防御！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。北の位置に着ちやく地ちしていた軽戦艦が爆ばく砕さいした。それも下降していた一艦を含み、二艦分をもって、だ。

　夜の底に巨きよ大だいな爆ばく炎えんが二つ咲く。

　まだ音は聞こえない。だが、広がる業ごう火かと衝しよう撃げき波はは、北側に攻め込んだ武神隊の大半を巻き込み、吹き飛ばしていた。
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　清きよ正まさは、走りながら振り返らなかった。

　ただ今、叫ぶべきは、

「後方防ぼう御ぎよ──！」

　言うなり、それが来た。

　衝しよう撃げき波はの突とつ風ぷうと、音の打だ撃げき。そして空から火を纏まとった建材が落らつ下かしてきた。

　軽けい戦せん艦かんの部品であり、構こう造ぞう材だ。

　時たま、自分達たちを追い抜くように、鉄の柱や装そう甲こう板ばんの破は片へんが地面を転がっていく。そして風が熱をはらみ、こちらの腕や髪かみの間を押していく。

　だが、清正達は走った。右手に見えるのは巴パ里リの市し壁へき。そして外そと堀ぼり。

　巴里は明るい。

　夜の底では、巴里の市壁上から漏もれる莫ばく大だいな光に対して、そこに正義のようなものを感じてしまいもする。

　向こうは、光の側なのだ。対する自分達は、

「────」

　清正は、無む闇やみの思いを内ない心しんに秘め、叫んだ。

「総員、先に行きなさい！　後ろから追って来る六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ隊は私が防ぎます！」

　夜の底を走る者達の先せん頭とうとして、東とう陣じんの福ふく島しまの元へと駆かけながら清正は口を開く。

　正面、東の陣が見えているのだ。

　敵武ぶ神しん団の構こう成せいに対し、福島は隊を三つに分けての防ぼう戦せんと移動を行っている。

　皆、必死だ。ならば、

「──今、この戦せん場じように表ひよう裏りがあるとするならば、敵が表おもてで、私達は裏なのでしょう。

　ですが、表が映える時は、また裏も照らされるというのを忘れてはなりません。

　両面の存在を忘れてはならず、そして、光を見ているのは私達なのです」

　だから、

「敵には闇を。私達には光を。──さあ、先に行きなさい！」

　そして叫んだ清正は、皆の動きを見た。

　行き並ぶ全員。誰だれもが、先さき急いそぐ事無く、自分に並んだのだ。
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　一人や二人ではない。無数の、自分の北側隊全すべてと言っていい姿すがたがそこにあった。

　先に行けと言ったのに。

「何をしているのですか！　先に行く指し示じを出した筈はずです……！」

　身み構がまえ、叫びを放つ。咎とがめの声には説せつ得とく力がある筈はずだ。

　だが、仲間達は巴パ里リの明かりに照らされた顔をこちらに向けていた。誰もが真剣な顔で、眉まゆを立て、そして一番前にいた女じよ子し生徒が告げた。

「申もうし訳わけ御ご座ざいません清きよ正まさ様。ですがこれは、歴史再さい現げんです」

「歴史再現？」

　皆は頷うなずいた。横に並んだ女じよ生徒がこちらに振り向き、

「清正様の襲しゆう名めい元もと。清正公こうは、神かみ代よの時代より先、こう仰おつしやっていたそうです。

〝およそ下の者は、上の者を学ぶ〟と。──私達は、聖せい譜ふ記き述じゆつに逆らわぬため、それを実行しただけです」

「それは──」

　意味は解わかる。麾き下かは大たい将しようを真ま似ねると、そういう事なのだ。

　どうしたものか、と清正が思っていると、女生徒が眉まゆを下げた。

「──間違っていたでしょうか」

「Ｔｅｓテスタメント．、間違いです。大体その台詞せりふは、軍ぐん規きを正すためのものですからね」

　う、と皆がうなだれる雰ふん囲い気きが、周囲から一いつ斉せいに来る。

　だから、という訳わけではないが、清正は言った。

「ですが、──私でも、きっと、同じ事をしたでしょう。

　だから、下の者が上の者を学ぶというのは、間違いではありません。

　私自体が、間違っているのですから」

「──Ｔｅｓ．！」

　皆が頷うなずき、上空を無ぶ事じな軽けい戦せん艦かんが追い越していった。

　正面。東側の陣じん営えいが見えている。福ふく島しまが、三隊たいに分けた隊を動かし、己おのれも前ぜん線せんに立って敵の武ぶ神しん隊と戦せん闘とうを行っている。

　自分達は、今からならば側面攻こう撃げきを間に合わせる事が出来る。

　……でも、その前に、北側の敵残ざん存ぞん戦力による追つい撃げきに対し、応おう撃げきですね。

　その後で、福島を救わねばならない。

　そしてカレトヴルッフを構え、後ろに振り向きながら、清正は声をあげた。

　背後、追ってくる敵の数は減げん少しようしていた。彼らに対し、清正はカレトヴルッフを構え、

「総員、応撃……！」
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　清正が合流するか、と小こ六ろくは内ない心しんで安あん堵どを得た。

　……これで戦せん場じようは、大体、竹たけ中なかの考えた通りの形になった。

　作戦が、ちゃんとルートを通じ始めたのだ。それはつまり、竹中の提てい示じした案が現実的であったという事であり、

「それを実行しなければ、お前が悪い、という話になったって事ね」

　面めん倒どうだわ、と呟つぶやく自分は、今、影のある軒のき下したにいる。

　戦せん場じようではない。玄げん武ぶの中。合ごう一いつした自分を把は握あくするために作られた仮か想そう操そう縦じゆう室しつだ。本来ならば仮想であっても〝操縦室〟のように作るようだが、自分の場合は玄武の処しよ理り能力の高さから、風景のある住まいを構こう築ちくしている。

　無む論ろん、外がい界かいの動きと玄武の操そう作さは、機き体たいとの合ごう一いつが優先だ。

　今も、目を閉じるまでもなく、目に見えている風景とは別に、戦場の動きが五感に伝わってきている。

　だが、玄武の処しよ理り能力は、全てを低速に見せる。自じ動どう人形程ほどとは言わないが、数百倍の加か圧あつ状態でこちらの知ち覚かく能力を外に向けさせるのだ。

　……ずっとそれだと、疲れるわ。

　だからその間、ここにいる。いつも空は晴れた昼間。気温は解わからない。そこまで設定が出来ないからだ。新しい制御情報プログラムでその辺りフォロー出来ないものか。

「あ」

　今、右の腕が、敵の武ぶ神しんを殴なぐり飛ばした。

　下で、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の学生達が頑がん張ばった御お陰かげだ。十数人で敵の武神の臑すねに、

「──岩石ファウスト!!」

　それ単にさっきの地ち殻かく爆ばく砕さいで出てきた岩をぶつけただけだ。

　でもよく頑張った。敵も、足あし場ばの悪い斜面では、各部の感覚をカットしては動けない。装そう甲こう板ばん砕くだいて臑に食らう程の打だ撃げきは、人間時じと同じダメージになる筈はずだ。この辺り、次じ世せ代だい武神だと自動的に感覚シャットダウンされるのだろうか。

　気付けば、軒のきの下。縁えん台だいには皿にのったスイカが置かれていた。

　意味のあるものではない。食っても味はないし。そもそも、欠けも何もしない背景データと同じものだ。

　ただ、それがある事が嬉うれしい。

　小こ六ろくは、玄武に左の手を軽く挙げさせる。下で頑張った皆への礼で有り、

「そこ」

　左から叩たたき込まれてきた敵の槍やりに、小六は手を添えていく。

　敵はいい動きをしている。不ふ意い打うちのような突とつ撃げきの割に、槍をちゃんと真まっ直すぐに捻ひねり、貫かん通つう力を上げているのだ。だが、

「見えてる」

　敵の腰で、短たん砲ほうがこちらを狙ねらっていた。

　槍でこっちの身体からだを狙いながら、それを遮しや蔽へいとした下で砲ほう撃げきを狙う。

　いい連れん携けいだ。恐らくは、この武ぶ神しんの乗り手が自分で編み出したものだろう。だが、

「──見えてる」

　小こ六ろくは、槍やりに手を添えた。強く捻ひねられ、触れれば弾はじかれるような突とつ撃げき槍の穂ほ先さきに、指で触れていく。そして夏の日の下に、小六は立ち上がった。

　正面。広場のような庭の向こうには、田でん園えんがある。その中に小六は視線を向け、

「────」

　小六は目を閉じた。
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　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武ぶ神しん部ぶ隊たいは、戦せん場じようで起きたある不ふ可か解かいを見た。

　それは、羽は柴しば側の武神に突とつ撃げきを掛けた僚りよう機きが、いきなり変形した事だった。

　突き込んだ槍やりに捻ねじり回転を掛けるのは、マクデブルク移行の必ひつ須す行為だ。威い力りよくを上げる事もだが、突き込んだ穂先を摑つかまれ、押さえられないために必要なのだ。

　そして、玄げん武ぶに攻こう撃げきを仕掛けた隊たい員いんは、砲ほう撃げきの妙みよう手しゆだった。特に、自分の攻撃に重ね、見えぬ砲ほう火かをぶち込むのに長たけていた。

　しかし、変形は、それらを全て止めていた。

　一いつ瞬しゆんだった。

　武神の右腕うでが、内側に何度も捻ねじれ、絞しぼった布のようになったのだ。

　捻ねん転てんの中心にあるのは、脇わきに抱えていた槍やりだ。

　その槍も、深く捻じれて己おのれに巻き付くように変形し、武神の身体からだへと腕ごと激げき突とつした。

　直後に、二つの動きが生じた。

　一つは、武神の背から、緊きん急きゆう処置として搭とう乗じよう者しやが排はい出しゆつされた事。

　もう一つは、搭乗者を失った武神の身体が回った事だ。

　搭乗者は、腕を肘ひじから肩まで砕くだかれていた。六護式仏蘭西のセイフティは第四世せ代だいであり、安全を考こう慮りよした最速の排出を行ったというのに。

　そして武神が歪ゆがんだ。槍と腕の螺ら旋せんが伝でん導どうしたかのように、己の腕と槍の下に身体が潜もぐり、

『────』

　鋼こう鉄てつの千ち切ぎれと悲鳴をあげ、武神の身体が一いつ回転した。

　超ちよう重量の武神の身体が、曲がった背を仰のけ反ぞるように跳ね上がる。

　それを、玄武が打だ撃げきした。

　破は砕さいと圧あつ壊かいが打撃光こうによって生まれた瞬しゆん間かん。

　玄武が、確かにこう言った。

『──さあ、来い』
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　気付いたのは、空を見上げていた片かた桐ぎりだった。

　彼は、東西の上空に、二つの影を見た。

　一つは、清きよ正まさと共に東側の空へと先行した軽けい戦せん艦かん。

　もう一つは、蜂はち須す賀か隊の軽戦艦だ。

　両りよう艦かんの甲かん板ぱん上に、幾いくつも並ぶ影がある。それは、

「突とつ貫かん中ちゆう隊たい、──〝叫食シヤウエツセン〟！」
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　彼らは、ごく自然な動きとして、夜空に身を投じた。

　まるで、ベッドに倒れ込むように、何も無い大気の中へと真まっ直すぐに身を投げる。

　腕を広げもせず、脚あしをバタつかせもせず。自然体こそが至し上じようというように、ただ、

「旧派聖術クラスイツシユクンスト〝命の重み〟、──展開」

　重じゆう厚こう化かの術じゆつ式しきは命の重みを顕けん現げんする。

　破は壊かい力りよくとは、体積イコール、命の嵩かさである。

　動きが落らつ下かのプロセスを持つ。頭を下に、姿し勢せいを制せい御ぎよし、両の腕を下に突き出し、

「いいか、独逸傭兵団ランツクネヒト諸しよ君くん……！　飯めしは食ったか!?」

「喰いました！」

「豚ぶたのようにか!?」

「そんなん敵じゃねえです！」

　よく言った、と隊たい長ちよう格かくの男は笑った。そして、

「我ら命の総そう量りようが、人より多き者達なり！」

「──我ら命の総量が、人より多き者達なり!!」

「我らその命をもって役目を打つ者達なり！」

「──我らその命をもって役やく目めを打つ者達なり！」

　息を吸い、

「我らが役目を叫び食え。──〝叫食〟！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　──〝叫食〟！」

　叫び、彼らは落下した。加か速そくをつけ、己おのれを重量の鉄てつ槌ついと化し、そして唄うたった。

「──おお美しきヴェスターヴァルト」

　それは、M. H. R. R.神聖ローマ帝国北部の美しき山さん渓けいを讃たたえる歌。

「お前の上を吹くのは冷たき風」

　彼らは行く。

「しかし微かすかな日が差すのだ」

　ひたむきに落ち行き、

「それは深く心に染しみるとも……！」

　そして夜の底が、激げき震しんした。
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　戦せん場じようが、文字通りに打だ撃げきされた。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国地上部ぶ隊たいは、上空からの援えん護ごのため、身体からだを張った。

　武ぶ神しん隊たいに崩くずされ、吹き飛ばされても構わず、

「動くなああああああ!!」

　自らの身体からだをぶち当て、防ぼう護ご障しよう壁へきを叩たたきつけ、止めたのだ。

　その結果。東西にて動く事が出来た重じゆう武神、十八機の内、七機が直ちよく撃げきを、四機が準じゆん直撃弾だんを食らった。

　打だ撃げき音は、もはやこの夜の中では聞き飽きたものだ。

　ただ、この時になって、初めて生まれた音が二つあった。それは、羽は柴しば勢ぜいの、

「やった……！」

　作戦を、自分達の手で進めたという手て応ごたえを誇る声。そしてもう一つは、

『貴き様さまら……！』

　初しよ手てにて堤てい防ぼう壁の爆ばく発はつに遭あい、一時的に下がらざるを得なかった中ちゆう武神隊たいだ。

　東西に、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの主力が結けつ集しゆうしていく。

　そんな中、東と西、そして南の空に、あるものが広がった。

『あれは……!?』

　東西と南の端はし。そこに着ちやく地ちした輸ゆ送そう艦かんが光を放っている。それも、艦の側面、やや高い位置から、水平方向に翼つばさのような流りゆう体たい光こうを伸しん展てんしていくのだ。

　その光が作るもの。それは誰だれもが見慣れた、術じゆつ式しきによる、

『仮か想そう海かい……！』
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「そういう事か……！」

　北側の市し壁へきから、東の市壁に壁上の通路を走りつつ、アンリは叫んだ。

　敵の想そう定ていする〝水みず攻ぜめ〟が、ようやく理解出来たのだ。

　羽柴勢は、巴パ里リ水すい没ぼつが不可能だと悟さとった際の保険を用意していた。それは、

「航こう空くう艦かんの仮想海を超ちよう広こう域いき展開し、巴里の周辺を覆おおう事で〝水没〟とする！」

　解かい釈しやくを必ひつ須すとするが、あり得ないものではない。何な故ぜなら、仮想海を利用した航空艦の上昇は、仮か想そうの海に艦かんを沈める事で、その浮ふ力りよくを得るのだ。ならば、

　……今から南の輸ゆ送そう艦かんに戦せん力りよくを投とう入にゆうしても間に合わないか！

「総そう員いん、東西の敵てき輸送艦を破は壊かいしろ！　これは全ての命令に至し上じようする！」
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　福ふく島しまは、清きよ正まさと肩を並べていた。

　今、自分達は防ぼう御ぎよ陣じん形けいを作っている。

　その外側では、敵が中ちゆう武ぶ神しん隊たいを前面に出し、再びの激げき突とつを準備中だ。

　だが、こちらでも、やはり激突の準備を進めている。

　前面に出るのは、空からの激突を果たした〝叫食シヤウエツセン〟の隊たい員いん達たちだ。彼らは既すでに術じゆつ式しきの用意をし、口の端はを笑えみの形に上げると、こう言ったのだ。

「俺おれ達と、あの武神共どもと、どっちが嵩かさあるかやってみましょうや」

　だから、と彼らは言った。

「俺達が敵かなわない敵の相手を、お願いします」

「Ｔｅｓテスタメント．、その通りに、意い地じを張るとするで御ご座ざります。──今がそれの、試しどころなので御座りましょう」

　頭ず上じようを海が広がって行く。

「これが東西、そして南から届いて巴パ里リを包むまで、三十分程ほどで御座りましょう」

「つまり、──この三十分で歴史が動くかどうかが決まる訳わけですね」

　皆が、ふうん、と実感無く言う。が、福島が笑った。

「──多分、凄すごい事なので御座りましょう」

　皆が振り向き、福島の顔を見て、表情を改めた。

　誰だれもが眉まゆを浅く立てた笑みを作り、

「──Ｔｅｓ．！」

　要は、あと三十分。だからそれまで、

「皆は、耐える用意をするで御座ります。拙せつ者しやと清きよ正まさ殿どのは──」

「Ｔｅｓ．、敵の前ぜん線せんを抜け、巴里へ」

　福島が見る先。

　巴里の市し壁へき上に、三つの影がある。

　一つは、真田さなだの三み好よし・晴せい海かい。

　一つは、銃じゆう士し隊たいのアンリ。

　もう一つは、

「──〝飛び加か藤とう〟加藤・段だん蔵ぞう」

　彼らの影が、市壁から消えた。

　下に跳とんだのだ。それも、こちらに向かって、だ。

　うわ……、と皆が口を横に開いた。

「役やく職しよく者しやクラスが三人投入って……」

「最終局きよく面めんになったと言う事で御ご座ざりましょう。巴パ里リは太陽王ロワ・ソレイユが死し守しゆする一方で、全力で備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いを阻そ止しに掛かる、と。ゆえに──」

　巴里の明かりに照らされ、三つの影がゆっくりとこちらに歩いてくる。

「──攻こう守しゆは完全に逆になったで御座ります。あれらの相手は、拙せつ者しや達がするので、皆にはここの守りをお願いするもので御座ります」

　福ふく島しまが言って、前に出た。そして彼女は、眉まゆを立てた笑えみで、清きよ正まさに手を差し出した。

「途と中ちゆうまで、一いつ緒しよに行くで御座りますよ、──キヨ殿どの」







[image: 第六十四章『軌道上の弾劾者』]
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　夜の底で、戦せん闘とうが始まった。

　戦闘は、東西と南の三方向。

　東西では六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武ぶ神しん隊たいが、艦かん砲ぽう射しや撃げきと突とつ貫かん部ぶ隊たいを先せん頭とうにした羽は柴しば戦せん士し団だんと激げき突とつし、南では両勢せい力りよくの戦士団が正面からのぶつかり合いを行った。

　羽柴戦士団は、突貫部隊の持つ〝命の重み〟の加か護ごを彼らが守る隊たい列れつ全体に適用。二小しよう隊たいで敵てき中ちゆう武神一体への対応を可能とした。

　重じゆう武神隊には上空からの艦砲射撃で対応する羽柴勢は、しかし、敵の攻こう撃げきによって地上部隊を削けずられていく。機き動どう性せいのある重武神隊は、羽柴戦士団を側面から打ち始めたのだ。

　輸ゆ送そう艦かんに対して防ぼう壁へきとなっている軽けい戦せん艦かんも、被ひ弾だんを常じよう態たいとし、単なる壁となって行く。

　砲ほう撃げきと武神の駆く動どう音。そして金属のぶつかり合う音と風。そんな中で、

「あと何分だ!?」

「まだ三分しか経たってねえよ！　十分の一だ！」

「──だが耐えろよ！」

　誰だれかが叫んだ。

「役やく職しよく者しやクラスは来ねえんだ！　隊たい長ちよう達が止めてる！　だから向こうは一いつ般ぱん学生！　同じ俺おれ達が耐えなくてどうする！」

　確かに、と皆が頷うなずいた。武神の激突に対し、加護で強化された防ぼう護ご障しよう壁へきをぶつけながら、

「隊長達、早く戻ってこねえかなあ……！」

「馬ば鹿か、俺達は任されたんだ！　それに、──音が聞こえるだろ!?」

　その声を肯こう定ていするように、音が響ひびく。

　遠く、巴パ里リの側で、高音と重音が鳴っている。

　福ふく島しま達が、敵の役職者クラスの接せつ近きんを阻そ止しし、迎げい撃げきしているのだ。
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　小こ六ろくは、三さん銃じゆう士しのイザックとの戦闘に入っていた。

　砲撃特とつ化かした武神型の自じ動どう人形。それも、全長約三十メートルの巨きよ大だい機きだ。

　遠距きよ離りからの砲撃を行うイザックに対し、接近をすれば有利かと思えば、

　……速い。

　船せん殻かく状でベタ足に見えた足が、高速の立ち回りを行う。

　仕掛けは、イザックの足底に仕込まれた鰭ひれ型の多重脚きやくだ。まるで虫のように這はう駆く動どうは、その形状故ゆえに柔らかく、荒れ地や段だん差さでも舐なめる動きで踏とう破はする。

「いかんな」

　戦せん場じようを広く使うイザックの戦せん闘とうは、平面上であれ、航こう空くう艦かんのものに近い。

　玄げん武ぶは防ぼう御ぎよ重視の機き体たいだ。重力系けいを使用した攻こう撃げきはどれも近距きよ離り用で、動く相手とは相あい性しようが悪い。更さらには、イザックの肩に乗っている人ひと影かげが邪じや魔まだ。あれは、

「……三さん銃じゆう士しのアルマン！」
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「へえ、知られたものだな、俺おれも」

『至し極ごく当然』

　イザックの言葉に、そーかい、と応こたえ、アルマンは右腕うでを振った。

「さて」

　自分が持つ能力は、広こう範はん囲いへの重力制せい御ぎよだ。

　地ち殻かくはめくれ、敵の接せつ近きんを防ぐ壁となる。これは回かい避ひする際にも重要だ。イザックの初しよ動どうを相手から隠かくす事が出来るからだ。

　先さき程ほどからずっと、自分とイザックの連れん携けいが機き能のうしている。

　今もそうだ。己おのれが立てた土つち壁かべに対し、敵は左右どちらに行くかを選ぶ。対する自分達は、その間に次の動きを取り、相手よりも一歩を先んじる。

　武ぶ器きとして使用するのは、イザックの脚あしや腰の副ふく砲ほう。

　準対たい艦かん砲ほうクラスと、対武ぶ神しんクラスの副砲の連れん射しやだ。

　対する玄げん武ぶには、防ぼう御ぎよ能力がある。装そう甲こうというだけではなく、〝過か多た突づけ〟とやらのシステムを利用し、重力障しよう壁へきの盾たてを作れるのだ。

　……見たところ。イザックの副砲群なら、弾はじき、叩たたき落とす事が出来るようだな。

　だが、防御が出来るという事と、戦闘が出来るという事は別だ。

「俺達相手だと、少々厄やつ介かいだと思うなあ。だろう？　イザック」

『肯こう定てい』

　言葉と共に、イザックが左の腕を掲かかげた。主しゆ砲ほうだ。狙ねらいは、しかし玄武ではなく、

『照しよう準じゆん・敵軽けい戦せん艦かん・発はつ射しや』
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　敵の動作に、小こ六ろくは反応した。

　仮か想そう操そう縦じゆう室しつ内、軒のき下したの縁えん台だいに座ろうとしていた時だった。

『──軽戦艦、南に防護障壁張れ！　撃うたれた！』

　イザックが、腕となっている主砲を発射する。

　左腕側。戦艦の主砲級きゆうの一発だ。

　……移動中に撃てるのか。

　移動時の慣かん性せいや、砲ほう弾だんに掛かる勢いなど、一いつ瞬しゆんで全て計上出来るのだろう。

　砲ほう手しゆが自じ動どう人形であり、身体からだが砲だという、そんな存在だからこそ、だ。

　眼前の地ち殻かく表面を吹き飛ばし、威い力りよくが走った。

　イザックの全身が、軽く浮く。

　そして音が全域を叩たたいた。

　イザックの全身の装そう甲こう。それが戦せん闘とう中に纏まとっていた埃ほこりや土砂どしやが一いつ瞬しゆんで吹き飛ばされる。

　直後。まるで上昇の弧こを描くような軌き道どうで砲弾が飛んだ。

　玄げん武ぶの後方視覚の中、軽けい戦せん艦かんが防ぼう護ご障しよう壁へきをそちらに多重全開し、角度を合わせ、

「……！」

　上に弾はじいた。そして軌き道どう上を衝しよう撃げき波はが突っ走り、玄武の全身が震しん動どうする。

　しくじった。

　後で猛もう省せいだ。いつも言いたい事を言っておいてこれでは、子供扱いされる。だが、

　……この砲ほう撃げき、軽戦艦には任せられん。

　足を使って左右に振られたら、軽戦艦では対応出来ないだろう。

　自分も、撃うたせていてはならない。だから、前に出なければならないが、

『……!?』

　眼前に、いきなり土の壁がたった。

　……しまった。

　左右、どちらかに避けねばならない。

　だが、その判はん断だんを下すより先に、一つの気け配はいが来た。

　強大な力が生じる直前、警けい報ほうのように空間を支配する静けさだ。

　何が起きたかは解わかる。先さき程ほどとは逆腕となる右の主しゆ砲ほうが、こちらに放たれたのだ。
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　イザックは、爆ばく圧あつが土砂を吹き飛ばし、アルマンが作った土つち壁かべをも砕くだいたのを見た。

　移動しながらの主砲撃だ。軽く右半身が浮いてしまう。

　……姿し勢せい制せい御ぎよ。

　イザックは、思う。可能であれば、こういう事を繰り返していたい、と。

　機き械かいとしての一機能を極める事。

　そのために、撃つだけの機械になりたいと、そう思うのだ。

　だが、それは機械の我わが儘ままというものだろう。

　そんな自分の事を気き遣づかってか、今回はアルマンが同行しているし、自動人形ベル・デ・マリオネツタ達が巴パ里リ市し壁へき上から常の多重測そつ距きよ情報を送って来てくれる。

　防ぼう御ぎよの補ほ佐さと、敵てき位置の確かく認にんというフォロー。自分はただ移動し、撃つだけだ。固定砲ほう台だいの気分に浸ひたれないが、自己の能力だけでどうにかなる状態にあるのは有あり難がたい。

　そして今、イザックは反動を利用して下がりながら、土砂どしやの爆ばく風ふうを見み据すえた。

　巨きよ体たいゆえ、視し覚かく素そ子しなどにパッシブで索さく敵てき機き能のうを得る事を恐れていない。

　舞い上がる土つち塊くれや石が、解かい像ぞう度どの低い霧きりのように眼がん前ぜんの空間を浸す。

「イザック！」

　アルマンが叫んだ。

　こちらの砲ほう弾だんは、敵に直ちよく撃げきした筈はずだ。

　鉄てつ弾だんの行く先で、装そう甲こうの弾はじける音が聞こえたからだ。それも波打つように多た重じゆうに、だ。

　着ちやく弾だんの衝しよう撃げきが、玄げん武ぶの全身の装甲を弾けさせた。そういう音だ。

　ゆえに、敵の形は、残っていても下か半はん身しん部分のみ。だから──、

「イザック！　左後部だ！」

　アルマンの声に、イザックは、左の視覚素子を意い識しきした。後部側がわ、そこに、

『────』

　玄武が立っている。
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　不明、と、イザックは身を旋せん回かいし、玄武の接近から距きよ離りをとった。

　不明だ。

　玄武がいつ背後に移動したのかも解わからなければ、移動手しゆ段だんも解らない。

　大体、自分の知覚に対し、接近の音などが察さつ知ち出来なかったのだ。更さらには、

　……着弾音。

　あの、装甲が多重に弾け飛んだ音は、何だと言うのか。

　思し案あんが至るとすれば、一つだ。

『多重可か動どう装甲』

「やっぱお前もそう思うか」

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの重じゆう武ぶ神しんが腰と肩に装備している自じ律りつ系の装甲。

　それを、玄武は全身を覆おおう装甲に使っているのではないか。

　この場合、敵の身に、何が起きたかは解る。こちらの主しゆ砲ほうの衝撃を波のように他の装甲に伝でん播ぱさせ、地面にでも打ち込んだのだろう。

　だが、仕掛けが解れば対たい処しよは出来る。

「自律装甲は、初しよ撃げきに反応する。だから、最初に副ふく砲ほうを撃うち込んで、装甲がその衝撃を逃のがしている間に主砲をぶち込めばいい──もしくは単純に、至近から打ち込む事だな」

『──是ぜ』

　だが、敵には防ぼう御ぎよがある。重力障しよう壁へきを極ごく厚あつ化かした盾たてだ。

　一昨日おとといも、それは用いられた。夜に巴パ里リ郊こう外がいへと来た輸ゆ送そう艦かん上、ベルンハルトが小しよう竜りゆう群で攻こう撃げきを仕掛けた時、竜りゆう砲ほうを完全に弾はじき返したのも、同じ技だろう。

　出力と精せい度どによっては、布ふ石せきとしての副ふく砲ほうが効かないかもしれない。

　そうなると、

「ま、どうにかなるだろ。こっちの勝ち方は解わかったんだ。──後はそれをどうするか、だ」

　確かに、と頷うなずき、イザックは姿し勢せい制せい御ぎよからの疾しつ走そうに入った。

　狙ねらいを玄げん武ぶに定めながら、常に動き、副砲を連れん射しやする。





●






「く……」

　小こ六ろくは、玄武の中で歯を嚙かんでいた。

　……装そう甲こう展開からの復帰後に、ラグが生じるな。

　先さき程ほど、主しゆ砲ほうの直ちよく撃げきを逃のがれた際、跳び込んだのは失敗だった。

　すぐに動けず逃げられてしまった。

　自分の手の内を少なからず見せた失しつ態たいはキツイ。が、その反面、

　……しかしまあ、それでも少しは、いい部分もあるか。

　何な故ぜなら、イザックが、完全にこちらを狙ねらうようになったのだ。

　それは、背後の仲間達に対してはいい事だ。ならば、自分個人としては、

「逃げるな、私」

　イザックが、等とう距きよ離りを保っての副砲を放ってくる。

　無む論ろん、玄武の装甲はその程度では砕くだけない。各部の多た重じゆう装甲は、被ひ弾だんの際にズレて、他の装甲と連れん動どうする事で衝しよう撃げきを逃すのだ。その際には重力制御の緩かん衝しようも行われ、対たい武ぶ神しん用ようの砲ほう弾だんくらいならば、カウンターアタックでない限りは揺れ以外のダメージにはならない。

　大体、敵の狙いも解るのだ。

「どう見ても今のこれは、副砲を撃ち込んだ後、そこに主砲をぶち込むというパターン」

　玄武を羽は柴しばから預かった時も「それについては、たくさん気を付けて下さいね」と言われた事だ。今思うと凄すごい軽い気がするが、上うわ役やくの個こ性せいなのだから仕方ない。

　というか、初うい陣じんからそこを狙われるとか、どうかしてる。

　……神肖テレビの動画でも、普通、そういう弱点は中ちゆう盤ばんからだろうが。

　現実は甘くないと、そういう事だろうか。

　今、自分は、仮か想そう操そう縦じゆう室しつの中で、縁えん台だいに座っている。

　顎あごに手を当て、現実側への対たい処しよ中だが、せめて衣い装しようを白のワンピースにするくらいの抵てい抗こう心くらいは持っておきたい。

「うむ……」

　思し案あんしつつ、小こ六ろくは玄げん武ぶを立ち回らせた。円を描くように機き動どうするイザックを追って、円の軌き道どうに付き合っていく。但ただし、走りはジグザグに、可能であれば、

「届け」

　伸ばした手は、目もく測そくでもあと十メートルは足りない。だが、周回を行い、砲ほう撃げきを受けては流す中で、小六は思った。

　……この辺りか。

　現状の形けい勢せいを、どうにかして変える。地じ味みな方法だが、手を打っておく。そして、

「さて」

　小六は正面の風景を見た。

　仮か想そう空間の庭の向こうには、広い田でん園えんと畦あぜ道みちがある。畦道には荷に車ぐるまの轍わだちが有り、夏の草が生はえもしない。その手前まで小六は足を運び、

「懐なつかしいと、言っていいのかどうか」

　軽く、彼女は首を傾かしげた。そして、目を伏せ、

「いいさ、……行こう。玄武」
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　アルマンは、敵の挙きよ動どうを視線で追った。

　玄武が、不ふ意いにこちらに付き合うのをやめたのだ。

　……止まった!?

　否いな、それでは的まとになる。ならば今、敵が行う行動は、

「イザック！　ショートカットだ！」

　円軌道で走るこちらを追うのではなく、円えん弧この動きを割って先回りする。

　玄武は確かに走り出していた。こちらに向けているのは右の半身。自分達からは左に見える位置関係だ。そんな構こう図ずで疾しつ走そうする玄武の姿し勢せいは、両の腕を下げた前傾。尻尾しつぽに見えるバラストを立てた姿すがたは二に足そく竜りゆうにも見える。

　しかし、円弧を割ったという事は、僅わずかに自分達から遠ざかる軌道を取るという事だ。

　遠距きよ離り戦ならばこっちが有利とするもの。離れれば敵は己おのれを不利にするだけだ。

　だからそうした。

　イザックが、上じよう半身を大きく回した。今、敵はこちらと併へい走そうし、追い越して行くが、

『捕ほ捉そく』

　回る視し界かいが、一度揺ゆれた。振しん動どうによる砲ほう身しんの歪ゆがみを、砲身先せん端たんと半なかばにあるバラストアンカーの軸じく転てんで制せい御ぎよし、固定する。

　そしてイザックが、先回りのポイントに向かう敵に対して、副ふく砲ほうを向けて行った。

　穿うがつ。

　副ふく砲ほう群の射しや撃げきが、空中を薙なぎ、軽いものから玄げん武ぶに追いついた。

　火ひ花ばなが連続し、玄武の右肩装そう甲こうが震しん動どうする。

　だが、そこでイザックが離れた。

　円えん軌き道どう上を走っていては、敵が先回りするポイントに自ら跳び込んでしまう。だからそこに向かう玄武に対し、大回りで迂う回かいする軌道を取ったのだ。

　アルマンは、今までとは逆の慣かん性せいに振られながら、イザックの動きを補ほ佐さした。

　風の中、合流点に行く玄武の正面に、

「……！」

　土の壁を、連続して立てたのだ。

　玄武の視し界かいを塞ふさぐ。それによって、向こうはこちらを捕ほ捉そく出来なくなる一方で、

「イザック！　正面から撃うてば、ど真まん中なかだ！」

『合がつ致ち……！』

　自分達の位置は届いている。

　イザックが大きく身体からだを回しながら、土つち壁かべの中央を穿うがった。初めは副砲。続いて、

「主しゆ砲ほうだ！」

　激げき音おんが響ひびき、右の主砲が発はつ射しやされた。

　砲がイザックの脇わきから浮き上がったように感じる程の一いち撃げきだ。

　震動と言うよりも、後ろ向きの縦たて揺れが来る。そして後部に砲ほう身しん部がスライドして反動を軽けい減げんした直後。爆ばく圧あつが砲ほう弾だんを押し、弾はじき飛ばした。

　一いつ直線の破は壊かい力が、先に撃うたれた副砲の行き先を追う。

　行き先は土の壁。副砲の弾丸が穿った穴は中央に開いていた。

　その穿せん孔こうを抜くように、主砲弾が届いた。

　ぶち抜く。
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　……正確だな！

　イザックらしい、とアルマンは思った。これがアンリだと、正確過すぎると言って、自動人形の性質に疑問を抱くのだろう。

　アルマンとしてはどっちでもいい。正確だったら見事で、不ふ正確なら人間らしいと思う。

　そして今はイザックの時間だ。正確というものは素晴らしい。そういう事だ。しかし、

「……!?」

　いきなり、世界がズレたと、アルマンは思った。

　右方向。そちらに、イザックがいきなり挙きよ動どうしたのだ。

　急激な動きに視し覚かく素そ子しがついて来られず、見ているものと脳のうの把は握あくが歪ゆがんだ。ノイズ混じりの視し界かいにアジャストを掛けながら、アルマンは叫んだ。

「どうした!?」

　だが、未いまだ強ごう引いんに右へと初しよ速そくを踏み込むイザックからの返答はない。

　代わりというように、ある応おう答とうが来た。

　正面。そこから送られて来たのは、

「……は!?」

　イザックの主しゆ砲ほうだ。

　敵が、反射防ぼう御ぎよで跳ね返してきたのだ。それは、タイミングから言って、

「最初からこれを狙ねらっていたのか！」

　吹き飛んだ土つち壁かべの向こう。そこに玄げん武ぶがいる。両腕うでを構えた先、流りゆう体たい光こうの分ぶ厚あつい破は片へんが飛び散っている。

　その破は砕さい音が確かに聞こえた瞬しゆん間かん。跳ちよう弾だん主砲の衝しよう撃げき波はが、イザックの至し近きんを打だ撃げきした。
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　……外した！

　小こ六ろくは、跳ね返しの成功よりも、その結果に歯を嚙かんだ。

　イザックの主砲を正確に跳ね返し、逆の直ちよく撃げき弾だんとする。それが小六の戦せん術じゆつの一つだった。

　目の前に土壁が立ったのは行ぎよう幸こうだった。土壁に開いた副ふく砲ほうの穴が、主砲の来る位置を正確に教えてくれたからだ。

　ゆえに敢あえて副砲を受け、小六は身み構がまえた。

　結果として、玄武の防ぼう護ご障しよう壁へきはイザックの主砲を弾はじいた。だが、

「回かい避ひしたか」

　向こうも、こちらの反はん射しや防御は見ているのだ。上う手まく行くと思う方が甘い。

　だったら、と小六は思った。

　……次の手を考えねばならないが……！

　懸け念ねんが来た。直撃と反射で生まれた二重の大だい圧あつが、玄武を正面から叩たたいたのだ。
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　イザックは、前に出た。

　玄武が、二重の衝撃波を受けて後ろへと吹き飛ばされたのが見えたからだ。

　あの黒い武ぶ神しんの反射防御は、恐らく、出力次し第だいであらゆる攻撃を跳ね返す。が、その余波までは消し切れない。

　今、直撃と反射と、そこで生じた衝撃波が玄武を打撃した。

　無む論ろん自分達も、側面を突っ走った反射砲弾による余波を受けている。

　主しゆ砲ほうの震しん動どうが激しい。

　だが、イザックは見た。

　吹き飛ばされ、着ちやく地ちした玄げん武ぶの装そう甲こうが大きく後ろにズレているのを、だ。

　衝しよう撃げき波はに対し、自じ律りつ装甲が緩かん衝しようしたのだ。

　今ならば、主砲で仕し留とめる事が出来る。しかし、

　……震動！

　こちらも全身が震えている。

　機き械かいとして、不要な要素だ。撃うつという単純な事に対し、邪じや魔まな要因でしかない。

　しかし、今、撃たなければならない。

　震動があろうと、不利な姿し勢せいだろうと、今こそが砲ほう撃げきをすべき時なのだ。その事について、

『────』

　不ふ思し議ぎを、イザックは己おのれの中に思った。
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　不思議だ。

　自分は、シンプルな機械でありたいと、イザックは常々思し考こうしている。

　ゆえに自分には、撃つため以外の何ものも要いらないと、そう考えるのだ。

　だが、現状、ありとあらゆるものが、撃つ事に対して不利を叩たたきつけるというのに。

　何な故ぜ、現状こそが、撃たねばならないと自じ覚かく出来るのだろうか。

『責せき務む……！』

　イザックは思った。必然という二文字を、だ。

　機能ではない。

　必然だ。

　震動も何も、全てを無視して行く方法はあるか。

　ある。それは、

『──接近！』

　イザックは、回かい避ひ運動で右にぶち込んでいた身体からだを、前に振った。

　全力で、右の主砲を前に突き出し、玄武に向ける。

　全身の動作は右半身に集中。足あし裏うらの多た重じゆう脚きやくも、右足を前に左足は後ろに蹴けって、身体を右半身で前に送る。そうする事で、全身の震動を前に向けてアジャストし、

『砲撃……！』

　撃つ瞬しゆん間かんだった。

　イザックは、視し界かいが揺れたのを悟さとった。

　……足あし場ば!?

　右足を踏んだ位置だ。

　右の多た重じゆう脚きやくが、滑り、前に踏み込んだ右足が右にズレた。

　何が起きたのか、左に高速で傾かしいだ視し界かいの中で、イザックは見た。

　地面が、高圧で固められていたのだ。
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　……玄げん武ぶが仕込んだか……！

　アルマンは、高速思し考こうの中でイザックの足あし下もとを確かく認にんした。

　重量によって、イザックの足下は崩くずれている。だが、踏んだ瞬しゆん間かんは硬かった事を示すように、崩れた地面には多重脚の跡あとが鋭えい角かくに走っていた。

　土の大地が固められていた証しよう拠こだ。

　円えん弧こ軌き道どうを周回した時だろう。あの際、玄武は幾いく度どとなく同じ弧を描き、空から振ぶりの攻こう撃げきを振っていた。

　……あれが、〝この場所〟を狙ねらって固めるためのフェイクだとしたら？

　答えは明確だ。敵は、主しゆ砲ほうに自分を狙わせてまで、ここに誘ゆう導どうした。

　最初の対応は、主砲の反はん射しや撃げき。次の対応は、そこから続くこちらの姿し勢せい崩しだとすれば、

「イザック！　これが敵の第二の手だ！」

　爆ばく圧あつで下がって見せたのも、恐らくは仕込みだ。

　あれは、こちらを前に踏み込ませるための囮おとり動作。ならば、

「来ている……！」

　爆圧の風に巻かれ、散る夏なつ草くさの中を、黒の武ぶ神しんが来た。

　未いまだアジャスト中で使えぬ左の主砲側から、玄武が右の腕を振りかぶって飛び込んで来る。

　今から左に振り向くのは間に合わない。副ふく砲ほうは至し近きんの連打を叩たたき込んでいるが、

　……多重装そう甲こうを剝はぎ取るまでにはいかんか！

　アルマンがそう思った瞬間だ。

　イザックが反応したのを、アルマンは見た。

　左の動かぬ主砲、それをイザックは、玄武に叩きつけたのだ。
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　幾いくつかの判はん断だんが交こう叉さした。

　イザックの横よこ薙なぎに振るった左主砲を、玄武は回かい避ひしなかった。

　代わりに、玄武は左腕うでを下からぶち当てた。

　直後に、イザックの左主砲が変形した。

　外がい装そうが絞しぼられるように捻ねじれ、砕くだけたのだ。

　その変形は一いつ瞬しゆんで根元の肩まで突っ走り、先せん端たんから装そう甲こうが破は裂れつした。

　破は砕さい音は、飛沫しぶきが水面に落ちるような音に似ていた。

　砲ほう身しんは曲がり、外に孕はらむ弧こを描く。強きよう烈れつに跳ね上がる変形だ。腕が左に引かれ、

『……解除執しつ行こう！』

　イザックの左主しゆ砲ほうが、その肩から外れた。

　破は壊かいではない。イザック自らがパージしたのだ。

　玄げん武ぶは左腕で螺ら旋せんの主砲を振り上げるような姿し勢せいになった。

　玄武にとって、もはや主砲は邪じや魔まなものでしかない。そのまま後ろへ投げ捨てようとして、

『……!?』

　出来なかった。主砲が、重く、玄武の上からのしかかってきたのだ。

　アルマンだった。

　既すでに部品となった仲間の腕に、アルマンが重力制せい御ぎよの加か重じゆうを掛けた。そして、

「イザック！」

　イザックが上じよう半身を回していた。

　左腕うでに食らった外向きの捻ひねりを利用し、右腕を内側へと回したのだ。

　右の主砲を向けるのは、頭ず上じようから破砕の主砲で押さえ込まれた玄武だ。

　副ふく砲ほうをまず当てた。

　既に幾いくつかの箇か所しよでズレていた多た重じゆう装甲が、今こそ大きく波打った。

　そこ目め掛がけて、イザックは右の主砲を突き込んだ。

　位置は、ほぼ零ゼロ距きよ離り。目掛けるのは敵の胸むね中央。

　そんな位置関係をもってイザックは宣せん告こくした。

『発はつ射しや』

　砲ほう撃げきした。
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　……マズい。

　小こ六ろくは、一いつ瞬しゆんの中で、思し案あんした。

　この状況から、どうやって抜けるべきか。考えはするが、

「無む理りか」

　幾いくら何でも、ここからの生せい還かんは難しい。元々、執しゆう着ちやく心しんの無い方だ。だから、

　……まあいいか。

　と、思い、最さい期ごに広い風景を見て置こうと、そう考えた。

　今、自分がいるのは、仮か想そうの操そう縦じゆう室しつの中だ。

　庭が有り、その向こうに田でん園えんがあり、畦あぜ道みちがある。

　畦あぜ道みちに立つ自分は、これから何ど処こに行くのか。

　……この向こう、どのような設せつ定ていにしただろうか。

　完全に現実逃とう避ひだな、と苦く笑しようしつつ、小こ六ろくはそちらに身体からだを向けた。

　向こう。並ぶ畑の先に視線を投げ、

「────」

　小六は、人ひと影かげを見た。

　自分よりも小さな姿すがた。背を向けて、小川の畔ほとりに座っている人影がある。

　……あれは──。

　思った瞬しゆん間かんだ。ふと、小六は視し界かいが暗くなったのを感じた。

　人生終わった？　という懸け念ねんは、すぐに晴れた。

　頭に麦むぎわら帽ぼう子しが載のったのだ。そして、

「いない」

　向こうに見えた人影が消えていた。

　何処にもいないというその事実を確かく認にんし、小六は一ひと息いきをついた。

「一体、何処で会えるのか……」

　そして、

「会うまでは、終わりじゃないさ」
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　小六は目を開けた。

　武ぶ神しんの内部、高速思し考こうの判はん断だんは生きている。

　今、自分は上から押さえ込まれ、主しゆ砲ほう撃げきに晒さらされている。ならば、

「ああ、格好かつこ悪い……！」

　小六は形なり振ふりを捨てた。

　上から押さえ込んでくる主砲の残ざん骸がいに、自ら潰つぶされたのだ。
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　爆ばく発はつが、主砲の残骸を直ちよく撃げきした。

　破は裂れつの大気は、イザックの左足と右主砲を喰い、下に沈んだ玄げん武ぶの背を殴なぐりつけた。

『……！』

　そして、直ちよつ径けいにして五十メートル程の範はん囲いが、衝しよう撃げき波はの打だ撃げきを受けて圧あつ壊かいした。
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　アルマンは、イザックの身体が着ちやく地ちするのに耐えた。

　確実に数メートル浮き、吹き飛ばされた。

　イザックが左足にこだわらなかったのが正解だった。

　装そう甲こう板ばんを圧あつ撃げきされ、多た重じゆう脚きやくが嚙かみ込んだ左足は、単なる重りでしかない。

　無む論ろんそれは、防ぼう壁へきとなる重りだが、

「……っと!!」

　左、右の順番で、イザックが地面に激げき突とつした。中央本ほん体たいの腰よう部ぶがボトミングし、一度地面に打ちつけられる程の衝しよう撃げきだった。

　その肩に乗っていたアルマンは、イザックの右顔面が破は砕さいしているのを確かく認にん。肩から手を添え、敵のいる位置へとイザックの顔面を向けてやる。

　すると、土砂どしやと、鉄の破は片へんが降って来た。

　爆ばく圧あつによって巻き上げられた地ち殻かくや、砕くだかれた主しゆ砲ほうの部品や装甲が降ってくる。雨と言うには重く、跳ね上がる高こう音おんをもった降り頻しきりの中、アルマンは敵を見み据すえた。

　玄げん武ぶがいる。だが、その姿すがたが変わっていた。

「女……？」
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　アルマンが見たのは、衝撃を消し切るために全装甲を下に落とした玄武だった。

　装甲の脱だつ解かいは、腰部を境きよう界かいとしたもの。無数の装甲板が作るアーチの集合はスカートのようで。そして咲いた装甲の花を逆さにし、その上から伸びる姿は、

　……玄武の、本体か。

　フレームが纏っているのは、女性型の内ない殻かくだった。

　細ほそ身みの、黒のドレスを纏った女性に見える。玄武の頭部装甲の下、見える顔は鼻はな下したで薄い笑えみを持った造ぞう形けいとなっていた。

　そして玄武が動いた。

　両の腕は、砕けている。恐らく、こちらの主砲発はつ射しやの際、爆ばく圧あつを〝反射〟したのだろう。両の装甲は砕け、本体に合った細さを見せつけていた。

　だが、玄武は、頭部に手を添えた。

　摑つかむのは装甲板ではない。何かを頭に被かぶっているかのような仕し草ぐさ。鍔つば広ひろの帽ぼう子しだろうか。

　それを直すような素そ振ぶりを見せ、玄武は両腕を下ろした。

　直後。全装甲がアジャストされた。金属音おんを重ね、玄武が元の姿を取り戻す。だが、

『──こちらは凌しのいだ。そちらは、動けぬようだな』

　聞こえる声には疲ひ労ろうがある。が、確かにその通りだ。アルマンは一つ頷うなずき、

「──意い外がいと大人おとなっぽいんだな。眼がん福ぷくだった」

　すると玄武が、動作不能となったこちらに確かな会え釈しやくを送り、背を向けた。

　彼女は走り出る。次の自分の戦せん場じようへと、だ。

　後に残されるのは、遠ざかる疾しつ駆くの轟ごう音おんと、耳に潮しお騒さいでも聞こえて来そうな波の動き。

　それらを夜空に見上げ、アルマンは呟つぶやいた。

「──まだまだ終わらない、ってか。他は今いま頃ごろ、何やってんだろうな」
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　巴パ里リを正面に見る街かい道どうの上。

　一つの姿すがたが膝ひざをついていた。

　両の膝を地面に落として尚なお、巨きよ軀くの影を見せつけるのは、晴せい海かいだ。

　彼は、流りゆう体たい光こうを纏まとった両の腕を地面に着け、顔を揺らした。

　左。そこを歩いて行く人ひと影かげが一つある。晴海はその影を仰ぎ、

「福ふく島しま・正まさ則のり……」

　という言葉は、最後まで形にならなかった。

　口から吐かれた大量の血が、乾いた土の地面にぶちまけられたからだ。

　晴海は、致ち命めいと言える一いち撃げきを受けていた。

　福島との接せつ敵てき。その一発目が作った結果だった。

「三み好よし殿どの」

　巴里の市し壁へきと光を前に、福島は前を見て呟つぶやいた。

　かつて相あい対たいした相手。敵かなう事のなかった敵、加か藤とう・段だん蔵ぞうを見み据すえながら、彼女は言う。

「急ぎ、治ち療りようされるがよう御ご座ざります。貴き殿でん達たちとは、関係浅からぬ仲。少なくとも、ここで命を果たすべきではないで御座りましょう」

　だが、晴海の姿すがたは頷うなずかなかった。応じるように、段蔵が叫んだ。

「晴海！　──わしの手を煩わずらわせる程の身分になったのか！　貴き様さま！」

「いえ……！」

　と、血だまりの声が生じた。晴海が、身体からだを傾かしげながら、立ち上がったのだ。

　そして、彼は大きく息を吸った。

　息を吐けば、血を零こぼす。だから吸って、止める。

　鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞくの肺はい活かつが許す限り、動く事は可能。そういう力の込め方で、

「──っ！」

　晴海は、福島の背後から攻こう撃げきを放った。
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　晴海は、己おのれが敵わぬ事を悟さとっていた。

　……この敵は、いつの間に……！

　先日とは違う。

　あの用よう水すい路ろの戦せん闘とうでも、自分は、まともな相あい対たいだったら敵かなわなかっただろう。だが、戦せん場じようという要素が有り、忍にん者じやとはそれを縦じゆう横おうに使うものだ。試合場で相対するのとは話が違う。

　ならば、と思っていたのだ。

　先さき程ほどの接せつ敵てきを、晴せい海かいは思い出す。

　……あれは──。

　不覚だった。
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　先程の事だ。

　晴海は福ふく島しまに突とつ撃げきした。

　ここは巴パ里リの東。街かい道どうは轍わだちを持つ。だから先程の自分は真まっ直すぐに突っかけ、説せつ教きよう砲ほうを叩たたき込んだ。それも３ＷＡＹ型だ。

　手を抜く気は無く、初しよ手てから全力で行く。そのつもりだ。

　先せん手てとして何か成果を出せれば、段だん蔵ぞうに繫つなぐ事が出来る。不ふ肖しようの弟で子しとして、師しの援えん護ごが出来れば、とも思ったのだ。

　そのために、真まっ正しよう面めんから行った。

　もしも相手が回かい避ひをしたならば、それ以上の動きで回り込む。

　仕掛けはある。

　道路の轍だ。道の中に車しや輪りんで作られた斜面は、左右に移動する際は良い踏み場となる。

　たったそれだけの仕掛けだが、戦せん場じように合った立ち回り方を悟さとっているかどうかは大きい。特に、相手は巴里の近きん辺ぺんに来たのが初めてだ。昨日きのうの内に下した見みなど済ませていた自分とは、戦場に対する慣れが違う。だが、

「────」

　福島が、こちらの説教砲を右に回避した。

　軽く身体からだを揺らしただけのように見えた。が、違った。

　福島は、連れん射しやする流りゆう体たい弾だんの間を抜けたのだ。

　馬ば鹿かな、と晴海は思った。

　しかし、福島は、ただ歩くように、砲ほう弾だんをやり過ごした。

　対する自分は、福島にとって右を通り過ぎる。ゆえに晴海は、右手を振りながら、跳ねた。自分から見て福島の左と大きく回り込むように跳ちよう躍やくし、

「晴海！」

　段蔵の声が聞こえたのは、その瞬しゆん間かんだった。

　何事か、と晴海が思った時。晴海は、正面からの一いち撃げきを受けた。

　一いちノ谷たにだ。

　……何な故ぜです!?

　福ふく島しまは今、自分の横を通り過ぎようとしているのに、どうして正面からの攻こう撃げきが来るのか。

　そして晴せい海かいは気付いた。福島の一ノ谷が、手放されているのだと。

　それも、轍わだちの斜面に石いし突づきを当て、こちらの腹を貫つらぬく角度で置かれていた。

　自分は、福島を視線で追いながら、一ノ谷がパイクのように刺さるのを見ていなかった。

　否いな。見ていなかったのではない。説せつ教きよう砲ほうの右腕うでの陰で、見えなかったのだ。

　……これは……。

　先日、水すい路ろで自分が行った事の逆に近い。

　右腕を陰として用いた、フェイントの砲ほう撃げきなど。

　それを今度は、向こうがやってきた。

　そして自分は、回り込もうとした跳ちよう躍やくの動きで、一ノ谷からずれ、しかし、

「────」

　保もたなかった。両の脚あしで踏みこたえたが、一ノ谷がこちらの動きに抜け、宙に回り、

「戻ったで御ご座ざりますか」

　背を向けたままの福島の手に落ちるのを見た時、

　……ああ。

　とんでもない事をしてしまったと、晴海は思った。

　化ばけ物ものの成長に、自分は間違いなく、手を貸してしまったのだ、と。
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「……っ！」

　晴海は、両の腕に流りゆう体たい弾だんを展開した。

　手が届かず、回かい避ひをされるならば、巻き込むしかない。

　鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞくの持つ内ない燃ねん拝はい気きを両の手に固め、晴海は疾しつ駆くした。

　轍の斜面を跳ね、駆かけ上るようにして加か速そくし、

　……行きます！

　巴パ里リを前に、福島の背がある。戦せん場じようの風に結ゆい髪がみが揺れているのが見え、

　……詩的な！

　思いながら、福島の背を抱くような動きで、晴海は両の手を左右から合がつ致ちさせた。

　流体弾をぶつけ合えば、それは破は裂れつし、爆ばく発はつを起こす。幾いくら福島が加速術じゆつ式しきを使用しようとも、この爆ばく圧あつからは逃のがれられない。その筈はずだった。

　一いつ瞬しゆん。晴海は仲間達の顔を思った。

　……皆……！

　しかし、思い出そうとしても、何も心の中に来なかった。

　今、自分は現状に集中しているのだ。仲間どころではない。そして晴海はこう思った。こんな薄はく情じような自分を、皆は、だからこそと認めてくれるだろうかと。

　続く瞬しゆん間かん。晴せい海かいが、足を止めると言うより、身を投げるようにして両腕うでを抱いた直後。

「晴海殿どの」

　花の匂においが、胸の中に飛び込んできたのに晴海は気付いた。

　福ふく島しまだ。

　彼女が、軽いステップで、こちらの閉じる両腕の中に来たのだ。
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　……何!?

　晴海は、思わず足を止めていた。

　気付けば、晴海は両の腕に衝しよう撃げきを受けていた。

　流りゆう体たい弾だんが合がつ致ちし、爆ばく発はつしたのではない。両腕の肘ひじ。その内側に、閂かんぬきとなる棒ぼうが横よこ渡わたしに入っていたのだ。

　一いちノ谷たにだった。

　刃やいばの側は左肘の内側を貫つらぬき、石いし突づきの右側は肘を内側から砕くだいている。

　最初の一いち撃げきも、これも、鬼おにの膂りよ力りよくによる自じ爆ばくだ。

　く、と唸うなるこちらに、福島の声が聞こえた。

「晴海殿、つまり、こういう事で御座りましょう」

　それは、

「拙せつ者しや達が、中ちゆう途と半はん端ぱな奪うばい方をしたのが、悪かったので御ご座ざりますな」

　瞬しゆん間かんだった。福島が、腕の中で一ノ谷を摑つかんだ。

　……お。

　と思うより先に、花の匂いが動いた。

　福島の、髪かみの香りだった。

　彼女は一ノ谷を展開。自分の両手にあった流体弾に一ノ谷の刃を叩たたき込んで吸収すると、

「来るので後座ります」

　振り向いたのは、腕の中だ。

　超至し近きん。故ゆえに晴海は応じた。

　……おお！

　肘は砕かれ、拝気ブレスの流体弾も奪うばわれ、身体からだの芯しんには致ち命めいの一撃も受けている。

　これ以上を奪われるとしたら何か。

　……戦せん場じようの花に奪われるとしたら、心でありましょうか。それとも──。

　晴せい海かいは、全身を叩きつけた。至近の福ふく島しまに対し、腕ごと、頭ごと、ただただ上から振ってぶつけるだけの打だ撃げきとして、

「──!?」

　眼がん下かに、光が見えた。

　刃やいばだ。福島の一いちノ谷たにがいつの間にか立てられ、その刃を展開している。

　……いつの間に！

　解わかる。攻こう撃げきの刹せつ那なとも言えるタイミングで、やられたのだ。

　攻撃と防ぼう御ぎよの隙すき間ま。そこに、この敵は攻撃を差し込む事が出来る。

　危険です、と晴海は思う。だが、眼がん下かから発はつ射しやされた光の意味を、彼は悟さとった。

　自分の全ての拝気ブレスを使用した流りゆう体たい弾だんが、砲ほう撃げきとして発射される。それが穿うがつのは、こちらの顎あごや、顔面ではない。

　鬼おにの角つのだ。

「……っ！」

　強きよう烈れつな打撃が、額ひたいを上に突き上げた。

　流体光こうが散り、衝しよう撃げきに首が上に向いた瞬しゆん間かん。快音と共に額の角が折れた。

　そして晴海は、視し界かいが揺らいだのを知った。角を打撃されたため、脳のうが揺らされたのだ。

　意い識しきが飛び、視界が暗くなっていく。

　だが、晴海は理解した。戦せん場じようの花を折ろうとした自分は、己おのれの〝鬼〟を折られたのだと。

　……先生、申もうし訳わけ御ご座ざいません。

　膝ひざをつき、倒れ込みながら、晴海は思った。

　この晴海、つくづく、文学かぶれの域いきを出られぬようです、と。
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　倒れた晴海の目ま蓋ぶたを閉じてやり、福島は一ひと息いきをついた。

　敵に対して、何かを思う事はやめる。

　何もかもの選択をして、晴海はここに来たのだ。

「全く……」

　今いま更さら、福島は多くを理解した。

　己が得た敗はい北ぼくと、そこからここまでに経てきた事を思い出し、福島は呟つぶやく。

「早く、理解出来ていれば、違う話も出来たで御座りましょう」

　すまない、とは思わない。かつての自分達にとっては、あれが最さい善ぜんだったのだ。

　二度はない。

　そしてここから先は、未来に懸かけるしかない。

　だからというように、福島は巴パ里リの方に身を向けた。

「加か藤とう・段だん蔵ぞう様」

「様づけか」

「貴き殿でんの方が、拙せつ者しやより上にいるもので御ご座ざりましょう」

　しかし、

「──もっと、上の位置に拙者、行かねばならぬので御座ります」

「相手は？」

「東とう国ごく無む双そう」

　言うと、逆ぎやつ光こうの段だん蔵ぞうが、表情を変えた。

「は……！」

　笑った。小さい身体からだを膨ふくらませ、飛び加藤が戦せん場じように哄こう笑しようを作った。

「戦せん国ごく最強を手に掛けるか！」

「Ｔｅｓテスタメント．」

　福ふく島しまは頷うなずき、前に出た。

　自分は挑ちよう戦せん者しやだ。だから、先に前に出て、

「行くで御座ります……！」







[image: 第六十五章『幻つ間の希望人』]
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　剣けん戟げきの音と手て応ごたえを、アンリは手元に感じていた。

　戦せん闘とうの場所は巴パ里リの南東。接せつ敵てきをした街かい道どうからは一キロ程離れた位置になっている。

　野原ともいえる場所で正せい対たいし、アンリは清きよ正まさと剣を重ねていた。

　こちらは自分の武神ルール・デ・マリオネツタを召しよう喚かんし、長剣四本での攻こう撃げき。

　向こうは二本の片かた鎌かま槍やりによる防ぼう御ぎよと攻撃。

　自分の方が攻めている。が、向こうの防御が上うわ手てだ。

　……時間稼かせぎを主体として、隙すきを見せたら切り込んでくるという戦せん術じゆつか。

　そして今、自分達は守る側ではない。

「退ひかぬか！」

　叫びに清正は答えない。ただ、機き動どう殻かくを振り回し、身を躍おどらせるようにして、こちらの大たい剣けんを受け止めていく。

　刃やいばの数はこちらが四。向こうは二だ。

　だが、自分が使用する対たい武神用の太た刀ちは重い。小回りでこちらは清正のカレトヴルッフに劣る事になる。

　極ごく厚あつの刃は、手て近ぢかな操そう作さが出来ない分、その重量で相手を圧あつ倒とう出来ると思ったが、

　……加か速そく器きを使用とはな……！

　防御において、剣を重ねる際、彼女はカレトヴルッフを加速する。その勢いは、自分が振るう長ちよう剣けんに劣るものではなく、鉄の火がただ散り舞うのだ。

　防御の得え手てなれば、というところだろう。だが、それを為なすには、防御技術に優れているというだけではない、敵の攻撃の勢いを読み、計けい測そくする力を持っていなければならない。ならば、

「何ど処こで、そのような技を学んだ!?」

「──基本は、先生と呼ばねば許されない存在からです」

　清正が、目を細めて答えた。

「あとは、私の友人が、結けつ構こうな攻撃一いつ辺ぺん倒とうなので、その対応をいつもやっていただけですね」

「相手は福ふく島しまか」

　相当な手て練だれだ。ならば、この清正の腕も理解が出来る。

　真ま面じ目めなのだ。

　……アルマンもこうだったらなあ……。

　やる気の無いのが身み近ぢかにいると、皆の性能が向上しない。

「そちらは良い環かん境きようだな」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じ、清正が前に出てきた。

　双そうの槍を連続で突き込んでは、その勢いを消さず、己おのれも前に突とつ出しゆつする。

　踏み込みには重みが有り、

「──と」

　時とき折おり、こちらの太た刀ちが弾はじかれるのが危険だと、そう思った時だ。

「入りました」

　いきなり、鉄てつ塊かいが分割された。

　自分の太刀が一本。その刃やいばと、背の補ほ強きよう部とで分ぶん離りしたのだ。

　空中に、二分割された鉄の刃とフレームが浮く。その両者に留とめ金のように嵌はまっていた柄つかも、軸じくを失って零こぼれた他、幾いくつものパーツが金属音を立てて、

　……破は壊かいされた!?

　宙にあるものは、もはや使い物にはならない。

　清きよ正まさが、そのように手を施ほどこしたのだ。
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　……今のは──。

　解わかる。カレトヴルッフの一本で受けたと同時に、太刀の先せん端たん部から刃と補強部の継ぎ目に一いち撃げきを入れたのだ。だから「入りました」だ。

　こちらとて高速の引き戻しを入れているが、カレトヴルッフの加か速そく力の方が上。更さらには、受け止められた後ならば、狙ねらう隙すきは何ど処こにでもあるという事か。

「──全く」

　アンリは、軽く後ろに下がり、呟つぶやいた。

「人類は、常に自動人形ベル・デ・マリオネツタに課題を与えてくれる」

「では、一つ、課題を提てい示じします」

　清正が、野原に落ちて転がる大刀の部品を見ながら、こう言った。

「もう一本、削けずります。そうでないと、貴女あなたの方が不利ですからね」

　言われた台詞せりふの意味が、アンリは一いつ瞬しゆん理解出来なかった。

　だが、ややあってから、解った。

「貴き様さま、自分が最強だと思っているのか？」

　問い、アンリは遠くから吹いてきた鉄の匂においのする風を浴び、こう告げた。

「自分と同等の装備でなければ、不利だというのだからな」

「いえ、──残念ですが、私は最強ではありません」

　清正が、微笑を振り向かせた。

　しかし、見える笑えみが、特とく殊しゆだった。何処となく眉まゆ尻じりを下げたそれは、唇くちびるを開け、

「もっと強い人が、少なくとも三人、いますから」

「それは？」

「Ｔｅｓテスタメント．、一人は福ふく島しま様です。もう一人は、福島様が目もく標ひようとする東とう国ごく無む双そうです。

　そしてもう一人は──」

　清きよ正まさが、頷うなずいた。

「私に剣を教えてくれた先生です」

　Ｔｅｓ．、とアンリは頷いた。

「その枠わくを広げられるよう、努力しよう」

　難なん事じだな、とアンリは思った。

　何な故ぜなら、先さき程ほどから聴ちよう覚かく素そ子しに届くものがあるのだ。風に乗って響ひびく、刃やいばがぶつかり合う鉄の音だ。

　その密みつ度どが異常だ。まるで一いつ斉せい射しや撃げきの弾だん幕まくのように掛かったかと思えば、不ふ意いに消え、砲ほう撃げきのような重い一いち撃げきが聞こえる。

　……段だん蔵ぞう様と、福島・正まさ則のりか。

　二人の戦せん闘とうは、今、どのようなレベルで進行しているのだろうか。
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　これは不ふ思し議ぎな体験だと、福島は思った。

　敵の攻こう撃げきの、訳わけが解わからない。

　一応、幻げん術じゆつだと言うのは解っている。が、仕掛けも脈みやく絡らくも、全く理解が出来ないのだ。

　今、自分は、巴パ里リを前にした街かい道どうで、加か藤とう・段蔵と戦闘をしている。

　ここまではいい。合っている。

　加藤・段蔵が、左に逆さか手て、右に順じゆん手てで長苦く無ないを持ち、攻撃して来るのも、解っている。

　しかし、そこからが問題だ。

　段蔵の攻撃の最さ中なか、不意に宙から刃が降ってくる事がある。

　まるで吊つるしてあったかのように、こちらの隙すきを突いてどこからか刀が落らつ下かしてくる。

　また、前に出たり、回かい避ひをしようとすると、いきなり後ろから襟えり首くびやスカートの裾すそを摑つかまれて引っ張られる。

　踏み込む足あし下もとがいきなり水面になっていた事もあったが、あれはそのまま踏んだらどうなったのだろうか。夜だというのに、水面下には何か巨きよ大だいな影が泳いでいたようにも見えた。

　他にも、足下に自分の生なま首くびが転がった時があった。

　あれは気まずかった。

　とある理由で我に返り、清正が似たような技を食らった事を思い出した。清正から聞いた話では、自分に似た人形の首が落ちた時、己おのれも首に一撃を受け掛けたのだと。

　彼女の教えが自分を守った。

　背後に瞬しゆん発ぱつし、無む傷きずを得たが、首元に冷気のような妙みような気け配はいが来た。まるで、何か鍬くわみたいなもの二枚で、首を縦たてに割って開こうという、そんな空気があったのだ。

　……これは、何で御ご座ざりましょうか。

　だが、その疑問に答えは来ない。ただただ連続する戦せん闘とう状況と不ふ可か解かいの中で、段だん蔵ぞうが攻こう撃げきを仕掛けてくるだけだ。

　速い。

　小こ柄がらな身体からだで、連打を重ね、時とき折おりに全身を叩たたきつけるような一発を寄よ越こしてくる。

　ともすれば、自分の胸下辺りまでの背せ丈たけしかない相手だ。だが、速さと小回りを、延えん々えんと続ける耐たい久きゆう力りよくが厄やつ介かいで有り、不ぶ気き味みだ。

　全く息を切らさぬ連れん撃げきには、槍やりを短く持っても防ぼう御ぎよ主体の状況を迫られる。

　時折、刃やいばが届く時もある。しかし、

「ほう」

　と、段蔵は容易たやすく自分の腕や手て指ゆびを落とさせる。

　軽く宙を転がる人体の一部を見た瞬しゆん間かん。

　……は？

　何な故ぜか、段蔵の刃が、こちらの手指や腕に向かっている状況にぶち込まれる。

　逆転するのだ。

　直後の冷えた汗あせと、反射速度の勝負は、福ふく島しまにして肝きもが冷えるものだ。

　訳わけが解わからない。

　更さらには、段蔵の動きも無む茶ちやがある。

　攻撃の際、彼は空中で速度を上げたり、場合によっては宙で止まっても見せる。

　加か速そく術じゆつ式しきや落らつ下か制せい御ぎよの術式を使用しているのかと思えば、そうではない。

　敢あえて言うなら、これが〝幻げん術じゆつ〟なのだろう。

「Ｔｅｓテスタメント．」

　福島は思った。真田さなだ十じゆう勇ゆう士しの〝大先生〟と言うだけの事はある、と。

　……この御ご仁じんに、彼らは稽けい古こをつけられたのか。

「一つ聞きたいもので御座ります」

　段蔵の連打に、福島は問うた。

「真田十勇士で、貴き殿でんに敵かなった者はいるので御座りますか」
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「そうさなあ……」

　福島は、段蔵が、右と左の刃を連続し、重なる火ひ花ばなの向こうで言うのを聞いた。

　こちらが長苦く無ないを受け止めると、彼は重さを感じさせない動きで後ろに跳び、

「強いて言うと、穴あな山やまがいいところまでは行けたか。あの者の忍にん術じゆつは、単純だが、意い識しきとしてはなかなかに癖くせがあるのでな」

「穴あな山やま……」

　いかん、と福ふく島しまは思った。

　……ええと、誰だれで御ご座ざりますか？

　昔に十人と相あい対たいした記き憶おくはあるのだが、当時は名前が違った。段だん蔵ぞうに対し、左から何番目の相手だったか、など訊きいても意味が無い事だろう。

　一応、カマ掛けとして、訊いてみる。刃やいばを送り、火ひ花ばなを散らし合いながら、

「ああ、あの、背が低い」

「高いわ！」

「……あの、目がパッチリした」

「細目だわ馬ば鹿か者もの！」

「じゃあ、あの、髪かみ型の派は手でな」

「短いわ馬鹿めが……」

「だとしたら、あの、印いん象しようの薄い」

「それは合ってる」

「Ｔｅｓテスタメント．、──終わりよければ全てよしで御座りますな」

「駄だ目めだ馬鹿があああああ！」

　キツい一いち撃げきが来た。かろうじて一いちノ谷たにの柄つかで受けたが、

　……は!?

　威い力りよくが、重い。来た衝しよう撃げきは一ノ谷が浮き上がる程のものだ。

　吹っ飛ばされ、福島は身を空中で回して着ちやく地ち。だが、足あし下もとに、

　……水！

　先さき程ほどまで、そんなものは無かった筈はずだ。

　幻げん術じゆつだ。
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　段蔵は、福島が地面を回かい避ひしたのを見た。

　足下に広がった水を、彼女は一ノ谷を使用して避けたのだ。その水溜たまりの縁ふちに槍やりの石いし突づきを叩たたき込み、範はん囲い外にまで身を飛ばした。

　一いつ瞬しゆんの判はん断だんとして優ゆう秀しゆうだ、と段蔵は思った。

　……なかなか出来る。

　今まで、幻術込みの攻こう撃げきをここまで凌しのいだ者はそういない。

　この技が効かなかったのは、信しん玄げんこと義よし経つねと、景かげ虎とらことマルファだが、

　……あの二人と共にいるのは、楽しかったな。

　自分の術じゆつ式しきが通じないという、不利感と、それを使わずに済むという安心。気き兼がねなく、相手に仕える事が出来るというのは、いい事だ。

　勝たなくて良いのだ。

　だが、この相手は、そうではないだろうと、段だん蔵ぞうはそう思う。ゆえに、

「最後に一つ、訊きいておこう」

「何で御ご座ざりますか？」

　先さき程ほどの事だ。

「お前の人形の素そ首くび、落としたな？　……あれ、どのように〝気付いた〟のだ」

　人形？　と福ふく島しまが一いつ瞬しゆん、首を前に傾かしげた。

　だが彼女は、ややあってから、Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいた。

「──ああ、あれ、人形で御座りましたか。拙せつ者しやの生なま首くびかと思ったで御座ります。

　何しろ、いつものようなボンヤリ顔で御座りましたもので気まずく、ふと我に返りまして」

　その回答に、段蔵は一いつ瞬しゆん言葉を失った。息を詰め、

「──は」

　肺はいの底を押した声が、小さく漏もれた。

　……此こ奴やつ……。

　油ゆ断だんはならぬな、と段蔵は思った。何な故ぜなら、自分の計算の中では、

「人形に見えなかったか」

　そうであった筈はずだ。だが、福島は、首を傾げもせず、こう言った。

「人形に見えぬ、見事な出来で御座りました」

　左さ様ようか、と段蔵は頷き、身み構がまえた。

「ならば、殺させて貰もらう」
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　段蔵の身体からだが、寸すんを詰めたように福島は感じた。

　力が、内ない圧あつとして溜たまったのだと、そう理解した瞬しゆん間かん。

「俺おれはそこか」

　段蔵の言葉が、いきなり真まっ正しよう面めんで聞こえた。

「……っ！」

　眼がん前ぜん。柄つかで弾はじいたのは段蔵の刃やいばではない。己おのれの経験だ。

　今、自分の中にある記き憶おく。清きよ正まさ達と繰り返した訓くん練れんと、敗はい北ぼくを経て得た意い識しきが、段蔵の攻こう撃げきに反応した。そして、

「〝逆さか落おとし〟！」

　福島は己を起き動どうした。不ふ可か解かいの戦せん場じようゆえ、様よう子すを見ていた力を使う。そして、

　……そこ！

　正面にいる段だん蔵ぞうが、左に回っていた。

　彼の放つ刃やいばを、福ふく島しまは〝抜いた〟。

　見切りだ。

　自分でも説明出来ない技術だが、身体からだはそれを実行する。

　体捌さばきを基き礎そとした、攻こう撃げきと防ぼう御ぎよの間への飛び込み。これは、敵の攻撃や防御を〝見る〟というよりも、タイミングを〝測る〟という行いに近い。

　見るより速く、相手の隙すきを穿うがち、回り込み、

「……っ！」

　福島は、段蔵の脇を横よこ薙なぎに、左に持った一いちノ谷たにの穂ほ先さきで割った。

　直後。段蔵の身が破は裂れつした。風船のように割れた身体の上、顔がくたりと上を向く。

　顔には目も鼻も口も、何も無かった。そして、

　……後ろ！

　振り向くより先に、何かが石いし突づきに乗った。

　福島の反応は一いつ瞬しゆんだった。

　彼女は身を前にスピンさせ、穂先近くを摑つかんだ。そして振り向いた背後。

　石突きを、虚こ空くうから生はえた白い腕が叩たたいていた。

　何かが乗ったのではない。見せかけの幻げん術じゆつだ。

　腕が消える。流りゆう体たい光こうの霧きりとなって闇やみに消える。

　その消しよう滅めつを待たず、福島は身を沈ませた。すると頭ず上じようから、

「おっと」

　上空。こちらの頭部を上から貫つらぬこうと、降ってくる段蔵がいた。

　何ど処こを足あし場ばにしたのか。それとも跳ちよう躍やくしたのか。

　何も解わからない。しかし、福島は穂ほ先側に背を向けたまま、一ノ谷の柄つかを握り、

「────」

　逆さか手て握りとなっている穂先側を、手首のスナップで後ろにぶち込んだ。

　すると背後で、ヒットを告げる金属音が響ひびいた。

　そして同時に、頭上から降って来た段蔵が力を失い、部品にばらけた。

　上にいたのは、人形だったのだ。ならば背後にて鉄の音を立てたのは、

　……あれは──。

　自分だ。

　振り向けば、背後にいる己おのれの腹に、一ノ谷の刃やいばが深く突き刺さっている。

　その瞬しゆん間かん。福島は、

「〝逆さか落おとし〟……！」
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　己おのれの腹のあった位置に、切り開きの気け配はいが来たのを福ふく島しまは感じた。

　先さき程ほど、生なま首くびを見た時と同じだ。

　だが、さっきとは違う部分が一つある。それは己が、

　……見切るで御ご座ざります！

　幻げん術じゆつの正体。それを探るために、福島は動いた。

　切り開きの気配に対し、その後ろへと回り込み、

「ここ……！」

　指で摑つかみ回した一いちノ谷たに。その刃やいばを、縦たてに回す勢いで斬ざん撃げきとし、虚こ空くうに叩たたき込んだのだ。

　直後。福島は一つの結果を得た。

「──ここか」

　更さらに後ろとなる左の脇腹わきばら。そこに、背後からの一発を叩き込まれたのだ。

　長なが苦く無ないの斬撃だった。
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　段だん蔵ぞうは、敵が跳ちよう躍やく回かい避ひするのを見た。

　手て応ごたえはあった。背後から叩き込んだ右の長苦無による一いち撃げきは、確実に福島の脇腹を裂さいた。だが、

　……浅かったか！

　原因は一つだ。

　段蔵の左手が、逆さか手て握りの長苦無を構えていた。左へのガード姿し勢せいとして、だ。

　福島が縦に回した一ノ谷の軌き道どう。その石いし突づき側が、高速の旋せん回かいでこちらへと回って来たのだ。

　無む論ろん、一ノ谷の柄つかは長い。後ろにいるこちらへと届く一方で、縦に回した場合は福島の身体からだが障しよう壁へきとなり、脇よりも内側へは回って来ない。

　その筈はずだった。

　福島がとった動きは違った。彼女は、縦に回す一ノ谷の穂ほ先さき側を外に振り、背後を石突きで薙ないだのだ。

　攻撃と防ぼう御ぎよを一体とする。

　槍使いにとっては、穂先と柄、石突きをもってそれを為なすのが理り想そうだ。

　一方で、戦せん闘とう中は攻撃に逸はやり、防御が疎おろそかになるものだが、

　……此こ奴やつ……！

　先日見た限りでは、このような相手では無かった筈だ。

　一体、何ど処こで己おのれを正した。そして、

「やってくれたな……！」

　石いし突づきの一いち撃げきは、届いていた。

　段だん蔵ぞうの左側そく頭とう部ぶが裂さけ、血が弾はじけるように吹いた。
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　福ふく島しまは思った。見切りの深さの間違いはあれど、届いた、と。

　その上で、理解した事がある。

　今、段蔵が行った背後からの攻こう撃げきは、こちらの読みの外だった、と。

　迎げい撃げき出来たのは、単に訓くん練れんの結果だ。昨夜に清きよ正まさが気付かせてくれた防ぼう御ぎよへのセンス。それが敵の位置を確かく認にんせずとも防御的な行動を自分に与えてくれた。

　一方で、これまで自分が見て来た幻げん術じゆつには、二つのパターンがあると福島は思った。

「一つは、拙せつ者しやがどう動き、攻撃するかというイメージの先にあった幻術」

　こちらの攻撃が、相手のものに転じたり、逆に返ってきたものがそれだ。

　他のもう一つは、

「拙者が動いた際など、不ふ意いを打つように発生する幻術」

　先さき程ほどの水溜たまりや、上から降ってくる刀や、転がった生なま首くびなどがそれだ。

　だが、と福島は自じ問もんした。後者の方、不ふ意い打うちのように見えるものを、自分が寸前で回かい避ひ出来るのは、どうしてで御ご座ざろうか、と。

　不意打ちならば、回避は不可能な筈はずなのに、だ。

　そして、今、最後に左脇わきに受けた一いち撃げきのみ、段蔵の手によるものだったのは何な故ぜか。

　それらの答えは簡単だ。

　……不意を打たれたように感じはするものの、実際は拙者が先に、そこに危険や不安を得ていたので御座ります。

　着ちやく地ちの足あし下もと。攻める時の頭ず上じよう。そして間が空あいた時の眼前。危険を感じる敵の動きも何もかも。全ての幻術の正体は、

「貴き殿でんの能力は、──拙者の思し考こうの内、不安や望みなどを顕現するので御座りますな？」

　そして、

「今の一撃。己おのれの不安を相手にし始めた拙者に対し、自ら手を下したので御座りますな？」
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　福島は、声を聞いた。

「は」

　はは、と続く言葉は、段蔵の笑い声だ。

　小こ柄がらな老人。彼は首を軽く反そらせ、

「そうだとしたら、どうする？　──解わかったところで、わしの幻げん術じゆつへの対応は無いぞ。

　貴き様さまがわしに一いち撃げきを入れる事を望んだ瞬しゆん間かん。それはわしのものとして顕けん現げんする。

　そして貴様が自分の不備を感じた瞬間。そこに不安の具ぐ現げんが顕現する。

　やがて貴様は自分の望みと不安に殺されるのだ」

「Ｔｅｓテスタメント．、ならば、同じで御ご座ざります」

　福島は言った。

「拙せつ者しやが望む全ての攻こう撃げきを回かい避ひし、拙者が望む全ての不安を討うてばいいので御座ります」

「出来るのか」

　問い掛けに、福島は息を吸った。

　左の脇腹わきばらに痛みはある。だが、加か護ごは効いている。ならば、

「──御おん身みをもって確かめられよ」

「わしが誰だれなのか、解っているのか？」

　福島は、頷うなずき、相手を見た。血に半顔を濡ぬらしたその顔。相そう貌ぼうは、人のものではない。

　自分がそう感じているだけの幻まどわしかもしれないが、

「竜りゆう属ぞくに御座りますな？」

「──左さ様よう。天てん竜りゆうに属する者ぞ」

「御名前は」

[image: ]

「加か藤とう・段だん蔵ぞう。──今の姿すがたが、わしの姿だ。そういう天てん竜りゆうだ」

　成なる程ほど、と福ふく島しまは思った。

　幻げん術じゆつを己おのれとする以上、この相手には〝正体〟が無いのだ。天竜という種族ではあっても、恐らく、明確な姿を持っていない。

「──だとすれば、竜の化け身しんを相手にすると、そう思えばいいので御ご座ざりますな？」

「違う。──天竜の化身だ」

　口の端はを上げて、段蔵が構えた。脚あしを開き、右の手で己を指さし、

「来い！　人類！」
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　巴パ里リ外周。市し壁へきの東側の護まもりに就ついていた地ち竜りゆうは、数キロ先で生じる剣けん戟げきを音に聞いた。

『うわ……』

　反射的に、地竜は巨きよ体たいを萎い縮しゆくさせた。

　縮こまる視線の先には、高速の火ひ花ばなが散っている。先さき程ほど見えていたものよりも、濃のう密みつで、荒れ狂ったような火花と流りゆう体たい光こうの飛び散りだった。それは時たまに、

『お』

　強きよう烈れつな鳴動を、重じゆう低音と震しん動どうで寄よ越こしてくる。

　明らかに、巨きよ大だいな存在が踏み込みを行った地じ響ひびきだ。

『すげえ……。人の状態で、竜の力を放てるのかよ……？』

「知り合いか？」

　市壁側からの学生の声に、地竜は首を横に振った。それも慌あわてた動きで、だ。

『知らねえよ。さっき、戦せん闘とうの前にベルンハルト様からチラ聞いた。──八百年前、竜の軍ぐん勢ぜいの主力として、侵しん攻こうの一角を担になっていたって言う……。こんなところに来てたのかよ』

　そこまで言ってから、彼は、あのなあ、と市壁側に告げた。

『あの爺じいさんがそれだったら、早く教えろよお前ら。先にやられた仲間なんて、挨あい拶さつも出来てねえじゃんかよ。氏し族ぞくの恥はじだぞ、これ』

「いや、俺おれらもあの爺さんが竜とか、今聞いたし。太陽王ロワ・ソレイユ達、役やく職しよく者しやなら知ってるかもしんねえけど」

『あー……』

　地竜は、夜空を見上げて嘆たん息そくした。

「ベルンハルト様も、何か距きよ離り取ってると思ったらそういう事か……』

「何かあんの？」

　砲ほう撃げき音に頷うなずきながら、地竜は応じた。

『ベルンハルト様、よくわかんねーけど、極きよく東とう側の所しよ属ぞくとは付き合い持たないようにしてるっぽいんだわ』

「どうして？」

『解わからねえ。地ち竜りゆうは天てん竜りゆうに命を預けるだけのシキタリだしな。昨日きのう、一いつ緒しよにメシ食ってくれただけでも氏し族ぞくの栄えい光こうってやつだ。だけど──、あっちの天竜も、意い地じでやってんだな』

　見れば解る。

　戦せん闘とうの中で、流りゆう体たい光こうが散っていく。術じゆつ式しきのようなものを使用しているのだろうが、それ以上に、霧きりに近い状態で散っていくものがあるのだ。

　天竜の身体からだを構成する〝型〟が壊こわれ、流体エーテルが流れ出している。

　天竜としての寿じゆ命みよう。否いな、天てん命めいが近いのだ。

　戦わなければ、あと何年かは保もつだろう。だが、竜は戦闘種しゆ族ぞくだ。戦いの中で生きていき、その中で死んでいく。

『誉ほまれだ』

　地竜は呟つぶやいた。あの天竜が、ここで終わるかどうかは、戦闘の内容次第だと思う。

　負ふ傷しよう少なく勝てるなら、また戦列に加わる事は可能だろう。だが、

『どうだろうな。長く生き永らえても、これ以上の善よき戦闘に出会えるかは解らねえ』

「今の戦闘は、いい感じなのか」

『解らねえ』

　ただ、と地竜は言った。

『人類にとって、いい戦闘ってのは、どういうもんなんだ？　これと同じなのか？』
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　段だん蔵ぞうは、己おのれの動きに身を震わせていた。

　……見事だ。

　段蔵は幻げん術じゆつの竜だ。本来の膂りよ力りよくは天竜のそれだが、上乗せとして相手の〝想そう像ぞう〟を力に得る事が出来る。

　つまり、敵が自分に抱くイメージや、恐きよう怖ふ心を、己の力として顕けん現げん出来るのだ。

　この能力が生せい来らいのものである以上、自分の力と相手の〝想像〟を得たものが、その時の自分自身だと、段蔵はそう思う。

　今、この敵が与えてくれる己の力は、強い。

　どれ程にこちらを強力な敵と感じ、見てくれているのか。そしてまた、この相手は、自分自身に対する怖おそれを、どれ程強く得ているのか。

　見事だ。

　そして段蔵は動く。

「さあ……！」

　剣けん戟げきを相手に叩たたき込み、段だん蔵ぞうは前に行く。力にセーブは無い。竜りゆうの全力を動きの一つ一つに叩き込んで前に出る。だから敵に防ぼう御ぎよの意味は無い。下へ手たに受ければ吹き飛ばすだけだ。足が踏む地じ響ひびきは大地を揺らし、敵の動きを制限する。

　すると敵は、

「──最低限で、見切るか」

　彼女は、体を捌さばき、こちらの動どう作さの内側に入り込み、また、外側へと出て行く。

　その動きはこちらの攻こう撃げきと防御を読んだもの。こちらが放つ連続の攻撃の中に、敵はカウンターとも言えぬ隙すき間ま打ちで刃やいばを差し込んでくる。

　厄やつ介かいだ。手を出す程に傷が増える。

　だが、自分の攻撃とて、無意味では無い。

　直ちよく撃げきは無いが、相手の身体からだに軋きしみと傷を与えている。更さらには、

「そこだ」

　敵の不安が、顕けん現げんする。

　草は足を取り、背後からは首を搔かき切ろうとする刃が現れる。

　どれだけ、この敵には、不安がつきまとっているのか。そしてまた、どれ程に、この敵は、それを振り払ってきたのか。

　興きよう味み深い。

　一体この敵の背後。控えている過去には何があるのだろうか。このような重圧を常に抱えている敵の、不安と強さの源みなもとは何なのか。

　知りたいと、段蔵は思った。知れば、もっと強くなれるのだから。すると、

「段蔵殿どの……！」

　声が来た。剣戟の向こうで敵が言葉を送ってきた。

「拙せつ者しや、気付いた事が御ご座ざります！」

「何だ！　言って見ろ！」

　槍やりを回し、こちらの刃をかわし、黒の髪かみを流しながら敵が言った。

「段蔵殿は、元からその姿すがたで御座りましたか!?」





●






　問われた内容に、段蔵は、ふと攻撃の手を緩ゆるめそうになった。

　一いつ瞬しゆん思い出したのは、真田さなだの生活だ。

　四百年前。欧おう州しゆうから真田に移った自分達に、人々は畏い怖ふを払い、しかし親切で。

　……後から、あの十人も来てな。

　そこであった事を、この敵は悟さとったのだろうか。

　しかし、これを言う事は出来ない。

　天てん竜りゆうとして、口にする事は不可能な事があるのだ。ゆえに、

「それを語る口は持たぬわ！」

「Ｔｅｓテスタメント．……！」

　意味をどう捉とらえたのか。ただ相手は、こう言ったのだ。〝気付いた〟と。

「──人類とは、さても甘いものだ！」

　段だん蔵ぞうは叫び、敵を追った。

　この敵は面白い。一体、何ど処こまでを望み、伸びようとしているのか。

　……見せてみろ！

　ゆえに、好こう奇きの思うがままに、段蔵は戦せん闘とうを濃く、深くしていく。

　敵が内に回るならば肘ひじを曲げて追い、敵が外に回るならば体を回して追った。

　突き込まれる槍やりには高速で引き、または逆に当てて返す事で、敵の体を崩くずす。

　そして段蔵は気付いた。自分が、段だん々だんと相手の速度を上回りつつある事を、だ。

　戦闘の中で、敵がこちらの事を強く見積もり始めたのだ。

　剣けん戟げきを繰り返し、しかし倒せないがゆえに、こちらを強敵と思う。それゆえの強化が生じている。

　都つ合ごうが良い。

　敵の錯さつ覚かくを利用する事を、卑ひ怯きようとは思わない。幻げん術じゆつは、敵にとっての真実なのだ。

　段蔵は加か速そくした。相手の期待に応こたえるために加速し、

「おお……！」

　相手の懐ふところへと、飛び込んだ。

　攻こう撃げきと防ぼう御ぎよの隙すき間まへと、自らも介かい入にゆうしたのだ。
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　段蔵は正せい対たいした。敵と向き合い、お互いの力を交こう叉さした。

　敵の放つ槍を、こちらから見て右外に回り込み、左の長なが苦く無ないを逆さか手て握りで左に叩たたき込む。

　瞬しゆん間かん。敵の槍が横に回った。ウエストを支点に、穂ほ先さき側の柄つかで、こちらを外に払う動きだ。

　攻撃を叩き込めば相あい打うちは必ひつ定じよう。

　無む論ろん、自分は今、竜の膂りよ力りよくを有している。刃やいばならばともかく、薙なぎ払いの柄程度で吹っ飛ばされるものではない。しかし、

「……!?」

　福ふく島しまが、回す柄の石いし突づき側を、後ろに伸ばした右手で取っていた。

　ウエストから背に回って行く柄の石突きを、彼女の右手は確かに引いた。

　こちらを薙ぎ払う穂先側の柄は、後ろにスライド。薙ぎ払う部分が、柄ではなく穂先の刃となった。

　攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを一体とした牽けん制せいの攻撃。

　左の長苦く無ないをバックハンドで叩たたきつけようとしていた自分にとっては、左脇わきを後ろから穂ほ先さきで刈かられる流れになる。

　段だん蔵ぞうは左腕うでを構わず振り抜いた。

　福ふく島しまの左背を刺す。

　彼女は右腕を外に引いた姿し勢せいだ。身体からだはどちらかというと、右腕の反動で左に、こちらに流れてきている。だから刺さる。

　そして段蔵は跳ちよう躍やくした。

　背後から刈りに来る一いちノ谷たにの穂ほ先さきを、背はい面めん跳とびの要よう領りようで飛び越しに入る。

　跳んだ。

　臍ほぞを天に反そり上げながら、福島の背を狙ねらう左腕を振り抜いた。

　すると、左の切きっ先さきがあるものを貫つらぬいた。

　空白だ。

　見れば、福島が身体を遠ざけている。

　一ノ谷を外に突き出した右手が、その柄つかを手放していた。

　一ノ谷が、福島の腰を支点に回って行く。だが、彼女自身は、もはや一ノ谷の重さに縛しばられる事無く、左腕を掲かかげ、

「と」

　左脇をこちらの刃が抜けた。

　攻撃は当たらなかったのだ。

　自分は背面跳びの状態から、更さらに身体を回した。空中で逆ぎやく一回転を掛けていく。

　眼がん下か。一ノ谷が福島の腰を回る。今や穂先が彼女の背を通過し、石いし突づきをこちらに向けていく。そして福島が、回る一ノ谷を右手で下から叩いた。

　槍の石突きが斜めに浮き上がり、先さき程ほど福島が上げた左腕の先、五ご指しに収まった。

　福島が、空中のこちらに対し、石突きを発はつ射しやした。

　鋭い一いち撃げきだ。だが、

「──っ」

　福島の右肘ひじを、虚こ空くうから生はえた手が摑つかんだ。首元の襟えりも、だ。

　突然の捕とらえに、彼女は眉まゆをひそめ、しかし、

「……っ！」

　石突きの攻撃を、突くよりも振り下ろしに変えた事に、段蔵は福島の技量を感じた。

　何な故ぜなら、自分も、空中で幻げん術じゆつによる軌き道どう修正を入れ、真ま下したに降りたからだ。

　もし、空にいた自分に斜め打ちの攻撃を放っていたら、着ちやく地ちと同時に一発を叩き込んでやろうと、そう思ったのだが。

　……この小こ娘むすめ……！

　叩たたき込まれる石いし突づきと、身体からだの振りに、しがみついていた虚こ空くうの手も消えた。

　何な故ぜだ、と段だん蔵ぞうは疑問した。

　何故、これだけの不安と怖おそれを纏まといながら、前に出て全てを払う。

　そして段蔵は、気付いた。

　……此こ奴やつ、どれだけの強敵を目もく標ひようとしている？

　東とう国ごく無む双そうだ。

　言葉で言うのは簡単な事だ。だが、きっと、この小娘は、その片へん鱗りんを知っている。

　言葉とは別の、達する事が不可能に近いレベルのものに、何ど処こかで触れたのだ。

　その上でこの小娘は、今の自分では、到とう底ていそれに敵かなうものではないと、解わかっているのだろう。ゆえに、

「怖れも不安も、否定せず、しかし振り払う決けつ意いを持っているか」

　叩き込まれた石突きを、段蔵はぎりぎりでかわした。それも身を低く、右の肩に突き抜けた柄つかを乗せるような姿し勢せいで、だ。

　右肩に、柄が乗った。

　摑つかむのでは間に合わない。その前に逃げられる。

　だから段蔵は竜りゆうの膂りよ力りよくを使用した。立ち上がる両脚あし。腰から膝ひざ下したに、直ちよつ下かへの力を叩たたきつけ、大地からの反動をそのまま肩に逃のがしたのだ。

　竜の震しん脚きやくからの、超ショートスパンのショルダーアタック。

　肩に乗った柄に力を打ち込んで跳ね上げれば、福ふく島しまの姿し勢せいは崩くずれるだろう。

　果たして、竜の全力は震しん動どうを持って一いちノ谷たにの柄を上に弾はじき飛ばした。

　竜の膂力による一発だ、

「槍やりと一いつ緒しよに吹っ飛べ小娘……！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。段蔵は、眼前にあるものを見た。

　足裏だ。

「……!?」
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　福島の判はん断だんは一いつ瞬しゆんだった。

　段蔵の全力で石突きが跳ね上げられると解わかった瞬間。前に出たのだ。

「──逆さか落おとし!!」

　二歩、否いな、一歩で良い。踏み込み、そして、

　……当たると思うな……！

　この敵は、こちらの期待を食う。だから今は、ただ己おのれの動きに集中し、

「……お！」

　福ふく島しまは、跳ね上がっていく一いちノ谷たにを右脇わきに挟みながら、段だん蔵ぞうの顔面を蹴けりつけた。

　直後に、福島は身体からだを反そらせた。背後の地面を見える程に回し、そこで二度目の、

「逆さか落おとし!!」

　蹴り足を軸じくに排はい気き量りようを上げて加か速そくし、福島は回った。

　一ノ谷を抱き締め、全身を軋きしませて、回転した。

　吹っ飛ぶのでは無い。それ以上の加速を二度、跳ちよう弾だんのように叩たたき込み、

「一ノ谷……！」
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　段蔵は、蹴りによって鈍った視し界かいの中でそれを見た。

　眼前にて、黒の軌き跡せきが円を描く。

　福島の髪かみだ。

　だが、彼女の身体は吹っ飛んでいない。竜りゆうの全力の跳ね上げを、加速術じゆつ式しきの連発で補ほ正せいし、空中で一回転する。

　その結果は明白だ。

　自分から見ての眼がん下か。そこから、半回転した一ノ谷の穂ほ先さきが弾はじき上がって来るのだ。

　地面を爪つめのように削けずる勢いは、天てん竜りゆうの膂りよ力りよくそのものだ。

　回かい避ひせねばならない。だが、地面に力を込めた震しん脚きやくを打ち込んだばかりだ。

　動けない。よくて腕を力無く振るのみで。

「く……！」

　段蔵は、一ノ谷の直ちよく撃げきを右の胸に受けた。それは一いつ瞬しゆんで背に届き、

「────」

　段蔵の全身が、断だん裂れつに大きく震えた。
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　福島は、手て応ごたえの直後に制せい御ぎよを失った。

　竜の勢いと、加速術式の二重掛けだ。回転という軌き道どうもあり、速度は自分の制御を容易たやすく外れた。更さらには、

　……左脚あし……！

　左の腿ももから膝ひざに、熱いラインが走っている。今の攻こう撃げきの中で、段蔵が右の刃やいばを放って来たのだ。それは浅い一いち撃げきだったろうが、回転の勢いが助長した。しかし、

　……あの状態で、よく攻撃を……！

　完全に、姿勢は力を抜き、下に落ちたものとなっていた筈はずだ。腕の筋きん力りよくだけで行ったとしても、身体からだ全ての動きに逆らった末の行いだ。筋きん肉にくが軋きしみを上げ、千ち切ぎれもしただろうに。

　流石さすが、と思う間も、しかし与えられなかった。

　穂ほ先さき側から地面にぶつかった福ふく島しまは、一いちノ谷たにごと車しや輪りんのように大地を吹っ飛んだ。

　三回転と大跳ちよう躍やくを合間に二回。土の欠片かけらを食い、草で頰ほおを切りながらもそこで横よこ倒だおしになった福島は、

「……っ！」

　意い識しきはあった。ひょっとしたら数秒は飛んでいたかもしれない。

　だが、息をつく自分を自覚は出来たのだ。

　生きている。

　震える全身の各所で、応急処しよ置ちの術じゆつ式しき陣じんが立ち上がっているのが解わかる。左の脚あしからも血が沸わき、零こぼれているのが感じられてくすぐったい。

　生きていて、感覚はあり、息も出来るのだ。後は、

「────」

　見えた。巴パ里リの明かりに照らされ、海が東西と南から広がって行く空が確かく認にん出来た。

　だから福島は、身を捻ひねって手を地面につき、起き上がった。

　奇き跡せき的に手の中に残っていた一ノ谷を杖つえのようにして、腰から上に起き上がり、

「は……！」

　息を吐き、硬くなった唾つばを口の中に入った土ごと捨て、息を吸った。

　冷たい。

　大気とは、ここまで澄すんだものだったか。そして、

　……段だん蔵ぞう殿どのは。

　と、街かい道どうに振り向いた瞬しゆん間かんだった。

「──福島様！」

　南の方、左手の方から、清きよ正まさの声が来た。

　振り向けば、カレトヴルッフを手にした彼女が、こちらの横に走ってくる。

「大だい丈じよう夫ぶですか！　福島様！」

　福島は、清正の声を聞いた。

「危険です！」
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　危険という、清正の声。

　それに対して、福島は思った。今、自分に対して何か幻げん術じゆつが掛けられているのか、と。

　かつての事だ。巴里に向かう鉄てつ甲こう船せん上、段蔵と向き合った時、自分と清正では見えているものが違った事があった。

　ならば今、駆かけつけて来た清きよ正まさには、己おのれが見えていないものが見えているのではないか。

　……それは──。

「え？」

　福ふく島しまは、地面に倒れている自分に気付いた。

　段だん蔵ぞうを討うって、一いちノ谷たにごと転がって、先さき程ほど確かに自分は起き上がった筈はずだが、

　……幻げん術じゆつ!?
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　福島は気付く。口の中にあるのは、土では無く、血だと。

　そして吸う大気は、

　……鉄と、火の匂においで御ご座ざります。

　ここは戦せん場じようなのだ。ならば急ぎ、身を起こさねばと、そう思うなり、

「福島様！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　清正が、南の方から駆けつけてきた。

　だがこちらは、身体からだが震え、僅わずかに意い識しきも散っているのだろう。言葉が出ない。

　そんなこちらの状態を解わかってか。清正が駆けつけて来るなり膝ひざをついた。清正は、こちらの脇わきに手を差し込み、機き動どう殻かくの駆く動どう音をつけながら身を起こしてくれる。

「治ち療りようが必要ですね」

「否いな、今は有ゆう事じに御座ります」

「また、福島様は真ま面じ目めな……」

　苦く笑しようで言われ、身体を持ち上げ、立たされる。

　福島は、右手の一ノ谷だけは離さぬようにしながら、清正に会え釈しやくした。後ろ、こちらの身体についた草や土つち塊くれを叩たたいて落とす彼女に対し、

「すまぬで御座ります、キヨ殿どの」

「いえ、それより、どうしたんですか、一体。──右脚あしにそんな負ふ傷しようまでして」

　彼女が言った。その内容に、福島は反射した。

　同時。福島は気付いた。己おのれの左胸、その上部から、白い刃やいばが生はえているのを、だ。

　カレトヴルッフだ。その片かた刃ばが、背から胸へと貫かん通つうしている。

　そして背後に立つ清正が、こちらに顔を見せず、笑えみの声でこう言った。

「──もう、休んでいてもいいのですよ？　福島様」
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　清正の言葉に、福島はこう思った。ああ、これは幻術なので御座りますな、と。

　そして福島は、ゆっくりと清正に振り向いた。

　彼女が今言った言葉、それは、かねてから自分が思っていた事だ。

　……もう、全部投げ捨ててもいいではないか、と。

　昨夜だって、そう思ったのだ。しかし、

「忝かたじけないで御ご座ざります」

　福ふく島しまは、笑えみを見せる清きよ正まさに言った。

「キヨ殿どのは、絶対に、本心でそう思っていても、そのような言葉を言わぬので御座ります」

　だとすれば、今の彼女の台詞せりふは、こういう事だ。

「拙せつ者しやの中にまだあった甘さが、キヨ殿を盾たてにして、出てきたので御座りますな」

　すまない。キヨ殿を穢けがしてしまったで御座りますな、と福島は思った。

　ただ、目の前で微笑する彼女の向こう、そこにあるであろう己おのれの怖おそれや不安に対し、福島はこう告げた。

「──そこにいて、いいで御座ります」

「いいのですか？」

「幾いく度ど拙者の背を摑つかもうとも、甘かん美びに誘さそおうとも、振り払って行くだけに御座ります」

「離れなかったら、どうするのです？」

「その時は、キヨ殿達が[image: ]しかってくれるし、共に行ってくれるで御座りましょう」

　言うと、ややあってから清正が苦く笑しようした。だが、

「一人では、なくなりましたね」

「昔から、そうで御座りました。ただ──」

　ただ、

「そうであったと、思い出したので御座ります」

　言葉を作って、福島は目の前にいる己に手で触れ、抱き寄せた。

　不安も怖れも、何もかも。

「それ自体を恐れるのは、もう、無いで御座ります」

　抱きしめた瞬しゆん間かん。周囲の風景が破は砕さいした。

　幻げん術じゆつが、その効果範はん囲いから、福島を完全に除じよ外がいしたのだ。
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「は……！」

　荒い息で、福島は膝ひざをついている自分を自覚した。

　ここは戦せん場じよう。巴パ里リを前に見る街かい道どうの脇わき。自分は転がり、口の中には土が有り、

　……左脚あし！

　左の脚には、確かな傷が有り、血が零こぼれている。

　先さき程ほどの幻術の中、清正の事を〝おかしい〟と気付いたのは、これだ。

　自分は右利き。脚あしは軸じく足あしが左となる。だから左脚の負ふ傷しようは避けたいものだ。だが、幻げん術じゆつの中の清きよ正まさは負傷の脚を〝右〟と言った。

　これは、自分にとって都つ合ごうのいい現実だ。だから、これは幻術だと思った。

　あの時の振り向きが無ければ、カレトヴルッフを背の中央に突き立てられていた筈はずだ。

　無む論ろん、今も、その負傷は残っている。左の肩を動かそうとすると、左の肩けん胛こう骨こつが軋きしみ、インナースーツの胸に粘ねばったような湿しめりが落ちる。

　……見事な術に御座ります！

　先さき程ほどまでの幻術とは違う。現実の中で起きているのではない。こちらの知覚系けいにまで侵しん攻こうしてきたそれは、

「拙せつ者しやと段だん蔵ぞう殿どのが、近しくなったという事で御ご座ざりますか」

「そうさな」

　と、声がした。

　膝ひざをつく自分の正面。約十五メートルの位置に、段蔵がいる。

　こちらに対し、長苦く無ないを突き出し、やはり膝をついた姿し勢せいだ。

　彼は、鋭い目をこっちに向けた状態で、しかし、

「──く」

　その全身から、不ふ意いに光の霧きりが散った。

　天てん竜りゆうの最さい期ごが来たのだ。

　小こ柄がらな身体からだが、そして前に、ゆっくりと倒れて行く。

　轍わだちの街かい道どう上に、天竜の忍しのびが、こちらに長苦無を向けたまま、倒れ、

「……くそ」

　伏した。
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　段蔵は、己おのれの終わりを悟さとった。

　……ここまでか！

　敵からの不安と怖おそれは、未いまだにある。天竜という存在に対する畏い怖ふが、確実にこちらの身体に届いているのだ。

　天竜はここまでの存在であったかという脅きよう威い。それが今、自分の意い識しきを繫つないでいる。

　そうとも、と段蔵は思う。お前の錯さつ覚かくによって繫いでいる命だが、人類の竜に対する感情こそが竜りゆう属ぞくの存在する証あかしなのだ、と。

　大体、自分は、竜属の中でも鼻つまみ者の存在だったのだ。

　先程、戦せん闘とう中、福ふく島しまに問われた事がある。元からこの姿すがただったのか、と。

　答えは、そう、だ。

　天てん竜りゆうは、竜の〝型〟に地ち脈みやくなどが満たされる事で生じる。

　自分のような天竜の場合は、怖おそれや不安と言った要素が素材だ。

　似たようなものとして、人が野や獣じゆうや蛮ばん人じん、闇やみを恐れた姿すがたとして、人狼ルウガルウがある。

　ならば、自分達の場合はどうなるか。

　自分は、人の姿をした竜として生まれた。

　つまり、自分は、人を恐れた竜の恐きよう怖ふによって生じたのだ。

　存在としては天竜でありながら、姿は人。しかし他者の不安や恐怖を具ぐ現げんする性質上、人としては生活出来ない。

　だから常に前線に出て、己おのれは自分の価か値ちを提てい示じし続けた。

　しかし人類相手に成果を出せば出す程、竜りゆう属ぞくは自分の力を怖れ、距きよ離りを取った。

　最終的に、愚ぐ連れん隊たいとも言える連れん中ちゆうと付き合い、共に真田さなだの地に行ったのだが、

　……不ふ思し議ぎな時間だったな。

　欧おう州しゆうとは違い、畏い怖ふはあれど、敵てき対たいが無い場所だった。

　人の姿の自分は、人々の畏怖による強化で、山を開く事や水を呼ぶ事を憶おぼえ、佐さ助すけ達に笑われたものだ。感かん謝しやされてる相手に、俺おれの力は、お前らが拝おがむからだと言ってやれ、と。

　そして〝要いらず〟の十人が来た。

　誰だれも彼も、不安と怖れの塊かたまりのような連中で、鍛きたえるには申し分なかった。

　だが、彼らは、幾いくら叩たたき潰つぶしても、こちらを先生と呼ぶ始し末まつで。何な故ぜかと言えば、

「俺達の事、解わかってくれてるでしょう、か」

　二代目の佐助の奴やつ、面めん倒どうな事を言う。

　しかし、確かに彼らの不安と怖れを、自分は見た。だから、だ。

　だから、敵を設定した。

　かつては怖れと不安を食らい、人類を潰していた自分が。

　今は、怖れと不安を得て迷い込んできた人類のそれらを祓はらうために。

　……そして──。

　身体からだが動かない。

　敵は、こちらに畏怖と怖れを得たというのに。

　敵がかつて破った者達。怖れと不安を与えた者達。その師したる自分は、それを敵に返す事は成功したと、そう言うのに。これ以上の結果が出せぬとは。

　……動け。

　天竜だ。最高位の竜属が、人の前で、伏して無ぶ様ざまに死ぬ訳わけにはいかない。

　情なさけを掛けられるような死に方をする訳にはいかない。

　しかし、身体が動かない。

　竜の力は尽きていく。敵の畏怖はあれど、足りない。

　無む論ろん、元より、鼻つまみ者であった存在だ。ここで助力を願うのは虫が良過ぎるか。ならば、

　……すまん。

　伊い佐さ、三み好よし、そして他の子供達。真田さなだの仲間達。自分は届き、返したが、

「……？」

　ふと、段だん蔵ぞうは気付いた。地面に倒れた己おのれの身体からだ。長苦く無ないを握る手に、力がまたこもっている事を、だ。

　力が戻って来ている。

　……何な故ぜ。

　思った意い識しきが、音を聞いた。それはまず、風の音で、続いて聞こえてくるのは、

「────」

　声だ。遠く、巴パ里リの方から聞こえてくる声がある。

　だが、これは何だろうか。単なる声に、こちらを回復するような要素は無い筈はずだ。

　……これは──。

　段蔵は、確かに聞いた。その声は群で、人々が作るもので、確かにこちらに向けられた、

「頑がん張ばれ！」

　畏い怖ふでも怖おそれでも不安でも無い。

「頑張れよ……！」

　期待の声だ。





●






「聞いたよ！」

　市し壁へき上に、街から人ひと影かげが上がって来る。

　何人も何人も、呼んだのは市壁で防ぼう御ぎよについていた地ち竜りゆうだ。彼が、護まもりに就ついていた学生に頼み、段蔵の事を下に広めたのだ。すると、

「何だい、あの爺じいさん、竜のお偉えらいさんなのかい！」

　来た。人々が、気付いた範囲だろうが、確かに顔を見合わせ、

「おい！」

「行くぞ!!」

　Ｔｅｓテスタメント．、と声が続いた。皆、初めて顔を合わせるような者達ばかりだが、

「あの爺さん、このところ、夜でも市し街がいの見回りしてたの、知ってんだ！」

「うちの屋や台たいが、広場の階段を上がれないのを手伝ってくれた！」

「いつも、昼メシの時間に、広場でうちの楽がく団だんの曲聴きいてたとも……！」

「下へ手ただからいつも無言で去られてたじゃねえか」

「馬ば鹿か、最後までちゃんと聴いてたんだよ！」

　そうか、と頷うなずいたのは、市し壁へきの護まもりに就ついていた地ち竜りゆうだ。

『頼む』

　彼は言った。

『何百年と生きた天てん竜りゆうの最さい期ごなんだ。──声を送ってくれ』

「天竜って……」

　皆が、顔を見合わせた。やはり、かつての歴史における竜りゆう害がいについては誰だれもが知っている事なのだ。だが、

「ベルンハルトの旦那だんなと同じだろ。今は俺おれ達の味み方かただ！　だったら──」

「Ｔｅｓテスタメント．、だったら俺達も天竜の味方だ」

　ああ、と皆が言って、地竜に視線を向けた。

「どうすりゃいいんだ」

『いや、俺もよくしらねえけど、畏い怖ふとか？　何とか？　つまりスゲーとか、そういうのを向けてやってくれよみたいな？』

「わかんねえよ！」

　皆が叫んだ瞬しゆん間かん。パンののし棒ぼうを手にした婦人が叫んだ。

「頑がん張ばれ……！　──これでいいんだろ!?」

　それだ、と皆が振り向き、次で続いた。

「頑張れ……!!」

「──おい、そこの学生、名前は!?　お前のじゃない！　あっちの、だ」

「Ｔｅ、Ｔｅｓ．！　あちらは、その、──加か藤とう・段だん蔵ぞう、と」

　その名前に、市し壁へき上の皆が顔を見合わせ、頷うなずいた。

　そして一いつ斉せいに、誰だれもが声を作った。
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「頑張れ」

　段蔵は、声を聴きいた。

「頑張れ　頑張れ」

　段蔵にして、初めて聴く声だった。

「頑張れ　頑張れ　段蔵」

　段蔵は思った。まさか、追い出されるようにして逃げた欧おう州しゆうで、人々がこのような声を自分に送ってくるとは、と。

「頑張れ！」

　ああ。人々が錯さつ覚かくしている。自分は立てると錯覚している。

「頑張れ！　頑張れ！」

　解わかっている。自分も、幾いく度どとなく、人々や、子供達に言ったのだ。

「頑がん張ばれ　頑張れ　段だん蔵ぞう！」

　今いま更さら気付く。この言葉は、畏い怖ふや怖おそれや不安に同等であったのだと。

「頑張れ……！」

　解っている。己おのれの幻げん術じゆつが、人の期待をもって、初めて己を動かしている。

「頑張れ　頑張れ　段蔵……！」

　この言葉を聞いて、立たなかった者を、見た事が無い。
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　巴パ里リの方からの歓かん声せいを背に、段蔵が立ち上がるのを福ふく島しまは見た。

　共に、ろくに動ける状態では無いのは解っている。だが、

「立たねばならぬで御ご座ざりますな」

「厄やつ介かいな生き方を選んだものだ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と応じた視し界かいの中、段蔵が、左の長苦く無ないを己に突き刺した。断だん裂れつした左肩を縫ぬい止めるように、左脇わきから左胸へと貫かん通つうさせたのだ。

「これでいい」

　流りゆう体たい光こうを散らしながら、竜りゆうが身み構がまえた。

　そしておもむろに彼は、身を前に倒し、

「行くぞ」

　来た。
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　福島は動いた。

　行くのは真まっ正しよう面めんだ。

　背後、自分の肩や腕や、腰を摑つかむ虚こ空くうの手て指ゆびがある。

　だが、無視して福島は行った。

　前に。

　晴せい海かいがやっていたように、轍わだちを利用し、平面を駆かけ上るように福島は走った。

　そして、接せつ敵てきの機き会かいはこちらの方が先に来た。

　槍やりであるがゆえ、リーチの分だけ攻こう撃げきが先に届くのだ。

　対する段蔵が持つのは、右の手の長苦無のみ。

　福島は迷わなかった。狙ねらうのは段蔵の首真ま下した。竜であれば逆げき鱗りんのある位置だ。

　竜に対する礼れい儀ぎとして、福島はそこを狙った。

　届く。

　その直後。福ふく島しまは見た。

　いつの間にか、自分の首元下に、段だん蔵ぞうの長苦く無ないが届いているのを、だ。

　……幻げん術じゆつ！

　こちらの期待を食われ、相手のものとして顕けん現げんされたのだ。
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　段蔵は、思った。既すでに勝負はついていたな、と。

　これが最さい期ごの幻術。期待によって起き上がった自分が、相手の期待を食って上回る。

　もう、不安も怖おそれも、無しでいいだろう。だから段蔵はこう叫んだ。目の前の敵に対し、

「超えてみろ……！」

　そして段蔵は見た。幻術の中、福島がこちらを真まっ直すぐに見たのを、だ。

　それは、こちらの視線から、己おのれの首に伸びた腕と切きっ先さきまでを視し界かいに収めたもの。

　彼女が刹せつ那なの中で何を狙ねらったのか、段蔵は悟さとった。

「……わしの幻術を食うか！」
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　直後。段蔵は自分の期待が食われたのを悟った。

　福島が、こちらの攻こう撃げきを受け入れたのだ。

　幻術のシステムとして、段蔵は相手の期待を食い、お互いの入れ替えを顕現する。

　だからまずに、段蔵は福島の攻撃の期待を食い、自らが攻撃手しゆに回った。

　だが、今、福島が、その攻撃を受け入れた。

　……わしの攻撃に、己がやられる期待をしたのだ！

　不安を持てる身だからこその、幻術の逆利用だ。

　結果として、お互いはもう一度入れ替わった。

　段蔵は、自分の首元に一いちノ谷たにの刃やいばが突き刺さり、突き立っていくのを悟さとった。

「────」

　見事だ、と段蔵は思った。

　こうなるという、そんな思し案あんはあった。

　何な故ぜなら、この敵は、最初の段階で、ある事を告げていたのだ。

　……落ちた人形の首を、自分の生なま首くびに見えた、と。

　幻術において、落ちた首の見え方は、自分で自分をどう捉とらえているかに拠よる。

　人形に見えた場合、何かに囚とらわれている自分や、己への過小評ひよう価かがあるという事だ。

　だが、それが普段の自分と変わりなく見えた場合。

　……そこには、虚きよ飾しよくも何も無いのだ。

　怖おそれも不安も、自分の中に収めて飼う事の出来る人間。

　既すでに、その能力は敵の中に自覚無く存在していた。ただ、戦いの始まりからここまでの間で、敵は己おのれの不安や怖れに対し、自覚を持ったのだ。

　不安や怖れを、期待に変える方法として、だ。

「馬ば鹿か者ものが……！」

　東とう国ごく無む双そうを狙ねらうに相応ふさわしい。

　そして段だん蔵ぞうは、直ちよく撃げきを受けた。

　竜りゆうとしてならば逆げき鱗りんのある位置に、一いちノ谷たにの貫かん通つうを食らったのだ。
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　人々は見た。

　決けつ着ちやくの野に、爆ばく散さんした流りゆう体たい光こうと、その中に立つ竜を、だ。

「あれは……」

　全長にして、百メートルを超える姿すがたは、青の色に染まっている。

　散る流体エーテルの霧きりと風の中。見えるのは翼つばさと尾お羽ば根ねだ。

　竜としては鳥類型。冠かんむりに似た竜りゆう角づのを持ち、六枚翼よくと、長大な飾り羽根付きの尾羽根が鳴り音を立てて大気を打った。

「青の鳥だ」

　誰だれかが言った。

「幸運の、青の鳥。──だけど、探せば見つからない。誰もの心の中にいるという、青の鳥」

　Ｔｅｓテスタメント．、と一人の男が言った。迷いながら十じゆう字じを切り、

「ほら、さっき、言ったろ、俺おれ」

　彼は、手て指ゆびを絡め、散っていく青の竜に視線を向け、こう告げた。

「あの竜は、俺達の味み方かたなんだって」





●






　福ふく島しまは、青の竜がこちらを見ている事に気付いた。

　去って行くのは、何となく解わかる。だが、

「何で御ご座ざりますか？」

　ああ、と竜が低い声で応じた。

『この姿、どう見える？』

「──もっと早く見せて頂いただければと、そう思うで御座ります」

『そういうな』

　竜が、小さく笑った。そんな気がした。

『この姿すがたを与えてくれて、感かん謝しやする』

　竜りゆうは告げた。

『我は〝幻げん竜りゆう〟。──しかし、人の姿と、この姿は確かなものだと、そう言おう』

　言って、彼は、街かい道どう上に視線を回した。

　道の上、晴せい海かいが倒れている。もう動かないその姿に、福ふく島しまが視線を向けた時だ。

「……？」

　巨きよ大だいな気け配はいの風音を伴って、青の竜が空に舞い上がった。

　散っていく。その姿。背の上に、

　……あ。

　晴海のような、流体エーテルの欠片かけらのようなものを一いつ瞬しゆん見た気がした。

　だが、ふと福島は、頭ず上じようにあるものが落ちて来たのを気付いた。

　竜の小こ羽ば根ねだ。

　流体として散るかと思えば、硬い。長さ十五センチ程の青の羽根は、ぼんやりと輝き、

「段だん蔵ぞう殿どの」

　上空。既すでに青の六枚翼よくは遠く、散っていき、姿も定かでは無い。

　ただ、ゆっくりと膝ひざをつきながら、手に一本の羽根を持ち、福島は頭を下げた。

「感謝、至し極ごくに御ご座ざります……！」
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　段蔵は、散っていく自分に笑えみを得ていた。

　……全く。

　共に来ていた晴海の気配は、いつの間にか消えている。

　きっと、先に行ったのだ。今は彼らの魂たましいの集つどいどころで、伊い佐さと顔を合わせているだろう。

　その場所が何ど処こかは解らない。どのような形をしているのかも、だ。

　ただ、真田さなだの地であればいいと、そう思う。

　自分も、そこに行くのだろうか。それとも、

　……そうだな。

　もう、欧おう州しゆうにわだかまりは無い。この地で、自分は畏い怖ふとも怖おそれとも、別のものを得たのだ。真田の地のみが特別だった訳わけでは無い。

　佐さ助すけも才さい蔵ぞうも、他の連れん中ちゆうも、知らなかったであろう。

　魂の行く先で、また顔を合わせる事が叶かなうならば、教えてやろう。

　四百年前と、八百年前と、人類は相変わらずで、竜りゆう属ぞくも相変わらずだが、意い外がいに上う手まくいくようだと。

　それを最初に教えてくれた仲間達に。

　それを最さい期ごに教えてくれた敵に。

　段だん蔵ぞうは、翼つばさを広げ、散っていきながら感かん謝しやした。

　そして段蔵は、消えていった。

　この青の姿すがたが、期待の姿が、見えればいいと、そう期待しながら。
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　片かた桐ぎりは、空に昇っていく青の姿と、散る流りゆう体たい光こうを見上げていた。

　背後から、上空に掛かる海が邪じや魔まだと、そう思える光こう景けいだ。

　だが、片桐の視し界かいは、あるものを見ていた。

　散って、垂すい直ちよくのラインで残った流体エーテルの霧きりを追うように、何かが巴パ里リから飛んだのだ。

　それは、昇った青の鳥に対し、遙はるかに届かぬものだが、強い放ほう物ぶつ線せんを描いて東に飛んだ。

　……あれは──。

　何かを判はん断だんするより先に、空中でそれが分離した。一いつ斉せいに、夜の中で散る落ち葉のように姿を変えたのは、

「──傭よう兵へい団だん長ちようベルンハルトです！」

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側についた第二の天てん竜りゆう。〝群ぐん竜りゆう〟だ。







[image: 第六十六章『高空の遭遇手達』]
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　ベルンハルトは、突とつ撃げきした。竜りゆうの姿すがたで敵に向かった。

　高空とは言えぬ空。頭ず上じようにあるのは、かつて共に戦った仲間の死に姿だ。

　正直、〝幻げん竜りゆう〟とは言葉を交わした記き憶おくも少ない。

　だが、去る者を見送り、その戦せん闘とうの一生を讃たたえるのが竜りゆう属ぞくの習わしだ。

　我が同どう胞ほうの来た道に敬けい意いを。そして去る者への手た向むけとして、新しい戦せん場じようを。

「そのために、行くぞ」

　声を作った先、巴パ里リの市し壁へきを守っていた地ち竜りゆうが頷うなずいた。

　二体。自分も含めた戦力を、東に投とう入にゆうする。

　眼がん下かにて敵は動いている。輸ゆ送そう艦かんを守るため、空中にいる軽けい戦せん艦かん三艦が、地上に降りた一艦と共に壁を作ったのだ。

　カバーに入られる。が、ベルンハルトは構わない。

　ベルンハルトは、竜の姿を分化した。

〝群ぐん竜りゆう〟という名の如ごとく。その巨きよ体たいを一いつ瞬しゆんで千の小しよう竜りゆうに分けたのだ。

　一いつ斉せいの群ぐん勢ぜいとして、ベルンハルトは敵の壁に襲おそいかかった。

　まずは正面。空に立ちはだかった軽戦艦を砕くだくために、だ。
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　小こ六ろくは、玄げん武ぶの中で歯は嚙がみした。

　……そっちか。

　竜属の動きが、あまりにも堅実だ。

　上空にいる軽戦艦の数で言えば、西側のこちらが二。東側の向こうが三だ。戦力として見た場合、こちらに来るのが常じよう道どうだろう。

　しかし、敵は向こうを選んだ。

　何な故ぜかは解わかる。

・黒　竹：『いやあ、蜂はち須す賀か君がそっちいるの、警けい戒かいされてますかねー』

・□□凸：『一いつ昨さく夜や、蜂須賀さんが向こうの竜りゆう砲ほうを弾はじいたからですか？』

・６　　：『実際、こっちの方が地上戦力も残ってる。私が敵の武ぶ神しんに対応出来ているから』

　そういう事だ。

　一昨夜の防ぼう御ぎよは作戦上必要な行為だった。何ど処こかの馬ば鹿かが身内を囮おとりにするという阿あ呆ほな事をやらかしおったが、資材は必要だったのだ。

　だが、その結果、敵にとっては警けい戒かいすべき相手としてマークされた。地上戦力が残っているなら、尚なお更さらだろう。

・６　　：『竹たけ中なか、アンタ反省』

・黒　竹：『いやまあ、その辺りを見越して、清きよ正まさ君を東に振ったんですけどねー……。やっぱもの凄すごい堅実ですね、太陽王ロワ・ソレイユ』

　聞いちゃいない。だが、竹中と自分の敵に対する評ひよう価かは同じだ。

　この相手は、傲ごう慢まんな腕わん力りよくを振りかざしてくる一方で、堅実な詰めを行う。

・□□凸：『あ！　僕の処ところが狙ねらわれなかったのって、僕が警けい戒かいされてるからですか!?』

・６　　：『馬ば鹿かが』

・□□凸：『な、何ですかその言い方！　ちゃんと説明して下さいよ！』

・６　　：『つまり、片かた桐ぎりの物言いが、私を比較対たい象しようとして考こう慮りよした場合、あまりにも愚おろかであり、場を考えていない発言であり──』

・□□凸：『馬鹿の理由を説明しろって言ってないですよ！』

・６　　：『しろ？』

・□□凸：『……して下さい。です』

・６　　：『初めからそう言えばいいのに』

・つるぎ：『──あっ、片桐君！　何か血圧が凄すごい上昇してるけど、大だい丈じよう夫ぶですか！　何だかコーフンして、男の子らしくなってたりしませんか!?』

・□□凸：『誰だれかあ──！　誰か僕に静かな場所を下さあ──い！』

　ともあれ、現状は説明も面めん倒どうだ。

　片桐の処が狙われなかった理由は、すぐに解わかる。だから、

「清正辺りがすぐに戻れれば……」

　と、小こ六ろくが呟つぶやいた瞬しゆん間かんだ。

　東の空に、光こう爆ばくの大おお球だまが一つ生まれた。

　上空から砲ほう撃げきを行っていた軽けい戦せん艦かんが一隻せき、ベルンハルトの小しよう竜りゆう群が作った竜りゆう砲ほうによって、破は壊かいされたのだ。そして、

「食らうか!?」

　竜砲の破壊とは別に、爆ばく発はつが生じた。

　光の炸さく裂れつが炎ほのおに変わった理由は一つだ。軽戦艦の中に仕込まれた爆ばく砕さい術じゆつ式しきが発動したのだ。

　小竜狙いの自じ爆ばく攻こう撃げきが生んだ轟ごう音おんを、小六は玄げん武ぶの聴ちよう覚かく素そ子しに感じた。
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　清正は、軽戦艦の自爆の結果を見た。

　丁ちよう度ど、アンリの太た刀ちの二本目を破壊した時だった。

　北東の空、空に咲いた爆発の飛沫しぶきが、夜を照らし、しかし、

　……小竜群に、通じてません！

　小しよう竜りゆうの群が、爆ばく砕さいを読んだ動きをしていた。爆ばく発はつが生じた時には、群は既すでに離れた空くう域いきに広がっている。ベルンハルトがこちらの手を読み、直ちよく撃げきを避けたのだ。

　小竜達が、空を昇って巻いた。

　爆発によって生まれた暴ぼう風ふうを避け、しかしその風に乗って、夜空に渦うずを巻いていく。

　上から全体を把は握あくし、次の得え物ものを狙ねらうのだろう。

　……その間、攻こう撃げきが無い訳わけでは無いですよね。

　懸け念ねんは当たった。巴パ里リの市し壁へきから二体の地ち竜りゆうが疾しつ走そうしたのだ。

　何をするかは解わかる。上空の群ぐん竜りゆうと連れん携けいをとって、地上側の援えん護ごを行おうと言うのだ。

　急ぎ、迎げい撃げきに行かねばならない。だが、

「……っ!?」

　無む言ごんの太た刀ちが、頭ず上じようから降って来た。アンリだ。それも、刃やいばを二枚横並びで、

「これなら双そうの槍やりでも対応出来ないだろう……！」

　無む茶ちやを言う。そんな事を思う一方で、相手の発はつ想そうに感心してしまう自分が嫌いやだ。しかし対応をせねばならず、

「──え？」

　いきなり、清きよ正まさは、身体からだが浮いたのを悟さとった。

　風だ。戦せん場じようを吹く突とつ風ぷうに、清正は己おのれの身を攫さらわれたのだ。
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　気付けば、清正は、アンリの刃から離れた位置にいた。

　距きよ離りにして七メートル程。未いまだアンリと太刀の間ま合あいだが、タイミングは完全に外している。そして清正は、自分を運んだ風の正体を見た。

「福ふく島しま様!?」

　声に驚きが含まれた理由は、彼女が自分を抱き上げて攫っただけではない。

　福島の負ふ傷しよう状態だ。

　顔は擦さつ過かと土で汚よごれ、左胸と左脇わきには未だ血を流す傷がある。特に左胸の方が重じゆう傷しようだ。抱き上げられた姿し勢せいで彼女の背に手を回せば、左胸の傷の裏側となる背には、やはり血が滑ぬめりを作る負傷があるのだ。更さらには、左の脚あしも、血の匂においを強く立てていて、

「──福島様！」

「Ｔｅｓテスタメント．、──キヨ殿どのの御お陰かげで、勝ったで御ご座ざります」

　勝ったのは解っている。先さき程ほどの青い竜の飛ひ翔しようは、自分もアンリも見上げたのだ。だが、

「そうではありません！　何でそんな負傷で、ここに……！」

「Ｔｅｓ．、キヨ殿、拙せつ者しや、これ以上戦えないで御座ります」

　見れば解る。しかし、福島はこう言った。

「──ただ、拙せつ者しや、あちらにキヨ殿どのを運ぶ事は出来るので御ご座ざります」

「待て！　今、彼女はこちらと勝負中だ！」

　アンリが、右の手の平を突き出して抗こう議ぎした。

　だが福ふく島しまは、こちらを抱きかかえ直すと、アンリに頭を下げた。

「失しつ敬けい」

「あ、こら！」

　その言葉を聞くまでもない。

　福島が、いきなりの加か速そくを放った。自分の身体からだを抱き上げたまま、身を北東に倒し、

「──逆さか落おとし」
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　東の戦せん場じようが大小の乱戦となったのを、片かた桐ぎりは見ていた。

　南の方からは、東の高台に上がる緩ゆるい斜面の全ぜん貌ぼうが見渡せる。

　片桐は望ぼう遠えん術じゆつ式しきを使用してその把は握あくを行っていたが、

「うわ」

　望遠された表示枠レルネンフイグーアの画が像ぞうの中に、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武ぶ神しん団だんや、地ち竜りゆうが飛び込んで来る。そのたびに画面が暗くなり、自動光学補ほ正せいが働き、しかし、

　……大物は陰るし、それがいなくなったら白しろ飛とびするなあ……。

　確かく認にんがしづらい事この上ない。更さらには、

・６　　：『片桐、画像、直す』

・黒　竹：『すみません片桐君、もーちょっと右、右右、あ、そこそこ、いいですねー』

　などと注文やら何やらが厳きびしかったり大おお雑ざつ把ぱだったりで結けつ構こう参まいる。

　ただ、一つ明確なのは、全体が上に押されているという事だ。

　東側の戦せん士し団は、中ちゆう武神隊を何とか押さえ込みつつも、重じゆう武神隊の突とつ撃げきに削けずられていた。しかし、その頑がん張ばりも地竜の突とつ撃げきによって後こう退たいせざるを得なくなっている。

　後が無い、という圧迫からか、東側の皆は高台を上がり、着ちやく地ちした軽けい戦せん艦かんの方へと集まっていく。

　そして作られるのは密みつ集しゆう陣じんだ。

　東空には海が広がり、自分がいる北側と、蜂はち須す賀かのいる西側との合流を求めているが、

・黒　竹：『あと、十分程耐えて貰もらわないと駄だ目めですねー』

・□□凸：『どう見ても無む理りじゃないですか……！』

・６　　：『無理とか言うな』

　蜂須賀の言葉に、片桐は我に返った。

　現場では、必死なのだ。無理とか、出来るとか、そういう問題ではなく、必死だ。それを勝かつ手てにこちらで結論づけてはいけない。だから、

・□□凸：『すみませんでした』

・黒　竹：『まあそういうもんです。撤てつ退たいとか云うん々ぬんを決められるのは指し揮き者である私ですんで。客観的な意見が貰もらえるのは有あり難がたい事ですよー』

　フォローを有り難いと思っていいのかどうか。ただ、

・□□凸：『地ち竜りゆうが、着ちやく地ちした軽けい戦せん艦かん狙ねらいで行きます！』
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　地竜達の動きは、連れん携けいを取っていた。

　まず、二体の内、一体が前に出た。

　東の高台。その半なかばにまで身を送った彼は、身体からだを浅く起こす。竜りゆう砲ほうで、斜面下から、上にある着地の軽戦艦を狙ったのだ。

　上空の軽戦艦が気付き、砲ほう撃げきを送った。だが、それに対して、

『防ぼう護ご──！』

　既すでに破は損そん状況も著いちじるしい中武神隊が、ガードに入った。

　防護障しよう壁へきを重ねた上で天に向け、数体の中ちゆう武ぶ神しんが竜を守ったのだ。

　中武神隊の構えの先から、被ひ弾だんを示す流りゆう体たい光こうの飛沫しぶきが散った。衝しよう撃げきが宙を揺らし、幾いく体たいかの中武神がバランスを崩くずして倒れそうになる。すると、

『Ｔｅｓテスタメント．……！』

　突とつ撃げき役の重じゆう武神が、二体一組で彼らを支えた。金属の音が重なり、重量級の中武神が確かに足あし下もとを踏み直す。

　元々、中武神隊は、彼ら重武神隊の従じゆう士し役だった者達だ。彼らは、自分達の上うわ役やくに支えられる意味に、こう応じた。

『──盾たてとして御使いを！』

　そして盾が保もった。空からの射しや撃げきが防護障壁を撃うち抜くより早く、攻こう撃げきが放たれたのだ。

　竜砲だった。

　光が飛ぶ先、着地して壁となっていた軽戦艦が防護障壁を作って防ぼう御ぎよに入る。

　その時だった。もう一体の地竜が、不ふ意いに身を捻ひねった。

　先の竜の吐いた竜砲が軽戦艦の防護障壁に阻はばまれるのと、彼が続く一発を放つのは同時。

　先行した一いち撃げきは、障壁の破は砕さいと共に散った。だが、続く二発目は、

『直ちよく撃げきだ!!』





●






　二発目の竜砲が飛んだ瞬しゆん間かん。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側の武ぶ神しん隊たいは、何が起きたのか理解出来なかった。

　必ひつ中ちゆうの筈はずだった二発目の竜りゆうの砲ほう撃げきが、敵の軽けい戦せん艦かんではなく、空に向かったのだ。

「……は？」

　外れた？　という皆の疑問は、一いつ瞬しゆん、それぞれの形で納なつ得とくを作ろうとする。

　恐らく、竜は、上空の軽戦艦を撃うったのではないか。

　空からの砲撃が邪じや魔まであり、自分達を傷つけるから、そうしたのではないか。

　そんな都つ合ごうの良い解かい釈しやくと納得を、僅わずかな時間だが、武神隊の搭とう乗じよう者しや達は作った。

　直後に現実が生じた。

　竜砲を撃った竜が、地面に勢いよく叩たたきつけられたのだ。

　更さらなる結果として、天てん上じようから竜を穿うがったものが、そのまま大地に直ちよく撃げきした。そして、

『……！』

　足あし下もとからの広範囲な爆ばく発はつに、武神隊は吹き飛んだ。
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・黒　竹：『よーし！　ハイリターン!!　まだ行けます！』

　片かた桐ぎりは、竹たけ中なかの声を聞きながら、東の高台で生じた結果を見ていた。

　今、表示枠レルネンフイグーアの中に望遠される東の高台は、文字通りの崩ほう壊かい状態だった。

　斜面は二十メートル以上に渡って崩くずれ、その始まりの位置には浅いクレーターが出来ている。更には、高台の土はめくれ、草くさ群むらも搔かき消えていた。

　六護式仏蘭西の中ちゆう武神隊は、その姿すがたを土砂どしやに転がしている。幾いく体たいか、範囲から逃のがれて無ぶ事じな者もおり、重じゆう武神隊と共にこちらを警けい戒かいしているが、

　……まだ、状況が把は握あく出来ていないでしょう。

　空からの一いち撃げき。崩壊の一発を与えたのは、

・□□凸：『安土あづちの主しゆ砲ほうって、人に向けて撃うつもんじゃありませんね』

　距きよ離りにして約十八キロ。その距離を飛ばしたのは、

・□□凸：『流りゆう体たい検けん知ちに引っかからないようにした実じつ弾だんですか』

・安　土：『私の主砲、三八口こう径けい三十センチ砲による実弾です。照しよう準じゆんにおいては、白はく状じようしまして、──開かい戦せん直後から計けい測そくを入れ、日が落ちた段階でほぼ確定していました。

　先さき程ほどの命めい中ちゆうは、こちらが計測した着ちやく弾だん点に地上部ぶ隊たいが誘ゆう導どうした結果です。──以上』

　一ひと息いきのタイミングをもって、〝安土〟が言う。

・安　土：『撃ち込んだのは通常砲ほう弾だん長一メートル十二センチ。一度、成せい層そう圏けん上層軌き道どうを通し、初期落らつ下か時に加か速そく術じゆつ式しきを入れました。着弾時には破は砕さい術式も展開したため、輸ゆ送そう艦かん突撃の最高速落下に比して三倍程の威い力りよくがあったと予測されます。

　ただ、曲きよく撃うちに近い行いであるため、誘導があっても誤ご差さが三メートル程発生しました。途と中ちゆう照しよう準じゆんなども複雑なものであるため、次じ弾だんは無いものとお考え下さい。──以上』

　はあ、としか言いようが無い。

・黒　竹：『実のところ、片かた桐ぎり君のとこに敵が来たら今のを撃うち込んだんですけどねー』

・□□凸：『ま、巻き込まれたらどうするんですか!?』

・安　土：『その距きよ離りだったら副ふく砲ほうの十八センチで直接撃ち込めます。敵が片桐様の位置に侵しん攻こうしないのは、私の砲ほう撃げき能力を鑑かんがみての事だと判はん断だん出来ます。──以上』

　言われる言葉が自じ画が自じ賛さんに感じないのは、今の結果を見たからだ。

　そして、片桐はふと思った。

・□□凸：『何で巴パ里リに攻こう撃げきを加えないんです？』

・黒　竹：『こらこら。おねーさん達のするのは水すい没ぼつですんで。下へ手たに挑ちよう発はつして、あの群ぐん竜りゆうがこっち来てもヤバいでしょー？　安土あづちは毛もう利り側にとっては直接に相手する意味が無い遠えん距離の存在だけど、〝倒した方が良い〟なんて思われたら、後が面めん倒どうですしねー』

・安　土：『私としても、皆様を安全愉ゆ快かいに関かん東とうまでお連れする義務があります。下手な挑発行為は避けたいものと。──以上』

　何か諭さとされてしまった。うーん、とうなだれ、片桐は考える。

　……もしも、僕の方に六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが侵攻してきたら、六護式仏蘭西は遠距離に存在する安土までを敵に含めないといけないのか。

　そのように戦線を延ばすと、残りの三方への攻撃が疎おろそかになる。

・黒　竹：『だから、六護式仏蘭西は、群竜ベルンハルトを温おん存ぞんした訳わけです。高速の飛ひ翔しよう能力と、一いち撃げきで艦を沈める力を持っているのは、彼ですから。

　そうやって、いつでも安土を射しや程ていに収めているから、そっちも変な事すんなよって、睨にらみをきかせてた訳ですね』

・□□凸：『じゃあ、群竜が出場したから、安土は主しゆ砲ほうを撃ち込めた訳ですよね。これってつまり──』

　Ｔｅｓテスタメント．、と竹たけ中なかが応じた。

・黒　竹：『最終局面、って事ですよー。時間的に見ても、ね』

　その言葉が見えた直後。東の高台で赤の色が一つ見えた。

　着ちやく地ちし、輸ゆ送そう艦かんを守っていた軽けい戦せん艦かんが、爆ばく発はつしたのだ。

　……あれは……。

　一いつ昨さく夜やに見た、輸送艦を一撃で沈めた竜りゆう砲ほうだ。それを撃ったのは、

「群竜……！」
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「そういう仕掛けか……！」

　中ちゆう破は状態に近い玄げん武ぶを東に走らせながら、間に合えと思いながら、小こ六ろくはそれを見た。

　一いつ昨さく夜や、自分が乗った輸ゆ送そう艦かん群を貫かん通つう破は壊かいした高出力の竜りゆう砲ほう。

　どう見ても大型竜クラスの出力なのに、発はつ射しや位置には何も存在が確かく認にん出来なかったものだ。

　それを今、群ぐん竜りゆうが放った。

　仕掛けは、単純なものだった。無数の小しよう竜りゆうがただ竜砲を放ちながら、融ゆう合ごうしていくのだ。

「──流体エーテルで出来た小竜という事か」

〝群竜〟の名の意味だ。

　群竜ベルンハルトは、一個の青黒い翼よく竜りゆうでありながら、己おのれを流体分化で無数に分ぶん割かつ出来るのだろう。そうして出来上がるのは、一人にして千を超える傭よう兵へい団だんだ。

　更さらには一千の竜砲を拡散させず、一つに集中した時、あるものが生まれる。

　小竜の竜砲クラスに圧あつ縮しゆくされた、天てん竜りゆうの大竜砲だ。

　一度その攻こう撃げきを受けた小六は知っている。玄武の重力障しよう壁へきでも正ただしく返せぬ程の威い力りよくが、そこにはあるのだと。ならば、

「半はん壊かいの軽けい戦せん艦かんでは、耐えられる筈はずも無いか」

　今、高台の爆ばく圧あつが、軽戦艦の全てを吹き飛ばしていた。

　装そう甲こうも、フレームも、構こう造ぞう材も何もかも、風に煽あおられてめくれ、剝はがれて空に舞う。

　そして小六は見た。砕くだけ散った軽戦艦の向こうに海の色があるのをだ。

　輸送艦が、露あらわになった結果だった。

　直後。ベルンハルトが、集中した大たい竜りゆうの姿すがたから、再び分化した。
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　ベルンハルトは、一千以上の視し界かいで、敵から来る迎げい撃げきを確かく認にんした。

　空中に二艦残っていた軽戦艦だ。その内一艦が、自分達の群に突とつ撃げきを掛けてくる。

　先さき程ほどのように自じ爆ばく狙ねらいではない。甲かん板ぱん上の無人を見るに、遠えん隔かく操そう作さではあるが、砲ほう撃げきを行い、艦の腹を見せるように突っ込んでくる。

　空中で、こちらの群を薙なぎ払うつもりなのだろう。

　見れば、別の一艦が高度を下げ、輸送艦の守りに入ろうとしている。

　邪じや魔まだ、とベルンハルトは思った。あらゆるものが邪魔だと。だから、

『……っ！』

　集中竜砲は連れん射しやが出来るものでは無い。

　ベルンハルトは、突撃してくる軽戦艦に迎撃を掛けた。飛び込んで打だ撃げきを加え、装そう甲こうや砲ほう門もんを破壊に掛かったのだ。そして彼は命令した。下にいる地ち竜りゆう。先程の砲撃の直ちよく撃げきを受けなかった最後の生き残りに対して、

『輸送艦に対して竜砲を撃うて！』

　返答は、音で返った。

　眼がん下か。高台の斜面の戦せん場じようにて、地ち竜りゆうが打だ撃げきを受けていたのだ。

　それも、敵の地上部ぶ隊たい。一いつ般ぱん学生によって、だ。
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「耐えろ……！」

　羽は柴しば勢ぜい。東の高台の守しゆ備びを担たん当とうした学生達は、負ふ傷しよう者の数を増やしながら、自分達の出来る事をただ真まっ直すぐに敢かん行こうした。

　斜面の最上部から、〝叫食シヤウエツセン〟の加か護ご持ちを先せん頭とうに竜へと激げき突とつしたのだ。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国の学生達は、もはや突とつ撃げき槍やりや銃じゆうを使用しない。P. A. Odaの学生達も同様だ。

　ただ彼らは、防ぼう護ご障しよう壁へきを前面展開。跳ちよう躍やく出来る者は風の圧あつ撃げき術じゆつをもって、

「行け……！　先さき程ほどの安土あづちからの砲ほう撃げき余波で、ふらついている筈はずだ！」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と皆は叫んだ。

「竜を倒せ！」

　単純な言葉は全員を整えた。一いつ直線の激突は、砲撃のために姿し勢せいを固定しかけた地竜の横よこ腹はらに四列で激突。それは遠えん慮りよ無く、先に当たった者が、

「構うな！　俺おれごと潰つぶせ！」

「夕ゆう飯めし吐くんじゃねえぞ……！」

　二重、三重、そして四重に至った激突は、もはや彼らの頭ず上じようを越えた。そして、

「砲撃、来い!!」

　輸ゆ送そう艦かんの前に降りようとしていた軽けい戦せん艦かんが、側面の副ふく砲ほうの一いつ斉せい射しや撃げきを着ちやく弾だんさせた。

　竜の装そう甲こうが弾はじけ飛び、その巨きよ体たいが傾いた。

　だが、竜が斜面の下側に前足と後ろ足を叩たたきつけた。首先で輸送艦を狙ねらう姿勢を崩くずさず、

『竜りゆう属ぞくナメるな……！』

「ナメてね──よ!!」

　皆は叫んだ。そして、全員、声を揃そろえてこう叫んだ。

「旧派聖術シーニヤクラシカ〝命の重み〟、──展開!!」
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　総そう勢ぜい、二〇〇人を超える術じゆつ式しきは、自分達に掛けたものではない。

　己おのれの体積を重量として、攻こう撃げき力に転化する術は、もう自分達に掛かっているのだ。今、彼らが掛けたのは、

「デブの加護を食らえ……！」

　竜だ。地竜がその術式を受け、

『……!?』

　竜りゆうの大体積が、そのまま重量に転化。巨きよ体たいは自じ重じゆうを支えられなくなる。

「ははは！　気付いてなかったか！　その術じゆつ式しきを使用した時、我ら〝叫食シヤウエツセン〟、ろくに動けなくなるからこその機き動どう殻かくを纏まとっていると！」

　ああ、と彼らは言った。

「欲望のままに生きていて良かった!!」

　隊たい長ちよう格かくと、皆が、バランスを崩くずし、斜面を砕くだいて倒れる竜を更さらに押した。

　竜が横おう転てんする。その瞬しゆん間かんだった。風の中で、一つの声が響ひびいた。

「すまんな。──やる気出せって、同どう僚りように言われてしまってな」

　男の声だ。それは、西の方から届くもので、

「三さん銃じゆう士し、アルマン。介かい入にゆうするぞ」
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　駆かけつけたアルマンが身み構がまえ、両腕うでを振り上げた瞬間だった。

　踏みこたえられずに倒れて行く竜の足あし下もとが彼の重力制せい御ぎよで硬こう化かした。更には、

「おお……！」

　広範はん囲いの重力制御。それが、竜の足がつく地ち殻かくを大地から水平に引き出した。

　竜が倒れぬように、竜を乗せたまま、アルマンが大地からテーブル上に圧あつ縮しゆくした土を引き出す。その厚さは圧縮状態で三メートルを超し、全長は竜の体長を超えた。

　支えた。

　竜の姿し勢せいは乱れたが、横転は止まった。直後にアルマンは、

「は」

　口の端はを上げ、帽ぼう子しを直し、

「これだから、やる気を出すのは嫌いやなんだ」

　告げた瞬間。彼の両の腕が膨ぼう張ちようし、破は裂れつした。全身の各所から、排はい熱ねつ系けいが開き、高熱を帯びた潤じゆん滑かつ剤ざいを吐き出した。一いつ瞬しゆんで赤の衣い装しようが黒に染まり、アルマンが膝ひざをつく。

　だが彼は、震しん動どうし、動きを止めながら前を見た。

「さあ」

　視線が、力を失いながら、確かに竜を見た。

「やってくれ……！」

　光が応じた。地ち竜りゆうが、竜りゆう砲ほうを輸ゆ送そう艦かんに向け、放ったのだ。

　……行った。

　直ちよく撃げきを確信し、アルマンは全機き能のうを自己閉へい鎖さ。保全状態に入る。

　だが、閉じ行く意い識しきの中で、彼は確かに見た。己おのれの背後から、黒の婦ふ人じんが戦せん場じように跳び込んだのを、だ。あれは、

　……玄げん武ぶ……！
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　小こ六ろくは、装そう甲こう展開を解かい除じよ状態にした。

　玄武の全装甲を、ただ保持するだけに留とどめる。その代わり、全て出力を駆く動どう系けいに送り、

　……間に合え！

　手は届かない。速度も足りない。だが、竜りゆう砲ほうの放たれる軌き道どうに対し、

『〝過か多た突づき〟……！』

　浮いた出力を破は砕さいの右腕うでに込め、小六は空中に叩たたき込んだ。出来る事ならば竜に直ちよく撃げきさせたかったが、アルマンがいたため、突とつ入にゆう位置がズレた。だから今、やるべきは、目に見えた竜砲の光に対し、

「曲がれ……！」
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　竜砲が、飛んだ。

　皆の振り向きよりも早く飛ひ翔しようした白の光は、輸ゆ送そう艦かんへと突っ走った。

　駄だ目めか、と誰だれかが呟つぶやいた時だ。

　竜砲が、僅わずかな弧こを描いた。

　それは、ほんの小さなカーブだった。やや右上に、軽く逸それる軌道。

　小六の一いち撃げきが、余波として竜砲を揺らしたのだ。

　だが、まだ、白の一発は輸送艦に向かっていた。高台の上に着ちやく地ちした輸送艦の上部。元々のど真まん中なか狙ねらいからは外れたが、未いまだに直撃コースである事は間違いない。

　当たる。

　だが、そこに割り込んできた影があった。上空。カバーに入ろうとしていた軽けい戦せん艦かんだ。

　その艦かん底ていに、竜砲が直撃した。
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　軽戦艦の装甲が砕くだけ、管かん楽がつ器きのような音を立てた。艦底の中に飛び込んだ竜の打だ撃げきは、艦を中から外へと打ち砕き、

『退たい艦かん──！』

　学生達が、急ぎ飛び降りる動きの中で、甲かん板ぱんが下から爆ばく発はつした。内部の弾だん薬やく庫こに竜砲が抜けたのだ。破は裂れつする装甲と火か焰えんの塊かたまりとなった軽戦艦は、まだ空中にある内に、

「……っ！」

　爆ばく発はつした。

　大だい音おんが海を弾はじき、流りゆう体たい光こうを空に飛ばす。が、それらを見る者達は、二つの反応を作った。羽は柴しば勢ぜいと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの共々だ。彼らは、それぞれに、

「まだ凌しのげるぞ……！」

「もう少しだぞ……！」

　叫びに応じる声は一つだ。両勢せい力りよくどちらも武ぶ器きを構え、防ぼう護ご障しよう壁へきを掲かかげ、こう告げたのだ。

「──Ｔｅｓテスタメント．！」

　そして重ねるように、上空でもう一つの爆発が生じた。

　空中にあって、群ぐん竜りゆうへの激げき突とつを望んだ軽けい戦せん艦かんが迎げい撃げきされたのだ。

　一千の小しよう竜りゆうが、その打だ撃げきと竜りゆう砲ほうで、巨きよ大だいな爆発を夜に飾っていた。

　火ひ煙けむりを上げ、落ちていこうとする軽戦艦は、警けい報ほう音と制せい御ぎよ不能の表示枠レルネンフイグーアを悲鳴のように蹴け立たてるだけだ。

　その表面に纏まとわり付いていた小竜が、眼がん下かの輸ゆ送そう艦かんを見み据すえた。

　もはや羽柴勢の東側担当に、軽戦艦の壁は無い。
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　ベルンハルトは、眼下の成果を見た。

　連れてきた地ち竜りゆう六体、その五体を戦せん闘とう不能に追い込まれたが、見事に役は果たした。

　まだ残る一体は動けるようだ。ならば、

　……この戦せん場じようであった事を、後代まで伝えられるだろう。

　思い、ベルンハルトは行こうとした。沈み行く軽戦艦を捨て、下に見える輸送艦に飛び込もうと、小竜の翼つばさを全開した。

　行く。その直前だ。ベルンハルトは、不ふ意いの光を見た。足あし下もとで沈んでいく軽戦艦の表面に、表示枠シーニヤカドルが生まれたのだ。それは、落ちる軽戦艦が制御不能状態であると告げるものだが、

『──何だ、この数は』

　おかしい。何しろ次々と林りん立りつする表示枠は、自分の前に立って行くのだ。

　一千の己おのれの前。過あやまたず、相あい対たいするように林立するその中には、

　……《制御情報プログラム：転送》……!?

　何が来る、と思った瞬しゆん間かんだった。

　ベルンハルトは、光の炸さく裂れつを見た。全ての自分の眼前に立った表示枠が砕くだけ、しかし、その光があるものの形を取ったのだ。

　侍じ女じよ式自動人形ベル・デ・マリオネツタ。その姿を持った白い流体エーテルの構こう成せい物だ。

　こちらに対応出来る一千の存在。転送されてきた制御情報の名は、


《石いし田だ・三みつ成なり様：転送：成功：確かく認にん》
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　三みつ成なりは、外がい界かいを知覚した。

　初めての事だ。何もかも、見えるものも、聞こえるものも、触れるものも、全てが未知で、

　……あ。

　今、自分がどうすれば良いのか解わからない。

　否いな、何をすればいいかは解っている。

　だが、世界に初めて出た存在として、何かするべきがあるのではないかと、制御情報プログラムの三成はそう思ったのだ。

　正面。手が届きそうな位置に、小しよう竜りゆうがいる。

　天てん竜りゆう。流体エーテルで構成された敵は、制御情報のこちらに干かん渉しよう出来る。

　つまり、この竜の攻こう撃げきは、自分に当たる。

　現状は危険だと、三成はそう判はん断だんした。そして、三成はこう思った。すまない、と。

　この世界に出でて、本当なら正式な何もかもを礼れいとして送るべきだろうが。この状況ではそれを短たん縮しゆくせざるを得ない。

　……すみません全世界。

　だが、全てのものに、三成は告げた。

『Hello　World』

　世界の全てに対する、省しよう略りやくの挨あい拶さつ。それが自分の起き動どう合図だった。

・さる子：『──三成さん！　危険です！　攻撃の後、すぐ離り脱だつして下さい！』

　解っている。既すでに、敵は攻撃に入っている。

　一千体が、竜りゆう砲ほうや、体当たりや、蹴けりを放って来ている。直ちよく撃げきすれば自分は全ぜん壊かいで、きっとそれは宿しゆ命くめいだろう。

　良いのだ。制御情報。壊こわれても修復は利く。ただ、この相手に対し、的てき確かくな戦せん闘とう員の数を投入出来ると自己判はん断だんし、己おのれはここに臨のぞんだのだ。だから、

・成成成：『吉よし継つぐ君』

　三成は呼んだ。自分の転送を叶かなえた軽けい戦せん艦かんの通つう神しん系けいはまだ生きている。羽は柴しば所しよ属ぞくの艦かん船せんという、それだけの性能を持つ通神系を使って、三成は自分の友人を呼んだ。先行してロールアウトした〝病原ウイルス〟の友を、今、確かに彼女は呼ぶ。

・成成成：『吉継君。どういう手を使うのが良いですか』

・超正義：『──君はまた、私からの返答が必ずあると思っていますね』

・成成成：『無い方がおかしい。そうでしょう』

　嘆たん息そくしたような間が空あいた。だが、すぐに応答は来た。

・超正義：『的確だと思う攻撃をすればいいのです。君は私と違って正せい規き品ひん。

　──十じつ本ぽん槍やりの三番該がい当とうなのですから』

　三みつ成なりは頷うなずいた。そして通つう神しんを切って気付いた。礼を言い忘れたと。

　だが、事態は既すでに進行している。だから三成は動いた。軽けい戦せん艦かんの最後の出力を利用して、

『──〝無む名めい正まさ宗むね〟』
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　小こ六ろくは、頭ず上じようで展開した千の攻こう撃げきの交こう叉さを見た。

　小しよう竜りゆうがその膂りよ力りよくや竜りゆう砲ほうで三成を砕くだくというならば、

　……流体エーテルの武ぶ装そうを出すか。

　自じ動どう人形の姿すがたに合わぬ太た刀ち。その一いち撃げきが、竜の攻撃と交こう錯さくした。

　一いつ瞬しゆんで、軽戦艦上に莫ばく大だい量の流体が炸さく裂れつ。軽戦艦が出力を失ってあらゆる灯とう火かと警けい報ほうなどを消した瞬しゆん間かん。

・成成成：『三割を砕きました……！』

　三成の声がノイズに消えたや否いなや。軽戦艦が深い音の爆ばく発はつを起こした。

　何が生じたかは明白だ。三成が群ぐん竜りゆうの三割を狩り、己おのれは全ぜん壊かいしたのだ。

　離り脱だつはしただろうが──、

　……気にするのは後だ！

　空に群竜が舞い上がっている。

　爆発の突とつ風ぷうに巻かれながら、渦うずを描き、敵は高空へと到とう達たつした。

　数は減っている。だが、小六は玄げん武ぶの視し界かいで見た。三割の姿を失って尚なお、小竜が眼がん下かへと一いつ斉せいに振り向いたのを、だ。

　やる気だ。否、ここでやるしか無いのだ。

　小竜が、翼つばさを広げ、羽ばたきながらの動力降こう下かを敢かん行こうした。

　そして空中で無数の光が生まれた。

　直ちよつ下かへの高速降下を行いながらの集中竜砲だ。

　下には輸ゆ送そう艦かん。あの群竜を止めるとしたら、誰だれがいるのか。

　その名前を、小六は叫んだ。

『──来い！　脇わき坂さか!!』
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　黒魔女シユヴアルツヘクセンの機き動どうは垂すい直ちよく降下だった。

　関かん東とうからこちら、補ほ給きゆうを一度受けただけで突っ走ってきたのだ。

　……間に合った！

　可か児にが来た時に、嘉よし明あきが提てい案あんしたのだ。

　……「アンジーは、巴パ里リ攻めに介かい入にゆうして」って。

　別行動は寂しかったが、信頼は嬉うれしい。だから笑えみで頷うなずいた。

　嘉よし明あきが笑って頷くのが好きだ。

　その笑みの通りの事を、自分は叶かなえた。嘉明が戦せん場じように出たのを見送ってから、自分も出発し、間に合ったのだ。

　そして今、己おのれは速度を一いつ切さい落とさぬまま、高い空から眼がん下かへと黒姫シユヴアルツ・フユルステインを叩たたき込む。何しろ、自分は知っているのだ。

「対たい竜りゆうとして、魔女テクノヘクセン達は垂すい直ちよく上昇と降こう下かをその発進軌き道どうの基き礎そとする……！」

　一いつ瞬しゆんだった。大地を背景に、己を固めて行く青黒い竜りゆうがいた。

「あいよ──!!」

　抜き去った。

　通過する。だが、それでいい。黒魔女シユヴアルツヘクセンの最大の攻こう撃げきは、その後部砲ほう口こうによるものだ。

　降下態たい勢せいの機殻箒シヤーレベーゼンは、砲口を空に向けている。故ゆえに、莫ばく大だいな風の中でアンジーは身を空に回した。そして砲口に叩き込むのは五〇〇円玉棒ぼう金がね。何と五万円分。

「凄すごいよツギー！　言ったら出すんだもん！」

・成成成：『こらっ！　──吉よし継つぐ君を騙だますのはやめて下さい!!』

・ＡｎＧ：『は!?　違うよ！　ナリナリの初うい陣じん祝いだよ、これ！』

・成成成：『えっ』

・ＡｎＧ：『──うん、今度会ったらそう言っておく！』

・成成成：『こ、こらっ……！』

　アンジーは笑った。大きく笑った。疲れも派は手でだし、一人でここまで来るのは寂しかったけど、でもいいやと、そう思った。自分は間に合って、笑えたんだからいいやと、そう思った。笑って、声をあげ、もはや上空となった青黒い竜の、えーと、誰だっけ忘れた。アンジーちょっと人の顔憶おぼえない。だけど、

「Herrlich!!」

　砲ほう撃げきした。
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　砲ほう弾だんが直ちよく撃げきしたのを、ベルンハルトは悟さとった。

　回かい避ひのために首を振ったが、右肺はいの位置がごっそり持って行かれた。

　だが、まだ、行ける。身体からだの半身が砕くだかれても、小しよう竜りゆう達はまだ集つどい切っていないのだ。

　……ならば届くぞ！

　地上高三百メートルの位置で、ベルンハルトは砲撃を叩き込んだ。

　輸ゆ送そう艦かんを、この一いち撃げきで破は壊かい出来るかは解わからない。

　無む理りであったとしても、

『おおお……！』

　残る自分を全て抱くようにして、群ぐん竜りゆうは竜りゆう砲ほうを放った。

　そして白の光が飛んだ。その行く先は、輸ゆ送そう艦かんの上面ど真まん中なか。撃うち抜く事が出来れば、仮か想そう海かいの発生は止められるだろう。

　しかし、ベルンハルトは見た。輸送艦の載のる高台の上。そこに二つの人ひと影かげがあるのだ。

　あれは、幻げん竜りゆうを倒した福ふく島しま・正まさ則のりと、

「カレトヴルッフの持ち主。──加か藤とう清きよ正まさか！」
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　清正は、急ぎ構えた。

　傍かたわら、今にも倒れそうな福島が、ゆっくりと膝ひざをついていくのが見えるのだ。

　向こう、森の中に落らつ下かした脇わき坂さかも心配だ。何やら変な声で笑ってたし。

　だが、今、為なすべきは一つだ。カレトヴルッフを合わせ、空から降る竜りゆう砲ほうに向けて、清正は声を上げた。

「──果てろ！　カレトヴルッフ！」
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　天に向かって突き込まれた白の斬ざん撃げきが、竜砲を貫つらぬいた。

　カレトヴルッフの威い力りよくが、竜砲を叩たたき割る。

　そして、戦せん場じようにいる皆は見た。

　明らかに衰すい弱じやくしている群竜の竜砲にカレトヴルッフの刃やいばが当たり、

「……!?」

　砕くだけたのだ。
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　誰だれもの視線の先、カレトヴルッフの長大の刃が割れ、空に散った。

　しかも、その原因は、

「竜砲が、強化された……!?」

　落下の光が、密みつ度どを上げている。

　削けずられた群竜の竜砲が、明らかにその力を取り戻していたのだ。

　あり得ない、と声が戦場から生まれた瞬しゆん間かん。それは皆の見る前で、輸送艦に突き刺さった。

　直ちよく撃げきだ。

　群ぐん竜りゆうが森に落ち、数秒という沈ちん黙もくの間が確かに生じる。

　その、ただ濃い時間の後、確かな反応が一つ生まれた。

　輸ゆ送そう艦かんが爆ばく発はつしたのだ。

　東側の空に生まれていた海が消え、爆ばく圧あつが水と流体エーテルの光を吹き飛ばした。

　そして皆は、気付いた。自分達の背後、巴パ里リがその莫ばく大だいな光を失っている事に。

「まさか……」

　巴里の防ぼう護ご障しよう壁へきの内、最大は、太陽王ロワ・ソレイユの加か護ごによるものだ。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝聖骸の賢明コルプス・プルデンテイア・旧代ウエトウス〟。その力は、

「──光に対し、光量に応じた破は壊かい力りよくを与える。その通りの結果になったね。

　ベルンハルト、君はよくやった。見事な働きだ」
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　響ひびいた男の声に、皆は振り向いた。

　東の高台。その麓ふもとに、光る全ぜん裸らがいる。

　太陽王だ。彼は、斜面上にて振り向いた羽は柴しば勢ぜいに対し、聖譜顕装テスタメンタ・アルマを掲かかげた。背後、円えん盤ばんのように背の後ろで浮いた銀ぎんの造ぞう形けいを手で仰あおぎ、

「──朕ちんを巴里から表おもてに出させたのは君達の成果だ。誇るといい。

　朕は超余よ裕ゆうで輝てる元もととハイソな朝食を頂いただくためのジャムを全裸で作っていたのだからね。一回撥はねて大ダメージを負ったが、朕は元気だよ。──さて」

「さてじゃねえよ!!」

　皆のツッコミに、真しん性せい全裸は挫くじけなかった。彼は、総そう勢ぜいを見渡し、こう言ったのだ。

「羽柴勢。君達の負けだ」
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　片かた桐ぎりは、通つう神しん越しに太陽王の声を聴きいた。

『恐らく、この東側の輸ゆ送そう艦かんを潰つぶしても、南側と西側の輸送艦から発生する仮か想そう海かいで、巴里を浸ひたす事が可能だろう』

・□□凸：『──そうなんですか？　竹たけ中なかさん』

・黒　竹：『えーと、まあ、そりゃ出力と時間次第で可能っちゃ可能です……。でも、ほら』

『──ただ、時間が問題だね』

　太陽王が、思し案あんする口く調ちようで言った。

　恐らく彼は、指折り数えているのだろう。数字を唱となえる鼻歌まで聞こえて、

『西と南だけでは、恐らく、巴里の逆面を浸すのに時間が掛かる。これから、一時間後くらい、というところかな。では、そこから関かん東とうに向かう事を考えて見よう。

　現在の時じ刻こくは夜の九時だ。仮か想そう海かいが出来、君達の出しゆつ航こうは十時以い降こうとなる』

　どうだろう、片かた桐ぎりは思った。関かん東とうまで八時間程掛かる筈はずだから、

『関東に着いたら午前六時過ぎだ。六時には終しゆう戦せんしている関東解放には、間に合わないね。

　──輝てる元もと達が関東を攻こう略りやくする戦争を、君達は外から見ているだけだ』

　だから、

『巴パ里リ水すい没ぼつを備び中ちゆう高たか松まつ城じようにしたければ、勝かつ手てにするといい、羽柴勢。

　朕ちん達は君達に勝利した。あのマクデブルク、届かなかった目もく標ひように、今回は届いて見せた。

　そして君達に、朕達の受けた思いを教えてやった。

　──全ての勝敗は、朕達が再さい起きし、覆くつがえったのさ』
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　アンリは、足を止めた。

　もはや何の音もしなくなっている夜の底。しかし光に満ちた巴里には、ある動きがあった。

　市し壁へき上に、人々が集まってきているのだ。

　皆、誰だれもが、高い位置から東の方に顔を向けていた。

　そちらには太陽王ロワ・ソレイユがいる。そして、

『皆、東を見るのだ。朕がいる。凄すごいだろう。なかなか無い事だぞ。石を投げるな。

　よく聞いてくれ。──東には、輝元がいるのだ』

　そうだ、とアンリは思った。遙か東の地には、姫ひめがおり、これからの未来を決める戦いに参戦するのだ。

『これは、あの夜の続きだ。大きな物を失った夜の続きだ。

　マクデブルクから続くあの長い夜は、しかし今、巴里の光に照らされた。

　そして明日あした、長かった夜が明けるだろう。君達と朕が夜通しを騒さわげば、極きよく東とうの神しん話わに基づいて太陽は岩いわ戸とを開ける。

　明日の朝だ。東の地で、輝元が朕達の夜を終わらせる。だから今、皆よ、唱となえよ。

　最後の手た向むけだ』

　アンリは、胸に手を当て、太陽王の声に自分の言葉を重ねた。

『──Vive　La栄光あれ　Anne　……Amen』

　誰も叫ばなかった。

　ただこれが確かなものだと。これからずっと普ふ遍へんになるのだと刻むように言った。

　そして、太陽王が告げた。

『終戦だ、羽柴勢。君達は歴史に勝った。朕達は過去に勝った。

　君達は君達の勝利を誇る意味がある。自分達の歴史再さい現げんを果たしたと、喜ぶがいい』
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「さあ、どうするんだ、羽は柴しば勢ぜい」

　太陽王ロワ・ソレイユの呼びかけを、清きよ正まさは聞いた。

　皆、疲ひ労ろうを肩に乗せたような状態だ。敵も味み方かたも、それぞれが立ち上がり、さてどうしようかという中で、太陽王は辺りを照らしながらこう言った。

「朕ちんも悪役にはなり切れない三流演えん者じやだ。だからここで言おう。

　──もし、君達が関かん東とうに行かないというのならば、朕達は君達を歓かん待たいする」

「は……？」

　清きよ正まさは、皆と一いつ緒しよに首を前に傾かしげた。だが、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ勢は違った。彼らは重じゆう武ぶ神しん隊たいを始めとして、東の方を顎あごや指で示したのだ。

　その動きを受けて、太陽王は前に出てきた。土の地面を照らし、こちらを見上げ、

「君達はこれから、形式的とはいえ、輝てる元もとの庇ひ護ご者になるんだ。妻つまの庇護者を手厚くしない夫が何ど処こにいる。それとも、──ここから先、お互いの勝利条件も無く、聖せい譜ふ記き述じゆつにも無い戦争を続行するかい？」

　無む理りです、と清正は思った。お互いの勢力は大きく削けずれている。ここから先は、巴里対安土あづちという構こう図ずをもっての長期戦になるだろう。だが、

　……向こうもこっちも、それは望んでませんね。

　だからこその、お互いの勝利条件の遵じゆん守しゆを太陽王は謳うたった。

　今の歓待は六護式仏蘭西として、自分達の勝利条件遵守を明確にするものだろう。そしてこれ以上を望むならば、六護式仏蘭西としても、聖譜記述としても赦ゆるさない事だと、彼らはそう言っているのだ。

・巨　正：『もし、ここで戦せん闘とう続行をしたらどうなります？』

・□□凸：『えーと、歴史再さい現げんの外での戦闘を望んだ事になって、聖せい連れん各かつ国こくが敵に回ります。六護式仏蘭西だけじゃなくて、それ以外の国から咎とがめを受けるでしょうね。

　渉しよう外がい役としては、ここで提てい言げんを受け、終しゆう戦せんとするのが安全だと思います』

　安全、という片かた桐ぎりの言葉に、清正は頷うなずいた。

　自分達は、これから立ち去らねばならないのだ。帰き路ろの安全は確保したい。

　そして太陽王が、もう一度辺りを見回して告げた。

「もう一度言おう。──関東に行かないならば、今夜は歓待しよう。

　明日あしたからは、場合によってはまた三十年戦争の続きに向かう者もいるだろう。

　今夜は、しかし、あの晩ばんからの続き、それが朕の足あし下もとでは終わったのだ。

　わずかな間の、歴史再現を無む視し出来る空白の時間。──共に騒さわぐ事は出来ないかい？」

「それは──」

　どうなのでしょう、と清きよ正まさは思った。

　有りなのかもしれない。無しなのかもしれない。だが、ふと、皆の頭ず上じように表示枠レルネンフイグーアが来た。

『──申し訳わけありませんが、太陽王ロワ・ソレイユ』

　羽は柴しばだ。彼女が表示枠を送って、言葉を作ったのだ。

『終しゆう戦せんの提てい言げんは受けます。ですが、──私、羽柴、そして麾き下かは、関かん東とうに、行きますっ』
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　太陽王は、頭上に浮かぶ表示枠シーニヤカドルを見上げた。

　羽柴だ。この六護式仏蘭西と、延えん々えんと戦せん闘とうを行い、これからも脅きよう威いとなるであろう相手。聖せい連れんや欧おう州しゆう各かつ国こくにとっては、今も、これからも敵となる存在だ。だが、

「──何もかも無視出来る、明日あしたの朝まで、邂かい逅こうは出来ないのかい」

『関東にて、戦う仲間達がいます』

「間に合わないと解わかってても、いくのかい？」

『Ｔｅｓテスタメント．、間に合わせるのが、──羽柴です』

　確かに、と太陽王は頷うなずいた。解ったという意を伝えるため、片手を軽く挙げ、

「Ｔｅｓ．、では六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、M. H. R. R.神聖ローマ帝国、P. A. Odaの連合戦せん士し団だんに、仮か想そう海かいの展開以後の撤てつ退たいを要求する。撤退時の補ほ給きゆう、援えん助じよ行為は一いつ切さい行わない。それでいいね？」

『──Ｔｅｓ．、有あり難がとう御ご座ざいます。太陽王』

　安あん堵どという声で言われると、少し残念を感じる。

　だからという訳では無いが、太陽王は告げた。戦闘を行った全ての者に対し、

『歴史の狭間はざまだ。何もかもが通過し、去って行く逢おう魔まの時間帯たい。六護式仏蘭西の精せい霊れい達も全てを歓かん待たいし、行き来をするだろう。

　だからこれから巴パ里リを開放する。輝てる元もとが帰るまでは祭だ。皆、好きに行き来するといい』





●






　……随ずい分ぶんと、懐ふところの広い。

　清正は、去って行く太陽王の背を見た。そして彼が行く先、巴里の門が開く。

　正門も、副門も、全てが開き、

「Vive　La栄光あれ　XIV太陽王……！」

　声の響ひびきに、太陽王が右の腕を振り上げた。

「六護式仏蘭西の覇は道どうを、輝元の帰き還かんより始める！　その準備として騒さわげ、皆よ！」

　お、という声と、Ｔｅｓ．、という響きが重なった。

　そして戦せん場じようにいた者達や、武ぶ神しん団だんが立ち上がり、整列した。

　彼らもまた、あの光の中に行くのだ。

・６　　：『厄やつ介かいな存在が生まれた』

・黒　竹：『いやまあ、おねーさん、今回は反はん省せいしきりで……』

　まあまあ、と清きよ正まさが通つう神しんにフォローの声を送った時だ。

「おいよ──。何？　一体。負けたの？」

　脇わき坂さかだ。木の枝葉を翼つばさや魔ま女じよ服ふくに引っかけた彼女は、

「あー、ちょっと左の副ふく翼よく脱だつ臼きゆうしたからキヨピン後で見てくれ──、って何？　フクシマン、重じゆう傷しようくらってない？　麻ま酔すい行く？　行っとく!?」

　あはは、と脇坂が笑った。彼女は、自分だって疲ひ労ろうの色濃く、ボロボロになっているというのに、皆を見渡して笑えみを作る。

「これだけ派は出でにやって負けたら、しょーがないよね！」

　響ひびいた声。それに対し、皆が顔を見合わせた。ややあってから、誰だれもが頷うなずき、手の届く相手とは握った拳こぶしを軽くぶつけて、

「しょーがねえな！」

　そういう事だ。ほ、と息をついて立ち上がる皆を見て、膝ひざをついた姿し勢せいの福ふく島しまが言う。

「脇坂殿どのは凄すごいで御ご座ざりますなあ……」

「うんうん、よきにはからえ！」

「えーと、脇坂様、テンション上げてないで、ちょっと福島様を運ぶの、手伝って頂いただけませんか？　機殻箒シヤーレベーゼン、乗せられます？」

「あー、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、マッハ出るよ」

　駄だ目めです、と静かに言うと、笑われた。

「ま、アンジーさ、とりあえず安土あづちにフクシマン運ぶ前に、ちょっと行って来ていい？　巴パ里リ。──おーい、エテコ。一時間の余よ裕ゆうがあるんしょ？　巴里行って食べ物とか買っていい？」

『え？　ええ？　あ、いや、確かに余裕ありますけど、お金は？』

「ブツブツコーカン！　ほら、佐さ久く間ま先せん輩ぱいの艦かんで補ほ給きゆうした時、賢鉱石オレイ・メタロ貰もらったから！」

『駄目です……！　帰りに戻して来て下さいっ！』

　羽は柴しばが両手を握って抗こう議ぎする。が、彼女はすぐに表示枠レルネンフイグーアを開いて、

『ええと、一人三千円までなら……』

「マジ!?　いいの!?」

　え？　と応じたのは、羽柴勢ぜいでは無かった。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ勢だ。彼らは重じゆう武ぶ神しん隊たいも中ちゆう武神隊も、皆、太陽王ロワ・ソレイユの背を見て、

「太陽王！　三千円くれ……！」

「ははは、君達の税ぜい金きんから出るって解わかってるのかい？」

　確かにその通りだ。だが、そういう流れとは別で、今、夜の空に海が広がって行く。

　そして、麓ふもとにいた地ち竜りゆうが、腰を上げた。彼が視線を上げる先、高台の森の前には、

　……群ぐん竜りゆう、ベルンハルト……。

　脇わき坂さかの砲ほう撃げきを受け、砕くだかれたものの、身体からだの一部という概がい念ねんが薄いのだろう。彼は服装もそのままに、しかし右腕うでの袖そでを空からにした状態で、地ち竜りゆうに手て招まねきをした。

　倒れた者は、確かにいるのだ。こちらも向こうも。そういったものを抱えながら、

「朕ちん達は、新しい時代に行く。──君達はどうだ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国、P. A. Oda」

　答えは無い。ただ、清きよ正まさはこう思った。戦争が一つ終わり、次がまた始まるのだと。

　今、関かん東とうでは、何が起きているのだろうか。
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　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと羽は柴しば勢ぜいの決けつ着ちやくに先さき駆がける事こと二時間程。

　関かん東とうでは、小お田だ原わら征せい伐ばつの締め括くくりとして、蟹かに江え城じようの戦いが開始されていた。

　それはまず、人工湖こに設置された〝蟹江城〟に対し、手前側の森林を踏とう破はするというもので、

「さて、じゃあ俺おれ達の出番か」

　真田さなだの三人。筧かけいと、海野うんのと、望もち月づきが前に出た。

　彼らが、森林の地ち勢せいを利用して武蔵むさし勢を迎げい撃げきに入る。そういう流れが始まったのである。







[image: 第六十七章『侵攻通路の規制者』]
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　夜の森は危険で御ご座ざるなあ、と点てん蔵ぞうは思った。

　北ほう条じようの水すい源げん地ちを囲むそれはあまり深く無い森だが、敵がいるのだ。

　森の向こう。蟹かに江え城じようがあるのは人じん工こう湖こ西側。西にある山さん渓けいの断だん崖がいに密みつ接せつした狭い陸地だ。

　湖みずうみを渡っていけば距きよ離りとしては近い。人工湖を作るために敷ふ設せつされた道もある。

　だが、船を使えば、いい的まとだ。上空からの降こう下かも同様。そうなると、

・ウキー：『輸ゆ送そう艦かんをぶつけて楽々クリアとは出来ぬのか？』

・未熟者：『蟹江城の後ろに、遺い跡せきの入口があってね。蟹江城ごとの破は壊かいは危険だ。だから武蔵むさしの主しゆ砲ほうや、アリアダスト君の悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシも無しという事になる。

　だが、蟹江城の戦いの収しゆう拾しゆうを急ぐ場合は、悲嘆の怠惰の使用もあり得るだろう』

・ホラ子：『ほほう、当たるといいですねえ』

・銀　狼：『ええと、ホライゾン？　実は撃うつ機き会かい自体、無い方がいいんですのよ？』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様！　宗茂様！　説明サイトを作らなくても大だい丈じよう夫ぶですから！』

　宗茂殿どのも趣しゆ味みが増えたようで何よりで御座る。

　ともあれ方法としては、迅じん速そくを第一とした。それゆえに、

・武　蔵：『皆様が人工湖に到とう着ちやく次第、上空から術じゆつ式しき符ふの搭とう載さいされた竹たけ槍やりランチャーを湖こ岸がんに射しや出しゆつ投とう下かします。術式は重力制せい御ぎよ術式。太ふと縄なわ通路上に使用しているのと同様の物を、射出時に展開する注連しめ縄なわネットを利用して広範はん囲いに展開します。人工湖上、幅二十メートル程の回かい廊ろうを二本用意いたしますので、皆様御ご活かつ用よう下さい。

　尚なお、当サービスは小お田だ原わら側の産うぶ土すなと浅あさ間ま神じん社じやの提てい携けい協力によるものです。──以上』

・ホラ子：『浅間様、密ひそかに大おお手て柄がらですな。ホライゾンポイントが２上がりました』

　何か妙みようなルールが発生しているが、気にしない方がいいだろう。

　ともあれ、蟹江城自体が八百メートル程の全長だ。

　突とつ入にゆうルートを二本用意するのならば、侵しん行こうルートも二つに分ける。

　自分は、下流側からの侵行リーダー。

　上流側はミトツダイラがリーダーとなっている。

　ミトツダイラも匂においや音に敏びん感かんな性質で森林行こうには適任だ。そちらにはトーリ達がいるため、彼女が先せん頭とうとなって皆を導く手て筈はずとなっている。

　また、向こうにはメアリもいる。精せい霊れいの声を聞ける彼女は、森の中の状況を知る事が出来るし、罠わななども大半を教えて貰もらえる。ミトツダイラと合わせれば、知覚系けいとしては充分な布ふ陣じんだろう。ゆえに作戦会議の時に、

「あれ？　実は点てん蔵ぞういらねえんじゃね……」

　と、馬ば鹿かを筆ひつ頭とうに呆ぼう然ぜんとした顔を向けられたものだが、忍にん者じやはRPGに必ひつ須すで御座るよ？

　ともあれ自分達は、下流側の街かい道どうから移動中だ。こちらにいるのはナイトと正まさ純ずみ、そして二ふた代よと、立たち花ばな夫ふ妻さいに、警けい護ご隊たいを主とした戦せん士し団だんだ。

　森の中は茂しげみも多いが、下した草くさは少ない。人じん工こう湖こを作る時に幾いくつも道が作られ、人が行き来したせいだろう。不慣れな足でも苦になる前に湖みずうみに着く筈はずだ。

　意い外がいに正純が歩ける。

「正純殿どの、山歩きの経験は？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、うちの方は裏山が結けつ構こう充実してたから、山さん菜さいとか採りにな。あとは、腹が減ってないからだろう、多分」

　後半の方が大事な気がするが、そういうもので御ご座ざろう。

　時とき折おり、昔に水が流れていた跡あとが長い窪くぼみとなって残っており、

「皆、ちょっと気を付けるがいいで御座るよ。下は水路になって御座ろうし」

　危なかったら手を貸す。そのつもりだが、ナイトは翼つばさで飛ぶし、正純は二代に抱えられてひとっ飛びだ。立花夫妻も、

「誾ぎんさん、手を」

　Ｊｕｄ．、と応じた誾が、一いつ緒しよに跳ちよう躍やくしているように見えるが、あの握った手、何か意味があったので御座ろうか。

　結局自分は、後ろの戦士団に手を貸す事になるが、皆は窪みを渡って、

「第一特とく務む、有あり難がとう御座います。赦ゆるさねえ」

「あ、お疲れ様です第一特務。赦さねえ」

「助かりました、第一特務、赦さねえ」

「な、何で御座るか、この私し怨えんに満ちた応答！」

「テンゾー、メーやんに何かした？」

「い、いや、何もしてないで御座るよ？」

　周りの空気が悪くなるのを点てん蔵ぞうは感じた。間違いなく、誰だれも彼もが聞き耳タイムだ。

　すると、横にナイトが並んだ。

「メーやんと何で分かれたの？」

　言われた言葉が〝別れた〟に聞こえてゾっとした。

「い、いや、た、単にネシンバラ殿の提てい案あんした戦力配分に御座るよ？」

「ふうん……。あ、でも、テンゾー、言っておくかんね？」

「何がで御座るか？」

「テンゾーからだと、メーやん、今、すごくテンゾーの事を避けてるように見えるかも知れないけど……、あれ、逆だから」

　……まあ、そうで御座ろうなあ。

　嫌きらわれているとは思えないのが自じ意い識しき過か剰じようだが、メアリの方でこちらとの距きよ離りを取りかねているというのは解わかる。

　腕は組んでも視線は交わせない。そういう事だ。以前のように、と思いはすれど、

「焦あせっても仕方ない、と思うのは、臆おく病びようで御ご座ざろうか」

　言うと、ナイトが珍めずらしく瞳ひとみを見せた。お、と彼女は言って、小さく笑う。そしてナイトは、こちらの背を叩たたき、

「テンゾー、言うようになったねえ」

「な、何かオッサンくさいで御座るよナイト殿どの！」

「まあまあ。テンゾーの努力に免めんじてガっちゃんには三日後に教えるようにするから。

　でも、メーヤン今日きようの午後からいきなりおかしくなったの、理由、解ってる？」

「あー……。正直、自分がちょっとイケメン過ぎたで御座るかな」

「でも、テンゾーとしては本気っしょ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　……あ、コレ、自分をイケメン確信になるのでは御座らぬかな……？

　思うが、今いま更さらだ。しかしナイトは頷うなずき、

「メーやん大だい丈じよう夫ぶだから、安心するといいよ。メーやんにとっても、テンゾーにとっても、将しよう来らい思い出したらこのハプニングは凄すごく大事だったって解る筈はずだし」

「そういうもので御座ろうか……」

「Ｊｕｄ．、Ｊｕｄ．、ナイちゃんとガっちゃんも、昔の警けい戒かい状態を〝こういうものだったかな〟、って美化して思い出したりするし」

　頑がん張ばれー、と背中を叩たたいて、黒魔女シユヴアルツヘクセンが下がった。後ろ、二ふた代よとナイトが、

「何かあったで御座るか？」

「ん？　セックスだよセックス！」

　とか言ってるのが危険過ぎるが、まあそういうもので御座ろう。

「──と、ストップで御座る」

　目の前、軽い斜面の登りがある。ここがひとまずの目的地だ。
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　ナイトは、点てん蔵ぞうが足を止めたのを見た。

　彼はこちらに振り向き、後ろとなった斜面を指差す。

「ここが、とりあえずの中間点で御座るな。この向こう。少し下っていってから、十五メートル程一気に下に落ちているので御座る」

　変わった地形だ。だが、見覚えはある。

「河か川せんが浸しん食しよくして出来た地形だよね。武蔵むさしから、下によく見えるけど」

　浸食地形だ。それは武蔵上にはあり得ないものだが、武蔵からは極きよく東とう各地に多た々た見える。特に三み河かわなどは陸りく港みなと周辺が土の堆たい積せきと雨水の浸しん蝕しよくで、上から見ると結けつ構こう面白かった。

　今はそれを、水平に見られるという事実。その事に対し、三河組は首を傾かしげているが、武蔵むさし組は、ほう、と言いながら辺りを見回している。

　……ここらへん、地味に差が出るなー……。

　と思っていると、点てん蔵ぞうが非発はつ光こう式の表示枠サインフレームを回してきた。映っているのは周囲の概がい要よう図ずだ。

「ここから先、その落らく差さの後、下にはまた森が広がっていて、百メートル程行くと湖みずうみに御ご座ざるな」

「じゃあ、その斜面を登ると、蟹かに江え城じようが見える訳わけ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ただ、顔を出すと、向こうが動どう態たい検けん知ちを行っていただけでアウトになるで御座る。

　ゆえに、ここは、安全にこの斜面を避けて迂う回かい路ろを降りていき、下についたら森の木々を遮しや蔽へいとしながら湖に吶とつ喊かんするのが得とく策さくかと」

「第一特とく務む。どちらにしろ、森に降りたら吶喊ですか」

　誾の声に、点蔵が頷うなずいた。

「そうで御座るな。自分が先行するので、副ふく長ちよう補ほ佐さにはフォローをお願いしたい。

　誾ぎん殿どのには、その援えん護ごを」

　Ｊｕｄ．、という立たち花ばな夫ふ妻さいの頷きに、ナイトも会え釈しやくを送る。

　……今回は後方担たん当とうかなー。

　関かん東とう解放では空くう戦せん能力が必ひつ須すとなる。蟹江城の戦いで自分とナルゼが消しよう耗もうするのは避けたい、というのがネシンバラの意向だ。だから戦せん闘とうに出ても、後方支し援えんと、救助の役目。

　ガっちゃんどうしてるかなあ、と、そう思った時だ。

「──え？」

　右手、上流側の方から、銃じゆう声せいが聞こえた。

　敵の前線と、上流班はんが接せつ敵てきしたのだ。
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　浅あさ間まは、トーリとホライゾンの後ろにいた。

　上流班として、自分が行うのは流りゆう体たい検知と防ぼう御ぎよ系けいだ。大たい将しよう格かくである彼とホライゾンが前線に出るというのは危険だが、万まんが一いちに悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシを使う可能性もあれば、流体供きよう給きゆう術じゆつ式しきが必要な可能性だってあるのだ。一応、自分の方では腰に片かた椿つばきを持って来ているが、

　……人は撃うてませんしー……。

　残念に感じている訳ではないが、もっと率そつ先せんして役に立てたら、とも思う。

　そして、役に立っているといえば、先せん頭とうにいるミトツダイラだ。森に入った辺りから、

「……この先、人の、新しい匂においがしますわね。恐らく、罠わながあるんだと思いますわ」

　と、危険なルートを回かい避ひしていく。その一方で、

「ここまですんなり来られましたけど、罠わなの無い位置に誘ゆう導どうされてる可能性がありますわね。ちょっとそちらに罠が埋うまってると思うので、解除してそっちのルートにしましょう」

　などと、的てき確かくに抜けて行ってしまう。

　どうしてそんな事が出来るのかと本人に問うてみれば、

「IZUMOでうちの母親が我が王を誘ゆう拐かいした時、それを追いながらいろいろと学ぶ事が多かったんですの。その後、あの時を思い出していろいろ補ほ習しゆうした、というところですわね」

　それを聞いて、流石さすがですね、と思うと同時に、身み近ぢかな友人が自分の知らぬところで努力をしていたという事に驚きもする。

　多分、自分にもそういうところはあって、向こうも驚いたりする時があるのだろう。

　……ああ、よく考えるとホライゾンや喜き美みには毎度驚かされてたりもしますね……。

　考えてると、何が良いのか悪いのか解わからなくなるので浅あさ間まは考えるのをやめた。

　ただ、気になるのは最さい後こう尾びにいるメアリだ。ミトツダイラ同様、点てん蔵ぞうと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを渡った経験があるのだが、

　……大だい丈じよう夫ぶでしょうか……。

　ちらちらと後ろを確かく認にんしているメアリの挙きよ動どうは、どう見ても上うわの空そらだ。

　俯うつむき気ぎ味みで、時たま頰ほおに手を当てたりと、それらの仕し草ぐさに合わせ、髪かみの間から流りゆう体たいで出来た睡すい蓮れんの花が散る。そして前方を歩くナルゼの翼つばさに、頭から当たって慌あわてて謝ったりと、そのたびに王賜剣エクスカリバーが心配そうにうろうろしているのが可愛かわいらしい。

　午後の点蔵イケメン事件から、完全に自分の感情を持て余してしまっている。

　メアリは日ひ頃ごろ、落ち着いた感がある人だと思うが、それゆえに、ズレが生じた場合、なかなか補ほ正せい出来ないのだろう。

　自分のように蓋ふた派はの人間としては、正直、羨うらやましく……、

「いやいやいやいや」

「どうしたのですか浅間様、いきなりまたおかしくなられて」

「あっれ、〝また〟とか言われてますよ私」

　喜美がいたら、何かツッコミされるでしょうねー、とは思うが、狂人は今、丘の上でこちらの方をモニタしている。

　鈴すずとアデーレ、ハイディ達も一いつ緒しよだ。鈴が、武蔵むさしの知覚系けいを利用して、艦かん橋きよう内からとまではいかないが、全体の知覚情報を寄よ越こしてくれる。今もリアルタイムで、

・ベ　ル：『木がね、木が、いっぱいあって、形、違う、のっ』

　自然物の読み取りは楽しいのだろうか、ちょっと興こう奮ふんしてて珍めずらしい。

・ベ　ル：『でね？　それでね？　木が、ほら、ええと、ミトツダイラさん？』

・銀　狼：『──え？　ああ、前にありますわね。それが？』

・ベ　ル：『ん。それ、何だか解わからないけど、木じゃなくて、人だから』

　メアリ以外の皆が動きを止めた。最さい後こう尾び、メアリがナルゼに当たって、

「あっ、す、すみません。いきなり止まって、何かあったんですか？」

　直後に、ミトツダイラが叫んだ。

「接せつ敵てき──！」
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・三立申：『──え!?　何!?　うちの前線、バレたの!?』

・共有用：『ええと、何だかよく解りませんがバレました！　あっ、向こうで──、女じよ装そうです！　多分あれ、有あり明あけの上にいた女装の総そう長ちようです！　左右に身体からだ振ってますが、率そつ先せんして狙ねらっていいですか！』

・家計簿：『あのさー、滝たき川がわさん、何か予定外っぽいんだけど大だい丈じよう夫ぶ？』

・三立申：『とりあえず対たい処しよ出来る奴やつは対処だよ！　──上流側、隠おん密みつ部ぶ隊たいは機き動どう開始！』
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　ミトツダイラは、銀ぎん鎖さを射しや出しゆつしながら鈴すずに指し示じを飛ばす。

・銀　狼：『鈴！　下の森が安全かどうか探って下さいな！』

　周囲、戸と惑まどうようなタイミングで銃じゆう撃げきが放たれ、自じ動どう展開の防ぼう護ご障しよう壁へきが対処を行う。

　目もつ下か、気になるのは、

　……我が王！

　振り向くと、女装がＹ字ポーズをとっていたので、多分大丈夫だろうと、何となくそう思った。浅あさ間まもついているから、ホライゾン共とも々ども、防ぼう御ぎよ系けいは大丈夫な筈はずだ。

　そして鈴から返答が来た。

・ベ　ル：『下、大丈、夫！　人、……いる、けど、一人？　そんなくらい』

　真田さなだの誰だれかだ。この戦せん場じよう、伏ふく兵へいとして単独でいられるのは彼らだけだろう。

　ならば、下まで行けば、その一人と誰かが相あい対たいすればいい。相手を足止めしてしまえば、湖みずうみまでの道は開けるのだ。だから、

　……迂う回かい路ろですわね。

　直接の飛び降りでは、落らつ下か中に下にいる何者かの迎げい撃げきを受ける。追つい尾び術じゆつ式しきを掛けた射しや撃げき系で対応するなら、一人でも充分なのだ。対して迂回路なら、罠わななどあっても銀鎖で大地や空間を制圧して行けばいい。もはや身を隠かくす時間は終わったのだ。ならば、

「銀鎖……！」

　ミトツダイラは、前に出た。迂回路への道を確保すべく、銀鎖で上流側の木々を薙なぎ払い、巻き付かせては砕くだき、

「そこ……！」

　絞しぼり潰つぶして伐ばつ採さいした木を、ミトツダイラは下流側の空間に叩たたき込んだ。





●






　……面めん倒どうな事になったわね。

　ナルゼは、白嬢ヴアイスフローレンを立てて抱きながら、木々を陰に移動した。

　行く先は北となる上流側、下へと向かう迂う回かい路ろだ。

　今、下流側から敵が来る。銃じゆう撃げきを中心とした攻こう勢せいは積極的だが、接近を狙ねらわない。

　忍にん者じやなのだ。

　徹てつ底てい的な遠えん隔かく攻こう撃げき狙い。ゆえに、こちらの戦せん士し団だんが前に出ると、敵の方では、

「……！」

　下がる。それも、待つ事無く一いつ気きに後ろへと行くのだ。

　水が流れるよう、というと詩的な感もするが、ナルゼにとっては面倒事でしかない。

　……全く予定外ね……！

　予定外という事はすぐに起きる。入校直前に最終ページの情報がクラッシュしてみたり、印いん刷さつ所じよの活かつ版ぱん印刷機が故こ障しようしたり、偶ぐう像ぞう崇すう拝はい否定派はがエロ規き制せいで抗こう議ぎ運動を起こしたりと、そんな事はよくある事だ。

　だから、同じ不ふ機き嫌げんでナルゼは対応した。

　白嬢に十円玉を一二〇枚積んで脇わきに抱えると、盾たてにしていた木の陰からサイドステップ。

「ハァイ……」

　陰いん鬱うつに声を掛けると、一いつ瞬しゆん、遠くで気け配はいが幾いくつも動いた。振り返る事をせずに遠のこうとするのは見事な反応だ。だが、

　……絵え描かきの認にん識しき力をナメんじゃないわよ！

　瞬しゆん間かん的に見たナイスショットを手元で描びよう画が出来るだけの腕はあるのだ。誘ゆう導どうラインを描かなくても、地に足がついた状態での命めい中ちゆう率りつは空中で撃うつより遙かに高い。

　撃ってやった。

　白嬢の右、一秒間に二十の勢いで射しや撃げき術じゆつ式しきが光に散っていく。

　同じ速度で射しや出しゆつされるのは十円玉の速そく射しやだ。軽装そう甲こうなら撃ち抜ける一発ずつは森の木々を穿うがち、打だ撃げきで震しん動どうさせる。

　四秒で弾たまが切れた。だから追加。術式を展開。そうしている間に、向こうが顔を出す。

「ほら」

　腰につけていた水の硝子ガラス瓶びんには加か熱ねつ術式が貼はってある。ナルゼはそれを白嬢で射出し、

「ったく」

　熱蒸じよう気きの爆ばく発はつが生じると共に、硬こう貨か弾だんを再奏そう塡てん。ゆっくりと右に、皆の後をついていきながら、ナルゼは掃そう射しやを再開する。腰の水みず瓶びんを定期的に投じながら、

「ミトツダイラ！　固めた！」
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　ナルゼの合図に応じて、ミトツダイラはあるものを下流側の森に叩たたき込んだ。それは、

　……銀ぎん鎖さで確保した高こう木ぼく!!

　本数は十二本。その数の長ちよう尺じやくを、ミトツダイラは銀鎖で順次発はつ射しやした。

　鎖くさりを曲げ、摑つかむというよりも投とう擲てき器きのように乗せてからの射出だ。銀鎖側の振りもあれば、樹じゆ木もくの槍やりは砲ほう弾だんのような初しよ速そくで飛んだ。

　枝は落としていない。枝葉は他の木々を巻き込み、陰に隠かくれた相手を打ち払うからだ。

　ミトツダイラは、腕を振り、高速の投擲を行いながら叫んだ。

「行きなさい！」
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　高木のラッシュが飛んで来るのを、滝たき川がわ隊たいの忍にん者じや隊は見た。

「……は？」

　先さき程ほど、一、二本を叩き込まれた経験はある。だがそれは、ゆっくりと投じられたもので、対たい処しよの隙すきがまだあった。

　だが、今回は違う。周囲の森を断ち抜くように叩き込まれるのは、二十メートルを超える夏葉の針しん葉よう樹じゆだ。一いつ瞬しゆん見た感では、小型輸ゆ送そう艦かんが突とつ撃げきしてくるのに似ている。

　先せん頭とうの者が、手を後ろに広げて振り、

『散開退たい避ひ──！』

　皆にだけ通じる声で叫んだ瞬しゆん間かん。彼は木々の直ちよく撃げきを受けた。

　皆が見たのは、葉は群むれを全身で抱きかかえるようにして、身体からだを浮かせた仲間だった。

　一瞬でその姿すがたは枝と葉の向こうに飲まれた。

　そして直行する木が、地面にバウンドした。

　森の中に道は無い。高い初速を与えられた大たい木ぼくは、立木に当たるたびに移動方向を揺らし、

「……！」

　遮しや蔽へい物ぶつに満ちた森が、高速の突とつ撃げきに蹂じゆう躙りんされた。

　一発だけではない。初めのものが止まるよりも先に、二、三、四発目までが重なった。

　轟ごう音おんは木々の折音と伐ばつ採さいの音。地面は堆たい積せきした落ち葉や土を吹き飛ばし、

『退避……！』

　湖みずうみから離れるように移動した者は、まだよかった。

　反射的に下流側に逃げた者は、怒ど濤とうに等しい大木の一いつ斉せいに追われて飲み込まれた。土をラッセルし、木々の間を蛇へびのように抜けてくる高速の大たい木ぼくが、その重量と葉枝の重圧で逃げ遅れた滝たき川がわ隊たいを飲み込んでいく。

　悲鳴をあげる暇ひまも無かった。

　五、六と、七発目が射しや出しゆつされたからだ。それも、街かい道どう側へと退たい避ひした者を追う軌き道どうで、だ。

　しかし、生き延びて夜の森を疾しつ走そうする者達は、ある音を聞いた。それは湖みずうみ側からの、

「艦かん砲ぽう射しや撃げき……、来たか！」
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　蟹かに江え城じようよりの、高い放ほう物ぶつ線せんを描いた実じつ弾だん砲ほう撃げき。

　それは、上流側の高台、斜面向こうへと落らく撃げきした。

　一発ではない。滝川の号ごう令れいに従うように、蟹江城の艦かん首しゆ側主しゆ砲ほうと副ふく砲ほうが連れん射しやを行ったのだ。

「地形崩くずすつもりで撃うち込みな……！」

『滝川様、応おう撃げき来ます！』

「武蔵むさしだろ!?」

　見上げる空。正面上空に浮かぶ武蔵のロングバウ上で、光が放った。

　敵の武ぶ神しん狙そ撃げき隊たいが、砲撃を放ったのだ。

「来るよ！　──防ぼう護ご障しよう壁へき展開！」

　言った直後に、蟹江城の右う舷げん側、湖に向いた空で光こう爆ばくが連続した。

　展開した障壁が、武蔵からの砲撃によって砕くだかれたのだ。

　光が快音で散り、夜に飛沫しぶき、人じん工こう湖この水面に弾だん丸がんが破は片へんとなって水を跳はね上げた。

　雨のように散ってくる水飛沫しぶき。それを浴びながら、しかし滝川は叫んだ。

「砲撃、実じつ弾だん系けいで絞しぼれ！　出力は防護障壁に回せば凌しのげるよ！」

　障壁の陰から撃うつのは、垂すい直ちよく軌き道どうに近い弾だん道どうの実弾砲撃だ。照しよう準じゆんが甘くなるものの、実弾ならば流りゆう体たい燃ねん料りようをさほど食わずに撃ち込める。だが、

『滝川様！　敵、着ちやく弾だん位置に流体光こうあります！』

　それは、

『──対たい艦かんレベルの防護障壁です！』
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　森の中、艦砲の着弾が連続する位置で、ミトツダイラは光を見上げていた。

　防護障壁だ。砲撃を受けては砕ける一枚は、しかしすぐに多重化する。それは浅あさ間まが起き動どうしたものだが、本来ならば彼女の拝はい気き量りようだけでは賄まかなえないものだ。それを今叶かなえるのは、

「我が王！」

「おーう、あぶねえあぶねえ」

　王の流りゆう体たい供給術じゆつ式しきが発動している。そのラインが今、浅あさ間まの巫み女こ服の腰部ハードポイントに何本も接続されている。

　砲ほう撃げきの音と、着ちやく弾だんによる響ひびきで周囲は騒そう々ぞうしいが、浅間の凜りんとした声は通った。

「構えられる人、お願いします！　私の方から三枚程渡せます！」

　落ちる金属音の下で、空に三枚の盾たてが浮いた。

　直後に、今まで以上の集しゆう弾だんが空を殴なぐった。

「……っ！」

　障しよう壁へきを試すような連打だ。一いつ瞬しゆん、重なっていた数枚が吹き飛び、しかし浅間が、

「強化術式入れます！」

　手を一つ打った瞬しゆん間かん。一気に光量が上がった。砕くだかれる枚数と、増える枚数が均きん衡こう状態を保ち、空から撃げき音おんが遠ざかったような感覚を得た。

　……救たすかりましたわ！

　と、思った瞬間だった。不ふ意いにメアリが叫んだ。

「ミトツダイラ様！」
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　ミトツダイラは、危険を感じた。

　メアリが自分の名を叫んだ意味を悟さとったからだ。

　それは、今、自分が危険だという事ではない。彼女はこちらの事を、よく知っているのだ。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにIZUMOから降り、母を追つい走そうした同どう道どうがあるのだから。

　だからメアリは、こちらにとって、何が大事かを知っている。それは、

「我が王！」

　振り向いた瞬間に、敵の攻こう撃げきが来た。

　飛ひ翔しよう弾だん。

　目には見えないが、高圧の気け配はいだった。何かを破は壊かいするための殺さつ気きとも言える、強きよう烈れつな気配が王達に向けて真ま横よこから飛んで来た。

　手でも、銀ぎん鎖さでも間に合わない。だからミトツダイラは、

「……っ！」

　飛ひ来らいしたそれに、真ま横よこからの直ちよく蹴げりをぶち込んだ。

　激げき音おんが響き、足への応こたえがあった直後。それが軌き道どうを変えて直近の大たい木ぼくに激げき突とつした。

　砲ほう弾だんだった。

　……水平撃うち!?

　巨きよ大だいな木が一発で弾はじけて軋きしんだ音を聞きながら、ミトツダイラは思う。どうして水平からの砲撃が来るのか、と。

　今、自分達は斜面の陰にいるのだ。蟹江城からここは直接的には狙ねらえない。

　ならば、と思った時だ。

「母かあちゃん並の瞬しゆん発ぱつ力だな」

　左後ろから、不ふ意いの声が聞こえた。その響ひびきは、

　……筧かけい・十じゆう蔵ぞう！

　回かい避ひに入るより早く、いきなりの砲ほう撃げき音が耳の直近で鳴った。
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　ミトツダイラは、回避が間に合った事を悟さとった。

　ほぼ零ゼロ距きよ離りからの砲撃だ。避ける事が出来たのは、筧と二ふた代よの戦せん闘とうを見ていた事と、獣けものの反はん射しや能力ゆえだった。

　避けた。飛ひ翔しようした砲ほう弾だんは背後にあった木々の間を貫つらぬいて飛んでいった。

　……危ないですわね……！

　筧の忍にん術じゆつは解わかっている。隠かくした手元で放ったものを、死角となる別の空間から射しや撃げきするのだ。そして今、視し界かいの隅すみに見える彼の手元にあるのは、一いつ対ついの表示枠サインフレームだった。

《蟹江城：艦かん首しゆ三番副ふく砲ほう：管かん制せい制せい御ぎよ》

　筧の忍術が正確に働いているならば、蟹かに江え城じようの副ふく砲ほうを彼は用いている事になる。

　……先さき程ほどからの水平砲撃は、それですの!?

　疑問は、そのまま答えになるものだ。今、彼はこの戦せん場じように砲ほう門もんを持ち込んだのだ。

　頭ず上じように防ぼう護ご障しよう壁へきを用意している皆にとって、横からの砲撃は致ち命めいなものでしかない。

　急ぎ、対たい処しよをしなければならないと、ミトツダイラは思った。特に、敵は高速の移動能力を持っているのだ。対応出来るのは自分しかいない。だが、

「──ミト！」

　浅あさ間まの叫びが聞こえた。心配とも、驚きとも言える声だ。

　……一体何ですの？

　と、思った瞬しゆん間かんだ。ミトツダイラは、自分が地面に倒れている事に気付いた。

　転てん倒とうしていたのだ。
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　……馬ば鹿か！

　ナルゼは、防護障壁の傘かさの下で、白嬢ヴアイスフローレンを振り回した。

　銀ぎん狼ろうが転んだのは、先さき程ほどの砲撃が原因だ。耳の直近で放たれた一発を、確かに彼女は回避した。だが、砲撃音に聴ちよう覚かくが震しん動どうされ、三さん半はん規き管かんをやられたのだ。

　ミトツダイラのフォローとして、ナルゼは急ぎ、筧を狙った。間に合うかどうかは解らないが、今、転んだミトツダイラの背側に回るあの忍にん者じやをどうにかしなければならない。

　全く、忍者というのは敵味み方かた関係なく手て間まを取らせる。

「ミトツダイラ！」

　今、ミトツダイラの身体からだは動いている。だが、平へい衡こう感覚が無い。膝ひざを立てようとして上がる尻しりのラインは何かいいシルエットだから憶おぼえておく事にする。だが、筧かけいは彼女の後ろに回り、

　……マズい！

　ミトツダイラの尻が隠かくされた。男の尻は今不要だ。邪じや魔ま、いやそうじゃない。白嬢ヴアイスフローレン構えて、ほら、ミトツダイラも転がって筧の照しよう準じゆんからちょっと逃のがれたから、だから今こそ、

「……!?」

　こちらを邪魔する射しや撃げきが、左手側。街かい道どう側から来た。

　ミトツダイラが木で吹っ飛ばした滝たき川がわ隊たいの内、逃げ切れた者が回り込んできたのだ。

　ナルゼは急いでそちらへのガードとして白嬢を立てた。王賜剣エクスカリバーを盾たてとするメアリと共に、敵てき弾だんを白嬢で受けながら、

　……ああ、腹立つ！

　何から何まで中ちゆう途と半はん端ぱになって行ってる気がする。こっちを怒らせる気なら滝川隊は優ゆう秀しゆうだ。全員腹を切れ。締め切りに遅れて印いん刷さつ所じよに土ど下げ座ざして切せつ腹ぷくしろ。

　だが、砲ほう撃げき音は響ひびいた。筧がミトツダイラに対して、一発を放ったのだ。
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　ミトツダイラは、それを見た。

　立ち上がろうとして出来ない自分の右。砲撃の音が確かに響いたのだ。

　至し近きんだ。当たったと、そう思った瞬しゆん間かんだった。

「……っ!?」

　金属の音が、確かに響き、爆ばく発はつした。

　高い、何もかも吹き飛ばすような音ね色いろ。しかし自分は生きていて、

　……これは──。

　ミトツダイラは、目を見開いてそれを確かく認にんした。

　自分の右側、散る爆発の破は片へんと煙の中、空中に立っているのは、

「王賜剣一型Ｅｘ．コールブランド!!」
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　点てん蔵ぞうは、上流側の宙に振った手を戻し、一ひと息いきを入れた。

　今、砲撃の音は連続している。それは武蔵むさし側からの砲撃攻こう勢せいもあり、やや散さん発ぱつ的だ。

・煙草女：『今、二隊程を輸ゆ送そう艦かんに乗せて、上からも狙ねらえるようにしたさ。防ぼう護ご障しよう壁へきを縦たてに張る必要が出たのと、射しや角かくが制限される事から、少しは楽になるだろうさね』

　忝かたじけない、と点てん蔵ぞうは、空からになった手を見た。先さき程ほどまでそこにいた王賜剣エクスカリバーが、向こうを気にしている気け配はいを見せたのだ。だから投じたその行く先は、メアリかと思えば、

・銀　狼：『救たすかりましたわ、第一特とく務む！』

・十ＺＯ：『えっ？　ミトツダイラ殿どの？　メアリ殿ではなくて？』

・傷有り：『…………』


《傷有りスカード様が退たい出しゆつされました》



「えっ」

「ああこりゃテンゾー、不ふ用よう意い過ぎだって」

　何な故ぜ、と疑問の声をあげると、やや離れたところで上流側を観察していた皆が振り向いた。

「ちっ、──あ、第一特務、上流側、砲ほう撃げきが少なくなりました！」

「ちっ、──ええと、第一特務、迂う回かい路ろの方、どうします？」

「ちっ、──蟹かに江え城じようの方、全門上流側を狙ねらってるようですね」

「な、何だか変な枕まくらがついて御座るよ！」

　今いま更さらではあるが、女性はよく解わからないと、そんな事を点蔵は思う。だが、不ふ意いに誾ぎんが顔を上げた。

「──宗むね茂しげ様」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──第一特務、周囲、気付いていますか？」

　解っている。こちらはこちらで囲まれているのだ。

　遠巻きに、しかし距きよ離りを詰めて来るのは、足音を消しもしない、

「自じ動どう人形の群……!?」
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　誾は、敵の足音に妙みようを感じた。

　自動人形と向き合うのは初めてではないが、それにしても、この踏み込みはおかしい。

　……間ま合あいを測ってません。

　森の中、夜の中だ。暗がりの中から見えてくる相手は、

「……木!?」

　木製のパーツそのままだ。しかしその数が、多い。一いつ見けんして四桁はいる。それも重層を作るように、列をなして、だ。

　うわ、と戦せん士し団だんが引くのに対し、誾は彼らに下がれと手指し示じを送る。そして、

「十字砲火アルカブス・クルス……！」

　二に律りつ空くう間かんから引き出すのは真田さなだ戦での修理が終わった右側のみ。だが空間射しや出しゆつした瞬しゆん間かん。誾は砲撃を叩たたき込んだ。

　距きよ離り二十メートル。その位置関係をもって、正面の人形が穿うがたれた。

　そして次の瞬しゆん間かん。砕くだけた人形から火か焰えんが上がった。轟ごう音おんをつけて風を撒まくのは、

「爆ばく砕さい術じゆつ式しきです！」

　誾ぎんが叫ぶと同時。敵が一いつ斉せいの動どう作さを取った。両手を前に突き出し、しがみつくような姿し勢せいでこちらへの疾しつ走そうを開始したのだ。

　この距離ならば外さない。そういう動作に対し、誾は宗むね茂しげと視線を合わせた。そして、

「副ふく長ちよう！　副ふく会長達を頼みます！」

　言った誾は、頭ず上じようを跳んでいく影を見た。

　声を掛けたばかりの副長だった。向かってくる敵に突とつ撃げきを掛ける彼女を見て、誾は、

　……あの馬ば鹿か……！

　誾は憤いきどおったが、十字砲火アルカブス・クルスを二ふた代よの背中のど真まん中なかに向け、セイフティを掛けたまま術式制せい御ぎよの引き金を五回絞しぼって我が慢まんした。横、宗茂が笑って、

「誾さん、大人おとなの判はん断だんですね」

「宗茂様、私、こんな大人になりたくなかったです……！」

「敵！　敵が来てるで御ご座ざるよー!!」

　誾は、慌あわてて敵への対応に入った。







[image: 第六十八章『狩場の狩人』]
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　ミトツダイラは、復帰と同時に筧かけいとの戦せん闘とうに入った。

　今、散さん発ぱつ的に砲ほう撃げきが生じている。落らく撃げきが来るのは、どちらかと言えば迂う回かい路ろの方で、

　……安全に下に行かせる気はありませんのね……!?

　皆は湖みずうみ側の斜面の陰に入る。そして頭ず上じようを浅あさ間まの防ぼう護ご障しよう壁へきで覆おおい、水平からを戦せん士し団だんの障壁でガードした。更さらには、

「着ちやく弾だん位置、鈴すずさんから来ます！」

　浅間の声と共に、地面上に表示枠サインフレームが幾いくつも現れた。描かれている鈴の手による《あたり？》の文字。更には落らつ下か到とう達たつ時間の柱ちゆう状じようスケールが立ち上がり、

　……これだけ見えれば充分ですわ！

　手には王賜剣エクスカリバー。脚あしは動いている。そして敵は、

「……やるじゃねーの！」

　高速の体たい捌さばきで、こちらを捉とらえようとする。だが自分の方も、爪つま先さきに力を放ち、

「行きますわよ！」

　追うのは自分だ。狼おおかみは逃げない。獲え物ものは逃がさない。それが自分のルールだ。

　対する筧の動きは高速のスライドとターン。その曲線の動作に対し、ミトツダイラは連続で跳ね行き、足あし下もとの着弾予測を潜くぐるように走った。

　全身の駆く動どうが気持ちいい。身体からだを縮め、伸ばし、時には片脚だけでそれを行って行く。

　……もう少し、動きを速く！

　敵が砲撃を放つ。その音が響ひびくが、狼は踵かかとを右にコンパクトに回してから加か速そく。

　敵は右。既すでにこちらの右後ろに回ろうとしている。ならば、

「────」

　ミトツダイラは、空中で右の銀ぎん鎖さを振った。木を一いつ瞬しゆん摑つかませ、空中で反転する。

　すると視し界かいの左に、筧が飛び込んできた。

「……っと」

　筧が、身を即そく座ざに反転させ、制止した。直後に、着ちやく地ちのこちらを狙ねらって砲撃が来る。それも右後ろの背後から、だ。

　狙われるのが解わかったのでミトツダイラは強ごう引いんに左へと跳んだ。

　右の側そく頭とう部ぶ。近い位置を砲ほう弾だんが抜けた。髪かみが熱を感じ、風を得た時には向かいの木々が着弾による伐ばつ採さいを受けている。

　爆ばく圧あつは後から来た。ミトツダイラは、音の広がりを首の傾かしげで回かい避ひ。そして左前に向かえば、そこにあるのは身体を回している状態の筧だ。

　行った。

　……入りましたわ！

　筧かけいの正面に跳んだ。

　そこは安全地ち帯たいだ。何な故ぜなら筧の射しや撃げきは彼の死し角かくから穿うがたれる。筧の真まっ正しよう面めんに立てば、彼はこちらの背後から自分に向けて撃うつしかなくなるからだ。

　砲ほう撃げきを行う今、自じ爆ばくするような正面撃ちはあるまい。ならば後は前に出て、

　……否いな！

　ミトツダイラは、全身を左に跳ねさせた。

　背後から、自分に向けて死角の砲撃が生じたのだ。
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　無む茶ちやな、とミトツダイラは思った。筧は自爆を怖おそれないのか、と。

　だが、ミトツダイラは、ある音を聞いた。

「──ち」

　筧の舌した打うちだ。

　それは、こちらを仕し留とめられなかった事への自じ虐ぎやく。ならば、

　……全て理解の上で、誘さそわれていた!?

　だが、こちらが回かい避ひした砲ほう弾だんはどうするのか。そんな疑問を抱いた瞬しゆん間かん。答えが来た。

　眼前、左の背後から飛んで来たものがある。

　二発目の砲弾だ。

　新しん規きの弾だん頭とうは、回避された一発に横から激げき突とつし、

「……っ」

　ミトツダイラの眼前で、炸さく裂れつの火ひ花ばなが生じた。
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　筧は、右への回避をしながらも、破は壊かいの衝しよう撃げき波はに左の背を打だ撃げきされた。

　……しょうがねーって！

　しくじった、という思いを得ないように努力する。今のは誘いも込みで結けつ構こう頑がん張ばった。

　つーかシャレになんねえ。人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘むすめって、よく考えたらラスボス一個手前くらいのもんじゃねーか。悪くても中ちゆう盤ばん大ボスだ。俺おれは一人でよく頑張ってるが、

　……楽な攻こう略りやく法、ねーよな……。

　一応、今、自分は一いつ手てを確かに打った。

　相手に対し、炸裂の音をぶつけたのだ。

　先さき程ほどと同様、敵は耳をやられて動けなくなる。その筈はずだ。

「──が、上う手まくいかねーか！」

　ターンスライドで振り向いた左、そこに銀ぎんの影があった。

　狼おおかみだ。

　全身を弾はじいてくるその姿すがたは、制せい服ふくに鉄てつ火かの焦こげ目を得ているが、無む傷きずだ。

　先さき程ほどの炸さく裂れつの影えい響きようを受けていない。その理り屈くつは、

　……鎖くさりか！
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　ミトツダイラは、背に浮いた冷たい汗あせを瞬しゆん発ぱつ加か速そくで吹き飛ばした。

　……危険なところでしたわ……！

　筧かけいに接近した時の布ふ石せき、鎖で摑つかんだ木が、炸裂からこちらを救った。

　銀ぎん鎖さで木をホールドし、反射的に身を引かせたのだ。わずか一メートル程の移動だったが、掲かかげた王賜剣エクスカリバーもあり、炸裂は大だい音おんとして耳に消化された。

　そしてミトツダイラは、一つの技を憶おぼえた。

　筧を追い詰めるための移動術じゆつだ。それを、本番勝負だが、

「──行きますわよ！」
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　丘の上。森の中の状況を武蔵むさしからの仲ちゆう介かいで知覚していた鈴すずは、狼の駆く動どうに疑問した。

　……え？

　ミトツダイラの動きがおかしい。

　今まで彼女は、瞬しゆん間かん移動にも感じられる加速跳ちよう躍やくで身を移動させていた。

　だが、瞬発加速は始まりと終わりを直線で結ぶものだ。俯ふ瞰かんする形となっている鈴には、彼女の移動ルートが大体予測ついていたのだが、

　……ど、何ど処こ？

　狼の動きが読めない。今、彼女は跳躍の途と中ちゆうで別の角度に跳んでみたり、振り回されるような曲線を描きもする。一番異常なのは、どう見ても空中で移動方向を変える事だが、

「ええ、と」

　ミトツダイラさんがおかしくなった！　とは口に出来ないので、鈴は知覚解かい像ぞう度どを上げる。模も造ぞう型表ひよう示じの操そう作さ系けいを手で触れ、武蔵の寄よ越こしてくる知覚情報の倍ばい率りつを高くしたのだ。

　直後、知覚が触れたものがある。ミトツダイラの周囲に高速で走っているもの。これは、

「銀鎖……！」
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　筧かけいは、厄やつ介かいを悟さとった。

　敵の移動力が上がった。それも、単なる速度ではなく、小回りの方だ。

　鎖くさりだ。

　銀ぎん狼ろうの放つ二本の鎖が、森の中にある木を捉とらえている。そして狼おおかみの突とつ撃げきをこちらが回かい避ひすると、鎖がこちらを追い、更さらに回避をすれば、

「鎖で木をホールドして、自分を振り回すのか……！」

　摑つかんだ木に向け、狼が鎖に己おのれを引かせる。

　これが厄介だ。移動の最さ中なかに木を摑んで方向転換するし、自分がターンスライドで弧こを描いて逃げれば、向こうも木を中心軸じくにして、振り子のように空中を飛んでくる。更には、

　……枝を摑んで、上か！

　水平位置からの突とつ撃げきを、彼女は容易に上へと変える。

　いきなりの上下振りに対応出来ず、急いで下がる自分に、筧は苦く笑しようした。

　……格好かつこつかねえ──。

　これはどう考えても、忍にん者じやが敵にすべきフェイントだろうに。

　瞬しゆん発ぱつと軌き道どう変へん更こう。銀の色は無数に飛び交い、こちらを追い詰めてくる。

　狼の群だ。

　成なる程ほど、と筧は思った。森の中は、獣けものの居い場所なのだと。そして夜の中は、

　……異い族ぞくの居場所って事か！

　そして、敵の牙きばである王賜剣エクスカリバーがこちらへと放たれ始めた。

　確実に距きよ離りが詰まっているのだ。もはや誘さそってる余よ裕ゆうも無い。だが、

「抗あらがうだけの武ぶ器きはあるんだよ！」

　この戦せん闘とうが、第二次上うえ田だ合かつ戦せんになるのだ。

　成果を出さねばならない。だから筧は動いた。敵に対し、左に下がりながら身体からだを向け、

「来いよ銀狼……！」

　余裕は無いが、誘った。
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　ミトツダイラは突っ走った。

　今、敵がこちらから見て右後ろに下がっている。

　距離十五メートル。追いつけると、そう思った。実際、追い詰めてもいるのだ。ならば、

「……っ！」

　砲ほう撃げきに構わず、ミトツダイラは身体を右に跳ばす。筧を追い詰めるように跳ぶ。

　と、左からまた砲ほう弾だんが飛来した。前に出るこちらを右に追い払うつもりだ。

　距離を空あけるつもりは無い。

　ミトツダイラは、空中で右の銀ぎん鎖さを前に一本投じた。右正しよう面めん方向の木を摑つかみ、己おのれを一気に前へと牽けん引いんする。

　筧かけいへの距きよ離りが詰まった。そして前に出た瞬しゆん間かん。

　筧が砲ほう撃げきを放った。

　左後ろからの顔面狙ねらい。前に出て回かい避ひするにはリスクが高い位置だ。

　ゆえにミトツダイラは鎖くさりを緩ゆるめて空中で失しつ速そく状態を作る。

　眼前に砲ほう弾だんを通過させる。そしてわずかな速度の寸断の後、

　……銀鎖！

　前へと身を牽けん引いんさせようとした時だ。ミトツダイラは砲撃音を聞いた。

　こちら狙いの音。響ひびく一発は、しかし、背後や、左右からではない。

　……正面!?

　筧の死し角かくからではない。あり得ない一いち撃げきだった。





●






　筧は、勝負の正面砲撃を撃うち込んだ。

　……さあ、どーするよ!?

　正面からの撃ち込みには仕掛けがある。

　先に放った、横からの砲撃がそれだ。あれを敵の目の前で横よこ切ぎらせる事によって、相手と自分にとっての死角を、砲弾一発分、強ごう引いんに作り出したのだ。

　敵にとっては今まで後ろから追われていた状態なのに、いきなりのフロントからのカウンターだ。それも身体からだの中央狙いとなる。もし王賜剣エクスカリバーでガードしたとしても無ぶ事じでは済むまい。

「当たれ……！」

　筧は願った。そして敵の背後の死角に、神の恩おん恵けいを祈った。

　狼おおかみに対し、本命の一撃を正面から入れながら、その背後から砲弾を連れん射しやしたのだ。

　下へ手たな回避は後ろからの砲撃に追いつかれる。

　狼を追い込み、正々堂どう々どうと仕し留とめる。そういう流れだった。

　直後。筧は見た。

　狼が、こちらへと加か速そくしたのを、だ。





●






　ミトツダイラは、鎖を右手で強く引いた。

　そして、迫る砲弾が当たる瞬間。右の力を緩ゆるめ、失速状態に入る。

　……間に合って……！

　銀ぎん鎖さが緩ゆるんだ瞬しゆん間かん。ミトツダイラは、手て指ゆびを右上に放った。

　右上前方。そこに、あるものが見えている。

　鉄てつ弾だんだ。

　死し角かくを作るために筧かけいが左後ろから撃うったもの。かわしたばかりの砲ほう弾だんだ。

　右腕うでを挙げれば、銀鎖は弾だん頭とうの進行方向に跳ね上がり、

「……っ」

　当たった。銀鎖の輪に砲弾が食い込み、

　……どうですの!?

　爆ばく発はつした。
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　筧は、一つの動きを見た。

　狼おおかみが、こちらの砲弾に鎖くさりを当てたのだ。

　結果として生じたのは、鎖に食い込んだ弾頭が爆発した事と、その衝しよう撃げきで狼が外に吹き飛ばされた事。そして、鎖が砕くだけ、

「回かい避ひしやがったか!!」

　狼が視し界かいの外に吹き飛んだ瞬間。正面からの砲ほう撃げきが、彼女に追いすがる弾だん幕まくへ激げき突とつした。

　轟ごう音おんが響ひびき、しかし筧は左に振り向いた。

　夜の森がある。それも、砲撃で木々を失った周囲とは違い、濃い闇の森だ。

　そして暗がりの中、左の闇やみに生はえている大木の一本が軋きしんだ。幹みきを大きく震しん動どうさせ、下から上へとその枝葉を大きく揺らしたのだ。

　しかし、闇の中に見えた大木の前には、誰だれもいなかった。

　筧は反射的に右へと身を飛ばした。木から離れながら、左に視線を送る。

　すると、視界の中に敵が生じた。

　左前方に、空から一つの気け配はいが飛び降りたのだ。

　落らつ下かには、鎖の乱れた音もついていた。

　狼だ。

　肩で息をする銀ぎん狼ろうが、右の手に千ち切ぎれた鎖と王賜剣エクスカリバーを下げ、振り向いた。

　彼女と視線を合わせ、筧は思った。追い詰まったのか、それとも、追い詰めたのか、と。

　……どーだろうな。

　解わからない。だが、こちらも疲ひ労ろうが強い。今から手負いを前に足捌さばきを使っても、逃げ切れるかどうか、だ。

　周囲、蟹かに江え城じようからの砲撃が落ちてくる。その響きの中で狼がこちらに歩き出し、筧は、

「行くぜ」

　己おのれの砲ほう撃げきを放った。

　自分狙ねらいとも言える、敵の背中の真まん中なかを狙った一発だ。

　しかし、砲撃管かん制せいを行った直後に、筧は一つの疑問を得た。

　……は？

　砲撃が生じなかったのだ。
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　筧は疑問した。どういう事だ。と。

　今の不発は理り屈くつが解わからないが、何かの勘かん違ちがいの可能性もある。ゆえにもう一度、筧は砲撃管制を遠えん隔かく制せい御ぎよし、射しや撃げきを行った。だが、

「────」

　反応が来ない。不発だ。否いな、

　……は？

　筧の耳は、一つの音を聞いた。蟹かに江え城じようの方から、自分の制御にタイミングを合わせた副ふく砲ほうの射撃音が聞こえて来たのだ。

　撃うってはいる。だが、神の恩おん恵けいたる死し角かくへの投とう下かが行われていないのだ。

　……神様、俺おれの事こと見限った？

　そうであってもしょうがねえ、と思う程には己おのれに甘くない。しかし、

「一体、どういう……」

　事だ、と呟つぶやき掛け、筧は気付いた。正面にいる銀ぎん狼ろうが、軽く足を止めていたのだ。

　不動。否。そうではない。狼おおかみは、ある仕掛けを行ったのだ。それは、

「──死角潰つぶしか！」
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　ミトツダイラは、筧の言葉に頷うなずかなかった。ただ、改めて前に出て、

「…………」

　時とき折おり、身体からだを揺らす。勢いとしては瞬しゆん間かん。動きとしては髪かみが弾はずむ程度のそれは、

　……成なる程ほど。

　今、自分達の周囲に何かが、いる。

　森という、流りゆう体たいや地ち脈みやくに快い空間で有り、人狼ルウガルウの血を引く自分には、その気け配はいが解わかるのだ。

　筧と自分の間を包むような、見守るような大きな気配だ。だがそれは困った事に筧の側についていて、彼の死角からこちらを穿うがつ手伝いをする。だから、

「──と」

　ミトツダイラは、歩きながら身を揺らし、軽く振って、視線を回す。

　筧かけいの死し角かく。つまり自分が作る遮しや蔽へいを、不確かにするのだ。

　髪かみは揺らせば隙すき間まを見せ、身体からだは緩ゆるく半はん身みにすれば背後を通す。

　後は、己おのれの動きを砲ほう撃げきのタイミングに合わせるだけだ。それも、筧の側ではなく、こちらに弾だん頭とうが射しや出しゆつされる瞬しゆん間かんに合わせて、だ。

　タイミングは理解している。幾いく度ども音を聞いたし、二ふた代よと筧の戦せん闘とうも見ていたのだ。

　そして正面からの一発で、憶おぼえた。あれは敵にとっての必ひつ殺さつであったように、自分としても、死角撃うちのタイミングを耳と目で確かく認にんするいい機き会かいだった。だから、

「──さて」

　ミトツダイラは前に出た。

　行く。すると、筧も動いた。

　ターンスライド。綺き麗れいな、整った動きだ。今までの中、一番乱れが無いかも知れない。

　ここまでを思い切り動き続け、今、一ひと息いきのような空白を入れた後だからだろう。力の抜けた全身のスイングが、こちらの後ろに回り込んでいく。

　だが、ミトツダイラは動いた。

　如い何かに回り込まれようと、死角潰つぶしのタイミングは憶えているのだ。

　敵の砲撃を潰して、狼おおかみは瞬しゆん発ぱつ加か速そくで筧に振り向いた。

　その瞬間。ミトツダイラは見た。

　筧が、銃じゆうを抜いている。左右の手に、彼は黒くろ鉄がねの塊かたまりを掲かかげ、

「神様」

　彼が呟つぶやいた。

「俺おれ、頑がん張ばるよ」
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　ミトツダイラにとって、弾だん丸がんは筧の死角から来なかった。そして筧が身を震わせ、

「──っ！」

　前に出て来た。その直後に重なるのは銃じゆう声せいの二発。

　対するミトツダイラは身を捻ひねり、正面からの二撃げきをかわす。

「……っ！」

　思わず息を詰める程の、正確な射しや撃げきだった。

　正確過ぎる軌き道どうは回かい避ひしやすいと言われるが、そういうレベルでは無い。弾丸の飛ぶ様さまが澄すみ過ぎていて、一いつ瞬しゆん吸い込まれそうになる程の弾だん道どうなのだ。

　当たりに行きたくなると言う誘ゆう惑わくを堪こらえ、ミトツダイラは立ち回った。

　しかし、先さき程ほどまでと流れが違う。筧がこちらから逃げないのだ。

　彼は常に正せい対たいを望むように身を回し、自分も王賜剣エクスカリバーを振って銃じゆう撃げきとの遣やり取とりをする。

　火ひ花ばなが散り、お互いが肩をぶつけ、そして身体からだを当ててすれ違った。

　敵の体捌さばきが見事だ。

　直なお政まさと同等か、それ以上。速度と移動力を鑑かんがみれば、この敵の方が上か。

　ともすればすかされ、空から回りしそうになる己おのれを、ミトツダイラは速度で制せい御ぎよした。

　瞬しゆん発ぱつし、髪かみを靡なびかせ、

「おお……！」

　追った。
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　動きの連続は、一いつ瞬しゆんだった。

　幾いくつかのターンと加か速そくの中で、まず、狼おおかみが筧かけいの背後を左に回った。

　対する筧が左から反転した。

　彼は正対する首を先に狼へと回し、左腕うでの銃を射しや撃げきする。

　弾だん丸がんは銀ぎん狼ろうの右胸に当たる。しかし着ちやく弾だんの瞬しゆん間かん。狼は右の腕を上げて身体を左に弾はじいた。

　狼が右手に持つ王賜剣エクスカリバーが、左へと、筧の背を断つように大きく振られていた。

　筧はそれを、身体を反そらして回かい避ひ。

　直後。狼が空あけた右脇わきを、弾丸が突き抜けて行った。

　狼は、王賜剣を左上に振った事も有り、左に身体を大きく倒す。

　身体を戻す筧にとっては、自分の正面に、右へと身体を流そうとする銀狼がいた。

　逃がさない。筧は、狼の加速に自分を沿わせた。高速の瞬発に対し、

「──頼まねえ！」

　全身を右に振り、追つい随ずいした。そして右腕の拳けん銃じゆうを振り下ろし、狼の右こめかみに対し、

「……俺おれが！」

　口を左右に歪ゆがめ、ともすれば泣き出しそうな声で、彼は叫んだ。

「俺がやるんだ……！」

　筧は、打ち下ろすような銃じゆう撃げきを入れた。
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　浅あさ間まは、ミトツダイラが回ったのを視し界かいの中央で確かく認にんした。

　王賜剣を左に振ったせいで、ミトツダイラは左に倒れそうな姿し勢せいとなっていた。そのまま左へと跳び退すさった彼女に、敵は追いつき、

　……銃撃を……。

　上から、その倒れた姿勢の右こめかみに撃うち込んだ。

　次の瞬しゆん間かん。ミトツダイラが瞬しゆん発ぱつの動きを作った。

　回かい避ひではない。彼女はその場で、側そく転てんを叩たたき込んだのだ。

　手を地面につく事がない。顔を軸じくとした瞬間的な側そく方ほう宙ちゆう返がえり。

　銃じゆう声せいは放たれたが、顔は逸それていた。弾丸が地面を爆はぜる音を、確かに浅あさ間まは聞いた。

　次の瞬間に見えたのは、ミトツダイラが着ちやく地ちしたのと、

「ミト……！」

　筧かけいが、左の拳けん銃じゆうを彼女の顔に向けた光こう景けいだった。

　銃声が響ひびいた。
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　筧は、その目で結果を見ていた。

　正面。弾だん丸がんをその眉み間けんに受けた者がいる。

　狼おおかみではない。

　自分だった。

　狼の構えていた王賜剣エクスカリバー。そこに映った己おのれの顔に、弾丸が潰つぶれて貼はり付いていた。

　大たい剣けんは、銀ぎん狼ろうが空中で抱え込み、ガードにしていたのだろう。道どう理りで、手をつかない側そく転てんなどという曲きよく芸げいをする訳わけだ。地面に手をついていたら、ガードには間に合わないのだから。

「何だよ……」

　筧は、鏡かがみのような刃やいばに映る自分の顔を見て、呟つぶやいた。

「何、安心してんだ、俺おれ」

　次の瞬間。王賜剣が翻ひるがえった。狼が肘ひじを引き、上じよう段だん突きの構えをとったのだ。

　筧は敵を見た。だから両方の銃を構え、射しや撃げきした。

　だが、敵が身体からだを捻ひねり、その間を抜けて来た。

　後ろへと振りかぶられた王賜剣が、突き込まれて一いつ直線に来る。筧は下がるが、

「……っ！」

　間に合わなかった。

　わずかに見えたのは、黒の空。そして続く瞬間で、筧は右胸への貫かん通つう撃げきを感じながら、背後の木へと叩たたきつけられていた。
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　点てん蔵ぞうは、遠くから響ひびいてくる砲ほう撃げきの着ちやく弾だん音の中から、一つの音が消えたのを悟さとった。

　途と中ちゆうから聞こえていた拳銃の銃声が無くなったのだ。続いて代わりに生じたのは、

　……お？

　場違いな歓かん声せいだ。

　未いまだ、砲ほう撃げきは続いている。だが、場の空気が変わったのだろう。向こうの方では、極きよく東とう式の長ちよう銃じゆうの音や、ナルゼの射しや撃げき音が高らかに響ひびいてくる。そして一方のこちらでは、

「ガっちゃんノってるなあ」

　と、ナイトが脇わきに抱えた黒嬢シユヴアルツフローレンを連れん射しや中だ。

　彼女の横では、同じく、誾ぎんが断続的な砲撃で周囲へと砲ほう弾だんを送っている。だが、

　……敵が多いで御ご座ざるな！

　径けいにして三十メートル程の半はん弧こを、敵の自じ動どう人形が作り、こちらに迫ってくる。

　速度はランニング程度だ。だが、数が多い。常に八列程の厚みが存在しており、その数が減らないように見えている。

　しかも、数任まかせに段だん々だんと敵てき陣じんが狭まっている。それゆえに砲撃効こう率りつも良いのだが、

　……降りられぬで御座るな。

　下に行く迂う回かい路ろの方からも自動人形が上がって来て、止まらない。

　敵には補ほ充じゆうがあるのだ。

・十ＺＯ：『ネシンバラ殿どの！　北ほう条じよう側に、真田さなだへの自動人形供きよう給きゆうを行ったかどうか、詳しよう細さい情報が得られるなら聞いて頂いただけぬで御座るか!?』

・未熟者：『ああ、それなら報告既すでにあるよ。〝北条を解体するので不要な余よ剰じようパーツを全部渡したので頑がん張ばって下さい。私なら楽らく勝しようです〟って』

・十ＺＯ：『迷めい惑わくで御座るなあ……!!』

　数としては、ほとんど無限と言っていいのではないだろうか。だが、

・ベ　ル：『点てん蔵ぞう君！　そっち……！』

　鈴すずの言葉が来た瞬しゆん間かんだ。

　いきなり、正面の自動人形の群が爆ばく発はつした。

　何が起きたかは明確だ。それは自じ爆ばくでも、こちらの攻こう撃げきでも無い。

「蟹かに江え城じようからの砲撃で御座るか！」
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　鈴は、模も造ぞうの倍ばい率りつを下げ、蟹江城の動きを拾い上げた。

　今まで蟹江城は、上流側の方に砲撃を集中していた。対する武蔵むさし側は、応おう撃げきのために蟹江城の上流側、艦かん首しゆの方への砲撃を行ったのだが、

　……それで、蟹江城は防ぼう護ご障しよう壁へきを艦首中心に張ったよ、ね。

　砲撃装備の武ぶ神しん達を乗せた輸ゆ送そう艦かんも、艦首側を狙ねらえる空域に移動している。

　その流れを読んでか、蟹江城の艦かん尾び側の砲ほう門もんが、不ふ意いに下流側を砲撃し始めた。

　位置は下に降りる迂回路を中心に、散さん発ぱつ。これは、

　……下に行かせない？　それとも、街かい道どうに戻さない？

　どちらにしろ、動きを固めるのは確かだ。

・ホラ子：『これは危険ですね。仕方ありません。こちらから悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシを下流側にぶち込んで、一いつ切さい合がつ切さい綺き麗れい綺麗にしましょう』

・十ＺＯ：『こっちまで綺麗にするのは勘かん弁べんで御ご座ざるよ──!?』

・金マル：『飛んで逃げるから、撃うつ時教えてくれるといいかな？』

　どっちの意見が採用されるか解わからないのがちょっと怖こわい。しかし、

・ホラ子：『とはいえ、下流側を助けに行こうにも、何か木がドカアと積まれてますな。これ、正直、向こうを救きゆう援えんに行くの無む理りでは』

・銀　狼：『わ、私のせいですのね!?　そうですのね!?』

・賢姉様：『というか浅あさ間ま、点てん蔵ぞうの側に障しよう壁へき送ってやったら？　範はん囲い入るでしょ？』

・あさま：『そうですね。点蔵君に防ぼう護ご障壁を一枚こちらから送ります！　点蔵君、受け取れますか！　空にこう、両腕うでをですね。ええと、腕を上に二十度くらいで開きまして』

・十ＺＯ：『だ、大体！　大体でいいで御座る！』

　大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。ただ、鈴すずは、敵の模も造ぞうも並べて行きながら、ある事に気付いた。

　……あれ？

　自分は目が見えない。だから、勘かん違ちがいかも知れないが、これは妙みようだと、そう思った。

　だが、妙の証しよう明めいとなる一いち因いんがまずあるのだ。それは、

・ベ　ル：『──敵の数、等しい？』
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　は？　と首を傾かしげたのは、隣となりにいたアデーレだ。彼女は照しよう準じゆん術じゆつ式しきを立ち上げ、敵の模造を一いつ斉せいに照準確定。そして、敵の補ほ充じゆうを確かく認にんの上で、

「あ、ホントです！　──数にして千六百！　固定です！」

　やはり、自じ動どう人形の数は常に一定を保たれている。でも、とアデーレが振り向き、

「どういう事なんです？　潰つぶすなら、一気に大おお勢ぜいで行けばいい筈はずですよね？」

「フフ、それって、こういう事じゃない？」

　背後から、いい匂においと、柔やわらかいものが背に押しつけられてきた。

「鈴、向こうに教えてあげなさいな。──この敵、遠えん隔かく操そう作さか何かで制せい御ぎよされてるのよ。その管理上限が千六百って事なの。つまり……」

「……近くに、操あやつってる人が、いるよ、ね」

　何ど処こかにいる。それも、全体を把は握あく出来る位置に、だ。自分は目が見えないから、〝見晴らせる位置〟というのを定かに出来る確かく証しようが無い。だけど、

・ベ　ル：『て、点蔵君、──聞いてくれる？』

　知覚系けい、として考えた場合、常に有利となる場所がある。それは、

・ベ　ル：『高い位置。それで、遮しや蔽へいの無いとこ。──そこに、きっと、敵がいる、の！』





●






　点てん蔵ぞうは、防ぼう護ご障しよう壁へきを空に掲かかげながら、鈴すずの言葉を聞いた。

　……高く、遮蔽の無い場所で御ご座ざるか!?

　点蔵は、首だけで背後に振り向く。

　視線の先、蟹かに江え城じように対して遮蔽となる土の傾斜は、高さ二メートル程。上には木々も生はえておらず、ただ風が行くだけだ。しかし、その上には人ひと影かげも無い。

　……ならば──。

　近くの木の上で御座ろうか、と思った時だ。自分の掲げた防護障壁の下に入るため、戦せん士し団だんの皆がやってきた。先せん頭とうに来る女子が、こちらに手を挙げ、

「第一特とく務む、お疲れ様です！」

　彼女の言葉を聞いた瞬しゆん間かん。点蔵は動いた。その女じよ子し生徒から飛び退すさり、

「曲くせ者ものに御座る……！」





●






　おかしいで御座る、と点蔵は思った。

　何な故ぜなら、今、目の前に逃げ込んできた戦士団の女子は、

　……舌した打うちも悪あく態たいもつかなかったで御座る！

　ここのところ、百パーセントで言われる反応が、今だけは無かった。

　ならば変へん装そう。相手は真田さなだの十じゆう勇ゆう士しの一人で、それも、自じ動どう人形に関するならば、

「望もち月づき・幸ゆき忠ただ……！」

『バレましたか』

　と、近付いてきた女学生が、口元の形を変えた。両端はしを上げた三み日か月づき型。心のある笑えみでは無く、反応としての形だ。そして、

　……しもうた！

　防護障壁を掲げた姿し勢せいである事が災わざわいした。

　逃げようとした点蔵は、身体からだを上に伸ばしていたために初しよ速そくの踏み込みが出来ず、

『失しつ敬けい』

　望月のタックルを、その腹部に食らった。
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　正まさ純ずみは、何が起きたかよく解わかっていなかった。

　ただ、クロスユナイトが女じよ子し生徒に一いつ回転で押し倒されて、防護障壁が地面に当たって砕くだけた光こう景けいを見て、

　……メアリ以外にも物好きがいるんだなあ……。

　クロスユナイトが頭から地面に叩たたきつけられた気もするが、しかしそれよりも。

・あさま：『あの、そっち、防ぼう護ご障しよう壁へきが消しよう失しつしたみたいですけど、何かあったんですか!?』

・副会長：『え？　ああ、クロスユナイトが女じよ子し生徒に押し倒されてさ』

・銀　狼：『えっ？　ちょ、ちょっとそれ、智とも！　智！　メアリに実じつ況きよう復帰を！』


《傷有り　様を　強制参加いたしました：確かく認にん》



・傷有り：『？　あの、どうしたんですか？』

　ん？　と正まさ純ずみは、目の前で見えている状況を口にした。

・副会長：『ああ、クロスユナイトが女子生徒に押し倒されて、馬乗り状態』
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　えっ、とメアリは、〝何が起きているか〟の意味を失した。

　……押し倒し？　馬乗り？

「え、え、え、ええと、な、何かの競技ですか？」

「ああ、そういう解かい釈しやくもあるわね……。馬乗りの場合は馬にする器き具ぐを使うパターンもあって面めん倒どうだわ……」

　横のナルゼが、白嬢ヴアイスフローレンを適当に射しや撃げきしながら空あいた手でメモを取り始めるが、言っている意味が良く解わからない。

　ただ、横のホライゾンが振り向いた。

「押し倒しとは、極きよく東とう古こ来らいからある告こく白はくのためのスポーツです」

「告白……？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、お互いが向き合い、〝ッケヨイ！　ヌォコッタ！〟とショーノスケ・キムラのジャッジの下、抱き合った上で倒された方が負けとなります。基本、相手には拒否を伝えるため、最初から塩を撒まくのが伝統ですね。勝った際、慰い謝しや料りようをジャッジから受け取る場合もあります。なお、縁えん結むすびに通じるため、最後の勝負を〝結びの一番〟と言うのです」

　流石さすが極東、奥が深いです。

　だが、向こうで何が起きているかは解る。

「あ、あの、点てん蔵ぞう様が押し倒されたと言う事は……」

「Ｊｕｄ．、──告白をされたと判はん断だん出来ます」

「────」

　メアリは言葉を失った。今日きよう、午後にはあれだけ戸と惑まどいの、しかし感情の発はつ露ろをしてしまうような時間があったというのに。

　……や、やっぱり、点蔵様には余よ所そ余よ所そしく感じられる部分もあったのでしょうか。

　否いな、とメアリは思った。これは向こうの女性の強ごう引いんな所しよ行ぎようです、と。

・傷有り：『て、点蔵様から受けた訳わけでは、ありませんよね？』

・金マル：『つーか、テンゾーの股またの間に相手が腰突っ込んで上に突き上げたような感じ？』

　ナイトの言葉に、皆がざわめいた。

　誰だれもが顔を見合わせる中、ややあってからウルキアガが小さく呟つぶやいた。

「点てん蔵ぞう、……失ってしまったか」

「何であの馬ば鹿か、こっちでそれをやらないのよ」

「テンゾー、ちょっと人より先に未来に行く時あるよなー……」

　意味が解らないが、伝でん聞ぶんから想そう像ぞうするには男女の立場が逆転している気がする。

　その時だ。

・副会長：『あ、すまん、クロスユナイトが拒否したのか、相手が刃は物もの抜いた』
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　誾ぎんは、自じ動どう人形達への対応を行いながら、その光こう景けいを見ていた。

　第一特とく務むが、武蔵むさしの女じよ生徒にマウントポジションを取られ、短たん刀とうを振りかざされている。

　第一特務は右脇わきを膝ひざで固められ、左腕うで一本で彼女の腕を押さえているが、

「宗むね茂しげ様！　あれは一体……！」

「Ｊｕｄ．、メアリ様の一件がありますからね、英国からの刺し客かくではないでしょうか」

「何か信しん憑ぴよう性せいありそうなデマで御ご座ざるよ!?」

　だが、相手が告げた。短刀を持った手を、下へと押し込みながら、

『──動かないで下さい、とは言いません。こちらへの対応をおやめ下さい』

　と、相手が首を振った。すると髪かみが落ち、顔から幾いくつかの当て布ぬののようなものが剝はがれる。その下から出てきたのは、

「真田さなだの、望もち月づき……！」

『Ｔｅｓテスタメント．、今回は皆様に損そん害がいを与えるために参さん上じよういたしました』

　彼女の言葉と同時に、ある事が起きた。

　足あし下もと、着ちやく弾だんのマーカーが一気に数十の数で表ひよう示じされたのだ。

・ベ　ル：『下流が、わ！　気を付け、て……！』

　言われるまでもない。だが、敵の群が壁を作っていて、逃げ場は広くない。

　右横、敵への対応を行っていた武蔵副ふく長ちようが後ろへと身を弾はじいた。

「正まさ純ずみ！」

　機き動どう力りよくのある彼女が要よう人じんを拾い上げるのはいい判はん断だんだ。そしてこちらは、

「誾さん、最悪の場合は、私達で敵てき陣じんに突とつ破ぱ口こうを作ります」

　それでこその彼だ。口に思わず喜びを作りそうになって、誾は耐えた。ただ、息を整え、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──ならば、敵の爆ばく撃げきは回かい避ひしながら様よう子す見みですね」

　言った瞬しゆん間かん。着ちやく弾だんが来た。
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　正まさ純ずみは、二ふた代よに担かつぎ上げられた。

　横抱きにされるのかなー、という気き楽らくな期待もあったのだが、そんな事はなく、肩に担がれた。二代としても余よ裕ゆうがない行いなのだろう。完全に荷物扱いだ。

　二代の肩にぶら下がるようにして見れば、地面が正面に見える。

　今、周囲の地面を覆おおっているのは地面に浮いた向むか井い製の着弾マーカー。

　かなりの量だな、と思った瞬しゆん間かん。その間を二代が加か速そくした。それも、着弾の時間差を読んだ上で安全な位置へと、だ。

　……お、わ……！

　直後に、最初の着弾が来た。

　轟ごう音おんと言うより、金属の砕くだける音が鳴り、風が空に弾はじけた。それは一発ではなく、空からの抜けるような落らつ下か音をつけ、

「……！」

　連続した。
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　正純は、爆ばく撃げきの破は壊かいを知った。

　音と、衝しよう撃げき。そして風の何もかもが、下から来る。

　前後左右という、そんな感覚が無意味になる状況だ。

　そして全てが連続した。音が身体からだを叩たたき、土砂どしやが礫つぶてとなって下から叩きつけてくる。自分の身体はどうなっているかといえば、

　……え？

　周囲の風景が、おかしい。

　まるでコマ落としの映えい像ぞうのように、刻こく々こくと風景が変わり、回り、移動するのだ。

　二代の回かい避ひ速度に、自分の視覚がついていけてない。だが、気付けば自分は、常に風の中にいて、礫が当たる時もあるが、音に強く打だ撃げきされる事もない。これは、

　……二代が、凄すごいのか。

　同じように、時とき折おり、赤の色や、白の色が交こう錯さくする。それはきっと立たち花ばな夫ふ妻さいのもので、彼女達は自じ動どう人形達をこの間も穿うがっているのだ。

　凄い連れん中ちゆうだ、と改めて思った時、正純は気付いた。

　二代が抱えるこちらの両腿もも。その腕と五ご指しに力が強く入っていくのだ。

　見れば、二ふた代よはいつもの無表情にも見える顔で、やや眉まゆが立っているが、

「────」

　何な故ぜか、安心した。昔、三み河かわ時代にもこんな顔を見ていたからだ。

　こいつはコレが真剣なんだよなあ、と正まさ純ずみは、二代への安あん堵どで力を抜いた。すると、更さらに二代の腕がホールドをきつくしてくる。もはやこっちにとっては束そく縛ばくの痛みもあるが、それ程に危険な現場なのだろう。大体、力ではどう考えても敵かなう訳わけが無いし、今、抗こう議ぎを行っても意味が無い。更には二代が、不ふ意いに身を回した。

「────」

　落らつ下かと激げき突とつの最さ中なか、彼女が振り向くのはクロスユナイトの方だ。

　望もち月づきが、彼の腕を弾はじき、刃やいばを振り下ろそうとしていたのだ。
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　点てん蔵ぞうは、落らく撃げきの中で、振り下ろされる刃を見ていた。

　左腕でガードを固め、背を傾けて避けようとはしてみる。だが、

　……何で御ご座ざるか、この人形は……！

　望月の脚あしが、長くなっている。人間のサイズではなく、こちらの腰下から脇わきまで、膝ひざが伸びたような状態に変形しているのだ。

　関かん節せつを抜き、尺しやつ骨こつを一本に連結したのだろう。そして腰も、骨こつ盤ばんを左右に割り、こちらの腰下を万まん力りきのように挟み込んでいる。

　棺かん桶おけに嵌はまったかの如ごとき状態で、点蔵は天てん上じようを見た。

　光がある。望月が一気に振り下ろしてくる鎧よろい通どおしだ。それを見て、点蔵は思った。

　……見事！

　先さき程ほどから、敵は御ご託たくなど無しに、ずっととどめを刺しに来ていた。その結果だ。

　……よく、ネシンバラ殿どのが書くような、敵にとどめを刺す前に恨うらみ辛つらみを演えん説ぜつし始めて機き会かいを失う大ボスとか、そんな事は現実に無いで御座るな！

　だが、次の瞬しゆん間かん。望月の身体からだが横一いつ直線の割かつ打だを受けた。

　直ちよく撃げきだった。
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　二代は、蜻蛉とんぼスペアを放った直後。身を反転させ、落下の砲ほう弾だんを避よけた。

　敵に割打は激突した。だが、

「……達してないで御座るか！」

　落撃の中、振り向く視し界かいの中で、望月が動いていた。

　胸部断だん裂れつ。腹上部損そん壊かい。右上じよう腕わん駆く動どう系けい断裂。内ない臓ぞう系前面部破は損そん。しかし、

　……狙ねらわれた直前、骨こつ格かくのパーツ以外、全て外して前に出したので御ご座ざるな!?

　割かつ断だんではない。割かつ打だだ。完全に割る事が出来ないが、その分打だ撃げきを与える。だが、

『先日、それを受けた筧かけい様の治ち療りようを致しましたので』

　どういう技かを、敵は知っていた。

　だから、蜻蛉とんぼスペアが発動する瞬しゆん間かん。必要ではないパーツを前に出し、盾たてとしたのだ。それも、接続を外し、衝しよう撃げきを受け流せるようにして、だ。

　天てん竜りゆう、佐さ助すけの装そう甲こうが似ている。あれは固定型だが、蜻蛉スペアの割打を分散して無む効こう化かした。その分散システムを、己おのれを物理的に分解して望もち月づきはやってのけたのだ。

　そして望月が、ある姿し勢せいを取った。鎧よろい通どおしをガードの構えに持ち上げたのだ。

　忍にん者じやを殺さない。否いな、下へ手たに動いて今のような阻そ止しを食らうより、数すう瞬しゆんを確実に守り、

「砲ほう撃げきに御座るか！」

　忍者と彼女の下。砲撃落らつ下かのマーカーが表ひよう示じされたのだ。

『この身、自じ動どう人形、──破は壊かいを恐れるものではありません』

　直後。マーカーの落下到とう達たつ時じ刻こくを示す柱ちゆう状じよう表示が、その消しよう費ひを加か速そくした。

　弾だん頭とうが落下に入ったのだ。
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　ミトツダイラは、手にしている王賜剣エクスカリバーを下流側に投じた。

　……第一特とく務む！

　元々これは、彼から送られて来たものだ。だから今こそ返へん却きやくし、持ち主を救って貰もらわねばならない。故ゆえにミトツダイラは、浮き上がるようなサイドスローでそれを投げ、

「え？」

　手から、王賜剣がすっぽ抜けた。それは一いつ直前に、斜めに、右の地面に突き刺さる。

　が、という音で王賜剣が土を嚙かみ、皆が動きを止めた。

　ややあってから、誰だれもが嘆たん息そくする。特にナルゼが、

「ミトツダイラがやっちゃったわ……」

「い、いえ、違いますのよ!?　い、今のは、王賜剣から勝かつ手てに動いて」

「他ひ人とのせいにしたわ……」

「ちょ、ちょっと、検けん証しようしましょう！　皆、落ち着いて！」

「まあ待て！」

　と、女じよ装そうが前に出てきた。彼は、我が王！　と期待するこちらの肩に手を置き、

「仕方ない事って、あるよな！　ネイト！」

「フォローになってませんのよ──!?」

　だが、ミトツダイラは、彼の肩越しにそれを見た。

　土に刺さっていた王賜剣エクスカリバーが浮いている。しかも二本も、だ。

　……え？

　全てはメアリの眼前。彼女が持っていた王賜剣と、その目の前に突き刺さった王賜剣が浮ふ上じようし、軽く揺れた。

　直後に、王賜剣二枚が、その接合部を勢いよく合がつ致ちした。

　メアリに己おのれの柄つかを提てい示じする合ごう剣けんは、確かにこう言っている。

　使えと。

　そしてミトツダイラは見た。正まさ純ずみからの通つう神しんを、だ。

・副会長：『クロスユナイトが、敵にやられる！』

　次の瞬しゆん間かん。メアリが動いた。王賜剣の柄を握り、彼女はウエストの高さで振り抜いたのだ。

「点てん蔵ぞう様……！」

　ミトツダイラは、王賜剣の刃やいばが光を帯びたのを見た。

　あの白はつ光こうは、かつて一度見た事がある。アルマダの決けつ着ちやくの時に、彼女が使用したもので、

「全員伏ふせなさい……！」

　メアリのスイングに合わせ、全長一キロ超の光こう刃じんがあらゆるものを切り払った。
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「伏せなさい！」

　叫んだ誾ぎんが見たのは、水平位置の森。木々の全てを断ち切って来る王賜剣の光だ。

　だが、皆を伏せさせた動きの中、二ふた代よだけが、

「ん？　──誾殿どの、これ、何をするで御ご座ざるか？」

「伏せなさい──!!」

　だが、間に合わないとみたのか、二代が光剣を跳んだ。

　こちらの視線の先。彼女は踵かかとを尻しりにつける垂すい直ちよく跳びで、縄なわ跳びのように越えたのだ。

　……この非ひ常じよう識しき女……！

　そして彼女の向こう。点蔵を上から押さえていた望もち月づきは、

『……っ!!』

　回かい避ひ不能だ。既すでに骨こつ格かくを固め、忍にん者じやを制圧していた彼女は、その斬ざん撃げきを食らったのだ。

　上じよう半身。胸の真ま下したの位置で、望月が断だん裂れつした。
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　メアリは、自分が何をやったのか、よく解わかっていなかった。

　尻しり餅もちをついた状態で、手にある王賜剣エクスカリバーを見てみるが、もう刃やいばに光は宿っていない。

　……え、ええと、今のは？

　アルマダの時の一いち撃げきより、やや弱い。問題は王賜剣への流りゆう体たい供きよう給きゆうだが、

・金マル：『どーいう仕掛け？　一体』

・あさま：『見ている感じ、王賜剣の中には流体の蓄ちく積せきが無いですよね……』

　それは自分にもよく解わかる。否いな、今までだってそうだったのだ。

　現在、自分の手の中にある王賜剣は、単なる刃だ。そして、

「あ」

　王賜剣が、二つに分かれた。両方は浮いて、こちらの腰を定位置にする。

　いつも通りだ。

　だが、そうなると今の一いち撃げきは、

・賢姉様：『必ひつ殺さつ技としては〝点てん蔵ぞう様スキスキホームラン〟かしらね……』

　そう見えたのか、という思いに、メアリは赤せき面めんした。すると、

・俺　　：『もう一回、テンゾーが危き機きになると、どういう仕掛けか解るんじゃねえの？』

・十ＺＯ：『ま、またそういう危険な事を！』

　正直、自分でもよく解らないが、彼の無ぶ事じな言葉を見て、メアリは安あん堵どした。

　とりあえず、彼を失わずに済んだのだ。
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　二ふた代よは、それを見た。

　森の全てが断たれ、倒れ沈んでいく光こう景けいと、人形達が何もかも割れ、砕くだけるのと、

「誾ぎん殿どの、膝ひざをついてないで立った方がいいで御ご座ざるぞ？」

「と、跳んで避ける馬ば鹿かがいますか!?　もし刃の軌き道どうが止まったり、変化したらどうするんですか!?」

　怒られたで御座る。だが、まだ空からの砲ほう撃げきは続いているのだ。そして、

「第一特とく務む！」

「Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！」

　人形の下か半身を引きはがした忍者が、立ち上がり、防ぼう護ご障しよう壁へきを空に展開する。

　屋根が出来た。後は、

「望もち月づきとやら、観かん念ねんに御ご座ざるな？」

　湖みずうみ側の斜面の前、そこに、自じ動どう人形の身体からだが倒れていた。

　上じよう半身。それも胸から上だけ。右腕うでも断たれたその姿すがたは、

「動けぬで御座ろう。──確保させて戴いただくで御座る」

『──出来ると、そう思いますか』

　望もち月づきが、静かに言った。そして彼女は、目を伏せた。

『お任せします』

　言葉の意味が、二ふた代よには理り解かい出来なかった。だが、次の一いつ拍ぱくで、理解の答えが来た。

　背後の地面。木々が倒れ沈んでいく森の底で、地じ響ひびきが発生したのだ。それは、

『ここは、幾いくつも水が抜けた窪くぼみがあるように、地下水すい路ろの豊富な場所。そこに、私の髪かみを流しておきました。だから──』

　望月が告げた。

『黄泉よみへの道みち連づれは、どなたでしょう』

　爆ばく発はつが生じた。今の地響きよりも浅い箇か所しよ。それも森の中を下流から上流へと一いつ直線に走るものだ。その効果は、

「……!?」

　大地がずれた。

　足あし下もとの全てが、湖側がわへと。一いつ瞬しゆん浮いたような感覚を与えた後に、

「く……！」

　森が、下の大地へと、一いつ斉せいの地じ崩くずれとなったのだ。







[image: 第六十九章『感情底の肯定者』]
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　鈴すずは反射的に耳を塞ふさいだ。

　大地の崩ほう落らく。その土砂どしやと、地ち殻かくの岩がぶつかり当たって火ひ花ばなを打つ音が、あまりにも大量過ぎて、耳よりも把は握あく力に痛みを感じたのだ。

　このまま聞いていると捉とらえ切れなくなってパニックする。

　鼓こ動どうが即そく座ざに上がり、息のようなものが胸の底から来る前に、鈴は一度知ち覚かくを閉じた。

　耳を押さえ、後ろに下がると、

「大だい丈じよう夫ぶよ。フフ、──悪あく女じよの道から支えるクッション」

「き、喜き美みちゃん？」

「フフ、残念、アデーレよ！　でも自分は夢の世界のアデーレですんでオパイがちゃんとありますですー」

「じ、自分、そんな事言いいませんよ！　夢には見ましたけど！」

　アデーレ素直過すぎるからたまに心配になる。

　だが、〝音おと鳴なりさん〟を通じて来る知覚系けいの情報は、緩ゆるやかに静まりつつある。

　鈴は急ぎ、近くにあった模も造ぞうに両手を振って消していく。何しろ、数秒前まえと今とでは、何もかもの風景が変わってしまったのだ。

　森の木々はメアリさんの〝点てん蔵ぞう様さまスキスキホームラン〟で伐ばつ採さいされている。

　……森自じ体たいも湖みずうみ側が、二十メートルくらい、全部落おちてる？

　向こうに対し、急激な傾斜が出来たのは解わかる。そして地殻の硬さや分ぶん布ぷによって張り出しや窪くぼみが生まれているのも、だ。しかし、

・ベ　ル：『皆、無ぶ事じ……!?』

・副会長：『こっちは何とかなってる！　落ちそうなのを二ふた代よが駆かけ上ったし！』

　光こう景けいが浮かんで、鈴はそれがちょっと非ひ常じよう識しきなので、後で考え直そうと思った。だが、

・銀　狼：『鈴！　我が王おうと智が下にいますの！　探せます!?』

・ベ　ル：『え!?　し、下……!?』

　崩ほう落らくだ。巻き込まれたとなると、最悪の事じ態たいも考えられる。

　急がないと、と思った鈴は、しかし妙みような感覚を得た。

　……あれ？

　知覚系、崩落の下にある森に、何かが浸ひたり始めたのだ。

　模造の中、手を振って形とするのは、水にも似たものだった。その正体は、

　……流りゆう体たいの？　結けつ界かい？　術じゆつ式しき？

　見知ったような、憶おぼえのある浸りが、崩落の下にある森に存在していた。

「これって……」
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　浅あさ間まは、地ち殻かくの瓦が礫れきから、地面へと転がり落ちた。

「あいた……っ！」

　地じ崩くずれの下、湖みずうみに至る森の中だ。堆たい積せきした土砂どしやの裾すそから地面まで、落らく差さは三十センチ程ほどだったが、身体からだの横から落ちた。骨こつ盤ばんを石に打ったため、響ひびく痛みが腰に来る。

「いたたた……」

　と、腰に手を当てると、後ろのテールバインダーが一本なくなっていた。

　崩ほう落らくに巻き込まれたのだ。

　そして、浅間は現状に気付いた。

　……土砂崩れが起きて、落ちたんですよね……。

　振り仰あおぐ斜面は、未いまだに石や土を零こぼしている。

　角度は八十度程だろうか。落差は十五メートル程。土砂の中には木々や茂しげみが埋うもれたり、載のっているのが見え、今いま更さらながらにぞっとする。

　巻き込まれていたら、無ぶ事じでは済まなかったろう。

　よかった、と、そんな感想を抱いた時だ。

「お、浅間、動けるか」

　と、近くの土砂を浮かせ、人ひと影かげが身を起こした。

「トーリ君……！」
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「ちょ、ちょっと、トーリ君、そっちこそ大だい丈じよう夫ぶですか？」

　土砂に汚よごれた女じよ装そうに駆かけ寄り、そして浅間は気付いた。

　彼の身体の横に、自分のテールバインダーがある。折れたそれは、

　……トーリ君……!?

　本当なら、自分が彼の〝下〟になっていたのだろう。だから、〝動けるか〟なのだ。

「あ、あの」

　救たすけられた。その事実に浅間は慌あわてて、何を言ったらいいか解わからず、強ごう引いんに言葉を作った。

「──ええと、ホライゾンは？」

　……馬ば鹿か！

　何か他に、少なくとも今はそれじゃないでしょうに、と浅間は己おのれにある意味感かん動どうした。

　だが、うん、と頷うなずいた彼が、右の手て指ゆびを広げて構えた。

「落ちる前にな？　こう、こういう風ふうに、尻しりを押してネイトに任せてだな……」

「流石さすがですね……」

　だが、何となく安あん堵どした。

　……する事、ちゃんとするから、凄すごいですよね。

　うん、と浅あさ間まは一つ頷うなずき、表示枠サインフレームを開いた。頭ず上じよう、こちらを呼んで探す声もあるのだ。

　ホライゾンとミトツダイラが状況を理解しているなら、こちらは自分に任されたという事だ。

　ならば今は何よりも、自分達の現状を把は握あくすべきだろう。

　……片かた椿つばきも、何ど処こかに行ってますね……。

　手にしていたのだから、上に落ちていると有あり難がたい。そんな事を思いながら、浅間は表示枠を操そう作さしようとして、

「え……」

　指が、空中を空から振ぶりした。

　表示枠が出ていない。否いな、出ようとしているのだが、ノイズを打ち、消える。

　……干かん渉しよう!?

　何者かが、強力な産うぶ土すなの干渉を掛けている。

　神しん道とうは神々が繫つながりを持っているため、どの土地にいてもそれなりの通つう神しん量りようは確かく保ほ出来、不ふ自由はない筈はずだが、

　……結けつ界かいで、産土の限定非ひ解かい除じよにしてるんですね……!?

　そんな事をする目的は、明確だ。

　一つは、これから干渉者が使用する術じゆつの強化。

　もう一つは、こちらに抵てい抗こうをさせないためだ。

　危険です、と浅間は事じ態たいを心に刻む。武蔵むさしの神道代表であり、術じゆつ式しきに詳くわしいがゆえに、今の状況がどれだけ危ないかは解っている。

　対たい処しよはある。武蔵側がわからの加か護ごや通神は届かなくても、

「内ない燃ねん拝はい気きがあるから、あの、トーリ君流りゆう体たい燃ねん料りようの接せつ続ぞく設定を──」

　言っていた台詞せりふが止まった。女じよ装そうが、土砂どしやの上に倒れていたのだ。

　気付けば、彼の側そく頭とう部ぶを血が伝っている。崩ほう落らくで岩でもぶつかったのか。それとも、

「いやまあ、何だ、ちょっと安心したわー……」

「ちょ、ちょっと待って下さい！　今、精せい査さしますから！」

「つーか、浅間、お前、巫み女こ服ふく」

　言われて見れば、巫女服が破けている。胸が下側露あらわになっていて、上側も内側からの圧で裂さいたような状態だ。腹の辺りや、脚あしもそんな感じだが、

「仕方ない事ですから、気にしません」

　今はもっと、大だい事じな事があるのだ。

　浅間は、自分の内燃拝気を使用して、彼の状態を見た。身体からだと頭は、うん、頭はおかしいのに、数すう値ちは正常なのはどうしてなんでしょうか……。身体も大だい丈じよう夫ぶそうですね。

　ただ、ちょっと脳のう震しん盪とうを起こしかけている節ふしがある。動かさない方がいいのは確かだ。

　安定術じゆつ式しきを掛け、彼の内ない燃ねん拝はい気きを浅あさ間まは操そう作さした。

「すみません、ちょっと管理者権けん限げんでトーリ君の内燃拝気を借りますね」

　気付けば、彼は寝ていた。非常時じで危険な状態だというのに、安定系けいの術式が効いているせいもあるだろうが。

　……私に任せて、安心してくれてるんですね……。

　こんな所で甘えられるのがトーリ君らしい、と浅間は思い、一ひと息いきを入れる。

「じゃ、これから救きゆう援えん来るまで私達を隠いん蔽ぺいするため、ステルス結けつ界かいを……、って、え？」

　浅間は気付いた。不ふ意いに周囲が静かに、そして冷たくなった事に、だ。
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　メアリは、皆を背後に眼がん下かを見た。

　下に降りる迂う回かい路ろ。その道は砲ほう撃げきに晒さらされているが、向こうには下の大地の森がある。

　だが、行く先の森に、流りゆう体たい光こうが浸ひたっている。わずかにも波なみ打うたず、ただ静かな水すい位いをあげていくそれを、メアリは知っていた。

「これは……」

　同時に、言葉が外から来た。通つう神しん。〝武蔵むさし〟の声で、

・武　蔵：『──強きよう烈れつな流体反はん応のうを感かん知ち！　識しき別べつあります！』

　その内容は、メアリの懸け念ねんを証しよう明めいするものだった。

・武　蔵：『真田さなだ十じゆう勇ゆう士し、海野うんの・六ろく郎ろうの〝黄泉よみ〟です！　崩ほう落らくの下、深度五メートルで発生をしています！　──以上』
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　やられたで御ご座ざる、と点てん蔵ぞうは皆を背後に、迂回路の下を見た。

　……この黄泉、抜けるには特別の感情が必要に御座る！

　恐らく、真田の連れん中ちゆうの考えとしては、砲撃を合わせてこちらを壊かい滅めつ出来るならば良し、そうでなければ、迂回路ではなく、

「砲撃と自じ動どう人形の追い込みによって、斜面からの飛び降りによる突とつ撃げきを誘うつもりだったので御座ろう。そして下で黄泉による足止めと、砲撃による決けつ着ちやくをつけよう、と」

　万まんが一いちの場合には、望もち月づきが地じ崩くずれを誘ゆう発はつさせ、皆を下に落とす。

　そのプランが崩れたのは、正直、メアリの一発だったとも思うが、

・十ＺＯ：『メアリ殿どの、今、黄泉が広がって御座るが──』

　何と言えばいいか解わからない。ただ何となく、さっきの礼を言おうと思ったのだ。しかし、


《傷有り　様が、退出されました：確かく認にん》



「えええええ!?」

　何が何だか解わからない。そんな自分の背後、ナイトが溜ため息いきをついた。

「テンゾー、ちょっと考えようよ」

「な、何をで御ご座ざるか!?」

「今のメーやんに、黄泉よみのチュー解決とか思い出させるような振りしちゃ駄だ目めだって」

　……知らなかったで御座るよそんな乙女おとめ心ごころ……。

　だが、横に立つ立たち花ばな夫ふ妻さいがお互いの視線を合わせ、頷うなずき合った。

「誾ぎんさん、私達は息を止めても動けますので行きましょう。──キスをしていきますか」

「宗むね茂しげ様、人ひと前まえではしたない事を言わないで下さい。──人ひと目めのないところで」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では、そのようにして。──第一特とく務む、こちらは敵の術じゆつ者しや、もしくは術じゆつ式しき発生源げんを破は壊かいしに行きます！」

　点てん蔵ぞうが頷うなずきを返している間に、二人が走り出した。

　そして降る砲ほう撃げきの下、続いて前に出たのは、

「成なる程ほど、では、拙せつ者しやもセックスフレンドの正まさ純ずみと一いつ緒しよならば可能で御座るか！」

「待て！　下ろせ！　話はそこからだ二ふた代よ！」

　意い外がいに正純殿どの、戦せん場じようでも元気で御座るな、と点蔵は感想した。

　その時だ。上流側がわから声がした。ホライゾンの鋭い言葉が、下に向かって、

「浅あさ間ま様！　そちらにトーリ様が転がってるかと判はん断だん出来ます！」

　そして、

「もし黄泉の中でアウアウおっ死ちにそうになっていたら、構わずやってしまって下さい！

　既すでにホライゾンが初はつ物ものは食ってますので！」

　こちらも大たい概がい酷ひどい。
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　浅間は、頭ず上じようから響ひびいてきた声にうなだれた。

　しかし、上からの物もの音おとは、すぐに砲撃の音に消されて行った。上は上で戦場のままなのだ。そして下にいる自分は、ホライゾンの言葉を思い出し、

　……一体どーしろと。

　だが、目の前に寝ている彼は、今、息をしていない。

　眠っている間に、黄泉に飲まれたのだ。その一方で、

「私……」

　息が出来ている。

　どうして自分は呼吸を出来るのか、意味を改めて考え、浅間は吐と息いきした。

　黄泉を司つかさどるイザナミの心が広くて幸いだ。

　……私の感情を、認めてくれてるんですね。

　神様は噓うそをつかない。

　だとしたら、自分が思いに蓋ふたをしている事など、関係ないのだ。蓋をするという、その事すら、感情の行いなのだから。だから、

「トーリ君」

　女じよ装そうなのがどうしようもないが、自分達たちらしいとも思う。

「これは、その、あの、呼び水としての、〝口くち移うつし〟の加か護ご付ふ与よですからね？」

　キスではない。だって、お互いの行為としてではなく、こちらから一方的なのだ。

　これで生き延びたならば、彼はその事をどう思うだろうか。それとも、もしも、

　……息を吹き返さなかったら……。

　彼は、こちらと同じ想おもいを得ていない事になる。

　死にたくなる、とは正まさにその事だろう。

　だけど、やらねばならない。

「うん……」

　浅あさ間まは、いろいろ考えた。確かにホライゾンは彼と先にそれをしているし、ミトだってお母かあさんが舐なめ舐めクンクンし回したのだろうから、近きん似じの事くらいはしているように思う。

　だったら、と思い、そして浅間は、

「う……」

　構えてしまった。いかん。いけませんこれは。構えちゃいけない。

　自然に、あっという間に、しかし丁てい寧ねいを心がけていかねばならない。そう、書しよ道どうのように。心を落ち着かせるんです浅間・智とも。息を吸って、はい、構えて、

　……構えちゃ駄だ目めなんですよ!!

　生き方が間違ってる、と浅間は思った。神しん道とうの礼れい節せつのせいだろうか。だが、

「────」

　不意に、彼が喉のどを反そらせた。

　息が出来ない。呼吸を欲している。

　救たすけて、と、そう言われたような気がした。だから、

　……あ。

　反射的に、浅間は自分の唇くちびるを重ねていた。

　構えも何も無い。ただ、そうしなければいけないと、そう思ったのだ。
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　……息をして。

　浅間は思う。苦しい思いはもうさせませんから、と。

　そして浅あさ間まは思い出す。ずっと昔、彼は、そんな言葉を隠かくしていた時があった、と。

　大事なものを失って、どうしたらいいかの選択がなく、ゆえに自分を消そうと望んだ時だ。

　あの時、自分は、何も出来なかった。否いな、何もしなかったのだ。

　自分の力が足りなかったらどうしようと。自分の技が間違っていたらどうしようと。

　だが、今は違う。

　かつての後こう悔かいは自分にもあった。

　しかし、今は、かつてではない。

　大体、今、彼はよく自分のところに救いを求めにくるではないか。救たすけてくれと、番ばん屋やに追われたり、仲間に追われて、隠かくれ家がとしてうちに逃げ込んでくるのだ。

　自分は、やれやれと応じるが、それは一体、どういう事か。

　……いつも通りですね。私達。

　だから、

　……トーリ君が私に救けを呼んで、私も、それに応こたえるという、いつも通り。

　これは〝口くち移うつし〟の加か護ご付ふ与よ。彼の中に感情があれば、それを起こす呼び水だ。

　そして浅間は思った。今は、自分を咎とがめてはいけない、と。

　誰だれもいないのだ。だから隠かくす事なく、浅間はこう思った。

　……私の大切な人。

　恋とは違う。もっと、おかしな関係だ。言葉としても、もっと別のものがあるのかもしれないし、そんな想おもいを、祝詞のりとなどに親ちかしい自分が、しかし明確な言葉を見つけられない感情。

　大だい丈じよう夫ぶ。今は咎めない。

　浅間の神も、今はこの干かん渉しようの中を見ていない。自分の中にある浅間の神は、

「────」

　表示枠サインフレームも何も立たない。警けい告こくはない。だから、

「ん」

　浅間は、唇くちびるを離し、額ひたいをつけた。

「トーリ君」

　息をして。ただ、息をして。そして、

「……あ」

　浅間は見た。彼の口が開き、

「は」

　息をしたのだ。





●






　浅間は、莫ばく大だいな安あん堵どを得た。

　汗あせが一気に湧わき、彼の傍かたわらに尻しり餅もちをついてしまう。今いま更さらになって息が荒れ、顔に熱がやってきて、だけど、

　……良かった……！

　涙が零こぼれた。

　ずっと、ずっと、自分を咎とがめてきたのだ。

　こんな事はしてはいけないと、そう思って、自分に蓋ふたをしてきて、だけど、他の人が何と言っても構わないから、

「トーリ君」

　一番、受け入れて欲しい人が、同じだった。

　こちらの感情を受け止めて、同じ感情でいてくれる。それは、

　……良かった……。

　涙を手で拭ぬぐい、浅あさ間まは立ち上がった。背後から、足音がするのだ。それは、

「そこかい？　上の騒さわぎを聞いてると、武蔵むさし総そう長ちようが落ちたらしいけど。

　──だったら、ちょっと、あたしの舞台に付き合って欲しいねえ。折せつ角かく、術じゆつ式しき強化して固定式にもした訳わけだからさ」

　真田さなだ十じゆう勇ゆう士しの一人、海野うんの・六ろく郎ろうだ。彼女の声は確かに近付いてきていて、だから浅間は決めた。脚あしに力を入れ、ゆっくりと立ち上がり、ステルス術式で、浅間は彼を隠かくした。

　そして浅間は、搔かき消えていく彼の寝顔を見て、こう言った。

「──すぐ皆と迎えに来ますから、待っていて下さい」





●






　海野は、敵の位置について、大体の見当をつけていた。

　慌あわてる事はない。黄泉よみの底に落ちた場合、動きは止まる。その中で自由に動けたとしても、たとえば武ぶ器きなどは影えい響きようを受けたままなのだ。

　抵てい抗こうする力は、〝上〟に比べて遙はるかに劣おとる。だから、

　……あの辺りか。

　倒れた木々の向こう。恐らく、その陰か、術式で隠しているだろう。

　だが、黄泉の中は本ほん来らい動きがない世界だ。何か動きがあれば、それは揺れとなって伝わってくる。ステルスとて、個人所しよ有ゆう出来る音声と光こう学がくくらいのものでは意味が無い。

「だったらすぐに見つかる……、と？」

　思った時だった。木の陰から、人ひと影かげが飛び出した。

　その姿を海野は知っている。浅間神社代だい表ひようだ。しかし、武蔵総長の姿すがたはない。ならば、

　……あの辺りに武蔵総長がいるって事じゃないか。

　囮おとりになったつもりだろうが、タイミングが悪過ぎる。

　無む論ろん、浅間神社代表だって、獲え物ものとしては上じよう質しつだ。仕し留とめれば、成果として充分な評ひよう価かを得るだろう。

　だが、ここは武蔵むさし総そう長ちようだと海野うんのは思った。彼を倒せば、全ては終わるのだから。

　……じゃあそうするか。

　と、海野は足をそちらに、木々の向こうに向けた。

　しかし、遠ざかって行く浅あさ間ま神じん社じや代表を見て、海野は眉まゆ根ねを寄せた。左の足をわざとらしく引きずっていく彼女を見て、

「くっそ……！　あたしの術じゆつ式しきに、見けん当とうがついているようだねえ……！」
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　浅間は、海野の足音がこちらに向かってきたのを聞いた。

　……通じました！

　囮おとりとして、自分に得え手てが無いのは解わかっている。だから浅間は、一つの方法を選択した。

　……演技です。

　今、自分は、左の足を引きずっている。無む論ろんそこに負ふ傷しようはない。単なる演技だ。

　だけど、この演技には意味がある。何な故ぜなら、

「向こうの術式は、〝舞台〟だからです……！」

　おそらく、舞まいを奉ほう納のうしているのだろう。海野・六ろく郎ろうは、歌か舞ぶ伎きの名めい手しゆだ。彼女にとっては、術式は劇げきの舞台と同じで、だからこそ、

　……結けつ界かい内ないの人間の〝演技〟を、放ほう置ちしてはいけない筈はずです！

　もし、他者の演技を放置したならば、それは〝舞台〟を疎おろそかにしたと神に判はん断だんされ、術式は破は壊かいされる。

　だから浅間は演技した。この術式の産うぶ土すなに対し、自分の演技を見せ、介かい入にゆうした。

　海野の術式の代だい演えん方法を読み、そこを突いたのだ。

　そして海野が追って来た。

　……大だい丈じよう夫ぶ。

　浅間は思った。片かた椿つばきもないため、迎げい撃げきなど何も出来ないが、防ぼう護ご術式がある。内ない燃ねん拝はい気きは三十以上あるのだから、数発は耐えられる筈だ。今は急ぎ逃げ、距きよ離りを詰められないようにして、

「……!?」

　いきなり、浅間は打だ撃げきを食らった。

　それも左手側から、横よこ殴なぐりの一発を受けたのだ。
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　……え!?

　敵てきが別にいたのかと、浅あさ間まは心に驚きを得た。

　だが、光に散った自動発はつ動どう型の防ぼう護ご障しよう壁へきの向こう。浅間は確かに見た。

　……扇おうぎ剣けん！

　空中にて、弧こを描いてきたそれが、前から回り込んで激げき突とつしたのだ。極ごく厚あつのブレードに身体からだを割られなかったのは、防護障壁が成果を上げたからに他ならない。

　下へ手たをすれば死んでいた。そして、

「……っ！」

　二発目を脇腹わきばらに受けて、浅あさ間まは吹き飛んだ。

　右側、土の堆たい積せきの上に全身を叩たたきつけられる。
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　浅間は、衝しよう撃げきで詰まった息を強ごう引いんに吐いた。すると、

「……っ」

　背の痙けい攣れんに従うようにして、胃の中のものが喉のどから漏もれた。

　胃い液えきだけだった事を、幸いと思っていいのかどうか。ただ、

「────」

　焼けた喉が、えずきをあげ、掠かすれた息が丸まった身体からだから漏れた。

　全身が緊きん張ちようして、自分が自分ではなくなったような気を得る。そして、

「呆気あつけないね。──後こう衛えいで偉えらそうにしてればいいだけだったのに」

　全く、という海野うんのが、間ま近ぢかに立った。

「誰だれかを心配してると、自分が疎おろそかになるよ」

　……え？

　まるで、自分に言い聞かせるような言葉。それを吐いた瞬しゆん間かん、しかし、海野が扇剣を構え、

「──後こう悔かいはないね？　アンタからだ」

　刃やいばを、彼女が叩たたきつけてきた。
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　海野は、硬こう音おんを聞いた。

　防護障壁が、眼がん前ぜんで幾いくつも砕くだけていく音だ。

　浅間神じん社じや代表が、土の堆積に自分を埋うめるようにして、身体を丸めている。突き出す手の先、防護障壁は分ぶ厚あつく、扇剣で幾いく度ども砕くだくが、

　……内ない燃ねん拝はい気きの多い奴やつだねえ……！

　武蔵の神しん道とう代表なのだ。防ぼう御ぎよ系けいにだけ術式を絞しぼった、という事なのだろう。

　だが、衝撃は向こうに伝わっている。剣けん戟げきは打だ撃げきとなり相手を打ち、

「ひぁ……！」

　苦く鳴めいが聞こえてくる。それも穿うがつごとに、だ。

　しかし、海野うんのは手を抜かなかった。これは〝舞台〟。完かん遂すいしなければ黄泉よみは消えてしまう。だから扇おうぎ剣けんを、もはや切ると言うよりもぶつけ、

「ほら、言ってみな！　〝やめて〟って……！」

　相手の演技を捨てさせるため、海野は言った。

「演技なんだろ!?　やめとけよ！　誰だれかを守ろうとか、そんなののために自分が死にそうになってんだよ!?　だから〝やめて〟って言えよ！　自分の保ほ身しんを優ゆう先せんしろよ！　自己犠ぎ牲せいみたいなのは演技だったって認めて、舞台から降りろよ！」

　ああくそ、と海野は思った。これ、あたし自身に言ってるよな、と。

　……だよなあ。

　自分としては、正直、こう思うのだ。

　十じゆう勇ゆう士しとして、真田さなだの地で自分達たちを終えてもいいじゃないか、と。

　大おお坂さかの役えきで死ぬべしだ、とは誰も言わない。死ななくても大だい丈じよう夫ぶだと、解かい釈しやくの余よ地ちはあると、そんな事を言う者はいる。だけど、海野はこう思うのだ。

　……そんな事すら考えず、襲しゆう名めい捨てたっていいんじゃないかねえ。
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　海野は思う。自分達は、真田十勇士になったのだ、と。

　襲名者なのだ。

　だったら、もう、〝要いらず〟ではないと、そう考えて良いのではないか。

　かつてのように、七しち本ほん槍やりと羽は柴しばの補ほ佐さであるとか、そのような過去に匹ひつ敵てきするような自分達を追うのではなく、ここで手打ちとする事は出来ないのか。

　……先生達だって、あたし達が死ぬのを望んでなかったじゃないか。

　だけど皆は、何な故ぜ、先に行く。

　正直、あの真田の山やま家が神じん社じやで、巫み女この資し格かくを得て術じゆつ式しきを発はつ動どう出来た時、自分はこう思ったのだ。ああ、ここで一生を過ごしていいんだな、と。

　毎朝のように、あの場所で鍛たん錬れんを行っているのは、戦いの準備のためだけではない。

　あの場所に、自分はいていいからだ。

　居い場所が出来たのだ。

　しかし皆は、どうも違う。自分の意い地じや、居場所を作ってくれた人のために、自分達の襲名を果たしに行こうとする。

　解わかってる。自分は自分のプライドに都つ合ごう良くて、卑ひ怯きようなのだと。中ちゆう途と半はん端ぱなのだと。

　……でも、そういうもんじゃないのかい。

　生きていたくて、何が悪い。戦う事に飽あきて、何が悪い。

　いい事じゃないか。死にたくて、戦い好きより、遙はるかにいい。だけど、

「やめちまえよ……！」

　扇おうぎ剣けんを叩たたきつけて、防ぼう護ご障しよう壁へきを砕くだいた。

「大体、お前、襲しゆう名めい者しやでも何でもないだろ？　それがどうして……！」

　言って、海野うんのは見た。浅あさ間ま神じん社じや代表がこちらに向ける、鋭い目を、だ。

　力がある。意い思しがある。全く、諦あきらめているとは思えない。

　防護障壁を失えば、死ぬだけだろうに、

「何な故ぜだ」

「──信じたんです」

　相手が、荒れた息で応じた。

「いろいろ難しい事があるだろうけど、何とかしてやろう、って。一いつ緒しよにやっていこう、って。そして、皆、放っておかないだろう、って」

　子供の約束か、と海野は思った。

　あり得ない。そんな、美び談だんのような事はあり得ない。だって、もし、そうだとするなら、

「何であたし達は、そうならなかったんだよ……！」

　解わかっている。こいつらだって、敗はい戦せんしたのだ。多くのものを失ったのだ。

　それなのに、何故、未いまだにそんな事を信じていられる。何故、自分達のように、死ぬ事を未来に見ていない。

　武蔵むさしという、松まつ平だいらの未来がある場所の住人だからか。否いな、そうだとしても、大たい国こくや強きよう国こくを相手にしなければならないのだ。一いつ歩ぽ間違えば、隷れい属ぞくの未来があるのに。

「どうして……！」

　くそ、と海野は思った。

　……解ってるんだよ。

　自分に理由があるから、こいつらは、こんな子供のような約束を信じているのではない。

　こんな、子供じみた約束を信じられるからこそ、自分に理由を持てるのだ。

　逆なのだ。

　自分達は、ただ、他愛たわいない約束すら出来ない自分を得てしまった。敗はい北ぼくし、自分に言い訳わけがましくなって、また負ける事を恐れている。

　こいつらは違う。きっと、幾いく度ど負けても、再さい起きすればいいと、そう思っている。だからだ。

　自分だって、昔は、そう思っていただろうに。

　一度の敗北で、負ける怖おそれを知った。

　……ああ、そうか。

　こいつらは、極きよく東とうの人間。ずっとずっと支配されて来た連れん中ちゆうだ。

　だからきっと、こいつらは、負けたところからスタートしているのだ。ずっと、敗はい北ぼくした極東というものを背負って、やってきたのだ。

　負ける怖おそれなど、ありもしない。元々、負けていたのだから。何かをすれば、それは〝負け〟以上の事に必ずなるのだ。そんなところから見る未来は、どれだけ常に明るいものだろうか。行う何もかもが、負ける以上の事に繫つながるのならば、

「信じられる訳わけだ」

　どんな他愛たわいない事だって、信じる価か値ちがある。そして、自分に理由をもてる。

　対する自分は、

「……じゃあ、試してやるよ」

　それは、

「今のお前に、信じた答えを誰だれがやれる……！」

　海野うんのは、扇おうぎ剣けんを叩たたきつけた。

　快音が響ひびき、浅あさ間ま神じん社じや代表の掲かかげた防ぼう護ご障しよう壁へきが砕くだけ、そして復帰しなかった。

　敵の拝気ブレスが切れた。

　終わりだ。だから海野は、もう一いち度ど扇剣を振りかぶった。そして、

「答えてみな……！」

　叫んだ瞬しゆん間かんだった。海野は、いきなり後ろから腰のハードポイントを摑つかまれ、

「御解答──!!」

　いきなり、スカートをタイツごと膝ひざ下したまで下ろされた。
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　ミトツダイラは、聞き覚えはないが、聞き知ったタイプの悲鳴を下の森の中から聞いた。

　砲ほう撃げきの音など無視して通ってきたその声に、ミトツダイラは眉まゆをひそめ

「……は？」

　疑問すると、砲ほう火かの下で皆が顔を見合わせた。ただ、ホライゾンが半はん目めで、

「トーリ様ですね」

　うん……、と誰だれもが頷うなずくのがどうしようもない。





●






「トーリ君……!?」

　海野は、浅間神社代表が身を転がし、自分の後ろ側に駆かけ行くのを見た。

　己おのれはと言えば、慌あわてて落ちかけた下着を直し、

「な、な、何を……！」

「うるせえ！」

　振り返った背後。そこに見知らぬ女が立っていた。浅あさ間ま神じん社じや代表を後ろにして、一回腰こしを横に振った女は、黒くろ髪かみを揺らしてこちらを指さし、

「誰だれだテメエは！」

「こっちの台詞せりふだあ──！」

　その遣やり取とりに、浅間神社代表が口を横に開いた。彼女は、ややあってから、盾たてになっている女の頭を摑つかみ、その髪かみを外して上に持ち上げた。

　戻す。そして彼女は、

「どうぞ」

　先に進めるよう、促うながしの言葉を作った。ゆえにこちらは、

「武蔵むさし総そう長ちようか！」

「解わかれよ馬ば鹿か野や郎ろう！」

　どう答えても腹の立つ結果になる気がした。とりあえず海野うんのは素早くタイツを腰に上げ、インナースーツを腰のハードポイントに止め直し、

「面めん倒どうだよ、お前ら」

　扇おうぎ剣けんを、一いつ直線に叩たたきつけた。
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　浅間は、眼がん前ぜんに金きん属ぞく音を聞いた。

　気付けば[image: ]のようなポーズを取っている女じよ装そうの前。そこに巨きよ大だいな盾たてのような存在がある。

　その姿すがたに女装が頷うなずいた。彼は口くち笛ぶえ一つで、

「立たち花ばな嫁よめか！　今の悲鳴で解わかった？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と誾ぎんが首を下に振った。そして彼女は、両腕うででガードしていた扇剣を向こうに弾はじき、その巨きよ大だいな右手で敵を指さした。

「この黄泉よみ、確かに体の硬こう直ちよくと冷化など、厄やつ介かいなものでした。──しかし、私と宗むね茂しげ様が息を止めて行ったアモーレ突とつ撃げきには敵かなわなかったようですね」

　誾さん肺はい活かつ量りよう凄すごい……、と浅間はしみじみ思った。

　気付けば、こちらの正面、宗茂もガード役として駆かけつけている。

　そして、海野の後ろに影が一つ立った。それは

「点てん蔵ぞう君……！」

　Ｊｕｄジヤツジ．と、点蔵が頷いた。

「間に合ってよう御ご座ざった。トーリ殿どの、浅間殿」
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　海野うんのは、目の前の相手に全部叩たたきつけて撤てつ退たいしようかと、そう思った。

　既すでに、黄泉よみの術式は壊こわれている。先さき程ほど、自分が悲鳴をあげて自分の役やく柄がらを壊したせいだ。

　現状の自分は何の意味も無い。そして、

「──そろそろ潮しお時どきで御ご座ざろう。真田さなだの代表殿どの」

　と、右後うしろに立つ武蔵むさしの第一特とく務むが声を作った。

　この男も、前回の黄泉攻こう略りやくから、この中で行動が出来るようになっているのか。

　流石さすがに五対たい一は不利が過ぎる。

　上で筧かけいも望もち月づきも倒されたのだろう。ならば降こう伏ふくも有りかと思うが、

　……駄だ目めだねえ。

　自分もほとほと、自分自じ身しんという部分が弱く出来ている。

　……付き合うよ。

　いろいろ思う処ところはあるけど、長い付き合いなのだ。だから結局、

「行くよ」

　海野は、扇おうぎ剣けんを構えた。

　無む理りでもしょうがない。真田十じゆう勇ゆう士しの二人が、ここで尽きたのだ。

　ひょっとしたら、自分は、もう付き合いたくないのかも知れない。だからここで負けて、他から見捨てられたいのかも知れない。だけど、

　……どうだろうね。

　全く。先程のいじけた自分とは大きく違うじゃあないか。

「浅あさ間ま神じん社じや代表」

　海野は言った。

「──きっと、お前の言った通りだ」

「────」

　驚いた顔を、初めて見た。何だ、さっきの抵てい抗こう心しんの顔を変えるには、こんな単純な事で良かったんじゃないか。無む駄だな事をした。ならば、

「さあ……！」

　と、海野は扇剣を振りかぶって前に出た。

　すると、対する立たち花ばな・誾ぎんがこちらに踏み込んできた。

　防ぼう御ぎよから即そく座ざの動き、武器は持たない。しかし、

　……義ぎ腕わんで来るか……。

　打だ撃げきだ。そしてこちらの刃やいばを、敵は身を捻ひねって回かい避ひした。その上で、

「感情を確かめるには、いい空間ですね」

　彼女の言葉と共に、鉄の拳こぶしがこっちの右脇わきに来た。

　一発で肋ろつ骨こつが数本持もって行かれ、

「が……！」

　そのまま海野うんのは、崖がけの下、土砂どしやの堆たい積せきに背中から激げき突とつした。
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　浅あさ間まは、勝敗に一ひと息いきをついた。

　海野が気になるが、まずは立たち花ばな夫ふ妻さいと点てん蔵ぞうに礼れいを言おうと思う。だが、

「あー、良かったわ──。マジ大事なくて良かった」

　と、彼がこっちの肩に額ひたいを乗せる。すると宗むね茂しげが振り向き、

「総そう長ちよう、早めに皆と合流した方が安全です」

「いや、トーリ君、ちょっと怪け我がしてますんで。──あ、でも、私も内ない燃ねん拝はい気きを使い切っちゃって……」

　だったら、と誾ぎんが小さく笑った。

「落ちついた処ところで、総長の拝気を借りて治ち療りようされるのがいいでしょうね」

「じゃあその頃、また浅間にいろいろチェックして貰もらうかなー」

　よ、と彼が身体からだを起こす。

　そして点蔵が、皆との合流地ち点てんを決めていたのだろう。あっちで御座る、と指さす位置に、足を向ける。

　ただ、海野が気になった。気を失っているので通じないだろうとは思うが、浅間は、彼女が倒れた位置に頭を下げ、

「……ハナミ、ちょっとあの人に、応おう急きゆう処しよ置ちの術じゆつ式しきを掛けてあげて。ハナミの方、拝気は御ご飯はんで確かく保ほ出来ますよね」

『出来るよー。──拍はく手しゆ』

　と、ハナミが飛んでいくのを見送り、浅間は肩から力を抜く。

　暗い森の中、先せん頭とうを点蔵、続いて誾と宗茂、少し離れて彼と並んで歩き出す。すると彼が、女じよ装そうの夏服のシャツ部分を外した。パッドをスカートにしまい、上じよう半身裸はだかになるが、

「ほら、シャツ」

　言われて差し出されて、浅間は自分の巫み女こ装そう備びが破は損そんしている事を思い出した。

「うん、有あり難がとう」

　受け取って羽は織おるが、

　……あ、やっぱり胸、閉じられません……。

　仕方ない、とうなだれ、ついていく。そして生じた無む言ごんがやりにくくて、浅間は問うた。

「あの、トーリ君、どうしてさっき、私を救たすけに来たんです？」

「ああ、だって、約束したろ？　──難しい事とか、全部、俺おれが何とかしてやるって」

　やっぱり、と浅あさ間まは思った。

　……自分が力を失う事があっても、何とかしてやる。俺おれが駄だ目めでも、皆がきっと放っておかない、って。

　本当に、その通りになった。だったら、

　……信じて良かったですね。

　信じようとは思わない。信じていたのだから。すると、

「大体、俺が黄泉よみの中で気を失ったのに生きてるって事は、浅間がキスしてくれたんだろ？」

「え？　い、いや、それは」

　いきなりの言葉に、慌あわてて弁解か言い訳わけをしようとした自分に対し、彼が振り向いた。

　彼は、うーん、と腕を組んで眉まゆをひそめつつ、頰ほおを赤くして、

「あのですね？　同じ想おもいがあるって完バレしたから、今言いますけどね？」

「何です？」

「──いずれ言おうと思ってたんだけど」

「だ、だから何です？」

　うん、と彼が頭を搔かいた。格好かつこ悪いなー……、と呟つぶやいた上で、

「俺だって、浅間には、浅間と同じで面倒めんどくさいから」
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　は？　と浅間が疑問するのを、トーリは見た。

　……ここらへん、解わかりにくいもんかなー……。

　あのさ、というと、浅間が、はいさ、と応じる。ただその姿し勢せいが少しこちらに前のめりで、トーリは彼女が言葉を求めているのだと悟さとった。だから、トーリは意を決して、

「蓋ふた」

　投げかけた言葉。それに対し、浅間が僅わずかな間、何を言われてるのか解らないと言った顔をした。しかし更さらに数秒の後に、浅間が肩をすくめた。

「──うわ」

　一気に赤せき面めんする相手に、トーリもうんうんと同じ顔の色で頷うなずいた。

「俺にも蓋はあったんだわ。浅間うちに来てくれたから、もうそれ無しだと決めてるけどさ」

「あ、あー……。うん、す、すみません。よく考えたらそうですよね……」

　同じなのだ。長い付き合いで、いつもの日常を預け、だから掛けていた蓋は自分にもある。

　……いつもいつもの、俺達だもんな。

　頼ったり、助けられたり、膝ひざ枕まくらや弁べん当とうくらいでは感情の蓋が動かない。

　その蓋を、近頃の流れの中、自分の方でも外して行き、そして彼女が応じたのだから、

「えーと、うちで、賑にぎやかだけどな？　俺の方ももっとオープンにしていきますので」

「お、おぉう。……ど、どうぞどうぞどうぞ。ホライゾンやミトにもどうぞどうぞ」

「あー、ホライゾンとネイトはまた別でいろいろな？　今は浅あさ間まの話。

　格好かつこ悪いけど、浅間を失ったり離したくないのは確かな事だから、憶おぼえていてな？」

　はい、と赤せき面めんで小さくなる彼女に言いたいことはあるけど、今はこれが限界。ただ、

「あれ、浅間、──お前、まだちょっと、黄泉よみの余よ波はがあるぜ？」

「……え？　周囲、結けつ構こう薄れてますけど、私に何かあります？」

　ああ、とトーリは頷うなずき一つで、

「ちょっとじっとして、目ー閉じてみ。上向いて」

「あ、はい」

　言われた通りに浅間がする。何となく、先の展開は解わかっているだろうけど、

「────」

　トーリは浅間に己おのれの唇くちびるを重ねた。
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　……う、うわあ──。

　浅間は、何が起きているのか、自分の中に思し考こうを飲んだ。

　後できっと、正しい意味を教えてくれるのだろうと、浅間は今を彼に委ゆだねた。

　そして数秒。軽くお互いの存在を確かめるような圧あつの上下が有り、

「────」

　はっと息をつき、前を見れば、視し界かいが歪ゆがんでいる。緊きん張ちようで涙が浮かんだのだ。

　だが、その向こうで、彼が笑えみを見せた。

「──〝口くち移うつし〟で祓はらってやったから、もう大だい丈じよう夫ぶな」

　言われた台詞せりふに、浅間は今いま更さらながらの赤面を感じる。

　今のは、彼のお返し。自分もそうだからと、態度で教えてくれる〝口移し〟だ。

　自分達以い外がい、誰だれも見ていない。だからこれは共通の秘ひ密みつ。

　そして、浅間はふと思った。

　……〝同じ〟だったら、別に、当分私から告こく白はくしなくていいでしょうかね……。

「──浅間」

「何です？」

「正式なのは、浅間が俺にちゃんと〝言った〟後な？」

　う、と浅間は息を詰めた。

　……これ、当分、ネタにされるんじゃないですかね……。

　困った、と思う程度には、もう受け入れている。

　気付けば、自分の手元に表示枠サインフレームが現れていた。黄泉よみを抜けたのだ。そして、

「おうい」

　向こう、皆がいる。更さらにその先には、湖みずうみが有り、

「皆、聞いてくれ。──あの戦せん艦かん抜ければ、北ほう条じようの遺い跡せきだ」

　言う正まさ純ずみは、何な故ぜ、二ふた代よに担かつがれているのだろうか。
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「──で、何だいアンタ達、私を迎えに来たのかい？」

　滝たき川がわの声が飛ぶ先、蟹かに江え城じようの甲かん板ぱん上じようには、二つの人ひと影かげがあった。

　砲ほう撃げきを続ける蟹江城の上、そこに並ぶ影の一つは、白姫ヴアイスフユルステインを立てて立つ嘉よし明あきの姿すがた。

　もう一つは、黒の髪かみを長く扇おうぎ状じように広げた女性だった。嘉明と同どう年代、そして特とく徴ちよう的なのは、

「最近の人狼ルウガルウは、胸がないのかと思えば、実はあるのがフツーなのかい？」

「いえいえ、別にそういう訳わけではないと思いますの」

　苦く笑しようで言う姿は、髪かみと同どう様よう、黒のM. H. R. R.神聖ローマ帝国夏服に身を包んでいた。

　彼女は、開かい衿きんの胸に手を当てて軽く頭を下げると、

「羽は柴しば麾き下か、十じつ本ぽん槍やりの七番。──糟かす屋や・武たけ則のりと申しますの。江え戸ど行きの艦かんに乗っていたんですけど、嘉明から話を聞いて、是ぜ非ひ、御ご挨あい拶さつにと参りましたの」

[image: ]

「成なる程ほど、ここのところで石いし田だ・三みつ成なりも三番に入ったし、全員揃そろったって訳かい」

「揃ったというと、……ちょっと語ご弊へいはありますけどね」

　と、嘉よし明あきが肩を落として言った。そして彼女は、

「羽柴からの要よう望ぼうで、滝たき川がわ先せん輩ぱいをP. A. Odaに帰き投とうさせるようにと」

「無む理り無理」

　即そく答とうが滝川の口から漏もれた。だが、対する嘉明は、

「──重じゆう臣しんとして、江え戸ど方面にいる人達へ自分の意い地じを見せるのならば、もう充分では？」

「そうもいかないさ。そしてアンタ達が来たなら、丁ちよう度ど良い。……意味、解わかるね？」

　滝川の問い掛けに、対する二人はそれぞれの反応を返した。

　まず、嘉明が頷うなずき、眉まゆを立てて一歩を引いた。

　続く糟かす屋やは、頷きもせず、前に出た。彼女は嘉明の盾たてになるようにして、

「──P. A. Odaに戻った後、滝川先輩には、ある重大な歴史再さい現げんが残ってますの」

「Shaja、……柴しばちゃん達とやる、賤しずヶ岳たけの戦いだね。御お館やかた様さまの死後、織お田だ勢ぜいは羽は柴しば派はと柴しば田た派に分かれて行く。その決けつ着ちやくが、柴ちゃんの地元で行われた賤ヶ岳の戦いだ」

　内ない乱らんともいえる戦いの結果は、明確だ。

「柴ちゃんは御お市いち様さまと自じ城じようにて自じ害がい。私はその戦いに参さん戦せんして敗れる。──ただ、明るいニュースとしては、賤ヶ岳の戦いにて、ある若者達が名を上げるのさ。

　羽柴麾き下かにて賤ヶ岳七しち本ほん槍やりと、そう呼ばれる者達がね」

「Ｔｅｓテスタメント．、私達の事ですの」

　だったらさ、と滝川は言った。

「ここで名を上げておいても、いいんじゃないかい」
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　嘉明は、滝川の意い図とを悟さとった。

「滝川先輩は、羽柴の負ふ担たんを無くそうとしているんじゃありませんね」

「何だと思う？」

「……P. A. Oda勢、誰だれもが、なるべく争わずに済む方法をとろうとしている」

「ものは言いようだねえ」

　滝川が笑った。そして彼女は肩を竦すくめ、

「だけど、そういうものだろう？　歳とし食くったせいかもしれないけどね、敵を倒すのならばともかく、身み内うちの争いは見たくないと思うのさ」

「私達だって、そうです」

　そうじゃあない、と滝川が言った。

「アンタ達は、世せ代だい的てきに、未来の聖せい譜ふ記き述じゆつがある。──だけど私達は、終わっていくのさ。

　それでいて年を食って、自分の軌き道どう修正は難しくてね」

　だから、

「争うなら、後こう輩はい連れん中ちゆうが、あれに勝てるようにはしてやりたい」

　と、滝川は、東の空を指さした。

　そこにあるのは、夜よる尚なおその巨きよ影えいを誇こ示じする武蔵むさしだった。ふと、滝川が見上げる視線に、糟かす屋やも自分も従った。空の一部を覆おおう影に、自分達は確かな視線を上げて、

「小お田だ原わら征せい伐ばつを終え、──対岸にいる真田さなだの連れん中ちゆうを退しりぞけた。

　北ほう条じようも真田の連中も、〝終わり〟を前ぜん提ていとした連中だというのにね」

　なあ、と滝たき川がわが言った。

「──未来に、希望を見ていいんだろうか」

「……末まつ世せの解決が、あるならば」

「Shaja、──だから創そう世せい計画のあるP. A. Odaは素す敵てきだよ」

　だけど、と滝川が言った。

　彼女は、口の端はを上に吊つって、

「松まつ永なが・久ひさ秀ひでが言ったね。武蔵は〝作れ〟と。そして私達は〝壊こわす〟側だと」

「壊す事に、疲れたんですか？」

　誘ゆう導どう尋じん問もんね、と思いながら、嘉明は問うた。すると、滝川が首を横に振った。

「私達にしか作れないものがあると、そう気付いたのさ」

　言われて、嘉明は意味を考えた。〝終わり〟を見み据すえ、敵のやり方をも認めた滝川に、これから何が〝作れる〟だろうか、と。

　だが、自分が答えを見つけるより先に、眼がん前ぜんの糟屋が動いた。彼女は一歩を前に出て、

「稽けい古こを頂いただきますの。滝川先せん輩ぱい」

　糟屋の言葉の内容を、嘉明は理解した。そして、糟屋の肩越しに問いを放つ。

「滝川先輩は、〝次じ代だいを作る〟と、そう言うのですか」

「叶かなうかどうかは定かじゃないけどね。でも、私は武蔵勢ぜいを知っているし、武蔵勢に負けて行った連中を知っている。……今もまた、敗れる連中の事も、知ってるんだ。

　いいかい？　──私達はどいつもこいつも真剣で、後がないと思ってて、実力はあって、でも、……馬ば鹿かで、未来を夢見てて、実力もあやふやな連中に負けたし、負けるのさ」

　なあ、と滝川が言った。

「──自分を諦あきらめないためには、何が必要なのか、知っているかい？」
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　滝川は言った。

「意い思しだけじゃあ駄だ目めだ。実力だけでも駄目だ」

　そして、

「仲間でも、財ざいでも、家か系けいでもない。大体、そういうものが無いところから始めた連中だって、あいつらには多いんだ」

　どうだい、と滝たき川がわは言った。

「──自分を諦あきらめず、いられるかい」

　告げて、滝川は下がった。数歩を、しかし軽く、大きく下がった。

「武蔵むさし勢ぜいからも、見せて貰もらう。だけど、アンタ達からも、見る事は出来るかい？」

「それは──」

　糟かす屋やが、何かを問い掛けようとして、首を横に振った。

　疑問は要いらない。稽けい古こを願った身み分ぶんなのだ。ならば、

「お願いしますの。ただ……」

「ただ？」

「──つまり、私が諦めてしまわないかどうか、それを試すんですの？　だったら、それなりの事をお願いいたしますの」

　だって、

「私とて、十じつ本ぽん槍やりの前ぜん衛えい役やくですの。あと……」

「あと？」

「この稽古を、滝川先せん輩ぱいは、賤しずヶ岳たけの戦い扱いにするつもりですの？」

　問われ、滝川は首を縦たてに振った。

「あまり、華はな々ばなしいのは好きじゃなくてね。後々でアンタ達と当たるより、今、ここで当たって、アンタ達を伸ばせるなら伸ばすのが、今やるべき先輩の役ってもんだ。

　だからこれを終えて、武蔵勢を試したら、私達は降りるよ」

　滝川は、本ほん心しんを告げた。

「私は、試すものを試したら、後は任せて、この戦せん国ごくの世から降りる」
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　糟屋は構えた。

　滝川の言葉よりも、彼女の意い思しに対して身み構がまえた。

　もはや言葉は要らない。滝川の意思は明確になったのだ。

　……そうですの。

　襲しゆう名めい者しやが、それを捨てると言った。

　もはや彼女の中では、何か答えが出ているのだろう。作る事と、壊こわす事と、武蔵勢と自分達と、そこから、何かを見つけたのだ。

　そして彼女は、自分の限界を悟さとった。

　自分を諦あきらめないという、一つの思し想そう。

　その事を、自分には出来ず、相あい容いれないと、滝たき川がわ・一いち益ますはそう思ったのだ。

　ならば、と糟かす屋やは思った。ここから先の未来を、彼女はどう見たのだろうか、と。

　聞いてみたい気もするが、言葉は邪じや魔まだ。

　彼女の予よ測そくの時代を、自分達が作っていけば、それでいい。そして、作れるかどうかを、これから彼女が試すのだ。ならば、もし、今、言っていい言葉があるならば、

「──参まいりますの」

　背後、糟屋は、髪かみと背の間に背負っていたケースを二つ、床に落とす。

　その蓋ふたを開け、手を掛けた瞬しゆん間かん。滝川が動いた。

　初しよ速そくから、最大の速度に乗った一歩目めだった。







[image: 第七十章『水面上の見送り女』]
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　蟹かに江え城じようのある人じん工こう湖こは、夜の空と同じ色の水面に覆おおわれていた。

　武蔵むさしが投とう下かした竹たけ槍やりランチャーの加か護ごと設備。それによって湖の畔ほとりから水面を渡り始めた皆は、すぐにある事に気付いた。

　上流側がわと下流側、一度合ごう流りゆうの後、改めて二つのルートで侵しん攻こうする自分達に対し、

・蜻蛉切：『……蟹江城から砲ほう撃げきが、無いで御ご座ざるな』

・●　画：『アンタ達、何かやったの？』

・十ＺＯ：『な、何か語ご弊へいのある言い方で御座るな！』

　だが、その通りだ。二ふた代よに担かつがれたままの正まさ純ずみは、身を起こし、

「──蟹江城、動いているか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、待たい機き機き動どう中ちゆうになっているのは確かで御座るよ」

・銀　狼：『上流側から見ても、同どう様ようですわね。──智とも、流りゆう体たい反応は？』

・あさま：『え!?　あ、は、はい。私の方から見ても、待機状態です』

・煙草女：『上から見ても同じさね。さっきから急に撃うつのやめやがってさ。でも、その前にちょっと妙みようなもの見えたさ。──鈴すず」

・ベ　ル：『ん。拾えてる。一いつ瞬しゆんだったけ、ど』

　と、皆の表示枠サインフレームに映された画が像ぞうがある。それは鈴が作った蟹江城と周囲の模も造ぞうだった。しかし画のフォーカスは、そのメインデッキに向けられていた。

　鈴が作った蟹江城の上では、爆ばく発はつや被ひ弾だんの防ぼう護ご障しよう壁へきも模造に肖かたどられている。

　それらが遮しや蔽へいとなっている場合、基本的に知覚の〝通り〟は悪くなるのだが、

「とりあえず、拾えた、の」

　甲かん板ぱん上じようから南の空に跳ねた直線がある。真まっ直すぐな軌き跡せきと、その先にあるのは、

・貧従士：『これ、機殻箒シヤーレベーゼンですか？　二人乗り？」

・●　画：『……マルゴット、コレ、うどんが相手した加か藤とう・嘉よし明あきの機殻箒ね』

・○べ屋：『うどんって言うなああああ！　精せい一いつ杯ぱい生きてるのよ──！』

・●　画：『うどんのメスが何か言ってるわ。──でも、このタイミングで蟹江城から飛び出したとなると、後ろにいるのは滝たき川がわ？　彼女を脱だつ出しゆつさせたのかしら』

・ベ　ル：『ううん？　甲板、今も誰だれか、いる、よ？　それに──』

　鈴の言葉が終わるより先に、影が見えた。

　蟹江城が着ちやく陸りくしている畔から、幾いくつもの影がこちらに向かってきたのだ。あれは、

「滝川の忍にん者じや隊たい！」

　銃じゆう撃げきを重ね、敵が疾しつ走そうしてきた。彼らは忍者だ。水の上に足あし場ばが無くても突っ走る。

　この状況を、正純を担いだままの二代が叫んだ。

・蜻蛉切：『決けつ戦せんに御ご座ざるか……！』
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　戦せん闘とうは、水上という平面で行われた。

　武蔵むさし勢ぜいは、戦せん術じゆつとして戦せん士し団だんと主力の連れん携けいを行った。

　まず、戦士団が防ぼう護ご障しよう壁へきを並べて前に出ると、その陰や上から、主力が突とつ撃げきを掛けて敵の前ぜん線せんを崩くずす。

　特に、上からの攻こう撃げきを加えられるナイトとナルゼの火力は有ゆう益えきで、しかし、

「左右！　来てるわよ！」

　敵が水上を移動出来るのが、厄やつ介かいだ。武蔵の戦士団は通路を進しん行こうするため、どちらかというと前方集中になりやすい。それに対し、滝たき川がわ隊たいは水上を走り、

「ほら！　ほらほら！　こっち！　こっちだあああああ！」

「ヘイヘイ！　ここですよおおおおお！」

「リードリード!!　ほら、戦士団ビビってる──！」

　などと、激しい挑ちよう発はつを重ねて戦士団を振り回す。それを蟹かに江え城じようから見る滝川が、

『おーい、あまりハシャぐんじゃないよ』

『いや、だって、これが滝川隊の最後じゃないですか！』

　通つう神しんに皆の声が乗るのを、滝川は聞いた。

『今回ばかりは、声出したって馬ば鹿かやったって御お咎とがめ無しだぜ……！』

『Shaja！　だって俺おれ達、後がないもんな……！』

　そうとも、と誰だれもが応じた。

『滝川隊！　その名の通り、水の上なら負けないぜ……！』
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　そういう戦術で御座るか、と点てん蔵ぞうは滝川隊の動きを見た。

　気付けば、湖上を走る敵は、こちらを円で囲んで回り出している。彼らはその円弧から、適時の遠えん距離攻撃と、囮おとりとなる接せつ近きん戦せんを挑いどんでくるのだ。

　砲ほう撃げきが無いのは、彼らの動きが隙すき間ま無く、こちらとの行き来を伴うものだからだろう。

　間かん断だん無ない攻撃が、常に円えん周しゆうのどこからか行われ、自分達は動けない。

　遮しや蔽へいの無い水上なのだ。防ぼう御ぎよは防護障壁に頼る事になるが、それは味み方かたが自分達に対する壁となってしまうという事だ。

　水上を行く敵の足あし下もと。そこに点蔵が見るのは、流りゆう体たい光こうを微かすかに纏まとった足あし捌さばき。

　術じゆつ式しきを含んだ強化忍にん術じゆつだ。恐らく、本来ならば水上を移動出来るだけの忍術に、高速化かと、

　……滑かつ走そう性能を付ふ与よしているで御座るな！

　氷の上を滑るように敵が移動出来のは、それゆえだ。敵は皆、それぞれが左右に回り、こちらのいる通路上じようを飛び越えてまた円えん周しゆうを作り続ける。

　対するこちらは動きを止められ、

「落ちるな！　装そう甲こうがあるから沈むぞ！」

　水深は五メートル程だろうか。人じん工こう湖こゆえの浅さだが、沈んでしまえば背は立たない。大体、武蔵むさしの住人は、こういう深い自然環かん境きようの水に親しくない。

　夜と言う事もあり、恐きよう怖ふ感かんが身をすくめる。

　そして敵が、交こう叉さの動きを速めて来た。水の上を滑かつ走そうし、加か速そくをつけてこちらの通路に突っかけてくると、

「……っ！」

　スピンをつけた跳ちよう躍やくを行い、その中から射しや撃げきや刃は物ものの投とう擲てきを行ってくる。

　そして対岸となる逆の水上に、跳躍の敵は後ろ向きの姿し勢せいで着ちやく地ち。勢いを消さず、こちらを警けい戒かいしたままスラロームで仲間の円周に戻っていくのだ。

　円周からの集しゆう弾だんと、隙すきを突くような突とつ出しゆつの横よこ切ぎり。特に横断の一いち撃げきは、その数を増やし、

「ははは、これぞ織お田だ家けが神かみ代よの時代から伝える滑走戦せん術じゆつ！」

「今、時代は回り、歴史再さい現げんに組み込まれた！」

「さ、今こ宵よい、あなたを一いつ時ときの幻げん想そうへ誘さそいます……」

「ウ、ウザったいで御ご座ざるなあ──！」

　叫びはするが、状況は切せつ迫ぱくしてきた。

　横切りからの一いち撃げきが、速度を増し、重みをつけてきたのだ。

　受ける側は戦せん士し団だんの熟じゆく練れんだが、流石さすがに連続で受けると下がらざるを得ない。

　広いとは言えない通路上だ。段だん々だんと全体は細く、密みつ度どを上げ、

「おい！　テンゾー！」

　上流側がわの通路から、馬ば鹿かの声が届いてきた。振り向くと、上じよう半身だけ全ぜん裸らの女じよ装そうがこちらに腕を振っている。馬鹿は、何が楽しいのか解わからないが、そういう顔で、

「じゃーんけえーん」

　こっちがグーで、向こうがパーだった。妥だ当とうで御座るな、と点てん蔵ぞうが思うと、

「よっしテンゾー！　じゃあそっちが罰ばつゲームな！」

「何がで御座るか!?」

　意味が解らない。だが、点蔵は気付いた。ふと、敵の横切りが途と切ぎれた事に、だ。

　その瞬しゆん間かん。

・ベ　ル：『あぶな、い……！』

　鈴すずの叫びの直後。蟹かに江え城じようから砲ほう撃げきがぶち込まれた。それも、副ふく砲ほうではなく、主しゆ砲ほうだ。

　その砲ほう弾だんの飛ひ来らい方向は、

・ベ　ル：『上と、正面……！』
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「トーリ君！」

　浅あさ間まは、急いで彼の流りゆう体たい供きよう給きゆうから防ぼう護ご障しよう壁へきを作り出した。

　枚数は三枚。上と正面から来る砲ほう弾だんに対しては、

　……上流側がわと下流側の通路で、四枚必ひつ要ようですから、一枚足りません！

「浅あさ間ま殿どの！　ここは拙せつ者しやが蜻蛉とんぼスペアで迎げい撃げきするで御ご座ざる！」

「二ふた代よ！　お願いします！」

　Ｊｕｄジヤツジ．！　と二代が頷うなずいた。そして直ちよく上じように蜻蛉スペアを構えようとして。

「おっと、正まさ純ずみを担かついだままで御座ったな。これでは狙ねらえぬで御座る。失しつ敗ぱい失敗」

　向こう、誾ぎんが二代の背に十字砲火アルカブス・クルスを向けてエアトリガーを連続して引いているが、あれは恐らく誾の新しい精神健けん康こう法ほうだろう。だが、メンタルと危き機きは別の問題だ。

「メアリ！　王賜剣エクスカリバーでお願いします！」

「え!?　あ、は、はい！　二枚合わせでガードですね!?」

・十ＺＯ：『メアリ殿！　頼むで御座るよ……！』

・傷有り：『…………』

　メアリが、赤せき面めんで固まってしまった。

・あさま：『な、何やってるんですか点てん蔵ぞう君！』

・●　画：『もう喋しやべらなくていいわその忍にん者じや』

・不退転：『さんざんな言われようだけど、この状況では仕方ないわね』

・十ＺＯ：『虐しいたげられた上で解説されたで御座るよ──!?』

・ベ　ル：『あ、あのね？　あ、当たる、よ……!?』
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　滝たき川がわ隊たいの忍にん者じやは、光の爆ばく砕さいを湖こ上じように見た。

　夜の水面に反射し、本来よりも倍の光を見せるのは、浅間神じん社じや代表が作った対たい艦かん用よう防護障壁だ。砕くだけた数は三枚で、下流が二枚、上流が一枚。全ての砲ほう弾だんを受けるには一枚足りない。

「だったら当たりだ……！」

　応じるように敵てき陣じんを穿うがったのは、上流側がわ通路に撃うち込んだ正面からの一発だった。それは確かに、低い軌き道どうで敵の隊へと叩たたき込まれたのだ。

　そして光の散った後。落ちていく流りゆう体たい光こうの中で照らされたのは、

「……無む傷きず!?」

　敵の陣じん容ようが、砕くだけていないのだ。
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「防ぎましたわ……！」

　上流側通路にいた武蔵むさし勢ぜいの先せん端たん。最さい前ぜん列れつにて、銀ぎん狼ろうの声が生じていた。彼女は鎖くさりを絡からめながら、あるものを前に構えていたのだ。それは、

「大罪武装ロイズモイ・オプロ、拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア！」

　狼おおかみは、大罪武装の大おお盾だてに鎖くさりで足あし場ばを作り、支し脚きやくをつけて支え切った。

　結果として砲ほう弾だんは遠くの水面で跳ね、畔ほとりの森へと飛び込んだ。

　それだけではない。盾を構えた狼おおかみの後ろで、ゆらりと立ち上がる影がある。

　武蔵むさしの姫ひめだった。彼女は、一いつ瞬しゆんでその手の中に巨きよ大だいな武ぶ装そうを展開した。

　上流側がわ。武蔵勢を囲む円えん周しゆうの内、蟹かに江え城じようの前を回っていた仲間達たちに、彼女はこう言った。

「必ひつ殺さつ、宗むね茂しげ弓ゆみ……！」
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　誾ぎんは、宗茂が胸の前で右手を硬く握にぎったのを見た。

　……宗茂様、もっと喜んで良いのに、何と控えめな……。

　説明サイトの記事が出来ましたね、と誾は笑えみを得る。

　だが、視し界かいの中、上流側を囲んでいた敵の円周が大きく崩くずれていた。円の半はん分ぶん近くに心しん臓ぞう打ちをぶち込まれ、

「ぐああああああああ！　こ、心の弱みが！　深夜につい食ってしまう弱い心が！」

「ぬああああああ！　す、すみません、教きよう導どう院いんで夏服スカートが透すける階段知しってます！」

「それは教えろおおおおおおお！　ぐあああああ！　次々増えてくエロ画像情報封フオルダが！」

　などと、解わかりやすく阿あ鼻び叫きよう喚かんだ。術じゆつ式しきがあるためか、彼らは水面上じようで転がりのたうち回る。

　だが、敵は手て練だれだった。上流側では、すぐに円周を作り直す隊たい員いん達たちの間を空あけて、倒れた仲間の救きゆう援えんが行われている。そしてこの下流域いきについては、

「まだまだだ……！　こっちはそのまま続ぞつ行こうだぞ！」

　彼らの言葉通り、誾は一つの音を聞いた。

　蟹江城の、しかし上部甲かん板ぱんの砲ほう門もんが動く音を、だ。

　……後部主しゆ砲ほう！

　砲門は二に門もん。先さき程ほどの前部主砲と合わせられたら、合計で六発が来る事になる。

　誾は四つ角十字クアトロクルスを召しよう喚かんしようとした。

　敵の主砲を、下からの射しや角かくで撃うち崩くずさなければならないと、そう思ったのだ。

　……間に合いますか!?

　しかし、誾が四つ角十字の呼び出しを行うより先に、目の前に現れたものがある。

　表示枠サインフレームが一枚、眼がん前ぜんに送られて来たのだ。書き手は総そう長ちようであり、書かれた文字は、

　……〝罰ばつゲームのごあんない〟……!?

　思った瞬しゆん間かん。敵の砲ほう撃げき音が重なった。

　正確に、六発分ぶんだった。
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　滝たき川がわは、蟹かに江え城じようの甲かん板ぱん縁べりから、それを見ていた。

　鉄の主しゆ砲ほう弾は六発飛とんだ。上流側がわと下流側への三発ずつだ。だが、

　……お？

　敵の防ぼう護ご障しよう壁へきの展開がおかしい。上流側と下流側。その二つに三枚を分ぶん配ぱいするかと思えば、

「上流側にのみ展開!?」

　下流を捨てるのか、と滝川が思った瞬間だ。

　砲ほう弾だんが届き、破は砕さいの力をぶち上げるのに合わせ、ある事が眼がん下かで生じた。

　下流側。敵が渡ろうとしていた重力制せい御ぎよの通路が、いきなり水に沈んだのだ。
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　着ちやく弾だんの効果が六つの飛沫しぶきを上げるのを、滝川隊たいは見た。

　上流にては防護障壁の砕くだきに拠よって生まれる、快音と光の散り上がりが三つ。

　下流においては、敵てき勢ぜいが一気に沈んだために、

「……水が！」

　水飛沫と言うより、水みず柱ばしらが三本、夜の湖こ上じようへと跳ね上がった。

　水面が曲面をもってへこみ、その中央に弾だん丸がんが空あけた穴が穿うがたれる。

　直後に、その穴を弾はじき返すように、寄った水が勢いよく空にぶちまけられた。

　だが、飛沫が雨と降る中で、滝川隊は見た。

　下流の敵てき陣じんを囲んでいた皆の内、数名が、

「う、うわああああああ!!」

　声をあげた者達がいきなり水面を真ま横よこに滑かつ走そうし始めた。

　それは、皆の振り向きと共に数を増やし、

「わああああああああああ!!」

　一気に二十数名が、立ったままの姿し勢せいで水を滑走し、波を蹴け立たてた。

　水の中にいる何かに、引き込まれ、沈められていくのだ。そして、

「──っ！」

　彼らの姿すがたが消えたと同時、水中から跳ね上がってくるものがあった。

　大体は解わかっている。水底から、莫ばく大だい量りようの水を持ち上げて溢あふれ出るのは、

「武蔵むさしの下流部ぶ隊たいか！」
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「〝武蔵〟さん、遠えん距きよ離りなのに、細かい操そう作さが出来るもんなんだねえ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、元々が結けつ界かい式で、座ざ標ひようの固定性せいが高いものでしたから。操作をしたと言うよりも、座標の設定を変へん更こうしただけです。──以上」

　武蔵むさし野のの艦かん首しゆ甲かん板ぱんにて、テーブルセットを広げ、酒さか井いに夕食のサーブをしていた〝武蔵〟は、ふと呟つぶやいた。

「人じん工こう湖こなので、生せい息そく物ぶつなどが少ないのも、制せい御ぎよのしやすさに繫つながりました。──以上」

「ああ、やっぱそういうノイズ、あるんだ」

　Ｊｕｄ．、と〝武蔵〟は頷うなずいた。そして彼女は、皿を並べ、

「……更さらには、実は水中での爆ばく圧あつは直接の被ひ弾だんと同どう様ように危険なので、緩かん衝しよう術じゆつ式しきもこちらから転てん送そうしております。──以上」

「成なる程ほどねえ。……防ぼう護ご障しよう壁へきを直接送おくれれば良かったんじゃないの？」

「私用のものは、聖せい連れんの規き定ていで射しや出しゆつ距離が決められております。重力回かい廊ろうなどは、武蔵に至る通行のためとして出来るのですが。──以上」

「ああ、じゃあ、あの通路、実は蟹かに江え城じようからこっちに来るための用意なのね」

　Ｊｕｄ．、と〝武蔵〟は頷いた。

「武蔵の仕し様ように興きよう味みがおありですか。あるならば話を続けますが。──以上」
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　滝たき川がわ隊たいは、敵の移動を見た。

　通路ごと、相手は位置を変えたのだ。それも上流側がわのものも合わせ、今や二つの通路が合がつ致ちし、連れん結けつした形となっている。

　皆が見る視線の先、敵は、片方は水を浴び、片方は風を浴び、しかし両者は合流した。

　そして滝川隊の内、下流隊を担当していた者達は気付いた。

　今、敵の通路と、間が空あいてしまった事に、だ。

　そして下流側。通路の端はしにこちらを向いて立つ影がある。

「武蔵副ふく長ちよう……！」

　ずぶ濡ぬれで動かない副会長を担かついだ彼女は、掲かかげる事無く水平に槍やりを構えた。

「──結べ、蜻蛉とんぼスペア！」
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　点てん蔵ぞうは、忍にん者じや装しよう束ぞくから滝のように水を零こぼしながら責任者を指さした。

「な、何をいきなりするで御ご座ざるかトーリ殿どの！」

「はあ!?　ジャンケン負けたオメエが悪いんだろ!?　本当なら神しん道とう裁さい判ばんでもやるように熱ねつ湯とう風ぶ呂ろだぞ!?」

「ひ、開き直ったで御座るよ！」

・立花嫁：『足が重力制せい御ぎよで設置されてなければ、どうなった事か……』

・あさま：『トーリ君がジャンケン強くて救たすかりました……』

・貧従士：『何気にジャンケン運うん強つよいですよね、総そう長ちよう』

・●　画：『戦せん闘とう系けいの連れん中ちゆうばっかウエットになっても、あまり面白くないわねえ……』

・十ＺＯ：『描いて御座る！　描いて御座るな！』

　叫ぶ間、既すでに皆は倍の広さとなった通路を走り出し、滝たき川がわ隊たいへの対たい応おうを始めている。

　その中で、二ふた代よとミトツダイラが前に出て、敵を突とつ破ぱしていくのが見えた。

　追う形となった自分達は、速度を上げて蟹かに江え城じようのある畔ほとりに向かうが、

　……お？

　背後から、あるものが頭に掛かった。赤い、スペアのスカーフだ。

　後ろに振り向こうとすれば、左に、肩を並べて走るメアリがいる。彼女が用意してくれていたものであろう。

　忝かたじけないと、そう言おうかと、点てん蔵ぞうは思い、

　……否いな。

　メアリとしては、謝られるためにやった事では無いだろう。だから、

「助かったで御座る。首くび元もと冷えると、疲れも溜たまりやすいで御座るからな」

　と、即そく座ざに点蔵はスカーフを取り替えた。そして濡ぬれているものを、メアリに差し出し、

「洗せん濯たく、お願い出来るで御座るか？」

　問うた先。メアリが肩を震わせ、しかしスカーフを受け取った。彼女は頷うなずき、

「Ｊｕｄジヤツジ．……！」

　何だか久しぶりに言葉を交わした気がする。小さい応おう答とうでも嬉うれしく感じるのは、自分が安い人間だという事だろうか。だが、

「届いたぞ！」

　先を行く戦せん士し団だんが、対岸の畔に到とう着ちやくした。

　彼らは防ぼう護ご障しよう壁へきを左右に立て、こちらの道を確保する。蟹江城へと至る通路を、だ。

　そこに向け、点蔵は走った。手を伸ばし、メアリの手を渡したスカーフごと摑つかむ。

　あ、と彼女が声をあげたが、構わない。今は急ぐ時間なのだ。そして、メアリが手を握り返してきたのと重なるように、先行する影が蟹江城の外がい壁へきを駆かけ上った。

　二ふた代よと、ミトツダイラだ。
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　蟹かに江え城じようの甲かん板ぱん上じよう。そこに辿たどり着いた正まさ純ずみは、ふらついていた。

　……おお、久しぶりの足がつく環かん境きよう……。

　さっきまでずっと二ふた代よの肩かた上うえだったから、楽と言えば楽だったが、ちょっと揺られ過ぎた。

　しかし、二代が艦かん側そく面めんを駆かけ上っている間も、上でミトツダイラ達と合流した時も、

「蟹江城の反応が無いのは、どういう事だ？」

　それに、と正純は、足あし下もとを見た。

　木の甲板上は、常じよう夜や灯とうの光に照らされている。

　やや白く日に焼けた板いた張ばりは、中央付近に大きく色いろ濃こい黒の影を落としているのだ。

「これ、……血ですわね」

　銀ぎん鎖さを下に垂たらして他の連れん中ちゆうを引き揚あげているミトツダイラの呟つぶやきに、二代も頷うなずいた。

「ここで、直なお政まさ殿どのの砲ほう撃げきが当たって、グチャア！　となった人員が出たので御ご座ざろうか」

「お前は昼にトマト入ったうどんとか食ってよくそういうの言えるよなー……。だけど、そこら辺は、向こうに話を聞いてみれば解わかるだろう」

　正純は、甲板の縁ふちにナイトとナルゼが上がって来るのを確かく認にん。いざとなったらすぐに退たい避ひ出来るように心構えを作りながら、甲板の艦かん尾び側がわに声を掛けた。

「滝たき川がわ・一いち益ます。──どういう事だ？　蟹江城を開かい城じようしてくれるのか？」

「大体は、見たし、繫つないだからね。もうちょっと付き合って貰もらったら、そうするよ」

　付き合い、という言葉に、二代を始め、皆が腰を低くした。

　初しよ動どうの準備だ。誰だれもがそれぞれ、方角の分ぶん担たんを持っているのが解る。そのくらいには自分も戦せん場じように慣れた。だから、安全ではないかもしれないが、危険ではないと、そう確かく信しんし、

「問おう。滝川・一益。──貴女あなたが求める〝付き合い〟とは何だ？」

「Shaja、一いつ瞬しゆんでいいのさ。ちょっと勝負をして、見てみたいものがあるんだ。

　それを確かめる事が出来たならば、私はここを下がるよ」

　と、滝川が、こちらにやってきた。甲板上、幾いくつもある血だまりの上を渡ってくる姿すがたは、

　……無む傷きずか？

「一体ここで何があった」

「興きよう味みあるのかい？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──貴女は先さき程ほど、羽は柴しばの十じつ本ぽん槍やりと話していた筈はずだ」

「そこまで悟さとられてるのかい。じゃあいい。……とりあえず私としては、私の分の賤しずヶ岳たけの戦いも、終えた手て筈はずでね。近い内に申しん請せいがされる筈さ」

　言われた内容を、正純は思し考こうした。

　……賤ヶ岳の戦いというと、実質、羽柴七しち本ほん槍やりのデビュー戦だよな？

　織お田だ家けの内ない紛ふんともいえるその戦いにおいて、羽は柴しば勢ぜいと柴しば田た勢は争い、滝たき川がわは柴田側がわにつく事になるのだ。ならば、

「ここで、十じつ本ぽん槍やりと戦せん闘とうをしたのか」

「結果については、アンタ達には無む関係さ。ただ、私としては、見るべき結果を見られてね」

　と、滝川が手を挙げた。彼女が指さした先、示す相手がいる。

「水み戸と領りよう主しゆ。──アンタを相手に指し名めいしよう」
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　銀ぎん鎖さで、自分の王やホライゾン達を引き揚あげていたミトツダイラは、滝川の申し出に目を見開いた。

「わ、私ですの？」

　いきなり過ぎる。大体、滝川とは接点が何も無いのだ。

　だが、滝川の手て指ゆびは、真まっ直すぐにこちらを示していた。

・副会長：『どういう事だ？』

・銀　狼：『正まさ純ずみにも解わからないんだったら、私にも解りませんわよ……？』

・ホラ子：『まさか、滝川様、ケモナー……』

・●　画：『ジャンル的に言うけど、大体ケモナーはオス同どう士しがネタよ？』

・貧従士：『……何で、いらん知ち識しき程インパクトが強いんですか……』

・十ＺＯ：『まあ、解りやすいところで言うと、ミトツダイラ殿どのが、戦せん闘とう系けいの役やく職しよく者しやの中で最も疲ひ労ろうと負ふ傷しようを得ているからで御ご座ざらぬか？』

　確かに、とミトツダイラは思った。実際、銀鎖を一本砕くだいてしまっているのだ。

　……次の満まん月げつに修しゆう復ふくさせないといけませんわね……。

　と、そんな事を思いつつ、ミトツダイラは王達を引き揚げて一ひと息いき。滝川に振り向いて前に出る。すると右横よこからメアリが、

「ミトツダイラ様、これを」

　投げられたのは王賜剣エクスカリバーの片側。有あり難がたく受け取って、右の手の中でグリップを確かく認にんした。

　振り向けば、王がこちらを見て一つ頷うなずいた。〝任せる〟。そういう事だ。

　だからミトツダイラは、王賜剣を眼がん前ぜんに立てた。

「王の騎き士し、ネイト・ミトツダイラ、──御お相手いたしますわ」

「有り難い。これで確かに、試す事が出来る」

　試す？　とミトツダイラは思った。

　即そく座ざに、滝川が動いた。前に身を傾け、

「……っ！」

　一歩目めが踏まれた、その瞬しゆん間かんだった。ミトツダイラの視し界かいは、あるものを見た。

　滝たき川がわの身体からだが、五つに分ぶん身しんしたのだ。
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　……分身!?

　古こ典てん的てきな、とミトツダイラは思った。

　何しろ、分身の術じゆつに対する基本的な対たい処しよは、教科書にも載のっている程なのだ。

　相手の身体からだや足あし下もとを見て、流りゆう体たい光こうが無ければ、それは体たい術じゆつや忍にん術じゆつ。

　そして体術や忍術の場合、多くは高速移い動どうの残ざん像ぞうによる分身だ。多量に見えても、一定のルートを巡じゆん回かい移動し、その残像を見せているだけの事。だから攻こう撃げきなどが分身の数だけ見えても、それはモーションの途と中ちゆうで有るため、一つを止めれば全部を止められる。

　ならば対処は、

　……その巡回ルート上に、攻撃を放つ事ですわ！

　ミトツダイラは、前に出た。疾しつ走そうしてくる滝川が五人いる。だが、その正面を避け、右隣どなりのもう一人との間に、王賜剣エクスカリバーを叩たたき込んだ。巡回に当たるよう、その空くう域いきに置くようにして、

「……どうですの!?」

　問うた瞬しゆん間かんだ。

　五人の滝川が、一いつ斉せいに振り向いた。それもこちらの後ろに回り込みながら、だ。

　……え!?

　おかしい、とミトツダイラは思った。一斉に振り向く動きを見せたというならば、それは分身が一いち巡回したからだ。だが、こちらには手て応ごたえも無く、

「……っ！」

　瞬間。滝川が振り向きざまの一いつ刀とうを叩き込んできた。
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　点てん蔵ぞうが聞いた剣けん戟げきの金属音おんは、五ご重じゆうだった。

　巡回型がたの残像分身で出来る音ではない。それは、

「……体術による実じつ像ぞう式しきの忍術分身で御ご座ざるか！」

　点蔵は驚きに叫び、声をあげていた。

　今、滝川が、ミトツダイラに剣の連れん打だを重ねている。それも五人が多た重じゆうの動きをもって、四し方ほうと八はつ方ぽうから攻撃を加えているのが見える。

　どの刃やいばにもしっかりとした重みが有り、受けるミトツダイラの周囲には火ひ花ばなが散っている。

　虚きよ像ぞうや、高速移動で多重に見せる分身の術ではない。

　体術による実像分身だ。

　……まず、使い手はいない者と聞いていたで御座るが……。

・金マル：『……流りゆう体たい反はん応のう無ないけど、どうやってんの、アレ』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．、本ほん体たいの各かく部ぶ移動先さきを、体たい術じゆつで振り分けるので御ご座ざる。踏み込んだ時、身体からだの行く先を足あし先さきから頭まで全て震しん動どう分ぶん化かさせ、各方向に振るので御座るよ』

　そう、仕掛けは震動だ。高速移い動どうなどよりも、更さらに速く、戻しが利く動どう作さ。

「拳こぶしを前に振り抜く時、その腕を震動させてみて下され。前に進む拳が、震動方ほう向こう分ぶん、分化するで御座ろう？　その強化が、あの実じつ像ぞう分身なので御座る。

　本来の動きに震動が加わるため、速度は遅いのが難なん点てんとされるもので御座るが──」

　滝たき川がわはそれを高速に、更には動きの先で、動作に変化も入れられる。

　拳を叩たたき込む時、震動による多た重じゆう化かをした上で、震動先さきの拳の握りを一つ一つ変えて行くようなものだ。

　どれだけの身しん体たい強化と、修しゆう練れんを積んだものか。

・俺　　：『テンゾー、あれ、どのくらい出来る？』

・十ＺＯ：『体調抜ばつ群ぐんの時、走る程てい度どで二、三人、が……、五秒くらいで御座ろうか』

　実じつ用ようになるものではない。

　だが、それを滝川が行う。五人で連れん携けいを取り、ミトツダイラの死し角かくや急きゆう所しよを狙ねらい、

「……！」

　高速化かした。
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　滝川は、己を分けて突っ走らせた。

　五人の分化で得られる利点は、攻こう撃げき回数の上昇ではなく、視し界かいの広がりだ。多た角かく的てきに相手を観察出来るため、何ど処こが死角になっているかが明確に解わかる。

　今、水み戸と領りよう主しゆは右の手に王賜剣エクスカリバーを持ち、防ぼう御ぎよ専せん念ねんだ。右側に防ぼう護ごを集中させるため、左が疎おろそかになるが、

　……片手持もちに拘こだわるのは、いい判はん断だんだ。

　両手で構えれば、身体からだの中央に剣を放つ事が出来る。それは重い攻撃を受けるのに適し、身体の中央を護まもれる利点があるが、今は無む意味だ。四し方ほう八はつ方ぽうからの攻撃を受けている状況では、両腕うででの構えは左右への振りを弱くするし、瞬しゆん発ぱつ的に動けない。また、構えた両腕が常に下側への死角を生む。

　だから水戸領主は、基本姿し勢せいを右前の半はん身みとして、右手の剣を振るう。右の手首を軽く構え、こちらの攻撃を高速の払いや刺し突とつで弾はじく。

　そして彼女は、左腕をこっちへの牽けん制せいに使ってくる。こちらが後ろや半身の正面に回り込んで攻撃しようとすると、手を翳かざしたり、後ろに振って、初しよ動どうの見せかけを行うのだ。

　上う手まい。

　堅けん実じつな動きだが、多た人にん数ずう化しているこちらを捌さばく技ぎ量りようがある。更さらには、

　……匂においか！
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　ミトツダイラは対応した。

　用いるのは堅実な剣けん戟げき。だが、自分にとって補助となるのは人狼ルウガルウの嗅きゆう覚かくだ。

　震しん動どうによる滝たき川がわの分ぶん身しんが行く先。その動きから匂いが伝達するまでは、タイムラグがある。しかし、匂いの届く範はん囲いによって、敵の移動距きよ離りや速度、移動範囲の大だい体たいを測れるのだ。

　特に、移動範囲を読めるのが強い。深ふか追おいなどの無む駄だな動きをしなくて済むからだ。

　……後は、滝川のリズムを読む事ですわね……！

　やはり人間の動きにはリズムがある。刃やいばを振ったならば、戻さねば再さい攻こう撃げきは出来ないのだ。幾いくつも分身があっても、それらは常に攻撃をしている訳わけでは無い。

　ならば、攻撃と戻しに、一いち音おんずつ与えればいい。五人の滝川、その動きの一つ一つに、

「ん」

　攻撃が二人来きて、

「ん、ん」

　一人来て、二人戻って、
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「ん、あ、あ」

　五人の滝たき川がわ、一人は二つの音を持つ。ならば、リズムは十じつ進しん法ほうで、

「ん、ん、ん、あ、あ、ん、あ、ん、ん、あ、あ」

　人狼ルウガルウは口ずさむ。相手の攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを読み、謳うたい、そして、

「……る！」

　そこに己おのれの攻撃を挟んでいった。
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　……化ばけ物ものかい！

　五回に一回。そんな割合で、狼おおかみが反はん撃げきに来た。

　無む論ろん、分ぶん身しんへの介かい入にゆうは想そう定ていしていた事だ。だが、それは、ここまで堅けん実じつなものではなく、もっと強ごう引いんなものかと思っていた。

　違う。敵はこちらの攻撃テンポを読み、しかし、引きに合わせない。

　敢あえてというように、敵はこちらの攻撃を弾はじいて来たのだ。

　危険だ、と滝川は思った。水み戸と領りよう主しゆが行っているのは、恐らく、自覚無なしの見み切きりだ。

　攻撃と防御の間まを読む。それも攻撃としての見切り。そんな技を、彼女はこの戦せん闘とうで思いつき、実じつ践せんし始めている。

　……こいつは……！

　危険だ、と改めて滝川は思った。こいつは、次じ代だいの羽は柴しば達たちに対して、危険だと。

　それでいて、滝川は一つの事を思い出した。松まつ永なが・久ひさ秀ひでが、最さい期ごの際きわに告げた言葉を、だ。

　……最大の創そう造ぞうと、最大の破は壊かいをぶつけたら、どうなるのか。

　その通りだ。今、自分は、最大の創造を作る手伝いをしている。己は最大の破壊ではないし、それに成り切る事も出来ないが、次代に対する最大の敵を作りつつあるのだ。

　そして、滝川は聞いた。

「ん」

　という狼の声が、

「る」

　と言う音に変わっていく。そのたびに火ひ花ばなが増え、こちらの刃やいばが弾かれる。

　上回られる、と滝川は悟さとった。ならば、

「これならどうだい!?」
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　ミトツダイラは、不ふ意いに敵の攻撃を受けた。

　右に回った滝川の一人が、刃やいばを叩たたきつけてきたのだ。

　無む論ろん、それだけならば今まで通りの普通の攻こう撃げきだ。ミトツダイラはそちらに王賜剣エクスカリバーを軽くスナップして打ちつける。

　だが、軽い斬ざん撃げきが当たる瞬しゆん間かん。滝たき川がわが腕を捻ひねった。肘ひじと言うよりも、下か腕わんを叩たたきつけてくる攻撃へのシフトだ。

　しかし、こちらは既すでに刃を振るっていた。結果として滝川の腕に王賜剣が食い込み、深さ一センチ程で下腕を削そいだ。

　……え？

　これは成果だ。滝川を傷つける事が出来たのだから。だが、

　……しまったですの……！

　ミトツダイラは、滝川の狙ねらいを知覚した。それも嗅きゆう覚かくで、だ。

　高速の震しん動どう分ぶん身しんによって、滝川の腕から赤い霧きりが散り、周囲の空間に飛沫しぶいたのだ。
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　滝川は、零こぼれる血を霧として、更さらには幾いくつかの滴しずくを甲かん板ぱん上じようにわざと落とした。

　血と言うよりも、匂においの溜たまりを各所に作り、水み戸と領りよう主しゆへの囮おとりとしたのだ。

　……さあ、どうだい。

　この敵は、一体、どこまで出来るのか。

　そして滝川は思う。こいつらは、自分を諦あきらめない事が出来るのか、と。

　諦めないという不ふ屈くつ。それを為なすには、必要な事がある。

　大事なのは、当然のように、諦めを望まない意い思しの存在だ。

　だが、それだけでは足りない。意思があっても、潰つぶされ、失わされては意味が無いからだ。

　だからそうならないためには、実力が必要だ。

　以前、白しら鷺さぎ城じようで武蔵むさしと立ち会った時、自分は彼らの〝用意〟に負けたと滝川は思う。最後の、有あり明あけや輸ゆ送そう艦かんを重ねた攻撃などは、ある程てい度どの組み立てによるものだからだ。

　彼らは、諦めないように戦せん術じゆつを組んでいたと、そう言える。

　だが、諦めとは、先に見えて対たい処しよ可能なものや、事じ前ぜんに潰して行けるだけのものではない。

　突とつ発ぱつ的てきに来る諦めこそが、危険だ。

　思いがけない、己おのれの用意も組み立ても全部崩くずすような諦めの到とう来らい。

　この敵どもには、力がある。こちらを超えていくだけの力がある。しかし、

「実力として、常に諦めを崩せるか、見せてみな！」

　滝川が狙ったのは、敵の背後だった。前から二発の攻撃を叩き込み、同時に背後からの三さん重じゆう刺し突とつを叩き込むのだ。

　敵が身を回し、回かい避ひしようとしたが、もう遅い。無む防ぼう備びな背中が見えている。だから、

「……！」

　滝たき川がわは全身を叩たたきつけるようにして、狼おおかみを狩かりに行った。
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　滝川が、敵を討うつためにあらゆる動きを始めた直後だった。

　滝川は、水み戸と領りよう主しゆの判はん断だんを見た。

　狼が、身を回し、背後から襲おそう三人の中央に対して強ごう引いんな半はん身みを作ったのだ。だが、それでも構わない。左右からの二人が刺し突とつを可能とするからだ。しかし、

「何……!?」

　水戸領主が、背後の中央にいる一人へと、身を投じたのだ。

　それは瞬しゆん発ぱつ加か速そくにして、軽いもの。背後に振り向きもしていない突とつ発ぱつの動どう作さだ。

　……こっちは刃やいばを構えてるのに跳び込むとは、死ぬ気か！

　滝川は思った。これは〝答え〟になっていない、と。

　諦あきらめを潰つぶすならば力で潰すべきだろうに。この答えでは単に運任まかせだ。だが、

「────」

　滝川の視し覚かくは見た。刃を突き込む自分の右腕うでから、血けつ流りゆうが宙に散っているのを、だ。

　そして正面側から襲った二人の滝川は、水戸領主の顔を見た。

　目を閉じている。

　彼女は、実じつ像ぞう分ぶん身しん五人の動どう作さを読み取るため、血の匂においに集中したのだ。それも、霧きりの動きと、こちらの挙きよ動どうに伴って散る血流を判はん読どくするために目を閉じ、嗅きゆう覚かくを鋭えい敏びんにして、だ。

　無む論ろん、匂いの伝達は動きよりも遅い。しかし、攻こう撃げきの動きとは、構えから始まるものだ。

　匂いの伝達が遅くても、構えを察さつ知ち出来れば、そこから先の動きは読める。そして、

　……私と分身の構えを読み取り、こちらの懐ふところへと正確に飛び込んできた……！

　運任せでは無い。能力を用いたアドリブの判はん断だんだ。

　今、水戸領主の半身が、三人による三本の刺突の間を抜けた。

　当たらない。それを貧ひん乳にゆう回かい避ひと人は呼ぶだろう。そして滝川は思し考こうした。

　……よく、こんな解かい法ほうに辿たどり着いた……！

　敵は、こちらの攻撃に何も諦めず、出しゆつ血けつの罠わなを逆ぎやく用ようして正解に辿り着いた。対する自分は、

「くそ……！」

　踏み込み過ぎていたのは解わかる。そうしなければ倒せない相手だった。

　だが、懐に飛び込まれた事で、距離感かんを失い、

「──っ!!」

　滝川は、自分達たち五人による斬ざん撃げきと刺突を、水戸領主を抱くようにして自ら全て直ちよく撃げきした。

　まるで、敵を抱きかかえ、守るようにしながら、だ。
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　ミトツダイラは、滝たき川がわの身体からだから力が抜けたのを悟さとった。

　一歩を離れて見れば、晴れていく血ち煙けむりの中、滝川が一人立たっている。

　その身体には、幾いくつもの刺し傷と、斬ざん撃げきが有り、しかし、

「滝川・一いち益ます。貴女あなた、……先の勝負でどれだけの事を為なしましたの？」

　問うた先、滝川がこちらを見た。

　笑った。

　そして彼女は、こちらに向けた手を前後に振る。あっちへ行けと。

「いいよ、行きな。──もう、〝私じゃあない〟んだ、それがよく解わかった」

「……いいのか、滝川」

　と言葉を送ったのは、正まさ純ずみだ。そしてホライゾンが、

「これから、どうなさいますか。──滝川、ええと」

「ええと？」

　ホライゾンが皆の視線の先で、右の掌てのひらを前に出した。

「……数字が着きますね？」

　おお、と馬ば鹿かが頷うなずいた。そして馬鹿は、ホライゾンの前で全身を傾かしげ、

「──意い外がいと、難なん読どくな名前です」

「フ、その程てい度どのヒントでホライゾンが答えるとお思いですか」

　どういう強がりですの、と思う一方、滝川が苦く笑しようする声が聞こえた。

「──地じ元もとに帰って一ひと息いきつくよ。これ以上は、関わったところで自分の邪じや魔まさに嫌いや気けが差すだけだろうからね。それに……」

　彼女は、こちらを見て、南の空に視線を回した。

「私も少しは、役に立った。それが最後で、いいだろう」

　行きな、と彼女は言った。

「この艦かんは、P. A. Odaに戻るまで使わせて貰もらう。すぐに出なければ、羽は柴しば達たちが気にするだろうしさ。……そして私も、羽柴と顔を合わせず、地元に帰りたい」

　苦笑混じりの声に、ミトツダイラは滝川の本ほん音ねを見た気がした。

　……どれだけ、羽柴が大だい事じにされているのか、という事でもありますわね。

　ある意味、羽柴達は、P. A. Odaを受け継いで行く事になるのだ。

　当然と言えば、当然かも知れない。

　ただ、王が滝川に声を飛ばした。

「道を空あけてくれるのかい」

「空けるんじゃない。──試して、認めただけだよ」

　さあ、と滝たき川がわが指を鳴らした。すると、蟹かに江え城じように明かりが灯ともり始めた。艦かんが震しん動どうし、

「さよならだ、武蔵むさし勢ぜい。私は過去になりに行く。見送ると引きずり込まれるよ」

　艦が起き動どうする。
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　小お田だ原わらの南。空の中で、嘉よし明あきはそれを見た。

　北の水すい源げん地ちから、航こう空くう戦せん艦かんが一いつ艦かん、上じよう昇しようしていくのだ。

　蟹江城だ。行き先は西の空、P. A. Odaの方だろう。

　白姫ヴアイス・フユルステインの速度を緩ゆるめ、嘉明はそちらに振り向いた。片手を挙げ、十じゆう字じを上下逆ぎやくに切り、

「Nema、──貴女あなたの魂たましいが安らぎある地に着く事を」

「嘉明」

　何？　と傾けた視線の先。後こう部ぶ座席には糟かす屋やがいる。

　俯うつむき、横よこ座ずわりの姿し勢せいをとっている彼女の服装は、無数に切せつ断だんされていた。腕も、脚あしも、胸も背も、切られ、断たれ、血が黒く乾いた形で縞しまを為なす。

　だが、彼女は、力を失いつつも、確かな声で、

「私は、よく出来ましたの？」

「当然よ」

　嘉明は、遠ざかって行く艦を見えるように、空中で白姫をゆっくりスピンさせた。

　ほら、と言えば、糟屋が風に髪かみを揺らした。そして彼女は、遠く、夜を渡っていく蟹江城に俯きの頭を下げた。は、と息を吸った後で紡つむがれる言葉は、

「──Ｔｅｓテスタメント．、有あり難がとう御ご座ざいました」

「それだけ言えれば充分よ、糟屋。……だって、貴女あなたが倒した滝たき川がわ・一いち益ますは、聖せい譜ふ記き述じゆつでは織お田だの四し天てん王のうに数えられるような人だったんだから」

　だから、

「大おお谷たにや可か児に、会った事あったかしら？　顔を合わせるまで胸を張れるようにはしておきなさい。──私より胸あるんだから」

「笑うとこですの？」

　Ｔｅｓ．、と嘉明は言った。

「そう言うと、アンジーが胸張はって笑うのよ」
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　滝川は、遠く、南の空に流りゆう体たい光こうの一線を見た。こちらに解わかるように一度スピンをしたように感じられたが、自じ意い識しきの過か剰じようだろうか。

　ただ、そちらに軽く手を振り、滝川は一ひと息いきをついた。

　直後。その全身から、赤の色が飛沫しぶいた。

「滝たき川がわ様さま！」

　甲かん板ぱんに上がって来ていた仲間達たちが声をあげる。が、滝川は鼓こ動どうに従って噴ふき出す血を堪こらえながら、気にするなと手を挙げた。

「流石さすがに二に戦せんは、キツかったねえ」

　甲板上じように染しみていた血は、糟かす屋やのものだけではない。

　自分とて、食らっていたのだ。それも、

「く……」

　左の首。そこに受けた三さん条じようの斬ざん撃げきから、勢いよく血が迸ほとばしった。

　全身。何ど処こにおいても朱しゆの色の無い場所が無い。表示枠インシヤコトブが幾いくつも立ち上がり、止し血けつを行って行くが、さて、何処まで保もつものか。

　は、と滝川は息を吐き、そして勢いよく吸った。

　震しん動どう式しきの実じつ像ぞう分ぶん身しんを可能とする身体からだだ。その筋きん力りよくを使えば、筋きん肉にくを締しめての止血は出来る。だが、それ以上に、

　……保たないねえ。

　手で剝はがすのは、制せい服ふくの下に仕込んでいた符ふだ。忍にん者じやとしての、痛つう覚かくなどを無くして行動を取らせる麻ま酔すい系けいの術じゆつ式しき符ふ。

　これが無ければ、二度目の戦せん闘とうで自分の身体が保たなかった。だが、少なくとも二度目めにおいては、織お田だの重じゆう臣しんとしての意い地じを見せつけ通した筈はずだ。気付いていたとするなら、こちらの身体に触れた水み戸と領りよう主しゆだろうが、だからこそ彼女には自分の意い思しが通じたろう。

　大たい国こくの重臣としてのプライドだ。

　これを無しで対たい応おうした糟屋と、これを使って対応した水戸領主と。どちらが強いのか。

「P. A. Odaに通つう神しん。これから滝川・一いち益ますは戦せん線せんを離り脱だつ。主要な歴史再さい現げんを終えたものとして襲しゆう名めい終了を申しん請せいの上、P. A. O. M. を自主退たい学がくで卒業とする」

「滝川様……！」

「はは、ついてくるなよ？　いい歳としして情なさけない」

　笑って言って、滝川は甲板縁べりに背を預けた。夜の空を見上げ、

「後で、脱出用の船を貰もらうよ。地じ元もとに帰るんだ」

　思い出す。

「私の生まれは甲こう賀がの土地でね。焼き物の名めい産さん、知ってるかい？　山やま間あいだけど、水も豊富な土地でね。茶も美う味まいんだ。今度来くるといい」

「ついてくるなって言って、それですかい!?」

　皆の言葉に、滝川は笑えみで返した。そして滝川は視線を下げた。眼がん下か、甲板縁から見える小お田だ原わらと人じん工こう湖こを見下ろせば、蟹かに江え城じようのあった処ところには明かりが幾いくつか見える。

　武蔵むさし勢ぜいが、遺い跡せきに突とつ入にゆうするのだ。

　その光の動きを見ている間に、艦かんが上じよう昇しようを開始した。見えていた地上が、せり上がる視し界かいに消えていく。

　否いな、と滝たき川がわは思った。今、自分の視界が下がっていくのは、艦の上昇のせいではない。

　自分が、ゆっくりと甲かん板ぱんにずり落ちていくからだ。

「滝川様さま……！」

　気にするな、と滝川は口を開いた。

「来るんだろ？　私の地じ元もと」

　駆かけ寄る皆の前、甲板縁べりに背をつき、滝川は座り込んだ。何とか胡座あぐらを組み、

「ずっと先の事だ。末まつ世せがどうなるか解わからなくて、皆、忘れちまうかもしれないけど」

　ああ、と滝川は思った。私が正まさしく過去になれたら、皆は来るのだろう、と。

　そして滝川は思った。武蔵勢が次の動きに入った事を、自分の節ふし目めとして、

「──ちゃんと、過去を知ってくるんだよ？」
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　それは、石造りの通路だった。

　幅にして二十メートル。高さにしても同どう様ようの空間だ。

　そこを今、武蔵むさし勢ぜいは進しん行こうしていた。

　正まさ純ずみは、蟹かに江え城じようから降りる際の手て筈はずから、そのまま二ふた代よにまた担かつがれた状態。

　正面となる先せん頭とうを行くのは、広こう範はん囲い用ようの灯とう光こう術じゆつ式しきを掲かかげたクロスユナイトだった。

　正純は、中ちゆう盤ばんのホライゾンと後こう続ぞくの立たち花ばな嫁よめが同じ術式を掲げているのを見渡し、

「入口から内部通つう路ろは、真田さなだの遺い跡せきのように広くはないんだな」

「あちらはやはり、竜りゆう属ぞく対応というものであろうな。使用されている石も、こちらは軽さを重じゆう視ししているようだ」

　そういうウルキアガに、前を行くクロスユナイトが振り向いた。彼は一つ頷うなずき、

「ええと、音の反はん響きようからするに、奥の方も大型フロア一つという作りのようで御ご座ざる。

　つまりここは、どちらかというと、東とう征せいや開かい拓たくの際の砦とりで的なものだったので御座ろう」

　基地というよりも、見張り塔とうや補ほ給きゆう所じよと言ったところか。

「だとすると、あの壁へき画がが削けずられずに放ほう置ちされているのも解わかるな。ここは早い時期で不ふ要ようとなり、放ほう置ち状態になったという訳わけか」

「そういう場所があるなんて、運がよかったのか悪かったのか、解わかりませんわね」

　ただ、とミトツダイラが足あし下もとを見た。何となく急ぎ足になる皆の下。そこでは時とき折おりに石いし壁かべの隙すき間まから漏もれた水が零こぼれていくのだ。進行方向へと下る水の勢いに波があるのは、

「……随ずい分ぶんと不安定っぽいが、大だい丈じよう夫ぶなのか、ここ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、精せい霊れいの動きを見ていると、少々不ふ安あんな部分があります」

　クロスユナイトの後ろについていくメアリが、振り向きながら空中に手を翳かざした。彼女の白い手て袋ぶくろの示すところ、流りゆう体たい光こうが集まっては揺れ、消えていく。それは、

「この周辺、地ち殻かくが随分と〝抜けている〟ようです。水すい源げん地ちとして存在していますが、水すい脈みやくは一定ではなく、動くものだからですね。ゆえに──」

　メアリが頭ず上じようを見上げた。両側の壁へき上じよう、天てん井じよう間ま際ぎわに横よこ一いつ直線の灰はい色いろをした染しみがある。

「あの辺りまで水すい没ぼつしていた事もあるのでしょう」

　ほほう、と頷うなずいたのはホライゾンだ。彼女は両手で大きな光の玉たまを掲げながら、

「今回、北ほう条じよう攻ぜめで人じん造ぞう湖こを作りましたが、その余よ波はは？」

「Ｊｕｄ．、本来の水脈が、人造湖に溜たまった水から圧力を受け、地殻を浮かせていますね。つまり、ちょっと隙間の空あいたブロックに水が押し寄せ、ブロックが動き、隙間を不確かにしてる……、というのが、現状なのだと思います」

「オタクに言わせたら脱だつ線せんして解らなくなるような見事な説明だわ……」

　ナルゼの言葉に、皆が躊躇ためらいなく頷うなずいた。ネシンバラがいないからだな、とも思うが、いても頷いた気がする。まあそういうもんだ。気にするな。

　だが、ホライゾンが不ふ意いに告げた。

「……武蔵むさしが蟹かに江え城じように兼かね定さだを撃うち込まなかったのも、ホライゾンが宗むね茂しげ砲ほうをぶち込まなかったのも、基本、この人じん工こう湖こと遺い跡せきがヤバいから、という理由だったかと」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それが何か？」

「……どうして、そんな場所での戦せん闘とうを北ほう条じようは許きよ可かしたのでしょう」

　そりゃあ、と正まさ純ずみは告げた。前回の会議における北条の反応を見れば解わかる。

「あまり、この遺跡に価か値ちを感じてなかったからだろう」

　成なる程ほど、とホライゾンが頷うなずいた。

「──だとすると、ここ、崩ほう落らくしてもいいと思われてませんか？」

　ホライゾンの言葉に、皆が顔を見合わせた。そして、皆して妙みような笑顔になって、

「まさかあ」

　いきなり、クロスユナイトの頭ず上じようから、ブロックが一つ、強きよう烈れつな水と一いつ緒しよに落ちて来た。

「うわあ──！　驚いたで御ご座ざるなあ！」

「ちっ、第一特とく務む！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

「くっそ、第一特務、何で大丈夫ですか！」

「畜ちく生しよう……！　第一特務、何でですか！」

「段々本ほん音ねが出てきてるで御座るよ──!?」

　だが、言っている間に、

「あ」

　二箇か所しよが抜けて水が落ち、皆が走り出した。

　正純は、二ふた代よに担かつがれ、まるで追いかけてくるような状態となった皆を見てこう思う。

　……何で、命が懸かからないと連れん帯たい感かんが出ないんだろうか……。

　逃げ出す奴やつがいないのは、単に付き合いがいいだけだと思う。
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　鈴すずは、皆の行く先をモニタしていた。

　浅あさ間まの通つう神しんから、音を頼りにした知ち覚かくだ。武蔵の方で増ぞう幅ふくと精せい査さを行っているとはいえ、入って来る情報は流石さすがに少ない。だが、

　……通路、単たん純じゆんだし……。

　空間の把は握あくは出来ている。しかし、天てん井じようの抜けが怖こわい。

　……走らない方が、よくない、かな？

　不安なのは、内部だけではない。武蔵側がわの知覚系けいからは遺跡周辺の地ち勢せいが捉とらえられているのだが、どうもこちらも微び妙みように不確かな処ところがある。

　時とき折おり、遺い跡せきや人じん工こう湖この周辺が震しん動どうするのだ。地ち殻かくの底にある岩がん盤ばんが、水すい脈みやくの移動によってぶつかり合っているのだろう。その地じ響ひびきは、確かに耳に聞こえてくる。そして、

「あれ……？」

　鈴すずは気付いた。手を翳かざして再さい読よみ込みを掛けた知ち覚かく系けいの先。人工湖の表面がおかしい、と。

　水すい位いが上がっているのだ。しかし、その一方で、

「届いた……!?」

　皆の行き先に、いきなりの空間が開けたのだ。

　真田さなだで入ったよりも、遙かに小さいスケールだが、それは確かなホールだった。

　……黎れい明めいの時代の名残なごり……！
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　誾ぎんは、見み慣なれたような、しかし端はし向むこうまでが狭いそのホールに到とう達たつした。

　気付けば、床には水が溜たまり始めている。足首辺りまで浸ひたる全ぜん域いきは、飛沫しぶきの音を立て、

「頭ず上じよう……！」

　誾ぎんは、上空に両の手を翳した。

　同じように、既すでにホールの向こうに達していた第一特とく務むと、中ちゆう盤ばんにいる武蔵むさしの姫ひめと共に、

「見えますか……!?」

　広こう範はん囲い灯とう光こう術じゆつ式しきが、ホールの天てん蓋がいを晒さらした。

　下から徐じよ々じよに見えていくのは、まず、黎明の時代の概がい要ようを示したレリーフだ。そして中央にあるものは、

「なあテンゾー、これで〝大だい吉きち〟とか書いてあったらどうする？」

「ははは、神しん道とう的てきにありそうで御ご座ざるなあ」

　……本当にそうだったらどうする気ですか……!?

　あり得ないあり得ない、と誾は内ない心しんで呟つぶやくが、向こう、浅あさ間ま神じん社じや代表が嫌いやな現実を見ないように顔を背そむけているのは何な故ぜだろうか。

　だが、光が届いた。浅い角度で入った三つの光は、そこにある立体を多た角かく的てきに照らし、

「見えました……！」
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　……え？

　皆の中央であり直ちよく上じようである場所。

　そこにあるものを見た正まさ純ずみは、疑問の声をあげた。

　ホール中央のレリーフ。それはまず、外がい周しゆうに、祝福の人々を並べたものだ。皆が手を繫つないだり、笑って、中央にあるものを祝福している。だが、

「……あれ？」

　天てん蓋がいのど真まん中なかにあるのは、一つの図ず形けいだった。

「二に境きよう紋もん……!?」
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・未熟者：『待った！』

　突とつ然ぜんの声が、ホールに響ひびいた。皆の表示枠サインフレームに飛び込んできたネシンバラの声だ。

　それを聞く正まさ純ずみは、しかし直ちよく上じようにある図形を見る。

　円に、中央を横切る一本のライン。これはどう見ても、

・副会長：『二境紋だろう？　……何が〝待った〟なんだ？』

・未熟者：『黎れい明めいの時代だろう？　それが二境紋であったとしても、ちょっと言わせてもらいたい事がある』

　それは、

・未熟者：『──黎明の時代、人々は環かん境きよう神しん群ぐんに会いに行った。それは位い相そう空間の中、この地球の地下六千キロだと言われている』

・副会長：『それが、どうかしたか？』

・未熟者：『六千キロって、地球の半はん径けいに大だい体たい等しいって、知ってるかい？』

　ネシンバラの言葉に、皆が直上を振り仰あおいだ。

・未熟者：『行って、帰って、通し道どう歌かだ。それは地球を横よこ切ぎる距きよ離りに等しい』

・副会長：『待て』

　今度は、制せい止しの言葉を正純が使った。

・副会長：『つまり、あの直上のレリーフは、環境神群に会いに行って、いろいろな事が解決したのを祝うという内容なのか？』

　だとしたら、

・副会長：『二境紋って、何だ？　公こう主しゆって、何だ？』

　問い掛けるが、答えは無い。だが、正純は思い出す。母がいなくなった時、家の中に描かれていた二境紋を、だ。

　……母かあさんを何ど処こかに連れ去ったのは、こんな時代から関係する何かなのか？

　訳わけが解わからない。何もかもがいきなり過ぎる。

　しかし、思えば、ノヴゴロドでもそうだった。あの場所で、自分達の背後には二境紋が出現したのだ。あれは、オラニエが公主隠かくしに遭あう際の余よ波はだったと思うが、

「勘かん弁べんしてくれ……」

　何かが解った瞬しゆん間かん。それ自体が不ふ可か解かいだと、そう知らされた気がする。だが、

「おい！　セージュン！」

「何だ馬ば鹿か」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と馬鹿は、こちらを指さし、ポーズをつけてこう言った。

「──さっきの罰ばつゲームのせいで、透すけてる」
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「見て楽しいか馬鹿……！」

　と言いつつ、副ふく会長が身体からだを隠かくすのを誾ぎんは見ていた。

　向こう、浅あさ間ま神じん社じや代表が、自分の羽は織おっている男おとこ物もののシャツを見て、あ──、と困った笑えみを作っているが、仕方ない。それは彼女のものなのだ。

　誾は、自分も罰ゲームを食らった手て前まえ、服を見てみるが、

　……極きよく東とう式しきの夏服は胸むね布ぬのがあるのでした。

　パンツ部分は元々がセパレート化も出来るよう、厚めの素そ材ざいだ。ただ、

「宗むね茂しげ様さま、一いち部ぶ透けているの、気付いてましたか」

「いえ、誾さんと話す時は、顔を見ていますから」

「──では今後は、身体も見て頂いただけますよう、お願いします」

　周囲、女おんな衆しゆうが〝おおう〟と下がるが、気にする事ではない。平へい常じよう運転です。

　ただ、誾は改めて直ま上うえを見上げた。そして、

「……？」

　一つの妙みように、誾は気付いた。

「……おかしいですね。今までの二箇か所しよでは、あの半はん円えんの天てん蓋がいの中央側がわが、大きく削けずられていました。しかし──」

　記き憶おくの中にある削り跡あとと比ひ較かくすると、妙な事がある。

「あの二に境きよう紋もん。それらの削り跡と比べると、小さ過ぎます」
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　そうなの？　とナルゼは思った。

　ノヴゴロドでも、真田さなだでも、自分は地下のレリーフをマルゴット共とも々ども見ていないのだ。だから、レリーフが削り跡より小さ過ぎると言われても実感は無いのだが、

「じゃあ、他の処ところの天蓋には、別のレリーフがあったのかしら？」

「いや、真田の天てん竜りゆうは、北ほう条じよう・時とき頼よりから、ここのレリーフが世界で唯ゆい一いつ残っている場所だから知りたければ来いと、そう聞いていた。だから、ここには他と同じものがあったと思う」

　正まさ純ずみの声に、ナルゼは納なつ得とくの頷うなずきを作った。

　……だったらここも同じ筈はずね……。

　だが、見上げる天てん蓋がいには、周しゆう縁えんに祝う人々が有り、中央に二に境きよう紋もんがある。

「構こう造ぞうからすると、天てん井じよう画がを描いてもよさそうなのにね」

　空くう白はくを勿もつ体たいないと思うのは、貧びん乏ぼう性しようなのか。それとも、昔の人々のセンスが足りていなかっただけなのか。

　ただ、ナルゼとしても、天蓋を見上げていると妙みような感覚を得る。

　……おかしいわね。

　やはり、広い空白に何か描いていなければ変ではないかと、そう思うのだ。

「浅あさ間ま、ちょっと、この場所の情報をとって、鈴すずに投げておいてくれる？　構造的に、何か秘ひ密みつがあるかもしれないから」

「あ、はい。そのようにしておきます」

　浅間が表示枠サインフレームを出してスキャンを開始する。そしてこちらも、

「じゃあ、ちょっと、周辺の表面テクスチャを拾っておくわね」

　展開するのは周しゆう知ち燃もえだ。三六〇度視し界かいを確かく保ほするなら、これだろう。

「ねえ総そう長ちよう、そこ、中央、基準になるから立ってて」

「おーう、何か面めん倒どうな事始めたな、また。ここの模も造ぞう再現出来るようにするってか？」

「かなり埃ほこりとか苔こけとかついてるから、当時の再現、ってのは難しいけどね。でも、何か引っかかる部分がある訳わけ。何でなんだろう、ってね」

　削けずり跡の大きさと、無む地じ部分の多い天蓋。この二つが気になる。

　来れて良かった、とナルゼは思った。有ゆう翼よく系けいで空を飛ぶ機殻箒シヤーレベーゼンも持っているとなると、地下に降りる仕事はなるべく避けたい。だから今まで、地下には足を向けなかったが、

　……見に来ないと解わからない事って、あるわね。

　そしてナルゼはこう思った。

　……あ、私、皆に対して協力的だわ……。

　軽く落ち込んでしまうのは、いい事なのか悪い事なのか。ただ、横のマルゴットが、

「ガっちゃんガっちゃん。──透すけてるの、見たい？」

「──待って、ソッコで周知燃を済ますから」

　人間、切り替えが大だい事じだ。だから術じゆつ式しきを展開し、馬ば鹿かの頭ず上じようでソッコの撮さつ影えいをする。

　これで情報を持ち帰り、再さい構成したならば、何が一いつ体たい解るだろうか。もし仕掛けがあるとしたならば、

「何か合あい図ずで動き出すのが、こういう時の御お約束で御ご座ざるがなあ」

「どっかにレバーとか、天井から下がる紐ひもとかは？」

「否いな。──一応、奥には、真田さなだの遺い跡せきにあったのと同どう様ようの倉そう庫こや生活用のスペースが存在しているようで御座るが、そちらは水に沈んで御座る」

「じゃあ、情報取っても、このホールだけね。仕掛けがあるなら、解るといいけど」

　と、言ってナルゼは一ひと息いき。そして馬ば鹿かが、皆を見渡した。

「おーし皆、とりあえず検けん証しようする素そ材ざいもとったけど、セージュン君が透すけてたって事で、じゃあ、今日きようの葵あおい・トーリ探たん検けん隊たいはここでお開き」

　と、馬鹿が手を左右に開く。一本締じめで、

「よ──……。はい！」

　手を打った。一回。流石さすがは芸げい人にん、という快音が響ひびき、反はん響きようした。

　その時だ。不ふ意いに音がした。頭ず上じよう。二に境きよう紋もんが彫ほられた天てん蓋がいがいきなり軋きしんだのだ。

「え……!?」

　見上げた視線の先、天蓋が二つに割れ、

「まさか、奥にもう一つの絵があったで御ご座ざるか!?」

　点てん蔵ぞうの叫びと同時、亀き裂れつから高圧の水が真ま下したに叩たたきつけてきた。

　馬鹿が直ちよく撃げきして、溜たまり始めていた水に転がる。だが、直ま上うえからの水は止まらず、天てん井じようが崩くずれ始めた。皆は、落らつ下かの石せき材ざいと水を見て、

「仕掛けじゃなくて、これは崩ほう落らくだ……！」
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「撤てつ退たい──!!」

　点蔵が叫ぶ間にも、ナルゼの視し界かいの中、天井が崩れ、水が落下を始めていく。

　何もかもが落ちていく中、水の中を転がった馬鹿が起き上がった。

「俺おれ、気付いた！　〝遺い跡せきは壊こわれるの法ほう則そく〟ってあるよな！　やっぱ！」

「ほほう、壊れてナンボの遺跡かと思いますが、実はトータル、壊れるのではなくて壊しています。意味が解わかりますね？」

「えーと、私達じゃない人が来てればちゃんと検証出来たんですの？」

　ミトツダイラの問いに、誰だれも答えず視線を逸そらした。その中でナルゼは吐と息いきして、

「……駄だ目めな連れん中ちゆうね……」

「こ、今回初はつ参さん上じようだからって態度大おおきく出たで御座るな!?」

　いいじゃない、と呟つぶやき、ナルゼは崩落の頭上を改めて見た。

　直ちよく上じよう。何か物もの足たりない天蓋がある。その凹おう面めんには、灯とう光こう術じゆつ式しきに照らされた床面の波が光となって映っていた。その揺らぎを見た時、ナルゼは、

　……え？

　何か、今、自分は気付いた気がした。

　この場所への疑問を解く鍵かぎとなる、何かを、だ。だが、

「ガっちゃん!!」

　マルゴットに手を引かれ、一歩下さがった直後。自分がいた位置に天蓋の石材が落下した。

　崩ほう落らくが、本ほん格かく的てきに始まったのだ。
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　浅あさ間まは、直ま上うえを動どう態たいスキャンして、石せき材ざいの落らつ下か予よ測そくを計けい上じようする。その位置を床面に表示枠サインフレームで投とう影えいすると、ほぼ全ぜん域いきが光で埋うまった。

　ここは崩くずれるのだ。だから、

「退たい避ひ急いで下さい！　ほら、トーリ君ももう一回手を叩たたこうとしない！」

　こちらも急ぎだ。何しろすぐ横に、

「わ」

　天てん蓋がいの石材が落ちて来て水みず飛沫しぶきを上げた。見れば、石材表面で固こ化かした埃ほこりなどが落下の衝しよう撃げきで砕くだかれている。水に洗われた石材は平へい滑かつとなっており、こちらの顔が映るくらいだ。

　先さき程ほどのメアリの言葉が本当なら、ここは地下水すいに沈んでいた事もある筈はずで、

　……他の遺い跡せきより、比ひ較かく的てき綺き麗れいに残っていたのかもしれませんね……。

　だが、検けん分ぶんしてはいられない。石材の表面をスキャンして、浅間は走り出した。皆と共に水を蹴け立たてて、出入口へと向かう。しかし、

「……え？」

　不ふ意いに、空気が動いた。

　水すい位いが急きゆう激げきに上がったのだ。それも、天てん井じようからの水ではなく、

「──奥の方、居きよ住じゆう区くのあった方から、地下水が流りゆう入にゆうしてます！」
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「あまりさ、俺おれ、武蔵むさし勢ぜいに手を貸す気はねーんだけど」

　夜の底で、筧かけいは水の音を聞きながら呟つぶやいた。

　場所は人じん工こう湖この南。湖みずうみを作るために岩で堰せき止められた谷の底だ。落らく差さ二十メートル程の谷は、石材を積み重ねた堰でダムを造られているが、

『満まん水すいの状態で、少々、負ふ荷かが掛かり過ぎたようですね。湖からの水すい圧あつで押し込んでいた水すい脈みやく側の岩がん盤ばんが、そちらからの水圧に押し返されて来たようで』

　ああ、と頷うなずく筧の右手。そこに、望もち月づきが抱かれていた。

　上じよう半身、胸むね下しただけの彼女は、筧の横顔を見て、

『蟹かに江え城じようが重しとなっていたものが、砲ほう撃げきの遣やり取とりや、その浮ふ上じようで、地ち殻かくに与えるストレスのバランスを崩くずしたと、そういう事でしょう。このままだと、一気に決けつ壊かいして下の小お田だ原わら城じようや市し街がいが洪こう水ずいとなります』

「一いち応おう、そういうのが無いように、って考えてたんだけどな」

　でもまあ、と筧は苦く笑しようした。

「ここを戦せん場じように選んだのは俺おれ達たちだ。責任、とらなきゃいけねーわ。大体、これから北ほう条じようは無くなるけど、人々は残るし……」

　ああ、と筧かけいが呟つぶやき、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった。

「真田さなだの一般市し民みんは、今後、元もと北条や松まつ平だいらの土地の連れん中ちゆうと仲良くするんだよ。

　──ここで、俺達が迷めい惑わくかけちゃいけねーな」

『どういたしますか？』

「水を軽く抜く」

　筧は即そく答とうした。

「堰せきを一部崩くずして、ストレス分の水を抜く。最初は鉄てつ砲ぽう水みずになるけどな。上うわ澄ずみを抜けば後は開いた口から適てき度どに抜けていくだろーよ。……こういう破は壊かい工こう作さくは忍にん者じやの得とく意い技わざだしな」

『Ｔｅｓテスタメント．、しかし筧様さま』

　望もち月づきは言った。堰の高さは谷と等しいのだ。そこからは既すでに、押さえ切れない水が噴ふん出しゆつを始めている。これを一部崩したとなると、

『御お供ともいたします』

「じゃあ、お前の爆ばく砕さい術じゆつ式しき、くれるか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と、望月が闇やみの中で自分の髪かみを筧に寄せた。彼がそれを手に取り、抜くと、

「……ハゲるかと思ったら、エクステなのな、これ」

『これでも女という区別の下にありますので。──半分で充分ですか』

　ああ、という彼に望月は頷うなずいた。

『私の投とう擲てき先さきは、堰の裏うら側がわ、水中にお願いいたします。

　あと、上部側に不ふ安定な石せき材ざいがありますので、筧様が逃げられる隙すきもあるかと』

「御供するって言ったのは何だよ一体」

『そういう覚かく悟ごがあると示しただけです。単たん体たいでも大だい丈じよう夫ぶですが？』

　そーかい、と彼が右腕うでを振った。そして筧は、望月に言った。

「じゃあな」
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　そして望月は、夜を見上げた。

　空の中、黒い空白の向こう、西に遠ざかって行く蟹かに江え城じようを彼女は眺ながめ、

『……は？』

　自分が、水の中にいない。己おのれが今いるのは、首を動かして見るならば、森の中だ。

　堰から離れた場所の森。そこに己は寝た状態になっていた。それは、

『筧様……!?』

　彼が、自分を投じたのだ。堰から離れた場所へと、だ。
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「人形となら死ねるけど、女と死ぬような格好かつこいい生き方してねーんだわ」

　筧かけいは口くち元もとに笑えみを作って、帽ぼう子しを更さらに目ま深ぶかに被かぶった。

　一ひと息いきを入れれば、足あし下もとには影とは違う色が長く落ちている。

　出しゆつ血けつだ。水み戸と領りよう主しゆとの戦せん闘とうから望もち月づきを拾ってここまで来たが、ろくに治ち療りようをしていない。それだけの急ぎで来たのは、

　……あー、ホント、俺おれ、小しよう心しん者ものだわ。

「後は野となれ山となれ、って、出来ねーんだよな」

　戦せん闘とうのあった場所。下では海野うんのが倒された筈はずだが、言葉も交わさずここに来た。顔を合わせればきっと何かを言われると、そう思ったからだ。だけど、

「ここだな……」

　堰せきの構こう造ぞうを頭に入れて、狙ねらいをつける。全体を見み据すえるとなると、正面からのここしかない。無む論ろんそれは、自分に逃げ場が無いという事だが、

「いつも、逃げ場を用意してばっかだったもんな」

　本当なら、いつも、こうなのだ。そして、皆、こうなのだ。

　自分だって、最後くらいは同じでいいだろう。大体、己おのれの力はもう、水戸領主を相手に試す事が出来たのだ。だから、

「────」

　筧は視し界かいを閉じる。両の手に望月の髪かみを握った。その時だ。

　……地じ響ひびき？

　遠く地面を通して、硬く重い音が響いてきた。遙か地下、岩がん盤ばんが動いた音だ。山やま津つ波なみなどの前ぜん兆ちようとも言えるこの音は危険だ。ならば、

「ああ、でも、俺、格好いいかもな。忍にん者じやなのに、誰だれにも気付かれず、しかし北ほう条じようの街を救うんだから」

　だけど、

「自分がやった事の尻しりぬぐいってのじゃ、駄だ目めか。駄目だな。じゃあ……」

　口に火ひ縄なわをくわえ、筧は身み構がまえた。耳を澄すますと、谷の上から風かざ音おとに似たものが聞こえてくる。しかしあれは、風ではない。

　波なみ音おとだ。それも、人じん工こう湖この水すい位いが一気に上がった事から生じる、水面の上じよう昇しよう音おん。

　莫ばく大だい量りようの水が、地下水すい脈みやくから押し出されて、風と共にこちらに来ているのだ。

　ならば、自分は、それにただタイミングを合わせて、

「やるか、神様」

　筧は、望月の髪を速そく射しやした。髪という柔らかいものを、針はりのように立て、投じたのだ。
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「水すい位いの上じよう昇しようが止まりました……!!」

　メアリの言葉に、皆は通路上で顔を見合わせた。

　今、水は腰こし下したの高さまで来ている。通路は浅い傾斜を持っているから、入口の方では膝ひざくらいまでの水深になるだろう。だが、

「救たすかっても、あれ、どうしますの？」

　ミトツダイラが呟つぶやく理由は、入口の側にあった。

　通路の入口が、岩の崩ほう落らくで埋うまっているのだ。そして今、背後の方でも、

「……ホールの方、デカい岩がん盤ばんが落ちたようで御ご座ざるな」

「つーか、どうやって脱だつ出しゆつすんだ？」

「ええと、──あ、〝武蔵むさし〟さんから通つう神しん来てます」

・武　蔵：『解わかりやすい参さん考こう意見ですが、入口を塞ふさいでいる岩盤を破は壊かいするために兼かね定さだを撃うち込むと皆様が蒸じよう発はつします。──以上』

・約全員：『解りやすいな！』

・賢姉様：『フフフ、ここはアレよ！　岩を撤てつ去きよするためにアデーレを奔ほん獣じゆうにいれてミトツダイラの銀ぎん鎖さでドカンってやるのよ！　ミトツダイラ！　何ど処こ!?　穴の中!?　じゃあ駄だ目めよ！　ほら愚ぐ弟てい、どうにかしなさい！　ミトツダイラをまず外に出すの！　貧ひん乳にゆう押おしよ！』

・銀　狼：『何か変な事言ってますのよ──！』

・貧従士：『というか自分、その場合は奔獣の中にいなくていいですよね!?』

・いんび：『ははは、寂しい事を言わないでくれよアデーレ君！』

・粘着王：『そうとも、何なら吾わが輩はいが奔獣の外にネバってショックを吸収しよう』

　それじゃ駄目では、と皆が呟いた時だ。

「誾ぎん殿どの、拙せつ者しやの蜻蛉とんぼスペアと、誾殿のデカいので何とか出来るので御ご座ざらぬか？」

「蜻蛉スペアで岩を割り打ちしたら、衝しよう撃げきで上から崩落が進しん行こうする可能性があります。また、狭い通路で私の四よつ角十字クアトロクルスでは、跳ちよう弾だんと破は片へんの反射があると思いますが、宜よろしいですか」

「──Ｊｕｄジヤツジ．、じゃあやってみようで御座る」

「私の説明を聞いてたんですか!?　本当ですか!?」

　まあまあ、と夫と正まさ純ずみが宥なだめるまでが一ひと括くくりだ。だが、メアリがまた手を挙げた。

「あの、すみません。さっきからまた水すい位いが上がってきてるようです。……今度はどうも、湖みずうみの側から、こっち、低い方に流れ込んできているようで」

「……え？」

・○べ屋：『──保険金きん！　今からでもいける！　さあ！　さあ！　急いで皆！　大いなる富を○べ屋に授さずけようよ！　でないと通つう販はんで印いん刷さつ機きつけるよ！』

・約全員：『落ち着けよ！』

　だが、不ふ意いにホライゾンが手を挙げた。彼女は背後から悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシを取り出すと、鈍にぶい汗あせを搔かきながら、

「この不ふ肖しようホライゾン、恐ろしい事にここに宗むね茂しげ砲ほうを持ち込んでおります。しかし、この砲は、当ててはいけない魔ま法ほうの砲。もしも役に立たせてしまったら、ホライゾン達に如い何かなる災わざわいが生じるかと、そんな愚ぐ考こうを」

　ミトツダイラが、笑顔でホライゾンの肩に手を置いた。一ひと呼吸の後で、彼女はホライゾンを半はん回転して入口の側に向け、

「いいから撃うちますのよ──！」
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・武　蔵：『申もうし訳わけ御ご座ざいません。今、七秒程前に、下から何ど処こかで見た事あるようなエフェクトの砲ほう撃げきが武蔵むさし野のを掠かすって行ったのですが、何か当とう艦かんに御ご用ようでしょうか。──以上』

・あさま：『い、いえ、御用というか、ちょっと間違っただけですんで……！』

・ホラ子：『成なる程ほど、つまり広こう義ぎでは当たらなかったのですね。──御お見み事ごと……！』

・立花嫁：『宗茂様！　宗茂様！　サイトに書くネタが出来たと思いましょう！』

・俺　　：『つーか、上を通過していくの、ノリキの輸ゆ送そう艦かんじゃねえの？』
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　一体何なにをやっているんだ……、と、輸送艦の甲かん板ぱん上でノリキは思った。

　小お田だ原わら征せい伐ばつの流れに急ぎ戻ったつもりだったが、砲ほう撃げきなどの応おう酬しゆうがある事から、待たい機きを強いられていた。正まさ純ずみの配はい慮りよで氏うじ直なおとの相あい対たいは予定が組まれていたが、

・労働者：『近寄ったら悲嘆の怠惰とか、大だい丈じよう夫ぶか』

・煙草女：『おい、大ひろ、余よ裕ゆうあったら下の連れん中ちゆう拾ってやりな。そっちの方が近い』

・３４７：『あ、はいはーい。じゃあちょっと待って、軌き道どう戻すの面めん倒どうだから回してく』

　ややあってから、視し界かいがゆっくりと傾き、旋せん回かいを得る。小田原の空をぐるりと回っていく輸送艦の上、ノリキに見えるのは、江え戸どの方に集まる艦かん船せんの光と、そして小田原城じようの、

　……本ほん陣じんか。

　見れば、小田原城は本ほん丸まる以外が水すい没ぼつしている。

　水みず攻ぜめは完全に成立した。ならば後は、

「──俺おれが、氏直と相あい対たいするだけか」
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　ようやくですわね、と、人狼女王レーネ・デ・ガルウは北の方を眺ながめて思った。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの本ほん陣じんだ。持ち帰りのカレーセットをテーブルに並べ、夫と二人で頂いただきながら彼女は呟つぶやく。

「小お田だ原わら城じように、武蔵むさしの輸ゆ送そう艦かんが降りていきますわ」

「ああ、話に聞いてたけど、ようやくなんだろうね」

「──私達と、どちらが〝ようやく〟なんでしょうね」

「年月では向こうの子達だろうね。僕達は、今朝けさ以来だから」

　あら、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは夫に笑えみの目を見せた。

「〝ようやく〟って、〝御ご無ぶ沙さ汰た〟って意味ですのよ？　私の場合」

　人狼女王は、彼の背後に回った。そして彼の背を浅く抱き、その手を後ろからそっと取る。スプーンを握る手は器うつわに導きつつ、逆の手て指ゆびや背を、自分の身と肌はだに導き、押しつけ、

「このカレー、私をイメージしたものだそうですの。だからちょっと聞いてみたいですわ。

　ほら、この御お肉にくとか、私の何ど処この御肉だと思いますの？　──解わからなければ、二に択たくでいいですのよ？　ほら、ここか、……ここですの？　それでも解らなかったら、ええ、食べてみていいんですのよ？　大だい丈じよう夫ぶ、最後には教えてあげますし、私の方も、教えて欲しいですものね」

　ふふ、と半日ぶりの御無沙汰を得ながら、人狼女王は風を感じた。

　輸送艦が小田原城に降りたのだ。







[image: 第七十二章『足場の打撃者』]
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　水すい位いが安定したという報告を、小こ太た郎ろうは地元の調査担たん当とうから受けていた。

　通つう神しんに拠よれば、緊きん急きゆう事じ案あんとして、これから人じん工こう湖この堰せきへと調査に行くとの事だった。

　……有あり難がとう御ご座ざいます。

　偶ぐう然ぜんで水位が安定する訳わけが無い。きっと、今後を考えてくれた者がいたのだろう。

　そして今、自分の眼がん前ぜんでも、今後を見み据すえた相あい対たいが生じていた。

　正面。空に浮く輸ゆ送そう艦かんの下。東に武蔵むさし勢ぜい、西に自分達たちを置き、

「では、小お田だ原わら征せい伐ばつ、──最後の相対戦せんと行きましょうか」

　氏うじ直なおが、一人の少年と向かい合っている。

　極きよく東とう式しきの夏服姿すがたに着き替がえた姿は、両の拳こぶしを一度ぶつけ、

「武蔵臨りん時じ代表──」

　名乗った。

「松まつ平だいら・督とく姫ひめ」

　頷うなずくように、氏直も名乗った。

「北ほう条じよう代表、北条・氏直」

　名乗った瞬しゆん間かんだった。氏直がいきなりの斬ざん撃げきを相手に叩たたき込んだ。

　小太郎ですら見切れぬ一発だった。
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　二ふた代よは、後からついてきた剣けん風ぷうを見た。それ程の速度だった。

　……太た刀ち筋すじが通って御座るな……！

「おい、二代、担かつがれたままだと見えないんだが」

「ああ、すまんで御座る。もう何か正まさ純ずみ付きのバランスに慣れてしまって、今日きようは武蔵に帰って寝るまでこの方が安定するかと」

『ま──』

　アリクイも納なつ得とくのようで安心に御座る。

　ただ、二代の目は、あるものを見ていた。

　銀ぎんの飛び散りだ。それは、ノリキの振った左拳こぶしの先にて発生した、

「刀の破は片へん……」

　氏直が振り、引き戻した刃やいばが砕くだかれていた。

　単なる破は砕さいではない。その切きっ先さきから鍔つば元もとまで、破砕が伝でん導どうし、一いつ瞬しゆんでひび割れると、

「──壊こわすぞ」

　ノリキの言葉と共に、氏直の手て元もとにあった刃が全ぜん壊かいした。
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　氏うじ直なおは、素早く拳こぶしを引く彼の動きを見た。

　……どういう事です？

　彼が使った今の仕掛けが、理り解かい出来なかった。

　こちらは、斬ざん撃げきを放った筈はずだ。向こうは打だ撃げきで応じた。それで何な故ぜ、こちらが砕くだかれる。

　術じゆつ式しきが展開したのは見えている。高速の知ち覚かくで、彼の創そう作さく術式が腕に現れたのだ。

　あれが仕掛けだ。あれは恐らく、いつもの〝睦む月つき〟からの展開ではない。

　新型、もしくは改良して別ものとなった術式だろう。

　……だとすれば……、下へ手たな試しは無しですね。

　そこまで思って、氏直は自分に苦く笑しようした。己おのれは意い外がいと、戦せん国ごくの世に浸ひたっている、と。

　彼に恨うらみはない。この戦いも、小お田だ原わら征せい伐ばつの締しめとなるもので、出来る事ならば、彼の元へと行ってしまいたいと、そんな風ふうには思いもする。

　だが、自分と彼は北ほう条じようの係けい累るいで、今、北条は終わろうとしているのだ。

「一つ、問います」

　氏直は、彼に相あい対たいの力があると認めた上で、こう言った。

「今いま更さら、何をしに戻って来たのですか。──督とく姫ひめ様さま」

「……そうだな」

　彼は、一つ頷うなずいた。

「無む視しして、流れに任せ、そして忘れていくのもいいと、そう思っていた。

　生き方が違うのだから、もう、お互いの道は分かれていると」

　だが、

「全ぜん部ぶ受け取めて飲むならば、そう思わなくていいと知った」

　彼は言った。

「英国。伊だ達て家け。そして自分を支える関係と、全ぜん世界。──人が、そこまでを背負えるものだったならば、俺おれとて、襲しゆう名めい終おえた一人くらい、責任取れるだろう。だから」

「だから？」

「ここで襲名を終えるぞ、氏直」

　氏直は刃やいばを叩たたきつけた。だが、

「──壊こわして、そこから先を作るんだ」

　彼の右腕うでが、振り抜かれていた。結果として刃が破は片へんとして散り、砕さい音おんが破は壊かいを証しよう明めいした。そして今、彼の腕にある術式は、

「創作術式〝霜しも月つき〟、──諏す訪わ系けい限定だが、攻こう撃げきへのカウンター時に、お互いのダメージを衝しよう撃げきとして交換し、通す。つまり……」

　つまり、

「お前まえ専用だ、氏うじ直なお」
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・貧従士：『え？　どういう事です？』

・あさま：『ええと、今までのノリキ君の技は、三発殴なぐって、その二発を先に奉ほう納のうする事で、三発目の打だ撃げきを通す一方、自分の方への反はん動どうとかも解かい除じよしていた訳わけですね。

　それが今回、〝カウンター限定〟で〝攻こう撃げきを通す〟ための一いち奉納。そして〝諏す訪わ系けい限定〟で更さらに一奉納追つい加かと言う事で、〝衝しよう撃げきダメージへの転てん化か〟を加えました』

・ホラ子：『……つまり、諏訪系の相手の攻撃に対してカウンターを入れたら、自分も衝撃ダメージを食らいますが、一いち応おう、攻撃は〝通る〟、と？　随ずい分ぶんと意味の無い負ふ荷か要素が多いのではありませんか？』

・立花夫：『いえ、今の状況なら意味があります。何な故ぜなら彼は、北ほう条じよう総そう長ちようの斬ざん撃げきを、衝撃として受ける事が出来るからです』

・銀　狼：『ノリキは元々、打撃のセンスがある方ですものね……。拳こぶしの中で衝撃として受ける事が出来るならば、受け流せると、そういう判はん断だんなのでしょう。

　つまり、彼が言う通り、──これは北条・氏直対たい策さくの術じゆつ式しきですわ』
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　成なる程ほど、とアデーレは口を横に開いて頷うなずいた。

「……でも、北条総長って諏訪系だったんですね」

　その言葉に応じたのは、後ろに控えていたネシンバラだ。彼は眼鏡めがねを持ち上げ、

「Ｊｕｄジヤツジ．、北条の主しゆ社しやは六ろく所しよ神じん社じや。相模さがみの総そう社じやであるその神社は、スサノオとクシナダを主しゆ祭さいにするが、他、五箇か所しよの神社をも奉たてまつっている総そう合ごう神社でね。その内の一つ、鎌かま倉くら天てん満まん宮ぐうが、諏訪系を奉っている。──おかげで、ノリキ君としては、北条・氏直専用の術式として組む事がやりやすくなった訳わけだ」

「Ｊｕｄ．、納なつ得とくしました……」

「おお、解ってくれたかい!?」

「Ｊｕｄ．、この手て筈はず、書しよ記きが考えたんですよね？　だからやたらと術式が回りくどいのは、そのせいなんですよねコレ……」

「回りくどくないよ！　このプロセスが大だい事じなんだよ！」

　いいから、と応じたのは通つう神しんの中だ。

・煙草女：『威い力りよくはあるとしても、反動はどうなのさ、下へ手たすると一発で拳こぶしが死ぬさね』

・３４７：『ああ、それなら大だい丈じよう夫ぶ。だって諏訪での試し打だの際──』

　大ひろの言葉が、吐と息いきを混じらすようなタイミングでこう書かれた。

・３４７：『──射しや出しゆつされて降ってくる岩に合わせて、殴なぐって割ってたから。

　本ほん人にん、〝インパクトの瞬しゆん間かんに必要な分だけ当てたら引くだけだ〟って無む茶ちや言ってたけど、あれ、前の術じゆつ式しきもそうだけど、相当にセンスあるよね、あの先せん輩ぱい』
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　氏うじ直なおは、口くち元もとに笑えみを浮かべた。

「私専せん用ようですか。──言っておきますが、私は面めん倒どうな女なのですよ」

　北ほう条じようの歴史はまだ潰ついえていない。ここで終わりにするというならば、

「これ以上はないという面倒を差し上げましょう」

　言って、氏直は瞼まぶたを開けた。光る瞳ひとみは、一度眼がん前ぜんの光こう景けいを揺るがすが、確かく定ていの後で、

　……未来を見ましょう。そして──。

「〝天てん下か険けん山ざん〟」
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　二ふた代よは、氏直の背後に空間射しや出しゆつされた多た重じゆう式しき木箱コンテナを見た。

　それは、光の破は片へんを蓋ふた開あけの印しるしに、自動抜ばつ刀とう式しきの太た刀ちの群を木箱にストックしたもの。

　……IZUMOでは持ち場の関係ゆえ、よく見る事が出来なかったもので御ご座ざるな……。

　総そう長ちようクラスだ。相そう応おうの装そう備びを持っている。

　木箱の数は大小合あわせて五十を下らない。それらの中に納められた刃やいばは数にして千本。

　そして、己おのれの背後に詰められた刃に対し、氏直が指し示じした。

「〝日ひ金がね〟、〝鞍くら掛かけ〟、──前に聳そびえ」

　百本ずつのグループが、発はつ射しや音おんを響ひびかせた。

　二グループ、合計で二百超ちようの刃が、柄つかから引き抜かれて旋せん回かい。ノリキに怒ど濤とうの動きで襲おそいかかった。

　それはもはや剣けん戟げきや斬ざん撃げきではなく、刃を用いた圧あつの暴ぼう力りよくだ。だが、

「おお……」

　迎げい撃げきの拳こぶしが踊った。

　初め、金属音おんが響いたと、二代はそう思った。だが次の瞬間には、全てが破は砕さいに変わり、

「────」

　まるで、氷を砕くだくような音に御座る、と二代は思った。

　刃の群とは、このようにして砕けるのか。

　打だ撃げきの音と、鉄の砂すな化かする音と、光と、そして風が爆ばく発はつした。それは明らかに一ひと呼吸のタイミングを作り、縮んだように見せ、

　……行くで御ご座ざるか。

　打だ撃げきの速度が上がったのだ。
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　ノリキは、動いていた。

　周囲に見えるのは鉄てつ片ぺんと流りゆう体たいの光のみ。自分に掛けている加か護ごは冷れい却きやく術じゆつ式しきと身しん体たい強化のみ。

　……それで充分！

　いつもそうやって戦ってきた。

　これから自分の日常に迎える女を、いつも通りで受け止め切れずにどうするものか。

　だからただ、ノリキは打撃した。右と左の拳こぶしを踏み込み、

「お……！」

　打撃し、受ける。打ち抜いたら負けだ。その瞬しゆん間かんに反はん力りよくが掛かり、こちらの拳に必要以い上じようのダメージが入る。冷却系けいで回復出来ない被ひ弾だんは失敗への道みち筋すじなのだ。

　だから拳を打ち抜かず、即そく座ざに別への打撃とする。

　だが、飛ひ来らいする刃やいばは無む数すうだ。一発一発に拳を振っていては間に合わない。一ひと振ふりで、幾いくつもの刃を打撃し、自分に当たるものを選せん別べつして迎げい撃げきする。

　目もく標ひようノルマとしては一いち撃げきで五発分ぶん。左右の腕ならコンビネーション一発で十の刃を砕くだき散らせる事が可能だ。

　だからそうした。

「は」

　息を吸うのももどかしい。

　……全く。

　ノリキは思う。これが、副ふく長ちようや、特とく務むや、その等とう級きゆうの戦せん闘とうセンスと実力のある者だったら、もっと別の、解わかりやすい力で切り抜けていけるだろうに、と。

　自分は、そうはなれなかった。

　家の関係もあり、小しよう等とう部ぶと中ちゆう等とう部ぶの大たい半はんを戦闘訓くん練れんとは別の時間で過ごした。それは自分を含む家族にとって大だい事じだったが、皆に出遅れたのは否いなめない。

　だから、専せん念ねんする。一いち撃げきに専念する。

　攻こう撃げきは意味のある一発と、生き延びるために。

　しかしそれでも、主力として働く事は難しい。特に昨さつ今こんの状況では、主力の連れん中ちゆうも戦闘を経て伸びていく。その差は開いて行くばかりだ。

　だから自分は、要よう所しよでの押さえ役でいい。そうして役に立てるなら、数年のブランクで迷めい惑わくや心配を掛けた分を、少しは取り返せるのだろうから。

　……全く……！

　ノリキは聞いた。正面の氏うじ直なおが腕を構え、

「〝矢や倉ぐら〟、〝明みよう神じん〟、──後方に支え」

　後ろを回った豪ごう快かいな振りかぶり付きで、二百本が追加された。

　それを打だ撃げきに入り、ノリキは思った。

　……夢だ……！
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　ずっと昔の事だ、とノリキは心に言葉を作る。

　小しよう等とう部ぶの時、夢を語れと、否いな、そんな難しい言葉じゃない、ともあれ、そんな事を言われて、作文を書かされたのだ。

　そう、あの時、自分は何と書いたか。

「みんなをだいじにできるようになりたいと……！」

　ものを知らない年とし頃ごろだ。〝みんな〟とは、家族の事だった。しかし〝家〟とか、〝族〟とか、そういう意味はまだ解わかっていなかったのだ。

　ならばあれは、誰だれに言ったのか。北ほう条じようへの義ぎ理り立だてと、追つい及きゆうを避けるため、自じ害がいを〝皆のため〟として考えていた父に対してか。それとも、母や弟妹達たちへの安心のためか。

　当時は、よく解っていなかった。

　だが、今ならば解る。仕事によって収入も安定し、将来の流れも大だい体たい見えれば、解るのだ。

　自分も家族を持っていいのだと。

　ならば、夢とはそれだ。

　父はかつて、それを自ら外れる事で壊こわし果たした。ならば自分は、

「……自分のものとして作り直す!!」

　父が断ち切ってくれた北条の縁えんだ。今度は、

「俺おれが果たす……！」

　しかし、未いまだそれに縛しばられている女がいる。両の瞳ひとみ、彼女を守るために、その父親が命を封じて作り上げた先せん見けんの義ぎ眼がんまでもが、彼女を縛しばっているのだ。

　……知っているとも。

　何な故ぜなら、彼女の身体からだも、その義眼も、元々は北条の后きさきとなる子が、病びよう弱じやくだった場合を想そう定ていして設計されたものだったからだ。つまり、

　……俺が、そうなっていてもおかしくなかった……！

　覚かく悟ごは決めた。

　目の前にいるのは、北条へ置いていった自分なのだ。

　ならばここでそれらを果たし、無む垢くな女を一人作る。

　ああ、そうだ。

　今まで、知識として知っていたが、心として解わかっていなかった事だ。だから言っていい。

「それが俺おれの夢の始まりだ……！」

　叫び、打だ撃げきした瞬しゆん間かんだった。

「〝塔とうの峰みね〟、〝白はく銀ぎん〟、──山を巡れ」

　二百本の追加が、鋭えい角かくな位置から飛び込んできた。
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「あぶない……！」

　という鈴すずの声を、丘の上に控えていたアデーレは聞いた。

　今、小お田だ原わら城じようではノリキが北ほう条じよう総そう長ちようと戦せん闘とうを続けている筈はずだ。

　その内容を、鈴は武蔵むさしの知ち覚かく素そ子しを傾けて把は握あくしている。だが、

「危ないって、何がですか？」

「ノリキ君、疲れてきてる」

　そりゃそうでしょうねー、と、思ってしまったが、結けつ構こうな大変事ごとだ。

　今、この丘上からも、小田原城は遠とお間まに見えている。そこで散っている流りゆう体たい光こうと金属の破は片へんの群は、激げき音おんをつけてこちらに届いてくるのだ。

　あれが直ちよく撃げきしたら、ただでは済まないだろう。だが、

「あ」

　光が、数を増した。北条・氏うじ直なおが、更さらに刃やいばを投とう下かしたのだ。
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　氏直は、彼の動きを見ていた。

　未来をわずかに覗のぞく事の出来る視し界かいでは、彼がまだ無ぶ事じなのが解る。だが、

「〝屛びよう風ぶ〟、〝金きん時とき〟、──谷を閉ざせ」

　これで合ごう計けい八百本。

　十数年と考えたならば、遙かに足りない数だ。一日一本刺さしていたのでは間に合わない。

　もっと数が欲しい。そうでなければ、

　……この人に応こたえられません。

　自分を試せと、彼はそう言っているのだ。

　受け止める資し格かくがあるかどうか、北条の全力で掛かってこいと。

　……御ご免めんなさい。

　御免なさい。たかが千本程てい度どの刃で北条を試す事を赦ゆるして頂いただければと、そう思います。

　だけどその分は、

「────」

　氏うじ直なおは、未来を見た。手て指ゆびが届くかどうかの短い先の未来。今までの自分を守り、救ってくれた力だ。

　攻こう撃げきを当てるため、身を守るため、この視し覚かくをくれる〝先せん手じゆ輪りん廻ね〟は役に立った。

　しかし、氏直は思った。刃やいばを連続で叩たたきつける事を北ほう条じようの責せき務むとしながらこう思った。

　……御ご無ぶ事じで……！

　目の前の人は、北条を潰つぶす。

　この人が無事でなければ、北条はただ歴史と手続きによって消えていく。

　この人が無事であれば、北条は、別の地へと正しく去って行く事が出来るのだ。

　消えるのではない。

　立ち去るのだ。

　だから、この人が無事であれば良い。

　だけど、この人を試さねばならない。

　……全く。

　どういう事だろうか。恐らく自分は、父に囚とらわれたこの義ぎ眼がんを用いながら、初めて、相手を潰す事を望んでいない。

　未来を先さき読よみして、彼の無事を確かめ、安あん堵どしている。

　何と自分に都つ合ごうの良い二に面めん性せい。指し運うんで穿うがつ剣けん戟げきは、一本たりとも手を抜く事こと無く、隙すきと見えるところに叩たたき込んでいると言うのに、

　……お願いします。

「北条を……」

　鎌かま倉くら幕ばく府ふの後、後ご北条として存在した約二〇〇年。関かん東とう八国を治めた大たい国こくの集しゆう約やくとして、

　……ここで決けつ着ちやくを……！

　だが、彼の姿し勢せいが、下に崩くずれつつある。

　疲ひ労ろうだ。こちらが自じ動どう人形であり、天てん下か険けん山ざんとの連れん動どうで最さい速そくの攻撃を放ち続けているのに対し、向こうは違う。

　だが、氏直は手を抜かなかった。ここで中ちゆう途と半はん端ぱをするのは、望むものではない。

　試せと言うならば、その通りにするのが相あい対たいの粋いきだ。だから氏直は、

「〝三国〟」

　そして、

「〝神〟」

　術じゆつ式しきによって、加か速そく強化を入れた二百本を含めた最後の束たば。それを彼に発はつ射しやした。
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　氏直は、視し界かいの中に光の激げき突とつを見た。

　彼の姿すがたが光に飲まれた光こう景けいだった。

　……駄だ目めでしたか。

　彼が、追いつけなくなってこちらの剣けん戟げきに飲み込まれてしまう。

　そういう事なのだろうと、氏うじ直なおは思った。だから、敢あえて手を抜かず、迷いも無く、

「──踏みならせ」

　言葉と共に、光が彼に叩たたき込まれた。
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　二ふた代よは、ある現げん象しようを眼がん前ぜんに見ていた。

　それは、光の拒きよ絶ぜつと爆ばく砕さいだった。

　どういう事かは明確だ。

　ノリキが全力で叩きつけた拳こぶしが、一気に十数本の刃やいばを砕くだいたのだ。

　だが、彼の動きがおかしい。今まで、疲ひ労ろうの極にあったと思えたものが、息を吹き返し、

「あああああああ！」

　叫び、膝ひざに力を入れて彼が地面を踏んだ。

　直後に、本ほん丸まる上じように冷たい音が浸ひたってきた。

　水だ。

　人じん工こう湖この安定した水が、そのまま河か川せんの全体的な水すい位いを上げたのだ。市し街がいの方は川原かわらがあるので何とかなるだろうが、小お田だ原わら城じようは急ぎで用意された濠ほりがあるだけだ。

　本丸の地面の上を、浅い水が走って行く。そして、

「……！」

　戦せん闘とうの動きに水みず飛沫しぶきが入った。

　弾はじき散る光と、それらを全て反射する水の飛沫。舞って宙を行く光は空に上がる蛍ほたるのようにも見える。そして流りゆう体たい光こうが風に踊って、中央にいる二人の戦せん闘とうを照らしあげた。

　だが、その中に二代は見た。ノリキの回復と加か速そくの仕掛けを、だ。それは、

「馬ば鹿かの流体供きよう給きゆう……！」

　告げた言葉に、肩かた上うえの正まさ純ずみが吐と息いきした。彼女はこちらの背に頰ほお杖づえを突き、

「遅いだろ馬鹿。──一般人じんに、一人で戦争させんなよ」
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「おい！」

　ノリキは、トーリの声を聞いた。

「その女、こっちに連れてくるんだろ!?　だったら、武蔵むさしのやり方ってのをみせてやれよ！　そして教えてやれ……！」

　言われた言葉、その内容は、

「ここだったら、一人じゃねえ、ってな」

　ノリキは、口くちの端はに上向きの歪ゆがみを作った。

　……確かにそうだ。

　出遅れた自分を、しかし連れん中ちゆうは何も言わずに受け入れてくれた。

　一人ではないという事は、声を掛けられるかどうか、という事では無い。

　そこが、いていい場所かどうか、だ。ならば、

「……来い！」

　破は壊かいし、今こそノリキは前に出た。息を吸い、手を伸ばすように打だ撃げきを放ち、

「……氏うじ直なお！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。氏直が首を横に振った。まだだ、と。

　そして応じるように、未いまだに続く刃やいばの瀑ばく布ふの向こうで鬼おにが踊った。

「〝明みよう星じよう〟」
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　氏直は、即そく座ざの射しや出しゆつで肩かた上うえに対たい武ぶ神しん刀とうを出現させた。

　十メートル程の長さを持った、長ちよう砲ほうのような白い鞘さや。それはまず内ない殻かくを外がい気きに触れさせると、同時に外がい殻かくを射しや出しゆつ。両方をスライドの上で合がつ致ちさせた。

　その時にはもう、何枚もの鳥とり居い型がたの紋もん章しようが、鞘を割るように回転している。

　後の動きは、氏直の合あい図ずだった。

　彼女は光の束たばをぶち抜き、前に出ようとする彼に対して力をぶつけた。

「──かくこそありけれ」

　静かな口く調ちようを重ね、氏直は〝明星〟を抜ばつ刀とうした。

　快音を得て鞘が先に後ろに疾しつ走そうし、その間から流りゆう体たい光こうの爆ばく発はつが生じる。

　大たい砲ほうの一いち撃げきに等しい勢いをもって、〝明星〟が放たれた。それは、大だい上じよう段だんからの弧こを描き、

「……！」

　彼に、最後の試しを飛ばした。
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　二ふた代よは、眼がん前ぜんに見えた大た刀ちに、視線を奪うばわれた。

　……見事！

　対武神刀となると、それなりの疲ひ弊へいや破は損そんがあるのがつきものだ。

　だが、今、目の前で振り下ろされる一発は違った。曇りも傷もない手入れの逸いつ品ぴんだ。

「これに叩たたき斬きられるなら本ほん望もうで御ご座ざろう……！」

「おいおい勝かつ手てに殺すなよー!?」

　だが、今、彼が使っている術じゆつ式しきは迎げい撃げき用ようだ。あの術式では、受け止められるダメージに限界がある。普通の刃やいばならばともかく、対たい武ぶ神しん刀とうクラスの一いち撃げきは想そう定ていしていないだろう。

　しかし、と言うように、ノリキが動いた。

　彼は頭ず上じように向け、両の腕を構えてこう言ったのだ。

「三発殴なぐって北ほう条じようを倒せ……！」

　初めにぶち込むのは、右の、

「創そう作さく術式、──〝弥生やよい月づき〟、発はつ動どう！」
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　打だ撃げき音おんを、丘から爪つま先さきだって見み越こしていたアデーレは聞いた。

　ノリキが何をやったかは解わかる。振り下ろされる太た刀ちを、弥生月からの三発勝しよう負ぶで破は壊かいしようというのだ。だが、

「打撃力りよくが足りないですよどう考えても！」

・３４７：『あ、それなら大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。対たい諏す訪わ系けい限定で強化してたから』

　だから、

・３４７：『最初の試し打だ用に射しや出しゆつされた石せき材ざい、地面に落としたらカウンター出来ないじゃん、と思ったら、最後にそれでしっかり砕くだいてさ。まあ用意は万ばん端たんってとこなんだろうね』

　直後。アデーレは鉄てつ塊かいの割れる音を聞いた。

　戦せん場じようの方、光の爆ばく砕さいと共に、太刀が弾はじけ散っていたのだ。
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　皆は見た。太刀の破は壊かいと共に、それらと連れん動どうしていた木箱コンテナランチャーが自じ壊かいし、更さらには、

「……っ！」

　氏うじ直なおの両の腕が、フィードバックを消しよう化かし切れずに裂さけ、指から肘ひじまでを内ない破はした。

　だが、氏直が動いた。彼女は、は、と熱のある息をして、砕くだけた手て指ゆびで腰の一いつ刀とうを抜いた。そして彼女は、

「終わりです」

　笑えみで言った。

「小お田だ原わら征せい伐ばつの引いん責せきとしての北条・氏うじ政まさの切せつ腹ぷく。ここで介かい錯しやくいたしましょう」

　言うなり、氏直が刃やいばを顔に走らせた。

　己おのれの両の瞳ひとみを、その光ごと割ったのだ。

　そして力の入らぬ手で一刀を捨てた彼女は、ノリキに向き直った。

「──未来を見み過あやまつ瞳。不要でしょう。父もその失しつ態たいを詫わびていると思います」
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　ノリキは、吹き出る汗あせを拭ぬぐう事もなく、氏うじ直なおに頷うなずいた。

　これが彼女なりの決けつ着ちやくなのだと、そう思いながら、

「そうか。……父親に一度、挨あい拶さつしておきたかったが」

「何でですか？」

　伏せた目から血の涙を流す彼女に対し、ノリキは懐ふところから一枚の紙を掲かかげた。

　目は伏せていても、知ち覚かく系けいの連れん携けいによって書かれた内容は解わかる筈はずだ。

　諏す訪わ神じん社じやを出る時に用意させたもの。これは、

「婚こん姻いん届とどけだ。──結婚するぞ、氏直」

　告げた声に、皆が息を吸った。表示枠サインフレームも出て、丘おか上うえや、武蔵むさし上の皆が顔を見せる。

　そして全員の前、ネシンバラが表示枠の中で手を膝ひざ下したにまで下げ、そこから上げて、

『さん、はい』

　直後。誰だれも彼もが叫んだ。

『初めにやれ……!!』
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　いや、そういうものでもないだろう、とノリキは思う。

　だが、女子勢ぜいは何か不満や批ひ評ひようを話し合い出したし、男おとこ勢ぜいは、あーあ、という顔をしている。

　しかし、その中で、一人、笑っている者がいた。

「氏直」

「はい」

「料理を憶おぼえてくれ。あと、洗せん濯たくと、掃そう除じと、時に縁えん者じやや近所と仲良くし、ときにお互いが日々あった事を話し、気になる事があったら相談するようにしてくれ。そして……」

　ノリキは、父の事を思った。今、共にいる家族の事を思った。

「長なが生いきしよう。そうしたら、ずっと大だい事じにしてやれる。それが俺おれの夢だ」

　告げた先、笑えみが頷うなずいた。血の涙は本当の涙に薄れ、下の流れていく水に消えていく。

　北ほう条じようは、水に流され、洗われていくのだ。

　そして氏直が、笑みで頷いた。

「愚ぐ痴ちをこぼすのは、ノリキ様より長生きしてのお楽しみですね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷き、ノリキは皆に振り向いた。

「──おい、お前ら、何を水を掛け合っている。そんなにウザったいか」

　ああ？　と皆が振り向いた。そして声を揃そろえて、

「解わかってるなら言うな！」
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　そして午後九時五〇分。

　小お田だ原わら征せい伐ばつの正式な終了が告げられた。

　各かつ国こくはそれぞれの権けん益えき交こう渉しように入りながら、休きゆう息そくと、関かん東とう解放への動きを取り始めたのである。

　関東解放は、既すでに準備を進めていた事もあり、翌よく日じつの午前二時から。

　約やく四時間の休息と移い動どう時間が、皆に与えられたのだった。







[image: 最終章『通過場の肯定者』]
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　筧かけいは、目を醒さましていた。

　相変わらずの夜の中だ。近くには水が強く流れる音が有り、背には丸く硬いものが幾いくつも当たっている。

　……川原かわらか。

　人じん工こう湖この堰せきを崩くずし、激げき流りゆうに飲まれたのは憶おぼえている。そこから生き延びたのか、

　……否いな、どーも駄だ目めだな、これ。

　上じよう半身。左の方が空くう白はくになったような感覚がある。

　内ない臓ぞうも何も、やられている。生きているのは、まだ自分の時間が尽きていないからだ。

　だが、不ふ意いに筧は、声を聞いた。

「お父とうさん！　この人、目を醒ました！　まだ生きてる！」

　そろそろ死ぬぞー、と他人ひと事ごとのように思った瞬しゆん間かん。筧は上から覗のぞき込まれた。

　夜よ目めは効いている。ぼんやりとはしているが、見えるのは極きよく東とうの制せい服ふくを着た中ちゆう等とう部ぶくらいの少女と、その父親らしい男だ。男の方は、眉まゆをひそめ、しかしこちらに頷うなずき、

「寝かせておいてやれ。疲れているのだろう」

　ありがてーわ、と筧は苦く笑しようする。あ、声は出るな、と思い、

「何ど処こに行くんだ？」

　父親が振り向いたが、少女の方が先に頷いた。

「山の音がしたから、堰の様よう子すを見に。──そうしたら、水が一気に来て、でも」

　でも、

「これ、貴方あなたがやったの？」

「……街の方は？」

「父さんが言うには、多分これなら大だい丈じよう夫ぶだろう、って」

　そうか、と筧かけいは思った。俺おれも最後にはいい事をした、と。

　きっと父親は、こっちの正体に薄うす々うす気付いている。北ほう条じように敵てき対たいしていた真田さなだが、何な故ぜこんな事を、と、そう思っている。いいじゃねーか。気き分ぶん気分。だから、

「お嬢じようちゃん、もし余よ裕ゆうがあったら、夏休みに真田の土地に遊びに行ってくれ。

　もうその頃ころには、北条も松まつ平だいらの麾き下かになってんだろーし」

　そして、と筧は、湿しめったズボンのポケットから、長い針はりの束たばを出した。

　長なが針ばりだ。根ね津づにやろうと思っていたものだが、

「真田に、海野うんのってのがいる、神じん社じやの巫み女こでな。そいつに渡してくれ」

「貴方は──」

　ああ、と頷き、筧は息を吸った。身を起こす。あ、と少女が声をあげるが気にしない。

　行けるところまで行こう。

　立ち上がる。転ぶように、上へと身を伸ばす。

　立った。ふらつくと言うより、崩くずれてないだけだと解わかる身しん体たいバランスだ。

　だが、足は確かに川原かわらを踏み、石を越えて、

「お」

　身体が揺れた。支えるために、筧かけいは手を伸ばし、

　……おっと。

　しっかりと、左の手が摑つかんだものがある。

　屋内。教きよう導どう院いん。廊下側がわから教室に入るためのドアの枠わくだ。

　いつの間にか、自分は、中ちゆう等とう部ぶ時代の教導院の中にいた。





●






　筧は、足取りがしっかりした己おのれを自覚しながら、教室の中に入った。

　夕ゆう刻こくだった。

　教室は何ど処こもかしこもオレンジと黒の色しき彩さいだ。

　時期は夏の前、期末テストが終わったばかりだ。夕刻の蟬せみの声は確かに響ひびいている。

　教室の窓まど際ぎわに、一つの黒が立っていた。

　背の高い少年だった。彼は手に、長なが針ばりを一つ摑つかみ、

「……くそ」

　呟つぶやきと共に、少年はそれを床に投げ捨てた。

　刹せつ那な。その場の全てが止まるのを、筧は感じた。

　少年も、日の光も、鳴いていた蟬の声も止まった。

　筧は、自分だけが動けると気付き、

「え？　あら？　えーと、おい」

　とりあえず筧は、少年の近くに、自分の手足が動く事を確かめながら移動する。

　見れば、床に触れるか触れないかというところで、長針が止まっている。

　筧はそれを拾い上げた。そして眺ながめ、ふむ、と一つ頷うなずく。すると、

「────」

　遠く、何ど処こからか。呼ぶ声が聞こえた。

　伊い佐さと三み好よし、そして大だい先生の二人を[image: ]しかる声も付いていた。

　……何だよ、ここ中等部だぜ。

　思い、筧は廊下に行こうとした。そして数歩を進み、彼は少年に振り向いた。

　動く事の無い時間の中。止まったままの彼に対し、筧は言った。

「おい！　今日きよう、これから起きる事、忘れるなよ！　担任の池いけ田だ先生、いい人だから絶ぜつ対たい相談に行くんだぞ！」

　と、ドアの処ところまで言って、また振り向く。やはり動いていない少年に対し、

「気付けよ！　これ、廊下に刺さして置くから、絶対気付けよ！」

　言った。

「気付けばお前、格好かつこよくなれっから！　将来、絶対、自分の事、信じて良かったって思えるようになるから、だから……！」

　声が作れなくなった。ただ、筧かけいは目め尻じりに浮いたものを拭ぬぐい、廊下に長なが針ばりを落とした。

　それが刺さるのを見てから、筧は一ひと息いきを深くついた。そして一度だけ、教室の中を見て、

「来いよ！　お前にしか出来ない事があるぜ……！」

　背を向け、歩き出す。廊下の向こうで呼んでいる声があるのだ。

　同時に鐘かねの音ねが響ひびき始めた。

　時間が進んだ。その事を確かく信しんして、筧は呟つぶやいた。

「神様」

　帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり、彼は笑った。

「──有あり難がとうよ」
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「……空の海が、なかなか広がらないねえ」

　巴パ里リの中心を通る大通りの上で、アンジーの声を福ふく島しまは聞いた。

　屋や台たいで買って来たものを、清きよ正まさも含めた三人で持ち寄っての一いつ時ときだ。

　誰だれも彼も、体中に術じゆつ式しき符ふや、術式陣じんを浮かせたような状態だ。横の清正も似たような姿すがたで、

「あと三十分程ありますから、一ひと息いきさせて貰もらってるのだと思いましょう。脇わき坂さか様さまは、それからすぐに関かん東とうへ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、今さっき、キメちゃんから来た連れん絡らくだと、小お田だ原わら征せい伐ばつが終わったそうだから。

　キメちゃん、糟かす屋やと合流したっていうけど……」

「滝たき川がわ先せん輩ぱいと糟屋殿どのが、一いつ戦せん行ったそうで御ご座ざりますな」

　結果も聞いている。

　……賤しずヶ岳たけの戦いの内、滝川隊たいの分が終了したので御座りますか。

　糟屋も、相当の実力者だ。最近は各地を回って転てん戦せんしていたが、関東での戦せん闘とうの後は合ごう流りゆう出来る事になるのだろうか。ただ、

「滝川先輩には、もう一度、会って話せたらと、そう思っていたので御座ります」

「フクシマン、関東に行ってたもんねー……」

　と、脇わき坂さかが、焼き鳥の串くしを差し出してくる。

「いいので御ご座ざりますか？」

「アンジー、滝たき川がわ先せん輩ぱいの事、知らないから」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずき、ふと福ふく島しまは思った。

　自分は、滝川の事を、皆に伝えられるのだと。そして、

「──！」

　向こう、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦せん士し団だんと、羽は柴しばの戦士団が喧けん嘩かを始めた。

　その騒さわぎは、観客も含みで、段だん々だんと輪を形成しそうになっている。

「ちょっと気まずいですね」

「やはり、さっきまで戦ってた訳わけだもんねー。アンジーのこれも、売ってくれない屋や台たいがあって、ちょっとうろついた」

　まあそういうものだろう。生あい憎にく、太陽王ロワ・ソレイユの管理下にある自じ動どう人形達たちが場を保つ動きをしてくれているので助かるが、

　……あっちの騒そう動どうは、ガス抜きで御ご座ざりましょうなあ。

　と、福ふく島しまはそちらに足を向けた。皆の間へと、しかし、後ろから入るようになり、

「何を剣けん吞のんに騒いで御座りますか」

　はあ？　と振り向きかけた皆が、自分が誰だれかに気付いて身をすくめた。

　羽柴側がわの者に視線を向けると、一人が髪かみを搔かきながら頷うなずいた。

「いや、向こうの連れん中ちゆうが、よくも仲間をやってくれたな、とか、そんな塩あん梅ばいで」

「間違いは無いで御座りますか？」

　問うた先、六護式仏蘭西の方が、頷いた。だが、彼らは、周りの自動人形が無視して通りを掃そう除じしているのを見ると、

「でも、そうだろう……？」

「俺達たちゃ、さっきまで争ってたんだ」

「いきなり仲良くやっとけなんて言われても、無む理りな部分はあるって……！」

　ならば、と福島は思った。

　座る。

「仲良くする必要は御座りますまい」

　だが、

「拙せつ者しや、東側に来た六護式仏蘭西戦士団の戦い様ようと、三み好よし殿どの、そして加か藤とう・段だん蔵ぞう様の戦い様については話が出来るものに御座ります。誰だれか聞いて下さる者は御座りませんか」
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「誰か、拙者の話を聞く相手は？　また、自分達の話をしてくれる者は？」

　福ふく島しまが言うと、皆が顔を見合わせた。

　その動きに、無視は感じなかった。ゆえに福島は言葉を続けた。

「聞いて欲しい、とそう思うので御ご座ざります。教えて欲しいと、そう思うので御座ります。

　何な故ぜなら、伝える事によって、何もかもが、存在をし続けるので御座りますから」

　そうで御座りましょう、と福島は思った。

　加か藤とう・段だん蔵ぞうとの戦いは、もう、二度と得られない。三み好よし入にゆう道どうについてもそうだ。

　あの中で自分は、大きく己おのれを試し、そして多くを得たと思う。

　その恩おんや、相手の強さについて、本人と話す事が出来ればと、今いま更さらながらに感じるのだ。

　そして、戦せん国ごくの世から降りていく事を選んだ滝たき川がわも。

　あの時、江え戸どから去る時に、もっと多くを話しておけなかったものだろうか。

　去る者は常に、置いていく者に対して言葉が少ない。きっと、自分の方では満ち足りているからだろう。だが、置き去られた者は、

「……話し、刻きざんでいくしかないで御座りましょう。だから──」

「聞こう」

　と、皆の間から出てきた者がいる。その姿すがたを、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ勢が見て、名を呼んだ。

「ベルンハルト様……」

「段蔵の話を聞きたい。──天てん竜りゆうの最後の戦いだ。耳にするのは栄えい誉よである」

　彼は、周囲の皆に視線を向けた。

「貴き様さまらは戦う者か？　そうであるならば戦いの話を聞くために座れ。戦いを語り、その畏い怖ふを崇あがめるのは戦せん士しの誉ほまれである。そうで無いならば、すぐに立ち去り、眠るがいい。

　──どうだ、貴様らは」

　彼の声に、皆は息を詰めた。そして、

「────」

　全員が座った。一部、遅れる者もいたが、周りが引っ張って座らせる。

　そんな彼らを見て、福島は頭を下げた。

「Ｔｅｓテスタメント．、忝かたじけない。──この中、お互い、向き合った者同どう士し、いろいろと自分達たちの動きや、出来などを話し合えるもので御座りましょう。今は太陽王ロワ・ソレイユの下さった逢おう魔まの時間。悪あつ鬼き同士としてまたここで争うくらいなら、お互いの戦い振りを交換し、伝え合うがいいかと」

　その言葉に、皆が視線を交わした。

　ややあってから、

「西側、こっちだ。遠とお間まから見てた感じだけどな、両りよう勢ぜいに話せるとも」

　と、銃じゆう士し隊たいの人形が、新しん品ぴんの手を挙げた。すると向こう、蜂はち須す賀かが西側隊たいの話し込みに加わっていくのが見えた。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ勢は、彼女を見て、

「ええ!?　あの武ぶ神しんの乗り手が、チビッコ!?」

　などと声をあげ、他の方面の連れん中ちゆうが、「くっそ！」などと舌した打うちする。

　そんな彼らを見て、やってきた清きよ正まさが皆に会え釈しやくを送った。

「北側は、私の方で話が出来ます。南は──」

「あ、僕が、東西を見通しながらの話が出来ます。解わからないところがあったら、話を振って下さい。対応します。それと──」

　各かく陣じん営えいの座ざ組ぐみに、片かた桐ぎりが百ひやく紋もん検けん地ちで作った光の模も造ぞうを送った。

　おお、とそれを見た誰だれかが呟つぶやく。

「反省会じゃねえか、これ」

「作さく戦せん会議のリテークだよな」

　皆が笑った。敵も味み方かたもお互い、自分達たちの笑えみに気付いて、

「──まあいいか」

　笑う事を共に赦ゆるした。そして誰もが、身体からだを前のめりにして、

「なあ」

　ああ、とか、いいか、とか、おい、とか、そんな言葉を手がかりに、話が生まれた。

　疑問の声や、解説や、唸うなりや驚きも含め、

「……幻げん竜りゆうも喜ぶだろう。あれは、何だかんだと、人ひと好ずきな男だったからな。

　自分が去った事を語ってやれるなら、それが一番の手た向むけだ」

　ベルンハルトが、そう言って、こちらに軽く頭を下げた。そして彼は、

「私が頭を下げた事、他には言うなよ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいた時だ。あら、と向こうで清正がこちらを見た。

・巨　正：『福ふく島しま様さま、ようやく笑われましたね』

　そうで御ご座ざるか、と福島は思い、ふと空を見上げた。

　夜空に海が形成され、その後に出たとしても、関かん東とうの戦せん線せんに間に合うかどうかは解らない。

　だが、今を大だい事じとするならば、

　……滝たき川がわ先せん輩ぱい達たちは、拙せつ者しや達の今を喜んでくれるで御座りましょうか。

「では、段だん蔵ぞう様との勝負で御座りますが……」

　福島は、言葉を作った。先さき程ほどまであった戦いの記き憶おく。これが、戦った相手だけではなく、去って行った者にも通じればいいと思うのは、贅ぜい沢たくが過ぎるだろうかと、そう思いながら。
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あとがき




　そんな訳わけで『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅥ下』をお届けいたします。前回と今回、小お田だ原わらで御お祭まつり状態になりながら巴パ里リでもカーニバル状態という感じで、ここまでの積み重ねあってこそだなあ、と思っていたりします。こういう流れをちゃんと出来るのも皆様の御お陰かげですね。どうもありがとう御ご座ざいます。

　なお、どっちでも水みず攻ぜめとかやってますが、実際の水攻めは長期戦で、堤てい防ぼうの作りが甘いと失敗するので、仕掛け側に相当な国力と技術が要されるものだったりします。今と違ってそこら辺の技術研究や機き械かいなどもありませんから、そういう事の知ち識しきと指導力がある人は戦せん闘とうが出来なくても有力な存在として重ちよう宝ほうされた訳ですね。

　何しろ建けん材ざいすらが不備な時代ですから、板で土を囲って押さえて堤防を作ろう、とやると、板を深く打ち込めないから土を積んだ堤防の下から浸しん水すいとか……。

　そういう風ふうに、城しろや町を作ったりするだけではなく、道や橋などを作るのも、今のような設備などがある訳ではないもので。如い何かに人を上う手まく使うか、という事と、如何に完成度を高めるか、という、その狭間はざまでいろいろ苦労があったりする感じです。

　なお、この小田原征せい伐ばつ中、史し実じつでは石いし田だ・三みつ成なりが忍おし城じようを水攻めに掛けたものの、工事の見み極きわめが悪くて失敗してたりします。三成も大変だなー、と思うのですが、これ、秀ひで吉よし好きの彼が、水攻めを真ま似ねして褒ほめられたかったのかな、とか考えると俄が然ぜんキャラ立ちがしてきますな。

　ともあれチャット。

「水攻めって知ってる？」

『女じよ囚しゆう？』

「ちげーよ。当たってるけど今回は違う。ほら、戦せん国ごく時代の」

『女囚？』

「狭せめえよジャンルが。そこまで言ったら女囚じゃなくて水攻めジャンルのバリエーションだと思うぞ。でも戦国時代とか水みず牢ろうとかあったからなー」

『あの時代、結けつ構こうその手のジャンルが多いよな』

「あ、悪い。よく考えたら学生時代の話するとこだった、ここ」

『女囚？』

　ねえよ。と、そんな感じで、今回の作業BGMはSoulkidsで「ワールドエンズ・ガールフレンド」。このくらい〝ここにあったんだ〟の勢いが欲しいところです。ともあれ今回、

「一体、誰だれが渡っていったのだろうか」

　という事で。次は関かん東とう解放、少々お待ち下さい。


平成二十五年七月　台たい風ふう来てる朝っぱら　　　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる
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